
岳山



篭

エーデルワイス・マークの

好日山莊。
SKI･ALPINISM
CAMPING

RDELWEISSMARK

●東京銀座店東京都中央区銀座3-5-7〒104aO3(561)3600･(567)9031スキーショッフ恋03(561)0966

●吉祥寺近鉄店東京都武蔵野市吉祥寺本町r-19-1〒180吉祥寺近鉄7FaO422(21)3331㈹内線3318

●大阪店大阪市北区曽根崎上1-2-8〒530a06(364)0933㈹登山う。ロシヨツフ°芳沢ピル2F
スキーシヨップマルビル･芳沢ピル1F

●梅田店大阪市北区曽根崎2-7-2〒530念06(315)7985(代）

●セルシー店豊中市千里中央"セルシー1階"〒565aO6(833)0123

●大阪三越店大阪・北浜三越新館2F

●福岡店福岡市博多区須崎町1-4〒812壷092(281)3440

伝統と信用の好日山荘は6店舗です 最近類似店名の店がありますが、当店とは無関係て､す。



山
岳
第
七
十
四
年





バ
イ
ン
ダ
・
ブ
ラ
ッ
ク
南
壁

ハ
ラ
モ
シ
ュ
北
壁
：
…
・
・
・
…
．

ヌ
ン
西
稜
…
：
．
：
…
．

八
支
部
の
歴
史
Ｖ

東
海
支
部
の
二
十
年
…
：
…
…
・
…

静
岡
支
部
発
足
よ
り
初
期
の
十
年

東
九
州
支
部
の
歩
み
：
…
…
…
：
：

富
山
支
部
に
就
い
て
：
。
：
…
・
…
．
。
．

ダ
ゥ
ラ
ギ
リ
ー
峰
南
壁
ｌ
サ
ゥ
ス
・
ピ
ラ
ー
の
初
登
肇
１
．
．
…
・
…
．

ダ
ゥ
ラ
ギ
リ
ー
峰
南
東
稜
：
…
・
…
。
：
．
．
：
：
．
…
・
・
…
…
…
…
…
…
：
：
、

ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
登
頂
…
．
．
：
…
．
：
：
．
：
：
．
…
・
・
…
．
：
…
・
…
…
…
：

積
雪
期
黒
部
奥
鐘
山
西
壁
ｌ
紫
岳
会
ル
ー
ト
冬
期
初
登
肇
１
．
…
…

北
極
点
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
犬
橇
単
独
行
に
お
け
る
学
術
調
査

✩ ✩
山
岳
第
七
十
四
年
目
次
（
一
九
七
九
年
度
）

●
●

の
●
●
■
●
■
●
■
■
■
①
●
■
●
申
●
●
色
。
■
■
●
●
由
甲
■
■
●
巳
●
■
。
●
血
●
色
今
①
●
。
■
●

。
■
●
●
①
。
白
●
④
●
■
■
号
●
●
■
●
？
●
①
合
●
■
。
■
。
●
●
由
り
●
■
■
■
口
早
。
●
、
●
●
●

■
●
ゆ
ら
り
■
。
■
●
由
●
申
●
■
色
じ
じ
◆
参
■
■
●
■
ｂ
Ｄ
ｃ
ｅ
Ｇ
甲
。
●
■
●
■
●
●
●
固
●
■
車
●

甲
■
●
④
Ｇ
Ｆ
Ｇ
●
■
●
令
●
○
■
■
■
●
色
●
Ｆ
●
■
①
。
●
申
●
●
●
●
■
①
①
■
■
由
り
●
色
等
Ｇ
■

●
巳

今
■
Ｇ
Ｃ
Ｆ
■
●
■
●
■
●
●
●
Ｆ
■
●
。
●
●
■

●
●
凸
。
●
■
■
●
■
■
●
ゆ
●
●
ゆ
■
。
。
■
車

．
：
：
．
．
…
・
跡
嘔
燕
一
一
恥
擁
酎
蕊
毛
…
…
一

…
：
：
…
：
…
…
・
…
・
雨
宮
節
：
…
・
三

…
：
：
…
：
：
：
…
…
・
八
木
原
圀
明
．
：
…
臺

…
：
…
・
…
・
・
：
：
：
…
伴
明
…
：
・
里

…
．
．
：
．
．
…
…
：
…
…
烏
居
瑛
：
：
：
王

■
●
ゆ

．
：
：
：
．
…
中
世
古
隆
司
…

…
・
…
…
・
山
本
朋
三
郎
…

．
…
．
：
：
：
梅
木
秀
徳
．
．

…
…
：
…
中
田
清
兵
衛
…

●

．
・
糸
川
公
夫
…

．
・
昭
和
山
岳
会
…

．
‐
沖
允
人
…

： ： ： ：

ノL －Lゲ ービ誌令
－し○○一

へ
五

九
二

九
へ



ヌ
ン
東
稜
…
．
．
：
…
：
．
…
…
・
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
．
：
…
・
…
。
：
：
…
・
…
…
…
．
：
…
伊
丹
紹
泰
…
…
一
呈

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
．
：
．
．
：
。
…
…
・
・
・
・
：
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
・
…
：
…
・
・
…
…
・
…
…
・
…
：
…
河
野
照
行
。
：
：
．
一
三

二
人
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
・
・
：
．
：
．
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
・
・
…
…
：
…
…
。
：
…
・
…
：
。
…
：
・
・
・
…
．
：
…
…
清
水
清
二
…
：
・
一
毛

ゲ
ン
ト
Ⅱ
峰
登
頂
：
．
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
：
：
…
…
・
…
．
：
。
…
：
：
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
小
林
治
俊
・
…
：
三
一

リ
モ
ヘ
の
遠
い
道
…
：
…
・
…
…
：
…
：
．
…
…
・
…
．
．
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
．
．
…
・
…
…
…
…
…
…
…
・
大
沢
宣
彦
．
：
：
．
三
九

積
雪
期
日
高
山
脈
全
山
縦
走
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
。
：
…
：
…
…
…
・
…
…
…
日
本
大
学
山
岳
部
…
：
．
三
八

剣
岳
の
第
二
登
頂
ｌ
ｌ
ｌ
吉
田
孫
四
郎
に
つ
い
て
ｌ
ｌ
ｌ
…
…
…
・
…
…
：
…
…
．
．
…
・
…
…
・
…
…
．
：
：
．
…
…
藤
平
正
夫
：
…
・
一
豊

穂
高
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
鵜
殿
正
雄
の
生
涯
．
：
…
：
…
…
…
…
…
・
…
：
：
…
：
…
・
…
…
・
…
：
…
・
…
…
・
上
条
武
：
…
・
一
茜

マ
ナ
ス
ル
登
頂
二
十
周
年
記
念
の
会
．
：
：
…
．
：
…
…
…
：
…
：
…
・
…
・
・
：
…
…
：
…
…
・
…
…
…
・
…
…
成
瀬
岩
雄
…
…
一
奇

記
録
面
か
ら
見
た
マ
ナ
ス
ル
…
…
…
…
…
：
．
…
…
：
．
．
：
…
・
・
…
：
：
…
・
…
・
…
…
：
：
：
…
・
…
…
…
…
松
田
雄
一
・
・
…
・
一
棗

追

日
本
山
岳
会
編
『
新
選
覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著
解
題
』
（
小
谷
隆
一
）
、
日
本
山
岳
会
編
『
登
山
技
術
（
上

・
下
）
』
（
松
田
雄
一
）
、
デ
ィ
レ
ン
フ
ル
ト
著
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
第
三
の
極
地
』
（
薬
師
義
美
）
、
片
山
全
平
著

図
書
紹
介
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
取
材
記
』
（
山
崎
安
治
）
、
北
大
山
の
会
編
『
北
大
山
岳
部
五
十
周
年
記
念
誌
』
（
竹
中
昇
）
、

吉
沢
一
郎
他
編
『
世
界
山
岳
地
図
集
成
ｌ
カ
ラ
コ
ル
ム
・
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
編
ｌ
』
（
五
百
沢
智
也
）

悼

松
本
善
二
氏
（
山
崎
金
次
郎
）
、
岩
永
信
雄
氏
（
山
崎
安
治
）
、
渡
辺
公
平
氏
（
後
藤
幹
次
）
、
直
木
重
一

郎
氏
（
津
田
周
二
）
、
四
谷
龍
胤
氏
（
津
田
周
二
）
、
児
島
勘
次
氏
（
平
林
克
敏
）
、
中
村
謙
氏
（
望
月

達
夫
）
、
町
田
立
穂
氏
（
小
野
幸
、
望
月
達
夫
）
、
杉
山
孝
氏
（
見
学
玄
）
、
小
暮
勝
義
氏
（
田
中
成

幸
）
、
高
橋
憲
二
氏
（
望
月
達
夫
）

☆書
、

☆☆

、
●
■

。
：
。
・
・
・
二
○
○

一堂
／、

ブ山



会
務
報
告
（
一
九
七
八
年
七
月
，
，
、
一
九
七
九
年
六
月
）
：
…
…
・
…

英
文
梗
概
・
…
…
…
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
。
：
…
…
。
：
：
…
…
．

写
真
・
図
版

北
極
学
術
調
査
に
関
す
る
も
の
図
及
び
写
真
１
１
８
、
表
１
１
２

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
南
壁
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
１
③
’
㈹
、
図
Ｃ
１

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
南
東
稜
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
２
③
’
㈹
、
図
Ｃ
２

ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
３
㈲
’
㈹
、
図
Ｃ
３

奥
鐘
山
西
壁
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
４
、
図
Ｃ
４

バ
イ
ン
ダ
・
ブ
ラ
ッ
ク
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
５
、
図
Ｃ
５
③
ｌ
⑤

ハ
ラ
モ
シ
ュ
北
壁
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
６
，
１
。
、
図
Ｃ
６

ヌ
ン
西
稜
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
７
⑧
’
㈹
、
図
Ｃ
７

ヌ
ン
東
稜
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
８
⑧
’
㈹
、
図
Ｃ
８
⑧
ｌ
⑥

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
９
、
図
Ｃ
９

ゲ
ン
ト
Ⅱ
峰
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
叩
⑧
’
㈹
、
図
Ｃ
ｍ

リ
モ
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
ｕ
⑧
ｌ
⑥
、
図
Ｃ
ｕ
③
ｌ
⑥

日
高
山
脈
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
皿
、
図
Ｃ
理

鵜
殿
正
雄
に
関
す
る
も
の
写
真
Ｐ
喝
伺
ｌ
⑤

追
悼
写
真
ｌ
松
本
善
二
氏
、
岩
永
信
雄
氏
、
渡
辺
公
平
氏
、
直
木
重
一
郎
氏
、

四
谷
龍
胤
氏
、
児
島
勘
次
氏
、
中
村
謙
氏
、
町
田
立
穂
氏
、
杉
山
孝

氏
、
小
暮
勝
義
氏
、
高
橋
憲
二
氏

●
●

表
紙
及
び
扉
カ
ッ
ト
宮
下
啓
三

●
■
Ｇ
■
●
由
●
血
●

、
●
●
■

。
：
・
・
・
・
・
・
一
二
へ

。
：
…
・
巻
末





北極点・グリーンランド犬穏単独行における学術調査

植
村
は
、
一
九
七
八
年
三
月
五
日
、
エ
ル
ズ
ミ
ア
島
オ
ー
ロ
ラ
・
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
出
発
し
、
四
月
二
十
九
日
、
北
極
点
到
達
を

は
た
し
た
。
そ
し
て
五
月
十
日
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
北
端
の
モ
ー
リ
ス
ジ
ェ
サ
ッ
プ
岬
を
出
発
し
、
八
月
二
十
二
日
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

初
縦
断
に
成
功
し
た
（
第
一
図
）
。
い
ず
れ
も
単
独
行
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
北
極
点
へ
到
達
し
た
パ
ー
テ
ィ
は
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
の
べ
る
雪
や
積
雪
、
そ
し
て
大
気
中
の
微
少
な
粒
子
（
エ
ァ
ロ

ゾ
ル
）
な
ど
に
つ
い
て
観
測
し
採
集
し
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
上
の
縦
断
ル
ー
ト
は
、
未
知

の
地
域
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
主
と
し
て
雪
氷
・
氷
河
現
象
に
か
か
わ
る
観
察
と
上
記
の
採
集
資
料
も
、
貴
重
な
も
の
と
い

埆
元
》
●
◎

〈
１
〉
は
じ
め
に

北
極
点
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
犬
橇
単
独
行

に
お
け
る
学
術
調
査

＊
伏
見
碩
二

植
村
直
己

＊
樋
口
敬
二

＊
池
上
宏
一

（
＊
名
古
屋
大
学
・
水
圏
科
学
研
究
所
）

（ 1 ）



北
極
と
南
極
と
は
、
海
と
大
陸
と
い
っ
た
対
称
性
を
示
し
て
い
る
が
、
と
も
に
雪
と
氷
が
ひ
ろ
く
覆
っ
て
い
る
共
通
性
を
も
ち
、
地
球

規
模
の
気
象
・
気
候
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

南
極
圏
の
探
検
は
、
や
っ
と
十
八
世
紀
に
な
っ
て
ゼ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
に
よ
っ
て
手
を
つ
け
ら
れ
た
が
、
北
極
圏
の
探
検
は
、
は
る
か

に
早
い
。
す
で
に
八
世
紀
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
住
み
つ
い
て
い
た
バ
イ
キ
ン
グ
た
ち
は
、
十
世
紀
前
後
に
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
渡
り
、

（
１
）

そ
の
数
九
○
○
○
人
に
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
の
原
住
民
で
あ
る
エ
ス
キ
モ
ー
人
た
ち
は
、
彼
ら
の
島
を
何
と
呼
ん
で
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
と
に
か
く
、
彼
ら
バ
イ
キ
ン
グ
た
ち
は
こ
の
島
を
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
〃
緑
の
島
〃
と
い

う
魅
力
的
な
名
前
に
よ
っ
て
人
を
呼
び
こ
も
う
と
い
う
理
由
の
他
に
、
当
時
の
気
候
は
現
在
よ
り
暖
か
く
、
フ
ィ
ョ
ル
ド
周
辺
に
は
柳
や

樺
の
林
が
あ
り
、
緑
の
牧
草
地
が
あ
っ
た
が
、
十
五
’
十
六
世
紀
頃
ま
で
に
は
気
候
が
寒
冷
化
に
向
か
い
、
バ
イ
キ
ン
グ
の
末
喬
た
ち
は

（
１
）

す
べ
て
滅
び
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
気
候
変
化
が
人
間
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
例
と
い
え
る
。
こ
の
十
五
’
十
六
世

紀
よ
り
、
小
氷
河
期
と
呼
ば
れ
る
寒
冷
期
と
な
り
、
い
く
つ
か
の
山
岳
地
帯
の
氷
河
が
拡
大
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
万
年
以
前
の
氷
期
に
は
、
北
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
シ
ベ
リ
ア
な
ど
に
氷
床
が
発
達
し
た
が
、
現
在
で
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷

床
だ
け
が
の
こ
り
、
北
半
球
で
唯
一
の
氷
床
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
白
い
大
陸
の
未
知
を
求
め
て
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
初
横
断
に
成
功

し
た
の
は
、
一
八
八
八
年
の
ナ
ン
セ
ン
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
探
検
・
調
査
旅
行
は
、
北
極
点
到
達
を
め
ざ
し
て
い

た
。
ヘ
ァ
リ
ー
ら
に
よ
る
北
部
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
旅
行
（
一
九
○
五
’
○
六
）
、
ラ
ス
ム
ッ
セ
ン
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
ら
に
よ
る
北
西
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
旅
行
二
九
一
六
’
一
九
）
な
ど
に
つ
づ
き
、
ワ
ト
キ
ン
ス
（
イ
ギ
リ
ス
）
ら
に
よ
る
横
断
旅
行
（
一
九
三
○
’
三
ご
に
よ
っ
て
、
し

だ
い
に
未
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
が
ひ
ら
か
れ
て
い
っ
た
。

ウ
ェ
ー
ゲ
ナ
ー
は
、
大
陸
移
動
説
を
と
な
え
た
人
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
一
三
年
二
度
目
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
探
検
の
と

き
に
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
中
央
部
を
横
断
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
二
九
’
三
○
年
三
度
目
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
探
検
に
で
か
け
、
氷

（ 2 ）
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床
の
厚
さ
が
一
八
○
○
Ｊ

に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

八
○
○
メ

樋
口
は
、
一
九
六
○
年
氷
島
Ｔ
ｌ
３
で
氷
河
学
・
海
洋
学
の
調
査
に
参
加
し
、
ま
た
伏
見
は
、
一
九
六
三
’
六
五
年
、
氷
島
ア
ー
リ
ス

Ⅱ
号
で
海
洋
観
測
に
従
事
し
た
。
氷
島
に
み
ら
れ
る
岩
石
の
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
氷
島
は
エ
ル
ズ
ミ
ァ
島
な
ど
の
海
洋
に
形
成
さ

れ
た
棚
氷
や
氷
河
氷
が
起
源
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
氷
島
の
厚
さ
は
、
五
十
メ
ー
ト
ル
前
後
に
お
よ
び
、
平
均
数
メ
ー
ト
ル
の
北
極
海
の
海
氷
面
に
う
か
ぶ
、
い
わ
ば
自
然
の
砕

氷
船
の
役
を
は
た
し
、
科
学
観
測
の
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
氷
島
は
、
風
と
海
流
に
よ
っ
て
漂
流
し
、
北
極
海
で
の
氷
の
動
き

は
、
Ｔ
ｌ
３
の
漂
流
経
路
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
北
極
点
か
ら
北
ア
メ
リ
カ
側
の
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ト
海
で
は
時
計
廻
り
で
、
ま
た
ア
ー
リ

ス
Ⅱ
号
の
経
路
は
一
九
三
七
年
の
パ
パ
ー
ニ
ン
ら
の
北
極
１
号
に
よ
る
漂
流
経
路
と
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト
を
と
り
、
北
極
点
か
ら
ア
ジ
ア
。

と
こ
ろ
が
、
第
二
次
大
戦
後
ま
も
な
く
、
ア
ラ
ス
カ
の
ポ
イ
ン
ト
・
バ
ロ
ー
沖
五
○
○
キ
ロ
の
北
極
海
上
に
、
部
分
的
に
岩
石
で
お
お

わ
れ
た
島
が
発
見
さ
れ
た
。
追
跡
調
査
の
結
果
、
こ
の
島
は
陸
地
で
は
な
く
、
漂
流
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
氷
島
と
呼
ば
れ
る
よ
う

北
極
海
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
は
し
る
ロ
モ
ノ
ソ
フ
海
嶺
の
大
西
洋
側
の
海
盆
に
は
、
ナ
ン
セ
ン
海
盆
や
ア
ム
ン
ゼ
ン
海
盆
と
い
っ
た
名
前

が
み
ら
れ
る
。
一
八
九
三
’
九
六
年
に
か
け
て
、
プ
ラ
ム
号
漂
流
に
よ
る
探
検
に
よ
っ
て
、
当
時
の
最
北
記
録
と
海
洋
学
へ
の
貢
献
を
し

た
ナ
ン
セ
ン
と
、
北
西
航
路
の
通
航
（
一
九
○
三
ｌ
ｏ
六
）
、
及
び
航
空
船
ノ
ル
ゲ
号
に
よ
る
ス
ピ
ッ
ツ
ベ
ル
ゲ
ン
ー
北
極
点
Ｉ
ア
ラ

ス
カ
の
北
極
海
横
断
飛
行
（
一
九
二
六
）
に
成
功
し
た
ア
ム
ン
ゼ
ン
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ら
の
海
盆
の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
。

北
極
点
へ
の
初
到
達
は
、
一
九
○
九
年
、
。
ヘ
ア
リ
ー
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
探
検
を
通
じ
て
北
極
海
の
姿
は
し
だ
い
に
明
ら
か

と
な
り
、
一
九
一
三
年
の
セ
ベ
ル
ナ
ャ
ゼ
ム
リ
ァ
の
発
見
を
も
っ
て
地
理
的
な
探
検
の
時
代
は
終
っ
た
。

に
な
っ
た
。

ー
ト
ル
に
も
な
る
と
い
う
重
要
な
結
果
を
え
た
が
、
彼
は
一
九
三
○
年
十
一
月
一
日
、
彼
の
五
十
歳
の
誕
生
日

む

（ 4 ）
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
海
域
で
は
、
西
か
ら
東
方
向
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
北
極
点
か
ら
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
や
エ
ル
ズ
ミ
ア
島
の
間

は
、
時
計
廻
り
と
西
か
ら
東
へ
の
氷
の
動
き
が
と
も
に
陸
に
お
し
よ
せ
る
海
域
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
圧
力
に
よ
っ
て
と
く
に
氷
丘
の
発

達
す
る
地
域
と
い
え
よ
う
。
植
村
は
〃
氷
丘
に
登
っ
て
次
の
平
ら
な
氷
を
探
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
だ
が
平
坦
な
氷
な
ど
見
当
ら
な

い
。
や
む
な
く
、
一
寸
き
ざ
み
に
ル
ー
ト
を
作
る
。
こ
れ
で
は
、
さ
な
が
ら
奏
の
河
原
の
石
積
み
と
同
じ
だ
。
際
限
な
く
同
じ
作
業
を
く

（
２
）

り
返
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
〃
と
の
べ
て
い
る
。

一
九
六
○
’
六
六
年
に
わ
た
り
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
北
西
部
の
キ
ャ
ン
プ
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
（
弓
・
噂
Ｚ
．
白
』
。
言
、
標
高
一
八
八
五
メ
ー

ト
ル
）
で
、
一
三
八
七
・
四
メ
ー
ト
ル
も
の
氷
床
の
基
盤
に
達
す
る
コ
ァ
ー
の
採
取
に
成
功
し
た
、
ダ
ン
ス
ガ
ー
ド
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
ら
は
、

氷
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
酸
素
の
安
定
同
位
体
の
量
か
ら
、
過
去
の
温
度
を
推
定
し
、
一
地
点
の
コ
ァ
ー
の
分
析
に
よ
っ
て
、
二
万
年
ち

（
３
）

か
く
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
気
候
変
化
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
た
。

い
つ
ぽ
う
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
内
陸
部
を
広
範
囲
に
わ
た
り
調
査
旅
行
を
し
た
ベ
ン
ソ
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
は
、
一
九
五
二
’
五
四
年
の

調
査
か
ら
氷
河
氷
を
お
お
う
積
雪
層
中
の
水
の
状
態
に
よ
っ
て
、
乾
燥
相
、
失
水
相
、
湿
潤
相
、
消
耗
相
の
四
つ
の
積
雪
層
に
区
別
し
、

（
４
）

こ
れ
ら
の
積
雪
層
の
状
態
の
地
域
分
布
が
、
気
象
条
件
と
関
連
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

積
雪
層
の
状
態
は
、
ソ
リ
旅
行
に
も
大
き
く
影
響
し
、
植
村
は
、
北
極
海
域
で
〃
マ
イ
ナ
ス
三
十
四
度
、
気
温
が
低
い
の
で
橇
の
ラ
ン

ナ
ー
の
滑
り
が
悪
い
。
雪
に
ラ
ン
ナ
ー
が
食
い
こ
み
、
砂
の
上
を
走
る
よ
う
に
橇
が
重
く
感
じ
ら
れ
る
。
〃
と
の
べ
て
い
る
。
同
様
な
低

温
に
よ
る
橇
の
滑
り
に
く
さ
を
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
北
部
地
域
で
も
経
験
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
北
極
地
域
の
探
検
・
調
査
旅
行
と
は
異
な
り
、
植
村
は
単
独
で
北
極
点
に
到
達
し
、
そ
し
て
前
人
未
踏
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
縦
断
旅
行
を
試
み
た
。
こ
の
場
合
、
賛
沢
な
調
査
は
の
ぞ
め
な
い
。
軽
量
化
し
た
器
材
で
、
し
か
も
基
本
的
な
情
報
が
え
ら
れ
る
調
査

を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
一
九
七
九
年
三
月
十
九
日
、
日
本
山
岳
会
科
学
研
究
委
員
会
第
一
回
講
演
会
で
、
樋
口
と
植
村
と
が
の
べ
た
内
容
と
、
そ

（ 6 ）
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〈
２
１
１
〉
雪
の
調
査

フ
ォ
ル
ム
や
ハ
ー
ル
と
い
う
合
成
樹
脂
の
二
塩
化
エ
チ
レ
ン
溶
液
に
降
雪
を
う
け
る
と
、
二
塩
化
エ
チ
レ
ン
は
蒸
発
し
、
雪
の
結
晶
の
表

面
構
造
、
形
を
記
録
し
た
合
成
樹
脂
の
薄
い
膜
が
で
き
る
。
い
わ
ば
雪
の
テ
ン
プ
ラ
の
衣
で
あ
る
。
こ
の
方
法
（
レ
プ
リ
カ
と
よ
ば
れ
る
）

で
、
降
雪
時
の
雪
の
結
晶
を
記
録
し
、
同
時
に
黒
の
ラ
シ
ャ
地
に
降
雪
を
う
け
、
ス
ケ
ー
ル
入
り
の
写
真
撮
影
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の

観
測
に
お
い
て
は
、
露
出
時
間
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
降
雪
強
度
が
わ
か
る
。
第
二
図
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
エ

ル
ズ
ミ
ァ
島
の
二
十
地
点
で
観
測
が
広
範
囲
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
調
査
は
、
雪
結
晶
の
種
類
、
降
雪
強
度
と
気
象
条
件
と
の
関
係
を

〈
２
１
２
〉
積
雪
の
採
集

距
離
に
し
て
緯
度
一
度
（
約
二
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
ご
と
の
表
面
積
雪
お
よ
び
降
雪
時
に
、
新
雪
を
採
集
し
て
ゆ
っ
く
り
と
溶
か
し
、

五
十
ｃ
ｃ
を
採
集
し
た
。
こ
れ
は
、
積
雪
中
に
含
ま
れ
る
酸
素
の
安
定
同
位
体
な
ど
の
化
学
的
性
質
の
地
域
的
性
質
を
調
べ
る
た
め
に
行

北
極
点
か
ら
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
南
端
ま
で
、
そ
の
直
線
距
離
は
三
○
○
○
キ
ロ
に
も
な
る
が
、
実
際
に
植
村
の
踏
査
し
た
距
離
は
、

こ
れ
を
は
る
か
に
上
ま
わ
る
だ
ろ
う
。
広
範
囲
に
旅
行
す
る
と
き
、
し
か
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
に
は
、
一
地

点
で
の
長
期
に
わ
た
る
調
査
・
観
測
は
む
ず
か
し
く
な
る
。
本
調
査
で
は
、
降
雪
と
積
雪
お
よ
び
空
気
中
の
エ
ア
ロ
ゾ
ル
（
空
気
中
に
含

ま
れ
る
粒
子
）
の
採
集
を
広
範
囲
に
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
採
集
方
法
は
比
較
的
簡
単
で
、
し
か
も
気
象
と
気
候
に
関
す
る
基

礎
的
な
資
料
が
え
ら
れ
る
。

み
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
。

の
後
の
解
析
結
果
を
加
え
て
報
告
す
る
。

〈
２
〉
調
査
内
容

（ 7 ）
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ジ
ェ
ッ
ト
・
イ
ン
パ
ク
タ
ー
で
、
長
さ
一
ｍ
幅
○
・
一
ｍ
の
矩
形
の
穴
に
空
気
を
通
す
。
そ
の
際
、
穴
の
下
に
お
か
れ
た
電
子
顕
微
鏡

用
ナ
ッ
シ
ュ
（
直
径
三
ｍ
）
に
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
が
た
た
き
つ
け
ら
れ
採
集
さ
れ
た
。
北
極
海
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
エ
ァ
ロ
ゾ
ル
に
つ
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
報
告
が
な
く
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
物
質
同
定
に
よ
る
種
類
と
濃
度
を
調
べ
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
。
第
四
図
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
北
極
点
か
ら
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
南
端
部
ま
で
の
十
八
地
点
で
、
採
集
が
行
な
わ
れ
た
。

な
わ
れ
た
。
第
三
図
に
み
る
と
お
胴

〈
２
１
３
〉
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
採
集

第
三
図
に
み
る
と
お
り

〈
３
１
１
〉
一
般
気
象

一
九
一
二
’
五
○
年
の
北
半
球
の
平
年
気
温
分
布
図
を
み
る
と
、
厳
冬
期
（
十
一
’
二
月
）
に
、
二
地
域
に
分
か
れ
た
平
均
気
温
マ
イ

ナ
ス
三
十
度
Ｃ
以
下
の
寒
極
が
、
シ
ベ
リ
ア
と
カ
ナ
ダ
北
極
海
地
域
に
み
ら
れ
、
三
月
に
な
る
と
、
北
極
海
の
大
部
分
の
地
域
は
平
均
気

温
マ
イ
ナ
ス
二
十
八
度
Ｃ
と
な
る
。
四
月
に
な
る
と
、
北
極
海
中
央
部
は
平
均
気
温
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
Ｃ
と
な
り
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
南

端
部
で
は
、
零
度
Ｃ
に
達
す
る
。
そ
の
後
も
平
均
気
温
の
上
昇
が
つ
づ
き
、
八
月
の
最
暖
月
に
は
北
極
海
の
広
い
範
囲
が
プ
ラ
ス
四
度

Ｃ
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
南
端
部
で
プ
ラ
ス
八
度
Ｃ
の
平
均
気
温
を
示
す
。
そ
し
て
急
速
に
平
均
気
温
は
下
が
り
、
厳
冬
期
に
入
る
こ
と
が

こ
れ
ら
の
雪
、
積
雪
そ
し
て
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
性
質
の
地
域
的
分
布
と
、
気
象
・
気
候
状
態
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
、
本
調
査

の
目
的
で
あ
っ
た
。
積
雪
の
化
学
的
性
質
の
分
析
や
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
解
析
に
は
時
間
を
要
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
調
査
に
つ

い
て
総
合
的
に
報
告
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
現
在
ま
で
に
解
析
の
す
す
ん
で
い
る
、
一
般
気
象
、
積
雪
の
状
態
、
雪
の
結
晶
、
そ

し
て
エ
ア
ロ
ゾ
ル
に
つ
い
て
、
予
備
的
な
報
告
を
以
下
に
お
こ
な
い
た
い
と
思
う
。

、
北
極
点
よ
り
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
南
端
ま
で
に
わ
た
る
三
十
六
地
点
か
ら
採
集
さ
れ
た
。

〈
３
〉
調
査
結
果

（ 10）
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第
１
表
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
北
極
海
に
お
け
る
気
温
の
観
測
時
間
は
、
Ｇ
Ｍ
Ｔ
の
二
一
・
○
○
前
後
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
地
時
間

（
レ
ゾ
リ
ュ
ー
ト
時
間
）
の
ほ
ぼ
早
朝
に
あ
た
る
。
三
’
四
月
の
北
極
海
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
／
ｚ
ｏ
Ｈ
号
呼
庁
亀
や
〃
Ｔ
ｌ
３
〃
な
ど
の

（
６
）

氷
上
観
測
基
地
で
得
ら
れ
た
結
果
に
よ
る
と
、
気
温
の
日
較
差
は
平
均
的
に
は
四
’
五
度
Ｃ
で
あ
る
。

本
調
査
で
記
録
さ
れ
た
北
極
海
で
の
最
低
気
温
は
、
エ
ル
ズ
ミ
ア
島
北
部
の
出
発
地
点
、
オ
ー
ロ
ラ
・
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
で
観
測
さ

れ
た
、
三
月
五
日
の
マ
イ
ナ
ス
五
十
一
度
Ｃ
で
あ
り
、
最
高
気
温
は
、
北
極
点
近
く
（
謡
。
臼
之
》
計
。
局
、
言
）
、
四
月
二
十
七
日
の
マ
イ
ナ

ス
十
一
度
Ｃ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
三
月
に
は
、
気
温
の
上
昇
が
雪
や
地
吹
雪
の
天
気
と
よ
く
対
応
し
て
い
る
。
三
月
八
日
、
十
一
日
、
十

六
日
、
二
十
三
’
二
十
四
日
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
は
、
低
気
圧
の
進
入
に
よ
っ
て
南
か
ら
の
暖
か
い
空
気
が
移
流
し
て
き
た
も
の
と

六
日
、
二
十
一

（
５
）

示
さ
れ
て
い
る
。

考
え
ら
れ
る
。

北
極
海
で
の
風
向
は
、
第
五
図
に
み
る
と
お
り
、
北
緯
八
十
七
度
以
南
で
は
西
風
が
、
そ
し
て
北
緯
八
十
七
度
以
北
で
、
北
風
が
多
い

傾
向
が
み
ら
れ
た
。
海
氷
の
漂
流
経
路
が
、
北
極
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
を
結
ぶ
海
域
で
、
ビ
ュ
ー
フ
ォ
ー
ト
海
を
時
計
廻
り
と
な
る
ル

ー
ト
と
、
北
極
海
か
ら
東
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
海
岸
沿
い
に
南
下
す
る
ル
ー
ト
の
境
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
北
極
点
か
ら
エ
ル
ズ
ミ

ア
島
へ
海
氷
を
は
こ
ぶ
北
成
分
の
風
と
、
北
極
海
の
海
氷
を
東
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
海
流
に
の
せ
る
西
成
分
の
風
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
一
般
気
象
の
図
（
第
２
表
）
で
は
、
五
月
末
か
ら
六
月
に
か
け
て
低
温
期
間
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
縦
断
ル
ー
ト
が
氷
床
上
と
な
り
、
高
度
が
増
し
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
七
月
以
後
の
、
時
に
は
零
度
Ｃ
以
上
に
も

な
る
昇
温
傾
向
は
、
最
暖
月
の
気
温
上
昇
の
影
響
が
氷
床
上
の
内
陸
部
ま
で
達
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
七
月
十
四
日
に
は
、
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
氷
床
内
陸
部
、
北
緯
七
十
二
度
付
近
の
高
度
約
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
で
雨
を
記
録
し
て
い
る
。

植
村
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
北
端
部
の
イ
ン
デ
ィ
・
ヘ
ン
デ
ン
ス
・
フ
ィ
ョ
ル
ド
か
ら
、
ア
カ
デ
ミ
ー
氷
河
沿
い
に
ル
ー
ト
を
と
り
、
氷

床
上
に
達
し
た
。
こ
の
際
、
ア
カ
デ
ミ
ー
氷
河
の
ク
レ
バ
ス
帯
を
さ
け
る
た
め
、
氷
河
上
に
多
く
み
ら
れ
た
幅
四
’
十
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

（12）
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二
’
七
メ
ー
ト
ル
の
洞
れ
谷
に
ル
ー
ト
を
と
っ
た
。
こ
の
洞
れ
谷
は
、
夏
期
の
氷
河
表
面
の
融
解
水
に
よ
っ
て
侵
蝕
さ
れ
た
氷
河
表
面
上

の
谷
地
形
と
考
え
ら
れ
、
北
緯
八
十
二
度
付
近
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
北
端
部
の
氷
河
で
も
、
カ
ー
ピ
ン
グ
（
氷
河
末
端
の
氷
河
氷
が
割
れ
て
、

海
や
湖
に
流
出
す
る
現
象
）
だ
け
で
な
く
、
氷
河
表
面
の
融
解
現
象
が
、
氷
河
の
消
耗
過
程
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
河
上
の
風
向
と
風
力
図
（
第
六
図
）
を
み
る
と
、
氷
床
北
部
で
西
風
が
卓
越
し
、
氷
床
南
部
で
は
、
東
風
ま
た
は

南
風
が
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
氷
床
の
最
高
点
付
近
（
北
緯
七
十
二
度
付
近
）
が
、
風
向
分
布
の
移
行
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

〈
３
１
２
〉
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
上
の
積
雪
状
態
に
つ
い
て

ベ
ン
ソ
ン
（
一
九
六
二
）
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
上
の
積
雪
状
態
の
う
ち
、
乾
燥
相
（
水
を
含
ま
な
い
積
雪
層
）
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

（
４
）

中
央
部
か
ら
北
部
に
わ
た
り
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
（
第
六
図
）
。
植
村
の
報
告
に
あ
る
と
お
り
、
北
緯
七
十
二
’
七
十
三

度
以
北
で
は
、
午
後
の
気
温
上
昇
が
あ
り
、
積
雪
表
面
が
部
分
的
に
湿
雪
と
な
る
こ
と
が
み
ら
れ
た
が
、
一
般
的
に
は
積
雪
は
乾
燥
し
、

（
２
）

堅
い
板
状
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
ソ
リ
犬
の
足
裏
の
皮
を
す
り
減
ら
す
原
因
と
な
っ
た
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ン
ソ
ン
の

示
し
た
積
雪
状
態
の
分
布
図
で
は
、
こ
の
乾
燥
相
の
西
経
四
十
度
ラ
イ
ン
で
の
南
限
は
、
北
緯
七
十
度
付
近
と
な
っ
て
お
り
、
植
村
の
観

察
し
た
乾
燥
相
の
南
限
で
あ
る
北
緯
七
十
三
度
付
近
と
は
距
離
に
し
て
三
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
違
い
と
な
る
（
第
六
図
）
。
本
調
査

期
間
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
上
で
の
最
暖
月
に
あ
た
り
、
乾
燥
相
の
積
雪
分
布
が
も
っ
と
も
縮
少
す
る
期
間
に
あ
た
る
の
で
、
季
節

変
動
の
お
よ
ば
な
い
通
年
に
わ
た
る
積
雪
状
態
の
分
布
を
観
察
す
る
に
は
、
良
い
時
季
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
の
最
高
部
は
、
北
緯
七
十
一
度
、
西
経
三
十
八
度
付
近
に
あ
り
、
そ
の
高
度
は
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
こ
え

る
。
植
村
は
、
七
月
十
二
日
縦
断
ル
ー
ト
上
で
の
最
高
点
三
二
三
○
メ
ー
ト
ル
を
、
北
緯
七
十
二
度
、
西
経
四
十
度
付
近
で
記
録
し
て
い

る
。
積
雪
状
態
か
ら
み
る
と
、
も
っ
と
も
内
陸
的
な
性
質
を
も
つ
乾
燥
相
の
積
雪
の
分
布
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
の
最
高
点
を
中
心

と
し
て
分
布
せ
ず
、
大
き
く
み
る
と
、
こ
の
最
高
点
か
ら
北
部
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
か
け
て
の
北
面
に
分
布
す
る
（
第
六
図
）
。
こ
れ
は
北

大
西
洋
か
ら
の
温
か
い
気
団
の
進
入
が
、
こ
の
氷
床
の
上
の
分
水
嶺
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
北
部
に
達
し
な
い
た

（ 14）
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め
、
こ
の
氷
床
北
部
地
域
が
乾
燥
・
寒
冷
化
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
上
の
積
雪
の
年
間
堆
積
量
分
布
を

（
４
）

み
る
と
、
こ
の
乾
燥
相
の
積
雪
分
布
と
、
堆
積
量
の
少
な
い
地
域
と
が
と
も
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
北
部
に
み
ら
れ
る
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

氷
床
上
で
の
最
低
気
温
は
、
六
月
二
十
二
日
、
北
緯
七
十
六
・
五
度
、
西
経
三
十
九
度
付
近
で
観
測
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ス
二
十
六
度
で
あ
っ

た
。
こ
の
地
域
は
、
乾
燥
相
の
積
雪
分
布
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
乾
燥
相
の
積
雪
地
帯
で
、
橇
の
走
行
中
、
雪
面
が
突
然

十
セ
ン
チ
ほ
ど
沈
下
す
る
こ
と
を
経
験
し
た
。
こ
れ
は
、
積
雪
層
中
に
で
き
た
下
ザ
ラ
メ
層
が
、
橇
な
ど
の
重
量
で
破
壊
さ
れ
た
た
め

に
、
雪
面
が
沈
下
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
地
域
で
積
雪
の
砂
丘
状
の
堆
積
（
デ
ュ
ー
ン
）
が
東
西
方
向
に
伸
び
て
い
る
こ
と
は
（
第
六
図
）
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床

北
部
に
み
ら
れ
る
西
か
ら
の
卓
越
風
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
上
の
風
向
の
地
域
性
を
み
る
と
（
第
五
図
）
、

中
央
部
の
氷
床
最
高
点
付
近
で
、
南
北
の
斜
面
方
向
の
風
が
観
測
さ
れ
た
が
、
北
部
と
南
部
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
の
大
部
分
の
地
域

は
、
西
風
が
卓
越
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
南
極
氷
床
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
大
規
模
な
斜
面
下
降
風
は
、
五
’
八
月
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷

床
上
で
は
発
達
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
２
表
に
み
ら
れ
る
五
月
末
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
北
部
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
で
観
測
さ
れ
た
低
温
期
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
単
に

高
度
だ
け
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
こ
の
地
域
は
乾
燥
相
の
積
雪
が
分
布
す
る
乾
燥
寒
冷
地
域
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
気
候
条
件
も
低

温
化
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
の
最
高
点
か
ら
南
部
で
は
、
積
雪
は
水
を
含
ん
だ
失
水
相
と
な
り
、
植
村
が
〃
湿
り
だ
し
た
雪
が
犬
の
足
の
裏

に
く
っ
つ
き
、
ゲ
タ
の
歯
が
雪
を
噛
ん
で
だ
ん
だ
ん
大
き
な
玉
に
な
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
、
重
そ
う
な
ダ
ン
ゴ
に
な
る
。
犬
た
ち
は
走
り
に

く
い
の
で
、
口
で
噛
み
き
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
を
走
り
な
が
ら
急
い
で
や
ろ
う
と
す
る
か
ら
、
く
り
返
す
う
ち
に
毛
ま
で
む
し
れ
、
血
が

（
２
）

出
て
き
て
い
る
。
〃
と
の
季
へ
て
い
る
よ
う
に
、
堅
い
乾
雪
や
低
温
下
の
積
雪
の
み
な
ら
ず
、
湿
雪
も
ま
た
犬
橇
旅
行
の
障
害
と
な
っ
た
。

北
緯
六
十
一
度
三
十
九
分
、
西
経
四
十
四
度
十
五
分
に
あ
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
最
南
端
近
く
の
ヌ
ナ
タ
ッ
ク
付
近
よ
り
低
地
の
積

（16）
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〈
３
１
３
〉
雪
結
晶

本
調
査
に
よ
っ
て
観
測
さ
れ
た
雪
の
結
晶
型
は
、
中
谷
の
分
類
法
に
よ
る
と
、
樹
枝
状
六
花
、
角
板
、
つ
づ
み
型
（
角
柱
と
角
板
の
複
合

し
た
も
の
）
、
平
板
付
砲
弾
（
砲
弾
と
角
板
の
複
合
し
た
も
の
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

一
九
七
八
年
六
月
二
十
日
（
夏
至
）
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
北
部
北
緯
七
十
七
度
十
一
分
、
西
経
三
十
八
度
十
一
分
、
高
度
二
三
五
○

メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
○
一
”
○
○
Ｇ
Ｍ
Ｔ
に
観
測
さ
れ
た
つ
づ
み
型
と
角
板
型
の
雪
結
晶
の
レ
プ
リ
カ
に
よ
る
写
真
を
第
七
図
Ａ
ｌ
ｌ

（
観
測
番
号
皿
）
、
Ａ
ｌ
２
（
観
測
番
号
６
）
に
、
ま
た
同
日
一
四
《
○
○
Ｇ
Ｍ
Ｔ
に
観
測
さ
れ
た
樹
枝
状
六
花
の
同
様
な
写
真
を
第
七
図
Ｂ
１

１
（
観
測
番
号
廻
）
、
Ｂ
ｌ
２
（
観
測
番
号
ｕ
）
に
示
す
。
○
一
”
○
○
Ｇ
Ｍ
Ｔ
の
天
気
状
況
は
、
マ
イ
ナ
ス
八
度
Ｃ
、
層
雲
、
雲
量
一
○
、

視
程
四
肋
で
、
ま
た
一
四
“
○
○
Ｇ
Ｍ
Ｔ
は
、
マ
イ
ナ
ス
十
度
Ｃ
、
層
雲
、
視
程
七
ｍ
で
薄
日
が
さ
し
た
。

（
７
）

中
谷
の
人
工
雪
の
研
究
に
よ
る
と
、
樹
枝
状
結
晶
が
で
き
る
気
温
条
件
は
、
マ
イ
ナ
ス
十
四
’
十
七
度
Ｃ
で
あ
る
。
樹
枝
状
結
晶
が
み

ら
れ
た
時
の
気
温
は
、
マ
イ
ナ
ス
十
度
Ｃ
で
あ
っ
た
の
で
、
気
温
減
率
を
ｌ
Ｐ
ざ
ｏ
ｐ
ｇ
目
（
観
測
地
点
の
高
度
に
相
当
す
る
計
Ｃ
日
ず
に

お
け
る
ｌ
ら
。
。
と
ｌ
届
門
の
湿
潤
断
熱
減
率
の
平
均
値
）
と
す
る
と
、
こ
の
時
、
樹
枝
状
結
晶
の
形
成
さ
れ
る
高
度
は
、
観
測
地
点
の
上

空
六
○
○
’
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
、
つ
ま
り
高
度
二
九
五
○
’
三
三
五
○
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
第
七
図
の
樹
枝
状
結
晶
に
は
、
過
冷
却
水

滴
が
凍
り
つ
い
た
雲
粒
付
結
晶
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
時
の
層
雲
は
雪
の
結
晶
だ
け
か
ら
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
雲
頂
高

度
は
、
樹
枝
状
結
晶
の
で
き
た
上
限
高
度
三
三
五
○
メ
ー
ト
ル
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
谷
の
実
験
に
よ
っ
て
Ｉ
Ｅ
Ｉ
１
局
。
○

の
間
で
は
、
樹
枝
状
結
晶
の
で
き
る
条
件
の
ほ
う
が
、
角
板
や
角
柱
な
ど
か
ら
な
る
つ
づ
み
型
や
平
板
付
砲
弾
型
結
晶
の
条
件
に
く
ら

雪
は
湿
潤
相
と
な
り
、
部
分
的
に
池
や
川
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
植
村
は
〃
こ
の
先
は
ナ
ル
サ
ス
ワ
ッ
ク
に
下
る
コ
ル
プ

ッ
ク
セ
ル
ミ
ア
氷
河
で
あ
る
。
こ
の
氷
河
は
、
無
数
の
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
が
ひ
そ
ん
で
い
る
．
夏
の
雪
ど
け
の
時
期
に
犬
橇
で
通
過
す

る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
い
っ
て
い
い
。
″
と
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
上
の
乾
燥
相
か
ら
湿
潤
積
雪
に
わ
た

る
調
査
旅
行
を
、
終
え
た
。

(17)



〈
３
１
４
〉
エ
ア
ロ
ゾ
ル

大
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る
微
妙
な
粒
子
（
ダ
ス
ト
塵
）
を
エ
ア
ロ
ゾ
ル
と
呼
ぶ
。
近
年
で
は
工
場
の
煤
煙
等
の
大
気
汚
染
に
関
連
し
て

話
題
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
気
中
の
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
中
に
は
、
我
々
に
身
近
な
自
然
現
象
で
あ
る
霧
や
雨
・
雪
が
降

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
上
で
大
事
な
機
能
を
果
た
す
も
の
が
あ
る
。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
探
検
の
途
上
そ
の
生
涯
を
と
じ
た
ウ
ェ
ー
ゲ
ナ
ー
は
、
気
温
が
氷
点
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
水
滴
か
ら
な
る

霧
を
、
探
検
中
に
幾
度
と
な
く
観
察
し
た
・
元
来
、
気
象
学
者
で
あ
っ
た
彼
は
、
大
気
中
で
氷
の
粒
（
雪
）
が
で
き
る
為
に
は
核
と
な
る

（
叩
）

微
小
な
物
質
が
存
在
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
こ
の
作
用
を
す
る
粒
子
を
氷
晶
核
と
呼
ん
だ
。
同
様
に
、
水
蒸
気
が
凝
結
し
て

雲
粒
に
な
る
際
に
も
核
と
な
る
物
質
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
作
用
を
す
る
粒
子
を
雲
核
と
呼
ん
で
い
る
。
ど
の
よ
う
な
粒
子
が
氷
晶
核
あ

（
７
）

べ
、
・
氷
に
つ
い
て
の
飽
和
度
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
○
一
》
○
○
Ｇ
Ｍ
Ｔ
と
一
四
“
○
○
Ｇ
Ｍ
Ｔ
の
氷
床
上
の
気
温
変
化
は
、

二
度
Ｃ
で
あ
り
、
雪
が
形
成
さ
れ
た
上
空
の
気
温
に
も
大
き
な
変
化
が
な
い
も
の
と
す
る
と
、
六
月
二
十
日
の
約
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
上

空
の
気
象
状
態
は
、
乾
燥
か
ら
湿
潤
に
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
地
に
お
け
る
雪
の
結
晶
型
か
ら
気
象
状
態
を
考

（
８
）
（
９
）

察
し
た
報
告
は
、
樋
口
（
ら
計
．
届
認
）
に
よ
っ
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
で
の
観
測
結
果
が
あ
る
。

七
月
十
六
日
、
一
九
坐
○
○
Ｇ
Ｍ
Ｔ
（
北
緯
七
十
一
度
二
十
二
・
四
分
、
西
経
四
十
一
度
四
十
二
・
九
分
、
高
度
二
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
と
、
七

月
三
十
日
、
二
○
”
○
○
Ｇ
Ｍ
Ｔ
（
北
緯
六
十
七
度
二
十
四
・
八
分
、
西
経
四
十
四
度
三
十
六
・
七
分
、
高
度
二
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
の
観
測
で
は
、

と
も
に
気
温
マ
イ
ナ
ス
二
度
Ｃ
、
積
雲
が
み
ら
れ
、
そ
し
て
樹
枝
状
六
花
が
観
測
さ
れ
た
。
同
様
な
方
法
で
、
こ
の
時
の
雲
頂
高
度
を
求

め
る
と
、
前
者
は
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
、
後
者
は
四
四
○
○
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
南
部
で
の
七
月

の
積
雲
対
流
が
約
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
緯
度
に
位
置
す
る
日
本
で
は
、
七
月
と
も
な
る
と

積
雲
対
流
は
し
ば
し
ば
一
万
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
北
極
圏
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
床
南
部
で
は
、
は
る
か
に
低

い
値
と
な
っ
て
い
る
。

(18)
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エ
ァ
ロ
ゾ
ル
の
濃
度
は
、
一
般
的
に
人
口
の
集
中
し
て
い
る
地
域
程
高
い
。
人
間
活
動
に
よ
る
大
気
汚
染
の
結
果
を
反
映
し
て
い
る
わ

け
で
あ
る
。
南
北
両
極
地
は
、
そ
の
点
で
最
も
人
里
離
れ
た
地
域
で
あ
り
、
清
浄
な
空
気
が
期
待
で
き
る
場
所
で
あ
る
。
今
回
の
結
果
を

み
る
と
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
は
北
半
球
の
他
の
大
陸
部
と
比
べ
れ
ば
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
濃
度
は
低
い
が
、
南
極
や
、
筆
者
ら
が
行
な
っ

（
ｕ
）

た
ヒ
マ
ラ
ヤ
よ
り
も
高
い
よ
う
で
あ
る
。

る
い
は
雲
核
と
し
て
機
能
す
る
か
は
、
粒
子
の
大
き
さ
と
粒
子
を
構
成
し
て
い
る
物
質
に
よ
っ
て
決
ま
る
．

こ
の
よ
う
に
、
エ
ァ
ロ
ゾ
ル
の
性
質
と
し
て
大
事
で
あ
る
の
は
粒
径
（
大
き
さ
）
と
、
粒
子
を
構
成
し
て
い
る
物
質
で
あ
る
。
そ
れ
ら

を
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
エ
ァ
ロ
ゾ
ル
に
核
と
し
て
の
機
能
が
あ
る
か
ど
う
か
、
太
陽
光
を
反
射
す
る
か
吸
収
す
る
か
、
と
い
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
エ
ァ
ロ
ゾ
ル
の
発
生
源
を
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

今
回
の
観
測
で
も
、
採
集
さ
れ
た
エ
ァ
ロ
ゾ
ル
の
粒
径
測
定
と
物
質
同
定
を
行
っ
た
．
粒
子
の
大
き
さ
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
涯
日

（
ミ
ク
ロ
ン
）
以
下
で
あ
る
の
で
、
観
察
す
る
に
は
電
子
顕
微
鏡
を
用
い
る
。

第
八
図
は
、
今
回
採
集
さ
れ
た
エ
ァ
ロ
ゾ
ル
の
電
子
顕
微
鏡
写
真
で
あ
る
。
粒
子
を
立
体
的
に
み
る
為
に
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ
と
い
う
方

法
を
使
っ
て
お
り
、
白
く
見
え
て
い
る
の
は
粒
子
の
影
（
シ
ャ
ド
ウ
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
粒
子
の
形
状
が
よ
く
わ
か
る
。
写
真
は

（
ａ
）
が
北
極
点
（
観
測
番
号
５
）
、
（
ｂ
）
が
北
緯
八
十
三
度
（
観
測
番
号
９
）
、
（
ｃ
）
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
南
端
の
北
緯
六
十
二
度
（
観
測

番
号
３
で
あ
る
（
第
四
図
）
。
ど
の
地
点
に
お
い
て
も
半
径
一
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の
小
さ
い
粒
子
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
北
極
点
で
は

他
の
二
地
点
に
比
べ
て
エ
ァ
ロ
ゾ
ル
の
粒
径
が
大
き
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
発
生
源
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
粒
子
の
形
態
上
の
特
徴
を
み
る
と
、
輪
郭
の
は
っ
き
り
と
し
た
粒
径
の
小
さ
い
粒
子

と
、
輪
郭
の
ぼ
や
け
た
粒
径
が
や
や
大
き
い
粒
子
と
が
み
ら
れ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
、
全
地
球
的
に
広
く
分
布
し
て
い
る
、
硫
酸
塩
か

ら
成
る
粒
子
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
エ
ァ
ロ
ゾ
ル
の
物
質
同
定
に
つ
い
て
は
現
在
解
析
中
で
あ
り
、
近
い
将
来
明
ら
か
に
す
る
予
定

で
あ
る
。
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北
極
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
犬
橇
単
独
行
を
援
助
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
や
、
西
堀
栄
三
郎
先
生
、
吉
田
宏
氏
、
電
通
、
文
芸
春

秋
社
、
毎
日
新
聞
社
、
毎
日
放
送
、
ス
ミ
ソ
ニ
ァ
ン
研
究
所
の
リ
ー
・
ハ
ウ
チ
ン
ズ
博
士
、
ｚ
少
の
シ
、
ｚ
農
ｏ
ｇ
－
９
。
鴨
呂
匡
ｏ
曾
骨
ｇ

カ
ナ
ダ
政
府
の
ｚ
ｏ
昌
急
の
胃
忌
凰
《
。
ｑ
地
方
政
府
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
省
、
そ
し
て
連
絡
通
信
員
の
多
田
雄
幸
氏
、

鈴
木
喜
久
治
氏
、
桝
田
睦
彦
氏
に
、
あ
わ
せ
て
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

参
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文
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①
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○
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君
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岨
①
目
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Ｈ
・
Ｐ
．

岸
侭
貰
己
や
宍
・
》

旦
国
｝
日
巴
畠
閉

（
届
匡
）
函
弓
昏
閂
日
○
旦
旨
国
日
涛
号
門
鈩
言
巨
○
名
医
野
①
．
Ｆ
凰
冨
厨
．

冒
○
ロ
⑪
］
・
〉
国
侭
巨
の
言
．
〆
・
自
己
○
ｐ
Ｐ
Ｐ
．
（
岳
認
）
抑
少
言
昌
○
名
言
国
○
四
①
Ｈ
ｏ
の
旦
己
胃
骨
帝
の
○
冨
閂
ぐ
＆
胃
宮
哩
〕
巴
胃
且
①

の
①
ご
己
望
Ｐ
ぐ
巳
．
心
Ｐ
の
巳
①
Ｑ
巴
房
の
ロ
①
〕
ｇ
Ｉ
闇
．
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井
村
、
シ
ェ
“

中
か
ら
、
や
唾

在
と
な
っ
た
。

一
九
七
八
年
五
月
十
日
、
午
前
十
一
時
十
五
分
、
小
林
よ
り
交
信
あ
り
。

「
頂
上
で
す
。
こ
こ
よ
り
高
い
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
キ
ャ
ン
プ
の
皆
さ
ん
に
あ
り
が
と
う
と
伝
え
て
下
さ
い
」

一
九
七
五
年
三
月
二
十
六
日
、
あ
の
悪
夢
の
日
か
ら
数
え
て
三
年
目
。
僕
に
と
っ
て
は
二
度
目
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
・
サ
ウ
ス
・
ピ
ラ
ー

は
、
こ
こ
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
（
編
者
注
．
一
九
七
五
年
、
東
京
都
山
岳
連
盟
隊
Ⅱ
雨
宮
節
隊
長
以
下
十
七
人
Ⅱ
は
サ
ゥ
ス
・
コ
ル
へ
の
氷
河
上

に
Ｃ
１
を
設
け
た
が
、
三
月
二
十
三
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
降
雪
は
三
日
間
つ
づ
き
、
Ｃ
１
は
二
十
五
日
深
夜
雪
崩
に
襲
わ
れ
、
沼
尾
吉
忠
、
井
村
哲
の
二

隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
三
人
が
埋
没
死
し
た
。
同
隊
は
そ
の
後
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
登
華
を
断
念
し
た
。
）

あ
の
日
以
来
、
否
、
そ
れ
以
前
の
準
備
段
階
以
来
か
ら
数
え
る
と
、
何
年
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
に
情
熱
を
傾
け
て
来
た
こ
と
だ
ろ
う
。
沼
尾
、

井
村
、
シ
ェ
ル
パ
三
名
を
亡
く
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
の
責
任
感
か
ら
、
山
を
止
め
た
い
と
思
っ
た
あ
の
帰
り
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
。
そ
し
て
そ
の

中
か
ら
、
や
は
り
僕
に
と
っ
て
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
・
サ
ウ
ス
・
ピ
ラ
ー
は
ど
う
し
て
も
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
生
の
壁
と
も
い
う
べ
き
存

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ヘ
の
情
熱

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
南
壁
（
一
九
七
八
年
春
）

ｌ
サ
ウ
ス
・
ピ
ラ
ー
の
初
登
肇
Ｉ

雨
宮

節

（22）



ダウラギリI峰南壁

そ
の
後
の
二
年
間
は
、
僕
の
生
活
の
全
て
は
サ
ウ
ス
・
ピ
ラ
ー
の
み
で
あ
っ
た
。
は
た
し
て
登
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
夜
、

あ
る
い
は
昼
の
ふ
と
し
た
時
間
に
思
い
出
す
の
は
、
あ
の
圧
倒
的
に
切
れ
落
ち
た
一
枚
の
南
壁
の
写
真
で
あ
っ
た
。

一
九
七
五
年
、
東
京
都
山
岳
連
盟
隊
と
し
て
出
発
し
た
僕
達
で
あ
っ
た
が
、
遭
難
後
の
混
乱
の
中
で
組
織
の
む
ず
か
し
さ
と
、
人
間
関

係
の
む
ず
か
し
さ
を
い
や
と
い
う
程
体
験
し
た
。
僕
に
と
っ
て
は
、
マ
ナ
ス
ル
西
壁
や
、
成
功
し
た
二
次
隊
よ
り
、
あ
の
第
一
次
隊
の
一

人
一
人
の
隊
員
が
忘
れ
ら
れ
な
い
・
人
間
は
苦
し
い
立
場
に
立
っ
た
時
に
本
当
の
性
格
が
出
て
し
ま
う
も
の
だ
が
、
今
振
り
返
っ
て
も
、

人
一
人
の
隊
員
が
忘
れ
ら
れ
↑

加
藤
が
一
時
不
参
加
を
表
明
し
た
時
に
、
マ
ナ
ス
ル
以
来
の
友
人
で
あ
る
田
中
壮
佶
か
ら
前
田
ド
ク
タ
ー
を
紹
介
さ
れ
た
．
ま
だ
若
い

前
田
は
前
橋
か
ら
熱
心
に
通
っ
て
く
れ
て
、
本
業
も
外
科
と
い
う
こ
と
で
隊
に
と
っ
て
も
大
き
な
力
と
な
っ
た
。

又
、
変
わ
り
種
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
は
、
大
蔵
省
の
役
人
で
あ
る
平
井
が
、
僕
達
の
も
っ
と
も
苦
手
と
す
る
資
金
調
達
を
含
め
て
参

加
し
た
い
と
い
っ
て
き
て
、
大
変
強
力
な
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
な
っ
た
。

こ
れ
で
僕
達
東
京
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
の
十
三
名
の
仲
間
は
揃
い
、
遅
れ
て
く
る
平
井
を
除
い
て
全
員
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
集
結
し
た
の

合
で
行
け
な
く
な
っ
た
。
詮

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

素
晴
ら
し
い
友
情
で
あ
っ
た
。

第
二
次
隊
は
当
初
、
一
次
隊
の
人
達
で
結
成
さ
れ
た
が
、
三
年
の
月
日
に
夫
々
の
立
場
も
変
わ
り
、
参
加
で
き
る
隊
員
も
少
な
く
な
っ

て
き
た
。
引
き
続
き
参
加
で
き
る
隊
員
は
、
清
水
、
永
沼
、
加
藤
小
林
と
僕
の
五
名
と
な
り
、
も
う
少
し
人
数
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
イ
エ
テ
ィ
同
人
を
作
り
そ
れ
ぞ
れ
の
仲
間
を
集
め
た
。

イ
エ
テ
ィ
同
人
は
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
含
め
て
海
外
の
山
へ
行
こ
う
と
い
う
人
達
を
集
め
た
同
人
組
織
で
あ
る
。
そ
し
て
若
手

の
ク
ラ
イ
マ
ー
の
中
か
ら
、
吉
野
、
佐
々
木
、
平
原
、
三
上
。
プ
ロ
ガ
イ
ド
と
し
て
生
活
し
て
い
る
重
野
も
僕
達
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
。

ド
ク
タ
ー
と
し
て
は
早
い
内
に
、
女
性
で
は
あ
る
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
是
非
と
も
行
き
た
い
と
い
う
加
藤
が
決
ま
っ
た
が
、
途
中
で
仕
事
の
都

合
で
行
け
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
出
発
迄
準
備
を
手
伝
う
と
い
っ
て
い
る
内
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
熱
が
重
症
に
な
り
、
と
う
と
う
参
加
す
る

（23



既
に
荷
物
も
着
い
て
お
り
、
僕
達
は
、
観
光
省
行
き
、
シ
ェ
ル
パ
と
の
顔
合
わ
せ
、
荷
物
の
整
理
等
に
忙
し
か
っ
た
。
全
て
の
仕
事
を

終
り
、
明
日
は
ポ
カ
ラ
に
向
う
と
い
う
二
月
二
十
三
日
に
、
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
が
や
っ
と
決
ま
っ
た
。
Ｋ
・
Ｂ
・
タ
パ
氏
。
ポ
リ

ス
マ
ン
で
、
眼
鏡
を
か
け
た
も
の
す
ご
く
真
面
目
そ
う
な
人
で
あ
っ
た
。

二
月
二
十
四
日
、
早
朝
の
出
発
の
予
定
が
、
ネ
パ
ー
ル
特
有
の
ビ
ス
タ
リ
ズ
ム
で
、
バ
ス
と
ト
ラ
ッ
ク
が
き
た
の
が
九
時
過
ぎ
。
荷
物

を
積
ん
で
、
そ
れ
で
も
僕
達
の
ミ
ニ
バ
ス
は
十
一
時
過
ぎ
に
出
発
し
た
。
途
中
で
パ
ン
ク
し
、
ジ
ャ
ッ
キ
も
な
い
の
で
後
続
バ
ス
を
待
っ

て
直
し
、
六
時
過
ぎ
に
ポ
カ
ラ
の
チ
ベ
ッ
タ
ン
ホ
テ
ル
に
無
事
宿
を
と
る
。
ト
ラ
ッ
ク
は
午
後
十
一
時
過
ぎ
に
な
っ
て
や
っ
と
着
い
た
。

二
月
二
十
七
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
初
日
だ
。
今
日
は
ス
イ
ケ
ッ
ト
迄
な
の
で
、
ポ
ー
タ
ー
連
中
も
近
い
の
を
良
く
知
っ
て
お
り
、
仲
々

出
発
し
な
い
・
ポ
ー
タ
ー
は
総
勢
三
一
○
人
。
僕
達
も
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
て
ポ
カ
ラ
の
街
外
れ
迄
行
っ
た
。
タ
ク
シ
ー
を
降
り
た
所
で

予
期
し
な
か
っ
た
長
野
山
岳
協
会
の
チ
ュ
ー
レ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
の
パ
ー
テ
ィ
と
一
緒
に
な
り
、
毎
日
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
ポ

ー
タ
ー
達
も
入
り
乱
れ
て
仲
々
大
変
で
あ
っ
た
。

三
月
二
日
、
カ
ス
マ
で
後
続
の
加
藤
達
と
合
流
し
、
こ
れ
で
全
隊
員
が
揃
っ
た
。
陸
送
で
頑
張
っ
た
加
藤
は
ア
メ
ー
バ
赤
痢
で
調
子
が

悪
く
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
中
に
体
調
を
直
し
て
お
か
な
い
と
大
変
だ
。
初
め
て
の
連
中
も
、
先
輩
の
行
動
を
見
て
、
そ
れ
な
り
に
う
ま
く
キ
ャ

悪
く
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
中
に
体
調
を
吉

ラ
バ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

は
、
二
月
二
十
七
日
で
あ
っ
た
。

僕
達
は
ポ
カ
ラ
か
ら
シ
ー
バ
ン
迄
、
馬
を
雇
っ
て
み
た
。
馬
は
大
き
い
ボ
ッ
ク
ス
は
だ
め
だ
が
、
小
さ
い
ボ
ッ
ク
ス
な
ら
二
つ
は
担
げ

る
の
で
、
丁
度
ポ
ー
タ
ー
二
人
分
だ
。
馬
方
も
一
つ
担
い
で
日
当
を
稼
い
で
い
る
。

通
る
路
が
違
う
の
で
昼
間
は
う
る
さ
く
な
い
が
、
夜
、
テ
ン
ト
の
廻
り
に
離
す
の
で
ガ
ラ
ン
ゴ
ロ
ン
と
い
う
音
と
、
テ
ン
ト
の
張
り
綱

キ
ャ
ラ
バ
ン
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ダウラギリI峰南壁

三
月
十
七
日
、
今
日
か
ら
上
部
の
ル
ー
ト
エ
作
を
行
う
。
永
沼
、
重
野
、
吉
野
の
三
名
が
ル
ー
ト
エ
作
に
行
っ
た
。
姫
路
岳
連
の
第
一

キ
ャ
ン
プ
が
あ
っ
た
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
迄
到
達
す
る
。

前
回
の
事
故
が
あ
っ
た
氷
河
ル
ー
ト
を
と
る
か
、
そ
の
右
の
岩
尾
根
を
と
る
か
、
又
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
一
旦
下
り
、
前
回
偵

察
し
た
も
う
一
本
右
手
の
氷
河
ル
ー
ト
を
と
る
か
、
決
め
る
の
が
大
変
だ
。

三
月
十
九
日
、
全
員
で
日
の
丸
と
ネ
パ
ー
ル
国
旗
を
立
て
て
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
開
所
式
を
や
っ
た
。
愈
々
明
日
か
ら
上
部
へ
向
う
。

に
ひ
っ
か
か
る
の
で
寝
不
足
の
も
と
に
な
る
。

三
月
十
一
日
、
テ
リ
ト
ー
に
着
く
。
ポ
ヵ
ラ
か
ら
十
三
日
で
あ
っ
た
。
こ
こ
は
前
回
の
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
一
日
手
前
の
所
で
あ

る
。
前
回
は
雪
も
多
く
難
儀
を
し
た
の
で
、
今
回
は
出
発
を
一
ケ
月
遅
ら
せ
た
の
だ
が
、
こ
こ
迄
は
良
か
っ
た
が
、
こ
の
日
に
大
雪
と
な

り
、
テ
ン
ト
が
三
張
り
も
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
外
で
寝
る
ポ
ー
タ
ー
達
は
大
変
だ
っ
た
。

雪
が
出
て
き
た
時
に
頑
張
っ
て
も
ら
う
為
に
、
僕
達
は
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
三
十
名
の
ポ
ー
タ
ー
を
連
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
者
達
に
運

動
靴
と
ゴ
ー
グ
ル
を
支
給
し
て
、
荷
上
げ
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
に
つ
ら
れ
て
残
る
ポ
ー
タ
ー
も
居
て
、
総
勢
六
十
六
人
の

ポ
ー
タ
ー
が
残
っ
て
く
れ
た
。
こ
れ
に
シ
ェ
ル
パ
、
キ
ッ
チ
ン
ボ
ー
イ
も
含
め
て
十
七
人
、
そ
れ
に
全
隊
員
が
荷
上
げ
を
す
れ
ば
な
ん
と

か
い
く
、
と
荷
上
げ
の
目
安
も
つ
い
た
。

三
月
十
三
日
、
今
日
は
素
晴
ら
し
く
晴
れ
た
日
だ
。
全
員
で
荷
上
げ
に
向
う
。
旧
Ｂ
Ｃ
よ
り
高
い
、
前
回
の
慰
霊
碑
の
あ
る
場
所
の
標

高
三
六
五
○
メ
ー
ト
ル
に
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
。
こ
の
日
九
十
個
の
荷
物
が
上
っ
た
。
積
雪
の
状
態
は
前
回
よ
り
も
多
い
く
ら
い

で
、
膝
ぐ
ら
い
の
ラ
ッ
セ
ル
に
な
り
、
ポ
ー
タ
ー
達
も
か
な
り
苦
労
し
て
い
た
。

三
月
十
七
日
、
僕
を
含
め
て
十
名
が
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
入
り
、
明
日
か
ら
カ
ル
カ
の
設
営
を
始
め
る
。

サ
ウ
ス
・
ピ
ラ
ー
を
登
る

（25）
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ダウラギリI峰南壁

三
月
二
十
日
、
三
パ
ー
テ
ィ
に
分
れ
て
第
一
キ
ャ
ン
プ
予
定
地
で
あ
る
標
高
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
迄
行
く
．
Ａ
隊
は
小
林
を
リ
ー
ダ
ー

に
シ
ェ
ル
パ
三
名
で
前
回
の
ル
ー
ト
を
行
き
、
Ｂ
隊
は
僕
が
リ
ー
ダ
ー
で
佐
々
木
、
シ
ェ
ル
パ
ー
名
で
姫
路
岳
連
の
ル
ー
ト
を
、
Ｃ
隊
は

サ
ー
ダ
ー
を
リ
ー
ダ
ー
に
永
沼
と
シ
ェ
ル
パ
三
名
で
右
の
岩
尾
根
、
と
分
れ
て
行
っ
た
。

僕
達
と
小
林
達
の
パ
ー
テ
ィ
は
上
で
合
流
し
、
Ｃ
１
の
予
定
地
に
到
達
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
右
の
尾
根
は
荷
上
げ
を
す
る
場

合
、
す
ご
く
遠
廻
り
と
な
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
き
つ
い
の
で
止
め
、
や
は
り
一
番
良
く
分
っ
て
い
る
氷
河
ル
ー
ト
に
決
め
た
。
前
回
に
こ

り
て
、
氷
河
上
に
テ
ン
ト
を
置
く
の
を
止
め
て
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
標
高
差
一
六
○
○
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
長
い
ル
ー
ト
で
あ
る
が
、
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
を
背
負
っ
た
時
に
は
八
時
間
位
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
一
気
に
荷
上
げ
を
す
る
。
又
二
十
キ
ロ
を
背
負
っ
た
時
に
は
四
六
五
○
メ
ー
ト
ル
の

地
点
に
テ
ポ
を
設
け
、
こ
こ
迄
荷
上
げ
し
て
、
Ｃ
１
設
営
後
、
逆
ボ
ッ
カ
を
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
。

三
月
二
十
一
日
’
二
十
三
日
迄
連
日
荷
上
げ
を
し
、
二
十
五
日
に
は
Ｃ
１
設
営
と
思
っ
た
の
だ
が
、
二
十
四
日
夜
、
雷
を
伴
う
多
量
の

降
雪
が
あ
っ
た
。
サ
ー
ダ
ー
に
い
わ
せ
る
と
今
日
ダ
ウ
ラ
ニ
峰
の
パ
ー
テ
ィ
が
入
山
し
て
き
た
為
、
天
気
が
悪
い
の
だ
そ
う
だ
。

二
日
間
の
降
雪
で
、
テ
ン
ト
の
廻
り
に
三
十
セ
ン
チ
も
積
っ
た
。
本
日
は
快
晴
だ
が
、
氷
河
の
中
は
雪
崩
そ
う
な
の
で
思
い
切
っ
て
停

滞
し
た
。
三
年
前
の
今
日
、
沼
尾
達
が
雪
崩
で
や
ら
れ
た
日
で
も
あ
る
。
皆
で
昭
和
山
岳
会
か
ら
預
か
っ
て
き
た
レ
リ
ー
フ
を
Ｃ
１
が
見

滞
し
た
。
三
年
前
の
へ

え
る
岩
場
に
立
て
た
。

気
分
も
一
段
と
引
き
し
ま
る
。

に
外
れ
、
清
水
、
小
林
、

く
膝
が
ガ
ク
ガ
ク
し
た
。

三
月
二
十
七
日
、
昨
日
に
引
き
続
き
素
晴
ら
し
い
天
気
だ
。
本
日
一
気
に
Ｃ
１
設
営
の
予
定
だ
。
全
員
で
荷
上
げ
と
サ
ポ
ー
ト
を
兼
ね

て
行
動
を
す
る
。
午
後
一
時
過
ぎ
に
上
部
の
セ
ラ
ッ
ク
が
崩
壊
し
て
、
ル
ー
ト
上
に
大
雪
崩
が
発
生
し
た
。
幸
い
僕
達
の
ル
ー
ト
か
ら
左

に
外
れ
、
清
水
、
小
林
、
佐
々
木
の
三
名
に
雪
煙
が
少
し
か
か
っ
た
だ
け
だ
が
、
一
時
は
全
員
が
雪
崩
に
ま
き
込
ま
れ
た
か
と
、
し
ば
ら

三
月
二
十
八
日
、
Ｂ
Ｃ
に
名
古
屋
山
岳
会
の
小
川
隊
長
と
小
牧
隊
員
が
来
訪
、
メ
ー
ル
ラ
ン
ナ
ー
を
一
週
間
お
き
に
出
す
こ
と
を
決

（27）



名
中
、
今
の
と
こ
ろ
三
名
し
か
居
《

リ
コ
プ
タ
ー
で
一
気
に
到
着
し
た
。

四
月
十
六
日
、
仮
の
Ｃ
３
か
ら
ロ

処
々
に
Ｖ
級
の
岩
場
も
出
て
く
る
。

卜
が
非
常
に
む
づ
か
し
く
、
シ
ェ
、

昨
夜
、
強
風
の
中
を
Ｃ
３
で
一
Ⅲ

仮
の
Ｃ
３
か
ら
早

め
、
僕
達
の
テ
ン
ト
に
一
泊
し
て
い
っ
た
。

四
月
七
日
、
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ス
ノ
ー
コ
ル
に
や
っ
と
Ｃ
２
が
設
営
で
き
た
。
こ
の
日
僕
と
加
藤
ド
ク
タ
ー
を
除
い
て
全
員
が
Ｃ

１
入
り
を
し
、
こ
れ
で
Ｂ
Ｃ
も
寂
し
く
な
っ
た
が
、
上
部
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
に
力
が
入
る
。

四
月
十
日
、
清
水
と
二
人
で
僕
も
Ｃ
１
入
り
を
し
、
こ
れ
で
全
て
の
荷
物
と
隊
の
中
心
は
Ｃ
１
に
移
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
日
に
シ

ェ
ル
パ
が
高
山
病
に
な
り
、
Ｂ
Ｃ
に
下
山
さ
せ
る
。

四
月
十
二
日
、
前
回
の
一
次
隊
の
最
高
到
達
地
点
に
十
一
時
三
十
分
に
着
い
た
。
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
未
知
の
部
分
に
な
る
わ
け
だ
。

こ
こ
か
ら
見
る
と
、
Ｃ
３
予
定
地
迄
は
直
ぐ
に
手
が
届
き
そ
う
に
見
え
た
が
、
こ
れ
が
大
変
な
見
込
み
違
い
で
あ
っ
た
。

四
月
十
四
日
、
ル
ー
ト
エ
作
の
効
率
が
悪
い
の
で
、
標
高
六
三
五
○
メ
ー
ト
ル
に
仮
の
Ｃ
３
を
設
営
す
る
こ
と
に
し
、
小
林
、
吉
野
の

両
名
を
ル
ー
ト
エ
作
員
と
し
て
ス
テ
イ
さ
せ
た
。

四
月
十
五
日
、
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
二
八
○
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
か
な
り
む
ず
か
し
く
、
ル
ー
ト
グ
レ
ー
ド

も
Ⅳ
級
を
越
え
る
所
も
あ
り
、
岩
登
り
の
う
ま
い
重
野
を
加
え
る
。
又
、
清
水
、
加
藤
の
両
名
は
二
十
五
キ
ロ
を
背
負
い
Ｃ
３
迄
荷
上
げ

を
し
た
。

こ
の
途
中
に
高
度
差
二
五
○
メ
ー
ト
ル
の
衝
立
岩
が
あ
り
、
ワ
イ
ヤ
ー
梯
子
を
セ
ッ
ト
し
た
が
、
こ
れ
を
登
れ
る
シ
ェ
ル
パ
が
、
十
四

甲
、
今
の
と
こ
ろ
三
名
し
か
居
な
い
為
に
、
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
に
大
き
な
誤
算
が
で
て
し
ま
っ
た
。
本
日
平
井
が
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
へ

朝
三
名
が
出
発
し
た
。
今
日
中
に
Ｃ
３
予
定
地
迄
到
着
し
た
い
。
ル
ー
ト
が
非
常
に
悪
く
、
短
い
が

場
も
出
て
く
る
。
そ
れ
で
も
十
時
四
十
五
分
に
標
高
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
Ｃ
３
に
着
い
た
。
Ｃ
２
と
Ｃ
３
間
の
ル
ー

か
し
ぐ
、
シ
ェ
ル
パ
が
登
れ
な
い
の
で
、
今
後
の
荷
上
げ
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

中
を
Ｃ
３
で
一
人
過
し
た
重
野
は
一
睡
も
で
き
な
か
っ
た
。
永
沼
、
加
藤
を
迎
え
に
仮
の
Ｃ
３
迄
下
っ
た
。
昨
日
Ｃ
３
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九
時
四
十
五
分
、
永
沼
が
ト
ッ
プ
で
懸
垂
下
降
を
始
め
る
。
一
○
○
メ
ー
ト
ル
程
下
降
し
た
と
こ
ろ
で
、
永
沼
が
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ

に
ブ
ラ
下
っ
た
ま
ま
動
か
な
い
・
頭
部
等
に
負
傷
し
て
い
た
。
後
続
の
加
藤
が
到
着
し
た
時
は
、
既
に
意
識
が
無
く
、
ト
ラ
ン
シ
ー
、
ハ
ー

で
加
藤
ド
ク
タ
ー
の
指
示
で
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
が
、
十
時
二
十
二
分
、
瞳
孔
が
開
い
て
死
亡
と
判
定
。
遺
体
は
一
応

そ
の
場
に
安
置
し
、
全
員
夫
々
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
戻
っ
た
。
隊
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
永
沼
の
死
は
僕
に
と
っ
て
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク

四
月
二
十
日
、
重
野
、
加
藤
は
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
を
張
り
、
Ｃ
３
に
戻
る
。
調
子
が
悪
い
た
め
本
日
Ｃ
１
迄
下

降
す
る
永
沼
は
、
一
○
○
メ
ー
ト
ル
程
下
降
し
た
が
再
び
Ｃ
３
に
戻
っ
た
と
の
こ
と
、
明
日
は
ど
う
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
を
つ
け
て
で
も
下

ら
せ
る
こ
と
に
す
る
。
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
ゲ
ン
コ
ッ
岩
も
何
と
か
ル
ー
ト
が
と
れ
そ
う
と
交
信
あ
り
、
こ
れ
で
一
安
心
。

四
月
二
十
一
日
、
今
日
は
永
沼
を
Ｃ
１
迄
下
ら
せ
る
予
定
。
代
り
に
Ｃ
２
に
居
る
清
水
、
三
上
、
ザ
ン
ブ
ー
を
Ｃ
３
に
登
ら
せ
る
。
Ｃ

３
か
ら
全
て
懸
垂
下
降
の
為
、
一
人
で
降
り
る
こ
と
が
で
き
る
と
永
沼
が
言
っ
た
の
で
、
一
人
で
降
ろ
す
こ
と
に
す
る
。
ル
ー
ト
エ
作
に

重
野
、
加
藤
の
二
名
が
向
い
、
六
八
一
五
メ
ー
ト
ル
迄
ル
ー
ト
が
伸
び
た
。
三
時
頃
Ｃ
３
に
戻
る
と
永
沼
が
テ
ン
ト
の
中
で
寝
て
い
て
、

下
降
し
た
が
調
子
が
悪
く
、
再
び
Ｃ
３
迄
戻
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。
清
水
達
は
午
後
六
時
頃
Ｃ
３
に
到
着
し
た
。

四
月
二
十
二
日
、
風
が
強
か
っ
た
が
、
朝
七
時
の
交
信
で
永
沼
も
元
気
と
い
う
こ
と
で
、
全
員
で
逆
ボ
ッ
カ
を
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
、
Ｃ
１
迄
降
ろ
す
こ
と
に
し
た
。

迄
入
る
予
定
で
出
発
し
た
永
沼
、
加
藤
の
両
名
は
仮
の
Ｃ
３
付
近
で
雷
雲
に
遭
い
、
仮
の
Ｃ
３
で
ビ
バ
ー
ク
し
た
。

今
後
の
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
は
、
Ｃ
３
に
食
糧
、
装
備
約
三
○
○
キ
ロ
を
荷
上
げ
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
一
人
が
約
八
キ
ロ
の
荷
を
担

い
で
三
十
八
名
の
人
員
が
要
る
。
そ
れ
と
同
時
に
七
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
Ｃ
４
予
定
地
迄
の
ル
ー
ト
エ
作
に
二
’
三
名
要
る
。
そ
れ
で
も

こ
の
ル
ー
ト
エ
作
に
五
日
間
み
て
、
後
、
荷
上
げ
に
専
念
す
れ
ば
な
ん
と
か
上
部
迄
の
見
通
し
も
た
つ
。

永
沼
隊
員
倒
る
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四
月
二
十
七
日
、
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
二
四
○
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
を
伸
ば
し
、
待
望
の
ゲ
ン
コ
ッ
岩
基
部
に
到
達
し
た
。

基
部
の
標
高
は
六
九
五
○
メ
ー
ト
ル
。
ゲ
ン
コ
ッ
岩
の
大
き
さ
は
一
五
○
メ
ー
ト
ル
程
だ
が
標
高
も
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
と
い
う
こ
と

で
、
行
動
も
か
な
り
息
苦
し
く
、
又
、
ル
ー
ト
グ
レ
ー
ド
も
高
く
て
む
ず
か
し
く
、
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
れ
で
も
人
工
登
筆
等
を
ま
ぜ
て
三
日
間
程
の
ル
ー
ト
エ
作
で
、
ゲ
ン
コ
ッ
岩
を
抜
け
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
Ｃ
４
の
キ
ャ
ン
プ
地
が

う
ま
く
あ
る
か
心
配
し
て
い
た
が
、
抜
け
出
た
と
こ
ろ
に
素
晴
ら
し
い
場
所
が
あ
っ
た
。
標
高
七
一
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か

ら
上
部
プ
ラ
ト
ー
迄
ス
ラ
ブ
帯
を
容
易
に
ル
ー
ト
が
と
れ
そ
う
と
の
交
信
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が
見
た
目
よ
り
悪
く
、
今
迄
か
ら
見
る
と
傾

斜
が
ゆ
る
く
見
え
た
の
が
誤
算
で
あ
っ
た
。

五
月
二
日
、
快
晴
で
あ
っ
た
が
Ｃ
３
の
メ
ン
バ
ー
は
連
日
の
行
動
で
、
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
気
味
な
の
で
思
い
切
っ
て
休
養
さ
せ
る
。
Ｃ

２
か
ら
加
藤
と
ダ
ワ
サ
ン
ゲ
の
二
名
を
Ｃ
３
入
り
さ
せ
る
。
こ
れ
で
Ｃ
３
に
十
一
名
が
集
結
す
る
。
愈
々
最
後
の
シ
メ
の
段
階
に
入
っ

生
前
の
彼
の
口
癖
で
あ
っ
た
「
ダ
ウ
ラ
を
落
と
し
た
い
、
ど
う
し
て
も
今
回
は
絶
対
に
登
る
ん
だ
」
と
い
う
、
彼
の
意
志
を
尊
重
し
、

登
山
再
開
を
決
定
す
る
。
再
び
事
故
は
起
こ
さ
な
い
と
い
う
決
意
で
だ
。
四
月
二
十
六
日
、
僕
達
は
再
び
サ
ウ
ス
ピ
ラ
ー
に
戻
っ
た
。

五
月
五
日
、
今
日
の
ラ
ジ
オ
・
ネ
パ
ー
ル
は
メ
ス
ナ
ー
の
エ
ベ
レ
ス
ト
酸
素
レ
ス
登
頂
を
伝
え
て
い
た
。
僕
達
も
あ
と
一
息
だ
。

五
月
六
日
、
プ
ラ
ト
ー
の
下
迄
午
後
四
時
に
到
達
し
た
。
後
、
五
○
メ
ー
ト
ル
も
登
れ
ば
平
ら
に
な
り
そ
う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
時
間

切
れ
で
Ｃ
４
に
戻
る
。
標
高
七
三
二
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
あ
っ
た
。

五
月
七
日
、
Ｃ
４
に
小
林
、
吉
野
、
ア
ン
カ
ミ
の
新
手
を
入
れ
、
Ｃ
４
の
清
水
、
重
野
の
両
名
は
休
養
。

志
』
坐
め
つ
鋒
上
。

た
◎

ゲ
ン
コ
ッ
岩
を
越
え
プ
ラ
ト
ー
ヘ

（鋤）
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五
月
八
日
、
今
日
は
パ
ー
テ
ィ
を
二
つ
に
分
け
、
ル
ー
ト
エ
作
に
は
重
野
、
小
林
、
加
藤
、
荷
上
げ
を
清
水
、
吉
野
、
ア
ン
カ
ミ
で
行

う
。
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
十
一
時
に
前
日
の
最
高
到
達
点
に
達
し
、
士
一
時
三
十
分
待
ち
に
待
っ
た
プ
ラ
ト
ー
に
抜
け
出
る
。
標
高
七
四
○

○
メ
ー
ト
ル
、
岩
原
ス
キ
ー
場
の
様
な
所
に
出
た
、
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
で
事
実
上
の
サ
ウ
ス
・
ピ
ラ
ー
の
登
華
を
終
っ
た
。
だ
が
ま

だ
頂
上
迄
七
○
○
メ
ー
ト
ル
程
の
標
高
差
が
残
っ
て
い
る
。
手
持
ち
の
三
五
○
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
を
張
り
、
Ｃ
４
に
戻
っ

た
。
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
の
発
表
を
す
る
。
重
野
、
小
林
の
二
名
。

五
月
九
日
、
Ｃ
５
を
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
設
営
。

五
月
十
日
、
昨
夜
は
か
な
り
の
降
雪
が
あ
っ
た
が
、
夜
半
よ
り
天
気
も
回
復
し
、
午
前
五
時
半
、
ア
タ
ッ
ク
隊
は
Ｃ
５
を
出
発
し
た
。

十
時
、
プ
チ
ャ
ー
ル
の
頭
。
あ
と
頂
上
迄
は
四
’
五
○
○
メ
ー
ト
ル
だ
。
ラ
ッ
セ
ル
は
く
る
ぶ
し
位
。
十
一
時
十
五
分
、
小
林
よ
り
コ
ー

ル
。
登
頂
だ
。
僕
に
と
っ
て
長
か
っ
た
サ
ウ
ス
・
ピ
ラ
ー
ヘ
の
道
は
こ
こ
に
終
り
を
告
げ
た
。

午
後
一
時
二
十
分
、
小
林
よ
り
再
び
コ
ー
ル
、
今
、
Ｃ
５
に
到
着
し
た
。
か
な
り
疲
労
し
た
の
で
今
日
は
Ｃ
４
に
泊
り
た
い
と
の
こ

と
。
午
後
四
時
十
分
、
ア
タ
ッ
ク
隊
Ｃ
４
に
到
着
。

五
月
十
一
日
、
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
、
清
水
、
加
藤
、
吉
野
、
ア
ン
カ
ミ
の
四
名
は
頂
上
に
向
う
。

午
前
九
時
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
Ｂ
Ｃ
に
到
着
。
永
沼
夫
人
と
兄
上
が
到
着
し
た
。
頂
上
に
行
け
た
こ
と
を
報
告
す
る
。
二
人
と
も
心
か

五
月
十
一
日
、
塗

午
前
九
時
、
へ
両

ら
喜
ん
で
く
れ
た
。

第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
の
加
藤
が
雪
盲
に
か
か
り
、
二
日
間
Ｃ
４
に
吉
野
と
停
帯
。
そ
の
後
、
五
月
十
五
日
に
全
員
無
事
に
ベ
ー
ス
・
キ

ャ
ン
プ
に
集
結
。
亡
き
六
名
の
慰
霊
祭
を
沼
尾
の
父
君
を
交
え
て
す
ま
せ
て
か
ら
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
向
っ
た
。

Ａ
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
一
九
七
八
年
イ
エ
テ
ィ
同
人
東
京
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
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活
動
期
間

目
的

隊
の
構
成

行
動
概
要
二
月
十
七
日
、
本
隊
カ
ト
マ
ン
ズ
着
。
二
月
二
十
七
日
ポ
カ
ラ
出
発
。
三
月
十
九
日
Ｂ
Ｃ
設
営
（
三
六
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
三
月
二
十
日
登

山
行
動
開
始
。
三
月
二
十
七
日
Ｃ
１
設
営
（
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
四
月
十
日
Ｃ
２
設
営
（
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
四
月
十
七
日
Ｃ
３

設
営
（
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
五
月
三
日
Ｃ
４
設
営
（
七
一
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
五
月
九
日
Ｃ
５
設
営
（
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
五
月
十

日
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
、
重
野
、
小
林
。
五
月
十
一
日
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
、
清
水
、
吉
野
、
加
藤
、
ア
ン
カ
ミ
。
五
月
十
五
日
Ｂ
Ｃ
着
。
五

月
十
九
日
Ｂ
Ｃ
撤
収
。
六
月
二
日
カ
ト
マ
ン
ズ
着
。

一
九
七
八
年
二
月
’
六
月

ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
南
壁
サ
ウ
ス
・
ピ
ラ
ー
初
登
肇

隊
長
Ⅱ
雨
宮
節
（
甥
）
東
京
雲
稜
会
、
副
隊
長
Ⅱ
清
水
清
二
（
銘
）
鵬
翔
山
岳
会
、
隊
員
Ⅱ
平
井
拓
雄
（
認
）
日
本
山
岳
会
、
永
沼
勝
己

（
詔
）
東
京
ケ
ル
ン
山
岳
会
、
加
藤
康
二
（
羽
）
ソ
ニ
ー
山
岳
部
、
小
林
利
明
（
羽
）
鵬
翔
山
岳
会
、
吉
野
寛
（
魂
）
登
筆
ク
ラ
ブ
蒼
氷
、

三
上
耕
一
（
”
）
鵬
翔
山
岳
会
、
平
原
泰
則
（
錫
）
東
京
ケ
ル
ン
山
岳
会
、
重
野
太
肚
二
（
弘
）
日
本
登
山
用
具
研
究
会
、
佐
々
木
慶
正

（
鴎
）
登
肇
ク
ラ
ブ
蒼
氷
、
医
師
Ⅱ
前
田
光
久
（
調
）
群
大
山
岳
会
、
加
藤
淑
子
（
鴉
）
、
Ｌ
Ｏ
Ⅱ
Ｋ
・
Ｂ
・
Ｔ
Ａ
Ｐ
Ａ
、
サ
ー
ダ
ー
Ⅱ
サ

（
鴎
）

ン
－
ケ

（
ガ
ッ
ト
）
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痘

（
宇
部
隊
員
の
登
頂
記
よ
り
）

ダ

発
は
七
時
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

昨
日
入
っ
た
Ｃ
７
か
ら
、
さ
鐸

昨
日
入
っ
た
Ｃ
７
か
ら
、
さ
ら
に
上
部
へ
伸
ば
し
て
お
い
た
ロ
ー
プ
は
雪
の
下
に
な
り
、
ヒ
ザ
か
ら
腰
く
ら
い
の
ラ
ッ
セ
ル
を
繰
り
返

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
九
時
半
、
こ
の
山
の
初
登
頂
ル
ー
ト
で
あ
る
北
東
稜
上
へ
出
る
。

風
は
あ
る
が
天
気
は
良
い
。
ラ
ッ
セ
ル
も
部
分
的
に
す
る
だ
け
で
良
く
な
り
、
少
し
ず
つ
ピ
ッ
チ
が
あ
が
る
。
一
本
目
の
酸
素
が
終
る

と
、
そ
の
重
量
分
だ
け
軽
く
な
る
。
急
峻
な
南
壁
側
を
避
け
、
北
側
か
ら
稜
線
を
ま
く
よ
う
に
登
る
。
い
く
つ
も
の
ピ
ー
ク
が
見
え
、
そ

の
た
び
に
頂
上
か
と
思
い
込
む
。
い
く
つ
め
の
ピ
ー
ク
だ
ろ
う
か
、
急
に
向
こ
う
側
が
何
も
な
く
な
っ
た
。
頂
上
だ
。
こ
こ
が
頂
上
だ
。

苦
し
く
悲
し
い
日
々
を
の
り
こ
え
て
、
そ
の
朝
は
や
っ
て
来
た
．
宮
崎
、
宇
部
、
谷
の
三
名
は
三
時
に
起
床
、
し
か
し
、
ガ
ス
コ
ン
ロ

に
火
が
つ
か
な
い
・
気
温
は
約
マ
イ
ナ
ス
三
十
度
で
あ
る
。
ボ
ン
ベ
が
冷
え
過
ぎ
た
と
思
わ
れ
る
。
コ
ン
ロ
を
暖
め
、
朝
食
が
済
む
と
出

登
頂
と
事
故

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
南
東
稜
（
一
九
七
八
年
秋
）

八
木
原
圀
明

（33）



十
六
時
半
頃
、
阿
部
と
金
子
は
Ｃ
４
近
く
の
南
壁
側
に
張
っ
た
固
定
ロ
ー
プ
に
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
小
暮
を
発
見
し
た
．
小
暮
に
近
づ

い
て
声
を
掛
け
る
が
、
反
応
は
全
く
無
い
・
彼
等
は
、
そ
の
状
況
か
ら
す
で
に
死
亡
し
て
い
る
と
判
断
し
て
、
Ｃ
４
へ
行
き
、
小
暮
の
事

故
を
全
キ
ャ
ン
プ
に
伝
え
た
。
当
時
、
九
名
の
隊
員
と
三
’
四
名
の
シ
ェ
ル
パ
が
Ｃ
５
以
上
に
居
り
、
Ｃ
４
に
は
小
暮
と
シ
ェ
ル
パ
一
名

の
二
名
だ
け
が
滞
在
し
て
い
た
。
そ
の
シ
ェ
ル
パ
が
不
調
な
た
め
の
単
独
で
の
荷
上
げ
中
の
事
故
で
あ
っ
た
。

十
月
二
十
一
日
、
新
た
な
悲
し
み
を
背
に
、
山
田
、
鈴
木
、
ナ
ワ
ン
・
ヨ
ン
デ
ン
は
頂
上
へ
の
ラ
ッ
セ
ル
を
続
け
た
。
そ
し
て
登
頂
。

一
ヵ
月
程
前
に
雪
崩
で
南
壁
の
深
い
谷
の
底
へ
逝
っ
て
し
ま
っ
た
阿
久
沢
、
深
沢
、
小
林
の
写
真
を
埋
め
、
う
れ
し
い
よ
う
な
、
悲
し
い

よ
う
な
、
空
し
い
気
持
で
頂
上
を
去
っ
た
・

こ
の
日
、
小
暮
の
遺
体
は
七
名
の
隊
員
に
よ
り
Ｃ
４
へ
収
容
、
安
置
さ
れ
、
翌
二
十
三
日
、
Ｃ
４
近
く
に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ
の
事
故
に

よ
り
、
石
川
ら
に
よ
る
第
三
次
登
頂
も
中
止
さ
れ
、
上
部
キ
ャ
ン
プ
の
撤
収
を
開
始
し
た
。

こ
う
し
て
、
悲
し
く
も
仲
間
を
失
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
の
り
こ
え
て
登
頂
す
る
に
至
っ
た
過
程
は
次
の
通
り
だ
っ
た
。

頂
上
付
近
に
は
岩
も
か
な
り
露
出
し
て
お
り
、
か
た
通
り
頂
上
で
の
儀
式
を
済
ま
せ
た
登
頂
隊
は
、
石
を
ザ
ッ
ク
に
詰
め
て
か
ら
下
っ

た
。
十
月
十
九
日
、
十
二
時
三
十
五
分
の
登
頂
で
あ
っ
た
。

翌
二
十
日
に
は
第
二
次
登
頂
隊
の
八
木
原
、
山
田
、
鈴
木
及
び
シ
ェ
ル
パ
の
ナ
ワ
ン
・
ヨ
ン
デ
ン
が
Ｃ
７
へ
入
り
、
ア
タ
ッ
ク
に
備
え

た
。
し
か
し
、
Ｃ
４
か
ら
荷
上
げ
に
向
っ
た
は
ず
の
小
暮
副
隊
長
が
、
午
後
に
な
っ
て
も
Ｃ
５
へ
到
着
し
な
い
・
Ｃ
５
の
石
川
は
、
十
四

時
半
に
阿
部
、
金
子
の
二
名
を
捜
索
の
た
め
に
Ｃ
４
へ
下
ら
せ
る
。

一
方
、
Ｃ
７
の
八
木
原
は
六
時
に
な
っ
て
も
小
暮
の
消
息
が
不
明
な
た
め
、
小
暮
の
事
故
は
確
定
的
と
判
断
し
、
翌
日
の
ア
タ
ッ
ク
を

あ
き
ら
め
、
三
名
の
第
二
次
登
頂
隊
を
残
し
単
身
Ｃ
６
へ
下
る
。
Ｃ
６
に
居
る
は
ず
の
シ
ェ
ル
パ
は
逃
げ
下
っ
て
し
ま
い
、
二
つ
の
テ
ン

あ
き
ら
め
、
三
名
の
垂

ト
は
空
っ
ぽ
だ
っ
た
。
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先
ず
一
チ
ー
ム
一

動
は
開
始
さ
れ
た
。

チ
ー
ム
三

八
月
十
日
、
Ｂ
Ｃ
地
点
の
確
定
及
び
ル
ー
ト
の
選
定
の
た
め
に
、
小
暮
副
隊
長
、
宮
崎
、
深
沢
の
両
登
肇
リ
ー
ダ
ー
が
ポ
カ
ラ
を
出
発

し
た
。
翌
日
、
本
隊
は
ポ
ー
タ
ー
（
ナ
ィ
ヶ
三
名
を
含
む
）
二
○
四
名
と
共
に
出
発
。
途
中
ビ
レ
タ
ン
テ
ィ
か
ら
の
川
沿
い
の
道
が
崩
れ
、

大
き
く
迂
回
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
夕
方
の
豪
雨
で
イ
ヤ
気
の
さ
し
た
五
十
名
程
の
ポ
ー
タ
ー
に
逃
げ
ら
れ
、
二
隊
員
が
ゴ
ラ
パ
ニ
峠
や
シ

ー
ヵ
で
四
日
半
荷
物
を
持
つ
羽
目
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
ず
っ
と
尾
を
引
き
、
最
後
の
荷
物
が
Ｂ
Ｃ
へ
着
い
た
の
は
八
月
末
近
か
っ
た
。
先

発
隊
は
七
日
間
、
本
隊
は
八
日
間
の
旅
で
あ
っ
た
。

Ｂ
Ｃ
は
バ
ン
ヤ
・
カ
ル
ヵ
と
い
う
広
い
草
原
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
六
九
年
の
ア
メ
リ
カ
隊
の
遭
難
碑
の
あ
る
、
チ
ャ
タ
ン
と
い
う

カ
リ
・
ガ
ン
ダ
キ
畔
の
人
家
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
急
登
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
ヤ
ク
や
羊
が
放
牧
さ
れ
、
ヒ
マ
を
持
て
余
す

牧
童
達
の
格
好
の
遊
び
場
と
な
り
、
コ
ッ
ク
達
と
毎
日
の
よ
う
に
賭
け
ト
ラ
ン
プ
に
興
じ
て
い
た
。

八
月
十
七
日
に
先
発
隊
の
小
暮
、
宮
崎
、
深
沢
が
Ｂ
Ｃ
地
点
へ
着
き
、
十
八
日
よ
り
ル
ー
ト
偵
察
を
開
始
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
南
東

稜
へ
取
り
付
く
た
め
の
支
尾
根
へ
上
が
る
ル
ー
ト
捜
し
か
ら
と
り
か
か
っ
た
。
一
つ
は
一
旦
東
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
氷
河
上
へ
出
る
ル
ー
ト
、
も

う
一
つ
は
支
尾
根
を
は
さ
ん
で
手
前
の
ル
ン
ゼ
か
ら
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
た
が
、
両
ル
ー
ト
の
試
登
の
結
果
、
東
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
氷
河
ル

う
一
つ
は
支
尾
根
生

－
ト
に
決
定
し
た
。

八
月
二
十
六
日
、

名
ず
つ
の
五
チ
ー
ム
を
作
り
、
五
チ
ー
ム
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
ル
ー
ト
エ
作
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
し
て
行

キ
ャ
ラ
バ
ン

ル
ー
ト
工
作

Ｃ
１
建
設
（
四
八
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
昨
日
、
す
で
に
東
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
氷
河
を
越
え
て
南
東
稜
へ
の
支
尾
根
上
に
出
て

（35）
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Ｆ
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お
り
、
建
設
地
点
は
簡
単
に
決
定
し
た
。
石
川
、
宇
部
、
金
子
は
、
初
日
に
十
本
半
（
一
本
は
五
○
メ
ー
ト
ル
）
の
ロ
ー
プ
を
張
り
終
え

た
。
翌
日
、
大
ニ
ー
ド
ル
を
回
り
込
ん
だ
が
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
が
無
い
、
と
の
報
告
が
入
る
。
し
か
し
、
い
く
ら
岩
と
は
言
え
、
壁
で

は
無
く
尾
根
で
あ
る
。
岩
を
落
し
、
尾
根
を
削
れ
ば
絶
対
に
可
能
で
あ
る
と
考
え
、
心
配
は
し
な
い
・
Ｃ
１
で
は
毎
日
大
雨
が
降
り
、
フ

ラ
イ
シ
ー
ト
に
溜
る
水
は
ど
ん
な
に
使
っ
て
も
使
い
切
れ
な
い
。
隊
員
一
名
は
順
応
が
う
ま
く
行
か
ず
、
隊
長
と
共
に
カ
ロ
パ
ニ
ヘ
下

ラ
の
背
」
と
名
付
け
た
。

九
月
九
日
、
Ｃ
３
建
設
（
五
八
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
こ
こ
も
急
な
雪
壁
を
切
る
と
、
下
は
全
く
透
明
な
硬
い
氷
と
岩
と
な
っ
て
い
る
。
ヒ

ナ
壇
式
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
作
り
は
、
又
々
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
困
難
な
岩
稜
帯
を
乗
り
切
る
基
地
が
出
来
た
。

ゴ
ジ
ラ
の
背
の
基
部
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
と
こ
ろ
で
行
き
詰
り
、
少
し
戻
っ
て
岩
稜
上
を
直
登
す
る
。
ワ
イ
ヤ
ー
・
ハ
シ
ゴ
を
四
カ
所

「
こ
こ
で
ガ
マ
ン
を
し
て
ピ
ッ
ケ
ル
を
思
い
き
り
振
っ
て
お
け
ば
順
応
が
促
進
さ
れ
て
後
で
良
い
結
果
が
出
る
ぞ
」

と
励
ま
し
あ
い
、
取
り
敢
え
ず
テ
ン
ト
ニ
張
り
分
の
整
地
を
完
了
し
た
。

天
気
は
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら
雲
、
そ
し
て
雪
に
変
る
。
ア
ッ
プ
ザ
イ
レ
ン
に
よ
る
下
降
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
下
降
器
が
見
る
見
る

う
ち
に
す
り
減
っ
て
し
ま
う
。
ロ
ー
プ
に
砂
が
付
く
た
め
ら
し
い
・
深
沢
、
真
下
、
谷
は
、
尾
根
上
を
忠
実
に
辿
れ
ず
、
降
雪
の
中
で
ル

ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
イ
ン
グ
に
苦
労
す
る
。
し
か
し
、
雪
壁
の
直
上
、
ト
ラ
バ
ー
ス
を
終
え
、
再
び
支
尾
根
上
へ
出
る
と
、
容
易
に
南
東
稜

な
岩
を
、
い
く
つ
も
一

い
頭
痛
を
訴
え
る
が
、

る
◎

へ
合
流
出
来
た
。

南
東
稜
は
見
る
か
ら
に
困
難
そ
う
で
あ
る
。
Ｃ
４
下
の
大
岩
稜
に
は
岩
塔
が
い
く
つ
も
立
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
を
我
々
は
「
ゴ
ジ

八
月
三
十
日
、
Ｃ
２
建
設
（
五
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
昨
日
、
今
日
と
岩
尾
根
か
ら
五
’
六
人
が
か
り
で
や
っ
と
動
か
せ
る
よ
う
な
大
き

岩
を
、
い
く
つ
も
左
右
の
谷
へ
落
し
、
硬
い
氷
に
固
め
ら
れ
て
い
る
岩
を
砕
き
、
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
作
っ
た
。
数
名
の
隊
員
は
激
し
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に
掛
け
て
岩
稜
を
突
破
し
、
雪
庇
の
下
を
這
い
、
雪
壁
を
越
え
て
、
Ｃ
４
地
点
へ
着
く
。
や
っ
と
頂
上
が
見
え
、
南
東
壁
上
半
を
真
近
に

観
察
出
来
た
。
こ
の
間
十
六
日
間
を
要
し
た
。

九
月
二
十
一
日
、
Ｃ
４
建
設
（
六
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
高
度
も
上
り
、
不
調
者
も
出
て
来
た
た
め
、
こ
こ
で
チ
ー
ム
の
再
編
成
を
し
て
、

後
半
に
備
え
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
強
力
な
三
チ
ー
ム
を
作
り
、
交
代
で
ル
ー
ト
工
作
を
行
い
、
他
の
隊
員
は
荷
上
げ
に
ま
わ
る
と

い
う
方
式
に
し
た
。
第
一
陣
と
し
て
阿
久
沢
、
深
沢
、
小
林
が
Ｃ
４
入
り
を
す
る
。

が
、
と
心
配
を
す
る
。

翌
早
朝
、
Ｃ
４
の
あ
る
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
か
ら
一
つ
の
黒
点
が
下
り
て
来
る
の
が
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
確
認
さ
れ
た
。
昨
夜
来
の
心
配
が
現
実
の

も
の
と
な
っ
た
と
判
断
せ
ぜ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
Ｃ
３
よ
り
届
い
た
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
か
ら
、

「
昨
夜
三
名
は
帰
幕
せ
ず
、
今
日
捜
索
に
出
た
と
こ
ろ
、
ロ
ー
プ
は
た
く
さ
ん
の
ス
ノ
ー
バ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
南
壁
側
へ
切
れ
落
ち
、
三

名
の
姿
は
そ
の
先
端
に
も
見
え
な
い
」

と
、
石
川
よ
り
報
告
が
入
っ
た
。
そ
の
後
、
事
故
は
現
場
の
状
況
か
ら
三
名
の
足
下
よ
り
起
っ
た
雪
崩
に
よ
る
も
の
、
と
推
定
さ
れ
た
。

捜
索
と
共
に
、
全
員
で
充
分
議
論
を
つ
く
し
た
後
、
遺
体
の
発
見
、
収
容
は
不
可
能
だ
が
、
登
山
は
続
行
し
よ
う
と
決
め
た
。
十
月
二
日

に
カ
ト
マ
ン
ズ
よ
り
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
Ｂ
Ｃ
へ
帰
っ
た
田
中
隊
長
は
、
南
壁
上
空
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
よ
り
捜
索
す
る
も
、
手
掛
り

九
月
二
十
三
日
、
第
一
の
事
故
発
生
。
阿
久
沢
パ
ー
テ
ィ
ー
は
朝
七
時
の
定
時
交
信
を
し
た
だ
け
で
そ
れ
か
ら
何
の
連
絡
も
無
い
・
夜

に
な
っ
て
も
、
交
代
の
た
め
Ｃ
４
へ
入
っ
た
は
ず
の
石
川
パ
ー
テ
ィ
ー
か
ら
も
連
絡
が
無
い
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
故
障
な
ら
ば
良
い

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

十
月
七
日
、
Ｃ
５
浬

Ｃ
５
建

事
故
発
生設

（
六
九
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
不
安
を
お
さ
え
て
事
故
発
生
地
点
を
抜
け
、
仮
Ｃ
５
を
作
り
、
絶
悪
の
ナ
イ
フ
リ
ヅ
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今
回
の
遠
征
は
、
群
馬
岳
連
に
よ
る
二
度
目
の
海
外
登
山
で
あ
っ
た
。
当
初
は
カ
ラ
コ
ル
ム
の
山
を
、
と
こ
こ
ろ
ざ
し
て
、
一
九
七
五

年
夏
に
偵
察
隊
（
奥
原
彦
治
隊
長
）
を
派
遣
し
、
チ
ョ
ク
ト
イ
氷
河
か
ら
シ
ム
・
ラ
を
越
え
て
、
ピ
ア
フ
オ
氷
河
を
回
る
ラ
ト
ッ
ク
山
群
一

周
を
し
て
帰
国
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
種
々
の
比
較
・
検
討
が
な
さ
れ
た
結
果
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
方
が
良
い
と
い
う
事
に

な
り
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
が
目
標
に
設
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
未
解
禁
峰
の
た
め
ネ
パ
ー
ル
政
府
よ
り
の
許
可
が
得
ら
れ
ず
、
一
九
七

七
年
一
月
に
は
八
木
原
が
、
一
九
七
七
年
秋
に
は
田
中
隊
長
と
宮
崎
が
、
ネ
パ
ー
ル
へ
赴
き
許
可
の
感
触
を
探
っ
た
。
し
か
し
、
ギ
ャ
チ

七
十
日
間
に
も
及
ん
だ
活
動
を
終
え
、
Ｂ
Ｃ
の
撤
収
を
し
た
の
は
十
月
十
五
日
だ
っ
た
。
第
二
次
登
頂
隊
と
撤
収
隊
が
二
十
四
日
に
Ｂ

Ｃ
へ
帰
り
着
き
、
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
た
四
隊
員
の
追
悼
式
を
行
な
っ
た
。
そ
の
晩
に
登
頂
祝
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
も
し
て
、
翌
朝
Ｂ
Ｃ
を
撤

収
し
た
。
長
期
に
わ
た
る
高
所
で
の
活
動
を
少
し
で
も
癒
す
た
め
、
関
ド
ク
タ
ー
と
サ
ー
ダ
ー
の
意
見
も
あ
っ
て
の
早
期
撤
収
で
あ
っ

た
。 ジ

を
越
え
て
、
初
め
て
の
広
い
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
入
る
。
し
か
し
、
南
東
稜
は
長
く
鋭
く
、
厳
し
い
表
情
を
見
せ
て
い
た
。

十
月
十
四
日
、
Ｃ
６
建
設
（
七
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
八
木
原
山
田
、
鈴
木
が
入
り
、
こ
こ
か
ら
Ｃ
７
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
隊
の
み
睡
眠

時
に
酸
素
を
吸
う
事
に
す
る
。
彼
等
は
十
七
日
、
高
度
を
除
け
ば
ル
ー
ト
中
一
番
容
易
で
あ
っ
た
ル
ー
ト
開
拓
を
つ
づ
け
、
Ｃ
７
地
点
へ

到
達
し
た
。

十
月
十
八
日
、
Ｃ
７
（
最
終
キ
ャ
ン
プ
、
七
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。
宮
崎
、
宇
部
、
谷
の
第
一
次
登
頂
隊
は
Ｃ
７
入
り
を
し
、
残
っ
て

い
た
五
本
の
ロ
ー
プ
を
さ
ら
に
固
定
し
、
翌
日
の
ア
タ
ッ
ク
に
備
え
た
。
こ
う
し
て
、
念
願
の
登
頂
に
至
る
態
勢
が
、
か
ら
く
も
整
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。む

す
び
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ユ
ン
・
カ
ン
に
つ
い
て
は
解
禁
の
予
定
は
無
い
、
と
の
こ
と
で
果
た
せ
ず
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
へ
変
更
し
、
許
可
の
内
諾
を
得
て
、
田
中

と
宮
崎
は
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
・
南
東
稜
の
偵
察
を
行
っ
て
帰
国
し
た
。

残
念
な
が
ら
前
回
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅳ
峰
に
続
き
、
犠
性
者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
二
九
七
五
年
に
宮
崎
と
八
木
原
が
ダ
ゥ
ラ
ギ
リ
Ⅳ
峰
登
頂
）
。

前
回
の
反
省
に
立
ち
、
充
分
な
計
算
、
準
備
を
し
尽
し
た
と
自
負
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
経
験
者
も
増
え
、
そ
れ
な
り
に
自
信
を
持
っ
て

の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
山
で
あ
っ
た
が
、
思
い
も
か
け
ぬ
結
果
と
な
っ
て
悲
し
み
に
た
え
な
い
。
し
か
し
、
な
く
な
っ
た
仲
間
の
活
躍
の
お
か

げ
で
、
と
も
か
く
も
登
頂
出
来
た
こ
と
を
素
直
に
よ
ろ
こ
び
た
い
と
思
う
。

同
時
期
に
ツ
ク
チ
ェ
・
ピ
ー
ク
へ
登
っ
て
お
ら
れ
た
山
形
県
の
長
井
山
岳
会
隊
（
竹
田
憲
作
隊
長
）
に
は
一
○
○
本
も
の
ス
ノ
ー
・
バ
ー

を
譲
っ
て
頂
い
た
。
三
名
の
隊
員
と
共
に
大
量
の
ス
ノ
ー
・
バ
ー
を
失
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
が
無
け
れ
ば
も
っ
と
苦
労
し
た
こ
と
だ
ろ

ｰ

ワ
C八

記
録
の
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
群
馬

活
動
期
間
一
九

目
的
ダ
ウ

隊
の
構
成
総
指

群
馬

行
動
概
要

県
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊

一
九
七
八
年
八
月
’
十
一
月

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
（
八
一
六
七
メ
ー
ト
ル
）
・
南
東
稜
よ
り
の
登
頂
（
南
東
稜
の
初
登
筆
）

総
指
揮
Ⅱ
浜
名
一
雄
（
だ
、
現
地
不
参
加
）
、
隊
長
Ⅱ
田
中
成
幸
（
錫
）
、
副
隊
長
Ⅱ
小
暮
勝
義
（
鍋
）
、
登
肇
リ
ー
ダ
ー
Ⅱ
阿
久
沢
広
（
銅
）
、

石
川
忍
（
犯
）
、
八
木
原
圀
明
（
劃
）
、
宮
崎
勉
（
鋤
）
、
深
沢
勇
二
郎
（
記
）
、
隊
員
Ⅱ
真
下
富
夫
（
鋤
）
、
宇
部
明
（
鋤
）
、
小
林
清
（
記
）

山
田
昇
（
蝿
）
、
千
木
良
一
郎
（
訂
）
、
谷
弘
行
（
郡
）
、
阿
部
源
（
妬
）
、
金
子
一
実
（
妬
）
、
鈴
木
茂
（
羽
）
、
福
田
純
一
（
型
）
、
医
師
Ⅱ

関
章
司
（
蛸
）
、
Ｌ
・
Ｏ
Ⅱ
ス
リ
ー
・
バ
ハ
ド
ゥ
ー
ル
・
タ
パ
（
調
、
警
部
補
）
、
サ
ー
ダ
ー
Ⅱ
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
（
調
）
、
パ
サ
ン
（
調
）
、

低
・
高
所
シ
ェ
ル
パ
十
六
名

七
月
二
十
九
日
本
隊
成
田
空
港
発
。
八
月
八
日
ポ
カ
ラ
ヘ
（
陸
路
）
。
八
月
十
一
日
キ
ャ
ラ
バ
ン
本
隊
ポ
カ
ラ
発
・
八
月
二
十
二
日
全
隊
員
・

隊
貨
Ｂ
Ｃ
集
結
（
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
八
月
二
十
六
日
東
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
氷
河
上
に
Ｃ
１
建
設
（
四
八
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
八
月
三
十
日
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ダウラギリI峰南東稜

Ｃ
２
建
設
（
五
四
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
九
月
九
日
南
東
稜
上
に
Ｃ
３
建
設
（
五
八
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
九
月
二
十
一
日
悪
絶
な
雪
稜
の
始
ま

る
地
点
に
Ｃ
４
建
設
（
六
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
戦
力
ア
ッ
プ
の
た
め
に
チ
ー
ム
を
再
編
成
す
る
。
九
月
二
十
三
日
阿
久
沢
、
深
沢
、
小
林

の
三
名
雪
崩
に
よ
り
南
壁
側
へ
転
落
、
行
方
不
明
と
な
る
。
九
月
二
十
六
日
登
山
再
開
。
十
月
二
日
田
中
隊
長
カ
ト
マ
ン
ズ
よ
り
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
Ｂ
Ｃ
へ
帰
る
。
そ
の
機
で
南
壁
側
を
高
度
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で
捜
索
す
る
も
手
掛
り
無
し
。
仮
Ｃ
５
建
設
（
六
八
五

○
メ
ー
ト
ル
）
。
十
月
七
日
Ｃ
５
建
設
（
六
九
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
十
月
十
四
日
Ｃ
６
建
設
（
七
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
十
月
十
八
日
Ｃ
７
建

設
（
七
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
十
月
十
九
日
宮
崎
、
宇
部
へ
谷
の
三
名
登
頂
。
十
月
二
十
日
小
暮
副
隊
長
荷
上
げ
中
（
Ｃ
４
１
Ｃ
５
）
に
転

落
死
。
十
月
二
十
一
日
山
田
、
鈴
木
及
び
ナ
ワ
ン
・
ョ
ン
デ
ン
の
三
名
登
頂
。
十
月
二
十
五
日
Ｂ
Ｃ
撤
収
。
十
一
月
三
日
カ
ト
マ
ン
ズ
着
。
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、
三
度
目
の
正
直
″
は
実
現
さ
れ
た
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
へ
入
山
当
時
、
雨
と
ガ
ス
に
泣
い
て
い
た
リ
ル
ン
は
、
登
頂
に
成
功
し
て

下
山
す
る
際
に
は
、
紺
碧
の
空
を
背
景
に
晴
々
と
し
た
表
情
を
秋
風
の
中
に
さ
ら
し
て
い
た
。

十
七
年
前
、
森
本
隊
長
、
大
島
隊
員
サ
ー
ダ
ー
の
ガ
ル
ッ
ェ
ン
を
リ
ル
ン
氷
河
に
残
し
て
の
下
山
、
十
四
年
前
、
厳
し
い
東
南
稜
に

無
念
の
涙
を
飲
ん
で
の
下
山
、
そ
し
て
今
度
の
成
功
（
編
者
注
．
一
九
六
一
年
、
森
本
嘉
一
隊
長
以
下
六
名
の
大
阪
市
立
大
学
隊
は
、
リ
ル
ン
氷
河

経
由
、
国
境
稜
線
ま
で
到
達
し
た
が
、
五
月
十
一
日
早
朝
、
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
の
Ｃ
３
が
雪
崩
に
流
さ
れ
、
前
記
三
名
が
遭
難
死
し
た
。
ｌ
『
山
岳
』

第
五
十
七
年
「
未
踏
の
山
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
」
広
谷
光
一
郎
参
照
。
ま
た
、
一
九
六
四
年
、
再
び
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
を
め
ざ
し
た
近
藤
哲
也
隊
長
以

下
七
名
の
大
阪
市
立
大
隊
は
、
リ
ル
ン
氷
河
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
状
態
が
悪
い
の
で
、
南
稜
ル
ー
ト
を
と
っ
た
が
、
稜
上
の
三
角
ピ
ー
ク
ま
で
達
し
た

と
こ
ろ
で
、
登
掌
困
難
の
た
め
撤
退
し
た
．
ｌ
『
山
岳
』
第
六
十
年
「
ラ
ン
タ
ン
・
上
了
と
九
六
四
年
」
近
藤
哲
也
参
恩
。
そ
れ
ら
が
交
錯

し
、
悲
し
み
と
喜
び
が
一
体
と
な
っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
空
に
翔
け
昇
っ
て
ゆ
く
。

危
険
で
け
わ
し
い
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
と
の
闘
い
に
消
耗
し
つ
く
し
た
隊
員
た
ち
が
、
唯
一
回
の
登
頂
を
喜
び
合
い
、
生
色
を
と
り
戻
し

て
次
々
と
下
山
し
て
く
る
。
伸
び
放
題
の
ヒ
ゲ
の
中
か
ら
こ
ぼ
れ
る
白
い
歯
が
す
べ
て
を
物
語
っ
て
い
た
。

ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
登
頂
（
一
九
七
八
年
秋
）

伴

明
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Plate2 (c) :ダウラギリ I峰南東稜，仮C5(○印, 6,85()m)付近のナイフリッジ，後方

左より，ニルギリ，ティリツォ・ピーク， マナスル， アンナフ。ルナI o

Dhaulagiri l－S()uthEastRidge,Knife-edge(I ridgenear temPorary(]5

(marke(I0,6,850m).

Inthe l)a(､kgr()un(I, fromleft, Nilgiri, TilitsoPeak,ManasIu,Anna-

purna T.



Plate2-((1) :ダウラギリ J峰南東稜, 7,35()m地点よりC4 (O)及び仮C5(O)

を見る。

l)haulagiriTSouthEastRi(Ige, C4(O) an(l temPoraryC5(O)

seen fr()m7,35()m()n theri(Ige.
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Plate4

黒部奥鐘山西壁

紫岳会ルート

(志合谷より望と

撮影・阿部和1



Plate5:バインケ・ブラック (7,285m) 南面より粟む。

BainthaBrakk (7，285m) seen fr(),nthes()uth

(bvK. lt()kawa)
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リルン登頂ランタン

尾
根
を
直
登
す
る
こ
と
に
し
た
。

十
月
十
二
日
（
快
晴
、
午
後
三

午
後
二
時

十
月
七
日
か
ら
始
ま
っ
た
快
晴
を
利
用
し
て
、
十
月
九
日
、
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
第
一
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
か
え
、
私
た
ち
は

第
二
キ
ャ
ン
プ
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
に
か
か
っ
た
。
上
部
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
は
、
一
段
と
ク
レ
バ
ス
の
幅
が
大
き
く
な
り
、
雪
崩
道
を
避
け

て
通
過
す
る
に
は
ハ
シ
ゴ
を
二
台
つ
な
い
で
も
渡
れ
な
い
。
結
局
、
日
数
、
装
備
等
を
考
え
た
結
果
、
イ
タ
リ
ア
隊
の
と
っ
た
イ
ン
ゼ
ル

た
。
特
に
十
月
五
日
の
降
雪
件

下
山
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

九
月
九
日
、
雨
の
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
（
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
入
り
を
し
た
私
た
ち
は
、
ラ
ン
タ
ン
・
コ
ー
ラ
対
岸
の
ガ
ン
ジ
ャ
ラ
チ

ュ
リ
峯
へ
高
度
順
化
の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
後
、
九
月
二
十
二
日
よ
り
リ
ル
ン
攻
略
を
始
め
た
。

過
去
二
度
の
プ
レ
モ
ン
ス
ー
ン
期
と
ち
が
い
、
ポ
ス
ト
モ
ン
ス
ー
ン
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
荒
れ
方
は
ひ
ど
か
っ
た
。
幅
約
五
○
○
メ

ー
ト
ル
の
下
部
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
地
帯
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
セ
ラ
ッ
ク
の
崩
壊
が
は
な
は
だ
し
く
、
崩
壊
跡
が
無
気
味
な
青
磁
色
に
光
っ

て
い
た
。
数
限
り
な
い
ク
レ
バ
ス
を
と
び
越
え
た
り
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
製
ハ
シ
ゴ
、
ワ
イ
ヤ
ー
製
ハ
シ
ゴ
を
か
け
て
、
時
を
選
ば
ぬ
セ
ラ

ッ
ク
の
崩
壊
に
肝
を
冷
や
し
な
が
ら
も
、
ひ
た
す
ら
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
中
央
突
破
を
は
か
っ
た
。

一
度
は
、
九
月
二
十
九
日
に
第
一
キ
ャ
ン
プ
（
四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
し
た
が
、
ま
だ
モ
ン
ス
ー
ン
が
終
ら
ぬ
た
め
、
連
日
の
悪

天
候
で
雪
崩
が
頻
発
し
た
。
雪
崩
に
つ
い
て
は
、
入
山
以
来
、
毎
日
何
時
に
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
落
ち
た
か
を
記
録
し
て
雪
崩
地
図
を
作
成

し
て
お
り
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
は
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
真
中
に
あ
っ
て
安
全
な
筈
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
リ
ル
ン
東
南
壁
の
雪
崩
道
を
滑

り
落
ち
る
雪
崩
の
余
波
が
、
テ
ン
ト
を
ゆ
る
が
す
爆
風
と
雪
片
を
伴
っ
て
、
三
度
、
四
度
と
襲
い
、
つ
い
に
は
テ
ン
ト
の
ポ
ー
ル
が
折
れ

た
。
特
に
十
月
五
日
の
降
雪
時
の
爆
風
の
襲
来
に
は
、
夜
を
徹
し
て
テ
ン
ト
を
支
え
、
翌
六
日
や
む
な
く
、
全
員
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に

ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
と
の
闘
い

よ
り
曇
り
）
、
Ｃ
１
の
西
村
、
義
本
、
片
岡
は
と
り
あ
え
ず
イ
ン
ゼ
ル
尾
根
が
ル
ー
ト
と
し
て
使
え
る
か

（43）
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ど
う
か
、
雪
稜
ま
で
登
る
べ
く
ル
ー
ト
偵
察
に
出
ゑ
後
藤
、
ラ
マ
、
ノ
ル
ブ
は
Ｃ
１
デ
ポ
地
点
（
四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
へ
逆
ポ
ッ
カ
。

広
瀬
、
和
田
、
ツ
ェ
リ
ン
は
Ｃ
１
に
て
休
日
。
伴
、
岡
本
、
プ
タ
ー
ル
、
パ
サ
ン
は
Ｂ
Ｃ
に
て
休
日
。
Ｂ
Ｃ
に
て
双
眼
鏡
で
偵
察
隊
の
行

動
を
追
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
十
時
三
十
分
、
事
故
が
発
生
し
た
。
イ
ン
ゼ
ル
尾
根
取
付
よ
り
四
ピ
ッ
チ
登
っ
た
ル
ン
ゼ
内
で
、
西
村
ひ
と

り
だ
が
（
義
本
、
片
岡
は
既
に
ル
ン
ゼ
を
抜
け
て
い
た
）
突
然
ブ
ロ
ッ
ク
雪
崩
の
襲
撃
（
約
二
分
半
）
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

狭
い
ル
ン
ゼ
の
こ
と
ゆ
え
避
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
左
手
で
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
ユ
マ
ー
ル
を
セ
ッ
ト
し
た
ま
ま
右
手
で
体
を
か
ば
っ
た
西

村
は
、
右
前
腕
骨
折
、
両
ヒ
ザ
打
撲
、
左
鎖
骨
痛
と
い
う
重
傷
を
負
っ
た
。
す
ぐ
さ
ま
ハ
ン
デ
ィ
ト
ー
キ
ー
に
て
Ｃ
１
と
緊
急
連
絡
を
と

る
。
幸
い
西
村
が
尚
一
人
で
歩
け
る
状
態
だ
っ
た
の
で
、
義
本
、
片
岡
と
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
Ｃ
１
へ
下
降
に
移
る
。
十
一
時
Ｃ
１
か
ら

ピ
ヴ
ァ
ー
ク
の
用
意
を
し
て
、
広
瀬
、
和
田
、
ツ
ェ
リ
ン
、
ラ
マ
が
事
故
パ
ー
テ
ィ
の
収
容
に
出
か
け
、
後
藤
は
Ｃ
１
に
て
連
絡
の
た
め

待
機
。
Ｂ
Ｃ
で
は
事
故
パ
ー
テ
ィ
に
ケ
ガ
の
様
子
を
聴
き
、
東
ド
ク
タ
ー
よ
り
処
理
方
法
を
指
示
し
た
。

午
後
一
時
、
救
援
隊
と
事
故
パ
ー
テ
ィ
が
合
流
し
た
。
西
村
は
案
外
元
気
で
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
意
識
も
正
常
。
四
時
半
全
員
無
事

に
Ｃ
１
へ
帰
着
し
た
。
再
度
ド
ク
タ
ー
よ
り
投
与
薬
品
及
び
処
置
の
指
示
を
し
て
も
ら
い
、
夜
八
時
や
っ
と
緊
張
し
た
一
日
が
終
っ
た
。

十
月
十
五
日
、
や
っ
と
の
思
い
で
第
二
キ
ャ
ン
プ
（
五
七
一
○
メ
ー
ト
ル
）
を
設
営
し
た
。
雪
崩
、
セ
ラ
ッ
ク
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
崩
壊
、
日

毎
に
大
き
く
な
る
ク
レ
バ
ス
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
る
ル
ー
ト
と
Ｃ
１
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
刻
も
早
く
登
頂
を
済
ま
せ
た
い
。
第
一
次
隊

遭
難
現
場
で
あ
る
第
二
キ
ャ
ン
プ
の
雪
原
よ
り
上
部
は
、
遭
難
の
原
因
と
な
っ
た
大
ア
イ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
群
に
最
大
の
注
意
を
払
っ
て
通
過

し
、
十
月
十
九
日
第
三
キ
ャ
ン
プ
（
六
二
八
○
メ
ー
ト
ル
）
、
十
月
二
十
三
日
第
四
キ
ャ
ン
プ
（
六
六
三
○
メ
ー
ト
ル
）
を
急
ピ
ッ
チ
で
設
営

し
た
。
し
か
し
、
Ｃ
３
で
は
片
岡
が
高
度
障
害
で
意
識
が
徐
々
に
弱
ま
っ
て
、
ア
タ
ッ
ク
の
前
日
と
い
う
の
に
、
一
晩
中
、
広
瀬
と
義
本

が
介
抱
を
し
て
緊
張
が
続
く
。
明
日
は
登
頂
と
収
容
の
同
時
進
行
と
な
ろ
う
。
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十
月
二
十
四
日
、
Ｃ
２
ま
で
は
曇
り
だ
が
、
Ｃ
３
と
Ｃ
４
は
雲
海
の
上
で
快
晴
と
な
る
。
い
よ
い
よ
十
七
年
振
り
に
王
手
を
か
け
る
日

が
や
っ
て
き
た
。
午
前
四
時
、
Ｂ
Ｃ
で
は
ガ
ス
が
濃
く
た
ち
こ
め
、
十
月
七
日
か
ら
十
七
日
間
続
い
た
早
朝
の
快
晴
が
今
日
に
限
っ
て
と

ま
り
、
こ
こ
し
ば
ら
く
リ
ル
ン
頂
上
に
か
か
っ
て
い
た
夜
明
け
の
月
も
満
天
の
星
も
、
濃
い
闇
の
中
に
姿
を
か
く
し
て
い
る
。
初
登
頂
を

許
す
の
が
恥
し
い
の
だ
ろ
う
か
。

五
時
、
Ｃ
４
の
ア
タ
ッ
ク
隊
と
の
交
信
で
、
エ
ベ
レ
ス
ト
方
面
に
黒
い
レ
ン
ズ
雲
が
湧
い
て
き
て
お
り
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
天
気
が
悪

く
な
る
か
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
う
な
れ
ば
無
理
を
せ
ず
途
中
で
引
返
し
ま
す
よ
、
と
和
田
が
い
う
。
絶
対
に
無
理
を
し
な
い
よ
う
答

え
て
お
く
。
下
部
氷
河
の
ル
ー
ト
の
危
険
、
不
安
定
さ
、
片
岡
の
症
状
か
ら
考
え
て
も
、
又
天
候
が
悪
く
な
っ
て
雪
が
降
れ
ば
た
ち
ま
ち

ピ
ン
チ
を
招
く
恐
れ
（
表
層
雪
崩
）
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
今
日
を
逃
せ
ば
永
久
に
だ
め
か
も
知
れ
な
い
、

何
と
し
て
も
登
っ
て
き
て
く
れ
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
口
に
は
出
せ
ず
唯
、
心
の
中
で
念
ず
る
の
み
で
あ
る
。

ア
タ
ッ
ク
隊
の
和
田
、
ツ
ェ
リ
ン
の
二
名
は
六
時
Ｃ
４
を
出
発
。
一
方
Ｃ
３
よ
り
Ｃ
４
へ
サ
ポ
ー
ト
隊
と
し
て
広
瀬
、
ノ
ル
ブ
が
出

発
。
Ｃ
２
へ
下
山
予
定
の
義
本
、
片
岡
だ
が
、
片
岡
の
呼
吸
数
一
分
間
三
十
二
と
多
く
へ
憂
慮
さ
れ
る
。
高
度
障
害
は
決
定
的
ゆ
え
、
Ｃ

２
へ
お
ろ
す
よ
う
指
示
す
る
が
、
全
身
の
倦
怠
感
は
は
な
は
だ
し
く
、
起
き
て
も
す
ぐ
横
に
な
る
。
か
た
や
登
頂
、
か
た
や
高
山
病
に
よ

る
下
山
、
と
い
う
わ
け
で
、
Ｂ
Ｃ
で
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
連
絡
に
あ
た
る
。

七
時
、
ア
タ
ッ
ク
隊
は
Ｃ
４
よ
り
上
部
三
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
を
通
過
し
、
白
い
斜
面
の
下
に
到
着
。
高
度
六
八
○
○
メ

ー
ト
ル
。
お
そ
ら
く
Ｂ
Ｃ
か
ら
見
え
る
肩
の
あ
た
り
と
思
わ
れ
る
。
八
ミ
リ
撮
影
機
は
動
く
が
、
カ
メ
ラ
は
寒
気
の
た
め
凍
っ
て
作
動
し

な
い
。
八
時
二
十
分
、
ア
タ
ッ
ク
隊
は
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
到
達
、
南
稜
の
ピ
ナ
ク
ル
、
西
稜
末
端
の
ラ
ン
タ
ン
Ⅱ
（
ホ
ピ
ン
）
が
下

に
見
え
る
。
そ
こ
か
ら
頂
上
が
見
え
、
九
時
過
ぎ
に
は
頂
上
に
着
き
そ
う
だ
。
ザ
イ
ル
は
不
必
要
な
よ
う
す
な
の
で
、
置
い
て
い
く
。

登
頂
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九
時
、
一
方
、
義
本
と
片
岡
は
、
や
っ
と
食
事
を
終
え
て
、
下
山
に
か
か
る
。
片
岡
は
靴
、
ア
イ
ゼ
ン
の
装
着
が
一
人
で
出
来
ず
、
頭

痛
も
ひ
ど
い
。
義
本
は
苦
心
の
末
用
意
を
整
え
、
片
岡
を
ア
イ
ザ
イ
レ
ン
し
て
お
ろ
し
始
め
る
。

上
空
は
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
位
か
ら
上
が
雲
で
お
お
わ
れ
、
南
方
ホ
ン
ゲ
ン
ド
プ
ケ
の
あ
た
り
は
晴
れ
、
頭
上
も
わ
ず
か
ク
レ
バ
ス
の

裂
け
目
の
如
く
青
空
が
の
ぞ
い
て
い
る
。
急
に
ブ
ー
ン
と
い
う
飛
行
機
の
う
な
り
が
層
雲
を
通
し
て
き
こ
え
る
。
今
ま
で
四
’
五
回
Ｂ
Ｃ

の
上
空
へ
飛
ん
で
き
た
マ
ウ
ン
テ
ン
・
フ
ラ
イ
ト
に
違
い
な
い
。
先
日
の
快
晴
の
時
に
は
キ
ム
シ
ュ
ン
の
側
壁
を
か
す
め
、
Ｃ
１
の
テ
ン

ト
地
に
ぶ
つ
か
る
か
と
思
う
ほ
ど
の
曲
芸
飛
行
を
見
せ
て
く
れ
た
。
我
々
へ
の
挨
拶
の
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

九
時
五
十
分
、
ア
タ
ッ
ク
隊
の
和
田
か
ら
待
ち
に
待
っ
た
声
が
と
び
込
ん
で
き
た
。

「
こ
ち
ら
ア
タ
ッ
ク
隊
、
頂
上
に
つ
き
ま
し
た
。
ま
わ
り
の
山
は
全
部
雲
海
の
上
に
見
え
ま
す
。
東
は
マ
カ
ル
ー
か
ら
西
は
マ
ナ
ス
ル
三

山
ま
で
見
渡
せ
ま
す
。
快
晴
で
す
。
高
度
は
七
○
七
○
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
は
高
度
計
が
お
か
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
よ
り
高
い
所

は
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ベ
ッ
ト
高
原
も
見
え
ま
す
。
九
時
二
十
五
分
に
頂
上
に
着
き
、
既
に
必
要
な
儀
式
は
済
ま
せ
ま
し
た
。
頂
上
の
様

子
、
測
度
の
パ
ノ
ラ
マ
、
ネ
パ
ー
ル
、
日
本
、
ト
リ
ブ
バ
ン
、
市
大
の
旗
、
そ
れ
か
ら
亡
く
な
ら
れ
た
森
本
隊
長
、
大
島
隊
員
、
ガ
ル
ッ

ェ
ン
、
浅
井
さ
ん
、
永
田
君
の
写
真
等
々
八
ミ
リ
に
て
三
本
と
り
ま
し
た
」

こ
の
間
、
靴
の
ヒ
モ
す
ら
結
べ
な
い
殿
下
（
片
岡
の
ア
ダ
名
）
を
伴
っ
て
義
本
は
必
死
で
Ｃ
２
へ
下
山
し
て
い
た
。
片
岡
が
ま
っ
た
く
下

ろ
う
と
し
な
い
の
で
、
シ
ッ
タ
ゲ
キ
レ
イ
、
と
て
も
交
信
の
余
裕
な
し
。
し
か
し
、
十
時
四
十
分
、
義
本
よ
り
「
こ
れ
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
地

帯
の
通
過
、
Ｃ
２
ま
で
あ
と
二
、
三
時
間
か
か
る
」
と
交
信
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
十
三
時
十
分
、
義
本
と
片
岡
は
つ
い
に
Ｃ
２
に
到
着
。
両
人
と
も
フ
ラ
フ
ラ
の
様
子
で
あ
る
。
さ
っ
そ
く
東
ド
ク
タ
ー
よ
り

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
診
察
。
保
温
、
水
分
、
糖
分
の
摂
取
、
強
心
剤
及
び
抗
生
物
質
の
投
与
。
ど
う
や
ら
肺
水
腫
の
危
険
は
去
っ
た
模

様
0

十
三
時
四
十
分
、
ア
タ
ッ
ク
隊
、
サ
ポ
ー
ト
隊
、
共
に
Ｃ
３
に
帰
着
。
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Ｃ
３
が
建
設
さ
れ
た
時
、
す
で
に
登
肇
用
具
が
底
を
つ
い
て
い
た
。
ス
ノ
ー
・
バ
ー
不
足
の
た
め
、
Ｂ
Ｃ
で
木
製
の
ス
ノ
ー
・
バ
ー
を

作
っ
た
り
、
ハ
シ
ゴ
の
連
結
用
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
板
、
そ
し
て
テ
ン
ト
用
の
竹
。
ヘ
グ
を
使
っ
た
。
ロ
ー
プ
だ
け
は
代
用
が
な
く
、
下
部
の
も

の
を
は
ず
し
て
上
部
へ
上
げ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

特
記
し
た
い
の
は
超
小
型
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
、
パ
ー
テ
ィ
間
の
連
絡
に
欠
か
せ
ず
、
一
五
○
グ
ラ
ム
と
い
う
軽
量
で
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

り
、
性
能
も
よ
く
、
大
い
に
重
宝
し
た
。

次
い
で
食
糧
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
石
造
り
の
カ
ル
カ
風
の
り
っ
ぱ
な
キ
ッ
チ
ン
テ
ン
ト
が
完
備
し
、

常
時
、
木
コ
リ
が
運
ん
で
く
る
豊
富
な
薪
が
燃
や
さ
れ
、
相
当
手
の
込
ん
だ
料
理
が
可
能
だ
っ
た
。
ち
ら
し
寿
司
、
と
う
ふ
の
冷
や
つ

化
に
よ
り
、
毎
日
ル
ー

の
ロ
ー
プ
を
失
っ
た
。

装
備
は
一
九
六
一
年
プ
レ
モ
ン
ス
ー
ン
の
第
一
次
隊
の
記
録
を
参
考
に
し
た
が
、
当
時
は
、
》
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
Ｃ
３
ま
で
ル
ー

ト
エ
作
は
七
日
を
要
し
た
の
み
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
も
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
使
用
し
た
だ
け
で
、
あ
と
は
全
て
コ
ン
テ
ィ
一
三
ア
ス

で
登
れ
る
と
い
う
容
易
な
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。

今
回
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
２
ま
で
の
氷
河
内
の
被
害
が
多
く
、
十
月
五
日
の
雪
崩
で
Ｃ
１
の
テ
ン
ト
が
破
ら
れ
、
支
柱
が
折
れ
た
。
十
月
二

十
三
日
に
も
Ｃ
１
が
雪
崩
に
襲
わ
れ
、
テ
ン
ト
が
一
張
吹
き
と
ば
さ
れ
、
多
く
の
装
備
を
紛
失
し
た
。
そ
の
他
、
ク
レ
バ
ス
の
激
し
い
変

化
に
よ
り
、
毎
日
ル
ー
ト
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
す
で
に
固
定
し
た
ロ
ー
プ
は
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
セ
ラ
ッ
ク
の
崩
壊
で
多
く

．
…
：
長
い
長
い
一
日
が
終
っ
た
。
ア
タ
ッ
ク
隊
、
サ
ポ
ー
ト
隊
、
救
助
隊
、
ル
ー
ト
整
備
隊
、
ド
ク
タ
ー
、
い
ず
れ
も
が
大
活
躍
の
一

日
だ
っ
た
。
雪
崩
は
す
っ
か
り
お
と
な
し
く
な
り
、
岩
と
氷
と
雪
の
中
で
夜
が
更
け
て
い
く
。
今
宵
は
各
テ
ン
ト
の
隊
員
は
何
を
想
い
何

を
考
え
な
が
ら
寝
袋
に
入
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
十
七
年
越
し
の
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
は
こ
う
し
て
終
っ
た
。

装
備
・
食
糧
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こ
、
サ
モ
サ
や
ラ
ン
タ
ン
部
落
よ
り
仕
入
れ
た
七
頭
の
羊
料
理
な
ど
、
キ
ッ
チ
ン
は
隊
員
の
た
ま
り
場
だ
っ
た
。

一
方
、
Ｃ
１
以
上
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
Ｂ
Ｃ
と
は
対
照
的
に
調
理
の
簡
便
な
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
用
い
た
。
ラ
ー
メ
ン
、
う
ど
ん
、

乾
燥
米
、
み
そ
汁
、
各
種
缶
詰
な
ど
十
二
人
日
分
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
詰
め
し
た
も
の
を
そ
ろ
え
、
そ
の
他
に
ス
。
へ
シ
ャ
ル
ボ
ッ
ク
ス
と
し

て
、
日
本
茶
、
紅
茶
、
コ
コ
ア
、
よ
う
か
ん
、
果
物
の
缶
詰
を
各
キ
ャ
ン
プ
に
配
し
て
単
調
な
食
事
を
カ
バ
ー
し
た
。
も
ち
、
ス
ル
メ
、

干
カ
レ
イ
の
バ
タ
ー
焼
き
も
好
評
だ
っ
た
。

、
十
七
年
前
に
、
氷
河
上
部
の
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
で
遭
難
し
た
三
人
の
遺
品
が
、
今
回
偶
然
に
も
四
三
五
○
メ
ー
ト
ル
の
氷
河
末
端
で

発
見
で
き
た
。
シ
ュ
ラ
フ
、
キ
ス
リ
ン
グ
、
高
所
服
、
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ズ
、
下
着
、
オ
ー
バ
ー
手
袋
等
々
。
あ
る
物
は
氷
河
の
上
に
ほ

う
り
出
さ
れ
、
あ
る
物
は
氷
河
に
そ
の
一
部
を
埋
め
な
が
ら
幅
約
五
十
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
散
逸
し
て
い
た
。
三
人
の
御
霊
に
私
達
の
庇

護
を
願
い
な
が
ら
、
登
山
の
合
い
間
に
遺
品
を
収
集
し
た
。
今
、
大
町
の
山
岳
博
物
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
そ
れ
ら
の
遺
品
は
、
二
度
と

遭
難
を
起
さ
な
い
よ
う
、
全
国
の
山
仲
間
に
語
っ
て
い
る
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
大
阪
市
立
大
学
第
三
次
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
登
山
隊

活
動
期
間
一
九
七
八
年
八
月
’
十
一
月

目
的
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
（
七
二
四
六
メ
ー
ト
ル
）
初
登
頂

隊
の
構
成
隊
長
Ⅱ
伴
明
（
調
）
、
副
隊
長
Ⅱ
岡
本
恒
夫
（
調
）
、
登
肇
隊
長
Ⅱ
後
藤
昌
行
（
釦
）
、
医
師
Ⅱ
東
隆
、
装
備
・
会
計
Ⅱ
広
瀬
秀
雄
（
瓢
）
、

梱
包
・
輸
送
Ⅱ
和
田
城
志
（
瓢
）
、
写
真
・
ト
レ
ー
ナ
ー
Ⅱ
西
村
正
男
（
鋤
）
、
食
糧
Ⅱ
義
本
幸
一
（
幻
）
、
気
象
Ⅱ
片
岡
泰
行
（
型
）
、
ネ

行
動
概
要
八
月
十
七
日
カ
ト
マ
ン
ズ
着
。
九
月
三
日
キ
ャ
ラ
簿
ハ
ン
開
始
。
九
月
九
日
リ
ル
ン
氷
河
Ｂ
Ｃ
（
四
二
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
九
月
二
十
二
日
登

お
わ
り
に

パ
ー
ル
側
隊
員
Ⅱ
４
名
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山
行
動
開
始
。
九
月
二
十
九
日
Ｃ
１
建
設
（
四
八
二
○
メ
ー
ト
ル
）
。
十
月
五
日
Ｃ
１
撤
収
。
十
月
九
日
Ｃ
１
建
設
（
四
九
三
○
メ
ー
ト

ル
）
。
十
月
十
二
日
イ
ン
ゼ
ル
尾
根
に
て
ブ
ロ
ッ
ク
崩
壊
に
よ
る
事
故
で
一
名
骨
折
。
十
月
十
五
日
Ｃ
２
建
設
（
五
七
一
○
メ
ー
ト
ル
）
。

十
月
十
九
日
Ｃ
３
建
設
（
六
二
八
○
メ
ー
ト
ル
）
。
十
月
二
十
三
日
Ｃ
４
建
設
（
六
六
五
○
メ
ー
ト
ル
）
。
十
月
二
十
四
日
九
時
二
十
五
分

登
頂
（
七
○
七
○
メ
ー
ト
ル
）
。
十
月
二
十
六
日
全
員
Ｂ
Ｃ
集
結
。
十
月
三
十
日
Ｂ
Ｃ
撤
収
。
十
一
月
四
日
カ
ト
マ
ン
ズ
着
。
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積雪期黒部奥鐘山西壁

「
わ
っ
、
雪
崩
だ
／
・
」

私
は
大
声
で
、
ね
ぼ
け
ま
な
こ
の
三
人
を
叩
き
起
こ
し
た
。
一
九
七
八
年
一
月
四
日
未
明
、
暗
黒
の
闇
の
中
か
ら
身
体
を
揺
り
動
か
す

無
気
味
な
轟
音
が
響
き
、
暫
く
し
て
ビ
バ
ー
ク
中
の
我
々
四
人
の
頭
上
へ
、
強
烈
な
白
い
奔
流
が
落
下
し
て
来
た
の
だ
。
そ
の
瞬
間
、
我

々
は
か
な
り
の
重
圧
を
受
け
、
岩
壁
よ
り
剥
が
さ
れ
な
い
様
に
と
祈
る
ば
か
り
の
気
持
で
、
雪
崩
が
一
刻
も
早
く
通
過
す
る
の
を
体
を
丸

め
て
耐
え
て
い
た
。
重
圧
が
次
第
に
弱
ま
り
、
や
が
て
静
寂
が
戻
っ
た
時
、
我
々
は
生
へ
の
希
望
を
つ
な
い
だ
。
実
際
に
は
わ
ず
か
二
十

秒
足
ら
ず
の
短
い
時
間
だ
っ
た
が
、
私
に
は
無
限
に
長
く
感
じ
ら
れ
る
恐
怖
の
時
間
だ
っ
た
。

そ
の
時
点
で
、
我
々
の
第
一
回
目
の
冬
期
バ
ー
ジ
ン
ル
ー
ト
へ
の
ア
タ
ッ
ク
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
ま
だ
雪
崩
の
危
険
か
ら
解
放
さ
れ

な
い
我
々
は
、
激
し
い
降
雪
の
中
を
「
猿
回
し
の
テ
ラ
ス
」
よ
り
、
必
死
で
、
懸
垂
下
降
を
続
け
、
逃
げ
帰
っ
た
。
そ
の
時
は
、
敗
退
の

悔
し
さ
な
ど
を
思
う
余
裕
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

敗
退 積

雪
期
黒
部
奥
鐘
山
西
壁
（
一
九
七
九
年
一
月
）

Ｉ
紫
岳
会
ル
ー
ト
冬
期
初
登
肇
Ｉ

烏
居

瑛
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奥
鐘
山
西
壁
の
開
拓
初
登
ル
ー
ト
で
あ
る
紫
岳
会
ル
ー
ト
が
築
か
れ
た
の
は
、
一
九
六
三
年
夏
の
こ
と
で
あ
り
、
西
壁
の
冬
期
初
登
肇

は
、
一
九
七
二
年
三
月
に
正
面
壁
が
登
ら
れ
、
そ
れ
以
後
も
、
正
面
壁
は
た
び
た
び
冬
期
登
肇
が
行
わ
れ
た
が
、
紫
岳
会
ル
ー
ト
は
、
開

拓
さ
れ
て
以
来
十
五
年
の
歳
月
を
経
て
も
冬
期
未
登
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
ル
ー
ト
は
冬
期
に
於
け
る
諸
条
件
の
悪
さ
と
危
険
な
こ

と
か
ら
敬
遠
さ
れ
て
い
た
。
私
は
度
々
奥
鐘
を
訪
れ
、
冬
期
登
肇
の
対
象
と
し
て
幾
つ
か
の
ル
ー
ト
を
選
ん
で
み
た
が
、
最
終
的
に
紫
岳

会
ル
ー
ト
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
そ
し
て
敗
退
の
年
、
宇
奈
月
へ
の
暗
く
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
と
ぼ
と
ぼ
歩
き
な
が
ら
、

来
年
は
必
ず
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
完
登
の
喜
び
に
身
を
震
わ
せ
て
歩
き
た
い
と
心
に
誓
っ
た
。
そ
れ
は
他
の
三
人
の
仲
間
も
同
じ
だ
っ
た
。

そ
の
後
我
々
は
、
幾
度
と
な
く
奥
鐘
を
訪
れ
、
最
良
と
思
わ
れ
る
ル
ー
ト
の
確
認
と
、
登
肇
に
必
要
な
物
資
の
荷
上
げ
を
完
壁
に
済
ま

せ
、
本
番
に
焦
点
を
合
わ
せ
各
々
が
充
分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
だ
。
私
の
持
論
と
し
て
、
岩
壁
で
は
極
地
法
式
登
肇
は
避
け
た
い
、

し
か
も
ユ
マ
ー
ル
の
積
極
的
使
用
は
絶
対
に
避
け
、
ト
ッ
プ
以
外
で
も
ト
ッ
プ
と
同
一
条
件
で
登
り
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め
の
能
力

を
各
自
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
身
に
付
け
る
こ
と
、
そ
し
て
あ
く
ま
で
も
ラ
ッ
シ
ュ
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
で
登
筆
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
。
そ

の
為
に
、
四
人
が
同
等
の
実
力
を
た
く
わ
え
て
い
て
誰
れ
で
も
ト
ッ
プ
に
立
て
る
と
い
う
条
件
を
と
と
の
え
た
。

と
に
か
く
ル
ー
ト
は
雪
崩
の
巣
の
中
に
あ
る
様
な
も
の
な
の
で
、
ル
ー
ト
中
絶
対
安
全
な
場
所
は
全
く
無
い
。
特
に
、
上
部
緩
傾
斜
帯

で
の
雪
崩
は
、
確
保
点
が
無
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
死
を
意
味
す
る
。
奥
鐘
山
で
は
冬
で
も
雨
が
降
る
。
そ
ん
な
時
は
壁
や
斜
面
に
付
い
た

雪
が
一
気
に
な
だ
れ
落
ち
る
。
又
、
雪
が
降
れ
ば
降
っ
た
で
、
名
だ
た
る
豪
雪
地
帯
に
あ
る
だ
け
に
た
ち
ま
ち
雪
崩
の
競
演
と
な
る
。
か

と
思
う
と
、
晴
天
に
な
れ
ば
な
っ
た
で
、
壁
自
体
の
標
高
が
低
く
し
か
も
西
面
に
位
置
す
る
為
、
す
ぐ
に
気
温
が
上
昇
し
雪
崩
が
始
ま

る
。
そ
の
上
悪
い
こ
と
に
、
融
雪
に
よ
る
濡
れ
が
登
肇
者
を
苦
し
め
る
。
氷
も
軟
弱
と
な
り
危
険
に
な
る
。
そ
れ
に
、
ハ
ン
グ
と
言
う
ハ

冬
の
西
壁
に
つ
い
て

（ 52）



積雪期黒部奥鐘山西壁

今
迄
の
少
な
い
冬
期
完
登
パ
ー
テ
ィ
を
見
て
も
、
壁
に
雪
の
無
い
三
月
頃
の
登
筆
が
多
い
が
、
壁
に
雪
の
付
い
て
い
る
一
月
’
二
月
頃

ち
な
承

の
登
筆
は
難
渋
を
究
め
て
い
る
。
因
に
、
一
月
’
二
月
で
壁
を
完
登
し
ピ
ー
ク
迄
達
し
て
い
る
パ
ー
テ
ィ
は
、
我
々
を
含
め
て
わ
ず
か
四

パ
ー
テ
ィ
の
み
で
あ
る
。
こ
の
壁
の
冬
期
の
条
件
は
あ
ま
り
に
も
悪
す
ぎ
て
危
険
で
あ
る
。
特
に
ル
ン
ゼ
ル
ー
ト
は
、
条
件
に
よ
っ
て
は

登
肇
不
可
能
に
な
る
。
こ
の
壁
の
未
登
ル
ー
ト
は
多
い
・
今
後
も
壮
絶
な
登
鑿
が
行
わ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
壁
で
は
、
い
つ
か
ら
い

つ
迄
が
冬
期
か
を
決
め
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
・
実
際
の
冬
期
と
は
果
し
て
い
つ
な
の
か
、
そ
れ
は
こ
の
壁
を
登
っ
た
者
が
判
断
す
れ

ば
、
い
い
こ
と
だ
が
、
私
自
身
の
判
断
で
は
、
壁
に
雪
が
付
い
て
い
る
十
二
月
末
’
二
月
末
迄
ぐ
ら
い
が
、
ま
あ
妥
当
な
線
だ
と
考
え

る
。

れ
る
。
壁
の
下
迄
、

酔
狂
だ
と
自
ら
思
う

ン
グ
に
見
事
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
ツ
ラ
ラ
が
、
い
つ
始
ま
る
か
判
ら
ぬ
直
撃
弾
の
恐
怖
を
常
に
与
え
て
く
れ
る
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
悪
意
に

満
ち
た
、
ま
こ
と
に
シ
ビ
ア
な
壁
で
あ
る
。
こ
の
壁
の
恐
し
さ
は
、
実
際
に
冬
の
奥
鐘
に
来
た
人
以
外
に
は
判
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に

付
録
と
し
て
、
あ
の
宇
奈
月
か
ら
の
暗
く
長
い
、
そ
し
て
閉
所
恐
怖
症
の
あ
る
人
な
ら
た
ち
ど
こ
ろ
に
逃
げ
だ
す
こ
と
請
け
合
い
の
、
狭

い
ト
ン
ネ
ル
が
延
々
と
二
十
キ
ロ
余
続
く
。
さ
ら
に
、
実
に
楽
し
く
な
い
黒
部
川
の
寒
中
渡
渉
が
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
最
後
を
飾
っ
て
く

れ
る
。
壁
の
下
迄
、
常
に
雪
崩
の
危
険
に
晒
さ
れ
る
本
当
に
酷
い
所
だ
。
こ
ん
な
所
へ
一
度
な
ら
ず
も
二
度
も
冬
に
来
る
我
々
は
と
ん
だ

そ
し
て
雪
辱
の
冬
が
や
っ
て
来
た
。
一
九
七
八
年
十
二
月
三
十
日
、
激
し
い
降
雪
の
中
、
足
ど
り
も
軽
く
宇
奈
月
を
後
に
、
樺
平
へ
の

長
い
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
。
途
中
で
単
独
の
Ｔ
君
を
交
え
、
今
回
持
参
の
小
型
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ
ー
で
楽
し
い
唄
を
聞
き
な
が
ら
、
午
後

三
時
過
ぎ
棒
平
着
。
デ
ポ
品
を
回
収
し
て
、
乾
い
た
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
幕
営
す
る
。

十
二
月
三
十
一
日
、
曇
天
の
下
樺
平
を
出
、
渡
渉
用
の
運
動
ク
ッ
に
履
き
替
え
て
黒
部
川
に
潔
よ
く
入
る
。
水
は
去
年
の
冬
ほ
ど
冷
た

再
び
西
壁
へ
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一
九
七
九
年
一
月
一
日
、
あ
ま
り
元
気
の
な
い
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
、
本
日
は
二
名
が
フ
ィ
ッ
ク
ス
作
業
に
出
る
。
凹
角
迄
、

フ
ィ
ッ
ク
ス
の
お
か
げ
で
片
手
ユ
マ
ー
ル
で
快
調
に
達
す
る
。
五
ピ
ッ
チ
目
に
当
る
凹
角
状
の
岩
に
取
付
く
も
、
凹
角
に
詰
ま
っ
た
雪
は

岩
に
な
じ
ま
ず
、
全
て
落
し
て
、
フ
リ
ー
・
ク
ラ
イ
ム
で
ザ
イ
ル
を
延
ば
す
が
、
難
し
い
。
折
悪
し
く
、
降
雪
が
激
し
く
な
っ
た
の
で
、

即
刻
中
止
し
、
下
降
す
る
。
京
都
ル
ー
ト
を
ア
タ
ッ
ク
中
の
Ｔ
山
岳
会
も
、
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
か
な
り
苦
労
し
て
い
る
様
子
だ
。
フ

ィ
ッ
ク
ス
エ
作
は
、
予
定
よ
り
二
ピ
ッ
チ
分
少
な
い
が
、
明
日
よ
り
ラ
ッ
シ
ュ
を
か
け
る
こ
と
に
し
て
、
我
々
は
早
々
に
シ
ュ
ラ
ー
フ
に

気
を
鎮
め
、
午
後
よ
り
三
名
で
フ
ィ
ッ
ク
ス
エ
作
へ
出
る
。
紫
岳
会
ル
ー
ト
は
、
岩
小
舎
よ
り
一
度
黒
部
川
を
渡
渉
し
な
け
れ
ば
取
付

け
な
い
の
で
、
厄
介
で
あ
る
。
取
付
き
フ
ェ
ー
ス
は
、
き
の
こ
雪
が
張
り
付
き
危
険
な
為
、
右
側
の
ル
ン
ゼ
状
部
分
を
登
る
。
腰
迄
の
ラ

ッ
セ
ル
を
つ
づ
け
、
フ
ェ
ー
ス
下
か
ら
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
す
る
。

一
ピ
ッ
チ
目
。
見
た
眼
よ
り
悪
い
フ
ェ
ー
ス
を
、
雪
落
し
を
し
な
が
ら
、
ハ
ー
ケ
ン
二
本
打
ち
苦
労
し
て
突
破
。
先
が
思
い
や
ら
れ
る
。

つ
づ
い
て
深
い
雪
を
左
上
へ
ラ
ッ
セ
ル
（
二
ピ
ッ
チ
目
）
。
ト
ラ
バ
ー
ス
バ
ン
ド
迄
、
雪
壁
を
下
降
す
る
（
三
ピ
ッ
チ
目
）
。
ハ
ン
グ
下
の
悪

い
バ
ン
ド
を
、
き
の
こ
雪
を
崩
す
の
に
ひ
い
ひ
い
い
い
な
が
ら
、
凹
角
迄
ザ
イ
ル
を
延
ば
し
た
と
こ
ろ
で
引
き
返
す
（
四
ピ
ッ
チ
目
）
。
ザ

イ
ル
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
て
戻
る
。
そ
こ
か
ら
バ
ン
ド
取
付
き
の
直
下
雪
壁
を
四
○
メ
ー
ト
ル
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
下
降
。
さ
ら
に
三

○
メ
ー
ト
ル
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
、
取
付
点
の
河
原
へ
戻
っ
た
。
雪
を
蹴
散
ら
し
て
下
り
、
岩
小
舎
へ
戻
る
。
そ
の
日
、
夕
方
よ
り
雪
と
な

く
な
い
・
西
壁
対
岸
に
あ
る
大
き
な
岩
小
舎
は
、
二
日
前
に
入
山
し
た
神
奈
川
の
Ｔ
山
岳
会
諸
氏
で
満
員
だ
っ
た
が
、
別
の
小
さ
い
岩
小

舎
を
快
く
明
け
渡
し
て
も
ら
っ
た
。
見
上
げ
る
西
壁
は
、
多
量
の
雪
で
白
い
ベ
ー
ル
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、
心

配
し
た
ツ
ラ
ラ
の
発
達
は
大
し
た
こ
と
も
な
く
、
ホ
ッ
と
し
た
。
が
、
安
心
も
つ
か
の
間
、
Ａ
Ｃ
設
営
直
後
、
紫
岳
会
ル
ー
ト
よ
り
轟
音

と
爆
風
と
共
に
岩
小
舎
迄
達
す
る
大
雪
崩
が
発
生
、
体
中
、
飛
沫
で
真
白
に
な
っ
た
我
々
四
人
は
、
何
と
も
言
え
ぬ
顔
で
お
互
を
見
回
し

た
◎

る
0
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－
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一
月
二
日
、
未
明
に
望
ま
れ
た
星
空
も
、
出
発
の
頃
に
は
ド
ン
ョ
リ
し
て
、
今
に
も
降
り
そ
う
な
の
で
気
分
が
重
く
な
る
。
薄
暗
い
中

を
Ｔ
山
岳
会
諸
氏
の
激
励
を
受
け
、
勇
躍
出
発
す
る
。
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
冷
た
い
渡
渉
を
し
て
取
付
迄
行
く
。
そ
の
分
だ
け
時
間
の

ロ
ス
だ
が
仕
方
な
い
・
準
備
が
出
来
た
者
か
ら
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
片
手
に
ユ
マ
ー
ル
を
ホ
ー
ル
ド
に
し
て
ハ
ン
グ
下
の
雪
の
バ
ン
ド
迄
登

る
。
最
後
に
な
っ
た
者
が
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
回
収
し
つ
つ
、
バ
ン
ド
の
雪
の
テ
ラ
ス
へ
集
結
す
る
。

「
さ
あ
、
行
く
ぞ
。
頑
張
っ
て
い
こ
う
」

Ｔ
の
ト
ッ
プ
で
、
さ
ら
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
利
用
し
て
、
凹
角
の
ト
ラ
バ
ー
ス
開
始
で
あ
る
。
五
ピ
ッ
チ
目
よ
り
フ
ィ
ッ
ク
ス
は
な
く
、

本
格
的
な
登
筆
に
入
る
。
垂
直
の
凹
角
は
依
然
と
し
て
悪
く
、
雪
を
落
し
な
が
ら
の
悪
い
フ
リ
ー
・
ク
ラ
イ
ム
が
続
く
。
確
保
し
て
い
る

者
は
、
ト
ッ
プ
の
落
す
氷
雪
塊
を
ま
と
も
に
受
け
る
の
で
、
た
ま
ら
な
い
・

こ
の
頃
よ
り
、
遂
に
風
雪
が
舞
い
始
め
る
。
黒
部
特
有
の
湿
雪
は
、
体
を
徐
々
に
濡
ら
し
始
め
た
。
と
に
か
く
早
く
登
る
こ
と
だ
と
、

全
員
ス
パ
ー
ト
を
か
け
る
．
六
ピ
ッ
チ
目
、
湿
雪
が
不
安
定
に
乗
っ
た
ス
ラ
ブ
を
左
斜
上
し
て
、
雪
壁
化
し
た
「
猿
回
し
の
テ
ラ
ス
」
に

出
た
。
七
ピ
ッ
チ
目
、
激
し
く
な
っ
た
風
雪
の
中
、
時
お
り
襲
っ
て
来
る
チ
リ
雪
崩
に
ビ
ク
ピ
ク
し
な
が
ら
、
ベ
ル
グ
ラ
と
新
雪
の
張
り

付
い
た
ス
ラ
ブ
を
登
る
が
、
非
常
に
悪
い
・
無
雪
期
な
ら
、
ラ
バ
ー
ソ
ー
ル
で
快
適
に
登
れ
る
所
だ
。
じ
わ
じ
わ
残
置
ボ
ル
ト
迄
登
り
、

ボ
ル
ト
の
リ
ン
グ
に
ア
イ
ゼ
ン
の
爪
を
引
っ
か
け
て
、
今
に
も
落
ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
左
へ
か
ら
む
が
、
顔
面
が
引
き
つ
り
心
臓
が
止

ま
り
そ
う
に
な
る
。
必
死
に
ボ
ル
ト
一
本
を
打
ち
、
上
部
に
わ
ず
か
に
付
い
た
凍
っ
た
草
付
に
、
岩
ま
で
突
き
抜
け
る
と
ば
か
り
に
ピ
ッ

ケ
ル
を
ぶ
ち
込
み
、
か
ろ
う
じ
て
ぶ
ら
下
が
っ
て
悪
場
を
突
破
す
る
。
全
員
歓
声
と
共
に
拍
手
す
る
。

八
ピ
ッ
チ
目
、
く
の
字
ル
ン
ゼ
入
口
も
悪
く
、
太
い
ツ
ラ
ラ
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
苦
し
い
雪
か
き
で
疲
れ
る
。
主
に
人
工
登
肇
を

も
ぐ
り
込
ん
だ
。西

壁
を
完
登
す
る
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積雪期黒部奥鐘山西壁

つ
づ
く
十
八
、
十
九
ピ
ッ
チ
は
、
右
へ
不
安
定
な
雪
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
右
上
の
太
い
ブ
ッ
シ
ュ
帯
へ
飛
び
込
む
。
こ
こ
で
一
応
、
雪

崩
の
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
た
。
見
覚
え
の
あ
る
稜
を
疲
れ
た
体
を
引
き
づ
っ
て
、
コ
ン
テ
ニ
ュ
ア
ス
で
登
る
。
コ
ル
に
出
た
と
こ
ろ
で
、

つ
づ
け
て
、
く
の
字
ル
ン
ゼ
下
の
小
さ
な
足
場
ま
で
登
り
確
保
す
る
。
つ
づ
い
て
、
く
の
字
ル
ン
ゼ
を
人
工
登
肇
で
登
る
が
（
九
ピ
ッ
チ

目
）
、
氷
雪
が
バ
ッ
チ
リ
張
り
付
き
、
ト
ッ
プ
が
ピ
ン
を
掘
り
出
す
度
に
、
強
烈
な
塊
を
落
と
す
の
で
、
下
の
者
に
は
地
獄
の
仕
置
き
だ
。

機
関
銃
や
、
バ
ズ
ー
カ
砲
並
み
の
奴
が
来
る
。
悪
い
こ
と
に
、
ハ
ン
グ
は
冷
水
迄
流
れ
出
し
、
ザ
イ
ル
も
凍
り
始
め
た
。
全
員
か
な
り
濡

れ
、
寒
さ
で
口
も
聞
け
な
い
。
十
ピ
ッ
チ
目
、
悪
い
フ
リ
ー
で
大
雪
壁
と
な
っ
た
ル
ン
ゼ
ヘ
飛
び
出
す
。
ビ
レ
ー
ピ
ン
が
深
い
雪
の
下
と

な
り
、
仕
方
な
く
確
保
用
に
ボ
ル
ト
を
埋
め
る
。

時
間
も
午
後
四
時
半
に
な
り
、
こ
の
先
の
悪
い
ピ
ッ
チ
を
考
え
、
不
本
意
だ
が
ビ
バ
ー
ク
と
決
め
る
。
幸
い
雪
も
い
つ
の
間
に
か
止
ん

で
い
た
。
少
し
で
も
雪
崩
路
よ
り
外
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
え
ら
ん
で
、
雪
壁
を
切
り
崩
し
、
ビ
熱
ハ
ー
ク
サ
イ
ト
を
作
る
。
ツ
ェ
ル
ト
を
被

っ
て
し
ま
え
ば
、
後
は
く
そ
度
胸
で
、
楽
し
く
夜
を
過
ご
す
の
み
だ
。
Ｙ
の
持
っ
て
来
た
Ｍ
Ｓ
Ｒ
の
コ
ン
ロ
は
快
調
で
、
豊
富
な
燃
料
を

パ
ン
パ
ン
燃
や
す
。
そ
の
夜
、
か
な
り
冷
え
込
ん
だ
。

一
月
三
日
、
青
空
が
広
が
り
、
つ
い
て
い
る
天
気
に
感
謝
し
つ
つ
、
気
を
引
き
締
め
て
取
付
く
。
冬
期
は
ル
ー
ト
中
最
悪
の
ピ
ッ
チ
に

な
る
と
想
像
し
た
通
り
、
十
一
ピ
ッ
チ
目
は
非
常
に
悪
い
・
無
雪
期
に
は
、
ハ
ー
ケ
ン
一
本
で
快
適
に
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
を
利
か
せ
て
登
る

三
十
メ
ー
ト
ル
の
カ
ン
テ
状
フ
ェ
ー
ス
だ
。
フ
リ
ー
の
限
界
を
越
す
所
が
あ
り
、
や
む
な
く
、
三
本
の
ピ
ン
を
打
つ
・
全
員
が
墜
落
し
そ

う
に
な
っ
た
。
十
二
ピ
ッ
チ
目
、
雪
の
詰
ま
っ
た
ぐ
ざ
ぐ
ざ
の
草
付
凹
状
を
、
ピ
オ
レ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
登
り
、
緩
傾
斜
の
雪
の
プ
ラ
ト

ー
に
出
る
。
こ
こ
よ
り
、
時
間
短
縮
の
為
、
二
人
ず
つ
に
分
か
れ
ツ
ル
ベ
で
登
る
。
気
温
が
上
が
り
、
雪
崩
の
危
険
を
感
じ
る
。
こ
こ
で

喰
ら
っ
た
ら
、
空
中
ダ
イ
ビ
ン
グ
で
あ
る
。
追
わ
れ
る
様
に
、
急
な
ブ
ッ
シ
ュ
混
り
の
雪
壁
を
泳
ぐ
よ
う
に
登
る
（
十
三
’
十
六
ピ
ッ
チ
）
・

十
七
ピ
ッ
チ
目
、
緩
い
ス
ラ
ブ
に
乗
っ
た
不
安
定
な
雪
壁
を
、
ゼ
ー
ゼ
ー
息
を
切
ら
し
て
駆
け
登
る
。
四
十
メ
ー
ト
ル
を
ず
っ
と
ノ
ー
ピ

ン
で
あ
る
。

／F庁、
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ど
っ
か
り
腰
を
下
ろ
し
、
空
腹
を
満
た
す
べ
く
行
動
食
を
詰
め
込
む
。
時
間
も
昼
頃
で
あ
っ
た
。

少
休
止
の
後
、
左
上
へ
一
二
○
メ
ー
ト
ル
程
、
ス
タ
カ
ッ
ト
を
交
え
、
ブ
ッ
シ
ュ
を
つ
か
み
な
が
ら
急
な
雪
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
左

ル
ン
ゼ
を
横
切
り
、
安
全
地
帯
に
出
る
。
そ
し
て
、
半
日
前
に
京
都
ル
ー
ト
を
完
登
し
た
Ｔ
山
岳
会
パ
ー
テ
ィ
の
っ
け
た
ト
レ
ー
ス
に
出

合
い
、
ザ
イ
ル
を
解
く
。
ラ
ッ
セ
ル
な
し
の
ト
レ
ー
ス
に
感
謝
し
つ
つ
、
か
な
り
疲
労
し
た
体
を
引
き
ず
る
様
に
し
て
、
上
部
露
岩
帯
下

を
左
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
さ
ら
に
目
玉
滝
下
の
雪
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
中
央
ル
ン
ゼ
と
左
方
ル
ン
ゼ
を
分
け
る
リ
ッ
ジ
へ
出
る
。
二
’

三
個
所
悪
い
所
が
あ
っ
た
が
、
全
員
良
く
頑
張
り
、
遂
に
午
後
六
時
、
暗
く
な
っ
た
奥
鐘
山
頂
に
立
っ
た
。
意
外
に
も
想
像
し
て
い
た
程

の
興
奮
も
な
く
完
登
の
握
手
を
交
わ
す
。
こ
れ
以
上
暗
く
な
ら
な
い
さ
、
と
ば
か
り
、
頂
上
で
ツ
ェ
ル
ト
を
被
り
、
ゆ
っ
く
り
と
腹
ご
し

ら
え
を
す
る
。
元
気
に
な
っ
た
所
で
、
北
西
尾
根
を
夜
の
下
降
を
す
る
。
途
中
二
回
の
懸
垂
下
降
を
交
え
、
午
後
九
時
半
頃
、
樺
平
の
プ

そ
こ
に
は
、
す
で
に
就
寝
中
の
Ｔ
山
岳
会
諸
氏
が
い
て
、
彼
ら
は
飛
び
起
き
て
祝
福
し
て
く
れ
た
。
彼
ら
の
ト
レ
ー
ス
に
感
謝
の
言
葉

を
表
わ
し
、
切
れ
て
い
た
タ
バ
コ
を
一
本
い
た
だ
き
、
満
足
感
に
浸
っ
た
。

一
月
四
日
、
我
々
は
初
登
肇
の
感
激
を
胸
に
収
め
て
、
宇
奈
月
へ
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
を
軽
い
足
ど
り
で
歩
き
つ
づ
け
た
。

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
戻
っ
た
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
名
古
屋
・
浜
松
・
鈴
鹿
・
合
同
登
華
隊

隊
の
構
成
登
肇
隊
長
Ⅱ
烏
居
瑛
（
調
）
名
古
屋
這
い
松
山
岳
会
、
隊
員
Ⅱ
田
中
成
三
（
瓢
）
浜
松
登
肇
ク
ラ
ブ
、
塩
崎
宏
司
（
羽
）
、
山
中
保
一
（
記
）

鈴
鹿
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク
ラ
ブ
、
計
４
名

活
動
期
間
一
九
七
八
年
十
二
月
三
十
日
’
一
九
七
九
年
一
月
四
日

目
的
黒
部
奥
鐘
山
西
壁
紫
岳
会
ル
ー
ト
の
冬
期
初
登
筆

行
動
概
要
一
九
七
八
年
十
二
月
三
十
日
、
宇
奈
月
ｌ
樺
平
。
十
二
月
三
十
一
日
、
樟
平
ｌ
岩
小
舎
（
フ
イ
ッ
ク
ス
エ
作
）
。
一
九
七
九
年
一
月
一
日
、
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フ
イ
ッ
ク
ス
エ
作
。
一
月
二
日
（
ラ
ッ
シ
ご
取
付
七
・
○
○
ｌ
猿
回
し
の
テ
ラ
ス
十
二
・
三
○
ｌ
く
の
字
ル
ン
セ
Ｂ
Ｐ
十
六
・
三
○
・

一
月
三
日
、
Ｂ
Ｐ
発
七
・
三
○
Ｉ
上
部
壁
十
一
・
三
○
ｌ
リ
ッ
ジ
上
十
二
・
三
○
ｌ
奥
鐘
山
頂
十
八
・
○
○
（
大
休
止
）
発
十
九
・
一
○

ｌ
樺
平
着
二
十
一
・
三
○
・
一
月
四
日
、
樺
平
発
九
・
三
○
Ｉ
猫
又
十
二
・
三
○
ｌ
宇
奈
月
着
十
五
・
三
○
（
帰
名
）

（
実
際
３
Ｐ
の
フ
イ
ッ
ク
ス
エ
作
の
后
、
ラ
ッ
シ
ュ
に
て
一
ビ
バ
ー
グ
で
完
登
）
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一
九
五
七
年
三
月
、
我
が
国
の
登
山
史
上
に
特
記
す
べ
き
二
つ
の
登
肇

が
成
さ
れ
た
。
前
穂
高
Ⅳ
峯
正
面
壁
及
び
谷
川
岳
一
の
倉
滝
沢
の
冬
期
初

登
肇
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
大
初
登
華
は
、
そ
の
後
に
行
な
わ
れ
た
数
々

の
冬
期
登
華
あ
る
い
は
従
来
登
華
不
可
能
視
さ
れ
て
い
た
岩
壁
へ
の
挑
戦

と
い
う
新
し
い
時
代
の
幕
明
け
に
ふ
さ
わ
し
い
、
象
徴
的
な
登
華
で
あ
っ

た
。

当
時
東
京
で
は
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
が
結
成
さ
れ
た
が
、
そ
う
し
た
新
し
い

動
き
は
、
我
が
東
海
地
方
で
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
前
記
前
穂
高
Ⅳ
峯

の
初
登
筆
者
の
一
人
で
あ
る
加
藤
幸
彦
が
中
心
と
な
っ
て
、
東
海
地
方
に

更
部
の
歴
塁
〈
Ｉ
〉

支
部
設
立
に
至
る
ま
で

東
海
支
部
の
二
十
年

も
そ
う
し
た
ク
ラ
イ
マ
ー
の
集
ま
り
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
と
異
な
り
、
当
時
は
、
登
山
は
自
己
の
所
属
す
る
ク
ラ
ブ
と
い
う
枠

内
で
行
な
わ
れ
、
他
会
と
の
交
流
は
ま
れ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
集
ま
り
は

そ
う
し
た
枠
を
破
る
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
私
自
身
も
そ
れ
迄

は
学
生
登
山
家
以
外
に
は
あ
ま
り
交
際
が
無
か
っ
た
が
、
こ
の
集
ま
り
を

通
じ
、
多
く
の
優
秀
な
社
会
人
登
山
家
と
知
り
合
い
、
非
常
に
い
い
刺
激

を
受
け
た
。

こ
の
会
合
に
あ
る
日
石
岡
繁
雄
氏
が
石
原
国
利
と
と
も
に
現
わ
れ
た
。

席
上
石
岡
氏
は
、
こ
れ
か
ら
の
登
山
は
国
内
の
登
肇
云
々
と
い
う
よ
り
、

こ
う
し
た
若
い
力
を
結
集
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
を
考
え
る
べ
き
、
と
発
言

さ
れ
た
。
当
初
こ
の
集
ま
り
は
、
ク
ラ
イ
マ
ー
同
志
の
情
報
交
換
、
協

中
世
古
隆
司
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力
、
研
究
等
を
目
的
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
石
岡
氏
の

発
言
が
契
機
と
な
っ
て
、
当
初
の
趣
旨
と
や
や
異
な
り
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
第

一
の
目
標
と
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
か
ら
暫
ら
く
し
て
私
も
大
学
を
卒
業
し
た
が
彼
等
と
の
交
際
は
続

き
、
石
岡
氏
の
家
に
集
ま
り
、
夜
遅
く
ま
で
登
山
論
に
花
を
咲
か
せ
、
や

が
て
我
々
の
目
標
は
石
岡
さ
ん
久
恋
の
ジ
ャ
ヌ
ー
と
決
定
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

に
向
か
っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
中
京
山
岳
会
を
中
心
に
愛
知
県
山
岳

連
盟
に
も
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
計
画
が
持
ち
上
っ
て
い
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
従

来
日
本
山
岳
会
が
一
手
に
受
持
っ
て
い
た
登
山
用
ス
ポ
ー
ツ
外
貨
が
山
岳

連
盟
に
も
入
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
当
時
日

本
山
岳
会
と
関
係
の
無
か
っ
た
我
々
は
、
岳
連
の
窓
口
を
通
じ
て
外
貨
を

申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
日
頃
岳
連
活
動
に
無
関
心
で
あ
っ

た
我
々
の
案
は
通
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
石
岡
氏
等
の
頑
張
り
に

よ
り
、
石
原
、
加
藤
の
二
名
が
、
我
々
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
岳
連
の
遠
征
隊

メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
。
東
海
岳
連
は
翌
年
ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー

ク
に
遠
征
し
、
登
頂
こ
そ
逸
し
た
も
の
の
、
多
く
の
貴
重
な
体
験
を
東
海

地
方
に
も
た
ら
し
た
。

さ
て
石
原
、
加
藤
も
帰
国
し
、
今
度
こ
そ
我
々
で
遠
征
し
よ
う
と
い
う

熱
意
は
、
以
前
に
も
増
し
て
強
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
と
共
に
、
常
に
登

山
家
の
集
ま
れ
る
場
が
欲
し
い
と
い
う
こ
と
も
切
実
な
願
い
と
な
っ
て
き

た
。
山
岳
連
盟
は
グ
ル
ー
プ
単
位
の
加
入
で
あ
り
、
登
山
家
個
人
の
交
流

の
場
と
し
て
は
難
点
が
あ
る
。
そ
う
し
た
点
を
種
々
考
え
合
わ
せ
る
と
、

日
本
山
岳
会
が
最
も
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
皆
が
日
本
山

岳
会
へ
加
入
す
れ
ば
、
海
外
登
山
の
み
な
ら
ず
、
国
内
の
登
山
や
研
究
に

お
い
て
も
自
由
に
お
互
が
協
力
で
き
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
日
本
山
岳
会

は
層
も
厚
く
、
と
も
す
れ
ば
一
方
に
片
寄
り
や
す
い
我
々
も
、
年
配
者
と

の
交
流
等
を
通
じ
、
自
己
の
登
山
も
豊
か
に
で
き
る
。
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
本
人
次
第
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
正
直
な
と
こ
ろ
、

私
自
身
は
こ
の
よ
う
な
考
え
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
入
会
し
た
訳
で
は
な

く
、
我
々
の
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
な
仲
間
と
交
わ
り
、
か
つ
遠
征
が
出
来
れ

ば
楽
し
い
こ
と
と
、
山
の
大
先
輩
か
ら
直
接
話
を
聴
け
る
楽
し
み
が
あ
る

と
い
っ
た
単
純
な
理
由
が
第
一
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
訳
で
、
以
下
の
人
々
が
相
前
後
し
て
日
本
山
岳
会
に
入
会

し
た
。
各
人
が
ど
の
よ
う
な
意
識
の
も
と
に
入
会
し
た
か
は
、
は
な
は
だ

疑
問
で
あ
る
が
、
会
報
の
入
会
欄
に
よ
る
と
、
会
員
番
号
五
一
七
三
の
鈴

木
真
吾
以
下
、
二
村
嘉
彦
、
竹
内
博
美
、
磯
村
思
元
、
原
武
、
中
世
古
隆

司
、
南
山
大
学
山
岳
部
、
石
原
国
利
、
加
藤
幸
彦
、
一
柳
政
右
エ
門
、
大

口
瑛
司
、
本
田
善
郎
、
須
賀
太
郎
、
少
し
と
ん
で
高
橋
達
雄
、
熊
田
宗

次
、
鈴
木
重
彦
の
諸
氏
が
一
度
に
入
会
し
、
東
海
支
部
設
立
の
基
礎
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
東
海
地
方
に
も
山
岳
会
員
が
増
え
て
来
た
訳
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
つ
れ
て
全
国
に
は
い
く
つ
か
の
支
部
が
あ
る
が
、
登
山
の

盛
ん
な
東
海
地
方
に
支
部
が
無
い
と
い
う
こ
と
は
淋
し
い
こ
と
で
あ
る
と
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い
う
意
見
が
出
て
き
た
。
そ
こ
で
石
岡
氏
が
本
部
理
事
の
山
崎
安
治
氏
と

相
談
さ
れ
た
結
果
、
山
崎
氏
も
賛
成
さ
れ
、
名
古
屋
に
は
八
木
道
三
氏
の

よ
う
な
山
岳
会
の
長
老
も
居
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
う
し
た
方
の
意

見
を
参
考
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
石
岡
氏
が
八
木
氏

を
訪
ね
て
意
見
を
聞
か
れ
、
ま
た
跡
部
昌
三
氏
等
と
も
相
談
し
、
石
岡
氏

が
世
話
役
と
な
っ
て
、
東
海
地
区
（
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
）
で
住
所
の
わ

か
っ
た
会
員
五
十
二
名
に
設
立
趣
旨
の
手
紙
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
四
十
四

名
の
会
員
か
ら
賛
成
の
返
事
を
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
。
直
ち
に
須
賀
太

郎
名
古
屋
大
学
教
授
に
発
起
人
代
表
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
当
時
の
日
高

会
長
宛
、
支
部
設
立
承
認
願
を
提
出
し
、
一
九
六
一
年
四
月
正
式
に
設
立

承
認
を
受
け
た
。

こ
う
し
て
設
立
総
会
も
間
近
に
せ
ま
っ
た
四
月
初
旬
、
設
立
後
役
員
予

定
に
な
っ
て
い
た
石
原
国
利
、
鈴
木
重
彦
、
原
武
の
三
人
の
ザ
イ
ル
パ
ー

テ
ィ
が
、
鹿
島
槍
北
壁
で
ブ
ロ
ッ
ク
雪
崩
に
遭
い
、
我
々
の
グ
ル
ー
プ
で

将
来
を
期
待
さ
れ
た
最
年
少
の
原
武
君
を
失
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
実
質
的
な
面
で
一
番
仕
事
を
や
る
石
原
氏
も
入
院
し
、
大
変

あ
わ
た
だ
し
い
日
が
続
い
た
が
、
予
定
通
り
、
一
九
六
一
年
四
月
二
十
三

日
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
共
済
会
館
に
於
て
、
日
高
会
長
、
津
田
関
西
支

部
長
、
山
崎
理
事
等
に
出
席
い
た
だ
き
、
支
部
設
立
総
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
の
中
に
は
、
冬
期
上
高
地
初
入
山
の
前
記
の
八
木
道
三
氏
、
ま

た
柴
山
乙
彦
氏
、
中
村
慶
三
氏
等
三
桁
の
古
い
会
員
の
姿
も
見
え
、
ま
た

そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
紹
介
も
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
多
く
、
会
は
盛
大
で
、
さ

設
立
よ
り
ア
ン
デ
ス
遠
征
ま
で（

一
九
六
一
’
’
九
六
六
）

か
く
し
て
東
海
支
部
は
設
立
さ
れ
た
が
、
設
立
の
中
心
と
な
っ
た
若
手

は
、
た
だ
集
ま
っ
て
山
の
会
話
を
す
る
だ
け
の
サ
ロ
ン
ム
ー
ド
に
満
足
す

る
連
中
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
年
の
秋
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
山
塊
の

ト
ゥ
ィ
ン
ズ
ヘ
遠
征
し
よ
う
と
臨
時
総
会
を
開
き
、
支
部
の
承
認
を
求
め

た
。
そ
の
結
果
、
支
部
と
し
て
何
も
や
っ
て
い
な
い
う
ち
か
ら
遠
征
は
お

か
し
い
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
り
ま
し
た
と
云
え
る
よ
う
な
実
績
を
作

っ
て
か
ら
計
画
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
経
済
界
が
不
安
な
時
で
あ
る

か
ら
資
金
の
メ
ド
を
つ
け
て
か
ら
に
す
べ
き
で
あ
る
と
先
輩
か
ら
云
わ

れ
、
妄
」
の
計
画
は
時
期
尚
早
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
臨
時
総
会
の
反
省
と
し
て
、
も
っ
と
支
部
全
体
の
横
の
つ
な
が
り

と
い
う
か
、
支
部
員
間
の
親
睦
を
深
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
臨
時
総
会
の
翌
十
月
、
御
在
所
岳
で
第
一
回
の
親
睦
山
行
を
行
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
会
員
で
参
加
し
た
の
は
、
須
賀
支
部
長
と
私
の
二
人
だ
け

で
、
後
は
支
部
長
の
教
え
子
達
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
何
の
意
味
も
な
い

と
、
今
後
は
町
で
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
講
演
会
や
懇

親
会
等
を
何
度
か
行
な
っ
た
。
こ
う
し
て
書
け
ば
簡
単
で
あ
る
が
、
何
を

す
が
日
本
山
岳
会
な
り
の
感
を
深
め
た
。
そ
し
て
支
部
長
に
須
賀
太
郎

氏
、
副
支
部
長
に
石
岡
繁
雄
氏
を
予
定
通
り
選
出
し
、
我
々
若
い
会
員
が

委
員
と
な
っ
た
。
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や
る
に
し
て
も
支
部
に
は
予
算
が
殆
ん
ど
無
い
の
で
、
そ
れ
な
り
に
苦
心

が
要
っ
た
。
講
演
会
な
ど
は
、
講
師
と
な
る
人
が
来
名
す
る
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
、
早
速
コ
ネ
を
つ
け
て
、
殆
ん
ど
無
料
で
講
演

を
し
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
わ
け
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
小
さ
な
積
み
重
ね
が
効
果
が
あ
っ
た
の
か
、
翌
年
（
一
九
六

二
）
の
総
会
に
は
、
常
連
の
若
手
以
外
に
も
年
輩
の
会
員
の
姿
も
見
う
け

ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
の
総
会
で
は
、
我
々
が
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
所

が
無
い
と
い
う
こ
と
が
致
命
的
で
あ
り
、
本
部
の
よ
う
に
支
部
も
ル
ー
ム

を
持
ち
た
い
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。
従
来
私
の
家
が
支

部
の
事
務
所
と
し
て
あ
っ
た
が
、
た
だ
連
絡
場
所
と
い
う
だ
け
で
ル
ー
ム

と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
は
無
か
っ
た
。
総
会
後
暫
く

し
て
、
会
員
の
藤
森
元
夫
の
勤
務
す
る
水
谷
商
店
の
好
意
で
、
会
社
の
一

室
を
使
用
す
る
許
可
を
得
て
、
十
月
三
十
日
ル
ー
ム
開
き
を
行
い
、
以
後

毎
月
第
二
木
曜
日
に
定
例
集
会
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
年

の
末
に
は
、
支
部
で
も
年
次
晩
餐
会
を
行
な
い
、
こ
こ
数
年
忘
年
会
は
新

年
会
に
変
っ
た
が
、
い
ま
に
至
る
ま
で
続
い
て
い
る
。
翌
（
一
九
六
三
）

二
月
、
鈴
鹿
山
麓
の
尾
高
高
原
で
猪
を
喰
う
会
と
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
な
っ

た
が
命
川
喜
田
壮
太
郎
氏
を
初
め
多
数
の
参
加
を
得
て
、
一
年
前
の
第
一

回
親
睦
山
行
に
参
加
し
た
私
に
と
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
の
感
慨
が
あ
っ

た
・
・
‐

一
九
六
四
年
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
、
名
古
屋
市
中
区
広
小
路
通
り
の

ガ
ー
デ
ン
ピ
ル
に
て
、
朝
日
文
化
セ
ン
タ
ー
の
一
環
と
し
て
登
山
教
室
が

開
設
さ
れ
、
東
海
支
部
が
こ
れ
を
担
当
し
た
。
週
一
回
の
講
座
に
は
熱
心

な
受
講
生
も
居
り
、
登
山
全
般
に
わ
た
っ
て
広
く
講
議
し
た
。
第
一
回
に

は
松
方
会
長
、
：
深
田
久
弥
氏
等
も
講
議
さ
れ
た
。

こ
の
年
の
十
月
、
待
望
の
東
海
山
岳
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
題
字
の

「
東
海
山
岳
」
は
尾
張
の
最
後
の
殿
様
、
徳
川
義
親
氏
の
筆
に
な
る
も
の

で
あ
る
。
内
容
は
一
九
五
七
’
一
九
六
二
年
に
至
る
、
東
海
地
方
の
岳
人

に
よ
る
主
要
な
登
華
を
中
心
に
、
支
部
員
の
紀
行
、
随
想
、
論
説
研
究

等
、
そ
れ
な
り
に
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
着
実
に
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
原
真
の
よ
う
な
実
行
力
の
あ
る
支
部
員
が
増

え
て
来
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
東
海
山
岳
の
発
刊
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
会
報
に
当
る
「
支
部
通
信
」
第
一
号
も
発
刊
、
こ
れ
は
支
部
員
間
の

横
の
繋
が
り
を
密
に
す
る
の
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後

支
部
通
信
は
十
一
号
ま
で
続
き
、
一
九
六
七
年
六
月
か
ら
装
い
も
新
た
に

「
東
海
支
部
報
」
と
名
を
改
め
、
現
在
（
一
九
七
九
年
春
）
に
至
る
ま
で

二
十
三
号
の
発
刊
を
記
録
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
支
部
も
、
少
し
づ
っ
ク
ラ
ブ
ら
し
く
形
を
整
え
て
行

っ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
設
立
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
も

具
体
的
に
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
一
九
六
四
年
プ
レ
の
全
岳
連
ギ
ャ
チ

ュ
ン
・
カ
ン
登
山
隊
に
参
加
し
た
加
藤
幸
彦
は
、
一
九
六
六
年
プ
レ
の
ガ

ウ
リ
・
サ
ン
カ
ー
ル
の
登
山
許
可
を
取
り
つ
け
た
。
そ
の
後
ネ
パ
ー
ル
側

の
事
情
に
よ
り
変
更
を
せ
ま
ら
れ
、
六
五
年
プ
レ
の
ロ
ー
ツ
ェ
シ
ャ
ー
ル

に
変
更
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
計
画
は
早
稲
田
大
学
と
競
合
す
る
こ
と
に

公旬、
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な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
東
海
支
部
が
ネ
パ
ー
ル
と
直
接

交
渉
し
仮
許
可
を
取
得
し
た
の
に
対
し
、
早
大
は
外
務
省
を
通
じ
て
申
請

を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
解
決
に
は
山
岳
会
本
部
が
あ
た
る
こ
と
に

な
り
、
本
部
と
支
部
、
本
部
と
早
大
と
の
間
に
何
回
か
話
し
合
い
が
も
た

れ
、
結
局
松
方
会
長
の
裁
定
で
ロ
ー
ツ
ェ
シ
ャ
ー
ル
は
早
大
に
決
定
し

た
。

そ
の
た
め
支
部
で
は
直
ち
に
目
標
を
一
九
六
五
年
ポ
ス
ト
の
マ
カ
ル
ー

の
東
南
稜
に
変
更
し
、
一
九
六
四
年
十
一
月
臨
時
総
会
を
開
き
、
ロ
ー
ツ

ェ
シ
ャ
ー
ル
計
画
の
終
了
の
報
告
と
同
時
に
、
新
ら
し
い
目
標
と
し
て
の

マ
カ
ル
ー
を
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。
し
か
し
こ
の
臨
時
総
会
に
於
て
、

我
々
を
設
立
以
来
指
導
し
て
下
さ
っ
た
須
賀
支
部
長
、
石
岡
副
支
部
長
が

辞
任
さ
れ
た
。
当
時
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
計
画
を
強
力
に
推
し
進
め
よ
う
と
す
る

あ
ま
り
、
人
の
和
を
欠
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
頃
か
ら
、

良
き
に
つ
け
、
悪
し
き
に
つ
け
俗
に
い
う
東
海
支
部
的
性
格
が
芽
生
え
つ

つ
あ
っ
た
。

さ
て
、
従
来
の
計
画
は
、
実
行
の
主
体
が
明
確
で
な
か
っ
た
の
で
、
支

部
の
中
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
実
行
委
員
会
を
設
置
し
、
ま
た
原
病
院
の
一
室

を
事
務
所
と
し
て
、
遠
征
計
画
は
そ
こ
を
中
心
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
マ
カ
ル
ー
の
許
可
取
得
の
た
め
石
原
新
支
部
長
を
ネ
パ
ー

ル
へ
派
遣
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
六
五
年
三
月
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
、
す
べ

て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
向
こ
う
数
年
間
全
面
禁
止
す
る
旨
発
表
し
た
。
長

い
間
か
か
っ
て
こ
こ
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
我
々
は
、
ま
さ
に
暗
潅
た
る
気
持

で
あ
っ
た
。
し
か
し
我
々
は
、
も
う
か
な
り
の
程
度
準
備
を
進
め
て
来
て

い
る
以
上
、
今
更
引
返
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
直
ち
に
目
標
を
変
更

し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
以
外
で
最
も
高
度
の
あ
る
ア
ン
デ
ス
の
ア
コ
ン
カ
グ
ァ
を

選
び
、
従
来
協
力
関
係
に
あ
っ
た
名
古
屋
大
学
高
所
医
学
研
究
所
と
合
同

遠
征
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
書
い
て
く
る
と
、
遠
征
の
こ
と
ば
か
り
や
っ
て
い
た
様
だ

が
、
従
来
通
り
集
会
や
懇
親
会
も
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
た
。
ま
た
東
海
山

岳
第
二
号
も
発
刊
し
た
。
こ
の
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
放
談
会
〃
登
山
界
の

諸
問
題
を
め
ぐ
り
て
“
は
文
字
通
り
放
談
に
な
っ
て
し
ま
い
、
読
む
人
に

よ
っ
て
は
相
当
物
議
を
か
も
し
た
。

ま
た
こ
の
年
二
九
六
五
）
、
支
部
員
で
あ
る
高
田
光
政
が
ア
イ
ガ
ー

の
北
壁
を
登
肇
し
、
渡
部
君
の
死
と
い
う
大
き
な
犠
牲
を
し
い
ら
れ
は
し

た
が
、
彼
の
も
た
ら
し
た
も
の
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
我
々
の
ア
コ
ン
カ

グ
ア
南
壁
の
登
華
に
も
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
二
転
、
三
転
し
た
支
部
の
遠
征
も
一
九
六
五
年
十
月
十
一
日

ア
コ
ン
カ
グ
ア
目
指
し
て
川
崎
汽
船
ボ
リ
ビ
ア
丸
に
て
出
航
、
翌
々
日
室

蘭
で
我
々
の
良
き
先
輩
で
あ
る
塩
田
良
仲
氏
の
ム
シ
デ
ン
の
歌
声
に
送
ら

れ
て
日
本
を
離
れ
た
。
遠
征
隊
は
十
二
月
中
旬
か
ら
一
月
初
旬
に
か
け
、

ア
コ
ン
カ
グ
ア
北
面
で
テ
レ
メ
ー
タ
ー
に
よ
る
高
山
医
学
の
研
究
を
行

い
、
一
月
中
旬
か
ら
二
月
に
か
け
て
南
壁
を
登
華
、
そ
の
後
数
隊
に
別
れ

て
パ
タ
ゴ
ニ
ヤ
方
面
を
踏
査
し
、
翌
五
月
ま
で
に
全
員
が
帰
国
し
た
。
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遠
征
の
後
に
来
る
一
時
的
な
沈
滞
、
そ
れ
は
東
海
支
部
に
於
て
も
例
外

で
は
な
か
っ
た
。
我
々
若
い
者
を
励
ま
し
、
良
き
相
談
相
手
で
あ
っ
た
塩

田
良
仲
氏
は
札
幌
へ
転
勤
と
な
り
、
永
田
弘
氏
は
単
独
で
登
山
に
向
う
途

中
、
運
転
を
誤
り
、
谷
川
に
転
落
死
さ
れ
た
。
ま
た
遠
征
の
事
務
局
長
と

し
て
、
我
々
に
ハ
ッ
パ
を
掛
け
、
ま
た
時
に
は
良
き
相
談
相
手
で
あ
っ
た

関
谷
誠
氏
も
ア
ン
デ
ス
遠
征
直
前
に
交
通
事
故
で
他
界
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
上
支
部
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
石
原
国
利
も
家
業
を
継
ぐ
た

め
、
遠
く
九
州
へ
去
っ
た
。
し
か
し
幸
な
こ
と
に
一
方
で
は
、
ま
た
実
行

力
の
あ
る
仲
間
も
増
え
つ
つ
あ
っ
た
。
田
中
元
、
尾
上
昇
、
松
浦
正
司
等

マ
カ
ル
ー
隊
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
、
原
真
を
中
心
に
我
々
の
最
初
の
目
標

で
あ
っ
た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
目
ざ
し
て
活
動
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
マ
カ
ル
ー
遠
征
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
が
、
湯
浅
道
男
、
沖
允

人
、
吉
川
友
章
、
贄
田
統
亜
等
こ
の
マ
カ
ル
ー
遠
征
ま
で
の
期
間
は
、
東

海
支
部
の
二
十
年
を
通
じ
て
最
も
多
々
済
々
の
顔
ぶ
れ
が
揃
っ
た
時
期
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
ヒ
マ
ラ
ャ
ヘ
の
準
備
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
行
事
に

関
し
て
も
最
も
充
実
し
た
期
間
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
原
病
院
の
好
意
で
遂

に
ル
ー
ム
ら
し
い
ル
ー
ム
を
持
ち
、
出
か
け
て
い
け
ば
誰
か
が
居
る
と
い

っ
た
具
合
で
、
真
に
ク
ラ
ブ
ら
し
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
来
た
の
も
こ
の
頃

で
あ
る
。

一
九
六
七
年
の
通
常
総
会
に
於
て
、
支
部
長
に
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

マ
カ
ル
ー
目
指
し
て
（
’
九
六
六
’
一
九
七
○
）

の
熊
沢
正
夫
氏
、
副
支
部
長
に
伊
藤
洋
平
氏
が
選
出
さ
れ
、
支
部
の
活
動

も
軌
道
に
乗
り
、
活
発
に
動
き
出
し
た
。
そ
し
て
一
九
六
八
年
一
月
、
ネ

パ
ー
ル
政
府
は
一
部
登
山
許
可
を
出
す
用
意
が
あ
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を

公
表
し
た
。
我
々
は
直
ち
に
一
九
六
八
年
の
通
常
総
会
に
於
て
、
翌
年
プ

レ
に
マ
カ
ル
ー
に
遠
征
隊
を
送
る
こ
と
を
議
決
し
、
熊
沢
支
部
長
を
ヘ
ッ

ド
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
実
行
委
員
会
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
具
体
的
な
準
備
、

研
究
が
着
々
と
進
め
ら
れ
た
。
（
こ
の
時
の
研
究
成
果
は
海
外
登
山
研
究

会
資
料
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
）
し
か
し
肝
腎
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

解
禁
の
正
式
発
表
は
仲
々
行
な
わ
れ
ず
、
皆
を
い
ら
い
ら
さ
せ
た
が
、
八

月
十
九
日
遂
に
待
望
の
マ
カ
ル
ー
を
含
む
三
十
八
座
の
正
式
解
禁
の
ニ
ュ

ー
ス
が
入
っ
た
。
直
ち
に
外
務
省
を
通
じ
て
許
可
申
請
を
出
し
た
が
、
ネ

パ
ー
ル
か
ら
は
何
の
連
絡
も
無
い
た
め
、
止
む
を
得
ず
計
画
を
一
年
延
期

し
一
九
六
九
年
プ
レ
に
偵
察
と
交
渉
の
隊
、
一
九
七
○
年
プ
レ
に
本
隊
を

送
る
こ
と
に
変
更
し
た
。
一
九
六
九
年
二
月
下
旬
、
松
浦
隊
長
以
下
五
名

の
調
査
隊
は
予
定
通
り
日
本
を
出
発
し
、
一
九
七
○
年
の
仮
許
可
と
マ
カ

ル
ー
東
南
稜
の
可
能
性
を
確
認
し
、
六
月
帰
国
し
た
。

一
九
七
○
年
二
月
十
四
日
、
熊
沢
総
指
揮
以
下
十
五
名
の
本
隊
は
羽
田

を
出
発
、
二
月
二
十
二
日
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
、
三
月
二
十
二
日
Ｂ
Ｃ
建

設
、
そ
し
て
未
踏
の
東
南
稜
を
た
ど
り
、
五
月
二
十
三
日
遂
に
登
頂
に
成

功
し
た
。
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か
く
し
て
マ
カ
ル
ー
東
南
稜
の
初
登
肇
と
い
う
、
東
海
支
部
二
十
年
を

通
じ
て
最
大
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
反
面
、
多
く
の

人
が
支
部
か
ら
離
れ
て
行
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
遠
征
の
計
画
か
ら

何
ら
か
の
都
合
で
離
れ
て
行
っ
た
人
、
ま
た
準
備
が
佳
境
に
入
っ
て
来
る

と
、
計
画
外
の
人
は
近
寄
り
難
い
雰
囲
気
が
ル
ー
ム
に
生
れ
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
「
た
ま
に
は
顔
を
出
す
よ
う
に
」
と
連
絡
す
る
と
、
「
ル
ー
ム

に
行
く
と
、
来
て
も
ら
う
の
は
結
構
だ
が
、
準
備
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
欲
し
い
と
云
っ
た
態
度
が
見
え
る
の
で
、
馬
鹿
ら
し
く
て
行
く

気
に
な
ら
な
い
。
」
と
は
っ
き
り
と
云
う
者
も
居
た
程
で
あ
っ
た
。
ま
た

マ
カ
ル
ー
の
隊
員
自
身
、
遠
征
終
了
後
、
勤
務
の
都
合
等
で
あ
ま
り
支
部

に
顔
を
出
さ
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
マ
カ
ル
ー
の
報
告
書
を
作
る
に
当

り
、
編
集
の
中
心
と
な
っ
た
者
は
、
自
分
の
意
見
を
出
す
に
急
な
あ
ま

り
、
各
隊
員
の
原
稿
も
自
分
の
意
に
添
わ
ぬ
所
は
書
き
直
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
等
も
あ
り
、
隊
員
の
気
持
も
支
部
か
ら
増
々
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ

た
。
隊
員
の
中
に
は
、
報
告
書
を
途
中
迄
読
ん
だ
ら
頭
に
来
て
、
捨
て
て

し
ま
っ
た
と
い
う
者
も
居
た
。
設
立
以
来
意
気
盛
ん
で
あ
っ
た
東
海
支
部

に
、
最
大
の
危
機
が
訪
れ
ん
と
し
て
い
た
。

や
が
て
東
海
支
部
解
散
論
と
か
休
会
論
な
る
意
見
が
出
は
じ
め
た
の

で
、
止
む
を
得
ず
私
が
支
部
を
預
か
る
こ
と
に
し
、
東
海
支
部
の
活
動
も

開
店
休
業
の
よ
う
な
形
と
な
っ
た
。
数
人
の
会
員
の
手
を
借
り
て
支
部
の

マ
カ
ル
ー
以
後
（
’
九
七
一
’
一
九
七
六
）

備
品
の
一
部
を
、
長
い
間
世
話
に
な
っ
た
原
病
院
の
地
下
室
か
ら
私
の
家

へ
運
ん
だ
。
十
数
年
ぶ
り
で
振
出
に
戻
っ
た
感
じ
で
、
あ
る
意
味
で
は
、

と
て
も
淋
し
か
っ
た
。

や
が
て
一
年
も
す
る
と
、
再
び
支
部
は
活
動
を
開
始
し
た
。
し
か
し
そ

の
頃
の
事
を
書
き
始
め
る
と
、
私
の
筆
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。
再
開

し
た
支
部
は
、
そ
の
報
告
を
「
山
」
誌
上
で
発
表
し
た
が
、
そ
の
内
容
は

私
の
こ
と
を
は
じ
め
と
し
て
、
何
故
か
個
人
中
傷
に
終
始
し
て
い
た
。
そ

れ
も
最
初
の
原
稿
は
返
却
さ
れ
た
と
云
う
の
だ
か
ら
、
余
程
ひ
ど
い
こ
と

が
書
い
て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
私
は
そ
の
時
の
こ
と
を
思
い
出

す
と
、
今
で
も
腹
が
立
つ
。
と
て
も
当
時
の
こ
と
を
冷
静
に
書
く
こ
と
は

出
来
な
い
。
あ
ま
り
雑
音
は
気
に
し
な
い
私
も
、
こ
の
一
文
を
見
て
、
遂

に
支
部
に
愛
想
を
つ
か
し
、
以
後
数
年
間
殆
ん
ど
支
部
の
活
動
に
関
与
し

な
か
っ
た
。
そ
れ
故
書
く
資
格
も
無
い
の
で
、
支
部
報
や
東
海
山
岳
か
ら

要
点
の
み
を
記
し
た
い
。

原
、
浅
見
の
マ
ヵ
ル
ー
以
来
の
メ
ム
バ
ー
に
加
え
、
池
沼
、
伊
藤
等
の

若
手
の
参
加
を
得
て
、
支
部
は
カ
ラ
コ
ラ
ム
に
向
け
活
動
を
開
始
し
た
。

そ
し
て
支
部
長
に
氷
河
の
権
威
、
名
古
屋
大
学
の
樋
口
敬
二
教
授
を
迎

え
、
カ
ラ
コ
ラ
ム
に
学
術
遠
征
隊
を
派
遣
し
た
。
当
初
の
計
画
で
は
バ
ッ

ー
ラ
を
希
望
し
た
。
し
か
し
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
は
許
可
の
連
絡
が
無
く
、

四
月
に
な
っ
て
突
然
ラ
ト
ッ
ク
峰
の
許
可
が
来
た
。
そ
の
た
め
こ
の
資
料

の
無
い
、
未
知
の
山
に
ぶ
っ
つ
け
本
番
で
あ
た
っ
た
が
、
可
能
な
ル
ー
ト

を
発
見
す
る
に
至
ら
ず
登
頂
を
断
念
し
、
付
近
の
氷
河
の
踏
査
を
行
い
そ
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さ
て
支
部
再
開
の
一
文
が
頭
に
来
て
、
東
海
支
部
と
は
縁
を
切
る
積
り

で
い
た
私
で
あ
っ
た
が
、
こ
と
は
そ
ん
な
に
簡
単
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

あ
の
一
文
を
読
ん
だ
元
及
び
現
在
の
東
海
支
部
員
の
多
数
か
ら
、
直
接
間

接
に
同
情
と
激
励
が
、
そ
し
て
東
海
支
部
を
真
に
開
か
れ
た
ク
ラ
ブ
に
再

建
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
最
初
私
は
あ
ま
り
乗
り

気
で
は
な
か
っ
た
が
、
何
時
の
間
に
か
ま
た
渦
中
に
入
っ
て
行
っ
て
し
ま

っ
た
。
当
時
の
東
海
支
部
中
枢
の
や
り
方
、
特
に
人
を
無
能
呼
ば
わ
り
す

る
や
り
方
を
腹
に
す
え
か
ね
て
い
た
者
が
大
勢
居
た
の
で
あ
る
。
我
々
は

何
回
も
そ
の
こ
と
で
話
し
合
っ
た
。
そ
し
て
陰
で
文
句
を
云
っ
て
い
て
も

始
ま
ら
な
い
の
で
、
と
に
か
く
支
部
の
活
動
に
参
加
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
一
九
七
六
年
の
総
会
に
志
を
一
に
す
る
者
が
何
名
か
出
席

し
、
う
ち
四
名
が
そ
の
年
の
役
員
と
な
っ
た
。
そ
し
て
翌
一
九
七
七
年
の

総
会
に
於
て
、
尾
上
新
支
部
長
を
ヘ
ッ
ド
に
東
海
支
部
は
新
ら
し
く
ス
タ

れ
な
り
の
成
果
を
上
げ
て
帰
国
し
た
。

カ
ラ
コ
ラ
ム
遠
征
の
翌
年
一
九
七
六
年
に
は
、
日
本
山
岳
会
創
立
七
十

周
年
を
記
念
し
て
、
講
演
と
歌
と
映
画
の
会
を
企
画
し
、
多
数
の
聴
衆
を

得
て
盛
大
に
行
な
っ
た
。
卒
直
に
い
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
支
部
に
人
が
寄
り

つ
か
な
く
な
っ
て
い
た
状
況
の
中
で
、
原
真
を
中
心
と
す
る
ほ
ん
の
数
人

の
人
々
は
、
そ
れ
で
も
東
海
山
岳
の
発
刊
、
遠
征
の
報
告
会
等
多
く
の
企

画
を
実
施
し
て
東
海
支
部
の
盛
名
を
維
持
し
た
。

現
在
（
’
九
七
七
年
以
後
）

ｌ
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
初
、
新
支
部
長
を
誰
に
す
る
か
で
多
く
の
議
論
が
あ
っ
た
。
従
来
東

海
支
部
は
、
ど
ち
ら
か
と
云
う
と
外
部
の
著
名
な
学
者
を
支
部
長
に
頂
い

て
来
た
が
、
支
部
も
す
で
に
二
十
年
近
く
に
な
ら
ん
と
し
て
い
る
の
で
、

今
回
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
と
い
う
意
味
も
含
め
て
内
部
の
若
手
か
ら
出
し

た
い
と
考
え
て
い
た
。
私
個
人
と
し
て
は
、
沖
允
人
、
湯
浅
道
男
、
尾
上

昇
の
三
人
の
う
ち
か
ら
出
し
た
い
と
思
っ
た
。
ま
た
私
に
限
ら
ず
、
当
時

の
支
部
を
知
る
者
は
大
体
こ
の
三
人
に
考
え
が
落
ち
着
い
た
こ
と
だ
と
思

う
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
若
く
て
実
行
力
の
あ
る
尾
上
昇
を
新
支
部
長
に
す

る
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
見
、
湯
浅
、
中
世
古
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
を
約
し
て
尾
上
に
承
諾
さ
せ
た
。
そ
し
て
現
在
私
の
み
る
と

こ
ろ
、
東
海
支
部
も
支
部
長
に
関
し
て
は
、
他
の
支
部
並
に
長
期
安
定
政

権
の
兆
が
あ
り
、
誠
に
喜
こ
ぱ
し
く
思
っ
て
い
る
。

現
在
東
海
支
部
で
は
、
一
、
会
員
の
親
睦
（
新
旧
の
会
員
が
親
し
み
易

い
支
部
と
他
支
部
と
の
交
流
、
新
会
員
の
獲
得
）
、
二
、
自
然
保
護
（
現

在
は
主
に
山
岳
地
の
水
質
の
汚
染
に
つ
い
て
の
調
査
、
告
発
）
、
三
、
海

外
登
山
（
一
九
八
○
年
に
ガ
ウ
リ
サ
ン
カ
ー
ル
に
登
山
隊
を
派
遣
す
べ
く

準
備
中
、
ま
た
海
外
遠
征
を
通
じ
、
将
来
の
東
海
地
方
の
登
山
界
の
リ
ー

ダ
ー
た
る
人
材
の
育
成
）
の
三
つ
を
柱
に
そ
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
東
海
支
部
の
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
た
が
、
支
部
で
活
躍

し
た
者
は
殆
ん
ど
支
部
の
役
員
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
遠
征
隊
員
で
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
で
は
、
歴
代
の
支
部
役
員
の
変
遷
は
そ
の
ま
ま
支
部
の
変
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遷
に
繋
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
支
部
の
変
遷
の
歴
史
を
御
覧
戴
く
為
に
、

最
後
に
歴
代
の
支
部
役
員
及
び
遠
征
隊
員
を
列
記
す
る
。

東
海
支
部
役
員
及
び
遠
征
隊
員
名
簿

一
九
六
一
年
度
支
部
長
Ⅱ
須
賀
、
副
支
部
長
Ⅱ
石
岡
、
常
務
委
員
Ⅱ
石
原
、
高
橋
、

中
世
古
、
委
員
Ⅱ
加
藤
、
鈴
木
、
二
村
、
鈴
木
、
会
計
監
事
Ⅱ
磯
村
。

一
九
六
二
年
度
支
部
長
Ⅱ
須
賀
、
副
支
部
長
Ⅱ
石
岡
、
常
務
委
員
Ⅱ
中
世
古
、
原
、

委
員
Ⅱ
石
原
、
高
橋
、
大
口
、
会
計
監
事
Ⅱ
高
橋
。

一
九
六
三
年
度
支
部
長
Ⅱ
須
賀
、
副
支
部
長
Ⅱ
石
岡
、
常
務
委
員
Ⅱ
石
原
、
中
世

古
、
藤
森
、
委
員
Ⅱ
加
藤
、
沖
、
原
、
大
口
、
会
計
監
事
Ⅱ
高
橋
。

一
九
六
四
年
度
支
部
長
Ⅱ
須
賀
、
副
支
部
長
Ⅱ
石
岡
、
常
務
委
員
Ⅱ
藤
森
、
木
村
、

委
員
Ⅱ
石
原
、
加
藤
、
高
橋
、
中
世
古
、
橋
村
、
原
、
箕
岡
、
関
谷
、
吹
原
、
大

橋
、
大
口
、
小
栗
、
会
計
監
事
Ⅱ
山
本
、
佐
野
、
東
海
山
岳
１
号
編
集
委
員
Ⅱ
塩

田
、
石
原
、
原
、
中
世
古
、
箕
岡
。

一
九
六
五
年
度
支
部
長
Ⅱ
石
原
、
副
支
部
長
Ⅱ
原
、
常
務
委
員
Ⅱ
中
枇
古
、
木
村
、

委
員
Ⅱ
藤
森
、
黒
山
、
矢
入
、
田
中
、
吹
原
、
小
栗
、
橋
村
、
佐
野
、
高
橋
、
古

川
、
高
井
、
会
計
監
事
Ⅱ
山
田
、
村
上
。

ア
ン
デ
ス
学
術
遠
征
隊
隊
長
Ⅱ
高
木
、
隊
員
Ⅱ
石
原
、
高
井
、
高
川
、
中
肚

古
、
原
、
橋
村
、
市
川
、
矢
入
、
黒
山
、
小
栗
、
増
山
。

東
海
山
岳
Ⅱ
号
編
集
委
員
Ⅱ
原
、
矢
入
、
田
中
、
田
村
。

一
九
六
六
年
度
支
部
長
Ⅱ
石
原
、
副
支
部
長
Ⅱ
原
、
常
務
委
員
Ⅱ
田
中
、
中
世
古
、

委
員
Ⅱ
大
橋
、
小
栗
、
兼
田
、
沖
、
佐
野
、
鈴
木
、
田
村
、
都
竹
、
吹
原
、
本

多
、
矢
入
、
吉
川
、
会
計
監
事
Ⅱ
木
村
。

一
九
六
七
年
度
支
部
長
Ⅱ
熊
沢
、
副
支
部
長
Ⅱ
伊
藤
、
常
務
委
員
Ⅱ
中
世
古
、
原
、

委
員
Ⅱ
吹
原
、
黒
山
、
小
栗
、
矢
入
、
本
多
、
山
田
、
田
村
、
高
橋
、
湯
浅
、
吉

川
、
大
橋
、
木
村
、
尾
上
、
会
計
監
事
Ⅱ
村
井
。

一
九
六
八
年
度
支
部
長
Ⅱ
熊
沢
、
副
支
部
長
Ⅱ
伊
藤
、
常
務
委
員
Ⅱ
尾
上
、
吉
川
、

湯
浅
、
田
中
、
黒
山
、
委
員
Ⅱ
生
田
、
浜
井
、
黒
宮
、
郡
、
吉
村
、
山
田
、
木
村
、

湯
浅
、
向
井
、
原
、
大
橋
、
多
和
田
、
大
須
賀
、
森
、
高
橋
、
池
沼
、
亀
井
、
佐

野
、
会
計
監
事
Ⅱ
村
井
、
中
世
古
。

一
九
六
九
年
度
支
部
長
Ⅱ
熊
沢
、
副
支
部
長
Ⅱ
伊
藤
、
常
務
委
員
Ⅱ
尾
上
、
松
浦
、

贄
田
、
山
田
、
原
、
委
員
Ⅱ
村
木
、
生
田
、
徳
島
、
坪
井
、
石
垣
、
小
川
、
曽

我
、
花
井
、
橋
本
、
酒
井
、
黒
山
、
白
井
、
池
沼
、
小
栗
、
柴
田
、
郡
、
湯
浅
、

尾
崎
、
渡
辺
、
田
中
、
橋
村
、
杉
田
、
加
藤
、
会
計
監
事
Ⅱ
村
井
。

マ
カ
ル
ー
鯛
査
隊
隊
長
Ⅱ
松
浦
、
隊
員
Ⅱ
尾
崎
、
山
田
、
生
田
、
小
川
。

追
加
委
員
Ⅱ
中
世
古
、
吉
原
、
沖
、
越
山
。

一
九
七
○
年
度
支
部
長
Ⅱ
熊
沢
、
副
支
部
長
Ⅱ
伊
藤
、
常
務
委
員
Ⅱ
尾
上
、
松
浦
、

山
田
、
委
員
Ⅱ
生
田
、
西
沢
、
田
中
、
松
浦
、
京
、
原
、
沖
、
橋
本
、
酒
井
、
村

木
、
湯
浅
、
尾
崎
、
小
川
、
田
中
、
橋
村
、
花
井
、
杉
田
、
中
世
古
、
督
永
、
会

計
監
事
Ⅱ
村
井
。

マ
カ
ル
ー
学
術
遠
征
隊
総
指
揮
Ⅱ
熊
沢
、
隊
長
Ⅱ
伊
藤
、
隊
員
Ⅱ
原
、
市
川
、

田
中
、
尾
崎
、
松
浦
、
尾
上
、
川
口
、
後
藤
、
吉
原
、
長
谷
川
、
橋
本
、
越
山
、

生
田
、
浅
見
、
中
世
古
、
芦
谷
、
白
籏
、
谷
。

一
九
七
一
年
度
支
部
長
Ⅱ
熊
沢
、
副
支
部
長
Ⅱ
伊
藤
、
常
務
委
員
Ⅱ
贄
田
、
沖
、

浅
見
、
委
員
Ⅱ
松
浦
、
山
田
、
橋
本
、
田
中
、
原
、
中
世
古
、
尾
上
、
督
永
、
生
田
、

越
山
、
村
木
、
杉
因
磯
、
湯
浅
、
国
島
、
舟
橋
、
会
計
監
事
Ⅱ
村
井
、
京
。

一
九
七
二
年
度
支
部
長
Ⅱ
熊
沢
、
副
支
部
長
Ⅱ
伊
藤
、
常
務
委
員
Ⅱ
浅
見
、
生
田
、

小
栗
、
委
員
Ⅱ
郡
、
山
田
、
舟
橋
、
中
世
古
、
国
島
、
督
永
、
渡
辺
、
下
里
、
原
、

後
藤
、
会
計
監
事
Ⅱ
村
井
、
京
。

一
九
七
三
年
度
支
部
長
Ⅱ
熊
沢
、
委
員
Ⅱ
中
世
古
、
池
沼
、
小
栗
、
鶴
田
、
会
計

監
事
Ⅱ
村
井
。

一
九
七
四
年
度
支
部
長
Ⅱ
樋
口
、
常
務
委
員
Ⅱ
浅
見
、
池
沼
、
委
員
Ⅱ
石
本
、
蟹
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東海支部の二十年

江
、
郡
、
石
川
、
国
島
、
会
計
監
事
Ⅱ
後
藤
。

一
九
七
五
年
度
支
部
長
Ⅱ
樋
口
、
常
務
委
員
Ⅱ
浅
見
、
池
沼
、
委
員
Ⅱ
沖
、
伊
藤
、

後
藤
、
石
川
、
蟹
江
、
永
井
、
渡
辺
、
松
井
、
会
計
監
事
Ⅱ
郡
、
東
海
山
岳
Ⅲ
号

編
集
委
員
Ⅱ
浅
見
、
原
。

ラ
ト
ッ
ク
登
山
隊
隊
長
Ⅱ
原
、
隊
員
Ⅱ
浅
見
、
池
沼
、
石
川
、
伊
藤
、
大
宮
。

一
九
七
六
年
度
支
部
長
Ⅱ
樋
口
、
副
支
部
長
Ⅱ
原
、
常
務
委
員
Ⅱ
池
沼
、
伊
藤
、

尾
上
、
鶴
田
、
中
世
古
、
松
井
、
堀
田
、
委
員
Ⅱ
阿
部
、
池
上
、
沖
、
岡
田
、
小

川
、
小
栗
、
藤
森
、
湯
浅
、
会
計
監
事
Ⅱ
郡
。

一
九
七
七
年
度
支
部
長
Ⅱ
尾
上
、
副
支
部
長
Ⅱ
中
世
古
、
常
務
委
員
Ⅱ
沖
、
松
井
、

岡
田
、
伊
藤
、
小
川
、
多
田
、
原
田
、
会
計
監
査
Ⅱ
村
井
、
東
海
山
岳
Ⅳ
号
編
集

委
員
Ⅱ
沖
。

一
九
七
八
年
度
支
部
長
Ⅲ
尾
上
、
副
支
部
長
Ⅱ
中
世
古
、
常
務
委
員
Ⅱ
沖
、
岡
田
、

小
川
、
多
田
、
湯
浅
、
丸
山
、
木
村
、
梅
田
、
会
計
監
事
Ⅱ
村
井
。

一
九
七
九
年
度
支
部
長
Ⅱ
尾
上
、
副
支
部
長
Ⅱ
中
世
古
、
常
務
委
員
Ⅱ
沖
、
小
川
、

湯
浅
、
木
村
、
丸
山
、
大
口
、
今
井
、
山
本
、
鈴
木
、
中
田
、
会
計
監
事
Ⅱ
村

井
、
郡
。
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静
岡
支
部
創
立
は
昭
和
二
十
一
年
、
静
岡
登
華
会
（
現
在
の
静
岡
山
岳

会
の
前
身
）
会
員
で
あ
っ
た
、
山
本
朋
三
郎
、
磯
野
兼
二
郎
、
塩
田
一
二

の
三
名
が
発
起
人
と
な
り
、
本
部
に
問
合
せ
た
と
こ
ろ
、
二
十
名
以
上
の

会
員
が
無
け
れ
ば
支
部
設
立
は
原
則
と
し
て
出
来
な
い
事
が
判
明
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。
若
か
っ
た
上
記
三
名
は
何
と
か
支
部
を
設
立
し
よ
う
と
熱

意
を
燃
や
し
、
調
査
の
結
果
、
県
内
に
十
八
名
の
会
員
の
存
在
を
確
認
、

二
名
不
足
だ
が
本
部
の
了
解
を
得
て
支
部
発
足
へ
の
準
備
を
進
め
た
。

あ
れ
こ
れ
考
え
、
当
時
静
岡
大
学
文
理
学
部
長
の
大
室
貞
一
郎
氏
に
入

会
し
て
戴
き
、
谷
口
現
吉
本
部
理
事
の
来
静
を
得
て
、
昭
和
二
十
五
年
二

一
支
部
の
歴
斑
六
Ｉ
〉

支
部
創
立
時
代

静
岡
支
部
発
足
よ
り
初
期
の
十
年

月
二
十
六
日
、
松
坂
屋
集
会
場
で
創
立
総
会
は
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は

井
手
貢
夫
、
武
者
正
明
、
大
室
貞
一
郎
、
伏
見
鎌
次
郎
、
山
本
朋
三
郎
、

野
崎
峻
、
磯
野
兼
二
郎
、
塩
田
一
二
、
松
山
英
夫
、
太
田
繁
の
十
名
。

常
任
委
員
、
磯
野
兼
二
郎
、
塩
田
一
二
、
委
員
、
渡
辺
徳
逸
、
山
本
朋

三
郎
、
伏
見
鎌
次
郎
、
武
者
正
明
、
太
田
繁
、
県
体
協
理
事
、
伏
見
鎌
次

郎
、
監
事
、
井
手
賞
夫
、
竹
中
要
、
支
部
費
二
○
○
円
、
事
務
局
塩
田
宅

の
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

×

“

×

×

創
立
記
念
行
事
と
し
て
、
塩
田
提
案
の
第
五
回
国
体
記
念
富
士
登
山
、

学
生
山
岳
部
統
合
の
二
案
を
常
任
委
員
に
托
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
今
か

ら
考
え
る
と
強
引
な
計
画
で
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
、
塩
田
が
庶
務
全
般

山

本
朋
三
郎

（70）
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を
引
受
け
県
体
育
課
、
日
本
山
岳
会
本
部
と
の
折
衝
に
当
り
、
山
本
が
登

山
実
行
計
画
及
び
実
施
を
担
当
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
十
五
年
十
一
月
二
日
よ
り
六
日
の
五
日
間
、
静
岡
県
の
富
士
宮
口
、

御
殿
場
口
、
須
走
口
、
の
三
登
山
道
の
集
中
登
山
が
行
わ
れ
た
。
登
山
隊

長
、
堀
田
弥
一
氏
を
始
め
各
班
に
国
体
技
術
委
員
の
内
十
七
名
が
参
加
、

国
体
選
手
か
ら
は
、
愛
媛
七
名
、
岐
阜
六
名
、
千
葉
一
名
、
石
川
十
一

名
、
北
海
道
五
名
、
神
奈
川
二
名
、
岩
手
五
名
、
茨
城
一
名
、
山
梨
十
三

名
、
静
岡
二
名
、
計
五
十
三
名
が
参
加
し
た
。

「
リ
ー
ダ
ー
は
堀
田
、
辰
沼
両
理
事
の
他
は
何
れ
も
三
十
才
前
の
若
い

者
ば
か
り
で
あ
り
、
地
方
か
ら
参
加
し
た
人
々
も
、
新
制
高
校
の
生
徒
、

或
い
は
同
じ
様
な
若
い
人
達
許
り
で
、
お
互
い
の
若
さ
の
中
に
何
か
通
じ

合
う
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
様
な
張
切
っ
た
雰
囲
気
の
中
に
・
・
：
・
・
学
校
出
の

若
い
登
山
者
と
地
方
の
若
い
登
山
者
が
お
互
い
に
理
解
し
合
う
機
会
を
少

し
で
も
持
ち
得
た
と
言
う
意
味
で
此
の
富
士
登
山
は
決
し
て
無
駄
で
は
な

か
っ
た
」
（
村
木
庸
益
記
、
会
報
Ｍ
一
五
三
、
頁
八
）
し
か
し
支
部
員
の

中
に
は
計
画
の
強
引
さ
を
批
判
す
る
空
気
も
あ
り
、
支
部
参
加
は
庶
務
の

塩
田
、
三
コ
ー
ス
に
分
れ
て
登
山
し
た
山
本
、
磯
野
、
太
田
の
計
四
名
の

み
で
あ
っ
た
。

登
山
終
了
後
、
粟
野
県
体
育
課
長
の
計
ら
い
で
予
定
外
の
事
だ
が
、
御

殿
場
に
お
い
で
に
な
っ
て
居
ら
れ
る
山
の
宮
様
に
御
挨
拶
す
る
こ
と
に
な

り
何
日
も
風
呂
に
入
ら
ぬ
汗
く
さ
い
山
男
が
大
勢
参
上
さ
せ
て
戴
い
た
。

堀
田
隊
長
以
下
リ
ー
ダ
ー
十
八
名
と
地
元
支
部
員
二
名
。
応
接
間
に
入
る

時
、
順
次
、
出
身
校
と
名
前
を
自
己
紹
介
、
立
礼
し
て
着
席
。
約
一
時
間

程
、
戦
後
の
山
岳
界
の
こ
と
を
堀
田
、
辰
沼
両
氏
が
お
話
し
申
し
上
げ
、

御
質
問
に
は
両
氏
と
粟
野
課
長
が
お
答
え
し
た
。
一
同
は
妃
殿
下
お
手
製

の
ケ
ー
キ
（
戦
後
流
行
し
て
い
た
電
流
を
通
じ
て
作
っ
た
電
気
パ
ン
だ
っ

た
と
思
う
）
と
お
茶
の
御
接
待
に
あ
ず
か
っ
た
。
此
の
様
な
事
は
戦
前
、

戦
後
を
通
じ
て
初
め
て
で
あ
り
ま
た
最
後
で
あ
っ
た
ろ
う
。
宮
別
邸
を
辞

す
る
時
の
富
士
を
仰
い
で
中
庭
に
立
つ
秩
父
宮
殿
下
の
登
山
姿
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
と
、
の
き
下
に
日
陰
干
し
に
吊
さ
れ
て
あ
っ
た
、
八
シ
目
う
な
ぎ
か

マ
ム
シ
が
強
烈
な
印
象
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

支
部
発
足
後
は
常
務
理
事
の
塩
田
、
磯
野
、
伏
見
が
牽
引
力
と
な
り
県

下
高
校
山
岳
部
の
育
成
に
力
を
入
れ
た
。
支
部
発
足
か
ら
国
体
開
催
前
年

ま
で
の
六
年
間
に
十
九
名
入
会
、
内
十
七
名
が
高
校
山
岳
部
員
か
其
の
Ｏ

Ｂ
で
あ
っ
た
。
当
時
は
本
部
で
マ
ナ
ス
ル
計
画
が
強
力
に
推
進
さ
れ
て
い

た
頃
で
あ
り
、
支
部
が
高
校
山
岳
部
育
成
に
力
を
入
れ
た
の
も
当
時
と
し

て
は
当
然
と
思
う
。
高
校
生
を
集
め
毎
夏
洞
沢
合
宿
も
続
け
、
ラ
カ
ポ
シ

遠
征
計
画
が
考
え
ら
れ
も
し
て
い
た
。

当
時
国
体
部
門
は
日
本
山
岳
会
が
主
管
し
て
い
た
が
、
静
岡
県
で
も
支

部
の
常
務
理
事
が
国
体
選
手
の
選
考
方
法
人
選
を
引
続
き
毎
年
実
施
し
て

い
た
。
第
三
回
国
体
が
二
十
四
年
九
州
で
行
な
わ
れ
た
折
、
全
国
的
な
山

岳
界
の
組
織
問
題
が
改
め
て
表
面
化
し
て
以
来
、
中
央
で
の
討
議
も
地
方

に
来
る
と
大
い
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
り
論
議
を
呼
ん
だ
物
で
あ
る
。

静
岡
県
体
育
協
会
に
は
日
本
山
岳
会
支
部
と
県
岳
連
の
二
団
体
が
二
十
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日
本
の
経
済
力
向
上
、
マ
ナ
ス
ル
計
画
等
の
大
き
な
刺
激
は
爆
発
的
な

登
山
人
口
の
増
加
を
促
進
し
、
山
岳
界
の
底
辺
の
拡
が
り
は
そ
の
質
の
向

上
を
も
た
ら
し
た
。
国
体
の
開
催
も
ま
た
登
山
人
口
を
益
々
ふ
や
す
原
因

と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
戦
後
、
登
山
者
は
交
通
の
便
の
良
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
短
い
山
へ

と
集
中
し
た
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
長
い
南
ア
ル
プ
ス
南
部
を
専
門
的
に
二
十

年
代
の
早
い
時
期
か
ら
入
山
し
て
い
た
の
は
、
県
内
で
も
二
、
三
の
団
体

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

二
十
九
年
、
静
岡
国
体
開
催
の
決
定
は
な
さ
れ
た
が
、
以
来
登
山
部
門
の

会
場
が
仲
々
決
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
「
目
下
南
ア
ル
プ
ス
で
や
る
か
富
士

で
や
る
か
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
施
設
の
面
か
ら
も
南
ア
は
不
可
能
で
、

夏
期
大
会
に
持
っ
て
来
る
よ
う
に
し
て
富
士
で
や
る
と
い
う
ね
ら
い
に
す

れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
地
元
が
二
つ
に
割
れ
て
い
る
の
で

複
雑
で
あ
る
。
（
金
坂
）
」
（
会
報
Ｍ
一
八
八
、
頁
十
二

八
年
ま
で
登
録
さ
れ
て
い
た
。
当
時
山
岳
関
係
の
県
体
協
理
事
を
し
て
い

た
伏
見
の
提
案
で
支
部
は
体
協
加
盟
か
ら
抜
け
た
。
二
十
九
年
中
央
で
日

本
山
岳
会
の
中
に
国
体
委
員
会
が
正
式
に
発
足
し
、
実
際
の
国
体
準
備
は

地
方
の
支
部
ま
た
は
岳
連
に
一
任
し
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
央
か
ら
派
遣
す
る

と
い
う
型
が
い
つ
の
間
に
か
出
来
上
っ
て
い
た
の
を
継
続
し
た
に
す
ぎ
な

い
。

静
岡
国
体
で
の
ト
ラ
ブ
ル

会
場
問
題
も
決
着
が
つ
き
か
ね
て
い
た
時
、
静
岡
国
体
の
登
山
部
門
を

実
施
す
る
の
は
支
部
か
県
岳
連
な
の
か
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
こ

の
、
全
国
的
な
問
題
が
静
岡
県
で
表
面
化
し
た
の
で
あ
る
。
筋
を
主
張
す

る
県
体
協
と
実
施
の
準
備
動
員
の
実
情
か
ら
、
寄
合
世
帯
的
な
組
織
で
一

時
的
に
国
体
を
行
な
え
ば
良
い
と
す
る
山
岳
団
体
や
、
あ
く
ま
で
一
本
化

を
指
導
す
る
県
体
協
の
主
張
に
応
じ
な
い
岳
人
と
の
話
合
い
が
続
け
ら
れ

た
。
県
体
協
幹
部
が
日
本
体
協
と
も
協
議
し
た
が
結
論
は
出
ず
、
県
体
協

の
判
断
で
、
話
合
い
の
出
来
な
い
山
岳
部
門
は
静
岡
国
体
か
ら
除
外
す
る

と
の
県
決
定
が
三
十
年
七
月
二
十
七
日
に
発
表
さ
れ
、
同
時
に
県
岳
連
は

県
体
協
か
ら
脱
退
処
分
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

山
岳
部
門
に
つ
い
て
は
中
央
で
は
日
本
体
協
へ
日
本
山
岳
会
が
加
盟
し

て
い
る
が
、
静
岡
県
に
於
て
は
加
盟
団
体
が
な
い
事
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
全
国
的
に
は
日
本
体
協
に
山
岳
も
加
盟
し
て
い
る
の
だ
か
ら
国
体
参

加
の
資
格
は
あ
る
。
し
か
し
、
静
岡
国
体
の
山
岳
を
実
施
す
る
加
盟
団
体

の
県
岳
連
は
判
ら
ず
や
だ
か
ら
脱
退
処
分
に
し
た
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

国
体
に
参
加
し
た
け
れ
ば
問
題
を
ス
ッ
キ
リ
と
さ
せ
－
本
化
し
て
か
ら
相

談
に
来
い
、
と
言
う
の
が
ど
う
や
ら
県
体
協
の
意
向
ら
し
か
っ
た
。

十
一
回
兵
庫
国
体
で
は
登
山
部
門
は
除
外
さ
れ
て
お
り
こ
の
ま
ま
で
は

二
年
連
続
登
山
部
門
の
国
体
は
実
施
さ
れ
な
い
事
に
な
る
。
静
岡
の
山
岳

界
も
大
き
な
政
治
問
題
を
自
ら
巻
き
起
し
た
こ
と
に
な
る
。
二
年
続
く
除

外
は
登
山
部
門
の
国
体
か
ら
永
久
追
放
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
。
此
の
問

題
の
責
任
を
負
っ
て
尾
崎
県
岳
連
会
長
は
辞
任
し
、
三
十
二
年
国
体
開
催
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県
体
協
、
支
部
、
県
岳
連
各
々
の
面
子
も
立
ち
全
国
山
岳
人
待
望
の
静

岡
国
体
開
催
へ
の
方
策
を
討
議
す
る
た
め
、
急
速
第
一
回
打
合
せ
を
三
十

年
八
月
一
日
、
尾
崎
忠
治
宅
に
池
田
徹
、
山
本
朋
三
郎
、
鈴
木
正
平
、
望

月
計
郎
、
山
崎
卯
三
郎
、
野
崎
峻
の
各
氏
が
参
集
し
開
か
れ
た
。
そ
の
後

引
き
続
き
問
題
解
決
の
方
策
は
熱
心
に
検
討
さ
れ
た
。

苦
肉
の
案
と
し
て
、
県
山
岳
連
盟
会
長
、
副
会
長
を
始
め
重
だ
っ
た
役

員
は
日
本
山
岳
会
に
入
会
し
て
従
来
の
支
部
員
と
、
新
し
く
静
岡
Ｍ
Ｃ
Ｃ

（
マ
ゥ
ン
テ
ン
・
ク
ラ
イ
ム
・
ク
ラ
ブ
）
な
る
団
体
を
作
り
支
部
常
務
理

事
磯
野
が
会
代
表
と
し
て
県
岳
連
に
加
盟
し
理
事
に
な
る
。
支
部
員
で
静

岡
Ｍ
Ｃ
Ｃ
へ
の
加
盟
拒
否
す
る
者
に
は
強
制
し
な
い
。
静
岡
Ｍ
Ｃ
Ｃ
は
県

岳
連
会
長
以
下
幹
部
と
支
部
の
有
志
を
以
て
構
成
さ
れ
、
日
本
山
岳
会
支

部
員
の
み
の
団
体
で
は
あ
る
が
支
部
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
支
部

は
県
岳
連
に
加
盟
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
様
な
無
理
な
方
法
と

解
釈
に
よ
り
、
両
団
体
員
を
何
と
か
ま
と
め
あ
げ
、
体
協
と
交
渉
の
結

果
、
県
体
協
へ
の
復
帰
は
一
年
ぶ
り
の
三
十
一
年
九
月
よ
う
や
く
許
さ
れ

間
近
か
ま
で
会
長
不
在
の
県
岳
連
が
続
く
。
国
体
準
備
活
動
は
一
切
封
ぜ

ら
れ
県
体
協
は
支
部
と
県
岳
連
が
何
等
か
の
形
で
統
合
せ
ぬ
限
り
県
体
協

復
帰
も
国
体
開
催
も
不
可
と
の
方
針
を
つ
ら
ぬ
い
た
。
四
十
一
年
全
国
的

規
模
で
の
山
岳
協
会
は
発
足
す
る
が
、
そ
の
十
年
前
に
静
岡
県
で
は
す
で

に
問
題
解
決
へ
の
努
力
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
事
に
な
る
。

問
題
の
解
決
、
国
体
の
実
施

や
が
て
他
種
目
で
は
着
々
と
準
備
が
進
む
内
に
国
体
開
催
年
の
三
土
一

年
を
迎
へ
て
し
ま
う
。
山
岳
関
係
者
の
焦
り
は
大
き
い
。
県
体
協
に
認
め

て
も
ら
い
た
い
一
心
で
、
全
国
的
な
署
名
運
動
や
自
分
達
で
運
営
費
捻
出

の
た
め
、
酒
井
菊
雄
氏
作
品
の
十
六
ミ
リ
山
岳
映
画
を
県
下
主
要
都
市
で

上
映
、
基
金
募
集
も
し
た
。

同
年
一
月
待
望
の
登
山
部
門
国
体
開
催
許
可
が
条
件
付
き
で
通
達
さ
れ

た
。
山
小
屋
、
新
道
等
設
備
一
切
補
助
な
し
。
単
に
運
営
費
五
十
万
円
程

度
で
や
る
こ
と
の
条
件
付
で
あ
る
。
脱
退
処
分
取
消
、
国
体
開
催
許
可
の

為
に
は
あ
な
た
ま
か
せ
に
す
る
他
手
は
な
か
っ
た
。

永
い
二
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
で
あ
っ
た
。
運
営
費
補
助
の
み
で
あ
る
以

上
、
今
迄
の
国
体
と
異
な
り
、
各
パ
ー
テ
ィ
ー
は
天
幕
食
糧
等
全
て
持
参

自
炊
す
る
形
で
南
ア
ル
プ
ス
で
の
開
催
を
一
気
に
決
定
、
国
体
へ
と
突
走

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
い
ろ
い
ろ
の
困
難
を
の
り
越
え
南
ア
ル
プ
ス
南
部
の
山
谷
を
舞
台
と

し
て
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
山
岳
会
支
部
と
県
岳
連
と
の
関
係
も
こ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
国
体
参
加
へ
の
足
掛
り
は
得
る
こ
と
が
出
来

た
が
ま
だ
国
体
参
加
許
可
は
翌
年
と
な
る
。
此
の
統
合
問
題
の
こ
じ
れ
か

ら
支
部
員
の
二
、
三
名
は
日
本
山
岳
会
を
退
会
、
理
事
長
に
磯
野
兼
二
郎

が
新
た
に
選
出
さ
れ
事
務
局
は
同
氏
宅
へ
と
移
っ
た
。
同
じ
月
県
岳
連
は

臨
時
総
会
を
開
き
尾
崎
会
長
復
帰
を
決
議
し
た
。

一
気
に
国
体
開
催

ノワq，
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若
く
熱
心
な
山
男
達
に
国
体
は
色
々
の
影
響
を
残
し
て
終
っ
た
。
翌

年
、
国
体
で
大
変
御
世
話
に
な
っ
た
本
川
根
村
の
方
々
に
お
礼
を
兼
ね
、

静
か
な
南
ア
南
部
の
ひ
な
び
た
大
間
の
出
湯
を
訪
ね
、
鹿
の
肉
を
喰
う
会

を
有
志
で
催
し
た
。

第
一
回
鹿
肉
を
喰
う
会
（
紅
葉
会
）

三
十
三
年
十
一
月
十
五
日
’
十
六
日
。
於
大
間

ま
だ
温
泉
町
の
出
来
な
い
大
間
部
落
へ
は
千
頭
営
林
署
の
材
木
運
搬
用

ジ
ー
ゼ
ル
に
便
乗
さ
せ
て
も
ら
い
入
る
。
温
泉
は
大
間
部
落
の
先
、
尾
崎

坂
営
林
署
小
屋
か
ら
大
間
川
に
沿
っ
て
小
一
時
間
、
渓
谷
に
自
然
に
湧
出

れ
を
機
会
に
ス
ッ
キ
リ
し
た
の
は
お
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。
：
…
・
登
山

路
も
諸
施
設
も
ま
だ
充
分
整
っ
て
い
な
い
こ
の
地
方
で
六
コ
ー
ス
を
出
す

と
い
う
の
は
相
当
思
切
っ
た
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
心
配
も
し
た
が
…
…
ほ
か

で
は
み
ら
れ
な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
特
徴
を
今
日
ま
で
保
っ
て
い
な
が
ら
世

間
か
ら
う
と
ん
じ
ら
れ
て
い
た
南
ア
ル
プ
ス
南
部
の
山
と
谷
が
全
国
の
岳

人
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は
よ
ろ
こ
ば
し
い
。
」
（
日
高
信
六

郎
、
会
報
酌
一
九
五
、
頁
二
）

悪
夢
の
様
な
静
岡
国
体
で
は
あ
っ
た
が
終
了
と
同
時
に
静
岡
Ｍ
Ｃ
Ｃ
は

消
滅
し
、
ま
た
国
体
遂
行
の
為
岳
連
理
事
長
制
を
強
引
に
創
設
し
、
初
代

理
事
長
と
し
て
大
会
実
行
委
員
長
を
務
め
た
山
本
朋
三
郎
は
国
体
残
務
整

理
の
報
告
書
作
製
完
了
と
共
に
任
期
を
残
し
て
辞
任
し
た
。

国
体
以
後

し
て
い
る
野
天
風
呂
で
あ
っ
た
。
後
年
大
間
部
落
ま
で
引
湯
し
て
出
来
た

の
が
大
間
部
落
の
寸
又
峡
温
泉
で
あ
る
。
当
時
は
民
家
へ
分
宿
。

（
参
加
者
）
日
高
信
六
郎
、
神
谷
恭
、
折
井
健
一
、
松
本
熊
次
郎
、
小

原
勝
郎
、
小
原
晴
子
、
小
原
由
規
子
、
小
原
岳
郎
、
浜
野
正
男
、
浜
野
長

男
、
佐
藤
佳
年
、
田
口
三
郎
助
、
牧
野
衛
、
小
林
四
郎
、
（
以
下
世
話
係

の
静
岡
山
岳
会
会
員
）
山
本
朋
三
郎
、
岩
永
安
雄
、
望
月
福
治
、
芦
沢
茂

治
、
塩
沢
圭
三
、
巻
本
健
介
、
河
村
栄
二
、
粟
山
典
子
、
川
口
ミ
ツ
江
、

大
石
久
子
、
鷲
野
フ
サ
江
、
計
二
十
七
名
。

南
ア
南
部
の
名
ガ
イ
ド
榎
田
雄
作
氏
が
そ
の
日
の
た
め
わ
ざ
わ
ざ
鹿
射

ち
に
行
き
、
前
夜
山
か
ら
お
ろ
し
た
ば
か
り
の
雄
鹿
肉
の
サ
シ
ミ
を
、
採

り
た
て
の
ワ
サ
ビ
醤
油
で
賞
味
し
た
。
静
岡
山
岳
会
の
世
話
で
始
ま
っ
た

こ
の
鹿
肉
を
喰
う
会
は
五
回
目
か
ら
神
谷
恭
氏
の
動
議
で
『
紅
葉
会
』
と

改
名
し
、
以
後
日
本
山
岳
会
静
岡
支
部
行
事
と
し
て
引
継
が
れ
て
い
る
。

南
ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
三
十
九
年
に
は
、
こ
の
最
後

の
国
立
公
園
の
決
定
へ
の
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
ム
ー
ド
作
り
の
一
助

に
、
と
の
願
い
も
込
め
て
、
第
七
回
の
紅
葉
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の

時
は
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
に
あ
や
か
っ
て
紅
葉
会
も
終
り
を
宣
言
し
か
か
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
も
県
外
参
加
の
会
員
の
強
い
声
で
、
十

回
記
念
集
会
で
終
り
に
、
と
の
願
い
も
空
し
く
、
え
ん
え
ん
と
二
十
二
回

も
続
い
て
い
る
。

第
二
回
鹿
肉
を
喰
う
会
、
於
井
川
村

三
十
四
年
十
一
月
七
日
’
八
日
、
小
雨
け
む
る
大
日
峠
を
越
え
井
川
村

（74 ）



静岡支部発足より初期の-1-11

へ
、
翌
日
、
中
電
軌
道
で
接
阻
峡
を
経
て
金
谷
に
出
る
。
（
参
加
者
）
日

高
信
六
郎
、
折
井
健
一
、
小
原
勝
郎
、
小
原
由
規
子
、
金
坂
一
郎
、
松
本

熊
次
郎
、
沼
倉
寛
二
郎
、
鶴
岡
元
之
助
、
田
口
三
郎
助
、
岩
永
信
雄
、
松

田
雄
一
、
尾
崎
忠
治
、
山
本
朋
三
郎
、
岩
永
安
雄
、
河
村
栄
二
、
望
月
福

次
、
他
世
話
係
静
岡
山
岳
会
員
十
五
名
、
計
三
十
名
。

第
三
回
鹿
肉
を
喰
う
会
、
於
梅
ケ
島
村

三
十
五
年
十
一
月
五
日
’
六
日
梅
ケ
島
温
泉
梅
薫
楼
で
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
。
名
付
け
て
山
賊
焼
。
翌
日
八
紘
嶺
往
復
。
北
岳
が
白
く
見
え
た
。

（
参
加
者
）
神
谷
恭
、
足
立
源
一
郎
、
村
井
米
子
、
同
知
人
、
小
原
勝

郎
、
小
原
晴
子
、
小
原
由
規
子
、
小
原
岳
郎
、
西
川
加
耶
子
、
磯
崎
可
代

子
、
金
坂
一
郎
、
折
井
健
一
、
沼
倉
寛
二
郎
、
松
本
熊
次
郎
、
牧
野
衛
、

岩
永
安
雄
、
山
本
朋
三
郎
、
他
十
四
名
、
計
三
十
一
名
。

×
×
×

三
十
六
年
度
、
資
料
二
）
会
員
へ
の
通
知

日
本
山
岳
会
静
岡
県
支
部
長
大
室
貞
一
郎
氏
送
別
会
開
催
通
知

今
回
、
支
部
長
大
室
貞
一
郎
氏
定
年
に
て
郷
里
千
葉
へ
五
月
十
七
日
午

前
十
時
四
十
一
分
、
新
東
海
号
に
て
帰
郷
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
変
早
急
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
分
帰
郷
さ
れ
る
日
ま
で
わ
ず
か
で
す
の

で
取
急
ぎ
連
絡
致
し
ま
す
。

記

円
日
時
五
月
十
五
日
午
後
六
時
㈲
場
所
昭
和
町
竹
中
工
務
店

二
階
㈲
会
費
六
百
円
也
尚
本
部
か
ら
会
費
納
入
状
況
の
連
絡
が

資
料
（
二
）
往
復
ハ
ガ
キ

昭
三
十
六
・
九
・
一
○
日
本
山
岳
会
静
岡
県
支
部

磯
野
兼
二
郎

池
田
徹

山
本
朋
三
郎

支
部
員
各
位

残
暑
酷
し
き
折
柄
お
元
気
で
す
か

さ
て
当
支
部
長
大
室
貞
一
郎
氏
が
辞
め
ら
れ
て
以
来
そ
の
ま
ま
の
状
態

に
し
て
支
部
活
動
も
一
頓
座
の
形
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
諸
兄
と
顔
合

あ
り
貴
殿
は
昭
和
三
十
二
、
三
十
三
、
三
十
四
、
三
十
五
年
度
分
会
費
が

納
ま
っ
て
居
り
ま
せ
ん
か
ら
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
出
来
れ
ば
当
日
御
持

参
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
年
間
八
百
円
也
で
す
。

亦
、
当
日
は
日
本
山
岳
会
会
長
日
高
信
六
郎
氏
の
御
来
静
を
お
願
い
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
初
の
会
合
と
し
て
送
別
会
を
主
体
と
し
た
昭

和
三
十
六
年
度
総
会
を
兼
ね
さ
せ
て
裁
き
ま
す
。
参
、
不
参
を
問
う
時
間

的
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
近
在
の
方
は
、
な
る
べ
く
参
、
不
参
の
御
返

事
を
左
記
に
頂
戴
致
し
た
く
思
い
ま
す
。

電
静
②
一
五
一
四
県
観
光
協
会
内
池
田
徹
（
但
し
支
部
長
送
別
会
の

件
と
前
言
し
て
下
さ
い
）

（
支
部
出
席
者
）
大
室
貞
一
郎
、
尾
崎
忠
治
、
石
間
信
夫
、
磯
野
兼
二

郎
、
牧
野
衛
、
池
田
徹
、
山
本
朋
三
郎
、
計
七
名
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わ
せ
の
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
際
お
集
り
頂
き
支
部
運
営
に
付

色
々
相
談
致
し
た
ら
如
何
か
と
存
じ
ま
す
の
で
、
左
記
に
よ
り
お
集
り
頂

け
た
ら
幸
甚
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
願
い
ま
す
。

日
時
九
月
二
十
日
（
水
）
夜
六
時

場
所
昭
和
町
竹
中
工
務
店
四
階

会
費
百
円

尚
、
当
日
の
会
議
は
出
席
者
の
御
意
向
に
よ
り
支
部
臨
時
総
会
に
な
る

こ
と
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。
万
一
御
欠
席
の
方
は
御
一
任
願
い
ま
す
。

×
×
×

当
日
の
記
録
無
く
出
席
者
名
、
議
決
内
容
等
一
切
不
明
。

×
×
×

第
四
回
鹿
肉
を
喰
う
会
（
紅
葉
会
）

三
十
六
年
十
一
月
十
一
日
’
十
二
日
於
大
問

神
谷
氏
提
案
に
よ
り
次
回
よ
り
紅
葉
会
と
改
名
、
今
迄
の
一
部
会
員
の

み
に
対
す
る
通
報
を
ひ
ろ
げ
山
岳
会
会
報
に
の
せ
る
こ
と
に
な
る
。
（
参

加
者
）
日
高
信
六
郎
、
沼
倉
寛
二
郎
、
松
本
熊
次
郎
、
折
井
健
一
、
山

崎
金
次
郎
、
神
谷
恭
、
坂
本
矩
祥
、
中
村
謙
、
田
口
三
郎
助
、
朝
井
一

男
、
後
藤
幹
次
、
登
坂
信
雄
、
建
石
八
重
、
西
塚
静
子
、
藤
島
敏
男
、
古

沢
肇
、
牧
野
衛
、
渡
辺
研
三
、
岩
永
安
雄
、
杉
山
正
洋
、
山
本
治
美
、
望

月
福
次
、
山
本
朋
三
郎
、
他
設
営
の
静
岡
山
岳
会
員
十
五
名
、
官
庁
関
係

十
九
名
、
計
五
十
七
名
。

×
×
×

初
代
大
室
貞
一
郎
支
部
長
時
代
の
十
年
間
は
第
四
回
紅
葉
会
で
終
り
、

支
部
二
十
年
以
降
の
回
想
は
次
回
に
ゆ
ず
る
事
と
し
た
い
。
三
十
六
年
は

二
回
も
臨
時
総
会
を
計
画
し
て
二
度
と
も
流
れ
る
と
い
う
異
常
な
支
部
の

有
様
で
あ
っ
た
。
支
部
の
新
し
い
出
発
は
三
十
七
年
一
月
の
新
年
会
兼
総

会
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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東九州支部の歩み

東
九
州
支
部
が
、
大
分
支
部
の
名
で
設
立
さ
れ
た
の
は
一
九
六
○
年
の

こ
と
で
あ
る
。
お
隣
り
の
熊
本
支
部
よ
り
三
年
ほ
ど
遅
れ
、
全
国
で
十
六

番
目
の
支
部
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
来
年
が
創
立
二
十
周
年
で
あ
り
、
よ

う
や
く
成
人
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
支
部
設
立
当
時
、
そ
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
た
人

た
ち
は
、
既
に
早
く
か
ら
日
本
山
岳
会
に
籍
を
置
き
、
大
正
末
か
ら
昭
和

の
初
め
に
か
け
て
九
州
の
登
山
界
を
リ
ー
ド
し
た
人
た
ち
だ
っ
た
。
そ
う

し
た
会
員
の
足
跡
は
そ
の
ま
ま
大
分
の
登
山
史
で
あ
り
、
東
九
州
支
部
の

前
史
と
も
い
え
る
。
従
っ
て
、
ま
ず
、
設
立
に
い
た
る
ま
で
の
日
本
山
岳

会
員
の
動
き
を
少
し
追
っ
て
み
よ
う
。

九
州
に
近
代
登
山
の
気
風
が
お
こ
っ
た
の
は
。
日
本
山
岳
会
の
創
立
よ

要
部
の
歴
嵯
〈
Ⅲ
〉

東
九

州

支
部
の
歩
み

り
か
な
り
遅
く
、
一
九
一
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
九
州
の
屋
根

と
い
わ
れ
る
九
重
山
群
の
南
の
ふ
も
と
、
久
住
町
に
九
州
最
初
の
社
会
人

山
岳
団
体
と
し
て
九
州
山
岳
会
が
誕
生
し
た
の
が
一
九
一
五
年
で
あ
る
。

当
時
、
名
和
昆
虫
研
究
所
に
い
た
工
藤
元
平
氏
が
郷
里
に
帰
っ
て
組
織
し

た
も
の
で
、
翌
年
夏
の
黒
岳
踏
査
を
皮
切
り
に
、
九
重
山
群
の
調
査
と
開

発
に
努
力
し
た
。
工
藤
氏
は
そ
の
後
、
久
住
郵
便
局
長
か
ら
久
住
町
長
な

ど
を
歴
任
、
九
重
山
に
千
回
以
上
の
登
山
を
果
た
し
て
い
る
。

一
方
、
宇
佐
市
に
は
六
鵜
保
氏
が
い
た
。
日
本
山
岳
会
創
立
時
代
か
ら

の
メ
ン
バ
ー
で
、
当
時
長
州
郵
便
局
長
を
し
て
い
た
。
由
布
・
鶴
見
山
群

で
粘
菌
の
研
究
に
は
げ
む
と
と
も
に
、
市
民
に
呼
び
か
け
て
清
談
会
を
組

織
、
山
々
を
登
り
回
っ
て
い
た
。 梅

木
秀
徳

′ワワ
、00



だ
が
、
こ
う
し
た
人
た
ち
の
活
動
も
、
ま
だ
ま
だ
調
査
研
究
な
ど
学
術

的
な
面
や
、
自
然
愛
護
、
観
光
宣
伝
な
ど
が
中
心
で
、
本
格
的
な
ス
ポ
ー

ツ
登
山
で
は
な
か
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
、
や
が
て
訪
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
・
ア

ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
た
め
の
下
地
を
、
大
分
を
中
心
と
す
る
九
州
の
山
々
で
準

備
し
て
い
た
段
階
だ
っ
た
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
登
山
の
夜
明
け
は
一
九
二
○
年
代
後
半
に
や
っ
て
き
た
。
そ

の
幕
を
開
け
た
の
が
加
藤
数
功
氏
で
あ
る
。
同
氏
は
北
九
州
市
の
出
身
。

東
筑
中
学
時
代
か
ら
登
山
を
始
め
、
北
九
州
か
ら
大
分
の
山
々
へ
足
を
伸

ば
し
た
。
慶
応
大
に
進
む
と
す
ぐ
山
岳
部
に
入
り
、
当
時
の
先
端
を
行
く

登
山
の
精
神
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
一
九
二
八
年
に
九
州
に
帰
っ
て
き

た
。
以
来
、
築
紫
山
岳
会
の
先
頭
に
立
ち
、
九
州
全
域
で
活
発
な
登
山
を

行
い
、
次
々
と
新
し
い
ル
ー
ト
を
開
い
た
。
例
え
ば
、
祖
母
・
傾
山
群
だ

け
で
も
、
同
氏
の
初
登
華
、
初
縦
走
の
記
録
は
一
九
三
五
年
ま
で
に
十
九

を
数
え
て
い
る
。
著
書
も
多
く
、
と
り
わ
け
九
州
の
山
の
初
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
で
あ
る
「
九
州
山
岳
案
内
」
と
、
そ
れ
に
続
く
「
九
州
山
岳
大
観
」

は
、
九
州
の
登
山
人
口
を
一
挙
に
ふ
や
し
た
と
い
わ
れ
る
。

登
山
人
口
の
急
増
に
伴
い
山
岳
会
も
次
々
と
設
立
さ
れ
た
。
九
州
山
岳

会
に
続
き
、
一
九
一
九
年
に
組
織
さ
れ
た
わ
ら
じ
会
が
一
九
二
八
年
に
二

豊
山
岳
会
と
改
称
、
本
格
的
な
ス
ポ
ー
ツ
登
山
を
始
め
た
。
そ
の
中
心
と

な
っ
た
の
が
永
井
清
一
氏
で
、
こ
の
二
豊
山
岳
会
こ
そ
、
今
日
の
東
九
州
支

部
の
大
き
な
母
体
と
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
大
分
県
下
で
は
、
一
九
三

一
年
の
大
分
山
岳
会
、
翌
年
の
中
津
山
岳
会
、
朽
網
山
岳
会
、
ま
た
別
府

山
の
会
、
竹
田
山
の
会
か
ら
、
大
分
中
学
山
の
友
会
、
銀
嶺
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ
な
ど
、
一
九
三
六
年
ま
で
に
九
つ
の
登
山
グ
ル
ー
プ
が
誕
生
し
た
。
な

お
、
当
時
九
州
全
域
の
山
岳
会
は
五
十
五
団
体
で
、
う
ち
福
岡
三
十
四
、

熊
本
、
佐
賀
各
四
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
加
藤
数
功
は
一
九
四
三
年
に
大
分
県
に
居
を
移
し
、
愛
す

る
九
重
山
群
の
ふ
も
と
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
よ
り
少
し
前
、

日
本
ア
ル
プ
ス
で
鍛
え
た
優
秀
な
登
山
人
が
大
分
に
や
っ
て
き
た
。
野
口

秋
人
氏
で
あ
る
。
同
氏
は
長
野
県
の
出
身
で
、
幼
い
と
き
か
ら
故
郷
の
山

で
あ
る
ア
ル
プ
ス
を
登
り
回
り
、
東
北
大
で
大
き
く
成
長
し
た
本
格
的
ア

ル
ピ
ニ
ス
ト
で
あ
る
。
縁
あ
っ
て
一
九
四
○
年
に
別
府
市
の
野
口
病
院
に

入
る
こ
と
に
な
り
、
以
来
、
ニ
豊
山
岳
会
を
足
場
と
し
て
幅
広
い
活
動
を

展
開
し
た
が
、
そ
の
最
新
の
登
山
技
術
と
精
神
が
、
大
分
の
登
山
界
に
強

い
刺
激
を
与
え
、
花
を
開
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
間
も
な
く
戦
争
。
大
分
の
各
山
岳
会
は
行
軍
登
山
な

ど
で
細
々
と
活
動
を
続
け
て
は
い
た
が
、
重
苦
し
い
時
代
だ
っ
た
。
登
山

界
が
息
を
吹
き
返
し
た
の
は
終
戦
の
翌
年
、
一
九
四
六
年
で
あ
る
。
九
州

山
岳
連
盟
が
復
活
、
大
分
県
か
ら
は
さ
っ
そ
く
五
つ
の
山
岳
会
が
加
盟
し

た
。
大
分
県
山
岳
連
盟
も
生
ま
れ
、
一
九
四
八
年
に
は
福
岡
県
で
開
か
れ

た
国
民
体
育
大
会
の
登
山
部
門
が
大
分
の
九
重
山
群
で
行
わ
れ
る
な
ど
、

大
分
の
山
岳
団
体
は
急
速
に
復
活
し
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
前
記
の
各
氏
に
加
え
、
戦
前
か
ら
の
登
山
人
、
あ
る
い
は
新

し
い
登
山
人
の
手
で
ス
ポ
ー
ツ
登
山
は
隆
盛
の
一
途
を
た
ど
る
が
、
そ
う
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し
た
中
で
、
日
本
山
岳
会
に
入
会
す
る
人
も
多
く
な
っ
た
。
例
え
ば
三
谷

忠
一
、
木
本
善
重
、
南
崎
大
海
、
橋
本
祥
案
、
首
藤
宗
利
、
大
津
省
吾
、

松
尾
健
氏
、
矢
野
真
の
諸
氏
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
大
分
県
登
山
界
の
そ
れ

ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
し
て
知
ら
れ
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
個
人
的
に
で
は
あ
っ
た
が
、
県
内
各
地
で
日
本
山
岳
会

に
入
る
人
が
ふ
え
て
く
る
と
、
山
行
で
出
会
う
た
び
ご
と
に
、
日
本
山
岳

会
の
こ
と
が
話
題
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
や
が
て
、
支
部
設
立

に
関
し
て
の
話
に
も
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

支
部
設
立
の
話
が
最
初
に
出
た
の
は
、
一
九
五
五
年
だ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
二
豊
山
岳
会
が
そ
の
前
身
で
あ
る
わ
ら
じ
会
の
創
立
三
十
五
周
年
を

記
念
し
て
、
こ
の
年
三
月
、
別
府
市
で
に
ぎ
や
か
な
記
念
総
会
を
開
い

た
。
当
時
、
大
分
県
の
知
事
だ
っ
た
細
田
徳
寿
氏
は
〃
山
の
知
事
″
と
呼

ば
れ
る
く
ら
い
の
登
山
好
き
で
、
折
り
を
み
て
は
県
下
の
山
々
を
歩
き
回

り
、
観
光
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。
同
会
で
は
、
こ
の
総
会
に
細
田
知
事

を
引
っ
ぱ
り
出
し
、
名
誉
会
長
に
据
え
た
の
で
あ
る
。
お
か
げ
で
総
会
は

盛
り
上
が
り
、
意
気
も
上
が
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
が
、
そ
の
頃
の
同
会
の

中
心
人
物
が
前
記
の
永
井
清
一
氏
や
野
口
秋
人
氏
で
あ
り
、
さ
ら
に
木

本
、
三
谷
、
南
崎
各
氏
ら
も
同
会
で
活
躍
し
て
い
た
。
ま
だ
日
本
山
岳
会

に
入
会
し
て
い
な
い
人
も
い
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
、
支
部
設
立
の
具
体

的
な
考
え
が
出
て
き
た
の
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
当
時
竹
田
山
岳
会
に
い
た
首
藤
宗
利
氏
や
大
津
省
吾
氏
、
山
口

辿
氏
ら
が
、
熊
本
と
の
距
離
的
な
近
さ
な
ど
も
あ
っ
て
、
熊
本
支
部
の
設

立
に
参
画
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
す
ぐ
に
同
支
部
の
設
立
を
み
た
。
こ
う

し
た
こ
と
も
大
分
に
お
け
る
支
部
設
立
の
機
運
を
大
き
く
刺
激
し
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
支
部
設
立
に
は
最
低
二
十
人
の
会
員
が
必
要
で

あ
っ
た
・
首
藤
氏
ら
が
熊
本
支
部
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
人

員
が
不
足
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
新
人
会
員
の
募
集
が
始
め

ら
れ
た
。

一
九
六
○
年
に
な
っ
て
、
会
員
は
二
十
人
を
超
え
る
と
こ
ろ
ま
で
ふ
え

た
。
さ
っ
そ
く
設
立
の
準
備
、
手
続
き
な
ど
が
と
ら
れ
、
同
年
八
月
五

日
、
別
府
市
流
川
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ス
ワ
ン
」
で
設
立
総
会
が
開
か

れ
、
大
分
支
部
が
発
足
し
た
。
当
時
の
役
員
は
顧
問
に
工
藤
元
平
、
加
藤

数
功
、
溝
口
岳
人
の
三
氏
を
迎
え
、
支
部
長
が
永
井
清
一
氏
、
副
支
部
長

が
野
口
秋
人
氏
、
常
任
委
員
利
満
成
功
氏
、
会
計
委
員
木
本
善
重
氏
、
委

員
松
岡
実
氏
、
監
査
三
谷
忠
一
氏
ら
で
あ
っ
た
。
支
部
会
費
は
年
二
百

円
、
事
務
所
を
別
府
市
流
川
の
永
井
支
部
長
宅
に
置
い
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
工
藤
、
加
藤
、
六
鵜
、
永
井
、
野
口
各
氏
ら
、
早
く

か
ら
日
本
山
岳
会
員
と
な
っ
て
い
た
人
た
ち
の
活
動
の
古
さ
に
比
べ
、
大

分
支
部
の
設
立
は
た
い
へ
ん
遅
れ
た
。
活
躍
の
根
拠
地
が
異
な
っ
て
い
た

こ
と
、
あ
る
い
は
大
分
県
登
山
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
な
ど
が
重
な
っ
て

の
結
果
で
は
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
残
念
な
こ
と
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。だ

が
、
そ
の
後
の
歩
み
は
順
調
だ
っ
た
。
支
部
員
が
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ

れ
別
個
に
所
属
す
る
山
岳
会
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
支
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部
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
大
き
な
山
行
な
ど
は
や
り
に
く
い
と
い
う
側
面
は

あ
っ
た
が
、
親
睦
登
山
会
で
の
ま
と
ま
り
は
良
か
っ
た
。
定
期
的
な
小
山

行
や
各
種
の
研
修
会
、
講
演
会
、
さ
ら
に
自
然
保
護
運
動
な
ど
も
着
実
に

行
わ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
問
、
会
員
の
目
は
次
第
に
海
外
に
向
け
ら
れ
て
行
く
。
加
藤
、
野

口
両
氏
を
中
心
に
、
一
九
六
二
年
に
大
分
支
部
を
主
体
に
広
く
一
般
に
呼

び
か
け
て
大
分
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
会
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、
の
ち
に

会
員
と
な
る
矢
野
鉄
雄
氏
、
姫
野
和
記
氏
、
三
浦
忠
之
氏
、
西
諒
氏
や
筆

者
が
参
加
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
方
面
に
つ
い
て
勉
強
が
行
わ
れ

る
か
た
わ
ら
、
野
口
氏
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
行
、
あ
る
い
は
西
氏

と
筆
者
の
台
湾
・
雪
山
（
次
高
山
）
１
大
覇
尖
山
縦
走
な
ど
の
海
外
経
験

が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
機
は
熟
し
、
一
九
六
四
年
秋
、
目
標
を
ヒ
ン
ド
ゥ
・
ク
シ
ュ
中

部
山
群
の
コ
ー
・
イ
・
モ
ン
デ
ィ
峰
に
置
き
、
大
分
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
会
は

大
分
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
委
員
会
と
名
を
変
え
て
大
分
支
部
の
傘
下
に
入
っ

た
。
代
表
は
加
藤
、
野
口
両
氏
。
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
主
力
が
日
本
山
岳

会
へ
の
入
会
手
続
き
を
と
り
、
具
体
的
な
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
一
九
六
五
年
矢
野
真
氏
を
隊
長
と
す
る
登
山

隊
は
七
月
三
日
、
コ
ー
・
イ
・
モ
ン
デ
ィ
登
頂
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
日
本
山
岳
会
大
分
支
部
、
大
分
ヒ
マ
ラ
ヤ
委
員
会
、
大
分
ヒ
ン
ド

ゥ
・
ク
シ
ュ
登
山
隊
は
、
こ
の
秋
、
地
元
の
大
分
合
同
新
聞
社
の
文
化
表

彰
に
当
た
り
特
別
功
労
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

な
お
、
こ
の
間
、
支
部
長
の
永
井
氏
は
一
九
六
四
年
十
二
月
、
子
息
の

勉
強
の
関
係
な
ど
も
あ
っ
て
大
分
を
離
れ
て
上
京
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
た
め
役
員
が
交
代
す
る
こ
と
に
な
り
、
二
代
目
支
部
長
に
現
在
の
野

口
氏
が
就
任
し
た
。
ま
た
、
一
九
六
五
年
八
月
に
は
、
宮
崎
市
に
在
住
す

る
大
谷
優
氏
ら
宮
崎
県
下
の
会
員
九
人
が
大
分
支
部
に
入
籍
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
年
、
従
来
の
大
分
支
部
と
い
う
名
称
を
変
更
し

て
地
域
を
拡
大
、
東
九
州
支
部
と
い
う
現
在
の
支
部
名
を
採
用
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
・
ク
シ
ュ
を
皮
切
り
と
し
て
、
支
部
会
員
の
海

外
登
山
は
盛
ん
に
な
っ
た
。
ヒ
ン
ド
ゥ
・
ク
シ
ュ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
、
そ
の
年
秋
に
は
大
分
市
に
大
分
登
高
会
が
生
ま
れ
、
東
九
州
支
部
は

二
豊
山
岳
会
、
大
分
登
高
会
と
い
う
二
つ
の
地
域
山
岳
会
と
繋
が
り
を
深

め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
大
分
登
高
会
は
翌
年
か
ら
相
次
い
で
韓

国
・
漢
學
山
、
台
湾
・
玉
山
（
新
高
山
）
に
登
山
隊
を
送
っ
た
。
前
者
は

西
氏
を
、
後
者
は
三
重
野
勝
彦
氏
を
隊
長
と
し
、
数
多
く
の
会
員
が
参
加

し
た
の
で
あ
る
。

現
在
も
、
こ
う
し
て
海
外
へ
出
て
い
く
傾
向
は
絶
え
な
い
。
こ
こ
数
年

で
ち
ょ
っ
と
数
え
て
み
た
だ
け
で
も
、
野
口
支
部
長
を
は
じ
め
、
木
本

氏
、
南
崎
氏
、
大
平
展
義
氏
や
筆
者
ら
の
数
次
に
わ
た
る
ネ
パ
ー
ル
行
を

は
じ
め
、
矢
野
（
真
）
氏
の
ア
ラ
ス
カ
、
西
氏
の
カ
フ
カ
ー
ズ
、
岡
村
孝

治
氏
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
、
木
本
氏
の
台
湾
・
玉
山
、
筆
者
の

韓
国
・
雪
岳
山
な
ど
、
小
さ
な
支
部
に
し
て
は
な
か
な
か
に
ぎ
や
か
で
あ
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る
。
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
、
い
ず
れ
は
ビ
ッ
グ
・
ク
ラ
イ
ム
に
通
じ
て

く
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
し
、
準
備
も
ま
た
そ
れ
な
り
に
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
支
部
発
足
以
来
お
よ
そ
二
十
年
。
先
輩
た
ち
の
幾
人
か
が

相
次
い
で
死
去
さ
れ
て
い
っ
た
。
工
藤
元
平
氏
が
一
九
六
八
年
に
、
そ
し

て
翌
六
九
年
に
は
加
藤
数
功
氏
、
さ
ら
に
最
近
で
は
一
九
七
七
年
に
永
井

清
一
氏
が
な
く
な
ら
れ
た
。
九
州
登
山
界
を
創
り
上
げ
、
東
九
州
支
部
を

育
ん
で
く
れ
た
人
た
ち
で
あ
る
だ
け
に
、
淋
し
い
限
り
で
あ
る
。
お
か
げ

で
、
現
在
支
部
に
籍
を
置
く
者
は
、
み
ん
な
会
員
番
号
四
○
○
○
番
台
以

降
の
会
員
で
あ
る
。

こ
う
し
た
支
部
に
と
っ
て
、
本
部
或
い
は
他
の
支
部
か
ら
来
訪
者
が
あ

る
の
は
本
当
に
嬉
し
い
し
、
な
に
よ
り
の
励
ま
し
で
も
あ
る
。
槙
有
恒

氏
、
吉
沢
一
郎
氏
、
そ
し
て
最
近
は
今
西
錦
司
氏
に
た
び
た
び
お
い
で
い

た
だ
い
て
い
る
。
今
西
先
生
の
最
近
の
御
来
県
は
一
等
三
角
点
を
訪
ね
て

の
山
行
が
目
的
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
伺
い
、
共
に
山
で
歩
く
こ
と

は
支
部
会
員
に
と
っ
て
も
た
い
へ
ん
な
楽
し
み
で
あ
る
。
お
客
さ
ん
と
い

え
ば
、
最
近
珍
し
い
人
が
来
た
。
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
の
ガ
ウ
リ
サ
ン
カ
ー
ル

社
社
長
、
ド
ル
ジ
・
ツ
ェ
リ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
氏
。
現
地
で
世
話
に
な
っ
た

支
部
会
員
も
多
い
だ
け
に
、
九
重
か
ら
阿
蘇
へ
と
共
に
遊
ん
で
楽
し
か
っ

た
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
死
去
さ
れ
る
先
輩
の
ほ
か
、
事
情
あ
っ
て
去
っ
て

い
く
人
も
い
た
が
、
会
員
は
次
第
に
増
加
し
て
い
る
。
八
○
○
○
番
台
の

会
員
番
号
を
手
に
し
た
人
た
ち
が
続
々
と
入
会
し
て
く
る
し
、
一
九
七
九

年
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
、
大
分
県
山
岳
連
盟
の
中
枢
部
に
あ
る
人
た

ち
が
相
次
い
で
入
会
の
手
続
き
を
す
ま
せ
た
。
そ
し
て
な
り
よ
り
も
最
近

嬉
し
か
っ
た
の
は
、
松
田
雄
一
、
柳
子
御
夫
妻
が
東
九
州
支
部
に
入
籍
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
っ
そ
く
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
豊
富

な
登
山
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
話
を
う
か
が
い
、
支
部
と
し
て
得
る
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
。

一
九
八
○
年
は
支
部
が
で
き
て
満
二
十
年
、
成
人
に
な
る
に
ふ
さ
わ
し

い
だ
け
の
立
派
な
支
部
と
し
て
、
そ
れ
な
り
の
活
動
を
や
り
と
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。
本
部
及
び
先
輩
各
支
部
の
励
ま
し
と
、
お
力
添
え
を
得
た

い
も
の
で
あ
る
。
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○
創
立
総
会

昭
和
二
十
三
年
三
月
二
十
三
日

支
部
長
松
村
高

事
務
所
富
山
市
衣
服
部
三
○
、
ア
キ
レ
ス
商
会
内

○
支
部
活
動
経
緯

昭
和
二
十
八
年
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
設
置
。
富
山
市
桜
橋
通
り
、
電
気
ビ

ル
デ
ィ
ン
グ
五
階
。

昭
和
四
十
三
年
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
設
置
。
呉
羽
山
山
中
に
建
設
、
落

成
、
同
年
九
月
三
十
日
、
「
呉
羽
山
荘
」
と
命
名
。

昭
和
四
十
四
年
米
国
シ
ェ
ラ
ク
ラ
ブ
一
行
二
百
名
、
立
山
登
山
の
為

来
訪
。

｜
支
部
の
歴
史
一
〈
Ⅳ
〉

歴 富
山
支
部
に
就
い

て

昭
和
四
十
五
年
ヒ
ラ
リ
ー
郷
夫
妻
来
訪
、
立
山
登
山
の
世
話
。

○
地
元
登
山
界
と
の
つ
な
が
り

昭
和
二
十
三
年
富
山
支
部
が
発
起
人
と
な
っ
て
富
山
県
山
岳
連
盟
設

立
。
会
長
、
牧
野
平
五
郎
、
加
盟
団
体
十
七
、
事
務

所
富
山
支
部
内
。

昭
和
三
十
三
年
第
十
三
回
国
民
体
育
大
会
登
山
部
門
を
担
当
。
立

山
、
剣
に
て
実
施
。

昭
和
四
十
二
年
文
部
省
登
山
研
修
所
を
立
山
山
麓
千
寿
ケ
原
に
誘

致
、
開
設
。

以
上
は
支
部
創
立
よ
り
今
日
に
至
る
迄
の
主
た
る
展
望
で
あ
り
ま
す

中
田
情
兵
衛

（82）



富山支部に就いて

昭和43年10月1(〕日，呉羽山荘（支部山荘）開所式の記念撮影（三田幸夫、深田久弥氏参加）

が
、
創
立
当
時
私
は
東
京
在
住
で
あ
り
、
昭
和
二
十
四
年
以
降
に
支
部
長

に
就
任
、
そ
の
後
勤
務
の
都
合
で
一
時
中
断
し
ま
し
た
が
、
再
任
、
今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
二
十
三
年
の
創
立
か
ら
昨
年
は
丁
度
満
三
十
周
年
に
当
り
、
現
在

記
念
行
事
を
検
討
中
で
す
が
ま
だ
結
論
が
出
て
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
従

来
各
地
の
支
部
が
催
さ
れ
た
様
に
、
全
国
の
支
部
長
の
参
集
を
求
め
記
念

山
行
を
す
る
と
い
う
形
式
で
は
な
く
、
何
か
将
来
ま
で
も
残
る
記
念
事
業

を
考
慮
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
支
部
の
活
動
は
残
念
な
が
ら
極
め
て
不
活
発
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
不
活
発
の
原
因
を
探
求
し
て
、
記
念
事
業
に
取
り
組
む
機
会
を
把
え

て
大
転
換
を
計
ろ
う
と
い
う
の
が
現
在
の
私
の
心
境
で
す
。

周
知
の
如
く
当
県
は
山
岳
に
恵
ま
れ
、
槙
先
生
の
御
尽
力
に
よ
り
日
本

で
唯
一
の
登
山
研
修
所
も
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
従
来
、
支
部
と
研
修
所

の
関
係
は
極
め
て
密
接
な
も
の
で
あ
り
、
私
が
研
修
所
の
運
営
委
員
に
任

命
さ
れ
る
一
方
で
は
、
研
修
所
長
自
身
が
支
部
に
加
入
さ
れ
る
な
ど
、
登

山
界
に
寄
与
す
る
上
で
は
非
常
に
好
ま
し
い
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
ど
の
よ
う
な
事
情
か
ら
か
、
数
年
前
私
は
委
員
を
免
ぜ
ら
れ
、
現

在
で
は
支
部
に
は
無
関
係
の
地
元
の
学
者
が
そ
の
任
に
当
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
所
長
も
交
替
さ
れ
て
以
来
と
い
う
も
の
、
支
部
と
研
修
所
の
間
は
絶

縁
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
点
に
関
し
て
も
機
会
を
見
て
元
通
り

の
好
ま
し
い
連
繋
に
持
っ
て
行
き
た
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
幸
い
な
こ
と
に
は
現
在
支
部
の
委
員
長
を
務
め
る
若
林
啓
之
助

（83）



氏
が
富
山
県
自
然
保
護
協
会
の
委
員
長
を
兼
ね
、
ま
た
会
員
の
深
井
三
郎

氏
が
や
は
り
同
会
協
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
関
係
上
、
同
会
と
支
部
の

間
に
は
非
常
に
効
果
的
な
協
力
関
係
が
生
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
辺
の
事

情
を
勘
案
の
上
、
前
述
の
改
善
、
改
革
を
通
じ
た
支
部
の
発
展
策
を
考
慮

中
で
す
。

（84）



インタ・ブラック南壁

静
岡
登
肇
ク
ラ
ブ
は
、
一
九
七
四
年
、
初
め
て
南
面
の
ウ
ズ
ン
ブ
ラ
ッ

ク
氷
河
か
ら
バ
イ
ン
ダ
・
ブ
ラ
ッ
ク
の
試
登
を
行
っ
た
。
そ
の
時
は
、
五

三
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
建
設
し
た
Ｃ
１
に
ブ
ロ
ッ
ク
雪
崩
を
受
け
、
テ

ン
ト
を
爆
風
で
吹
き
と
ば
さ
れ
た
上
、
二
人
の
怪
我
人
を
出
し
た
の
で
、

そ
れ
以
上
の
登
筆
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

再
起
を
う
か
が
っ
て
い
る
内
に
、
一
九
七
七
年
、
イ
ギ
リ
ス
隊
が
西
稜

か
ら
西
峰
直
下
に
出
て
南
壁
上
部
を
横
断
し
、
バ
イ
ン
ダ
・
ブ
ラ
ッ
ク
の

初
登
を
は
た
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
我
々
は
七
八
年
、
南
壁
の
初
登

を
目
指
し
、
ま
た
こ
の
山
に
や
っ
て
来
た
。
六
月
十
一
日
、
Ｂ
Ｃ
に
入
っ

た
後
、
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
下
部
岩
壁
を
四
回
の
ビ
バ
ー
ク
の
末
突
破

し
、
南
壁
中
央
部
を
左
斜
上
す
る
氷
雪
の
大
バ
ン
ド
を
経
て
七
○
○
○
メ

ー
ト
ル
地
点
に
到
達
し
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
い
っ
た
ん
Ｂ
Ｃ
に
戻
っ

た
。

七
月
二
十
七
日
、
五
人
で
再
び
南
壁
に
と
り
つ
い
た
我
々
は
、
三
日
か

バ
イ
ン
ダ
・
ブ
ラ
ッ
ク
南
壁
（
一
九
七
八
年
）

け
て
Ｃ
３
に
到
着
、
翌
日
は
二
隊
員
が
不
調
で
脱
落
し
た
も
の
の
、
六
四

○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
の
ク
レ
バ
ス
で
ビ
バ
ー
ク
、
さ
ら
に
三
十
一
日
に
は

七
一
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
登
っ
て
ビ
バ
ー
ク
し
た
。

一
九
七
四
年
の
遠
征
以
来
、
四
年
越
し
の
バ
イ
ン
ダ
・
ブ
ラ
ッ
ク
南
壁

登
肇
も
い
よ
い
よ
頂
上
岩
壁
を
残
す
だ
け
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
七
月
二

十
日
に
全
員
で
到
達
し
た
最
高
点
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
、
今
回
登
る

こ
と
が
出
来
た
の
は
、
故
障
な
ど
に
よ
り
登
肇
続
行
す
る
こ
と
が
出
来
な

く
な
っ
た
四
人
を
除
く
、
勝
見
、
北
村
、
糸
川
の
三
人
だ
け
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
当
然
、
荷
上
げ
さ
れ
た
食
糧
、
装
備
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。

必
要
最
少
限
い
や
最
少
限
に
も
た
り
な
い
も
の
で
、
時
間
的
に
も
長
時
間

の
登
肇
は
不
可
能
だ
っ
た
。
最
後
の
一
回
き
り
の
頂
上
ア
タ
ッ
ク
と
い
う

き
び
し
い
状
況
と
な
っ
た
。

七
月
三
十
一
日
、
三
人
は
六
四
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
の
雪
壁
に
あ
る
、

糸

川

公
夫

（85）
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バインダ・ブラック南壁

ク
レ
バ
ス
中
の
ビ
バ
ー
ク
サ
イ
ト
を
出
発
し
た
。
重
荷
と
な
る
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
と
カ
メ
ラ
は
デ
ポ
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
か
ら
先
は
、
た

と
え
我
々
に
事
故
が
発
生
し
て
も
交
信
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
フ
ィ
ッ

ク
ス
ロ
ー
プ
は
ほ
と
ん
ど
雪
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
掘
り
お
こ
す

の
に
苦
労
す
る
。
い
や
な
感
じ
の
氷
壁
の
ト
ラ
バ
ー
ス
を
し
て
、
雪
壁
を

直
上
し
、
初
回
ア
タ
ッ
ク
の
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
ピ
バ
ー
ク
サ
イ
ト

に
デ
ポ
し
て
あ
っ
た
食
糧
三
日
分
を
ザ
ッ
ク
に
入
れ
、
さ
ら
に
登
る
。

初
回
の
ア
タ
ッ
ク
で
北
村
が
墜
落
し
た
か
な
り
の
傾
斜
の
露
岩
帯
を
、

今
度
は
ボ
ル
ト
を
打
ち
慎
重
に
登
り
き
り
、
頂
上
岩
壁
基
部
の
雪
壁
に
抜

け
る
。
四
十
メ
ー
ト
ル
直
上
し
た
と
こ
ろ
を
ピ
バ
ー
ク
サ
イ
ト
に
決
め
、

頂
上
正
面
岩
壁
に
北
村
ト
ッ
プ
で
取
付
く
。
午
前
中
は
太
陽
が
出
て
い
た

の
に
、
岩
壁
基
部
に
着
い
た
頃
は
、
ガ
ス
が
流
れ
時
々
薄
日
が
さ
す
、
と

い
う
天
気
に
変
わ
り
、
岩
壁
上
部
ま
で
の
遠
望
も
き
か
な
い
う
え
に
、
頂

上
ま
で
の
ル
ー
ト
は
傾
斜
が
き
つ
く
、
見
通
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

正
面
か
ら
北
村
が
ア
タ
ッ
ク
し
た
も
の
の
、
垂
直
に
近
い
凹
角
を
四
十
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
登
っ
た
と
こ
ろ
で
行
き
づ
ま
っ
て
し
ま
い
、
再
び
十
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
右
側
に
ル
ー
ト
を
変
え
た
。
さ
ら
に
四
十
メ
ー
ト
ル
登
る
が
、
傾

斜
が
き
つ
す
ざ
る
の
と
、
リ
ス
も
ほ
と
ん
ど
無
い
の
で
ル
ー
ト
が
一
向
に

延
び
ず
、
薄
暗
く
な
っ
た
の
で
下
降
、
岩
壁
基
部
で
ビ
バ
ー
ク
す
る
こ
と

に
し
た
。
雪
壁
を
切
り
開
き
腰
を
お
ろ
せ
る
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
ビ
バ
ー

ク
サ
イ
ト
と
し
た
。
雪
を
落
と
す
と
、
下
に
氷
が
そ
の
す
ぐ
下
は
ス
ラ
ブ

と
な
っ
て
お
り
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
は
作
れ
ず
、
腰
を
お
ろ
す
の
が
や
つ
と

と
い
う
狭
い
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
先
の
ビ
バ
ー
ク
が
思
い
や
ら
れ
た
。

三
人
で
明
日
か
ら
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
こ
の
ま
ま
正
面
を

直
上
し
て
も
、
こ
の
き
つ
い
傾
斜
で
は
何
日
か
か
る
か
わ
か
ら
な
い
の

で
、
こ
の
ル
ー
ト
は
あ
き
ら
め
、
も
う
少
し
基
部
の
雪
壁
を
上
ま
で
登

り
、
稜
線
に
抜
け
て
か
ら
、
頂
上
へ
の
ル
ー
ト
を
探
す
こ
と
に
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
隊
の
記
録
を
も
っ
と
よ
く
研
究
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
後
悔
し

て
も
、
今
と
な
っ
て
は
お
そ
す
ぎ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
来
た
ら
、
何

が
何
ん
で
も
ル
ー
ト
を
探
し
出
し
登
る
ん
だ
と
、
覚
悟
を
新
た
に
し
た
。

八
月
一
日
、
時
々
青
空
も
み
え
る
ま
ず
ま
ず
の
天
気
に
な
る
。
昨
日
の

直
上
ル
ー
ト
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
を
回
収
し
、
頂
上
岩
壁
基
部
の
雪
壁

を
西
峰
に
向
っ
て
八
十
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
バ
ー
ス
、
そ
こ
か
ら
岩
と
氷
の
ミ

ッ
ク
ス
し
た
凹
角
を
四
十
メ
ー
ト
ル
登
る
と
、
西
峰
と
主
峰
と
の
稜
線
直

下
に
達
し
た
。
南
壁
側
の
急
な
ス
ラ
ブ
に
不
安
定
な
雪
の
つ
い
た
壁
を
ト

ラ
バ
ー
ス
し
、
一
旦
稜
線
に
出
て
三
十
メ
ー
ト
ル
で
胸
ま
で
ス
ッ
ポ
リ
入

り
込
む
ク
ラ
ッ
ク
に
入
り
ピ
ッ
チ
を
切
る
。
我
々
に
と
っ
て
今
ま
で
見
る

こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
、
こ
の
山
の
北
側
に
ど
こ
ま
で
も
広
が
っ
て
い
る

山
々
と
氷
河
を
見
渡
す
こ
と
が
出
来
た
。
く
の
字
型
に
曲
っ
た
ス
ノ
ー
リ

ッ
ジ
が
主
峰
に
向
か
っ
て
続
き
、
三
十
メ
ー
ト
ル
先
で
三
十
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
切
れ
落
ち
、
頂
上
岩
壁
と
の
コ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ノ
ー
リ
ッ
ジ
は

あ
ま
り
強
く
踏
む
と
、
腰
の
あ
た
り
ま
で
ズ
ポ
ッ
と
落
ち
込
ん
で
し
ま
う

と
い
う
、
全
く
不
安
定
な
も
の
だ
っ
た
。

ス
ノ
ー
リ
ッ
ジ
の
末
端
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
下
降
し
た
と
こ
ろ
で
、
ラ
ス
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卜
の
勝
見
さ
ん
を
確
保
す
る
が
、
い
つ
に
な
っ
て
も
来
な
い
。
声
を
か
け

る
と
、
ロ
ー
プ
の
回
収
が
う
ま
く
い
か
ず
苦
闘
し
て
い
る
様
だ
。
ト
ッ
プ

の
北
村
は
す
で
に
コ
ル
ヘ
ビ
バ
ー
ク
サ
イ
ト
を
決
め
、
三
人
分
の
ス
ペ
ー

ス
を
切
り
開
い
て
い
る
。
勝
見
さ
ん
は
回
収
を
断
念
し
、
ロ
ー
プ
を
切
断

し
て
下
降
し
て
来
た
。
私
達
が
さ
ら
に
二
十
メ
ー
ト
ル
下
降
し
、
北
村
の

待
つ
ビ
バ
ー
ク
サ
イ
ト
へ
着
く
こ
ろ
は
、
あ
た
り
は
も
う
真
暗
闇
で
、
ロ

ー
プ
と
北
村
が
照
ら
す
ラ
イ
ト
の
明
り
だ
け
が
た
よ
り
と
い
う
手
探
り
の

行
動
だ
っ
た
。
登
筆
用
具
を
整
理
し
て
ツ
ェ
ル
ト
の
中
に
す
わ
っ
た
時

に
は
、
食
事
を
と
る
の
も
お
っ
く
う
な
ほ
ど
疲
れ
切
っ
て
し
ま
い
、
調
子

の
悪
い
不
完
全
燃
焼
の
コ
ン
ロ
を
だ
ま
し
だ
ま
し
使
っ
て
、
食
事
を
終
る

こ
ろ
に
は
十
時
を
と
っ
く
に
回
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

八
月
二
日
、
コ
ル
か
ら
頂
上
へ
の
稜
線
は
垂
直
の
岩
壁
に
は
ば
ま
れ
、

直
上
す
る
の
は
不
可
能
に
見
え
る
。
取
付
ま
で
行
く
が
、
声
も
届
か
な
い

ほ
ど
風
雪
が
強
く
な
っ
て
来
た
の
で
、
今
日
の
行
動
は
あ
き
ら
め
停
滞
す

る
こ
と
に
決
め
る
。
ツ
ェ
ル
ト
の
内
側
に
息
が
凍
り
付
い
て
と
て
も
快
適

と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
ガ
ソ
リ
ン
も
残
り
少
な
い
の
で
コ
ン
ロ
も
使
用

せ
ず
、
肩
を
寄
せ
合
い
暖
を
と
り
我
慢
す
る
。
飢
え
て
い
る
我
々
の
会
話

と
い
え
ば
、
帰
っ
て
か
ら
真
先
に
何
を
食
べ
よ
う
か
、
な
ど
と
い
う
こ
と

ば
か
り
だ
っ
た
。

八
月
三
日
、
天
気
は
相
変
わ
ら
ず
良
く
な
い
。
朝
食
の
ス
ー
プ
も
温
ま

ら
な
い
う
ち
に
コ
ン
ロ
の
火
は
消
え
、
ガ
ソ
リ
ン
は
全
く
底
を
つ
い
た
。

い
つ
ま
で
こ
こ
に
留
っ
て
い
て
も
、
水
さ
え
飲
む
こ
と
は
出
来
な
い
。
一

時
の
猶
予
も
な
い
。
今
日
中
に
ル
ー
ト
を
見
つ
け
て
登
頂
し
、
下
降
に
移

り
た
い
と
気
は
あ
せ
る
ば
か
り
だ
。
朝
食
も
早
々
に
切
り
上
げ
て
、
登
頂

ル
ー
ト
を
求
め
て
出
発
し
た
。
ガ
リ
ー
を
四
十
メ
ー
ト
ル
下
降
す
る
と
、

ト
ッ
プ
で
下
降
し
た
北
村
は
右
上
に
続
く
ル
ー
ト
に
な
り
そ
う
な
ガ
リ
ー

を
登
り
始
め
て
い
た
。
四
十
メ
ー
ト
ル
登
っ
た
と
こ
ろ
で
昨
年
の
イ
ギ
リ

ス
隊
が
残
し
て
い
っ
た
、
ザ
ッ
ク
、
ユ
マ
ー
ル
、
カ
ラ
ビ
ナ
な
ど
を
見
つ

け
た
。
や
む
な
く
こ
こ
に
登
肇
用
具
を
残
し
て
く
だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
隊
の

苦
闘
の
あ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
た
。
同
時
に
こ
の
ま
ま
こ
の
ル
ー

ト
を
登
れ
ば
良
い
の
だ
と
い
う
確
信
を
得
た
。
そ
こ
は
、
ビ
バ
ー
ク
し
て

い
た
コ
ル
か
ら
数
メ
ー
ト
ル
さ
が
っ
て
い
る
だ
け
と
い
う
場
所
で
、
我
々

は
下
降
し
て
か
ら
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
こ
ろ
へ
又
登
り
返
し
た
だ
け
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
ク
ラ
ッ
ク
、
凹
角
を
登
り
、
三
人
が
腰
か
け
ら
れ

る
テ
ラ
ス
に
ザ
ッ
ク
を
テ
ポ
し
、
頂
上
を
目
ざ
す
。
十
メ
ー
ト
ル
登
る
と

凹
角
は
終
わ
り
、
右
へ
下
り
ぎ
み
に
雪
の
つ
い
た
バ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

ナ
イ
ロ
ン
ロ
ー
プ
を
固
定
し
ト
ラ
バ
ー
ス
す
る
と
、
そ
こ
か
ら
頂
上
に
向

っ
て
凹
角
が
走
っ
て
お
り
、
上
部
は
ハ
ン
グ
ぎ
み
と
な
っ
て
行
く
手
を
さ

え
ぎ
っ
て
い
る
。
相
変
わ
ら
ず
北
村
が
ト
ッ
プ
で
頑
張
る
が
、
傾
斜
が
き

つ
く
疲
労
し
た
体
で
は
仲
々
ル
ー
ト
も
延
び
な
い
・
頂
上
へ
の
見
通
し
も

立
た
な
い
ま
ま
一
日
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
来
た
。
こ
の
ま
ま
こ
こ
で
着
の

み
着
の
ま
ま
ビ
バ
ー
ク
し
よ
う
か
、
そ
れ
と
も
ザ
ッ
ク
の
あ
る
と
こ
ろ
ま

で
下
ろ
う
か
と
相
談
し
、
体
力
の
消
耗
を
少
し
で
も
お
さ
え
る
た
め
、
ッ
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バインダ・ブラック南確

エ
ル
ト
の
あ
る
ザ
ッ
ク
の
デ
ポ
地
点
ま
で
下
降
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
。

七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
で
の
連
日
の
ビ
バ
ー
ク
で
、
我
々
の
体
力
も
そ

ろ
そ
ろ
限
界
に
近
く
、
た
だ
、
俺
達
は
登
る
ん
だ
、
登
り
切
る
ま
で
帰
れ

な
い
ん
だ
、
と
い
う
気
力
で
持
っ
て
い
る
だ
け
と
言
え
た
。

八
月
四
日
、
凹
角
に
そ
っ
て
さ
ら
に
ル
ー
ト
を
延
ば
し
て
い
く
と
、
ハ

ン
グ
の
下
に
イ
ギ
リ
ス
隊
の
残
し
た
黄
色
の
シ
ュ
リ
ン
ゲ
が
あ
っ
た
。
彼

ら
は
ハ
ン
グ
を
直
上
せ
ず
に
こ
の
シ
ュ
リ
ン
ゲ
を
使
い
右
側
に
ト
ラ
バ
ー

ス
し
て
か
ら
頂
上
へ
抜
け
た
ら
し
い
。
ト
ッ
プ
の
北
村
は
、
ハ
ン
グ
帯
を

直
上
す
る
方
に
ル
ー
ト
を
決
め
苦
闘
し
て
い
る
。
確
保
し
て
い
る
我
々
の

足
元
に
は
、
足
場
が
無
く
な
る
ほ
ど
氷
が
落
ち
て
来
た
。

毎
日
々
々
、
頂
上
へ
抜
け
ら
れ
る
と
思
い
な
が
ら
、
又
、
今
日
も
ハ
ン

グ
を
乗
越
せ
な
い
ま
ま
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。
ザ
ッ
ク
の
と
こ
ろ
ま
で
下
降

し
、
氷
を
切
っ
て
三
人
が
腰
を
お
ろ
せ
る
場
所
を
作
る
。
ツ
ェ
ル
ト
を
か

ぶ
る
と
す
ぐ
に
で
も
眠
り
た
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
皆
、
疲
れ
き
っ
て
、

元
気
も
な
く
口
数
も
少
な
い
。
ア
ル
フ
ァ
米
に
粉
末
ス
ー
プ
と
雪
を
混

ぜ
、
腹
の
足
し
に
す
る
。
勝
見
さ
ん
が
最
後
ま
で
と
っ
て
お
い
た
ビ
ス
ケ

ッ
ト
を
分
け
て
も
ら
い
、
少
し
ず
つ
味
を
か
み
し
め
な
が
ら
食
べ
、
あ
し

た
こ
そ
登
り
き
れ
る
ん
だ
と
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
、
目
を
閉
じ
た
。

八
月
五
日
、
今
日
も
天
気
は
回
復
せ
ず
、
青
空
を
見
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
昨
日
に
引
き
続
き
、
ト
ッ
プ
の
北
村
は
三
メ
ー
ト
ル
張
り
出
し
た
ハ

ン
グ
に
取
付
き
、
苦
闘
し
て
い
た
が
、
つ
い
に
抜
け
た
ら
し
く
、
雪
と
氷

が
ど
か
ど
か
と
落
ち
て
来
る
と
、
間
も
な
く
ザ
イ
ル
も
延
び
出
し
た
。
卜
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ツ
プ
か
ら
声
が
か
か
り
、
氷
つ
い
た
ロ
ー
プ
を
ユ
マ
ー
ル
が
ス
リ
ッ
プ
し

な
い
様
だ
ま
し
だ
ま
し
登
り
出
す
。
ハ
ン
グ
は
体
が
大
き
く
空
中
に
と
び

出
る
も
の
で
、
頂
上
直
下
の
高
度
で
大
き
な
ハ
ン
グ
を
登
っ
た
北
村
の
闘

志
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
ハ
ン
グ
帯
を
抜
け
出
た
と
こ
ろ
は
、
雪
の
付
い

た
稜
線
で
、
頂
上
は
そ
こ
か
ら
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ピ
ナ
ク
ル
の
上

に
あ
っ
た
。

稜
線
は
風
雪
が
強
く
視
界
も
全
く
き
か
な
い
。
頂
上
の
ピ
ナ
ク
ル
を
ど

う
す
る
か
、
三
人
で
協
議
す
る
。
時
計
は
十
一
時
に
な
っ
て
い
た
。
明
か

る
い
う
ち
に
、
食
糧
と
ガ
ソ
リ
ン
の
あ
る
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
デ
ポ
地

ま
で
、
確
実
に
た
ど
り
着
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
処
女
峰
で
は

無
く
な
っ
て
い
る
頂
上
ま
で
登
る
の
は
や
め
、
こ
こ
を
登
肇
終
了
点
と
す

る
こ
と
に
決
め
た
。
眺
望
も
き
か
な
い
が
、
あ
た
り
を
八
ミ
リ
カ
メ
ラ
に

収
め
、
一
息
入
れ
る
間
も
無
く
懸
垂
下
降
に
移
っ
た
。
長
い
長
い
苦
労
の

割
り
に
は
余
り
に
も
報
わ
れ
な
い
一
瞬
だ
っ
た
。
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
、
消
耗
し
つ
く
し
疲
労
し
き
っ
た
よ
れ
よ
れ
の
我
々
は
、
さ
ら
に
二
日

の
ビ
バ
ー
ク
の
後
、
Ｃ
２
ま
で
事
故
も
起
こ
さ
ず
無
事
下
降
す
る
こ
と
が

出
来
、
久
し
ぶ
り
に
シ
ュ
ラ
フ
の
中
で
横
に
な
り
、
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
た
。

Ｃ
２
か
ら
二
日
後
に
、
十
日
間
も
連
絡
を
絶
っ
て
い
た
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン

プ
に
戻
り
、
我
々
の
安
否
を
気
づ
か
っ
て
い
た
皆
と
再
会
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
無
事
帰
り
着
い
た
と
思
っ
た
途
端
、
体
中
か
ら
緊
張
感
が
抜
け
て

い
く
の
を
感
じ
た
。

登
山
隊
と
し
て
は
三
流
以
下
の
力
し
か
持
っ
て
い
な
い
我
々
が
目
的
を

達
成
出
来
た
の
は
、
七
人
の
隊
員
の
誰
一
人
不
平
不
満
を
言
う
も
の
も
無

く
一
人
一
人
が
持
っ
て
い
る
力
を
出
し
き
れ
た
と
い
う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

結
果
だ
と
強
く
感
じ
て
い
る
。
又
、
有
能
な
コ
ッ
ク
と
人
格
者
で
あ
る
リ

エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
に
恵
ま
れ
、
全
て
の
点
で
素
晴
し
い
山
行
と
な
っ

た
。
初
登
頂
こ
そ
前
年
の
イ
ギ
リ
ス
隊
に
先
を
越
さ
れ
た
も
の
の
、
十
分

満
ち
足
り
た
気
分
で
、
す
で
に
夏
も
終
わ
り
秋
の
気
配
を
感
じ
る
ベ
ン
タ

ー
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
後
に
し
た
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
静
岡
登
肇
ク
ラ
ブ
一
九
七
八
年
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
隊

活
動
期
間
一
九
七
八
年
五
月
’
八
月

目
的
バ
イ
ン
ダ
・
ブ
ラ
ッ
ク
（
七
二
八
五
メ
ー
ト
ル
）
南
壁
初

登
肇

隊
の
構
成
隊
長
Ⅱ
勝
見
幸
雄
（
禍
）
、
医
療
・
通
訳
Ⅱ
糸
川
公
夫
（
鋤
）
、

記
録
Ⅱ
青
木
士
郎
（
調
）
、
食
糧
Ⅱ
加
藤
章
作
（
”
）
、
輸

送
Ⅱ
古
田
徹
司
（
”
）
、
装
備
Ⅱ
北
村
敏
郎
（
幻
）
、
会
計

Ⅱ
米
沢
正
信
（
”
）
、
Ｌ
Ｏ
Ⅱ
ア
サ
ド
・
レ
マ
ン
（
”
）
、

コ
ッ
ク
Ⅱ
ガ
フ
ー
ル

行
動
概
要
六
月
二
日
ス
カ
ル
ド
全
員
到
着
。
六
月
五
日
キ
ャ
ラ
バ
ン

開
始
。
六
月
十
一
日
ベ
ン
タ
ー
Ｂ
Ｃ
（
四
三
○
○
メ
ー
ト

ル
）
建
設
。
六
月
十
二
日
ウ
ズ
ン
ブ
ラ
ッ
ク
氷
河
（
四
五

○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
六
月
十
七
日
Ｃ
１
（
四
八
五
○
メ
ー
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Plate ()(1)) :ハラモシュ北壁一北西稜の登鑿ルート (Cl より).
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バインダ・ブラック南壁

ト
ル
）
建
設
。
六
月
二
十
五
日
Ｃ
２
（
五
六
五
○
メ
ー
ト

ル
）
建
設
。
六
月
二
十
九
日
下
部
岩
壁
ル
ー
ト
開
拓
開

始
。
七
月
六
日
’
七
月
十
二
日
Ｃ
２
停
滞
。
七
月
十
七
日

下
部
岩
壁
抜
け
Ｃ
３
建
設
（
六
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
七

月
二
十
日
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
全
員
到
達
す
る
。
七

月
二
十
一
日
悪
天
の
為
下
降
。
七
月
二
十
六
日
第
二
回
目

ア
タ
ッ
ク
Ｂ
Ｃ
よ
り
出
発
。
七
月
二
十
九
日
Ｃ
３
。
七
月

三
十
一
日
頂
上
岩
壁
ア
タ
ッ
ク
開
始
（
七
一
○
○
メ
ー
ト

ル
）
。
八
月
五
日
北
村
、
勝
見
、
糸
川
バ
イ
ン
ダ
・
ブ
ラ

ッ
ク
南
壁
初
登
華
。
八
月
十
四
日
Ｂ
Ｃ
撤
収
。
八
月
十
九

日
ス
コ
ロ
・
ラ
越
え
に
て
ス
カ
ル
ド
着
。
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昭
和
五
十
三
年
五
月
二
十
三
日
、
そ
れ
は
遠
征
隊
隊
員
全
員
が
初
め
て

ハ
ラ
モ
シ
ュ
の
北
面
に
ま
み
え
た
日
で
あ
っ
た
。
前
年
の
偵
察
の
失
敗
か

ら
、
隊
員
の
誰
一
人
と
し
て
、
実
際
に
そ
れ
を
見
た
者
が
い
な
か
っ
た
の

だ
。
も
ち
ろ
ん
写
真
で
の
ハ
ラ
モ
シ
ュ
は
心
に
や
き
つ
け
て
は
あ
っ
た
が

Ｉ
。
そ
の
場
所
は
、
ハ
ラ
モ
シ
ュ
の
北
面
を
東
か
ら
西
へ
流
れ
る
、
マ
ニ

氷
河
を
対
岸
に
わ
た
る
位
置
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
見
る
ハ
ラ
モ
シ
ュ

は
、
厳
密
に
は
北
西
面
と
な
る
。
そ
し
て
正
面
に
は
、
北
面
氷
河
が
ア
イ

ス
フ
オ
ー
ル
と
な
り
マ
ニ
氷
河
に
落
ち
て
い
る
。
非
常
に
大
き
く
、
堂
々

と
し
た
七
千
メ
ー
ト
ル
峰
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
だ
と
そ
の
頂
上
ま
で
の
高

度
差
は
四
千
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

私
た
ち
昭
和
山
岳
会
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊
は
、
会
の
四
十
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
と
い
う
看
板
を
ひ
つ
か
つ
い
で
、
は
る

は
じ
め
に

ハ
ラ
モ
シ
ュ
北
壁
（
一
九
七
八
年
）

ｌ
北
西
支
稜
の
登
肇
Ｉ

ぱ
る
こ
こ
に
や
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

こ
の
日
私
た
ち
は
、
三
つ
の
パ
ー
テ
ィ
に
わ
か
れ
、
と
る
べ
き
ル
ー
ト

の
偵
察
を
行
な
っ
た
。
一
つ
は
北
西
氷
河
左
岸
か
ら
の
ル
ー
ト
、
一
つ
は

マ
ニ
氷
河
か
ら
北
壁
基
部
へ
の
ル
ー
ト
、
そ
し
て
あ
と
一
つ
は
こ
の
山
の

初
登
ル
ー
ト
と
な
っ
た
ハ
ラ
モ
シ
ュ
・
ラ
ヘ
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
こ
の
日

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ト
で
の
約
十
日
間
の
偵
察
、
試
登
、
そ
れ
に
よ

る
初
期
の
高
度
順
化
を
行
な
い
、
五
月
三
十
日
、
ル
ー
ト
を
北
壁
・
北
西

支
稜
と
決
定
し
た
。

こ
こ
で
、
ハ
ラ
モ
シ
ュ
の
北
西
の
地
形
を
説
明
し
よ
う
。
ハ
ラ
モ
シ
ュ

に
は
、
主
峰
と
、
そ
の
東
側
に
マ
ニ
・
ピ
ー
ク
と
呼
ば
れ
る
ハ
ラ
モ
シ
ュ

Ⅱ
峰
（
六
六
八
四
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。
ハ
ラ
モ
シ
ュ
と
、
こ
の
マ
ニ
・

ピ
ー
ク
を
結
ぶ
稜
線
か
ら
マ
ニ
氷
河
に
落
ち
る
懸
崖
が
、
ハ
ラ
モ
シ
ュ
北

ハ
ラ
モ
シ
ュ
北
壁 昭

和
山
岳
会

（92）
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壁
を
形
成
し
て
い
る
。
北
面
の
標
高
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
に
は
、
東

西
に
連
な
る
巨
大
な
懸
垂
氷
河
の
帯
が
走
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
懸

垂
氷
河
よ
り
下
部
の
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
が
北
壁
を
な
し
て
い
る
。
懸
垂

氷
河
を
越
え
る
と
、
そ
の
上
部
は
広
大
な
雪
原
と
な
り
、
そ
の
上
に
頂
上

岩
壁
を
持
つ
ハ
ラ
モ
シ
ュ
が
聾
え
て
い
る
。
し
か
し
、
北
面
か
ら
こ
こ
の

懸
垂
氷
河
を
越
し
て
、
上
部
雪
原
に
ま
で
続
く
明
確
な
リ
ッ
ジ
は
存
在
し

な
い
。
端
的
に
言
え
ば
、
北
壁
は
ス
ラ
ブ
状
の
岩
壁
と
氷
壁
が
複
雑
に
入

り
交
っ
て
い
る
と
い
っ
た
所
だ
。

私
た
ち
の
採
用
し
た
北
西
支
稜
は
、
そ
の
北
壁
の
一
番
西
よ
り
に
位
置

す
る
、
五
つ
の
岩
峰
を
も
っ
た
稜
で
、
そ
の
西
側
は
北
西
氷
河
が
深
く
き

れ
込
ん
で
い
る
。
北
壁
を
登
肇
ル
ー
ト
と
し
て
検
討
し
た
場
合
、
も
っ
と

も
可
能
性
が
あ
る
の
が
こ
の
北
西
支
稜
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
稜
も
上

部
懸
垂
氷
河
の
下
で
、
北
壁
に
す
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
消
え
て
い
る
の
で

あ
る
。六

月
一
日
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
北
西
氷
河
左
岸
に
あ
る
樹
林
帯
に

設
営
し
た
。
こ
こ
は
現
地
名
で
マ
レ
イ
ト
ク
と
呼
ば
れ
、
昔
の
狩
場
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
緑
多
く
快
適
な
所
で
あ
る
。
高
度
は
約
三
四
○
○
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。

六
月
三
日
よ
り
、
Ｃ
１
予
定
地
へ
の
荷
上
げ
が
始
ま
っ
た
。
い
よ
い
よ

本
格
的
な
登
山
活
動
と
な
る
。
Ｃ
１
ま
で
は
ほ
ぼ
問
題
の
な
い
北
西
氷
河

登
山
活
動

左
岸
を
行
く
。
翌
四
日
、
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
Ｃ
１
を
設
置
し
た
。

こ
こ
よ
り
、
ル
ー
ト
は
北
西
氷
河
を
横
断
し
、
北
西
支
稜
の
コ
ル
ー
ヘ
上

っ
て
い
る
広
い
雪
面
に
な
る
。
十
六
日
に
や
っ
と
コ
ル
ー
（
四
八
○
○
メ

ー
ト
ル
）
に
Ｃ
２
を
建
設
す
る
。

こ
こ
か
ら
、
北
西
支
稜
を
た
ど
る
わ
け
で
あ
る
。
北
壁
側
の
雪
壁
を
巻

き
Ｐ
Ⅱ
の
頭
に
達
し
、
コ
ル
Ⅱ
へ
下
る
。
こ
こ
よ
り
直
登
せ
ざ
る
を
え
な

い
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
岩
峰
（
ト
サ
カ
岩
）
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
ぱ
し
ご

な
ど
に
よ
る
ル
ー
ト
エ
作
を
し
、
そ
の
先
の
や
せ
た
岩
稜
と
雪
稜
を
た
ど

り
、
懸
垂
氷
河
上
の
台
地
に
Ｃ
３
を
建
設
し
た
（
二
十
二
日
、
五
二
○
○

メ
ー
ト
ル
）
。
Ｃ
３
か
ら
見
上
げ
る
Ｐ
Ⅲ
は
、
は
る
か
に
高
く
聾
え
て
い

る
。
実
は
Ｃ
３
位
置
決
定
の
数
日
前
、
雪
稜
を
忠
実
に
た
ど
っ
て
Ｐ
Ⅲ
に

達
し
た
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
、
そ
の
先
が
ス
ッ
パ
リ
と
切
れ
て
い
る
の
を
発

見
し
、
ル
ー
ト
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
。
つ
ま
り
Ｐ
Ⅲ
の
岩
壁
基
部
の

北
西
氷
河
側
を
大
き
く
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
コ
ル
Ⅲ
に
上
り
、
Ｐ
Ⅳ
（
ス
ノ

ー
ピ
ー
ク
）
へ
つ
づ
く
雪
稜
へ
と
た
ど
っ
た
。
Ｃ
４
は
そ
の
ス
ノ
ー
ピ
ー

ク
を
越
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
コ
ル
Ⅳ
に
設
営
し
た
（
二
十
七
日
、
五
六
○

○
メ
ー
ト
ル
）
。

こ
こ
か
ら
が
、
も
っ
と
も
問
題
と
な
る
懸
垂
氷
河
の
突
破
と
な
る
。
Ｃ

４
よ
り
や
せ
た
雪
稜
を
登
る
と
、
そ
こ
は
広
い
雪
田
と
な
り
、
そ
の
先
が

コ
ル
Ｖ
と
な
る
。
こ
の
コ
ル
Ｖ
で
、
私
た
ち
が
た
ど
っ
て
き
た
支
稜
は
終

る
の
で
あ
る
。
こ
の
先
は
頭
上
に
い
ま
に
も
落
ち
て
き
そ
う
な
懸
垂
氷
河

を
も
っ
た
、
岩
と
雪
の
ミ
ッ
ク
ス
し
た
壁
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
Ｂ
Ｃ
か
ら

（94）
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も
な
が
め
ら
れ
、
こ
の
ル
ー
ト
を
採
用
し
た
当
初
か
ら
の
問
題
と
な
っ
た

所
だ
。
ル
ー
ト
は
こ
の
壁
を
ほ
ぼ
ダ
イ
レ
ク
ト
に
登
り
、
懸
垂
氷
河
の
も

っ
と
も
弱
点
と
思
わ
れ
る
わ
ず
か
の
凹
角
部
を
ぬ
け
、
上
部
雪
原
へ
た
ど

る
の
だ
。

三
十
日
、
い
よ
い
よ
コ
ル
Ｖ
よ
り
上
部
の
壁
の
ル
ー
ト
エ
作
が
は
じ
ま

っ
た
。
は
る
か
上
の
懸
垂
氷
河
の
氷
の
一
か
け
ら
で
も
崩
壊
す
れ
ば
、
こ

の
壁
は
一
面
に
そ
の
破
片
に
洗
わ
れ
る
。
た
だ
い
の
る
だ
け
だ
。
下
部
岩

壁
部
に
五
十
メ
ー
ト
ル
六
本
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
す
る
。
そ
し
て
懸
垂
氷
河

の
乗
越
し
に
あ
る
程
度
目
安
を
つ
け
た
所
で
、
全
員
Ｂ
Ｃ
で
休
養
日
を
と

っ
た
。七

月
に
入
っ
た
Ｂ
Ｃ
付
近
は
、
一
面
の
お
花
畑
で
あ
る
。
の
ん
び
り
と

草
の
上
に
ね
こ
ろ
び
、
は
る
か
か
な
た
の
ハ
ラ
モ
シ
ュ
の
頂
上
を
眺
め
な

が
ら
の
昼
寝
も
、
た
っ
た
一
日
だ
け
だ
。
七
月
五
日
に
は
、
Ｃ
４
ま
で
の

そ
れ
ぞ
れ
キ
ャ
ン
プ
に
入
り
、
後
半
の
態
勢
を
整
え
た
。
し
か
し
、
翌
六

日
よ
り
モ
ン
ス
ー
ン
第
一
波
が
や
っ
て
き
た
。
上
部
で
は
雪
に
な
る
。
こ

の
日
よ
り
丸
六
日
間
停
滞
が
つ
づ
い
た
。
七
月
十
二
日
、
や
っ
と
晴
れ
あ

が
り
、
各
キ
ャ
ン
プ
は
上
部
へ
の
行
動
を
始
め
た
。
し
か
し
こ
の
日
は
新

雪
に
う
ま
っ
た
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
の
掘
り
出
し
や
、
ル
ー
ト
整
備
に
つ

い
や
し
た
。

十
五
日
、
つ
い
に
問
題
の
懸
垂
氷
河
を
乗
越
し
、
上
部
雪
田
六
一
○
○

メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
５
を
建
設
し
た
。
こ
こ
は
広
い
緩
傾
斜
の
雪
原
の
中
に
あ

り
、
雪
崩
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
で
も
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
ま
で
く
れ

ぱ
、
こ
の
先
の
ル
ー
ト
自
体
に
そ
ん
な
に
問
題
と
な
る
所
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
雪
原
を
た
ど
り
、
西
稜
の
肩
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
６
を

建
設
し
た
の
は
十
七
日
と
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
ハ
ラ
モ
シ
ュ
の
南

に
位
置
す
る
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
が
は
る
か
に
見
ら
れ
る
。

こ
の
西
稜
の
肩
か
ら
、
ル
ー
ト
は
南
側
の
イ
シ
ュ
カ
パ
ル
氷
河
側
を
ま

い
て
、
最
初
の
岩
峰
を
越
し
た
コ
ル
に
上
る
。
西
稜
の
広
い
雪
稜
を
あ
え

ぎ
な
が
ら
登
る
。
こ
こ
ま
で
上
る
と
、
空
は
黒
ず
ん
だ
青
色
で
あ
る
。
二

十
日
、
約
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
、
ア
タ
ッ
ク
・
キ
ャ
ン
プ
と
な

る
Ｃ
７
を
建
設
し
た
。
こ
こ
か
ら
頂
上
ま
で
高
度
差
四
○
○
メ
ー
ト
ル
、

す
ぐ
そ
こ
で
あ
る
。
し
か
し
強
烈
な
頭
痛
と
倦
怠
感
で
、
キ
ャ
ン
プ
設
営

に
苦
労
す
る
。
こ
の
日
Ｃ
７
に
、
島
方
、
磯
野
、
錦
織
の
三
名
、
Ｃ
６
に

長
谷
川
、
佐
々
木
、
小
野
寺
、
内
田
の
四
名
が
入
り
、
明
日
か
ら
の
ア
タ

ッ
ク
態
勢
は
整
っ
た
。

し
か
し
、
翌
日
よ
り
モ
ン
ス
ー
ン
第
二
波
の
来
襲
で
あ
る
。
隊
員
の
高

度
障
害
も
て
つ
だ
い
、
停
滞
と
な
る
。
翌
二
十
二
日
、
Ｃ
７
の
三
名
は
心

も
ち
弱
ま
っ
た
風
雪
の
あ
い
ま
を
み
て
、
ア
タ
ッ
ク
を
決
行
す
る
。
チ
ャ

ン
ス
は
今
日
し
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
頂
上
か
ら
南
西
に
む
け
て
頚
者

な
稜
が
一
本
お
ち
て
い
る
。
こ
れ
が
頂
稜
と
思
わ
れ
る
。
西
稜
上
に
あ
る

Ｃ
７
か
ら
、
そ
の
稜
へ
は
尾
根
は
つ
づ
い
て
お
ら
ず
、
急
な
雪
壁
を
登

り
、
そ
の
頂
稜
へ
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

四
時
、
ま
だ
う
す
暗
い
。
天
幕
を
出
て
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
を
す
る
。
視

界
は
よ
く
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
ス
タ
カ
ッ
ト
に
よ
る
登
肇
と
な
る
。
ブ
イ
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ツ
ク
ス
は
す
べ
て
使
い
は
た
し
て
し
ま
っ
た
。
雪
崩
そ
う
な
雪
壁
を
ラ
ッ

セ
ル
し
な
が
ら
進
む
。
や
が
て
頂
稜
に
出
た
。
稜
上
の
岩
に
ハ
ー
ケ
ン
を

打
ち
、
確
保
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
や
せ
た
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
に
な
る
。
す
こ

し
行
く
と
大
き
な
岩
に
行
手
を
さ
え
ぎ
ら
れ
る
。
左
へ
ま
わ
り
込
み
、
再

び
リ
ッ
ジ
に
上
る
。
次
は
両
面
に
雪
庇
を
も
っ
た
稜
で
あ
る
。
慎
重
に
進

む
。
天
気
が
よ
け
れ
ば
高
度
感
の
あ
る
所
だ
ろ
う
。
や
が
て
広
い
緩
傾
斜

の
雪
面
に
出
る
と
、
そ
の
向
う
は
頂
上
で
あ
る
。
十
二
時
十
分
、
つ
い
に

頂
上
に
立
つ
。
や
や
広
い
台
形
状
の
雪
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
心
も
ち
頭
上

に
青
空
が
で
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
も
ま
わ
り
の
山
々
を
一
望
で
き
る
ほ

ど
で
は
な
か
っ
た
。
ま
る
で
一
瞬
の
間
隙
で
あ
っ
た
。
Ｃ
６
の
仲
間
へ
の

通
信
、
旗
を
ふ
っ
て
い
る
写
真
を
交
替
で
と
っ
た
り
、
頂
上
の
雪
の
中
に

物
を
う
め
た
り
、
約
一
時
間
ほ
ど
い
た
だ
ろ
う
か
。
天
気
は
一
向
に
よ
く

な
ら
な
い
。

ま
わ
り
の
山
々
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
頂
上
に
は
長
居
は
無
用
で
あ

る
。
さ
っ
そ
く
下
山
に
か
か
る
。
登
っ
て
き
た
時
の
ト
レ
ー
ス
は
ま
だ
残

っ
て
い
る
。
し
か
し
視
界
は
悪
く
慎
重
に
下
る
。
さ
き
ほ
ど
の
大
き
な
岩

を
ま
わ
り
込
み
、
雪
面
を
下
る
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
ト
レ
ー
ス
も
か
す
か

に
な
り
、
腰
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
で
あ
る
。
や
が
て
見
な
れ
た
露
岩
が
見
え

て
き
た
。
や
っ
と
Ｃ
７
に
た
ど
り
つ
く
。
十
六
時
頃
だ
っ
た
。

翌
日
好
天
に
な
れ
ば
、
Ｃ
６
か
ら
一
気
に
ア
タ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
た
。
し
か
し
翌
二
十
三
日
は
前
日
に
も
ま
し
て
悪
天
と
な
っ
た
。

第
二
次
ア
タ
ッ
ク
は
中
止
と
決
定
す
る
。
Ｃ
７
の
三
名
は
吹
雪
の
中
を
Ｃ

６
に
下
る
。
Ｃ
６
よ
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
無
事
Ｃ
６
に
帰
る
。
登
頂
の

喜
び
も
つ
か
の
ま
、
こ
の
吹
雪
が
い
つ
ま
で
つ
づ
く
か
、
苦
し
い
食
糧
制

限
に
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
降
雪
時
に
、
雪
崩
の
恐
れ
の
あ
る
Ｃ
５
へ
下

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

二
十
八
日
、
や
っ
と
天
気
は
回
復
し
た
。
早
朝
か
ら
行
動
を
始
め
る
。

三
名
が
先
発
す
る
。
日
が
あ
た
っ
て
く
る
と
、
足
元
か
ら
板
状
に
雪
面
が

流
れ
る
。
必
死
の
下
り
で
あ
る
。
天
幕
の
は
っ
て
い
な
い
Ｃ
５
は
案
の
定

埋
没
し
て
い
た
。
若
干
の
食
糧
、
装
備
類
が
箱
に
入
れ
て
置
い
て
あ
っ
た

が
、
思
い
あ
た
る
所
を
ピ
ッ
ケ
ル
で
さ
が
し
て
み
る
が
、
特
徴
の
あ
る
地

形
で
は
な
い
の
で
結
局
わ
か
ら
ず
に
放
棄
す
る
。
Ｃ
４
へ
下
る
こ
と
に
な

る
。
懸
垂
氷
河
の
崩
壊
の
恐
怖
の
中
を
次
々
に
懸
垂
下
降
し
て
い
く
。
岩

壁
も
新
雪
を
か
ぶ
り
、
ト
ッ
プ
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
掘
り
出
し
な
が
ら
の
下

降
と
な
る
。
や
っ
と
コ
ル
Ｖ
に
お
り
た
ち
、
Ｃ
４
に
全
員
集
結
す
る
。

七
月
三
十
一
日
、
全
員
が
Ｂ
Ｃ
に
下
り
、
五
十
九
日
間
に
及
ぶ
登
山
活

動
は
終
っ
た
。

私
た
ち
の
ハ
ラ
モ
シ
ュ
登
山
の
二
つ
の
目
的
、
新
ル
ー
ト
か
ら
の
登

頂
と
、
登
華
隊
員
全
員
の
登
頂
の
内
、
後
者
は
あ
い
つ
い
だ
モ
ン
ス
ー
ン

の
た
め
に
達
成
し
え
な
か
っ
た
が
、
登
頂
前
日
に
そ
の
た
め
の
準
備
だ
け

は
と
と
の
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
前
年
度
の
偵
察
の
失
敗
か
ら
考
え
て
、

充
分
な
偵
察
期
間
を
も
う
け
た
こ
と
で
、
期
間
的
に
長
く
な
っ
た
こ
と
は

お
わ
り
に
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あ
る
が
、
そ
の
間
初
期
の
高
度
順
化
を
充
分
行
な
え
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
っ
た
と
思
う
。
ま
た
Ｂ
Ｃ
以
上
で
は
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
を
使
用
し
な
か

っ
た
の
で
、
荷
上
げ
に
よ
る
順
化
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
隊
員
一

名
が
Ｂ
Ｃ
建
設
直
後
持
病
の
自
然
気
胸
を
再
発
し
、
彼
自
身
思
う
よ
う
な

活
動
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
単
一
山
岳
会
で
の
遠
征
で

あ
り
、
た
て
割
り
の
構
成
の
利
点
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

最
後
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
の
道
路
事
情
は
非
常
に
悪
く
、
一
雨
ふ
れ

ば
土
砂
崩
れ
で
交
通
止
め
に
な
り
、
開
通
の
見
通
し
の
た
た
な
い
こ
と
も

あ
り
、
思
わ
ぬ
時
間
を
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
文
責
・
島
方
健
次
）

人
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
一
九
七
八
年
昭
和
山
岳
会
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊

活
動
期
間
一
九
七
八
年
五
月
’
八
月

目
的
ハ
ラ
モ
シ
ュ
北
壁
・
北
西
支
稜
か
ら
の
登
頂

隊
の
構
成
隊
長
Ⅱ
島
方
健
次
（
鋤
）
、
副
隊
長
Ⅱ
磯
野
澄
也
分
）
、
登

肇
リ
ー
ダ
ー
Ⅱ
長
谷
川
信
（
幻
）
、
渉
外
Ⅱ
小
野
寺
斉
（
”
）
、

食
糧
Ⅱ
佐
々
木
正
人
（
”
）
、
会
計
Ⅱ
錦
織
良
（
”
）
、
写
真

Ⅱ
内
田
裕
司
（
麹
）
、
装
備
Ⅱ
大
谷
雅
行
（
”
）
、
医
師
Ⅱ
藤

井
裕
介
（
恥
）
、
Ｌ
Ｏ
Ⅱ
ア
ー
ム
ド
・
フ
ァ
イ
ァ
ー
ズ
・
カ

ー
ン
（
型
）

行
動
概
要
五
月
一
日
先
発
隊
日
本
発
。
五
月
五
日
本
隊
日
本
発
。
五

月
十
日
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
。
五
月
十
四
日
ス
ヵ
ル
ド
着
。

五
月
十
七
日
サ
シ
着
。
五
月
十
九
日
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。

五
月
二
十
日
イ
ス
ケ
レ
着
。
仮
Ｂ
Ｃ
建
設
。
五
月
二
十
二

日
偵
察
開
始
。
六
月
一
日
Ｂ
Ｃ
建
設
。
六
月
四
日
Ｃ
１
建

設
。
六
月
十
六
日
Ｃ
２
建
設
。
六
月
二
十
二
日
Ｃ
３
建

設
。
六
月
二
十
七
日
Ｃ
４
建
設
。
七
月
十
五
日
Ｃ
５
建

設
。
七
月
十
七
日
Ｃ
６
建
設
。
七
月
二
十
日
Ｃ
７
建
設
。

七
月
二
十
二
日
島
方
、
磯
野
、
錦
織
ハ
ラ
モ
シ
ュ
登
頂
。

七
月
三
十
一
日
Ｂ
Ｃ
集
結
。
八
月
十
二
日
キ
ャ
ラ
バ
ン
開

始
。
八
月
十
四
日
サ
シ
着
。
八
月
十
八
日
ス
カ
ル
ド
着
。

八
月
二
十
四
日
ピ
ン
デ
ィ
着
。
八
月
二
十
八
日
デ
ブ
リ
ー

フ
イ
ン
ゲ
〆
。
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第
三
キ
ャ
ン
プ
（
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
の
テ
ン
ト
が
半
分
ほ
ど
燃
え

て
し
ま
い
、
安
藤
隊
員
が
顔
面
に
大
火
傷
を
お
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う

緊
急
連
絡
が
第
一
キ
ャ
ン
プ
（
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
入
っ
た
の
は
八

月
二
十
一
日
の
夕
方
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
の
一
人
が
、
ガ
ス
コ
ン

ロ
の
ボ
ン
ベ
を
新
し
い
も
の
に
交
換
し
よ
う
と
し
て
操
作
を
誤
ま
り
、
ボ

ン
ベ
か
ら
も
れ
出
た
ガ
ス
に
、
す
で
に
点
火
し
て
い
た
も
う
一
台
の
ガ
ス

コ
ン
ロ
の
火
が
引
火
し
て
爆
発
的
に
燃
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

明
日
、
頂
上
へ
ア
タ
ッ
ク
を
試
み
る
計
画
は
一
時
延
期
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
…
：
、
安
藤
隊
員
を
ど
う
し
て
下
の
キ
ャ
ン
プ
へ
収
容

し
よ
う
か
、
い
や
そ
れ
よ
り
も
と
り
あ
え
ず
第
三
キ
ャ
ン
プ
の
四
人
に
ど

の
よ
う
に
し
て
今
夜
を
過
さ
せ
る
か
。
…
．
．
。

し
か
し
、
名
案
は
な
か
っ
た
。
と
に
か
く
あ
り
あ
わ
せ
の
装
備
で
何
と

か
今
夜
を
持
ち
こ
た
え
て
く
れ
と
飯
村
隊
員
に
た
の
ん
で
、
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
の
交
信
を
打
切
っ
た
。

ヌ
ン
西
稜
（
一
九
七
八
年
）

こ
の
テ
ン
ト
が
焼
失
し
た
と
い
う
連
絡
を
聞
い
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
そ

れ
ほ
ど
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
も
う
一
つ
の
こ
と
も
、
急
に
心
配
に
な
っ

て
き
た
。
今
朝
、
第
三
キ
ャ
ン
プ
を
出
発
し
て
第
四
キ
ャ
ン
プ
（
六
二
○

○
メ
ー
ト
ル
）
に
入
っ
た
は
ず
の
東
隊
員
以
下
２
名
か
ら
の
連
絡
が
杜
絶

え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
故
障
だ
ろ
う
と
は
思
う
の
だ

が
、
悪
い
こ
と
は
重
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
心
配
で
な
ら
な
か
っ
た
。

＊

ヌ
ン
・
ク
ン
山
塊
は
、
土
地
の
言
葉
で
セ
ー
ル
・
メ
ー
ル
と
も
呼
ば

れ
、
「
塩
の
岩
、
水
晶
の
柳
」
の
意
だ
と
い
う
。
ま
た
「
ス
ル
の
王
様
」

と
い
う
意
味
も
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
イ
ン
ド
・
カ
シ
ミ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
盟
主
で
あ
る
。

カ
シ
ミ
ー
ル
州
の
湖
と
森
の
街
、
ス
リ
ナ
ガ
ー
ル
か
ら
、
砂
と
石
こ
ろ

ば
か
り
の
ラ
ダ
ッ
ク
の
街
、
レ
ー
ヘ
む
か
う
自
動
車
道
路
の
ほ
ぼ
中
間
の

地
点
に
あ
る
、
カ
ル
ギ
ル
の
街
か
ら
南
へ
分
れ
、
ス
ル
川
沿
い
の
道
を
さ

沖

允
人
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ヌ ン西稜

か
の
ぽ
っ
て
行
く
。
道
の
両
側
は
赤
茶
け
た
岩
山
ば
か
り
で
、
樹
木
は
と

い
え
ば
、
川
沿
い
に
少
し
ば
か
り
植
林
さ
れ
た
柳
が
、
う
す
み
ど
り
の
細

い
葉
を
力
弱
く
風
に
な
び
か
せ
て
い
る
の
を
見
掛
け
ら
れ
る
く
ら
い
で
あ

る
。

カ
ル
ギ
ル
か
ら
こ
の
よ
う
な
風
景
の
中
を
約
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

走
る
と
、
数
軒
の
民
家
が
点
在
し
て
い
る
メ
ー
タ
の
村
に
着
く
。
通
常
な

ら
、
カ
ル
ギ
ル
か
ら
こ
の
村
を
通
過
し
て
、
ヌ
ン
山
麓
の
タ
ン
ゴ
ー
ル
の

村
ま
で
は
ト
ラ
ッ
ク
で
入
れ
る
の
だ
が
、
私
た
ち
が
ヌ
ン
ヘ
む
か
っ
た
年

の
夏
に
は
、
季
節
外
れ
の
豪
雨
が
あ
り
、
士
砂
が
山
か
ら
崩
れ
出
し
た
た

め
、
カ
ル
ギ
ル
か
ら
少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
で
不
通
に
な
っ
て
い
た
。
小
川

登
筆
隊
長
の
率
い
る
本
隊
の
隊
員
八
名
と
シ
ェ
ル
パ
二
名
は
、
不
通
個
所

の
両
側
で
う
ま
く
ト
ラ
ッ
ク
を
掴
ま
え
て
乗
り
替
え
を
し
、
一
足
先
に
タ

ン
ゴ
ー
ル
の
村
に
到
着
し
て
い
た
。
私
と
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の
二

人
は
登
山
手
続
の
た
め
に
入
山
が
お
く
れ
、
本
隊
を
追
っ
た
が
、
そ
の
時

は
都
合
の
よ
い
ト
ラ
ッ
ク
の
便
は
な
く
、
や
む
な
く
馬
で
タ
ン
ゴ
ー
ル
ヘ

む
か
っ
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
途
中
、
日
が
暮
れ
て
し
ま
い
、
メ

ー
タ
の
村
で
一
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

次
の
朝
、
暗
い
う
ち
か
ら
起
き
て
待
っ
て
い
た
が
、
肝
腎
の
馬
が
一
向

に
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
お
茶
を
の
み
な
が
ら
な
か
な
か
腰
を
上
げ
る
気

配
の
な
い
馬
方
を
せ
か
せ
る
と
、
つ
な
い
で
い
た
馬
が
、
山
の
上
方
へ
逃

げ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
、
村
の
人
に
つ
れ
に
い
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と

い
う
の
ん
び
り
し
た
返
事
だ
っ
た
。

い
ら
い
ら
す
る
気
持
を
お
さ
え
な
が
ら
、
外
に
出
て
み
る
と
、
思
わ
ぬ

大
き
さ
で
ヌ
ン
の
純
白
の
姿
が
目
の
前
に
あ
っ
た
。
左
右
に
肩
を
張
り
、

雪
を
び
っ
し
り
と
つ
け
た
ヌ
ン
は
、
と
れ
た
て
の
「
塩
」
を
思
わ
せ
る
。

ま
さ
に
ヌ
ン
は
氷
の
水
晶
と
塩
の
山
で
あ
る
。
左
側
に
は
、
少
し
傾
い
た

よ
う
な
西
壁
の
一
部
と
、
そ
れ
に
続
く
東
へ
の
び
た
雪
の
東
稜
で
特
徴
的

な
、
三
角
定
規
を
ふ
せ
た
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
ク
ン
が
続
い
て
い
る
。

一
九
七
四
年
の
秋
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ヌ
ン
の
北
面
に
接
近
し
た

と
き
（
文
献
山
参
照
）
の
感
激
が
、
再
び
胸
の
底
か
ら
わ
き
あ
が
る
よ
う

な
気
持
で
あ
る
。
あ
の
と
き
一
緒
だ
っ
た
小
川
が
今
回
も
参
加
し
て
く
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
七
五
年
に
は
、
前
年
の
偵
察
を
も
と
に
、
西
郡

光
昭
を
隊
長
と
す
る
私
た
ち
の
仲
間
が
ヌ
ン
の
北
稜
を
試
み
、
頂
上
近
く

の
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
（
文
献
②
参
照
）
。
今
回
の
私
た
ち
の

隊
は
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
も
と
に
三
度
目
の
ヌ
ン
の
登
山
に
や
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
全
期
間
を
一
ヵ
月
以
内
と
し
、
山
に
入
っ
て
い
る
期
間
も
約

三
週
間
に
お
さ
え
て
、
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
に
登
っ
て
み
よ
う
と
い
う

計
画
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
、
パ
ミ
ー
ル
の
レ
ー
ニ
ン
峰
を
約
一
カ
月
間

で
登
頂
し
た
仲
間
の
経
験
と
研
究
（
文
献
③
参
照
）
も
あ
っ
て
、
成
算
は
充

分
に
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
は
適
当
な
山
を
さ
が
し
出
す
の
が
第
一
の
仕

事
で
あ
っ
た
。
ア
プ
ロ
ー
チ
が
短
か
く
、
ポ
ー
タ
ー
も
得
や
す
く
、
登
山

の
ル
ー
ト
も
そ
う
難
し
く
な
く
、
で
き
れ
ば
日
本
人
の
登
っ
て
い
な
い
七

○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
と
い
う
と
、
そ
ん
な
に
数
は
多
く
な
く
、
い
ろ
い
ろ

と
検
討
し
た
結
果
、
こ
の
ヌ
ン
と
ガ
ル
ワ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ト
リ
ス
ル
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（
七
一
二
○
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
の
数
座
が
候
補
と
な
っ
た
。
こ
の
中
で
、

私
自
身
の
好
み
と
こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
か
ら
、
ヌ
ン
を
対
象
と
す
る

こ
と
に
決
め
た
。
な
お
、
ヌ
ン
の
登
山
の
す
ぐ
あ
と
、
一
九
七
八
年
の
九

月
に
ト
リ
ス
ル
も
私
た
ち
の
仲
間
の
隊
が
同
じ
よ
う
な
方
法
で
登
頂
し
た

（
文
献
側
参
照
）
。

＊

タ
ン
ゴ
ー
ル
の
村
か
ら
北
側
の
急
斜
面
を
登
り
、
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
氷
河

か
ら
流
れ
出
る
川
の
左
岸
に
、
八
月
八
日
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
（
四
一
○

○
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
し
た
。
日
本
を
出
発
し
て
か
ら
五
日
目
で
あ
る
。

セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
氷
河
を
つ
め
、
途
中
か
ら
支
氷
河
を
右
岸
へ
渡
っ
て
東

へ
折
れ
、
遠
く
か
ら
も
見
え
て
い
る
屋
根
の
形
を
し
た
岩
山
の
下
へ
出
、

第
一
キ
ャ
ン
プ
（
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
設
営
す
る
。
そ
の
す
ぐ
右
上

に
高
差
約
四
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
あ
る
。
写
真
か
ら
想

像
し
て
い
た
よ
り
も
急
傾
斜
で
あ
り
、
両
側
が
と
き
ど
き
崩
れ
て
無
気
味

で
あ
る
。
少
し
不
安
で
あ
っ
た
が
、
短
期
間
の
入
山
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
思
い
切
っ
て
こ
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
真
中
の
一
番
安
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
ほ
と
ん
ど
真
直
ぐ
に
上
部
へ
抜
け
る
こ
と
に
す
る
。
ル
ー
ト
エ

作
を
し
、
約
四
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
固
定
し
た
後
で
も
、
核
心
部

を
抜
け
る
の
に
は
約
一
時
間
が
か
り
、
ク
レ
バ
ス
も
多
く
て
大
変
気
を
使

う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
こ
を
登
り
き
る
と
、
ス
ノ
ー
プ
ラ
ト
ー
と
名
付
け
た
大
雪
原
へ
出

る
。
正
面
の
そ
ぎ
お
と
し
た
よ
う
な
北
壁
の
上
の
、
首
を
ね
じ
ま
げ
て
見

art7

Ｎ
Ｉ
ｌ
ｌ
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ヌ ン西稜

る
位
置
に
ヌ
ン
の
頂
上
が
あ
る
。
私
た
ち
が
ル
ー
ト
に
し
た
西
稜
へ
の
取

付
点
は
、
こ
の
ス
ノ
ー
プ
ラ
ト
ー
を
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
む
こ
う
側
に

横
断
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
う
ね
う
ね
と
続
く
こ
の
ス
ノ
ー
プ
ラ
ト
ー
の

ト
ラ
バ
ー
ス
は
、
雪
に
足
を
と
ら
れ
、
天
気
の
よ
い
日
は
焼
け
る
よ
う
に

暑
く
、
悪
天
の
日
は
リ
ン
グ
ワ
ン
デ
ル
ン
グ
の
危
険
の
あ
る
、
ま
さ
に
忍

耐
力
養
成
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。

八
月
十
一
日
、
西
稜
末
端
に
ド
ー
ム
型
の
テ
ン
ト
を
二
張
は
っ
た
。
前

進
基
地
と
な
っ
た
第
二
キ
ャ
ン
プ
（
五
三
四
○
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
こ

こ
に
、
約
二
週
間
分
の
食
料
と
上
部
キ
ャ
ン
プ
の
資
材
が
集
結
さ
れ
た
。

こ
こ
か
ら
、
ル
ー
ト
は
西
稜
を
忠
実
に
た
ど
り
、
急
傾
斜
の
ガ
ラ
場
と

氷
の
斜
面
を
経
て
「
カ
ニ
ノ
ハ
サ
ミ
」
と
名
付
け
た
岩
峰
の
上
に
出
る
。

そ
こ
が
第
三
キ
ャ
ン
プ
地
点
で
あ
る
。
こ
の
間
約
千
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ

を
固
定
し
た
。
そ
こ
か
ら
い
っ
た
ん
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
下
り
、
ク
レ
バ

ス
帯
を
ぬ
う
よ
う
に
通
過
し
、
さ
ら
に
上
部
の
雪
稜
に
ル
ー
ト
を
開
き
、

ち
ょ
っ
と
し
た
台
地
に
最
終
キ
ャ
ン
プ
の
第
四
キ
ャ
ン
プ
（
六
二
○
○
メ

ー
ト
ル
）
を
建
設
し
た
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
設
置
し
て
か
ら
十
五
日

目
で
あ
る
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
な
ら
、
隊
員
は
こ
こ
で

い
っ
た
ん
高
度
を
さ
げ
、
少
し
休
養
し
た
後
、
頂
上
ア
タ
ッ
ク
に
む
か
う

と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
私
た
ち
は
、
隊
員
の
順
化
の
程
度
、
体
力
と
気

力
、
そ
し
て
天
候
の
推
移
な
ど
を
慎
重
に
考
慮
し
た
後
、
思
い
き
っ
て
頂

上
へ
む
か
う
こ
と
に
し
た
。

第
一
次
登
頂
隊
が
第
四
キ
ャ
ン
プ
か
ら
頂
上
へ
む
か
う
と
と
も
に
、
第

三
キ
ャ
ン
プ
の
第
二
次
登
頂
隊
も
頂
上
へ
む
か
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
第

一
キ
ャ
ン
プ
か
ら
第
二
キ
ャ
ン
プ
、
第
三
キ
ャ
ン
プ
と
サ
ポ
ー
ト
隊
が
動

く
。
登
頂
隊
は
、
頂
上
に
立
っ
た
後
は
第
二
キ
ャ
ン
プ
へ
強
行
下
山
す

る
、
と
い
う
作
戦
を
立
て
た
。
そ
し
て
、
続
い
て
第
三
次
頂
上
ア
タ
ッ
ク

隊
を
出
し
、
全
員
登
頂
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
あ
と
三
日
な
い
し
四

日
で
、
ヌ
ン
登
山
は
成
功
裡
に
終
る
と
い
う
明
か
る
い
希
望
が
、
各
キ
ャ

ン
プ
に
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

そ
の
前
夜
、
第
三
キ
ャ
ン
プ
が
火
事
だ
と
い
う
連
絡
で
あ
る
。
不
安
と

無
念
さ
で
息
が
つ
ま
り
そ
う
で
あ
っ
た
。

第
一
キ
ャ
ン
プ
の
す
ぐ
う
し
ろ
の
岩
壁
か
ら
落
ち
て
く
る
落
石
の
音
を

聞
き
な
が
ら
考
え
込
ん
だ
り
、
う
と
う
と
し
て
い
る
う
ち
に
八
月
二
十
二

日
の
朝
が
近
づ
い
て
き
た
。
小
川
登
華
隊
長
と
八
嶋
隊
員
を
起
こ
し
、
急

い
で
第
二
キ
ャ
ン
プ
へ
む
か
わ
せ
る
。

小
川
が
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
核
心
部
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、
上
部
に

ラ
テ
ル
ネ
の
灯
が
ち
ら
り
と
見
え
た
。
人
間
だ
！

ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
、
こ
ん
な
時
間
に
い
っ
た
い
誰
が
お
り
て
く
る
の

だ
ろ
う
か
．
…
：
。
胸
は
重
苦
し
く
動
悸
を
打
ち
は
じ
め
た
。
ラ
テ
ル
ネ
の

灯
は
消
え
た
り
つ
い
た
り
し
な
が
ら
お
り
て
く
る
。
消
え
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
の
は
ク
レ
バ
ス
を
渡
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
下
か
ら
の
灯
り
も
上

っ
て
い
く
。
第
四
キ
ャ
ン
プ
に
何
か
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
…
。
：
。

や
が
て
三
つ
の
灯
は
一
つ
に
な
っ
た
。
突
然
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が
鳴
っ

た
。
下
っ
て
き
た
の
は
安
藤
隊
員
一
人
だ
と
い
う
。
顔
と
手
に
ひ
ど
い
火
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傷
を
負
っ
て
い
る
が
、
何
と
か
気
力
で
下
山
し
て
き
た
の
だ
。
ア
タ
ッ
ク

隊
の
ブ
レ
ー
キ
に
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
、
命
が
け
で
下
っ
て
き
た
の
だ
ろ

う
。
第
三
キ
ャ
ン
プ
で
さ
え
も
酒
を
相
手
に
過
す
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
静
か
な
男
だ
っ
た
が
、
隊
の
こ
と
を
ま
ず
先
に
考
え
る
芯
の
と
お

っ
た
と
こ
ろ
を
見
せ
て
く
れ
た
。

第
一
キ
ャ
ン
プ
に
収
容
し
、
火
傷
の
手
当
を
し
、
抗
生
物
質
を
飲
ま
せ

て
安
静
に
さ
せ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
お
昼
近
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
上
部
の
隊
員
か
ら
は
何
の
連
絡
も
入
ら
な
い
。

一
九
五
三
年
の
ク
ロ
ー
ド
・
コ
ー
ガ
ン
女
史
ら
の
フ
ラ
ン
ス
隊
に
よ
る

ヌ
ン
の
初
登
頂
の
と
き
は
、
私
た
ち
と
同
じ
西
稜
が
ル
ー
ト
に
と
ら
れ

た
。
頂
上
ア
タ
ッ
ク
の
と
き
、
広
い
雪
面
が
崩
れ
て
九
死
に
一
生
を
得
て

い
る
。
一
九
七
五
年
の
隊
も
第
二
キ
ャ
ン
プ
で
雪
崩
に
あ
っ
て
い
る
。

不
安
な
時
間
と
の
戦
い
も
、
飯
村
隊
員
か
ら
の
連
絡
で
終
り
を
つ
げ

た
。
十
三
時
三
十
分
、
飯
村
、
寺
本
、
ナ
ワ
ン
の
第
二
次
登
頂
隊
は
ヌ
ン

に
登
頂
し
た
と
い
う
連
絡
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
東
、
高
橋
、
ニ
マ
の
第

一
次
ア
タ
ッ
ク
隊
も
十
二
時
に
登
頂
し
、
先
刻
、
す
れ
ち
が
い
に
下
山
し

て
い
っ
た
の
に
出
会
っ
た
と
い
う
。
第
二
次
登
頂
隊
は
、
第
三
キ
ャ
ン
プ

か
ら
頂
上
ま
で
の
標
高
差
千
メ
ー
ト
ル
余
り
を
約
九
時
間
で
登
り
切
っ
た

訳
で
あ
る
。
第
一
次
、
第
二
次
登
頂
隊
と
も
、
夜
お
そ
く
な
っ
た
が
そ
の

日
は
予
定
通
り
第
二
キ
ャ
ン
プ
に
下
山
し
た
。
登
頂
の
報
は
第
一
、
第
二

キ
ャ
ン
プ
へ
同
時
に
入
っ
た
。
第
一
キ
ャ
ン
プ
の
テ
ン
ト
の
中
で
安
藤
隊

員
も
だ
ま
っ
て
こ
の
報
を
聞
い
て
い
た
。

八
月
二
十
二
日
、
四
時
三
十
分
起
床
。
六
時
出
発
。
昨
日
、
第
四
キ

ャ
ン
プ
に
入
っ
た
と
き
は
一
面
ガ
ス
が
か
か
っ
て
、
ル
ー
ト
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
は
登
ろ
う
と
す
る
ル
ー
ト
が
明
瞭
に

見
出
せ
る
。
三
人
で
、
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
、
南
壁
の
方
を
め
ざ
し
、
斜
め

上
に
グ
ン
グ
ン
高
度
を
稼
ぐ
。
二
十
日
と
二
十
一
日
の
降
雪
は
く
る
ぶ

し
ま
で
あ
る
が
、
体
調
は
ベ
ス
ト
だ
。
絶
対
に
登
り
き
る
ぞ
、
と
何
度

も
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
。
寒
気
も
昨
日
よ
り
は
一
段
と
き
び
し
い
。

セ
ラ
ッ
ク
帯
の
端
の
小
さ
な
雪
壁
に
少
々
手
こ
ず
る
。
ダ
ブ
ル
ア
ッ

ク
ス
で
抜
け
、
小
さ
い
雪
の
プ
ラ
ト
ー
に
出
る
。
九
時
三
十
分
。
高
度

六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
小
休
止
。
行
動
食
を
つ
ま
み
、
写
真
を

と
り
、
上
部
の
雪
壁
に
目
を
走
ら
せ
る
。
斜
度
は
五
十
’
六
十
度
。
所

に
よ
っ
て
は
七
十
度
は
あ
り
そ
う
だ
。
雪
の
プ
ラ
ト
ー
を
斜
上
気
味
に

登
り
、
さ
ら
に
、
頂
上
岩
稜
沿
い
に
ほ
ぼ
ダ
イ
レ
ク
ト
に
登
る
こ
と
に

す
る
。
堅
雪
の
壁
の
上
に
新
雪
が
付
着
し
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
岩
も
露

出
し
て
い
る
。
昨
晩
の
寒
気
で
雪
面
が
ク
ラ
ス
ト
し
て
い
る
の
で
、
雪

崩
の
心
配
は
な
さ
そ
う
だ
。
ビ
レ
ー
は
ピ
ッ
ケ
ル
一
本
、
そ
れ
と
十
二

本
爪
ア
イ
ゼ
ン
の
出
歯
四
本
の
確
保
な
の
で
登
肇
は
気
が
抜
け
な
い
。

た
だ
、
一
歩
一
歩
確
実
に
ス
テ
ッ
プ
を
印
す
だ
け
で
あ
る
。
ニ
マ
も
懸

命
に
長
い
ア
イ
ス
バ
イ
ル
を
振
っ
て
ス
テ
ッ
プ
を
き
ざ
む
。
口
数
は
少

な
い
が
良
い
奴
だ
。

以
下
は
高
橋
隊
員
の
登
頂
記
で
あ
る
。
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ヌン西稜

八
月
二
十
五
日
、
第
一
キ
ャ
ン
プ
か
ら
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
通
過

し
、
タ
ン
ゴ
ー
ル
の
村
へ
お
り
る
。
運
よ
く
掴
ま
え
た
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ

て
、
そ
の
日
の
夜
に
は
カ
ル
ギ
ル
の
ゾ
ー
ジ
・
ラ
・
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ
ド
に

横
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
翌
日
、
ス
リ
ナ
ガ
ー
ル
ヘ
帰
着
し
た
。
ス
リ

ナ
ガ
ー
ル
を
出
発
し
て
か
ら
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
以
上
で
過
し
た
十
七

日
間
を
含
み
、
全
日
程
は
僅
か
二
十
一
日
間
で
あ
っ
た
。

ス
リ
ナ
ガ
ー
ル
の
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ
ー
・
ホ
テ
ル
の
庭
に
は
、
リ
ン
ゴ

の
大
木
が
あ
っ
て
、
夏
の
終
り
を
つ
げ
る
風
に
濃
い
緑
の
葉
が
そ
よ
い
で

い
た
。

人
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
一
九
七
八
年
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
カ
シ
ミ
ー
ル
登
山
隊

活
動
期
間
一
九
七
八
年
八
月
四
日
’
九
月
三
日

約
三
時
間
の
苦
闘
の
末
、
西
稜
に
抜
け
出
る
。
高
度
約
六
七
五
○
メ

ー
ト
ル
で
あ
る
。
た
い
し
た
疲
労
を
覚
え
な
い
の
は
気
が
張
っ
て
い
る

た
め
だ
。
ま
た
は
昨
日
食
べ
た
餅
の
せ
い
か
。
こ
れ
が
本
当
の
力
餅

だ
。
頂
上
は
も
う
目
の
前
だ
。
頂
上
直
下
の
西
稜
は
、
フ
カ
フ
カ
の
雪

の
や
せ
屋
根
で
、
膝
頭
ま
で
も
ぐ
る
。
最
後
の
ひ
と
あ
が
き
を
し
、
十

二
時
○
○
分
、
遂
に
ヌ
ン
の
絶
頂
に
立
っ
た
。

「
コ
ン
グ
ラ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
！
」
ニ
マ
が
祝
福
し
て
く
れ
る
。
感

激
の
握
手
。

目
的
ヌ
ン
（
七
一
三
○
メ
ー
ト
ル
）
の
短
期
間
登
頂

隊
の
構
成
隊
長
Ⅱ
沖
允
人
（
媚
）
、
登
肇
隊
長
Ⅱ
小
川
務
（
詔
）
、
会

計
Ⅱ
鈴
木
正
規
（
灯
）
、
装
備
Ⅱ
安
藤
忠
夫
（
弘
）
、
先

発
Ⅱ
飯
村
富
彦
（
認
）
、
輸
送
Ⅱ
高
橋
太
一
郎
（
鋤
）
、
食

料
Ⅱ
東
英
樹
（
羽
）
、
食
料
Ⅱ
八
嶋
寛
（
”
）
、
装
備
Ⅱ
寺

本
政
幸
（
”
）
、
Ｌ
Ｏ
Ⅱ
フ
ァ
リ
ッ
ド
・
ハ
ツ
サ
ン
・
カ

シ
ミ
ー
リ
（
鋤
）
、
シ
ェ
ル
パ
Ⅱ
ニ
マ
・
ノ
ル
ブ
（
幻
）
、

ナ
ワ
ン
・
ト
ン
ダ
ッ
プ
（
恥
）

行
動
。
：
…
八
月
五
日
ス
リ
ナ
ガ
ル
着
。
八
月
八
日
タ
ン
ゴ
ー
ル
着
。

八
月
九
日
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
川
Ｂ
Ｃ
（
四
一
○
○
メ
ー
ト
ル
）

着
。
八
月
十
日
Ｃ
１
建
設
（
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
八

月
十
一
日
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
突
破
し
、
Ｃ
２
建
設
（
五

三
四
○
メ
ー
ト
ル
）
。
八
月
十
六
日
西
稜
上
に
Ｃ
３
建
設

（
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
八
月
二
十
一
日
上
部
雪
稜
に
Ｃ

４
建
設
（
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
八
月
二
十
二
日
飯
村
、

東
、
高
橋
、
寺
本
、
ニ
マ
、
ナ
ワ
ン
、
ヌ
ン
登
頂
。
八
月

二
十
三
日
小
川
、
鈴
木
、
八
嶋
、
高
橋
、
Ｄ
“
峰
（
五
八

一
四
メ
ー
ト
ル
）
に
登
頂
。
八
月
二
十
五
日
Ｂ
Ｃ
撤
収
。

八
月
二
十
六
日
ス
リ
ナ
ガ
ー
ル
着
。

報
告
書
『
カ
シ
ミ
ー
ル
・
ヌ
ン
登
頂
帰
国
報
告
書
』
日
本
ヒ
マ

ラ
ヤ
協
会
（
一
九
七
八
年
十
月
十
四
日
刊
）

「
ヌ
ン
峰
・
ス
ピ
ー
ド
登
山
」
『
岳
人
』
第
三
七
七
号
（
一
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文
献
仰
「
ヌ
ン
・
ク
ン
北
面
偵
察
」
『
岩
と
雪
』
第
四
十
一
号
（
一
九
七

五
年
二
月
）

②
『
カ
シ
ミ
ー
ル
の
盟
主
ヌ
ン
・
七
一
三
五
ｍ
』
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ

九
七
八
年
十
一
月
）

協
会
（
一
九
七
八
年
四
月
一
日
刊
）

③
『
パ
ミ
ー
ル
の
山
と
草
原
』
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
（
一
九
七
七
年

十
二
月
二
十
日
刊
）

㈲
『
ト
リ
ス
ル
ニ
十
八
日
間
・
一
九
七
八
日
宛
扇
ご
Ｆ
己
七
二
一

○
』
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
（
一
九
七
八
年
二
月
二
十
五
日
刊
）
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ヌ ン束稜

明
治
学
院
大
学
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
登

山
隊
は
、
未
踏
の
東
稜
よ
り
ヌ
ン
登
頂
を
め
ざ
し
、
東
稜
か
ら
の
初
登
頂

を
果
た
し
た
。
以
下
は
そ
の
記
録
で
あ
る
。

ヌ
ン
は
、
山
容
の
秀
麗
な
こ
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
古
く
か
ら
多
く
の
探

検
家
や
登
山
家
を
魅
了
し
て
き
た
。
一
九
五
三
年
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ピ
ェ

ー
ル
の
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
隊
に
よ
っ
て
、
西
稜
か
ら
の
初
登
頂
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
一
九
七
六
年
に
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
隊
が
北
稜
か
ら
の
初

登
頂
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
私
た
ち
は
新
た
な
る
課
題
、
東
稜
を
め
ざ
し

た
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
に
至
る
道

九
月
十
七
日
早
朝
、
コ
ー
ラ
ン
の
読
経
が
家
々
の
蔓
を
包
み
、
停
車
場

は
じ
め
に

ヌ
ン
東
稜
（
一
九
七
八
年
）

で
は
粗
末
な
着
衣
の
ク
ー
リ
ー
た
ち
が
、
生
活
の
糧
の
荷
物
を
う
ば
い
あ

っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
喧
喋
の
街
、
水
と
緑
の
都
ス
リ
ナ
ガ
ー
ル
を
出

発
し
た
。
隊
荷
を
カ
シ
ミ
ー
ル
州
政
府
の
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、

隊
員
た
ち
は
二
台
の
ジ
ー
プ
に
分
乗
し
た
。
ゾ
ー
ジ
・
ラ
を
越
え
る
と
周

囲
の
様
相
は
一
変
し
、
ド
ラ
ス
を
過
ぎ
る
と
乾
燥
地
帯
が
始
ま
っ
た
。
イ

ン
ダ
ス
河
に
ス
ル
川
が
そ
そ
ぎ
入
る
バ
ル
テ
ィ
の
街
カ
ル
ギ
ル
、
こ
こ
か

ら
レ
ー
ヘ
の
道
と
別
れ
、
ス
ル
川
に
沿
っ
て
進
む
。
サ
ン
コ
ー
、
パ
ン
カ

ー
ル
と
途
次
の
村
々
は
、
折
か
ら
収
穫
期
で
人
々
が
あ
わ
た
だ
し
く
立
ち

働
い
て
い
る
。
背
中
い
つ
ぱ
い
に
草
を
背
負
っ
た
女
た
ち
が
、
路
傍
に
車

を
さ
け
る
。
家
畜
た
ち
の
冬
草
な
の
だ
。
荒
涼
と
し
た
土
地
を
縫
っ
て
い

〃
、
、
。

ヌ
ン
北
面
の
村
パ
ル
カ
チ
で
、
山
羊
の
買
い
入
れ
と
ポ
ー
タ
ー
の
契
約

を
終
え
た
の
ち
、
シ
ャ
フ
ト
氷
河
入
口
、
ス
ル
川
の
渡
渉
点
グ
ル
マ
ト
ン

ガ
に
降
り
立
っ
た
。
平
原
の
草
い
き
れ
が
秋
の
深
さ
を
物
語
る
。
晩
秋
の

伊
丹
紹
泰

（105）



T

art8(a)

N

l
』

1－

象
な
も

風
が
吹
き
渡
り
、
ス
ル
川
の
水
面
を
ざ
わ
め
き
た
て
る
。
「
四
季
」
の
秋

の
旋
律
を
思
い
お
こ
す
。
デ
リ
ー
を
出
発
し
て
か
ら
四
日
目
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

九
月
二
十
日
。
身
を
切
る
よ
う
な
冷
た
さ
の
ス
ル
川
の
浅
瀬
を
選
ん
で

ポ
ニ
ー
で
渡
渉
し
、
シ
ャ
フ
ト
氷
河
舌
端
の
モ
レ
ー
ン
上
に
隊
荷
を
移

動
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
す
る
。
シ
ャ
フ
ト
氷
河
の
源
頭
に
未
踏

の
Ｚ
１
を
望
見
す
る
。
偵
察
行
の
の
ち
、
荒
れ
た
単
調
な
モ
レ
ー
ン
の
中

に
ル
ー
ト
を
見
い
出
し
、
九
月
二
十
二
日
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
建
設
す
る
。
風
邪
を

ひ
い
た
松
葉
、
ナ
ム
ギ
ャ
ル
を
し
ば
ら
く
休
養
さ
せ
、
他
の
隊
員
で
高
度

順
化
を
兼
ね
て
荷
上
げ
を
開
始
し
た
。
隊
員
を
Ａ
（
伊
丹
、
ダ
ラ
ム
チ
ャ

ン
ド
、
グ
プ
ド
ラ
ム
）
、
Ｂ
（
永
川
、
村
松
、
ル
ブ
ド
ラ
ム
）
、
Ｃ
（
高

橋
、
斉
藤
、
タ
ラ
チ
ャ
ン
ド
）
、
Ｄ
（
小
堀
、
松
葉
、
ナ
ム
ギ
ャ
ル
）
に

分
け
、
登
肇
活
動
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
。
全
隊
員
に
は
全
員
登
頂
を
目

標
と
し
、
頂
上
へ
の
入
一
番
強
い
意
志
の
保
持
と
、
隊
へ
の
献
身
、
没
我

の
精
神
を
要
求
し
た
。

比
較
的
順
化
の
早
い
伊
丹
隊
は
、
最
初
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
入
り
し
、
流
水
が
得

ら
れ
、
雪
原
が
始
ま
る
地
点
を
Ｃ
１
（
四
九
二
五
メ
ー
ト
ル
）
と
し
た
。

Ｃ
１
か
ら
の
ル
ー
ト
は
、
ク
レ
バ
ス
の
危
険
を
除
い
て
は
技
術
的
に
困
難

な
個
所
も
な
く
、
机
上
の
計
画
よ
り
も
早
く
工
作
が
進
ん
で
い
っ
た
。
九

月
三
十
日
、
Ｃ
２
予
定
地
を
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ニ
ー
ド
ル
と
ク
ン
を
結
ぶ
尾

根
か
ら
派
生
し
て
い
る
支
尾
根
上
に
定
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
へ
と
下
っ
た
。
十
月

一
日
、
全
員
が
Ａ
Ｂ
Ｃ
へ
集
結
し
、
今
後
の
登
肇
活
動
に
備
え
、
っ
か
の
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ス ン束稜

十
月
二
日
、
本
格
的
な
キ
ャ
ン
プ
作
り
が
始
ま
っ
た
。
天
候
も
幸
い

し
、
順
調
に
荷
上
げ
が
進
む
。
Ｃ
２
直
下
の
氷
壁
に
八
十
メ
ー
ト
ル
の
ロ

ー
プ
を
固
定
す
る
。
六
日
に
伊
丹
隊
、
七
日
に
永
川
隊
が
Ｃ
２
入
り
を
す

る
。
八
日
、
両
隊
に
よ
り
ホ
ワ
イ
ル
・
ニ
ー
ド
ル
か
ら
伸
び
る
尾
根
上
を

六
二
三
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
ル
ー
ト
エ
作
を
し
、
そ
こ
を
Ｃ
３
予
定
地
と
す

る
。
そ
し
て
ア
タ
ッ
ク
に
備
え
、
班
ご
と
に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
と
順
次
Ｂ

Ｃ
へ
休
養
に
下
る
。

十
二
日
、
再
び
Ｃ
３
を
占
拠
す
る
。
穂
高
に
逝
っ
た
大
島
、
羽
山
両
先

輩
、
鈴
木
の
写
真
が
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
ら
れ
て
高
橋
か
ら
届
け
ら
れ

る
。
翌
十
三
日
、
頂
上
へ
向
か
っ
て
ル
ー
ト
エ
作
を
開
始
し
、
寒
気
と
強

‐
風
の
中
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ニ
ー
ド
ル
（
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
経
由
し
、

デ
ィ
フ
ィ
カ
ル
ト
・
ビ
ッ
ト
の
コ
ル
ま
で
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を

固
定
す
る
。
コ
ル
か
ら
見
上
げ
る
と
、
岩
と
雪
の
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
が
挑
戦

的
に
立
ち
は
だ
か
り
、
わ
れ
わ
れ
を
威
圧
し
、
前
進
を
阻
止
し
て
い
た
。

十
四
日
、
朝
食
時
に
、
ダ
ラ
ム
チ
ャ
ン
ド
が
不
調
を
訴
え
る
。
グ
プ
ド

ラ
ム
も
カ
ン
チ
ェ
の
時
の
凍
傷
が
再
発
し
た
と
い
う
。
そ
の
日
は
グ
ラ
ム

の
調
子
を
診
る
た
め
休
養
と
す
る
。
下
部
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
営
々
と
荷

上
げ
が
続
く
。
十
五
日
、
食
欲
も
な
く
、
口
数
も
少
な
く
、
横
に
な
っ
て

い
る
グ
ラ
ム
を
下
ら
せ
る
こ
と
に
す
る
。
私
が
グ
ラ
ム
と
共
に
し
た
登
山

間
の
休
養
と
し
た
。

登
華
活
動

中
、
彼
は
弱
音
を
は
い
た
こ
と
も
、
不
調
を
訴
え
た
こ
と
も
か
つ
て
な
か

っ
た
。
Ｃ
２
ま
で
義
弟
の
グ
ブ
ド
ラ
ム
を
同
行
さ
せ
た
。

十
六
日
、
昨
日
Ｃ
３
入
り
し
た
永
川
隊
と
伊
丹
の
四
名
で
、
デ
ィ
フ
ィ

カ
ル
ト
・
ビ
ッ
ト
を
攻
撃
す
る
。
し
か
し
ピ
ー
ク
直
下
五
十
メ
ー
ト
ル
ま

で
固
定
ロ
ー
プ
が
張
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
悲
観
的
な
ル
ー
ト
の
状
況
に

加
え
て
、
相
馬
ド
ク
タ
ー
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｃ
用
主
食
の
米
が
残
り
少
な
く
な
っ

た
こ
と
と
、
リ
エ
ゾ
ン
の
パ
タ
ッ
ク
教
授
が
デ
リ
ー
へ
帰
り
た
が
っ
て
い

る
旨
の
報
告
が
入
る
。

十
七
日
、
元
気
な
高
橋
隊
と
永
川
隊
に
よ
り
、
再
度
デ
ィ
フ
ィ
カ
ル

ト
・
ビ
ッ
ト
に
い
ど
む
が
、
急
傾
斜
と
足
元
か
ら
く
ず
れ
る
不
安
定
な
雪

質
の
た
め
に
、
新
た
に
四
十
メ
ー
ト
ル
を
か
せ
い
だ
の
み
で
、
傷
心
の
お

も
も
ち
で
帰
幕
す
る
。

小
堀
隊
長
、
伊
丹
で
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
用
い
て
作
戦
会
議
を
開
く
。

東
稜
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
「
デ
ィ
フ
ィ
カ
ル
・
ビ
ッ
ト
を
忠
実
に
攻
撃
す

る
べ
き
だ
」
と
い
う
案
と
、
「
デ
ィ
フ
ィ
カ
ル
ト
・
ピ
ッ
ト
を
回
避
す
る

ト
ラ
バ
ー
ス
・
ル
ー
ト
（
パ
ル
カ
チ
側
あ
る
い
は
シ
ャ
フ
ト
側
）
を
と
っ

て
も
、
東
稜
は
東
稜
だ
」
と
い
う
二
案
に
別
れ
た
。
ホ
ワ
イ
ト
・
ニ
ー
ド

ル
を
越
え
て
の
時
間
的
な
損
失
を
な
く
す
た
め
、
現
在
の
Ｃ
３
を
デ
ィ
フ

ィ
カ
ル
ド
・
ビ
ッ
ト
の
コ
ル
（
六
五
○
三
メ
ー
ト
ル
）
へ
移
動
す
る
こ
と

に
す
る
。
ナ
ム
ギ
ャ
ル
、
グ
ラ
ム
が
病
気
で
倒
れ
、
グ
プ
ド
ラ
ム
、
ル
ブ

ド
ラ
ム
の
凍
傷
の
再
発
と
、
相
次
ぐ
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
の
故
障
に
士
気
の
低

下
は
否
め
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ン
プ
を
移
動
す
る
こ
と
は
、
デ
ィ
ブ
ィ
カ
ル
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ト
・
ビ
ッ
ト
と
頂
上
に
対
す
る
意
欲
の
集
中
、
隊
員
間
の
士
気
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

十
八
日
、
予
定
通
り
Ｃ
３
を
移
動
す
る
。
こ
の
時
点
で
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム

攻
撃
を
放
棄
す
る
。
温
度
計
は
毎
夕
六
時
、
マ
イ
ナ
ス
三
十
度
以
下
を
さ

す
よ
う
に
な
っ
た
。

十
九
日
、
疲
労
の
色
濃
い
永
川
、
村
松
を
Ｃ
２
へ
下
ら
せ
、
休
養
の
の

ち
登
頂
隊
の
収
容
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
に
す
る
。
風
雪
を
つ
い
て
、
伊

丹
、
高
橋
、
斉
藤
で
南
北
両
面
を
偵
察
す
る
。
こ
の
結
果
、
南
面
シ
ャ
フ

ト
氷
河
側
は
雪
は
深
い
が
、
ク
レ
バ
ス
帯
を
迂
回
し
て
デ
ィ
フ
ィ
カ
ル

ト
・
ピ
ッ
ト
の
部
分
を
避
け
て
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
の
ち
、
東
稜
に
直
上
可

能
と
判
断
す
る
。
夕
刻
、
雪
ま
み
れ
の
小
堀
隊
長
、
松
葉
が
Ｃ
３
に
入

る
。
私
は
咳
と
た
ん
に
悩
ま
さ
れ
、
仰
臥
し
て
睡
眠
が
と
れ
ず
、
こ
こ

二
、
三
日
間
す
わ
っ
た
ま
ま
で
寝
た
が
、
そ
れ
が
肺
水
腫
の
初
期
症
状
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た
。

二
十
日
、
猛
烈
に
寒
い
。
毎
夜
、
登
山
靴
は
寝
袋
に
入
れ
て
寝
る
の
だ

が
、
毎
朝
靴
を
あ
た
た
め
て
は
く
の
が
ひ
と
仕
事
だ
。
混
合
ガ
ス
の
出
も

悪
く
、
炊
事
に
時
間
を
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
私
の
役
目
は
今

日
が
最
後
だ
、
と
意
を
決
し
て
外
に
出
る
。
ク
ラ
ン
ポ
ン
等
、
登
肇
具
を

掘
り
出
す
。
凍
て
つ
い
た
雪
面
を
無
情
の
風
が
吹
き
抜
け
て
ゆ
く
。
明
後

日
二
十
二
日
か
ら
の
登
頂
を
推
し
進
め
る
た
め
に
、
南
面
の
ト
ラ
バ
ー

ス
・
ル
ー
ト
へ
で
き
る
限
り
固
定
ロ
ー
プ
を
張
る
こ
と
に
す
る
。
視
界
は

悪
く
、
そ
の
上
雪
は
胸
ま
で
も
ぐ
る
。
高
橋
他
の
登
頂
隊
員
た
ち
の
体
力
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ヌン東稜

十
月
二
十
一
日
、
私
の
下
る
べ
き
と
き
が
き
た
よ
う
だ
。
昨
夜
小
堀
隊

長
と
相
談
の
結
果
、
六
名
を
三
パ
ー
テ
ィ
に
分
け
、
Ｃ
３
よ
り
ビ
バ
ー
ク

を
積
極
的
に
用
い
て
ア
タ
ッ
ク
さ
せ
る
こ
と
に
決
定
す
る
。
同
じ
テ
ン
ト

を
温
存
さ
せ
る
た
め
に
、
私
が
終
日
ト
ッ
プ
に
出
る
。
身
体
は
鉛
の
よ
う

に
重
く
、
自
分
の
意
志
で
制
御
で
き
な
い
他
の
物
体
の
よ
う
だ
。
登
頂
の

成
否
は
Ｃ
班
高
橋
、
斉
藤
に
あ
る
と
私
自
身
は
考
え
て
い
る
の
に
、
こ
の

日
私
を
確
保
す
る
高
橋
の
体
調
が
非
常
に
悪
く
、
ト
レ
イ
ル
を
た
ど
る
の

が
や
っ
と
の
よ
う
だ
。
後
方
で
斉
藤
、
松
葉
が
ロ
ー
プ
を
く
り
出
す
の

が
、
ガ
ス
の
切
れ
間
に
垣
間
見
え
る
。
遅
々
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
ク
レ

バ
ス
を
避
け
な
が
ら
着
実
に
固
定
ロ
ー
プ
を
伸
ば
す
。
切
れ
飛
ぶ
ガ
ス
の

か
な
た
に
、
デ
ィ
フ
ィ
カ
ル
ト
・
ビ
ッ
ト
を
迂
回
し
終
え
た
こ
と
を
確
認

す
る
。
高
橋
を
呼
び
、
東
稜
へ
と
直
上
す
る
ル
ー
ト
を
打
ち
合
わ
せ
、
す

べ
て
を
託
す
。

「
こ
れ
で
終
っ
た
」

私
の
仕
事
は
終
っ
た
と
思
っ
た
。
カ
チ
ン
カ
チ
ン
に
凍
っ
た
固
定
ロ
ー

プ
に
導
び
か
れ
て
帰
途
に
つ
く
。
ピ
ッ
ケ
ル
を
持
つ
手
が
切
れ
る
よ
う
に

痛
い
。
ま
つ
げ
、
ま
ゆ
、
口
ひ
げ
、
鼻
毛
が
凍
り
、
冷
気
に
さ
ら
さ
れ
た

顔
面
は
ひ
き
つ
っ
た
よ
う
だ
。
夕
刻
六
時
、
頂
上
へ
の
見
通
し
も
た
ち
、

一
日
の
行
動
に
満
足
し
て
帰
幕
し
た
私
は
、
睡
眠
薬
を
服
用
し
て
眠
り
に

つ
い
た
。

登
頂
ま
で

の
高
橋
、
斉
藤
に
最
後
の
指
示
を
与
え
て
テ
ン
ト
の
外
に
出
る
。
小
堀
隊

長
、
松
葉
、
高
橋
、
斉
藤
と
握
手
を
す
る
。
涙
で
ゴ
ー
グ
ル
が
曇
る
。

自
分
で
固
定
し
た
ロ
ー
プ
に
導
び
か
れ
て
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ニ
ー
ド
ル
の

頂
稜
に
出
る
。
Ｃ
３
も
背
後
に
な
っ
た
。
張
り
出
し
た
雪
庇
の
か
な
た

に
、
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
、
カ
ラ
コ
ル
ム
の
山
並
が
傷
つ
い
た
私
を
な

ぐ
さ
め
て
く
れ
る
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
ヌ
ン
と
対
時
す
る
。
昨
日
、
胸

ま
で
も
ぐ
る
深
雪
と
苦
闘
し
て
得
た
到
達
点
を
確
認
す
る
。
自
分
の
行
為

に
対
す
る
満
足
感
と
、
頂
上
へ
背
を
向
け
て
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
い
悲
し
み

と
が
複
雑
に
錯
綜
す
る
。
登
頂
隊
員
が
た
ど
る
で
あ
ろ
う
東
稜
か
ら
頂
上

へ
の
、
予
期
さ
れ
る
ル
ー
ト
を
目
で
追
う
。
先
行
す
る
グ
ブ
ド
ラ
ム
が
心

配
そ
う
に
引
き
返
し
て
く
る
。
今
で
は
彼
の
頬
も
や
せ
こ
け
、
ひ
げ
も
伸

び
ほ
う
だ
い
で
、
若
き
日
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ブ
ー
ル
に
似
た
小
綺
麗
な
男
の

べ
つ

み
る
影
も
な
い
。
さ
ら
ば
ヌ
ン
、
と
一
瞥
を
送
り
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ニ
ー
ド

ル
の
雪
壁
を
下
っ
た
。

二
十
二
日
、
双
眼
鏡
と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
と
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
小

堀
ｌ
松
葉
、
永
川
ｌ
村
松
、
高
橋
ｌ
斉
藤
の
三
班
が
頂
上
へ
向
け
出
発
し

た
。
最
後
の
仕
上
げ
を
す
る
た
め
に
。
足
早
に
忍
び
寄
る
冬
、
時
間
と
の

闘
い
で
あ
る
。
そ
の
日
夕
刻
四
時
、
彼
等
は
、
小
雪
降
る
中
、
六
七
○
五

メ
ー
ト
ル
付
近
の
斜
面
で
ビ
バ
ー
ク
し
た
。
二
十
三
日
午
後
、
村
松
の
顔

面
浮
腫
が
ひ
ど
く
、
登
華
続
行
は
不
可
能
と
い
う
永
川
の
進
言
を
受
け

て
、
永
川
ｌ
村
松
隊
は
Ｃ
３
へ
下
降
さ
せ
た
。

二
十
四
日
、
快
晴
の
う
ち
に
一
日
が
始
ま
っ
た
。
村
松
が
Ｃ
２
へ
帰
っ
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て
く
る
。
飛
び
交
う
ガ
ス
に
か
き
消
さ
れ
、
東
稜
上
で
の
苦
闘
を
見
る
こ

と
は
で
き
ず
、
安
全
を
祈
る
以
外
に
手
だ
て
は
な
か
っ
た
。
十
二
時
半
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
緊
迫
し
た
松
葉
の
声
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

「
小
堀
隊
長
が
東
稜
直
下
で
ス
リ
ッ
プ
を
し
ま
し
た
。
事
無
き
を
得
た
も

の
の
、
動
揺
と
疲
労
の
蓄
積
が
ひ
ど
く
休
ん
で
お
り
ま
す
」

私
は
血
の
気
の
失
せ
る
の
を
覚
え
た
。
小
堀
隊
長
と
交
信
し
、
松
葉
と

共
に
Ｃ
３
へ
下
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。
東
稜
を
ゆ
く
の
は
、
高
橋
と

斉
藤
だ
け
に
な
っ
た
。
長
い
沈
黙
の
の
ち
、
夕
刻
五
時
、
北
稜
と
の
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
付
近
で
、
二
人
は
三
度
目
の
ビ
バ
ー
ク
に
入
っ
た
。
小
雪
が

舞
い
始
め
、
緊
張
し
た
ム
ー
ド
が
キ
ャ
ン
プ
間
を
流
れ
た
。
彼
ら
へ
の
想

い
と
、
焦
燥
と
不
安
が
癌
細
胞
の
よ
う
に
私
の
内
部
に
拡
が
っ
た
。
深

更
、
強
風
が
テ
ン
ト
を
打
つ
。

か
も

二
十
五
日
、
一
晩
中
開
局
し
た
ま
ま
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が
醸
す
ジ
ー

ジ
ー
と
い
う
雑
音
で
ハ
ツ
と
わ
れ
に
返
る
。
万
一
の
と
き
の
、
二
人
の
遺

体
の
収
容
方
法
を
ま
じ
め
に
考
え
る
。
睡
眠
不
足
の
重
い
身
体
で
、
テ
ン

ト
か
ら
は
い
出
す
。
乳
白
色
の
霧
が
下
部
の
谷
間
に
た
た
ず
み
、
す
べ
て

か
た
び
ら

の
山
々
が
つ
か
の
間
の
休
息
か
ら
目
ざ
め
、
夜
の
帷
子
を
脱
ぎ
去
っ
た
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
太
陽
が
東
面
の
雪
壁
を
繊
細
な
真
紅
の
指
で
愛
撫
し
は

じ
め
た
。
双
眼
鏡
で
雪
煙
の
乱
舞
す
る
ヌ
ン
の
頂
上
を
追
う
。
高
橋
た
ち

は
無
事
だ
ろ
う
か
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
の
相
馬
ド
ク
タ
ー
か
ら
、
朝
の
一
声
が
入
る
。
頂
上
手
前
に
黒

い
点
が
見
え
る
と
い
う
。
指
示
さ
れ
た
頂
上
部
を
双
眼
鏡
で
追
い
求
め

る
。
間
も
な
く
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
栄
光
の
報
へ
の
期
待
に
胸
が
と

き
め
く
。
「
も
う
す
ぐ
終
わ
る
の
だ
」
と
自
分
に
語
り
か
け
る
。

高
橋
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
。
頂
上
直
下
で
タ
バ
コ
を
吸
い
な
が
ら
体
け

い
し
て
い
る
こ
と
、
斉
藤
の
体
調
も
良
く
、
登
頂
は
時
間
の
問
題
で
あ
る

こ
と
を
告
げ
て
き
た
。

八
時
四
十
二
分
、
二
人
は
頂
上
に
立
っ
た
。
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
涙
が

頬
を
伝
う
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
ト
ラ
ン
シ
ー
・
ハ
ー
で
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
て
く
る
。
感
動
は
な
い
。
登
頂
し
た
二
人
の
強
固
な
意
志
と
、
そ
れ
を

さ
さ
え
た
他
の
隊
員
た
ち
へ
の
感
謝
の
念
だ
け
だ
。

ヌ
ン
遠
征
に
あ
た
り
、
明
治
学
院
大
学
、
日
本
山
岳
会
等
多
数
の
人
々

に
、
物
心
両
面
に
亘
り
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
特
に
一
九
七
六
年

ナ
ン
ダ
・
デ
ヴ
ィ
隊
の
友
人
加
藤
、
小
林
、
小
原
さ
ん
た
ち
は
、
未
経
験

な
私
た
ち
に
適
切
な
助
言
を
与
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、
鹿
野
隊
長
に
は
精

神
的
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
ス
リ
ナ
ガ
ー
ル
、
ダ
ル
湖
上
の
ハ

十
月
二
十
六
日
、
「
風
林
火
山
」
の
相
言
葉
通
り
、
Ｃ
３
、
Ｃ
２
か
ら

い
っ
き
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
へ
下
る
。
日
焼
け
し
た
高
橋
、
斉
藤
の
顔
に
は
、
女
神

の
祝
福
と
苦
闘
を
克
服
し
て
得
た
歓
喜
と
の
刻
印
が
深
く
刻
み
込
ま
れ
て

い
た
。

撤終
り
に 収
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ヌン東稜

ウ
ス
ボ
ー
ト
の
一
室
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
日
々
が
昨
日
の
よ
う
だ
。

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
誌
上
を
拝
借
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
明
治
学
院
大
学
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊

活
動
期
間
一
九
七
八
年
九
月
’
十
一
月

目
的
ヌ
ン
東
稜
か
ら
の
初
登
頂

隊
の
構
成
隊
長
Ⅱ
小
堀
一
政
（
詔
）
、
隊
員
Ⅱ
伊
丹
紹
泰
（
記
）
、
永

川
憲
明
（
詔
）
、
高
橋
健
司
（
霊
）
、
松
葉
光
雄
（
詔
）
、

斉
藤
繁
也
（
理
）
、
村
松
茂
（
型
）
、
医
師
Ⅱ
相
馬
民
太
郎

（
鯛
）
、
リ
エ
ゾ
ン
Ⅱ
Ｐ
・
パ
タ
ッ
ク
教
授
（
副
）
、
ハ
イ

ポ
ー
タ
ー
Ⅱ
ダ
ラ
ム
チ
ャ
ン
ド
（
調
）
、
チ
リ
ン
・
ナ
ム

ギ
ャ
ル
（
鑓
）
、
グ
プ
ド
ラ
ム
（
躯
）
、
ル
ブ
ド
ラ
ム
（
”
）
、

タ
ラ
チ
ャ
ン
ド
（
鉛
）
、
コ
ッ
ク
Ⅱ
ラ
マ
・
タ
シ
・
ザ
ン

ブ
ー
（
邸
）

行
動
概
要
九
月
十
四
日
デ
リ
ー
出
発
。
十
六
日
ス
リ
ナ
ガ
ー
ル
着
。

二
十
日
Ｂ
Ｃ
（
三
九
一
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。
二
十
二
日

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
四
五
二
五
メ
ー
ト
ル
）
建
設
、
二
十
八
日
Ｃ
１

（
四
九
二
五
メ
ー
ト
ル
）
建
設
、
十
月
六
日
Ｃ
２
（
五
八

七
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
、
十
二
日
旧
Ｃ
３
（
六
二
三
五
メ

ー
ト
ル
）
建
設
、
十
八
日
Ｃ
３
（
六
五
○
三
メ
ー
ト
ル
）

建
設
。
二
十
五
日
登
頂
。
二
十
八
日
撤
収
（
グ
ル
マ
ト
ン

ガ
集
結
）
。

十
月
三
十
日
’
十
一
月
六
日
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
騎
馬
旅
行
。

八
日
ス
リ
ナ
ガ
ー
ル
着
。
十
日
デ
リ
ー
着
。
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私
達
は
一
九
七
五
年
の
チ
ュ
ー
レ
ン
ヒ
マ
ー
ル
西
稜
に
続
き
、
一
九
七

七
年
に
は
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
に
遠
征
隊
を
送
り
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
多
く
の

成
果
と
苦
い
失
敗
を
経
験
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
過
去
の
遠
征
隊
が
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
で
登
山
を
展
開
し
て
き
た
の
に
対

し
、
今
回
の
計
画
は
よ
り
小
人
数
で
軽
量
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
登
山
を
目

標
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
登
山
期
間
は
Ｂ
Ｃ
建
設
後
二
十
九

日
間
、
キ
ャ
ン
プ
数
は
三
（
Ｂ
Ｃ
、
Ｃ
１
、
Ａ
Ｃ
）
と
し
た
。
各
キ
ャ
ン

プ
間
の
高
度
差
が
大
き
く
な
り
、
そ
の
た
め
高
度
順
化
に
問
題
が
生
ず
る

が
、
Ｂ
Ｃ
建
設
以
前
に
高
度
順
応
期
間
を
設
け
て
順
応
を
お
こ
な
う
こ
と

に
し
た
。
そ
し
て
フ
イ
ッ
ク
ス
ド
ロ
ー
プ
を
頂
上
付
近
ま
で
張
り
め
ぐ
ら

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
と
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。

以
上
の
基
本
方
針
に
基
い
て
計
画
が
立
案
さ
れ
、
炉
辺
会
海
外
登
山
委
員

計
画
と
作
戦

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
（
一
九
七
八
年
秋
）

ｌ
南
西
稜
の
登
肇
Ｉ会

の
承
認
を
得
た
。

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
は
毎
年
の
よ
う
に
各
国
の
登
山
隊
が
挑
ん
で
い
る

が
、
そ
の
割
に
は
成
功
率
の
低
い
山
で
あ
る
。
面
白
い
こ
と
に
成
功
し
た

隊
は
す
べ
て
ポ
ス
ト
モ
ン
ス
ー
ン
の
隊
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
何
か
ポ
カ
ラ

特
有
の
気
象
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
達
が
ル
ー
ト

と
し
て
選
ん
だ
南
西
稜
は
、
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
と
岩
稜
の
続
く
尾
根
で
あ

り
、
一
九
七
四
年
プ
レ
モ
ン
ス
ー
ン
に
蒲
郡
山
の
会
隊
が
挑
ん
で
い
る
が

荒
天
や
二
度
に
わ
た
る
南
壁
か
ら
の
大
雪
崩
な
ど
に
よ
り
六
○
○
○
メ
ー

ト
ル
で
登
筆
を
断
念
し
て
い
る
。

九
月
七
日
、
隊
員
六
名
、
シ
ェ
ル
パ
六
名
、
総
勢
十
六
名
が
ポ
ー
タ
ー

百
十
一
名
と
共
に
ポ
カ
ラ
を
出
発
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
連

日
雨
と
ヒ
ル
に
悩
ま
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
あ
っ
た
が
、
ポ
カ
ラ
を
出
発

登
山
活
動

河

野
照
行

ノ
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し
て
か
ら
八
日
目
、
四
○
五
○
メ
ー
ト
ル
の
キ
ュ
ム
ロ
ン
コ
ー
ラ
サ
イ
ド

モ
レ
ー
ン
に
仮
Ｂ
Ｃ
を
建
設
し
た
。
翌
日
か
ら
六
日
間
、
四
八
○
○
メ
ー

ト
ル
の
Ｂ
Ｃ
予
定
地
ま
で
往
復
を
繰
り
返
し
て
高
度
順
化
を
お
こ
な
う
。

九
月
二
十
日
、
Ｂ
Ｃ
を
予
定
の
南
西
稜
取
付
台
地
に
建
設
す
る
。
こ
こ
か

ら
先
は
第
一
岩
峰
下
の
ル
ン
ゼ
か
ら
右
上
し
岩
場
を
抜
け
る
コ
ー
ス
を
取

る
。
岩
場
は
三
’
四
級
。
九
月
二
十
七
日
、
四
日
間
の
ル
ー
ト
エ
作
の
末

五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ー
ク
を
け
ず
り
Ｃ
１
を
建
設
す
る
。
こ
こ
か
ら

見
る
め
ざ
す
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
は
堂
々
と
し
て
立
派
で
あ
る
。
し
か
し

南
西
稜
は
Ｃ
１
か
ら
見
る
と
Ａ
Ｃ
予
定
地
ま
で
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
連
続
で

予
想
以
上
に
高
度
の
稼
げ
な
い
尾
根
で
あ
る
。
Ａ
Ｃ
ル
ー
ト
エ
作
を
行
う

に
も
行
く
迄
に
三
時
間
、
帰
り
に
二
時
間
も
要
し
効
率
が
悪
く
な
っ
た
た

め
、
十
月
三
日
、
や
む
を
得
ず
五
七
七
○
メ
ー
ト
ル
の
コ
ル
に
予
定
外
の

Ｃ
２
を
建
設
し
た
。

六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ラ
イ
ン
を
越
す
あ
た
り
か
ら
徐
々
に
高
度
が
稼
げ

る
様
に
な
っ
た
。
し
か
し
岩
場
も
難
し
く
な
り
極
端
に
や
せ
た
ナ
イ
フ
ェ

ッ
ジ
が
続
き
、
六
四
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
、
氷
壁
の
基
部
に
や
っ
と
の
事

で
Ａ
Ｃ
を
建
設
し
得
た
の
は
Ｃ
１
建
設
後
ル
ー
ト
エ
作
に
十
二
日
を
費
し

た
十
月
十
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
稜
線
に
は
雪
煙
が
あ
が
り
風
が
相
当

強
い
・
フ
イ
ッ
ク
ス
ド
ロ
ー
プ
が
不
足
し
残
り
四
四
○
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
。

稜
線
ま
で
フ
イ
ッ
ク
ス
ド
ロ
ー
プ
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
る
に
は
さ
ら
に
四
○

登
頂
前
後

○
メ
ー
ト
ル
は
必
要
で
あ
る
為
、
急
遅
河
野
、
宮
川
の
二
名
で
Ｂ
Ｃ
ｌ
Ｃ

１
間
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
ド
ロ
ー
プ
五
六
○
メ
ー
ト
ル
を
回
収
し
た
。
加
藤
ド

ク
タ
ー
も
Ｃ
１
入
り
す
る
。
十
月
末
ま
で
頑
張
れ
る
よ
う
、
食
糧
、
プ
ロ

パ
ン
の
荷
上
げ
も
完
了
し
た
。
Ｃ
１
よ
り
下
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
ド
ロ
ー
プ
を

全
て
回
収
し
た
為
、
連
絡
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
の
み
に
な
る
。
い
よ
い
よ

こ
の
遠
征
も
大
詰
め
に
き
た
感
じ
で
あ
る
。
夕
方
四
時
頃
チ
ベ
ッ
ト
方
面

か
ら
飛
来
し
た
ツ
ル
の
一
群
が
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
を
越
え
南
へ
飛
ん
で

い
っ
た
。
あ
い
に
く
ガ
ス
が
か
か
っ
て
お
り
隊
列
は
見
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
鳴
き
声
は
、
は
っ
き
り
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
モ
ン
ス
ー
ン

は
完
全
に
明
け
た
よ
う
だ
。

十
月
十
四
日
昨
夜
す
こ
し
積
雪
が
あ
っ
た
が
、
風
も
な
く
き
れ
い
に

晴
れ
あ
が
る
。
ナ
イ
タ
ー
承
知
で
Ｃ
１
よ
り
河
野
、
宮
川
、
綱
川
の
三
名

で
昨
日
回
収
し
た
フ
ィ
ッ
ク
ス
ド
ロ
ー
プ
十
四
本
を
Ａ
Ｃ
迄
あ
げ
る
。
予

想
通
り
本
日
の
頂
上
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
手
持
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
ド
ロ
ー
プ
を

使
い
は
た
し
、
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
迄
フ
ィ
ッ
ク
ス
エ
作
を
お
こ
な
っ

た
。

十
月
十
五
日
風
も
な
く
快
晴
。
頂
上
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
こ
の
天
気
で

南
壁
に
順
調
に
ル
ー
ト
を
の
ば
し
て
い
く
。
Ｃ
１
か
ら
は
双
眼
鏡
で
彼
ら

の
動
き
が
手
に
取
る
様
に
見
え
る
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
よ
る
Ｃ
１
か
ら

の
ル
ー
ト
指
示
に
従
い
、
頂
上
ル
ー
ト
エ
作
隊
は
適
確
に
ル
ー
ト
を
と
ら

え
、
つ
い
に
三
時
三
十
分
三
名
が
稜
線
に
達
し
た
。
南
壁
は
傾
斜
約
六
十

度
、
部
分
的
に
は
七
十
度
の
箇
所
も
あ
る
氷
と
雪
の
ミ
ッ
ク
ス
し
た
難
し
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い
壁
で
あ
っ
た
。
こ
の
快
晴
無
風
の
好
天
も
そ
う
長
く
は
続
く
と
は
思
わ

れ
な
い
の
で
、
連
日
の
ル
ー
ト
エ
作
に
疲
労
は
し
て
い
る
が
、
明
日
、
三

谷
、
中
西
の
二
名
で
第
一
次
ア
タ
ッ
ク
を
か
け
る
こ
と
を
決
定
、
そ
の
翌

日
に
は
河
野
、
宮
川
の
二
名
で
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
を
お
こ
な
う
こ
と
と
し

た
。
ア
タ
ッ
ク
態
勢
は
整
っ
た
。
各
キ
ャ
ン
プ
の
人
員
配
置
は
、
Ａ
Ｃ
、

三
谷
、
中
西
、
Ｃ
１
、
河
野
、
宮
川
、
綱
川
、
加
藤
ド
ク
タ
ー
、
ピ
ン
ゾ

ー
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
の
六
名
。

十
月
十
六
日
月
明
り
の
中
四
時
に
Ａ
Ｃ
を
三
谷
、
中
西
が
出
発
す

る
。
六
時
の
交
信
で
は
す
で
に
半
分
は
登
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
二
人
共

元
気
と
の
事
。
河
野
、
宮
川
は
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
に
そ
な
え
Ａ
Ｃ
に
向
け

て
Ｃ
１
を
出
発
し
た
。
ア
タ
ッ
ク
隊
は
七
時
に
稜
線
に
達
し
た
。
河
野
、

宮
川
は
Ｃ
２
に
て
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
開
局
、
Ｃ
１
で
は
綱
川
が
双
眼
鏡

で
ア
タ
ッ
ク
隊
の
動
き
を
と
ら
え
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
我
々
に
刻
々
と

知
ら
せ
て
く
る
。
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
か
ら
ア
タ
ッ
ク
隊
の
黒
点
が
消
え
た
。

裏
側
に
ま
わ
り
こ
ん
だ
よ
う
だ
。
八
時
四
十
五
分
待
望
の
交
信
が
三
谷
か

ら
入
る
。
「
八
時
四
十
五
分
南
峰
に
到
着
し
ま
し
た
。
登
頂
し
ま
し
た
」

興
奮
し
た
声
が
飛
び
こ
ん
で
き
た
。
今
迄
の
苦
し
さ
が
、
今
、
こ
の
瞬
間

実
を
結
ん
だ
の
だ
。
お
互
い
自
分
の
胸
の
中
で
喜
び
を
か
み
し
め
る
。
稜

線
ま
で
フ
ィ
ッ
ク
ス
ド
ロ
ー
プ
が
張
っ
て
あ
る
の
で
、
最
も
危
険
な
ア
タ

ッ
ク
隊
の
帰
還
も
安
心
し
て
見
守
れ
る
。
午
後
十
二
時
三
十
分
ア
タ
ッ
ク

隊
は
無
事
Ａ
Ｃ
に
帰
幕
し
た
。

十
月
十
七
日
昨
夜
か
ら
風
が
強
く
心
配
す
る
が
、
明
け
方
に
は
そ
の

風
も
弱
ま
り
、
昨
日
と
同
じ
く
四
時
、
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
に
出
発
す
る
。

七
時
三
十
分
稜
線
に
達
し
、
九
時
二
十
一
分
、
頂
上
に
達
す
る
。
チ
ュ
ー

レ
ン
ヒ
マ
ー
ル
の
時
に
比
べ
て
行
動
に
余
裕
あ
り
、
頂
上
で
は
タ
ウ
ラ
ギ

リ
・
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を
充
分
楽
し
む
こ
と
が
で
き

た
。

十
月
十
九
日
Ｂ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
１
間
に
再
び
ロ
ー
プ
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
、
昼

食
後
Ｃ
１
を
撤
収
し
た
。
Ｃ
１
よ
り
下
は
様
子
が
大
分
変
わ
っ
て
お
り
第

一
岩
峰
は
雪
が
融
け
岩
が
完
全
に
露
出
し
て
い
る
。
四
時
三
十
分
サ
ー
ダ

ー
、
コ
ッ
ク
、
リ
エ
ゾ
ン
の
出
迎
え
を
受
け
隊
員
全
員
が
Ｂ
Ｃ
に
下
山
し

た
。
安
全
な
場
所
に
降
り
て
き
た
こ
と
で
ホ
ッ
と
す
る
と
同
時
に
、
皆
の

満
足
し
た
顔
を
見
て
、
こ
の
遠
征
が
成
功
裡
に
終
っ
た
こ
と
を
実
感
と
し

て
感
じ
た
。

小
人
数
に
よ
る
七
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
短
期
速
攻
を
目
指
し
た
今
回
の
登

山
で
あ
っ
た
が
、
隊
員
の
内
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
経
験
者
は
僅
か
二
名
で
あ
り
、

そ
の
為
前
半
の
高
度
順
化
に
は
特
に
気
を
配
っ
た
。
こ
の
順
応
の
う
ま
く

い
っ
た
こ
と
が
、
今
回
の
成
功
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。

ま
た
長
く
険
し
い
南
西
稜
に
対
す
る
認
識
の
甘
さ
が
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
用

ロ
ー
プ
の
不
足
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
結
果
的
に
は
、
ル
ー
ト
エ
作
に

万
全
を
期
し
た
こ
と
が
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
ア
タ
ッ
ク
を
可
能
に
し
、
ひ
い

て
は
安
全
確
保
の
意
味
で
も
有
効
で
あ
っ
た
。

あ
と
が
き
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最
後
に
私
達
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
登
山
隊
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
方

々
の
暖
い
励
ま
し
、
心
遣
い
そ
し
て
援
助
に
対
し
て
、
改
め
て
感
謝
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
明
治
大
学
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
一
九
七
八
年

活
動
期
間
一
九
七
八
年
九
月
’
十
月

目
的
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
（
七
二
一
九
メ
ー
ト
ル
）
南
西
稜
か

ら
の
登
頂

隊
の
構
成
隊
長
Ⅱ
河
野
照
行
（
”
）
、
隊
員
Ⅱ
宮
川
良
雄
（
魂
）
、
三

谷
統
一
郎
（
蝿
）
、
中
西
紀
夫
（
鋤
）
、
綱
川
雅
之
（
鋤
）
、

医
師
Ⅱ
加
藤
賢
明
（
”
）
、
サ
ー
ダ
ー
Ⅱ
ダ
ワ
・
ツ
ェ
リ

ン
（
調
）
、
コ
ッ
ク
Ⅱ
パ
サ
ン
（
鋤
）
、
ハ
イ
ア
ル
テ
ィ
テ

ュ
ー
ド
・
シ
ェ
ル
パ
Ⅱ
ピ
ン
ゾ
ー
（
説
）
、
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・

ノ
ル
ブ
（
鋤
）
、
ハ
ク
パ
・
ド
ル
ジ
（
魂
）
、
ロ
ー
ア
ル
テ

ィ
テ
ュ
ー
ド
・
シ
ェ
ル
パ
Ⅱ
ア
ジ
ワ
（
型
）
、
ザ
ン
ブ
ー

（
錫
）
、
キ
ッ
チ
ン
ポ
ー
イ
Ⅱ
テ
ン
デ
ィ
（
配
）
、
メ
イ
ル

ラ
ン
ナ
ー
Ⅱ
カ
ン
チ
ャ
・
タ
マ
ン
（
弧
）
、
リ
エ
ゾ
ン
・

オ
フ
ィ
サ
ー
Ⅱ
コ
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
灯
）
・

行
動
概
要
九
月
三
日
本
隊
カ
ト
マ
ン
ズ
着
。
九
月
七
日
ポ
カ
ラ
よ
り

キ
ャ
ラ
バ
ン
ス
タ
ー
ト
。
九
月
十
四
日
仮
Ｂ
Ｃ
四
○
五
○

メ
ー
ト
ル
）
建
設
。
九
月
二
十
日
Ｂ
Ｃ
（
四
八
○
○
メ
ー

ト
ル
）
建
設
。
九
月
二
十
日
Ｃ
１
（
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）

建
設
。
十
月
三
日
Ｃ
２
（
五
七
七
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。

十
月
十
三
日
Ａ
Ｃ
（
六
四
○
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。
十
月

十
五
日
稜
線
（
七
○
五
○
メ
ー
ト
ル
）
迄
ル
ー
ト
エ
作
終

了
。
十
月
十
六
日
三
谷
・
中
西
第
一
次
登
頂
。
十
月
十
七

日
河
野
・
宮
川
第
二
次
登
頂
。
十
月
二
十
日
登
山
活
動
終

了
。
十
月
二
十
二
日
Ｂ
Ｃ
撤
収
。
十
月
二
十
四
日
’
二
十

八
日
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
内
院
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
十
月
三
十
一

日
ポ
カ
ラ
着
。
十
一
月
十
一
日
帰
国
。
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当
初
、
わ
れ
わ
れ
は
東
稜
か
ら
の
登
山
を
予
定
し
、
他
の
登
山
隊
と
ノ

ー
マ
ル
・
ル
ー
ト
で
の
競
合
を
避
け
る
考
え
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ネ
パ
ー

ル
側
で
は
、
東
稜
は
、
東
面
の
一
部
と
見
な
し
、
ノ
ー
マ
ル
・
ル
ー
ト
と

の
同
時
許
可
は
出
さ
な
い
と
の
方
針
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
外
国
隊
か
ら

の
ノ
ー
マ
ル
・
ル
ー
ト
の
キ
ャ
ン
セ
ル
も
あ
り
、
ま
た
国
内
で
も
関
係
機

関
の
人
達
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
ど
の
ル
ー
ト
を
登
っ
て
も
良
い
こ
と
と

な
っ
た
の
で
、
ノ
ー
マ
ル
・
ル
ー
ト
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
登
山

劃
規
則
に
あ
る
、
許
可
を
与
え
ら
れ
る
対
象
は
、
二
人
以
上
の
パ
ー
テ
ィ
と

し幻
な
っ
て
お
り
、
二
人
で
も
許
可
す
る
登
山
局
サ
イ
ド
の
見
解
も
確
認
出
来

づ
た
。

や
わ
れ
わ
れ
の
今
ま
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
体
験
か
ら
見
て
、
い
か
に
ヒ

ニ
マ
ラ
ャ
に
行
っ
た
回
数
が
多
く
と
も
、
高
所
の
順
化
は
、
そ
の
人
の
体

行
動
計
画
の
作
成
と
準
備

二
人
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
（
一
九
七
八
年
秋
）

ｌ
オ
リ
ン
パ
ス
・
マ
ナ
ス
ル
隊
Ｉ

質
、
体
力
等
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
と
判
断
し
て
お
り
、
今
回
も
最
少
限
、

順
応
期
間
を
考
慮
に
入
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
だ
。
六
千
メ
ー
ト
ル

の
キ
ャ
ン
プ
２
ま
で
六
日
間
、
七
千
メ
ー
ト
ル
の
キ
ャ
ン
プ
４
ま
で
登
っ

た
ら
下
降
し
て
休
養
を
取
り
、
次
に
一
気
に
ア
タ
ッ
ク
と
し
て
次
の
よ
う

な
基
本
日
程
を
作
っ
た
。

日
本
出
発
か
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
五
日
間

往
路
キ
ャ
ラ
バ
ン
十
八
日
間

登
山
活
動
十
八
日
間

帰
路
キ
ャ
ラ
バ
ン
十
五
日
間

カ
ト
マ
ン
ズ
着
か
ら
帰
国
七
日
間

か
つ
、
こ
の
日
程
に
余
裕
日
数
を
持
つ
為
に
、
帰
り
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は

行
わ
ず
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
、
利
用
す
る
こ
と
に
し
、
日
本
出
発
か
ら
帰

国
迄
を
、
二
ヶ
月
間
と
し
た
。
し
か
し
実
際
は
、
悪
天
候
と
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
待
ち
時
間
が
長
引
き
、
合
計
八
十
日
程
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

清
水
清
二
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日
本
中
ど
こ
を
見
て
も
暇
と
金
を
備
え
て
い
る
者
は
少
な
い
。
と
こ
ろ

が
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
両
方
と
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
常
識
で
は
考
え
ら
れ

な
い
幸
運
が
起
き
た
の
で
あ
る
。
資
金
的
余
裕
の
全
く
無
い
に
等
し
い
、

私
の
計
算
で
も
、
今
回
の
総
費
用
は
七
百
万
円
。
仮
り
に
こ
れ
を
二
人
で

分
割
負
担
し
て
も
、
一
人
三
百
五
十
万
と
な
る
。
一
人
当
り
の
費
用
と
し

て
考
え
た
ら
、
目
玉
が
飛
び
出
し
そ
う
な
金
額
で
あ
る
が
、
幸
い
に
も
、

加
藤
君
を
通
じ
て
、
私
達
が
カ
メ
ラ
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
オ
リ
ン
パ

ス
光
学
工
業
の
支
援
を
全
面
的
に
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
一
気
に
資
金

の
問
題
も
解
決
し
た
。

少
人
数
で
あ
る
が
、
形
式
上
、
登
華
隊
員
と
し
て
私
と
加
藤
保
男
、
ド

ク
タ
ー
兼
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
マ
ナ
ス
ル
西
壁
以
来
の
仲
間
で
あ
る
田
中

壮
佶
ド
ク
タ
ー
に
同
行
を
願
っ
た
。
仕
事
の
分
担
に
付
い
て
は
、
登
山
隊

の
性
質
上
、
一
人
で
何
役
も
こ
な
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
お
互
い
の
仕
事

を
明
確
に
す
る
と
同
時
に
、
完
壁
に
各
人
の
責
任
を
果
す
事
を
前
提
と
し

一
切
、
進
行
中
の
状
況
チ
ェ
ッ
ク
は
無
し
と
し
た
。
逆
に
言
い
替
え
る
な

ら
ば
、
一
方
が
、
リ
ー
ド
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
状
況
に
至
っ
た
ら
、

一
方
が
そ
の
為
に
潰
れ
か
ね
な
い
。
も
っ
と
極
論
を
言
え
ば
、
若
し
山
の

中
で
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
て
、
リ
ー
ド
し
て
い
た
者
が
い
な
く
な

っ
た
ら
ど
う
な
る
か
。
登
山
期
間
中
も
準
備
期
間
中
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に

対
し
て
は
、
お
た
が
い
絶
対
的
な
信
頼
を
置
く
と
同
時
に
、
自
分
の
分
担

メ
ン
バ
ー
と
仕
事
の
分
担

す
る
事
柄
に
つ
い
て
は
相
手
を
頼
り
に
し
な
い
こ
と
を
最
大
の
前
提
と
し

た
。

私
は
六
月
に
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
山
か
ら
戻
っ
て
、
早
速
マ
ナ
ス
ル
の
準
備

に
か
か
っ
た
が
、
わ
ず
か
一
ケ
月
半
の
準
備
期
間
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た

加
藤
は
、
出
発
の
一
週
間
前
ま
で
は
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

出
掛
て
お
り
、
田
中
ド
ク
タ
ー
は
高
崎
在
住
で
あ
り
、
全
員
が
顔
を
合
わ

せ
た
の
は
出
発
当
日
の
成
田
空
港
で
あ
っ
た
。
し
か
し
お
互
い
に
な
す
べ

き
こ
と
は
実
行
し
て
い
た
の
で
、
全
く
ト
ラ
ブ
ル
は
無
か
っ
た
。
又
こ
の

よ
う
な
行
動
が
出
来
る
の
は
、
同
レ
ベ
ル
の
力
量
で
、
か
つ
二
’
三
人
パ

ー
テ
ィ
な
ら
で
は
の
こ
と
だ
。

行
動
の
概
略

九
月
十
三
日
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｂ
Ｃ
）
よ
り
五
二
○
○
メ
ー
ト

ル
（
Ｃ
１
）
ま
で
の
ル
ー
ト
エ
作
。

九
月
十
四
日
（
Ｂ
Ｃ
）
Ｉ
（
Ｃ
１
）
へ
の
荷
上
げ
。

九
月
十
五
日
（
Ｂ
Ｃ
）
１
（
Ｃ
１
）
へ
の
移
動
。

九
月
十
六
日
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
１
）
’
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル

（
Ｃ
２
）
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
。

九
月
十
八
日
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
１
）
’
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル

（
Ｃ
２
）
移
動
。

九
月
二
十
一
日
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
２
）
’
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル

（
Ｃ
３
）
ル
ー
ト
エ
作
。
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二人のマナスル登山

九
月
二
十
二
日
（
Ｃ
２
）
Ｉ
（
Ｃ
３
）
へ
の
荷
上
げ
。

九
月
二
十
三
日
（
Ｃ
２
）
Ｉ
（
Ｃ
３
）
へ
の
移
動
。

九
月
二
十
四
日
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
３
）
’
七
一
五
○
メ
ー
ト
ル

（
Ｃ
４
）
ル
ー
ト
エ
作
後
、
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ

２
）
へ
下
降
。

九
月
二
十
六
日
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
２
）
’
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル

（
Ｃ
３
）
移
動
。

九
月
二
十
七
日
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
３
）
’
七
一
五
○
メ
ー
ト
ル

（
Ｃ
４
）
移
動
。

九
月
二
十
八
日
七
一
五
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
４
）
’
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル

（
悪
天
の
為
中
断
）
’
七
一
五
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
４
）

十
月
一
日
七
一
五
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
４
）
’
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル

（
Ｃ
２
）
、
悪
天
の
た
め
下
降
。

十
月
三
日
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
２
）
’
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル

（
Ｃ
３
）
移
動
。

十
月
四
日
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
３
）
’
七
一
五
○
メ
ー
ト
ル

（
Ｃ
４
）
移
動
。

十
月
五
日
七
一
五
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
４
）
’
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル

（
Ｃ
５
）
移
動
。

十
月
七
日
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル
Ｉ
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
Ｉ
七
五
○

○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
５
）
ア
タ
ッ
ク
。

十
月
八
日
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
５
）
’
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル

今
回
は
前
記
の
ご
と
く
八
千
メ
ー
ト
ル
ラ
イ
ン
ま
で
の
到
達
で
終
っ
て

し
ま
っ
た
。
し
か
し
今
後
、
こ
の
よ
う
な
計
画
を
行
う
場
合
、
条
件
が
満

た
さ
れ
れ
ば
充
分
に
登
頂
は
可
能
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
今
回
の
登
山
を

（
Ｃ
２
）
へ
下
降
。

十
月
九
日
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
（
Ｃ
２
）
’
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル

（
Ｂ
Ｃ
）
へ
下
降
。

以
上
は
私
達
の
Ｂ
Ｃ
以
上
で
の
行
動
日
と
内
容
を
記
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
第
一
回
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
七
一
五
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
ル
ー
ト

エ
作
及
び
荷
上
げ
は
、
十
二
日
間
、
実
質
行
動
九
日
間
と
最
も
理
想
な
パ

タ
ー
ン
を
、
た
ど
っ
て
い
た
。
二
回
目
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
五
日

間
の
行
動
で
、
Ｃ
２
よ
り
一
気
に
登
頂
を
行
い
く
Ｉ
ス
キ
ャ
ン
プ
に
下
降

す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
動
い
た
が
、
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル
で
悪
天
で
行
動

中
止
を
せ
ま
ら
れ
、
あ
げ
く
の
果
て
、
雪
崩
の
危
険
性
を
無
視
し
て
Ｃ
２

へ
の
脱
出
を
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
三
日
目
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
再

度
、
五
日
間
の
日
程
で
頂
上
を
登
る
べ
く
試
み
た
が
、
七
五
○
○
メ
ー
ト

ル
で
、
ま
た
も
悪
天
と
な
り
、
ス
ノ
ー
エ
プ
ロ
ン
の
中
に
雪
洞
を
掘
り
、

Ｃ
５
と
す
る
。
天
候
待
ち
の
後
、
プ
ラ
ト
ー
か
ら
頂
上
を
目
指
す
が
、
プ

ラ
ト
ー
上
で
の
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ラ
ッ
セ
ル
の
た
め
、
行
程
は
捗
ら

ず
、
十
月
七
日
、
四
時
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
で
登
頂
を
断
念
、
下

降
し
た
。

結
果
か
ら
見
た
今
後
の
可
能
性
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基
に
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
上
げ
て
見
よ
う
。

八
メ
ン
バ
ー
Ｖ
お
互
い
に
体
力
、
技
術
面
で
、
他
に
気
を
配
る
こ
と

も
無
く
マ
イ
。
ヘ
ー
ス
を
守
っ
た
。

八
天
候
Ｖ
天
候
の
安
定
性
か
ら
考
え
る
と
、
十
月
に
入
っ
て
か
ら
の

ほ
う
が
有
利
に
も
思
わ
れ
る
。
私
達
は
九
月
末
登
頂
の
予
定
で
あ
っ
た

が
、
前
半
の
天
候
不
順
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
こ
の
点
か
ら
見
る
と
十
五
日

以
上
の
日
程
を
遅
ら
せ
る
こ
と
も
一
考
す
る
必
要
は
あ
ろ
う
。
但
し
、
八

千
メ
ー
ト
ル
峰
で
は
、
十
月
に
入
っ
て
か
ら
の
寒
気
と
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト

リ
ー
ム
の
強
さ
は
と
て
も
き
つ
い
。
こ
れ
ら
に
ど
う
対
処
す
る
か
は
別
に

研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
装
備
等
で
一
考
を
要
す
る
。

八
ル
ー
ト
工
作
Ｖ
今
回
は
、
キ
ャ
ン
プ
間
の
ル
ー
ト
エ
作
は
全
て
一

日
で
終
っ
て
い
る
。
結
果
か
ら
見
て
最
大
の
効
率
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て

い
る
。
多
少
苦
し
く
と
も
、
ま
た
帰
幕
時
間
が
遅
く
と
も
、
一
日
で
全
て

完
了
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
二
日
以
上
、
数
日
に
及
ん
だ
場
合
は
、
前

日
迄
の
工
作
し
た
ル
ー
ト
は
全
て
ア
プ
ロ
ー
チ
と
化
す
る
為
、
日
数
が
増

え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
ア
プ
ロ
ー
チ
の
往
復
時
間
が
多
く
な
り
、
ル
ー
ト
エ

作
に
使
え
る
時
間
は
ル
ー
ト
が
延
び
る
程
短
く
な
っ
て
来
る
。
従
っ
て
一

日
で
完
了
し
て
翌
日
を
休
養
に
使
う
か
、
荷
上
げ
に
使
う
こ
と
が
、
全
日

程
の
短
縮
と
体
力
の
確
保
に
も
は
る
か
に
効
果
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
き
な

パ
ー
テ
ィ
に
も
言
え
る
こ
と
と
思
う
。

八
高
所
順
化
と
登
山
期
間
Ｖ
少
人
数
の
場
合
、
状
況
の
い
か
ん
に
か

か
わ
ら
ず
、
途
中
で
人
員
を
交
代
す
る
こ
と
は
全
く
出
来
な
い
。
従
っ

て
、
体
力
の
確
保
と
同
時
に
登
山
期
間
を
出
来
る
だ
け
短
縮
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
一
人
の
人
間
の
持
続
出
来
る
体
力
に
は
限
界
が
あ

り
、
体
力
を
使
い
果
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
即
失
敗
に
結
び
付
く
と
同
時

に
、
最
悪
は
致
命
的
に
さ
え
な
り
得
る
。
そ
の
為
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
も

短
か
く
取
る
必
要
が
あ
っ
た
。
か
と
言
っ
て
高
所
順
化
の
パ
タ
ー
ン
を
無

視
す
る
事
も
逆
に
失
敗
に
結
び
付
く
。
私
達
は
一
つ
の
キ
ャ
ン
プ
へ
の
移

動
は
、
ル
ー
ト
エ
作
、
荷
上
げ
、
移
動
を
含
め
、
基
本
的
に
三
日
間
で
行

っ
た
。
結
果
的
に
は
高
所
順
応
を
含
め
て
、
充
分
に
行
動
出
来
た
。
ま

た
、
行
動
中
、
一
方
が
不
調
を
感
じ
た
場
合
、
即
翌
日
は
休
み
と
し
て
、

体
力
を
一
定
以
上
に
保
つ
こ
と
に
努
力
し
た
、
特
に
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
の

場
合
、
七
千
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
い
か
に
体
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
登

降
を
続
け
る
か
に
よ
り
、
七
千
メ
ー
ト
ル
以
上
で
の
、
ラ
ッ
シ
ュ
的
要
素

の
行
動
に
余
力
を
持
っ
て
望
め
る
か
い
な
か
が
、
大
き
な
要
素
と
し
て
か

か
わ
っ
て
来
る
と
思
わ
れ
る
。

八
キ
ャ
ン
プ
配
置
と
酸
素
Ｖ
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ト
で
、
初
登
頂
時
と
同
様

の
パ
タ
ー
ン
で
キ
ャ
ン
プ
を
配
置
し
て
見
た
。
し
か
し
結
果
か
ら
見
て
、

七
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
行
動
に
順
化
し
て
、
単
に
移
動
用
の
み
に
各
キ
ャ

ン
プ
を
考
え
た
場
合
、
キ
ャ
ン
プ
位
置
の
削
減
が
考
え
ら
れ
る
。
特
に
七

千
メ
ー
ト
ル
以
下
に
お
い
て
、
高
所
順
化
が
終
了
し
た
場
合
は
、
一
日
に

千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
移
動
は
、
実
際
に
行
っ
て
見
て
可
能
で
あ
る
。
従
っ

て
次
回
に
考
え
ら
れ
る
方
法
と
し
て
、

①
（
Ｂ
Ｃ
）
を
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
の
氷
河
の
取
付
点
近
く
に
持
っ
て
行
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二人のマナスル登山

く
Ｏ

②
（
Ｃ
１
）
を
カ
ッ
ト
し
、
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
（
Ｃ
２
）
を
（
Ｃ
１
）

と
す
る
。

③
ル
ー
ト
エ
作
中
は
、
（
Ｃ
２
）
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
を
設
置
す
る
が
、

順
化
が
終
っ
た
時
点
で
、
そ
の
ま
ま
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
移
動
す

る
。

④
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
行
動
を
よ
り
楽
に
す
る
た
め
、
七
五
○
○

メ
ー
ト
ル
ラ
イ
ン
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
ツ
ェ
ル
ト
等
と
保
温
材
の
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
、
軽
量
化
を
計
り
、
出
来
る
だ
け
上
部
に
持
ち
上

げ
る
。

⑤
頂
上
と
、
ラ
ス
ト
キ
ャ
ン
プ
の
間
を
出
来
る
だ
け
短
く
す
る
。

ま
た
、
酸
素
の
使
用
に
関
し
て
は
、
使
用
し
な
い
こ
と
が
資
金
的
、
輸

送
面
か
ら
見
て
も
最
も
望
ま
し
い
が
、
そ
れ
に
は
使
用
せ
ず
と
も
登
れ
る

体
力
と
、
登
肇
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
無
視
し
て
先
の
事

は
語
る
べ
く
も
無
い
。
七
千
メ
ー
ト
ル
峰
に
毛
の
生
え
た
程
度
の
マ
ナ
ス

ル
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
等
は
、
充
分
に
無
酸
素
登
山
は
可
能
と
思
う
。

八
ス
ポ
ン
サ
ー
付
き
登
山
隊
の
是
非
論
に
つ
い
て
Ｖ
私
達
は
、
オ
リ

ン
パ
ス
光
学
工
業
の
全
面
的
衰
援
を
得
て
こ
の
登
山
を
実
施
し
た
わ
け
で

あ
る
が
、
一
部
の
人
達
に
は
プ
ロ
行
為
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
聞
い
て

い
る
。
今
ま
で
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
、
全
面
的
な
単
独
ス
ポ
ン
サ
ー
が
付

い
た
ケ
ー
ス
は
無
い
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
見
方
を
す
る
人
が
居
て
も
当
然

で
あ
る
。
山
の
登
り
方
同
様
、
今
ま
で
に
前
例
の
無
い
こ
と
に
な
る
と
、

必
ず
何
か
言
う
人
が
い
る
よ
う
で
あ
る
、
か
つ
て
、
大
き
な
登
山
隊
を
編

成
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
行
を
実
施
し
た
人
達
は
、
何
十
社
、
何
百
社
と
、
物

資
、
資
金
の
寄
付
願
い
に
走
り
廻
り
、
食
料
、
装
備
の
大
半
を
一
般
の
企

業
か
ら
の
寄
贈
品
で
ま
か
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
今
回
の
私
達
の
場

合
、
単
独
ス
ポ
ン
サ
ー
に
よ
り
全
面
的
な
資
金
援
助
を
い
た
だ
い
た
わ
け

で
あ
る
が
、
自
分
達
の
給
料
を
得
て
居
た
わ
け
で
は
無
い
の
で
、
プ
ロ
と

は
ち
が
う
。
こ
れ
が
問
題
視
さ
れ
る
と
な
れ
ば
、
た
い
が
い
の
ア
マ
チ
ュ

ア
競
技
は
成
り
立
つ
ま
い
。
ス
ポ
ン
サ
ー
に
協
力
を
受
け
て
も
、
そ
れ
に

よ
っ
て
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
が
よ
り
発
展
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
い

い
と
思
う
。
時
代
が
変
っ
て
登
山
の
方
法
が
変
る
と
共
に
、
登
山
の
社
会

的
あ
り
方
も
変
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
本
質
だ
け
は
失
な
っ
て
は
な
る
ま
い
。
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本
遠
征
隊
の
母
体
で
あ
る
関
西
学
生
山
岳
連
盟
Ｏ
Ｂ
の
会
（
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｋ
・

Ｏ
Ｂ
会
）
は
、
大
阪
を
中
心
と
し
た
大
学
卒
業
後
二
’
四
年
の
若
手
Ｏ
Ｂ

に
よ
っ
て
、
一
九
七
二
年
五
月
発
足
し
た
。
大
学
山
岳
部
時
代
を
Ａ
Ａ
Ｖ

Ｋ
の
中
で
共
に
過
ご
し
た
横
の
つ
な
が
り
を
自
覚
的
に
継
続
さ
せ
、
大
学

間
の
枠
を
越
え
た
交
流
の
中
で
、
大
学
卒
業
後
の
山
行
を
広
範
か
つ
積
極

的
に
行
な
お
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

計
画
も
暗
黙
の
了
解
事
項
だ
っ
た
。
そ
し
て
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
現
役

学
生
達
と
も
、
共
に
数
多
く
の
山
行
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
の
遠
征
は
、

こ
う
し
た
Ｏ
Ｂ
会
の
日
常
の
活
動
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

Ｏ
Ｂ
会
の
ま
い
た
種
が
一
つ
の
実
り
を
み
た
と
言
え
よ
う
。

今
回
の
遠
征
の
発
端
は
、
一
九
七
六
年
の
阪
大
隊
の
ア
プ
サ
ラ
サ
ス
遠

征
で
あ
っ
た
。
三
名
の
当
会
の
仲
間
が
こ
れ
に
参
加
し
て
お
り
、
ヒ
マ
ラ

出
発
ま
で

ゲ
ン
ト
ー
峰
登
頂
（
一
九
七
八
年
）

ヤ
を
希
求
す
る
会
員
に
大
き
な
刺
激
と
方
針
を
与
え
、
彼
等
の
帰
国
後
、

は
ず
み
が
つ
い
た
よ
う
に
、
七
八
年
を
目
指
す
雰
囲
気
が
芽
生
え
て
来

た
。
こ
れ
ま
で
幾
度
か
生
ま
れ
た
計
画
が
流
れ
て
い
た
だ
け
に
、
今
回
は

必
死
で
あ
っ
た
。

各
自
思
い
思
い
の
対
象
を
ぶ
つ
け
合
っ
た
が
、
結
局
カ
ラ
コ
ル
ム
の
七

七
○
○
メ
ー
ト
ル
級
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
落
ち
着
き
、
ラ
カ
ポ
シ
、
マ

ツ
シ
ャ
ー
ブ
ル
ム
、
サ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
と
い
っ
た
大
物
を
狙
っ
て
、
七

七
年
三
月
に
は
準
備
会
が
持
た
れ
、
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
七
月
、
会
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
和
田
が
パ
キ
ス
タ
ン
入
り
し
、
い
よ
い
よ
夢
を
実
現
さ

せ
る
下
準
備
が
揃
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
私
は
会
初
め
て
の
遠
征
に
参
加
し
た
い
気
持
で
あ
っ
た
が
、
諸

般
の
事
情
が
あ
り
静
観
の
姿
勢
で
い
た
。
八
月
末
に
、
よ
う
や
く
加
わ
る

こ
と
を
決
心
し
、
隊
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
準
備
会
は
、
そ
の
意
気
込
み
に
反

小

林
治
俊

（122）



（“〓“目①〓“卜．卜ヽρ）ＨＨ　一目の工〇日ｏ』Ч“日“』ｏ口“魚

レ心ヽツヽＣ碧′ｔ引一鵬む一ロムハト¨（「）１０ＨＯ稲〓

（日〇∞∞卜）一Ｑ】①〓∽

（〇〇〇卜．”０）飩．国Ｚ一ヽ山口”】一Ｑ】①〓∽姜

く
一

一

一
)

（日∞マトト）〇】〓“∽

、①一ｏ”一〇ｏ∞』

く
一

（日ＯＯＯＯ）∞Ｈ】

/
[:〆

_
‐■
籍
“

（日卜Ｍ

（日寄〇卜）〓Ｃ一口

=

業
一
一
―
>

↓ 〓寸卜）［ （日一ＣＣ〓〔）

一Ｓ
一Ｓ●

一ヾギ

Ｓ恭
奉

ヽ、　　　．ヽ●ヽ

一 「¨日や】

Ｎ［Ｖ





ゲントⅡ峰登頂

五
月
十
五
日
、
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
、
コ
ッ
ク
、
そ
し
て
ポ
ー
タ

ー
九
九
名
と
と
も
に
カ
プ
ル
ー
を
出
発
し
た
。
コ
ン
ダ
ス
河
沿
い
の
キ
ャ

ラ
バ
ン
・
ル
ー
ト
は
泊
り
場
が
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
、
当
初
の
計

画
ど
う
り
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
が
、
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
だ
。
ピ
ン
デ

ィ
以
来
の
下
痢
で
体
調
を
崩
し
て
い
る
隊
員
に
と
っ
て
は
、
つ
ら
い
ゴ
ー

イ
ン
グ
・
マ
ー
チ
で
あ
っ
た
。
最
奥
の
村
、
カ
ル
マ
デ
ィ
ン
で
、
レ
ギ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
通
り
の
休
養
日
を
と
る
。

し
、
遠
征
遂
行
の
た
め
の
運
営
方
法
や
遠
征
に
対
す
る
認
識
が
甘
く
、
う

わ
す
く
り
の
活
動
し
か
出
来
て
い
な
か
っ
た
様
だ
。
候
補
と
し
て
い
た
山

に
関
す
る
情
報
は
も
と
よ
り
、
登
肇
計
画
、
装
備
、
食
料
に
対
す
る
検
討

も
不
十
分
で
あ
っ
た
。
日
本
山
岳
協
会
へ
申
請
書
を
提
出
す
る
最
終
期
限

の
十
月
十
二
日
も
せ
ま
り
、
こ
の
様
な
状
態
で
七
七
○
○
メ
ー
ト
ル
級
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
採
る
こ
と
は
、
不
都
合
で
あ
る
の
は
明
ら
か
に
思
え

た
の
で
、
候
補
の
山
の
変
更
を
提
起
し
た
。
連
日
の
議
論
が
行
な
わ
れ
た

が
、
結
局
押
し
切
る
様
な
か
た
ち
で
、
東
部
カ
ラ
コ
ル
ム
の
未
踏
峰
ゲ
ン

ト
Ⅱ
峰
を
第
一
志
望
と
す
る
こ
と
を
了
解
し
て
も
ら
っ
た
。

三
月
に
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
よ
り
許
可
が
お
り
、
懸
案
の
弘
前
大
山
の
会

と
の
競
合
問
題
も
、
山
の
会
が
譲
歩
し
て
く
れ
解
決
し
た
。
あ
わ
た
だ
し

い
準
備
が
出
発
間
際
ま
で
続
け
ら
れ
、
四
月
二
十
四
日
、
先
発
の
四
名
が

大
阪
を
発
っ
て
い
っ
た
。

ア
プ
ロ
ー
チ

二
十
二
日
、
コ
ン
ダ
ス
氷
河
舌
端
の
グ
ロ
ン
ジ
ン
に
着
く
。
以
後
は
コ

ン
ダ
ス
氷
河
に
入
っ
た
り
、
左
岸
の
モ
レ
ー
ン
に
出
た
り
の
行
程
と
な

る
。
二
十
三
日
は
、
昨
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
・
ヘ
ー
ス
だ
と
言
っ
て
、
ポ

ー
タ
ー
達
は
実
働
三
時
間
で
あ
っ
た
。
二
十
四
日
は
、
た
っ
た
二
時
間
歩

い
た
所
で
荷
を
ほ
ど
く
。
昨
日
は
リ
エ
ゾ
ン
と
ポ
ー
タ
ー
頭
ジ
ャ
フ
ァ
ー

ル
と
の
話
し
合
い
で
、
こ
ち
ら
が
折
れ
た
経
緯
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
有
様
で
あ
る
。
ジ
ャ
フ
ァ
ー
ル
に
更
に
進
む
よ
う
、
強
く
再
考

を
う
な
が
し
た
と
こ
ろ
、
突
然
彼
は
ポ
ー
タ
ー
達
を
煽
動
し
、
荷
物
を
放

棄
さ
せ
る
と
い
き
ま
き
、
一
時
は
騒
然
と
な
っ
た
。
結
局
リ
エ
ゾ
ン
の
調

停
で
騒
ぎ
は
お
さ
ま
っ
た
が
、
ジ
ャ
フ
ァ
ー
ル
は
カ
プ
ル
ー
ヘ
戻
り
、
代

り
に
サ
リ
ン
の
マ
ハ
デ
ィ
を
頭
目
と
す
る
。

五
月
二
十
五
日
、
昨
夜
来
の
雨
が
テ
ン
ト
を
濡
ら
し
て
お
り
、
天
候
は

思
わ
し
く
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
途
中
で
雪
と
な
り
、
シ
ェ
ル
ピ
氷
河

の
一
つ
下
方
の
無
名
氷
河
と
、
コ
ン
ダ
ス
氷
河
左
岸
の
合
流
点
の
モ
レ
ー

ン
の
外
の
Ｂ
Ｃ
（
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
到
着
し
た

時
に
は
、
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
雪
が
間
断
な
く
降
り
続
け
て
い
た
。
九
十
人

も
の
ポ
ー
タ
ー
を
こ
の
地
に
と
ど
ま
ら
せ
る
装
備
も
な
く
、
や
む
を
得
ず

明
日
か
ら
の
荷
上
げ
に
備
え
て
十
九
人
の
ポ
ー
タ
ー
を
残
し
、
他
を
解
雇

し
た
。
賃
金
支
払
い
後
、
彼
等
は
雪
の
降
る
コ
ン
ダ
ス
氷
河
を
下
っ
て
行

っ

た

。こ
こ
は
乾
い
た
砂
地
の
平
坦
地
で
、
モ
レ
ー
ン
の
す
ぐ
横
に
大
き
な
池

の
あ
る
絶
好
の
キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
る
。
六
一
年
、
七
七
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
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ケントⅡ峰登頂

四
日
と
五
日
の
両
日
で
、
全
員
が
待
望
の
シ
ア
・
ラ
（
五
七
○
○
メ
ー

ト
ル
）
に
到
達
し
た
。
こ
こ
で
よ
う
や
く
、
い
ま
ま
で
見
え
な
か
っ
た
ゲ

ン
ト
山
塊
を
目
の
前
に
す
る
。
左
へ
目
を
転
じ
れ
ば
、
シ
ン
ギ
・
カ
ン

リ
、
テ
ラ
ム
・
カ
ン
リ
と
続
き
、
振
り
返
れ
ば
、
チ
ョ
ゴ
リ
ザ
、
ガ
ッ
シ

ャ
ー
ブ
ル
ム
山
群
と
、
素
晴
ら
し
い
展
望
だ
。
一
方
、
四
人
の
ポ
ー
タ
ー

と
隊
員
に
よ
り
、
デ
ポ
地
の
隊
荷
を
全
て
回
収
、
Ｃ
２
に
集
結
し
た
。
こ

ア
隊
の
Ｂ
Ｃ
跡
で
も
あ
り
、
付
近
の
岩
壁
に
は
、
七
七
年
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
隊
員
の
遭
難
レ
リ
ー
フ
が
あ
っ
た
。

五
月
二
十
六
日
も
小
雪
の
舞
う
日
で
あ
っ
た
が
、
ポ
ー
タ
ー
達
に
食
糧

と
若
干
の
装
備
を
支
給
し
、
さ
っ
そ
く
荷
上
げ
を
開
始
し
、
翌
二
十
七

日
、
Ｃ
１
（
四
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
す
る
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
岩
屑
の

堆
積
し
た
コ
ン
ダ
ス
氷
河
の
中
央
部
左
岸
寄
り
を
緩
や
か
に
高
度
を
上
げ

て
登
っ
て
行
く
。
Ｃ
１
付
近
か
ら
雪
が
出
て
き
た
が
、
早
朝
の
行
動
で
は

ほ
と
ん
ど
潜
ら
な
い
。
コ
ン
ダ
ス
氷
河
は
、
シ
ル
バ
ー
・
ス
ロ
ー
ン
西
稜

の
末
端
付
近
で
右
へ
大
き
く
旋
回
し
、
な
お
平
坦
か
つ
広
大
に
開
け
て
ゆ

き
、
そ
の
最
上
部
は
左
は
コ
ン
ウ
ェ
イ
・
サ
ド
ル
へ
、
そ
し
て
右
は
シ

ア
・
ラ
ヘ
と
吸
収
さ
れ
て
い
く
。
Ｃ
１
か
ら
途
中
に
デ
ポ
地
を
設
け
、
三

十
一
日
、
Ｃ
２
（
四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
氷
河
湖
の
そ
ば
に
建
設
し

た
。
六
月
一
日
、
和
田
、
山
本
で
シ
ア
・
ラ
偵
察
。
ル
ー
ト
が
長
く
、
荷

上
げ
に
苦
労
し
そ
う
だ
。

デ
パ
ッ
ク
峰
を
越
え
ゲ
ン
ト
皿
へ

れ
に
よ
り
予
定
通
り
こ
こ
を
実
際
上
の
Ｂ
Ｃ
と
し
て
、
今
後
の
登
山
活
動

を
行
う
こ
と
と
し
た
。
見
上
げ
れ
ば
、
バ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
が
堂
々
の
姿

で
そ
び
え
立
ち
、
我
々
の
志
気
を
鼓
舞
し
、
遠
征
気
分
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
。七

日
、
三
人
の
隊
員
に
よ
っ
て
、
シ
ア
・
ラ
に
Ｃ
３
が
建
設
さ
れ
、
そ

の
後
Ｃ
３
へ
の
荷
上
げ
と
、
隊
員
の
高
度
順
化
の
た
め
の
登
降
を
繰
り
返

し
た
。
そ
し
て
、
不
調
の
片
岡
を
除
き
他
の
隊
員
は
、
ほ
ぼ
高
度
順
化
を

完
了
し
、
こ
う
し
て
ゲ
ン
ト
ヘ
の
登
華
態
勢
が
一
応
整
っ
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
我
々
は
六
○
年
の
合
同
隊
と
同
じ
よ
う
に
、
ゲ
ン
ト

Ⅱ
峰
と
デ
パ
ッ
ク
峰
を
誤
認
す
る
失
敗
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
シ
ア
・
ラ
の
南
東
、
す
ぐ
前
面
に
そ
び
え
、
ウ
ェ
ス
ト
ソ
ー
ス
氷
河

に
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
雪
の
北
西
稜
を
大
き
く
張
り
出
し
て
い
る
ピ
ー
ク

が
、
実
際
は
デ
パ
ッ
ク
峰
（
約
六
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
の
に
、
そ

れ
を
ゲ
ン
ト
Ⅱ
峰
で
あ
る
と
誤
認
し
た
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
ば
か
り
の
偵

察
行
、
バ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
か
ら
の
写
真
、
そ
し
て
地
図
な
ど
に
た
よ
っ

た
結
果
で
あ
っ
た
。
や
は
り
、
在
る
は
ず
の
無
い
ゲ
ン
ト
Ⅱ
峰
の
北
西
稜

に
ま
よ
わ
さ
れ
ず
、
徹
底
し
た
偵
察
パ
ー
テ
ィ
を
、
シ
ル
バ
ー
・
ス
ロ
ー

ン
・
プ
ラ
ト
ー
の
奥
ま
で
出
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
判
定
に
よ
り
、
今
後
の
登
路
を
（
ゲ
ン
ト
Ⅱ
峰
と
思

っ
て
い
た
）
デ
パ
ッ
ク
の
北
西
稜
の
内
院
氷
河
に
決
定
す
る
。
十
三
日
か

ら
十
七
日
ま
で
は
雪
模
様
と
な
り
、
停
滞
、
休
養
日
と
な
る
。
十
八
日
、

Ｃ
３
に
全
員
が
集
結
。
こ
こ
に
至
っ
て
も
な
お
、
片
岡
は
調
子
が
出
ず
、
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高
度
の
影
響
で
あ
ろ
う
、
常
に
熱
を
出
し
て
い
る
。
他
は
大
丈
夫
で
あ

る
。

十
九
日
、
山
本
、
竹
中
、
岡
本
は
予
定
の
内
院
氷
河
の
プ
ラ
ト
ー
ま
で

ル
ー
ト
整
備
に
出
か
け
た
が
、
ウ
ェ
ス
ト
ソ
ー
ス
氷
河
を
横
断
し
た
と
こ

ろ
で
、
プ
ラ
ト
ー
ヘ
の
急
斜
面
の
登
り
に
あ
る
ク
レ
バ
ス
帯
の
幅
一
メ
ー

ト
ル
程
の
ヒ
ド
ン
ク
レ
バ
ス
に
山
本
が
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
墜
落
し
た
。
幸

い
大
腿
部
の
打
撲
の
み
で
こ
と
な
き
を
得
た
も
の
の
、
以
後
一
週
間
隊
列

を
離
れ
た
。
二
十
日
、
急
斜
面
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
エ
作
を
行
い
、
五
○
○
メ

ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
固
定
し
、
プ
ラ
ト
ー
の
一
番
奥
に
Ｃ
４
（
六
一
○
○

メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
し
た
。

二
十
二
日
、
和
田
、
板
倉
、
池
田
は
、
Ｃ
４
か
ら
最
初
の
ク
レ
バ
ス
帯

を
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
で
越
せ
ば
、
上
部
の
プ
ラ
ト
ー
に
出
て
、
長
い
登
り

の
後
デ
パ
ッ
ク
北
東
稜
上
に
Ｃ
５
が
建
設
出
来
る
こ
と
を
伝
え
て
き
た
。

二
十
三
日
、
Ｃ
５
を
デ
パ
ッ
ク
ヘ
の
急
な
リ
ッ
ジ
の
始
ま
る
手
前
の
平
坦

地
に
建
設
。
二
十
四
日
、
全
隊
員
Ｃ
３
に
集
結
。
ア
タ
ッ
ク
態
勢
に
入

る
。
二
十
六
日
、
和
田
、
板
倉
、
池
田
は
、
デ
パ
ッ
ク
ヘ
の
雪
稜
に
一
五

○
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
固
定
、
他
は
Ｃ
４
に
入
る
。

二
十
七
日
、
ア
タ
ッ
ク
隊
は
、
Ｃ
５
を
出
発
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
ロ
ー
プ

エ
作
を
重
ね
な
が
ら
頂
上
に
到
着
す
る
。
そ
こ
か
ら
コ
ル
を
隔
て
、
ゲ
ン

ト
Ⅱ
峰
の
白
い
姿
が
望
ま
れ
た
。
従
っ
て
彼
等
が
立
っ
て
い
る
ピ
ー
ク

が
、
デ
パ
ッ
ク
と
い
う
事
に
な
る
。
ゲ
ン
ト
Ⅱ
峰
は
、
頂
上
か
ら
少
し
下

っ
た
地
点
よ
り
壁
と
な
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
・
ス
ロ
ー
ン
・
プ
ラ
ト
ー
ヘ
ス

ツ
パ
リ
と
切
れ
落
ち
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
。
ア
タ
ッ
ク
隊
は
Ｃ
４
へ

下
る
。
二
十
八
日
、
竹
中
、
岡
本
、
片
岡
は
、
デ
パ
ッ
ク
峰
か
ら
コ
ル
の

下
り
に
二
○
○
メ
ー
ト
ル
ロ
ー
プ
を
固
定
す
る
。
高
差
は
約
一
五
○
メ
ー

ト
ル
ぐ
ら
い
か
。
こ
の
日
、
小
林
、
山
本
、
沢
井
、
小
川
、
Ｃ
５
に
入

り
、
明
日
は
デ
パ
ッ
ク
に
登
り
高
度
順
化
を
兼
ね
る
こ
と
に
す
る
。
二

十
九
日
、
Ｃ
５
を
出
る
も
、
た
だ
ち
に
沢
井
不
調
を
う
っ
た
え
る
。
協
議

し
、
山
本
、
沢
井
は
Ｃ
５
に
戻
り
、
小
林
、
小
川
が
登
高
を
続
け
た
。
行

け
る
と
こ
ろ
ま
で
と
、
デ
パ
ッ
ク
峰
か
ら
コ
ル
に
下
り
、
幅
広
く
、
わ
ず

か
に
上
下
す
る
稜
線
を
進
み
、
ゲ
ン
ト
の
北
面
の
雪
壁
を
試
み
た
が
、
膝

ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
と
Ｃ
５
か
ら
の
長
時
間
、
長
駆
の
行
動
で
体
力
を
消
耗

さ
せ
、
約
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
（
基
部
か
ら
一
五
○
メ
ー
ト
ル
）
が
最
高

到
達
点
で
あ
っ
た
。

七
月
一
日
、
Ｃ
３
に
全
員
が
集
合
し
、
こ
う
し
て
、
ゲ
ン
ト
と
デ
パ
ッ

ク
の
誤
認
に
も
と
ず
く
、
ゲ
ン
ト
攻
撃
の
第
一
ス
テ
ー
ジ
は
終
了
し
た
。

Ｃ
３
の
シ
ア
・
ラ
で
休
養
の
後
、
再
攻
撃
の
た
め
に
、
ア
タ
ッ
ク
メ
ン
バ

ー
の
再
編
成
を
行
う
。
片
岡
に
は
ド
ク
タ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り
、
ド

ク
タ
ー
は
調
子
出
ず
、
ア
タ
ッ
ク
を
断
念
、
逆
に
復
調
し
て
い
る
山
本
が

ア
タ
ッ
ク
隊
に
加
わ
る
。

第
一
次
隊
を
和
田
、
板
倉
、
小
川
、
第
二
次
隊
に
竹
中
、
岡
本
、
池

田
、
し
ん
が
り
の
第
三
次
隊
は
小
林
、
山
本
と
し
た
。
デ
パ
ッ
ク
上
の
最

終
Ｃ
６
か
ら
の
、
ゲ
ン
ト
頂
上
へ
の
ル
ー
ト
に
は
、
特
に
困
難
な
箇
所
は

無
い
よ
う
だ
が
、
ル
ー
ト
が
長
く
、
一
日
で
ア
タ
ッ
ク
が
可
能
か
ど
う
か
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ケントⅡ峰登頂

多
少
の
不
安
が
残
る
。

七
月
五
日
、
第
一
次
隊
Ｃ
４
着
。
し
か
し
翌
日
か
ら
吹
き
荒
れ
た
吹
雪

に
よ
っ
て
、
ゲ
ン
ト
山
塊
は
乳
白
濁
色
と
化
し
、
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
と
な
っ
た
。
食
料
も
底
を
つ
く
よ
う
に
な
り
、
悲
観
的
な
空
気
が
テ
ン

ト
内
に
充
満
し
出
し
た
。
ア
タ
ッ
ク
を
第
一
次
隊
だ
け
に
し
て
は
、
と
の

意
見
も
出
た
が
、
こ
の
悪
天
も
七
月
下
旬
ま
で
は
続
か
ず
、
必
ず
好
天
気

が
や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
と
、
出
来
る
だ
け
ね
ば
る
こ
と
に
し
た
。

十
三
日
、
待
望
の
晴
天
が
や
っ
て
き
た
。
ま
わ
り
の
山
々
は
す
っ
か
り

雪
化
粧
を
ほ
ど
こ
し
、
見
事
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。
雪
に
埋
れ
た
テ
ン

ト
や
フ
ィ
ッ
ク
ス
ド
・
ロ
ー
プ
の
掘
り
出
し
な
ど
を
続
け
、
十
四
日
、
第

一
次
隊
は
最
終
の
Ｃ
６
に
入
っ
た
。
Ｃ
４
に
は
第
二
次
隊
が
、
Ｃ
３
に
は

第
三
次
隊
、
そ
し
て
沢
井
、
片
岡
が
待
機
し
た
。

十
五
日
、
午
前
二
時
半
、
Ｃ
６
を
出
発
し
た
第
一
次
隊
は
快
調
に
飛
ば

し
、
六
時
に
は
ゲ
ン
ト
ヘ
の
登
り
に
着
き
、
ゲ
ン
ト
の
雪
壁
に
入
る
。
少

し
右
上
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
登
り
、
右
の
肩
が
接
近
す
る
と
、
左
へ
ブ
レ
イ

カ
ブ
ル
な
雪
面
を
大
き
く
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
八
時
過
ぎ
、
頂
上
直
下
に
辿

り
着
い
た
。
ひ
と
休
み
の
後
、
岩
の
露
出
し
た
雪
稜
を
急
登
し
て
、
九
時

二
十
二
分
ゲ
ン
ト
Ⅱ
峰
の
頂
に
立
っ
た
。

十
六
日
、
第
二
次
隊
が
、
十
七
日
、
第
三
次
隊
が
引
き
つ
づ
い
て
登
頂

に
成
功
し
た
。

人
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
関
西
学
生
山
岳
連
盟
Ｏ
Ｂ
会
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
隊
一
九
七

八
年

活
動
期
間
一
九
七
八
年
五
月
’
七
月

目
的
ゲ
ン
ト
Ⅱ
峰
（
七
三
四
三
メ
ー
ト
ル
）
の
初
登
頂
（
全
員

登
頂
）

隊
の
構
成
隊
長
Ⅱ
小
林
治
俊
（
釦
、
大
阪
市
大
Ｏ
Ｂ
）
、
副
隊
長
Ⅱ

山
本
浩
（
鋤
、
大
阪
工
大
Ｏ
Ｂ
）
、
和
田
城
志
（
”
、
大

阪
市
大
Ｏ
Ｂ
）
、
隊
員
・
医
師
Ⅱ
沢
井
敏
安
（
弘
、
名
古

屋
大
Ｏ
Ｂ
）
、
記
録
Ⅱ
竹
中
時
夫
（
瓢
、
大
阪
工
大
Ｏ
Ｂ
）
、

食
料
Ⅱ
岡
本
正
人
（
鋤
、
竜
谷
大
Ｏ
Ｂ
）
、
会
計
Ⅱ
板
倉

健
二
（
幻
、
関
西
大
Ｏ
Ｂ
）
、
装
備
Ⅱ
小
川
宣
明
（
”
、

近
畿
大
Ｏ
Ｂ
）
、
輸
送
Ⅱ
池
田
芳
則
（
配
、
竜
谷
大
四
年

生
）
、
食
料
Ⅱ
片
岡
泰
彦
（
蝿
、
大
阪
市
大
四
年
生
）
、
連

絡
将
校
Ⅱ
ザ
フ
ァ
ー
ル
・
サ
リ
ー
ム
（
圏
註
Ｈ
駛
庁
①
日
、

陸
軍
大
尉
、
妬
）

行
動
概
要
五
月
十
一
日
カ
プ
ル
ー
に
先
発
、
後
発
隊
が
合
流
。
五
月

十
五
日
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。
ス
ル
モ
、
ウ
ル
セ
、
タ
ガ

ス
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
、
ラ
チ
ッ
ト
、
カ
ル
マ
デ
ィ
ン
、

グ
ロ
ン
ジ
ン
、
ビ
ャ
ン
ガ
、
ビ
ャ
ヒ
テ
ィ
ー
ン
と
進
み
、

五
月
二
十
五
日
、
コ
ン
ダ
ス
氷
河
モ
レ
ー
ン
の
外
に
Ｂ
Ｃ

（
四
一
○
○
メ
ー
ト
ル
）
建
設
。
五
月
二
十
七
日
Ｃ
１
建
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設
（
四
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
五
月
三
十
一
日
Ｃ
２
建
設

（
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
六
月
七
日
シ
ァ
・
ラ
に
Ｃ
３
建

設
（
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
・
六
月
二
十
日
Ｃ
４
建
設
（
六

一
○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
六
月
二
十
三
日
Ｃ
５
建
設
（
六
六

○
○
メ
ー
ト
ル
）
。
六
月
二
十
七
日
’
二
十
九
日
沢
井
を

除
く
九
名
が
デ
パ
ッ
ク
峰
（
約
六
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に

登
頂
、
同
峰
頂
上
に
最
終
の
Ｃ
６
建
設
。
七
月
一
日
全
隊

貝
Ｃ
３
に
下
る
。
七
月
十
三
日
一
週
間
の
悪
天
候
の
後
、

ゲ
ン
ト
Ⅱ
峰
へ
の
ア
タ
ッ
ク
を
開
始
す
る
。
七
月
十
五
日

和
田
、
板
倉
、
小
川
が
ゲ
ン
ト
Ⅱ
峰
に
登
頂
。
七
月
十
六

日
竹
中
、
岡
本
、
池
田
が
登
頂
。
七
月
十
七
日
小
林
、
山

本
が
登
頂
。
七
月
二
十
二
日
Ｂ
Ｃ
に
集
結
。
七
月
二
十
三

日
Ｂ
Ｃ
出
発
。
七
月
二
十
八
日
カ
プ
ル
ー
着
。
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リモヘの遠い道

今
日
独
立
峰
と
し
て
そ
の
処
女
を
守
っ
て
い
る
山
々
で
、
七
五
○
○
メ

ー
ト
ル
を
抜
く
山
は
少
な
い
。
シ
ァ
チ
ェ
ン
氷
河
東
側
の
雄
峰
が
次
々
と

日
本
隊
に
登
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ほ
ぼ
隔
絶
さ
れ
た
地
の
七

五
○
○
メ
ー
ト
ル
未
踏
峰
、
リ
モ
に
我
々
の
目
が
向
け
ら
れ
た
の
は
当
然

の
成
行
き
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
リ
モ
に
関
す
る
資
料
は
少
な

く
、
具
体
的
に
登
華
を
考
え
る
の
は
隊
の
構
成
上
か
ら
も
不
可
能
だ
っ

た
。
そ
こ
で
今
回
は
リ
モ
に
近
接
す
る
六
千
メ
ー
ト
ル
峰
に
登
り
、
フ
ィ

ッ
サ
ー
以
来
の
未
踏
領
域
を
探
る
こ
と
を
主
目
標
と
し
て
計
画
が
た
て
ら

れ
た
。
私
達
は
テ
ロ
ン
グ
氷
河
側
か
ら
リ
モ
に
接
近
す
る
こ
と
に
し
て
い

た
か
ら
、
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ビ
ラ
フ
ォ
ン
ド
・
ラ
を
越
え
シ
ア
チ
ェ
ン
氷

河
を
南
下
す
る
ル
ー
ト
が
無
難
の
よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
実
に
長
い
距
離
に

な
る
。
最
短
コ
ー
ス
と
し
て
、
地
図
上
か
ら
、
ガ
ュ
ン
・
ラ
（
従
来
の
呼

称
ギ
ョ
ン
Ⅱ
Ｇ
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
は
、
土
地
の
人
が
例
外
な
く
ガ
ュ
ン
Ⅱ
Ｇ
Ａ
Ｙ

Ｏ
Ｎ
Ｇ
と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
こ
れ
に
改
め
た
）
が
考
え
ら
れ
た
。
一
九

リ
モ
ヘ
の
遠
い
道
（
一
九
七
八
年
）

○
九
年
、
ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
が
ガ
ュ
ン
氷
河
側
か
ら
峠
に
達
し
た
が
、
越

え
ず
に
引
き
返
し
、
一
九
三
九
年
に
は
ヤ
ン
グ
が
シ
ァ
チ
ェ
ン
氷
河
側
か

ら
試
み
た
が
、
近
づ
く
こ
と
も
出
来
ず
退
却
し
て
い
た
。
う
ま
く
行
け
ば

リ
モ
方
面
へ
の
最
短
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
る
の
に
、
以
来
、
近
年
の
は
な
ば

な
し
い
登
山
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
し
た
地
味
な
地
理
的
探
検
に

は
努
力
が
払
わ
れ
ず
、
未
知
の
ま
ま
と
り
残
さ
れ
て
い
る
。

私
達
は
、
こ
の
ル
ー
ト
の
開
拓
こ
そ
価
値
あ
る
も
の
と
し
、
更
に
こ
の

ル
ー
ト
を
リ
モ
に
ま
で
延
ば
す
こ
と
に
決
定
し
た
。
ゴ
マ
ー
ガ
ュ
ン
氷
河

ｌ
ミ
ル
ザ
・
カ
フ
ァ
ー
ル
氷
河
（
ガ
ュ
ン
氷
河
支
流
で
、
無
名
と
思
っ
た

が
、
土
地
の
人
か
ら
名
前
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
）
Ｉ
ガ
ュ
ン
・
ラ
ー
無

名
氷
河
ｌ
シ
ア
チ
ェ
ン
氷
河
ｌ
テ
ロ
ン
グ
氷
河
ｌ
リ
モ
山
群
を
結
べ
ば
、

私
達
の
経
験
と
知
識
を
全
力
で
投
入
す
べ
き
、
未
知
の
広
大
な
山
域
が
ひ

ろ
が
る
。
リ
モ
周
辺
か
ら
い
く
つ
か
の
六
千
メ
ー
ト
ル
の
峰
を
地
図
か
ら

ひ
ろ
い
出
し
、
登
山
許
可
を
申
請
し
た
。
印
パ
停
戦
ラ
イ
ン
に
す
こ
ぶ
る

大
沢
宣
彦
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近
く
、
不
許
可
も
覚
悟
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
四
月
に
な
り
テ
ロ
ン
グ
氷
河

の
六
四
七
六
メ
ー
ト
ル
峰
に
許
可
が
下
り
た
。
幸
運
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
か
っ
た
し
、
喜
び
に
湧
い
た
の
は
言
う
迄
も
な
い
。
し
か
し
こ
の
山
に

つ
い
て
は
、
全
く
知
る
こ
と
を
得
ず
、
あ
れ
こ
れ
と
想
像
す
る
だ
け
で
あ

っ
た
。
ぶ
っ
つ
け
本
番
の
手
し
か
な
い
。

こ
の
計
画
に
は
二
つ
の
未
知
数
が
あ
る
。
リ
モ
周
辺
と
、
ガ
ュ
ン
・
ラ

で
あ
る
。
そ
し
て
ガ
ュ
ン
・
ラ
が
通
過
出
来
な
け
れ
ば
、
リ
モ
は
論
外
に

な
っ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
ガ
ュ
ン
・
ラ
は
、
少
く
と
も
隊
員
に
は
越
え
ら

れ
る
も
の
、
ど
う
し
て
も
突
破
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
ガ

ュ
ン
・
ラ
以
遠
は
隊
員
の
み
に
よ
る
強
行
軍
を
も
っ
て
、
リ
モ
に
近
づ
く

計
画
で
具
体
案
を
練
っ
た
。

☆

ラ
ワ
ル
ピ
ン
デ
ィ
で
の
フ
ラ
イ
ト
待
ち
は
た
だ
た
だ
不
運
だ
っ
た
。
今

度
は
私
達
の
番
だ
と
い
う
時
に
、
長
期
の
悪
天
に
入
っ
た
。
六
月
下
旬
の

こ
と
で
あ
る
。
千
四
百
キ
ロ
の
荷
物
と
共
に
じ
り
じ
り
待
つ
。
好
天
に
な

り
次
第
、
一
回
で
全
部
運
べ
る
よ
う
ド
イ
ツ
隊
と
協
力
し
て
、
Ｃ
一
三
○

機
を
出
す
約
束
を
と
り
つ
け
た
。
予
定
を
は
る
か
に
過
ぎ
た
七
月
十
二

日
、
や
っ
と
飛
行
機
が
出
る
。
私
達
を
含
め
計
五
隊
が
こ
の
日
ス
カ
ル
ド

入
り
し
た
。
長
い
フ
ラ
イ
ト
待
ち
は
、
最
悪
な
こ
と
に
登
山
日
数
の
縮
少

を
余
儀
な
く
し
、
生
鮮
食
料
の
大
半
を
腐
ら
せ
た
。
ひ
ど
い
出
足
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
時
間
の
ズ
レ
で
私
達
は
ジ
ャ
フ
ァ
ー
ル
と
い
う
統
率
力

抜
群
の
サ
ー
ダ
ー
を
雇
用
出
来
た
。
登
山
活
動
中
、
悪
評
高
い
ポ
ー
タ
ー
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に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
些
細
な
こ
と
ひ
と
つ
起
ら
ず
、
煩
わ
さ
れ
ず
に
す
ん

だ
の
だ
。
ド
ク
タ
ー
は
口
癖
「
塞
翁
が
馬
」
を
と
ば
す
の
で
あ
っ
た
。

シ
ャ
イ
ョ
ー
ク
河
は
グ
ラ
デ
ィ
と
呼
ば
れ
る
渡
し
カ
ゴ
で
渡
河
、
サ
ル

ト
ロ
谷
を
歩
い
て
四
日
目
で
最
終
部
落
ゴ
マ
。
左
手
に
ビ
ラ
フ
ォ
ン
ド
谷

が
広
く
見
え
る
の
に
、
ガ
ュ
ン
方
面
は
狭
く
曲
り
く
ね
っ
て
見
え
る
。
ソ

バ
の
緑
は
荒
地
と
対
照
を
な
し
一
段
と
み
ず
み
ず
し
く
、
隊
員
は
帰
り
に

は
喰
っ
て
や
ろ
う
と
期
待
し
て
い
る
。

山
入
り
を
前
に
山
羊
二
頭
が
殺
さ
れ
た
。
ポ
ー
タ
ー
は
少
し
歩
い
て
は

す
ぐ
休
む
こ
と
を
繰
り
返
す
か
ら
、
私
達
の
ペ
ー
ス
と
と
か
く
違
っ
て
く

る
が
、
彼
等
流
に
や
ら
せ
て
お
く
の
が
最
良
だ
。
ゴ
マ
か
ら
三
日
目
に
ガ

ュ
ン
氷
河
上
、
四
三
○
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｂ
Ｃ
を
建
設
し
た
。
モ
レ
ー
ン
脇

の
清
流
と
、
草
花
の
咲
く
気
持
の
良
い
所
で
、
ガ
ル
ク
ン
の
北
面
が
真
正

面
に
見
え
る
。

一
日
休
養
し
て
作
戦
が
開
始
さ
れ
た
。
天
気
は
ゴ
マ
以
来
ず
っ
と
悪
く

雨
模
様
。
ガ
ュ
ン
氷
河
の
支
流
ミ
ル
ザ
・
カ
フ
ァ
ー
ル
氷
河
に
入
る
。
ス

テ
フ
ァ
ン
ソ
ン
の
報
告
通
り
、
後
退
が
著
し
い
。
こ
の
辺
り
歩
き
づ
ら

く
、
ボ
ッ
カ
泣
か
せ
だ
。
一
旦
デ
ポ
を
作
っ
て
か
ら
、
五
一
○
○
メ
ー
ト

ル
に
Ｃ
１
を
作
っ
た
。
こ
の
間
先
発
の
二
人
は
早
く
も
ガ
ュ
ン
・
ラ
ら
し

き
コ
ル
に
到
達
し
て
い
た
。
七
月
二
十
九
日
、
や
っ
と
晴
れ
上
る
。
大
沢

ら
三
人
が
、
そ
の
コ
ル
を
偵
察
す
る
。
信
頼
出
来
る
地
図
と
て
な
く
、
絶

対
的
と
思
わ
れ
る
ガ
ル
ク
ン
、
チ
ュ
ミ
ッ
ク
、
Ｋ
岨
を
基
準
点
に
し
て
、

相
対
的
位
置
を
推
測
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
こ
の
コ
ル
か
ら
は
ガ
ル
ク
ン

し
か
見
え
な
い
。
馬
蹄
形
の
山
稜
中
、
概
念
図
に
示
さ
れ
て
い
る
左
寄
り

の
最
低
コ
ル
に
登
っ
た
の
だ
。
納
得
の
い
か
な
い
地
形
の
ま
ま
、
一
応
こ

れ
を
ガ
ュ
ン
・
ラ
と
し
た
。
し
か
し
翌
日
全
員
の
参
加
に
よ
る
調
査
で
、

全
く
違
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
を
下
れ
ば
何
と
ガ
ュ

ン
氷
河
へ
逆
戻
り
し
て
し
ま
う
の
だ
。
試
行
錯
誤
第
一
回
で
あ
る
。
覚
悟

の
上
だ
が
気
が
重
く
な
る
。

サ
ー
ダ
ー
の
積
極
的
な
協
力
で
休
み
を
返
上
し
、
二
隊
が
残
る
二
つ
の

コ
ル
偵
察
に
出
た
。
ど
ち
ら
か
を
突
破
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
Ｃ
１
を

中
心
に
扇
形
に
展
開
し
た
偵
察
隊
を
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
結
ぶ
。
こ
う
す

れ
ば
偵
察
を
重
復
さ
せ
ず
に
、
そ
の
場
で
同
時
に
二
者
を
比
較
出
来
た
。

ほ
ぼ
中
央
の
コ
ル
へ
は
、
ク
レ
バ
ス
と
ブ
ロ
ッ
ク
雪
崩
の
危
険
が
あ
っ

て
途
中
で
断
念
。
部
分
的
に
見
え
た
反
対
側
も
、
急
峻
な
氷
壁
が
予
想
さ

れ
、
ル
ー
ト
に
な
ら
ぬ
も
の
と
判
断
し
た
。
位
置
か
ら
す
る
と
、
ロ
ン
グ

ス
タ
ッ
フ
の
登
っ
た
の
は
こ
の
コ
ル
ら
し
い
の
だ
が
。
残
る
右
側
の
コ
ル

は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
が
良
く
、
永
田
、
ジ
ャ
フ
ア
ー
ル
、
ア
ブ
ド
ウ
ル
が
到

達
し
た
。
反
対
側
は
懸
垂
氷
河
で
下
降
は
難
し
い
。
し
か
し
突
破
で
き
る

こ
と
を
示
唆
し
て
き
た
。
と
て
も
う
Ⅱ
峠
と
は
呼
べ
な
い
。
左
程
の
困
難

を
伴
わ
ず
人
の
往
き
来
出
来
る
所
を
峠
と
呼
ぶ
な
ら
、
そ
の
様
な
地
形
は

こ
こ
に
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
は
ギ
ョ
ン
・

ラ
と
名
付
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
筈
だ
。
長
駆
永
田
隊
に
合
流
し
た

中
島
隊
も
、
難
し
い
な
が
ら
下
降
の
可
能
性
あ
り
と
報
告
し
て
き
た
。

中
島
の
誕
生
日
を
兼
ね
た
休
養
日
は
、
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
を
ま
じ
え
て
ガ
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ユ
ン
・
ラ
談
議
に
な
っ
た
。
ア
ブ
ド
ウ
ル
の
お
父
さ
ん
の
話
も
出
て
来

て
、
ど
う
も
ワ
ー
ク
マ
ン
夫
妻
の
探
検
行
に
加
わ
っ
た
ら
し
い
。
ガ
ュ
ン

氷
河
と
ラ
ヤ
グ
マ
氷
河
の
こ
と
に
な
る
と
、
前
後
の
辻
棲
が
あ
わ
ず
、
興

味
深
い
話
が
未
完
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
時
そ
の
ラ
ヤ
グ
マ
氷
河
調

査
、
又
は
Ｃ
Ｉ
に
近
い
鋭
峰
（
鶴
ケ
峰
と
仮
称
）
に
登
っ
た
ら
と
の
意
見

が
出
た
が
、
眼
前
に
あ
る
広
大
な
未
知
の
領
域
こ
そ
私
達
の
目
ざ
す
本
来

の
も
の
、
こ
れ
を
全
力
上
げ
て
や
っ
て
み
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

☆

Ｃ
１
か
ら
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
コ
ル
へ
は
、
大
沢
ら
四
名
、
ハ
イ
ポ

ー
タ
ー
五
名
に
よ
る
ボ
ッ
カ
、
特
に
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
は
ダ
ブ
ル
ポ
ッ
カ
を

し
て
、
た
っ
た
一
日
で
Ｃ
２
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
。
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス

が
沢
山
あ
る
。
こ
の
氷
河
地
帯
の
中
で
、
無
名
氷
河
側
か
ら
こ
の
コ
ル
を

越
え
、
盛
ん
に
蝶
が
と
ぶ
。
観
察
し
て
み
る
と
、
ヒ
メ
ァ
カ
タ
テ
ハ
の
蝶

道
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
お
そ
ら
く
遥
か
ヌ
ブ
ラ
川
の
方
か
ら
長
大
な
コ

ー
ス
を
飛
翔
し
て
く
る
の
だ
。
少
な
か
ら
ず
感
動
し
た
。
出
来
る
こ
と
な

ら
こ
の
コ
ル
こ
そ
ビ
ラ
フ
ォ
ン
ド
・
ラ
（
蝶
の
コ
ル
）
と
名
付
け
た
か
っ

た
が
、
同
名
の
氷
河
が
近
く
に
あ
る
の
で
採
用
出
来
な
い
。
し
か
し
前
途

へ
の
希
望
が
湧
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
希
望
の
コ
ル
と
名
付
け
、
ケ
ル
ン
を

積
み
、
ク
ラ
ブ
先
輩
の
故
三
井
松
男
氏
、
故
君
島
久
登
氏
の
写
真
を
そ
の

基
部
へ
埋
め
た
。

約
三
百
メ
ー
ト
ル
の
ク
ラ
イ
ム
ダ
ウ
ン
が
必
須
だ
。
ポ
ー
タ
ー
が
使
え

な
い
の
は
、
コ
ル
に
立
っ
た
サ
ー
ダ
ー
に
意
見
を
聞
く
迄
も
な
い
。
悪
天

の
中
で
下
降
ル
ー
ト
エ
作
を
す
る
。
中
島
は
腰
痛
が
激
し
く
、
残
念
に
も

Ｃ
２
を
下
っ
た
。
三
日
間
の
降
雪
の
後
、
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
ザ
イ
ル

が
固
定
さ
れ
た
。
岩
に
打
ち
込
ん
だ
ア
イ
ス
ハ
ー
ケ
ン
が
唯
一
の
頼
み

だ
。
出
発
と
決
め
た
日
に
快
晴
に
な
っ
た
。
Ｋ
辺
南
面
の
眺
め
が
素
晴
し

い
。
下
降
出
発
点
の
雪
は
ど
う
に
も
悪
く
、
足
場
が
作
れ
な
い
。
固
定
ロ

ー
プ
に
ぷ
ら
下
る
よ
う
に
し
て
下
る
。
ア
イ
ゼ
ン
の
爪
先
だ
け
が
壁
と
私

達
を
つ
な
げ
て
い
る
。
荷
物
は
ま
と
め
て
吊
り
下
し
た
。
五
時
間
か
か
っ

て
雪
壁
の
基
部
に
た
つ
・
帰
路
に
は
こ
こ
を
登
華
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら

慎
重
に
目
印
を
つ
け
た
。
激
し
い
照
り
つ
け
の
中
で
、
大
沢
、
永
田
、
上

原
の
三
人
が
荷
物
を
背
負
う
。
縦
走
用
三
十
五
キ
ロ
を
越
え
る
重
荷
だ
。

見
上
げ
る
と
、
私
達
の
と
っ
た
ル
ー
ト
が
最
短
で
あ
り
、
恐
ら
く
一
番

容
易
で
あ
っ
た
の
は
ま
さ
に
幸
運
で
あ
っ
た
。
前
進
へ
の
熱
い
意
志
が
道

を
開
い
た
と
満
足
感
が
湧
く
。
無
名
氷
河
は
後
に
伝
説
中
の
人
名
を
と
り

ハ
ス
ラ
ッ
ト
氷
河
と
名
付
け
た
。
本
流
に
入
る
と
す
ぐ
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル

帯
に
な
る
。
右
往
左
往
の
あ
げ
く
、
右
岸
に
下
降
路
を
見
つ
け
た
。
チ
ュ

ミ
ッ
ク
の
双
峰
、
サ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
さ
え
見
え
る
。
こ
こ
か
ら
見
る

と
、
概
念
図
（
宮
森
氏
作
成
の
も
の
）
に
示
さ
れ
た
ロ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
の

ギ
ョ
ン
・
ラ
反
対
側
は
、
と
ん
で
も
な
い
氷
壁
で
あ
っ
た
。
Ｙ
字
状
氷
河

が
直
線
に
シ
ア
チ
ェ
ン
氷
河
に
向
う
所
で
、
Ｖ
字
谷
の
遥
か
先
に
か
す
ん

だ
白
い
帯
が
見
え
た
。
シ
ア
チ
ェ
ン
氷
河
だ
。
私
達
は
歓
声
を
あ
げ
た
。

歩
き
に
く
い
凸
凹
の
モ
レ
ー
ン
に
悩
ま
さ
れ
、
目
標
は
な
か
な
か
近
付
か

な
い
。
氷
河
は
そ
の
厚
み
を
著
し
く
減
じ
て
五
十
メ
ー
ト
ル
は
沈
下
し
て
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い
る
。
山
腹
に
そ
の
痕
跡
が
は
っ
き
り
と
う
か
が
え
る
。
ヤ
ン
グ
の
踏
査

し
た
北
氷
河
（
彼
は
便
宣
上
、
南
・
北
氷
河
と
呼
ん
で
い
る
が
、
氷
河
そ

の
も
の
に
は
名
を
つ
け
て
い
な
い
）
の
急
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
左
手
に

現
れ
た
。
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
奥
は
見
え
ず
、
た
だ
Ｋ
理
が
そ
の
上
に
の

し
か
か
っ
て
見
え
る
。
彼
が
高
い
山
に
ひ
か
れ
て
北
氷
河
に
踏
み
込
も
う

と
し
た
の
も
よ
く
わ
か
る
。
コ
ル
か
ら
四
日
目
、
遂
に
シ
ア
チ
ェ
ン
氷
河

の
端
に
立
っ
た
。

登
山
許
可
の
下
り
た
山
も
し
か
と
見
え
た
が
、
そ
れ
は
と
て
も
い
い
山

と
は
言
え
ず
、
た
だ
登
り
上
っ
て
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
と
い
う

程
の
も
の
だ
っ
た
。
少
な
か
ら
ず
が
っ
か
り
し
た
も
の
の
、
既
に
こ
の
山

を
登
る
ゆ
と
り
さ
え
な
い
。
シ
ァ
チ
ェ
ン
氷
河
の
中
央
部
は
突
然
白
い
氷

塔
が
流
れ
に
沿
っ
て
立
ち
な
ら
ぶ
奇
観
を
呈
し
て
い
た
。
あ
た
り
の
黒
い

モ
レ
ー
ン
に
比
し
て
全
く
白
い
。
そ
し
て
大
き
な
結
晶
粒
界
が
は
っ
き
り

見
え
る
。

一
日
が
か
り
で
横
断
を
終
る
と
、
対
岸
は
テ
ロ
ン
グ
谷
で
あ
っ
た
。
氷

河
は
ず
っ
と
奥
迄
後
退
し
て
い
て
、
シ
ァ
チ
ェ
ン
氷
河
と
の
間
は
大
濁
流

で
結
ば
れ
て
い
る
。
谷
は
広
く
河
原
が
あ
り
、
テ
ロ
ン
グ
氷
河
舌
端
迄
は

容
易
に
た
ど
り
つ
け
そ
う
に
見
え
た
。
谷
へ
は
モ
レ
ー
ン
の
急
な
ガ
ラ
場

を
駆
け
下
る
と
入
れ
る
。
し
ば
ら
く
行
く
と
、
細
い
清
流
が
あ
り
、
カ
ャ

ッ
リ
草
の
類
が
緑
を
な
し
大
き
な
柳
も
数
本
あ
る
。
そ
の
根
元
に
キ
ャ
ン

プ
を
張
っ
た
。
シ
ア
チ
ェ
ン
Ⅱ
〃
野
バ
ラ
の
豊
か
な
″
の
名
の
通
り
、
野

バ
ラ
の
株
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
花
は
散
り
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
こ
の

地
方
特
有
の
ョ
モ
ギ
の
強
い
臭
も
す
る
し
、
わ
ず
か
な
地
形
の
差
で
で
き

る
、
湿
、
乾
地
に
各
々
の
草
が
花
を
さ
か
せ
て
い
る
。
伝
説
の
テ
ラ
ム
シ

ェ
ー
ル
氷
河
の
ロ
ス
ト
・
オ
ア
シ
ス
に
は
及
ば
な
い
が
、
荒
凉
た
る
氷
河

地
帯
の
た
だ
中
の
緑
な
す
地
は
小
さ
な
オ
ア
シ
ス
と
呼
ん
で
も
い
い
だ
ろ

う
。
高
さ
は
富
士
山
山
頂
と
同
じ
。
ア
イ
ベ
ッ
ク
ス
等
の
足
跡
、
糞
が
あ

り
、
封
鎖
さ
れ
た
小
さ
な
生
活
圏
を
作
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

☆

濁
流
は
大
き
く
蛇
行
し
て
、
左
右
の
岩
壁
を
け
ず
っ
て
い
る
。
再
び
悪

天
周
期
に
入
っ
た
中
を
た
だ
前
へ
進
む
。
勿
論
リ
モ
は
前
衛
の
山
に
か
く

れ
て
全
く
見
え
な
い
。
川
が
二
つ
に
別
れ
、
谷
を
右
か
ら
左
へ
横
切
っ
て

い
る
所
に
来
た
。
テ
ロ
ン
グ
氷
河
の
汚
れ
た
舌
端
が
見
え
る
。
左
右
の
へ

つ
り
は
岩
壁
の
為
不
可
能
で
、
残
さ
れ
た
道
は
徒
渉
し
か
な
い
。
急
流
は

二
つ
に
別
れ
て
も
な
お
幅
広
く
、
か
つ
氷
塊
が
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
く
る
。

非
常
に
冷
い
。
着
る
も
の
を
着
て
水
に
入
る
。
中
央
部
迄
行
く
と
、
腰
の

深
さ
の
水
で
す
ご
い
圧
力
が
か
か
っ
て
く
る
。
氷
塊
が
遠
慮
な
し
に
冷
え

た
手
足
を
打
つ
・
ザ
イ
ル
に
助
け
ら
れ
て
岸
へ
戻
る
。
三
回
目
に
永
田
が

徒
渉
に
成
功
し
た
。
だ
が
次
の
急
流
は
一
段
と
幅
広
く
悪
相
を
な
し
、
試

す
ま
で
も
な
く
、
私
達
の
意
志
と
希
望
を
流
し
去
っ
た
。

胸
か
ら
下
を
ビ
シ
ョ
濡
れ
に
し
て
河
原
に
う
ず
く
ま
る
。
「
駄
目
だ
」

の
一
言
の
あ
と
が
続
か
な
い
。
厚
い
雨
雲
に
覆
わ
れ
た
山
々
は
、
私
達
の

気
持
を
象
徴
し
て
い
た
。
あ
っ
け
な
い
ア
ン
チ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
な
終
り

で
あ
っ
た
。
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し
か
し
未
知
に
対
し
て
私
達
は
ま
だ
食
欲
で
あ
っ
た
。
シ
ァ
チ
ェ
ン
氷

河
に
戻
り
、
ヌ
ブ
ラ
川
の
源
頭
を
見
に
行
っ
た
。
舌
端
の
大
氷
壁
か
ら
奔

流
が
出
て
い
る
。
両
側
の
扇
状
地
に
緑
を
点
在
さ
せ
る
広
い
谷
が
南
に
延

び
て
い
る
。
ラ
ャ
グ
マ
谷
の
入
口
も
見
え
た
。
若
い
二
人
は
、
こ
れ
が
文

明
発
祥
の
地
イ
ン
ダ
ス
川
の
さ
ら
に
源
流
な
の
だ
と
感
激
し
て
い
た
。
こ

の
ま
ま
谷
を
下
っ
て
人
家
の
あ
る
所
迄
行
っ
て
み
た
い
気
に
な
る
。

「
そ
の
方
が
楽
だ
し
ね
」

と
久
し
ぶ
り
に
笑
い
が
戻
っ
た
。

歩
き
易
い
ル
ー
ト
が
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
、
荷
物
が
軽
く
な
っ
た
こ
と

で
、
復
路
は
ス
ピ
ー
ド
が
上
っ
た
。
三
日
で
ハ
ス
ラ
ッ
ト
氷
河
上
部
の
ア

イ
ス
フ
ォ
ー
ル
帯
を
突
破
し
て
い
た
。
天
候
も
回
復
し
た
。
四
日
悪
天
、

三
日
好
天
の
周
期
だ
が
、
次
第
に
悪
天
の
方
が
長
く
な
る
気
配
だ
。
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
、
長
大
な
尾
根
の
一
端
に
登
っ
て
シ
ア
チ
ェ
ン
氷
河

東
側
を
観
察
し
た
い
。
希
望
の
コ
ル
か
ら
で
は
、
こ
の
尾
根
が
す
っ
か
り

東
部
を
か
く
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
氷
河
を
源
頭
部
ま
で
つ
め
、
右

岸
の
コ
ル
目
指
し
て
登
る
。
う
ん
ざ
り
し
た
コ
ル
へ
の
登
り
は
、
小
さ
な

氷
河
に
繋
が
っ
て
い
る
だ
け
で
、
更
に
稜
線
を
ピ
ー
ク
に
向
っ
て
登
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
の
岩
峰
に
行
く
迄
も
な

く
、
シ
ア
チ
ェ
ン
側
の
雪
庇
の
基
部
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
瞬
に
し

て
驚
く
ば
か
り
の
景
観
を
得
た
。
高
度
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
、
望
み
う
る

あ
ら
ゆ
る
山
々
が
目
に
入
っ
て
来
た
。
な
じ
み
深
い
Ｋ
⑫
、
サ
ル
ト
ロ
・

カ
ン
リ
を
北
に
、
テ
ラ
ム
・
カ
ン
リ
、
ア
プ
サ
ラ
サ
ス
、
問
題
の
リ
モ
、

マ
モ
ス
ト
ン
・
カ
ン
リ
、
更
に
南
に
は
、
何
と
サ
セ
ル
・
カ
ン
リ
迄
見
え

た
の
だ
。
リ
モ
は
薄
茶
の
岩
壁
を
一
気
に
つ
き
上
げ
て
い
る
。
山
頂
付
近

が
雲
の
中
だ
が
、
Ｉ
峰
は
抜
き
ん
で
て
高
く
、
Ⅱ
、
Ⅲ
峰
は
ほ
ぼ
同
高
度

と
思
え
た
。
い
ず
れ
も
急
峻
な
岩
壁
に
ま
も
ら
れ
、
北
側
同
様
、
南
西
面

か
ら
の
登
筆
は
、
は
な
は
だ
難
し
そ
う
だ
。
遠
く
イ
タ
リ
ァ
ン
・
コ
ル
を

通
り
、
東
側
か
ら
が
未
知
だ
が
、
そ
れ
故
に
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

そ
れ
に
く
ら
べ
、
マ
モ
ス
ト
ン
・
カ
ン
リ
北
西
面
は
ほ
ぼ
雪
の
斜
面

で
、
鷹
揚
な
山
容
を
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
シ
ョ
ル
カ
チ
ョ
ル
テ
ン

氷
河
の
源
頭
に
立
つ
チ
ョ
ン
ク
ン
ダ
ム
Ⅱ
峰
七
○
○
四
メ
ー
ト
ル
を
無
視

す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
実
際
私
達
も
あ
わ
よ
く
ば
登
っ
て
や
ろ
う
と
心

中
に
秘
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
テ
ロ
ン
グ
谷
の
合
流
点
に
入
れ
さ
え
す

れ
ば
、
氷
河
を
つ
め
る
ル
ー
ト
に
よ
り
お
そ
ら
く
容
易
に
登
肇
出
来
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
独
立
峰
と
し
て
雪
の
お
だ
や
か
な
山
容
を
持
つ
と
同
時

に
、
マ
モ
ス
ト
ン
・
カ
ン
リ
の
北
面
を
間
近
に
見
、
リ
モ
の
東
面
も
の
ぞ

け
る
絶
好
の
位
置
に
あ
る
の
だ
。
い
ず
れ
こ
の
地
を
訪
れ
る
登
山
隊
の
目

標
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
印
パ
停
戦
ラ
イ
ン
に
対
し
微
妙
な
位
置
に
あ
る
の

で
登
山
許
可
が
問
題
だ
。
全
く
私
達
に
と
っ
て
は
忌
わ
し
い
国
境
線
で
あ

る
。

☆

私
達
は
希
望
の
コ
ル
を
越
え
て
テ
ロ
ン
グ
谷
に
達
し
た
。
地
理
的
に
は

空
白
部
を
埋
め
る
成
果
は
上
げ
た
が
、
登
山
面
か
ら
見
た
場
合
ど
ん
な
意

味
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
コ
ル
が
ハ
ス
ラ
ッ
ト
側
へ
降
り
る
唯
一
無
二
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リモヘの遠い道

の
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
コ
ル
越
え
は
シ
ェ
ル
パ

に
較
べ
、
登
山
に
不
馴
れ
な
バ
ル
テ
ィ
ス
タ
ン
ポ
ー
タ
ー
に
は
荷
が
勝
ち

す
ぎ
る
。
と
す
れ
ば
隊
員
に
よ
る
荷
物
輸
送
し
か
な
い
。
そ
し
て
テ
ロ
ン

グ
谷
迄
は
長
い
氷
河
の
道
が
続
く
か
ら
、
多
く
の
人
数
が
要
求
さ
れ
る

し
、
長
期
戦
に
な
る
。
む
し
ろ
私
達
の
と
っ
た
方
法
の
方
が
有
利
だ
。

勿
論
ラ
ッ
シ
ュ
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
登
頂
に
な
る
。
相
手
が
チ
ョ
ン

ク
ン
ダ
ム
な
ら
ば
最
良
の
方
法
と
思
う
。
但
し
濁
流
徒
渉
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
私
達
日
本
の
登
山
家
に
は
、
徒
渉
術
は
馴
み
の
深
い
技
術
だ
。

き
っ
と
妙
案
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
あ
る
い
は
時
期
を
早
め
れ
ば
、
水
量

は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

Ｂ
Ｃ
に
居
を
構
え
た
、
山
村
、
松
野
、
中
島
の
三
人
は
、
ミ
ル
ザ
カ
フ

ァ
ー
ル
氷
河
の
概
念
図
作
成
と
、
ガ
ュ
ン
氷
河
奥
の
調
査
を
行
っ
た
。
残

念
な
が
ら
ラ
ヤ
グ
マ
氷
河
に
ぬ
け
る
地
点
を
観
察
出
来
な
か
っ
た
が
、
登

山
路
と
し
て
の
利
用
価
値
か
ら
み
る
と
、
ヌ
ブ
ラ
川
遡
行
が
あ
り
、
一
考

を
要
す
る
。

Ｃ
２
以
来
互
い
に
全
く
連
絡
を
絶
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
私
達
は
、
八

月
十
九
日
で
再
会
し
た
。
あ
と
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
だ
け
が
残
さ
れ
た
仕
事
で

あ
っ
た
。

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
一
九
七
八
年
鶴
城
山
岳
会
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
隊

活
動
期
間
一
九
七
八
年
六
月
’
九
月

目
的
ガ
ュ
ン
・
ラ
踏
破
と
リ
モ
山
城
踏
査

隊
の
構
成
隊
長
Ⅱ
大
沢
宣
彦
（
幻
）
、
記
録
Ⅱ
山
村
正
光
（
別
）
、
装

備
Ⅱ
中
島
敏
行
（
詔
）
、
渉
外
Ⅱ
永
田
秀
樹
（
型
）
、
食
料

Ⅱ
上
田
昭
則
（
型
）
、
医
師
Ⅱ
松
野
正
紀
（
流
）
、
Ｌ
Ｏ
Ⅱ

モ
ハ
メ
ッ
ド
・
ア
ジ
マ
ル

行
動
概
要
七
月
十
二
日
ス
カ
ル
ド
着
。
七
月
十
四
日
ス
ル
モ
着
。
七

月
十
六
日
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。
七
月
二
十
三
日
ガ
ュ
ン
氷

河
上
Ｂ
Ｃ
建
設
。
七
月
二
十
八
日
Ｃ
１
建
設
。
ガ
ュ
ン
・

ラ
偵
察
。
八
月
二
日
Ｃ
２
建
設
。
八
月
六
日
氷
河
下
降
開

始
。
八
月
十
二
日
テ
ロ
ン
グ
谷
で
濁
流
に
行
手
を
阻
ま

る
、
後
退
開
始
。
八
月
十
九
日
Ｂ
Ｃ
合
流
。
八
月
二
十
四

日
Ｂ
Ｃ
撤
収
下
山
。
八
月
三
十
日
ス
カ
ル
ド
着
。
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僕
達
が
雪
の
日
高
に
憧
れ
た
理
由
は
、
そ
の
処
女
性
と
未
知
性
に
あ
っ

た
。
仲
間
の
誰
一
人
と
し
て
冬
の
日
高
を
知
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
北

海
道
へ
渡
っ
た
者
も
数
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
純
白
で
長
大

な
山
脈
に
自
分
達
だ
け
の
ト
レ
ー
ス
を
つ
け
る
事
を
考
え
る
と
、
心
は
北

の
山
々
に
飛
ん
で
行
く
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
も
う
一
つ
、
僕
達
に
は

「
大
学
山
岳
部
の
あ
り
方
」
と
い
う
頭
を
悩
ま
す
問
題
が
常
に
あ
っ
た
。

部
の
ま
と
ま
り
と
は
何
な
の
か
、
全
員
結
束
し
て
遠
征
を
や
ろ
う
、
と
は

決
め
て
も
、
結
局
は
北
極
、
ア
ラ
ス
カ
、
ヨ
セ
ミ
テ
、
台
湾
と
、
気
の
合

っ
た
者
同
志
が
バ
ラ
バ
ラ
に
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
更
に
冬
山
合
宿
も

魚
沼
三
山
縦
走
、
鹿
島
槍
、
八
ケ
岳
（
女
子
）
と
分
散
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

充
分
な
準
備
と
情
熱
で
成
功
を
収
め
た
も
の
の
、
ど
う
も
割
り
切
れ
な
い

気
持
ち
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。

は
じ
め
に

積
雪
期
日
高
山
脈
全
山
縦
走
（
一
九
七
九
年
三
月
）

全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
一
つ
の
山
に
取
り
組
む
事
は
で
き
な
い
の
か
？

近
年
の
よ
う
に
登
山
が
個
人
主
義
的
傾
向
を
示
す
時
代
に
、
三
十
名
近
い

部
員
が
一
つ
に
な
る
な
ん
て
事
は
し
ょ
せ
ん
無
理
な
の
か
？
時
代
遅
れ

な
の
か
？
し
か
し
「
時
代
遅
れ
」
と
言
い
切
る
だ
け
の
思
想
裏
付
け
も

経
験
も
、
僕
達
は
持
っ
て
い
な
い
。
と
に
か
く
や
っ
て
み
よ
う
！
や
っ

て
み
な
け
れ
ば
結
論
は
出
せ
な
い
。

こ
う
し
て
目
標
を
日
高
に
決
め
、
検
討
に
検
討
を
重
ね
た
上
で
や
っ
と

以
下
の
計
画
が
決
定
し
た
。

縦
走
隊
Ｃ
Ｌ
木
津
以
下
四
名
。
三
十
一
日
間
（
実
動
二
十
日
、
予
備

十
一
日
）
で
、
楽
古
岳
か
ら
芽
室
岳
ま
で
の
縦
走
。

横
断
Ａ
隊
（
コ
イ
カ
ク
隊
）
Ｌ
村
口
以
下
六
名
。
二
十
七
日
間
（
実

動
十
五
日
、
予
備
十
二
日
）
で
、
札
内
川
よ
り
ヨ
イ
カ
ク
シ
ュ
札
内

岳
に
Ｂ
Ｃ
設
置
。
縦
走
隊
サ
ポ
ー
ト
後
、
ペ
テ
ガ
リ
岳
西
尾
根
下

日
本
大
学
山
岳
部
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一
見
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
に
な
っ
た
。
二
十
年
前
の
北
大
、
青
山

学
院
大
等
に
よ
る
全
山
初
縦
走
計
画
と
大
差
は
な
い
が
、
今
な
お
、
そ
れ

は
充
分
魅
力
に
富
ん
で
い
る
。
僕
達
は
リ
ー
ダ
ー
会
で
そ
の
意
義
に
つ
い

て
ケ
ン
カ
ご
し
の
論
争
を
く
り
返
し
、
登
山
の
理
想
と
部
の
現
実
を
何
度

も
見
つ
め
直
し
、
や
っ
と
こ
の
計
画
を
ひ
ね
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

三
月
六
日
遅
れ
て
入
山
す
る
Ｂ
隊
の
メ
ン
バ
ー
や
Ｏ
Ｂ
に
見
送
ら
れ

て
、
夜
の
東
京
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
出
航
。
ち
ょ
っ
と
し
た
遠
征
気

分
だ
。三

月
八
日
曇
り
入
山
。
タ
ク
シ
ー
で
メ
ナ
シ
ュ
ウ
ン
ベ
ッ
川
の
上

学
校
跡
ま
で
一
気
に
入
る
。

三
月
九
日
曇
り
の
ち
晴
れ
小
学
校
跡
ｌ
標
高
尾
根
七
○
○
メ
ー
ト

ル
地
点
。
四
十
キ
ロ
の
荷
物
に
苦
し
み
な
が
ら
メ
ナ
シ
ュ
ゥ
ン
ベ
ッ
川
を

遡
り
、
標
高
尾
根
下
部
に
幕
営
。
更
に
二
名
で
森
林
限
界
ま
で
ト
レ
ー
ス

を
つ
け
る
。
近
づ
く
日
高
の
主
稜
と
夕
日
に
輝
く
海
は
す
ば
ら
し
い
。

三
月
十
日
曇
り
Ｃ
Ｓ
Ｉ
楽
古
岳
先
。
ト
レ
ー
ス
の
お
か
げ
で
ス
ム

山
。

横
断
Ｂ
隊
（
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
隊
）
Ｌ
今
野
以
下
四
名
。
二
十
二
日
間

（
実
動
十
四
日
、
予
備
八
日
）
で
、
カ
ム
イ
岳
北
東
尾
根
よ
り
頂
上

に
食
糧
デ
ポ
後
、
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
岳
を
経
て
新
冠
川
へ
下
山
。

縦
走
隊
の
記
録

－
ス
に
頂
上
を
踏
む
が
、
下
降
点
は
氷
化
し
て
お
り
ザ
イ
ル
を
使
用
す

る
。

三
月
十
一
日
吹
雪
停
滞
。
ド
カ
雪
で
テ
ン
ト
が
完
全
に
埋
ま
る
。

三
月
十
二
日
快
晴
Ｃ
Ｓ
Ｉ
十
勝
岳
先
。
十
勝
岳
へ
の
広
大
な
雪
稜

を
た
ど
る
。
ま
る
で
ア
ラ
ス
カ
の
よ
う
だ
。
と
て
も
千
メ
ー
ト
ル
級
と
は

思
え
な
い
。
は
る
か
地
平
線
に
一
六
三
九
メ
ー
ト
ル
峰
を
望
む
。
あ
そ
こ

で
ま
だ
半
分
の
地
点
な
の
だ
。

三
月
十
三
日
晴
れ
の
ち
曇
り
Ｃ
Ｓ
Ｉ
野
塚
岳
先
三
面
○
メ
ー
ト

ル
峰
。
オ
ム
シ
ャ
ヌ
プ
リ
、
野
塚
岳
と
二
つ
の
双
耳
峰
を
越
え
る
。
野
塚

岳
の
コ
ル
の
雪
庇
に
ザ
イ
ル
使
用
。

三
月
十
四
日
快
晴
Ｃ
Ｓ
Ｉ
ト
ョ
ニ
岳
。
大
鷲
の
よ
う
な
ト
ョ
ニ

岳
。
ル
ー
ト
は
岩
峰
、
ナ
イ
フ
リ
ッ
ジ
と
目
ま
ぐ
る
し
く
ザ
イ
ル
を
出
し

入
れ
す
る
。
頂
上
に
着
い
た
時
は
ヘ
ト
ヘ
ト
だ
っ
た
。

三
月
十
五
日
快
晴
Ｃ
Ｓ
Ｉ
ピ
リ
カ
ヌ
プ
リ
。
快
調
に
進
む
が
、
ピ

リ
カ
は
手
強
い
山
だ
。
恐
ろ
し
い
雪
庇
を
越
え
、
氷
壁
、
雪
壁
に
ル
ー
ト

を
拓
さ
、
頂
上
に
達
す
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
よ
う
だ
。
Ｂ
Ｃ
と
の
交
信
に
初

め
て
成
功
す
る
。

三
月
十
六
日
風
雪
Ｃ
Ｓ
Ｉ
一
五
三
○
メ
ー
ト
ル
峰
。
出
発
す
る
が

二
時
間
程
で
暴
風
雪
と
な
り
、
ザ
ッ
ク
ご
と
吹
き
飛
ば
さ
れ
そ
う
に
な

る
。
斜
面
を
削
っ
て
設
営
す
る
。
Ｂ
Ｃ
と
の
交
信
不
通
。

三
月
十
七
日
風
雪
停
滞
。
昼
間
は
必
死
に
除
雪
す
る
。
天
幕
が
破

ら
れ
そ
う
な
恐
怖
を
感
じ
る
。
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三
月
十
八
日
曇
り
Ｃ
Ｓ
Ｉ
ソ
エ
マ
ッ
岳
。
悪
天
に
思
う
よ
う
に
進

ま
な
い
。
予
定
日
数
内
に
Ｂ
Ｃ
入
り
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
食
糧
統
制
と
下

山
路
の
確
認
を
し
、
暗
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。

三
月
十
九
日
快
晴
Ｃ
Ｓ
Ｉ
神
威
岳
。
風
の
や
ん
だ
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
ん
で
、
一
気
に
神
威
岳
へ
進
む
。
三
日
ぶ
り
に
Ｂ
Ｃ
の
声
を
キ
ャ
ッ

チ
。

三
月
二
十
日
晴
れ
の
ち
吹
雪
Ｃ
Ｓ
Ｉ
一
四
九
九
メ
ー
ト
ル
峰
手
前

コ
ル
ｏ三

月
二
十
一
日
快
晴
Ｃ
Ｓ
Ｉ
・
ヘ
テ
ガ
リ
岳
手
前
一
四
六
九
メ
ー
ト

ル
峰
。
好
天
に
ピ
ッ
チ
を
あ
げ
て
フ
ル
行
動
。
不
安
定
な
雪
庇
が
多
い
。

北
大
パ
ー
テ
ィ
と
会
う
。

三
月
二
十
二
日
晴
れ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
一
五
九
九
メ
ー
ト
ル
峰
手
前
コ
ル
。

早
大
尾
根
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク
ま
で
の
稜
線
は
非
常
に
悪
い
。
ル

ー
ト
工
作
を
続
け
ペ
テ
ガ
リ
岳
頂
上
で
握
手
。

三
月
二
十
三
日
曇
り
Ｃ
Ｓ
Ｉ
コ
イ
カ
ク
シ
ュ
札
内
岳
Ｂ
Ｃ
ｏ
強
風

を
つ
い
て
、
つ
い
に
Ｂ
Ｃ
入
り
す
る
。
出
迎
え
る
コ
イ
カ
ク
隊
の
メ
ン
バ

ー
が
ど
れ
だ
け
頼
も
し
く
見
え
た
こ
と
か
。
す
ば
ら
し
い
感
激
だ
。

三
月
二
十
四
日
晴
れ
の
ち
吹
雪
Ｂ
Ｃ
Ｉ
ピ
ラ
ト
ミ
山
分
岐
。
コ
イ

カ
ク
の
下
り
は
氷
化
し
た
急
斜
面
で
、
非
常
に
緊
張
し
た
。

三
月
二
十
五
日
風
雪
停
滞
。

三
月
二
十
六
日
晴
れ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
。
雪
庇

に
神
経
を
と
が
ら
せ
な
が
ら
一
八
二
三
メ
ー
ト
ル
峰
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
越

え
て
行
く
。
疲
れ
た
体
に
ム
チ
打
っ
て
カ
ム
エ
ク
の
頂
上
直
下
に
達
す

る
。
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
隊
が
レ
サ
ッ
ピ
に
い
る
と
伝
え
て
く
る
。

三
月
二
十
七
日
曇
り
停
滞
。
視
界
ゼ
ロ
。

三
月
二
十
八
日
曇
り
Ｃ
Ｓ
Ｉ
エ
サ
オ
マ
ン
ト
ッ
タ
ベ
ッ
岳
先
コ

ル
。
風
は
強
い
が
気
温
は
高
い
。
ナ
メ
ワ
ッ
カ
分
岐
よ
り
尾
根
が
広
く
な

り
、
い
よ
い
よ
北
日
高
の
感
が
深
い
。
体
力
の
続
く
限
り
歩
く
。

三
月
二
十
九
日
曇
り
の
ち
晴
れ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
カ
ム
イ
岳
デ
ポ
回
収
’
一

七
九
一
メ
ー
ト
ル
峰
先
コ
ル
。
仲
間
の
残
し
て
く
れ
た
デ
ポ
は
本
当
に
う

れ
し
い
。
夜
は
腹
一
杯
つ
め
こ
む
。

三
月
三
十
日
曇
り
の
ち
吹
雪
Ｃ
Ｓ
ｌ
ト
ッ
タ
ベ
ッ
岳
東
ノ
肩
。

三
月
三
十
一
日
吹
雪
停
滞
。
台
風
な
み
の
低
気
圧
が
通
過
。
ポ
ロ

シ
リ
ヘ
の
ア
タ
ッ
ク
を
控
え
、
今
後
も
低
気
圧
が
続
き
そ
う
だ
。
食
糧
も

多
く
は
な
く
、
不
安
な
停
滞
だ
。

四
月
一
日
風
雪
Ｃ
Ｓ
Ｉ
ピ
パ
イ
ロ
岳
手
前
。
相
変
わ
ら
ず
天
気
は

悪
い
。
残
念
だ
が
ポ
ロ
シ
リ
岳
ア
タ
ッ
ク
を
あ
き
ら
め
、
地
図
と
コ
ン
パ

ス
を
頼
り
に
何
と
か
ピ
パ
イ
ロ
の
手
前
ま
で
進
む
。

四
月
二
日
快
晴
の
ち
曇
り
Ｃ
Ｓ
Ｉ
一
七
三
四
メ
ー
ト
ル
峰
手
前
。

い
よ
い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
感
が
あ
る
が
食
糧
は
少
な
い
。

四
月
三
日
風
雪
停
滞
。
い
よ
い
よ
下
山
と
い
う
日
に
記
録
的
な
ド

カ
雪
と
な
る
。
出
発
す
る
や
い
な
や
、
ヤ
ッ
ケ
は
バ
リ
パ
リ
と
凍
っ
て
し

ま
う
。
無
理
を
せ
ず
残
り
の
食
糧
を
食
い
つ
な
ぐ
事
に
し
て
、
も
う
一
度

天
幕
を
た
て
直
す
。
つ
ら
い
つ
ら
い
停
滞
だ
っ
た
。
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四
月
四
日
曇
り
Ｃ
Ｓ
Ｉ
芽
室
岳
ｌ
林
道
終
点
。
三
つ
の
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
四
人
で
分
け
て
出
発
。
胸
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
に
遅
々
と

し
て
進
ま
な
い
。
み
ん
な
無
言
だ
。
し
か
し
ジ
ワ
ジ
ワ
と
最
後
の
山
、
芽

室
岳
に
近
づ
く
。
風
雪
の
頂
上
で
固
い
握
手
を
交
わ
す
。
そ
し
て
一
気
に

下
降
す
る
。

四
月
五
日
快
晴
Ｃ
Ｓ
Ｉ
羽
帯
駅
。
す
ば
ら
し
い
快
晴
だ
。
最
後
に

残
っ
た
非
常
用
の
コ
ン
ビ
ー
フ
を
か
じ
り
な
が
ら
、
広
大
な
原
野
の
中
を

一
直
線
に
進
ん
で
行
く
。
飛
び
こ
ん
だ
羽
帯
駅
の
売
店
、
帯
広
の
街
、
そ

し
て
牧
場
で
の
横
断
隊
と
の
再
会
、
ど
れ
も
み
な
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
て
行

っ
た
。
思
え
ば
最
終
下
山
を
二
日
後
に
控
え
、
食
糧
を
完
全
に
食
い
尽
し

て
の
下
山
だ
っ
た
。

三
月
九
日
札
内
川
林
道
最
奥
人
家
付
近
よ
り
、
荷
上
げ
を
始
め
る
。

林
道
は
膝
上
の
ラ
ッ
セ
ル
が
続
き
、
ス
キ
ー
隊
を
先
頭
に
一
人
当
り
約
三

十
キ
ロ
の
荷
を
背
負
っ
て
荷
上
げ
を
く
り
返
す
。
コ
イ
ヵ
ク
シ
ュ
サ
ッ
ナ

イ
川
に
入
っ
て
も
、
相
変
わ
ら
ず
の
ラ
ッ
セ
ル
笈
な
か
な
か
進
ま
な

い
。
沢
は
所
々
ブ
リ
ッ
ジ
状
を
呈
し
、
深
い
ラ
ッ
セ
ル
も
あ
り
、
苦
労
す

る
。
上
二
股
よ
り
夏
尾
根
に
取
付
き
、
ル
ー
ト
エ
作
、
荷
上
げ
を
く
り
返

す
。

三
月
十
五
日
コ
イ
カ
ク
シ
ュ
サ
ッ
ナ
イ
岳
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
設

営
完
了
し
た
。
あ
と
は
、
縦
走
隊
の
来
る
の
を
待
つ
ば
か
り
で
あ
る
。

横
断
Ａ
隊
（
コ
イ
カ
ク
隊
）
の
記
録

三
月
二
十
一
日
一
八
三
九
メ
ー
ト
ル
へ
の
ア
タ
ッ
ク
日
和
と
な
っ

た
。
ひ
さ
し
ぶ
り
の
行
動
で
、
全
員
元
気
よ
く
を
飛
び
出
し
た
。
ヤ
オ
ロ

マ
ッ
プ
ま
で
は
、
ク
ラ
ス
ト
し
た
日
高
側
を
行
く
。
足
首
が
痛
く
な
る
所

だ
。
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
よ
り
一
八
三
九
メ
ー
ト
ル
峰
へ
は
、
両
雪
庇
の
ラ
ッ

セ
ル
尾
根
で
、
所
々
ス
タ
カ
ッ
ト
で
通
過
す
る
。
無
風
の
一
八
三
九
メ
ー

ト
ル
峰
か
ら
は
、
。
ヘ
テ
ガ
リ
岳
が
眼
前
に
見
え
る
。
充
実
し
た
行
動
を
終

え
Ｂ
Ｃ
に
帰
り
着
く
。

三
月
二
十
四
日
サ
ポ
ー
ト
隊
の
使
命
も
無
事
果
し
、
我
々
独
自
の
行

動
へ
と
踏
み
出
し
た
。
縦
走
隊
の
安
全
と
成
功
を
祈
り
、
新
た
な
る
目
的

を
持
っ
て
思
い
出
の
コ
イ
カ
ク
を
後
に
し
た
。
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
よ
り
一
五

九
九
メ
ー
ト
ル
峰
ま
で
は
ゆ
る
い
雪
で
歩
き
に
く
い
。
午
後
よ
り
天
候
悪

化
の
た
め
リ
ン
ゴ
畑
に
天
幕
を
張
る
。

三
月
二
十
五
日
停
滞
。

三
月
一
一
十
六
日
風
は
強
い
が
天
気
は
良
好
。
ル
ベ
ッ
ネ
山
を
越
し
、

い
よ
い
よ
憧
撮
の
。
ヘ
テ
ガ
リ
岳
へ
と
足
ど
り
も
軽
い
。
快
晴
の
。
ヘ
テ
ガ
リ

岳
に
て
縦
走
隊
の
ル
ー
ト
を
目
で
辿
る
。
こ
の
日
は
西
尾
根
コ
ル
に
泊
ま

る
。

三
月
二
十
七
日
視
界
は
ま
る
で
き
か
な
い
。
小
雪
が
舞
っ
て
い
る
。

西
尾
根
は
深
い
ラ
ッ
セ
ル
が
続
き
、
所
々
ガ
ス
の
た
め
ル
ー
ト
確
認
が
で

き
な
い
。
午
後
よ
り
暑
い
春
山
と
な
り
、
交
替
の
ラ
ッ
セ
ル
に
も
力
が
入

る
。
が
ん
ば
っ
て
。
ヘ
テ
ガ
リ
山
荘
に
到
着
し
た
。
明
日
は
下
山
だ
。

三
月
二
十
八
日
山
荘
よ
り
ス
キ
ー
二
名
は
村
道
を
ス
ッ
と
ば
し
て
行
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三
月
十
三
日
晴
拓
成
よ
り
荷
上
げ
を
始
め
る
。
四
時
間
で
ピ
リ
カ

ペ
タ
ヌ
沢
営
林
署
に
着
く
。
小
屋
に
は
石
炭
ス
ト
ー
ブ
が
あ
り
、
快
適
で

あ
る
。
二
時
間
で
拓
成
に
も
ど
り
、
午
後
五
時
に
小
屋
到
着
。

三
月
十
四
日
晴
ダ
ブ
ル
ボ
ッ
カ
。
七
時
に
出
発
す
る
が
、
や
わ
ら

か
い
雪
で
ス
ピ
ー
ド
が
上
ら
な
い
。
今
日
中
に
カ
ム
イ
岳
に
デ
ポ
の
つ
も

り
だ
っ
た
が
、
東
尾
根
取
付
点
に
つ
く
頃
、
天
気
が
悪
化
し
吹
雪
と
な

る
。
春
だ
と
い
っ
て
も
日
高
は
冬
で
あ
り
、
冷
た
い
風
で
あ
っ
た
。
午
後

三
時
半
、
二
二
○
メ
ー
ト
ル
道
点
に
デ
ポ
し
、
七
時
三
十
分
小
屋
に
戻

る
。

三
月
十
五
日
く
も
り
子
犬
が
現
わ
れ
た
。
犬
を
つ
れ
て
ゆ
く
か
、

こ
の
小
屋
に
閉
じ
込
め
る
か
。
つ
れ
て
い
っ
て
も
だ
め
だ
ろ
う
し
、
置
い

て
行
け
ば
下
山
す
る
パ
ー
テ
ィ
に
つ
い
て
い
っ
て
助
か
る
だ
ろ
う
と
思

い
、
置
い
て
ゆ
く
。
と
こ
ろ
が
、
と
う
に
鳴
き
声
は
聞
え
な
く
な
っ
て
い

る
所
ま
で
き
て
も
、
耳
の
内
で
鳴
き
声
が
止
ま
ら
な
い
。
ふ
と
、
い
や
な

予
感
が
し
た
の
で
、
た
だ
ち
に
も
ど
っ
て
小
屋
か
ら
出
し
て
や
っ
た
。
犬

は
、
う
れ
し
そ
う
に
一
日
中
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
る
。
雪
崩
の
音
が
時
々

聞
え
る
。
今
野
が
、
関
節
炎
を
再
発
す
る
。

く
が
、
ワ
カ
ン
隊
は
所
々
ボ
コ
ー
ン
と
も
ぐ
っ
て
苦
労
し
て
い
る
。
下
山

と
い
う
と
一
年
生
は
や
た
ら
と
強
く
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
。
数
々
の
思

い
出
を
残
し
て
ひ
さ
し
ぶ
り
に
人
里
に
下
り
た
。

横
断
Ｂ
隊
（
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
隊
）
の
記
録

三
月
十
六
日
雪
今
野
は
テ
ン
ト
キ
ー
パ
ー
に
の
こ
し
、
他
は
デ
ポ

食
糧
を
カ
ム
イ
頂
上
に
あ
げ
る
。

三
月
十
七
日
十
八
日
停
滞
。

三
月
十
九
日
晴
後
く
も
り
カ
ム
イ
岳
に
着
く
。
樹
林
が
分
岐
ま
で

あ
り
、
雪
庇
は
大
き
く
は
な
い
。
ト
ッ
タ
ベ
ッ
岳
が
美
し
く
、
近
く
ま
で

見
に
ゆ
く
。
六
時
に
縦
走
隊
の
声
を
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
キ
ャ
ッ
チ
す

る
。

三
月
二
十
日
く
も
り
後
雪
吹
雪
で
出
発
を
迷
っ
た
が
、
七
時
に
出

発
。
ハ
イ
マ
ツ
の
間
に
足
を
と
ら
れ
る
事
が
多
く
、
九
時
頃
よ
り
風
が
ま

た
強
く
な
り
、
十
時
に
エ
サ
オ
マ
ン
の
最
低
コ
ル
に
天
幕
を
張
る
。

三
月
二
十
一
日
晴
六
時
半
に
コ
ル
を
出
発
し
、
七
時
五
十
分
エ
サ

オ
マ
ン
に
着
く
。
十
二
時
に
ナ
メ
ワ
ッ
カ
分
岐
の
コ
ル
に
着
き
、
天
幕
を

張
る
。
一
年
生
が
元
気
が
な
く
な
っ
た
。
ま
だ
十
日
目
で
あ
る
。

三
月
二
十
二
日
快
晴
四
時
に
起
き
、
五
時
半
出
発
。
分
岐
か
ら
ナ

メ
ワ
ッ
カ
ま
で
は
細
く
両
雪
庇
と
困
難
だ
っ
た
が
、
多
く
の
雪
庇
は
十
勝

幌
尻
側
に
張
り
出
し
て
い
る
。
十
時
に
ナ
メ
ワ
ッ
カ
に
着
く
。
十
二
時
に

一
四
二
八
メ
ー
ト
ル
峰
上
に
天
幕
を
張
る
。
白
樺
が
美
し
い
。

三
月
二
十
四
日
晴
後
雪
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
の
コ
ル
は
、
に
く
た
ら
し

い
程
低
い
。
登
り
は
二
箇
所
急
な
雪
壁
が
あ
る
が
、
崩
し
て
登
る
。
十
二

時
に
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
の
頂
上
付
近
の
広
い
尾
根
に
着
く
。
明
日
の
天
気
が

気
に
な
り
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
備
え
る
。

三
月
二
十
五
日
強
い
低
気
圧
に
ぶ
つ
か
り
停
滞
す
る
。
花
札
を
や
り
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気
を
ま
ぎ
ら
す
。

三
月
二
十
六
日
晴
昨
日
の
低
気
圧
が
残
り
待
機
。
七
時
半
よ
り
ガ

ス
が
切
れ
は
じ
め
八
時
に
撤
収
。
視
界
が
よ
く
、
樹
氷
が
見
ら
れ
、
今
回

の
山
行
で
は
一
番
す
ば
ら
し
い
パ
ノ
ラ
マ
が
見
ら
れ
た
。
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ

の
豚
尾
根
と
は
名
ば
か
り
で
、
頂
上
に
近
づ
く
に
つ
れ
細
く
な
っ
て
お

り
、
雪
が
や
わ
ら
か
け
れ
ば
、
い
や
ら
し
い
所
だ
ろ
う
。
十
一
時
に
頂
上

に
着
き
、
と
う
と
う
新
冠
ダ
ム
が
見
え
た
。
二
時
に
一
三
一
○
メ
ー
ト
ル

峰
手
前
に
天
幕
を
出
し
、
下
山
ム
ー
ド
と
な
っ
た
。

三
月
二
十
七
日
快
晴
一
三
一
○
メ
ー
ト
ル
峰
か
ら
レ
サ
ッ
ピ
ま

で
は
、
樹
林
が
多
く
、
軽
い
ラ
ッ
セ
ル
で
あ
る
。
二
時
に
ダ
ム
に
着
き
、

と
う
と
う
十
六
日
間
の
合
宿
は
終
了
。
長
い
山
行
で
あ
っ
た
。

（
文
責
・
木
津
直
人
、
村
口
徳
行
、
今
野
善
郎
）

八
記
録
概
要
Ｖ

隊
の
名
称
日
本
大
学
体
育
会
山
岳
部
春
山
合
宿

隊
の
構
成
縦
走
隊
（
木
津
直
人
Ⅱ
チ
ー
フ
リ
ー
ダ
ー
、
森
和
彦
、
佐

藤
徹
、
野
中
精
二
）
横
断
Ａ
隊
（
村
口
徳
行
、
鈴
木
弘
之
、
大
上

淳
、
矢
崎
裕
巳
、
中
田
二
照
、
福
島
幸
之
助
）
横
断
Ｂ
隊
（
今
野

善
郎
、
川
那
辺
一
、
向
笠
茂
雄
、
本
間
源
一
）

目
的
日
高
山
脈
の
積
雪
期
全
山
縦
走
と
二
つ
の
横
断
。

活
動
期
間
一
九
七
九
年
三
月
八
日
’
四
月
五
日

行
動
概
要

縦
走
隊
Ⅱ
楽
古
岳
か
ら
芽
室
岳
ま
で
、
実
動
二
十
三
日
、
停
滞
六

日
、
計
二
十
九
日
。

横
断
Ａ
隊
Ⅱ
札
内
川
よ
り
コ
イ
カ
ク
シ
ュ
札
内
岳
Ｂ
Ｃ
設
置
（
縦
走

隊
を
待
ち
六
日
停
滞
）
後
、
。
ヘ
テ
ガ
リ
岳
西
尾
根
下
山
。
実
動
十

三
日
、
停
滞
八
日
、
計
二
十
一
日
。

横
断
Ｂ
隊
Ⅱ
カ
ム
イ
岳
北
東
尾
根
よ
り
縦
走
隊
用
食
糧
デ
ポ
後
、
イ

ド
ン
ナ
ッ
プ
岳
を
経
て
新
冠
川
下
山
。
実
動
十
二
日
、
停
滞
四

日
、
計
十
六
日
。
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剣岳の第二登頂

明
治
四
十
年
に
当
時
の
陸
地
測
量
官
・
柴
崎
芳
太
郎
一
行
が
剣
岳
に
登

っ
た
の
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
同
四
十
二
年
七
月
二
十
四
日
、

第
二
回
目
の
登
頂
者
の
一
人
で
あ
る
吉
田
孫
四
郎
が
『
山
岳
』
第
五
年
一

号
に
「
越
中
劔
岳
」
と
題
し
て
第
二
登
の
記
録
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
頂
上
の
写
真
に
柴
崎
一
行
の
た
て
た
測
量
の
櫓
が
う
つ
っ
て
い
る
。

発
表
者
は
吉
田
孫
四
郎
で
、
同
行
者
は
石
崎
光
謡
、
河
合
良
成
、
野
村

義
重
で
あ
る
。
石
崎
光
瑠
は
著
名
な
日
本
画
家
で
あ
り
、
河
合
良
成
は
小

松
製
作
所
中
興
の
祖
で
あ
り
、
政
財
界
に
戦
前
戦
後
大
活
躍
し
た
人
で
あ

る
。
し
か
る
に
、
吉
田
孫
四
郎
と
野
村
義
重
に
つ
い
て
は
、
ど
の
文
献
を

み
て
も
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

た
ま
た
ま
私
の
勤
め
て
い
る
北
陸
銀
行
は
昭
和
五
十
二
年
に
創
業
百
周

年
を
迎
え
た
。
私
は
「
創
業
百
年
史
」
編
集
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
も
担
当

は
じ
め
に

剣

岳
の
第
二
登
頂

ｌ
吉
田
孫
四
郎
に
つ
い
て
Ｉ

し
て
い
て
、
前
身
銀
行
関
係
の
文
献
な
ど
一
通
り
目
を
通
し
て
い
た
が
、

ど
う
も
そ
の
中
で
の
記
憶
に
吉
田
孫
四
郎
な
る
名
前
が
あ
っ
た
よ
う
な
気

が
し
た
の
で
あ
る
。
早
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
に
調
査
さ
せ
た
の

が
、
吉
田
孫
四
郎
な
る
人
物
に
ぶ
つ
か
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。

こ
こ
で
簡
単
に
四
名
の
略
歴
を
述
識
へ
よ
う
。

人
吉
田
孫
四
郎
Ｖ

明
治
二
十
年
十
二
月
十
八
日
生
。
大
正
十
三
年
五
月
十
九
日
死
亡
。

富
山
県
高
岡
市
野
村
、
吉
田
藤
兵
衛
三
男
。
吉
田
家
は
高
岡
市
郊
外
の

地
主
、
親
戚
関
係
は
頗
る
有
力
で
あ
る
。
孫
四
郎
の
妹
い
ね
は
富
山
市

の
十
一
代
密
田
林
蔵
に
嫁
し
、
ま
だ
健
在
で
あ
る
。
密
田
家
は
富
山
県

切
っ
て
の
名
家
で
、
北
陸
銀
行
の
前
身
、
十
二
銀
行
創
設
の
功
労
者
で

略
歴

藤
平
正
夫
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あ
り
、
現
日
本
山
岳
会
富
山
支
部
長
中
田
清
兵
衛
氏
の
父
は
密
田
家
か

ら
出
て
い
る
。
孫
四
郎
の
妻
と
き
は
同
じ
高
岡
市
の
五
代
木
津
太
郎
平

の
五
女
で
あ
る
（
現
存
）
。

木
津
家
は
戦
前
高
岡
市
の
御
三
家
と
い
わ
れ
た
有
力
者
の
一
つ
で
あ

り
、
高
岡
共
立
銀
行
（
後
年
高
岡
銀
行
と
合
併
し
、
戦
時
中
他
三
行
と

合
併
し
て
北
陸
銀
行
と
な
る
）
の
創
設
者
で
も
あ
る
。
富
山
県
山
岳
連

盟
初
代
会
長
故
木
津
誠
一
氏
は
木
津
家
第
七
代
に
当
る
。

孫
四
郎
の
長
女
み
の
り
さ
ん
は
健
在
で
、
今
回
の
調
査
で
い
ろ
い
ろ

貴
重
な
資
料
や
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

明
治
三
十
八
年
高
岡
中
学
第
四
回
卒
業
。
卒
業
時
の
成
績
は
六
番
で

あ
っ
た
。
当
時
の
卒
業
生
名
簿
は
成
績
順
に
な
っ
て
い
た
（
こ
れ
は
長

女
み
の
り
さ
ん
に
見
せ
て
い
た
だ
い
た
）
。
河
合
良
成
は
同
中
学
の
二

年
先
輩
で
あ
る
。
高
岡
中
学
か
ら
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
に
進
み
、
続

い
て
東
京
帝
国
大
学
に
入
り
、
卒
業
後
大
阪
の
住
友
倉
庫
入
社
、
大
正

二
年
高
岡
共
立
銀
行
入
行
、
大
正
五
年
同
行
金
沢
支
店
副
支
配
人
、
同

年
富
山
支
店
支
配
人
、
同
八
年
本
店
副
支
配
人
と
な
っ
て
い
る
。
高
岡

共
立
銀
行
は
大
正
九
年
二
月
、
高
岡
銀
行
と
対
等
合
併
し
て
い
る
が
、

合
併
時
の
職
員
名
簿
に
孫
四
郎
の
名
が
の
っ
て
い
な
い
。
合
併
の
話
が

出
た
頃
健
康
を
害
し
て
銀
行
を
辞
し
、
大
正
十
三
年
死
亡
し
て
い
る
。

Ａ
野
村
義
重
Ｖ

明
治
十
八
年
六
月
生
。
大
正
三
年
三
月
死
亡
。
富
山
県
舟
橋
村
仏
生

寺
、
野
村
長
右
衛
門
四
男
。
富
山
中
学
第
十
五
回
卒
業
。
四
高
か
ら
東

大
法
学
部
卒
業
。
明
治
二
十
八
年
富
山
市
岩
瀬
の
植
村
覚
治
郎
家
へ
養

子
縁
組
。
明
治
四
十
二
年
六
月
（
二
十
四
才
）
離
縁
、
野
村
家
へ
帰

り
、
大
正
三
年
病
死
。
多
分
腸
チ
ブ
ス
と
思
わ
れ
る
。
離
縁
の
原
因

は
、
外
交
官
を
志
し
植
村
家
を
継
ぐ
意
志
が
な
か
っ
た
た
め
と
の
こ
と

で
あ
る
。
野
村
家
は
当
時
、
富
山
県
切
っ
て
の
大
地
主
で
最
盛
時
は
富

山
県
新
川
郡
一
帯
に
約
六
十
町
歩
の
田
を
有
し
て
い
た
。

残
念
な
こ
と
に
二
度
火
災
に
あ
い
資
料
は
全
く
な
い
。

Ａ
石
崎
光
謡
Ｖ

明
治
十
七
年
四
月
十
三
日
生
。
昭
和
二
十
三
年
三
月
二
十
五
日
、
六

十
三
才
没
。
富
山
県
福
光
町
生
。
本
名
石
崎
猪
四
一
（
イ
シ
イ
チ
）
。

明
治
二
十
九
年
十
二
才
の
時
、
金
沢
の
山
本
光
一
（
光
琳
派
）
に
つ

い
て
日
本
画
を
学
ぶ
。
明
治
三
十
六
年
十
九
才
の
時
、
京
都
の
竹
内
栖

鳳
の
門
下
生
と
な
る
。
大
正
元
年
、
文
展
初
入
選
。

大
正
五
年
十
月
、
第
一
回
の
渡
印
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
華
。
ア
ジ
ャ
ン

タ
、
エ
ロ
ー
ラ
の
遺
跡
探
勝
、
大
正
六
年
帰
国
。
大
正
七
年
「
熱
国
研

春
」
（
イ
ン
ド
旅
行
で
取
材
）
で
文
展
特
選
。
昭
和
八
年
第
二
回
渡
印
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中
に
行
く
。
第
一
回
の
渡
印
で
は
、
八
ケ
月
余
の
間
に
二

度
に
わ
た
っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中
に
入
っ
て
い
る
。
ダ
ー
ジ
リ
ン
を
経
て

サ
ン
ダ
ク
フ
高
原
に
入
り
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
、
シ
ニ
オ
ル
チ
ュ

ー
、
ジ
ャ
ヌ
ー
を
間
近
に
見
て
い
る
。
そ
の
後
カ
シ
ミ
ー
ル
に
入
り
、

マ
ハ
デ
ム
ュ
峰
登
頂
に
成
功
。
シ
シ
ャ
ナ
ム
峰
、
コ
ラ
ホ
イ
峰
に
向
う

が
悪
天
候
の
た
め
つ
い
に
断
念
す
る
。
第
二
回
目
の
渡
印
で
は
十
七
年
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剣岳の第二登頂

前
に
果
せ
な
か
っ
た
コ
ラ
ホ
イ
峰
（
五
四
四
○
メ
ー
ト
ル
）
登
頂
に
成

功
し
た
。

石
崎
家
は
代
々
加
賀
藩
の
十
村
（
ト
ム
ラ
）
役
（
大
庄
屋
）
で
持
ち

高
八
百
石
、
十
二
代
彦
多
郎
は
欧
州
留
学
後
、
海
運
業
を
営
み
伏
木
、

兵
庫
、
東
京
に
回
船
問
屋
を
設
け
、
貨
客
輸
送
を
行
っ
た
が
、
明
治
二

十
二
年
持
ち
船
「
ギ
ー
ロ
ン
」
号
が
沈
没
し
た
た
め
衰
微
し
た
。
福
光

町
に
残
っ
た
和
泉
尾
善
右
衛
門
は
和
善
と
称
し
、
同
じ
く
海
運
業
を
営

ん
だ
が
、
こ
れ
も
前
記
「
ギ
ー
ロ
ン
」
号
沈
没
に
か
ら
ん
で
没
落
し

た
。
光
瑠
は
そ
の
五
男
で
あ
る
。
河
合
良
成
の
父
は
そ
の
石
崎
和
善
商

店
に
支
配
人
格
と
し
て
勤
め
、
良
成
と
光
瑠
は
幼
時
よ
り
一
緒
に
住
ん

で
い
た
。
因
み
に
光
瑠
は
良
成
の
二
才
年
長
で
あ
る
。

人
河
合
良
成
Ｖ

明
治
十
九
年
生
。
昭
和
四
十
五
年
没
。
富
山
県
福
光
町
に
生
れ
る
。

高
岡
中
学
、
四
高
を
経
て
東
大
政
治
学
科
を
卒
業
、
農
商
務
省
に
入

る
。
大
正
八
年
退
官
、
東
京
株
式
取
引
所
理
事
に
就
任
。
日
華
生
命
、

中
央
毛
糸
紡
績
、
帝
国
火
災
の
各
取
締
役
を
経
て
、
昭
和
十
七
年
東
京

市
助
役
に
就
任
。
戦
後
、
農
林
次
官
、
厚
生
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、

パ
ー
ジ
で
追
放
。
そ
の
後
ト
ラ
ク
タ
ー
生
産
が
行
詰
っ
て
い
た
小
松
製

作
所
の
相
談
役
と
な
り
、
見
事
更
生
さ
せ
社
長
に
就
任
す
る
。
や
が
て

世
界
的
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
・
メ
ー
カ
ー
と
し
て
各
国
に
輸
出
す
る
よ
う
に

な
る
。

四
人
の
つ
な
が
り
の
始
め
は
四
高
時
代
で
あ
ろ
う
。
河
合
、
野
村
、
吉

田
の
三
人
は
、
先
後
輩
の
差
は
あ
れ
、
同
時
に
四
高
に
在
学
し
て
い
る
。

光
瑠
は
学
校
と
の
関
係
は
な
く
、
河
合
と
の
関
係
か
ら
他
の
三
人
と
知
り

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

後
述
す
る
が
、
孫
四
郎
が
死
の
寸
前
の
手
紙
に
「
二
十
年
来
の
友
」
と

光
瑠
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
逆
算
す
れ
ば
四
高
時
代
に
な
る
。

河
合
、
野
村
、
吉
田
の
三
名
は
東
大
に
入
り
、
加
賀
藩
の
子
弟
留
学
の

た
め
の
施
設
、
明
倫
学
館
（
小
石
川
伝
通
院
裏
）
に
入
寮
し
て
い
る
。
こ

こ
で
三
名
は
同
郷
意
識
で
非
常
に
親
密
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
良
成
は

自
叙
伝
に
、
加
賀
、
能
登
、
越
中
の
出
身
者
の
対
立
が
激
し
く
、
同
郷
同

志
の
団
結
が
か
た
い
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

良
成
は
正
力
松
太
郎
（
読
売
新
聞
創
設
者
）
と
同
級
で
、
孫
四
郎
と
三

人
は
学
生
時
代
一
緒
に
登
山
を
重
ね
た
よ
う
で
あ
る
。
三
人
で
海
路
、
伏

木
か
ら
直
江
津
に
出
て
信
州
路
を
た
ど
り
、
渋
峠
を
経
て
（
勿
論
徒
歩
で

あ
る
）
浅
間
山
に
登
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
良
成
は
浅
間
に
登
ら
ず
、
二
人

と
別
れ
て
富
士
山
に
向
っ
て
い
る
。
孫
四
郎
と
正
力
松
太
郎
は
浅
間
登
山

中
、
途
に
迷
っ
て
野
宿
し
大
変
難
渋
し
て
い
る
（
孫
四
郎
長
女
み
の
り
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
麦
の
握
り
飯
を
正
力
が
捨
て
よ
う
と
し
た
ら
孫
四
郎
に
と

め
ら
れ
、
そ
れ
が
野
宿
の
際
役
立
っ
た
と
の
こ
と
で
、
正
力
は
孫
四
郎
を

生
命
の
恩
人
と
言
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
）
。

四
人
の
つ
な
が
り
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光
瑠
の
五
箇
山
か
ら
の
白
山
登
山
記
に
、
高
岡
で
友
人
と
待
ち
あ
わ
せ

て
い
る
が
、
孫
四
郎
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
詳
か
に
す
る
由
も
な
い
。
た

だ
光
瑠
は
、
登
頂
前
年
の
四
十
一
年
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て

立
山
へ
登
っ
て
い
る
。
足
ど
り
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
「
立
山
写
生
画

巻
」
が
残
さ
れ
て
お
り
、
表
題
は
自
ら
記
し
、
明
治
四
十
一
年
と
な
っ
て

お
り
、
高
山
植
物
の
ス
ケ
ッ
チ
に
終
始
し
て
お
り
、
日
付
と
場
所
が
記
入

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
立
山
温
泉
か
ら
松
尾
峠
（
画
巻
で
は
待

雄
坂
）
を
経
て
、
雄
山
、
大
汝
に
到
り
、
七
月
二
十
六
日
剣
岳
山
谷
で
高

山
植
物
を
写
生
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
日
岳
を
往
復
、
再
び
松
尾
峠
を
帰

路
に
と
っ
て
い
る
。
剣
岳
山
谷
と
は
剣
沢
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
剣
岳
第
二

登
を
意
識
し
て
の
偵
察
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

四
人
と
も
子
供
の
頃
か
ら
毎
日
、
剣
岳
を
眺
め
て
お
り
、
自
ら
そ
そ
ら

れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
（
そ
れ
は
私
自
身
も
物
心
つ
い
て
か
ら
、

晴
れ
た
日
は
東
を
限
る
立
山
連
峰
を
飽
か
ず
眺
め
た
も
の
で
あ
る
。
特
に

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
池
の
谷
の
雪
渓
で
あ
る
。
た
だ
ひ
た
す
ら
に
直
上

す
る
大
雪
渓
に
は
三
の
窓
の
大
キ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
、
ひ
ど
く
探
求
心
を

そ
そ
ら
れ
た
の
で
あ
る
）
。

河
合
良
成
の
自
叙
伝
の
中
に
も
、
同
じ
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

「
朝
晩
立
山
連
峰
を
に
ら
ん
で
暮
し
た
。
…
…
そ
し
て
少
年
時
代
か
ら
の

考
え
で
は
、
伊
折
谷
と
い
う
と
こ
ろ
に
白
い
布
の
よ
う
な
雪
渓
が
中
腹
か

ら
八
合
目
位
ま
で
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
雪
渓
を
た
ど
っ
て
登
れ
ば

相
当
の
と
こ
ろ
ま
で
は
行
け
る
。
そ
の
あ
と
は
岩
石
づ
た
い
に
登
っ
て
行

一
応
『
山
岳
』
に
発
表
さ
れ
た
孫
四
郎
の
記
録
に
よ
っ
て
登
頂
の
概
要

を
記
そ
う
。

明
治
四
十
二
年
七
月
二
十
二
日
、
立
山
温
泉
（
今
は
さ
び
れ
て
跡
形
も

な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
当
時
は
立
山
登
山
の
大
根
拠
地
で
あ
っ
た
）
を
出

発
し
て
、
松
尾
峠
を
経
て
追
分
に
出
、
正
午
室
堂
着
。
室
堂
で
数
日
前
に

登
っ
て
い
た
石
崎
光
瑠
と
お
ち
あ
う
。
翌
二
十
三
日
、
雷
鳥
沢
を
登
っ
て

剣
御
前
に
到
り
、
剣
沢
を
下
っ
て
真
砂
平
に
到
着
、
早
速
小
屋
掛
け
を
し

て
い
る
。
二
十
四
日
午
前
四
時
半
出
発
、
昨
日
下
り
て
き
た
雪
渓
を
遡
り

長
次
郎
谷
に
入
る
。
長
次
郎
谷
を
登
っ
て
い
る
時
、
雪
渓
上
部
に
熊
を
発

見
し
大
声
を
発
し
て
追
い
は
ら
う
。
巨
岩
に
ぶ
つ
か
り
左
俣
の
雪
渓
に
途

を
と
る
。
そ
の
岩
を
「
熊
の
岩
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
八
時
雪
渓
を
登
り

切
り
、
三
十
分
に
し
て
頂
上
に
着
く
。
頂
上
で
光
瑠
の
撮
影
で
記
念
写
真

を
と
っ
て
い
る
。
『
山
岳
』
に
の
っ
て
い
る
が
人
物
の
説
明
が
な
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
説
明
を
つ
け
て
お
こ
う
。
左
か
ら
宇
治
長
次
郎
、
河
合
良

成
、
吉
田
孫
四
郎
、
野
村
義
重
、
佐
々
木
浅
次
郎
、
立
村
常
次
郎
で
あ

る
。

十
時
三
十
分
下
山
の
途
に
つ
く
。
三
十
分
で
雪
渓
に
つ
き
下
降
開
始
。

け
ば
頂
上
ま
で
行
け
な
い
こ
と
も
な
か
ろ
う
と
思
っ
て
、
十
数
年
間
も
朝

晩
眺
め
て
い
た
わ
け
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
（
『
明
治
の
一
青
年
像
』
昭

和
四
十
四
年
）
。

第
二
回
登
頂
に
つ
い
て
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剣岳の第二登頂

大
変
苦
労
し
て
下
り
熊
の
岩
ま
で
一
時
間
四
十
分
を
要
し
て
い
る
。
三
時

小
屋
に
着
く
。
二
十
五
日
午
前
六
時
出
発
、
八
時
二
十
分
剣
御
前
着
。
室

堂
で
昼
食
を
し
、
夕
方
立
山
温
泉
に
帰
着
し
て
い
る
。

こ
れ
が
第
二
回
登
頂
の
概
要
で
あ
る
が
、
剣
岳
登
山
は
誰
が
発
意
し
た

の
だ
ろ
う
か
。
良
成
の
自
叙
伝
で
も
、
孫
四
郎
の
登
筆
記
で
も
は
っ
き
り

し
な
い
。
考
え
ら
れ
る
の
は
、
光
瑠
を
除
い
て
三
人
は
同
じ
明
倫
学
館
で

寝
食
を
共
に
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
三
人
か
ら
誰
と
も
な
く
話
が
出
て
、

光
瑠
が
同
調
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
の
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
も

不
分
明
で
あ
る
が
、
良
成
は
当
時
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
か
か
り
休
学
し
て
い
る

状
態
だ
か
ら
、
少
し
無
理
で
あ
ろ
う
。
野
村
義
重
に
つ
い
て
は
、
特
に
他

に
山
行
の
記
録
な
り
山
好
き
で
あ
っ
た
と
い
う
話
は
残
っ
て
い
な
い
の

で
、
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

光
瑠
は
明
治
四
十
年
七
月
、
白
山
登
山
、
四
十
一
年
五
月
日
本
山
岳
会

入
会
（
会
員
番
号
一
五
○
番
）
。
孫
四
郎
は
四
十
二
年
四
月
入
会
（
会
員

番
号
一
九
五
番
）
。
因
み
に
良
成
は
四
十
三
年
五
月
入
会
（
会
員
番
号
二

○
三
番
）
し
て
い
る
。
野
村
は
入
会
し
て
い
な
い
。

た
し
か
に
光
瑠
が
一
番
年
長
で
あ
り
、
登
山
歴
も
最
も
古
い
よ
う
で
、

数
日
前
に
立
山
へ
先
発
し
て
待
っ
て
い
る
な
ど
意
欲
満
々
で
あ
る
が
、
ど

う
も
偵
察
的
役
割
が
濃
厚
で
、
立
山
温
泉
で
一
切
の
支
度
を
整
え
て
い
る

の
は
、
孫
四
郎
で
あ
っ
て
全
体
の
指
揮
は
孫
四
郎
の
よ
う
で
あ
る
。
良
成

の
自
叙
伝
に
よ
る
と
、
剣
岳
登
山
中
、

「
石
崎
君
が
画
家
で
運
動
神
経
が
鈍
い
も
の
だ
か
ら
、
細
引
き
で
両
方

『
山
岳
』
第
五
年
一
号
の
孫
四
郎
の
登
頂
記
の
中
で
、
一
、
二
註
訳
を

要
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

柴
崎
の
登
頂
記
録
を
『
山
岳
』
第
三
年
二
号
の
「
剣
岳
先
発
記
」
と
し

て
い
る
が
、
正
確
に
は
第
三
年
三
号
で
あ
る
。
こ
の
「
剣
岳
先
発
記
」
は

柴
崎
の
書
い
た
も
の
で
は
な
く
、
新
聞
記
事
の
転
載
で
あ
る
。
『
山
岳
』

第
三
年
三
号
の
雑
録
に
、
「
越
中
剣
岳
先
発
記
」
と
し
て
会
員
田
部
隆
次

（
富
山
出
身
）
よ
り
「
剣
山
登
肇
冒
険
談
」
と
い
う
四
十
年
七
月
末
の
富

山
日
報
の
記
事
が
送
ら
れ
た
と
し
て
、
記
事
を
転
載
し
て
い
る
。
こ
れ
は

全
く
の
転
載
で
あ
っ
て
少
し
違
う
と
こ
ろ
は
、
四
十
年
七
月
末
で
は
な
く

て
、
正
確
に
は
四
十
年
八
月
六
日
の
富
山
日
報
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
富
山

日
報
の
記
者
「
呉
山
人
」
が
立
山
温
泉
で
柴
崎
一
行
に
あ
い
、
剣
岳
登
頂

の
談
話
を
取
材
し
記
事
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

孫
四
郎
は
剣
岳
登
頂
記
の
後
尾
に
、
「
余
記
柴
崎
測
量
員
登
山
の
真

偽
」
と
し
て
二
点
の
疑
問
を
あ
げ
て
い
る
。

第
一
は
、
剣
岳
頂
上
三
角
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
剣
岳
先
発
記
」
に

は
「
二
等
三
角
点
を
設
け
ん
と
せ
し
も
、
名
に
し
負
う
険
山
と
て
、
機
械

か
ら
引
っ
張
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
苦
心
し
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
」

と
あ
る
こ
と
や
、
『
山
岳
』
に
発
表
し
た
の
は
孫
四
郎
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
吉
田
孫
四
郎
が
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
る

ア
、
ノ
○

登
頂
余
聞
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及
び
材
料
を
運
上
ぐ
る
能
は
ず
、
止
む
を
得
ず
、
四
等
三
角
点
を
建
設
す

る
事
と
し
た
。
其
も
四
本
を
接
ぎ
合
は
せ
て
、
漸
く
六
尺
位
に
な
る
柱
一

本
を
建
て
た
に
す
ぎ
な
ど
と
あ
る
が
、
自
分
の
見
た
の
は
「
一
丈
許
り

の
一
本
の
自
然
木
の
皮
を
剥
ぎ
し
に
す
ぎ
な
い
」
。

第
二
は
、
第
一
回
登
山
に
伴
っ
た
人
夫
、
宮
本
金
作
と
会
っ
た
談
話
で

あ
る
。
孫
四
郎
は
剣
登
山
の
帰
途
、
宮
本
金
作
と
会
っ
て
お
り
、
金
作
の

言
と
し
て
、
金
作
は
第
二
回
目
の
登
山
即
ち
造
標
観
測
の
時
に
登
っ
て
お

り
、
柴
崎
は
前
後
両
回
と
も
参
加
し
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
孫
四
郎
自
身
、
「
も
と
よ
り
敢
て
紛
議
を
惹
起
す
る
の
意
に

あ
ら
ず
。
物
云
わ
ざ
れ
ぱ
腹
ふ
く
る
る
の
感
あ
れ
ば
な
り
。
」
と
し
て
い

る
が
、
文
章
の
意
気
込
み
は
相
当
激
し
く
、
如
何
に
も
青
年
客
気
の
感
が

す
る
。こ

の
相
当
挑
戦
的
な
孫
四
郎
の
疑
問
に
対
し
て
、
『
山
岳
』
第
六
年
一

号
に
、
「
本
誌
五
年
の
第
一
号
所
載
剣
岳
登
山
の
記
事
に
就
て
」
と
題
し

て
柴
崎
芳
太
郎
の
反
発
文
が
の
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
柴
崎
は
東
北
方
面
の
測
量
に
従
事
し
本
を
読
む
暇
も

な
か
っ
た
が
、
仕
事
が
一
段
落
し
て
帰
京
し
た
際
、
『
山
岳
』
第
五
年
一

号
の
孫
四
郎
の
記
事
を
見
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
当
時
余
の
顧
念
す
る

所
は
、
唯
測
量
の
建
標
及
び
標
石
運
搬
の
能
否
如
何
の
一
事
に
あ
り
し
の

み
」
と
し
て
、
先
ず
測
夫
生
田
に
命
じ
て
査
察
を
な
さ
し
め
た
（
こ
れ
が

第
一
回
の
登
頂
で
あ
る
）
。
然
し
三
等
建
標
が
可
能
か
ど
う
か
の
判
定
を

下
す
べ
く
生
田
を
率
い
て
自
ら
登
山
し
、
四
等
三
角
点
の
建
標
を
建
設
し

た
。
「
登
山
の
事
実
は
、
夫
れ
只
此
く
の
如
き
の
み
」
。

そ
し
て
立
山
温
泉
で
資
料
整
理
中
の
と
こ
ろ
へ
、
同
地
新
聞
社
（
富
山

日
報
の
こ
と
）
の
記
者
が
来
て
、
談
話
を
取
材
し
て
行
っ
て
新
聞
に
発
表

し
た
。
「
し
か
し
て
載
す
る
と
こ
ろ
の
数
節
、
事
実
に
相
違
す
る
も
の
あ

り
し
も
、
之
が
正
誤
を
加
う
る
必
要
な
き
を
以
て
、
其
儘
不
問
に
措
け

り
」
。
例
え
ば
投
綱
を
使
っ
て
登
っ
た
と
か
、
建
標
の
た
め
数
本
の
木
を

つ
な
ぎ
あ
わ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

宮
本
金
作
の
言
に
つ
い
て
は
、
「
陸
上
偶
語
、
未
だ
俄
に
其
の
真
性
を

判
す
る
に
難
し
、
彼
が
言
と
し
て
紹
介
せ
ら
れ
た
る
と
こ
ろ
、
己
に
一
二

の
相
違
あ
り
」
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
「
登
山
の
事
、
余
に
於
て
何
等
之
を
珍
異
と
す
る
の
感
念
な

し
、
斯
の
如
き
事
は
、
余
輩
職
に
海
岳
の
際
に
奔
馳
す
る
者
と
し
て
は
、

日
常
の
事
た
る
の
み
」
と
し
て
、
孫
四
郎
の
疑
問
は
「
畢
寛
一
場
の
戯
言

な
ら
ん
」
と
一
蹴
し
て
い
る
。
い
か
に
も
剛
直
な
柴
崎
芳
太
郎
の
性
格
を

偲
ば
せ
る
反
発
文
で
、
勢
い
こ
ん
だ
若
武
者
の
切
先
が
古
強
者
に
軽
く
あ

し
ら
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
や
り
と
り
は
当
時
と
し
て
は
相
当
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
日
本
の
中
で
唯
一
の
処
女
峰
に

つ
い
て
の
初
登
者
と
第
二
登
者
の
論
争
で
あ
る
。
言
葉
を
か
え
れ
ば
プ
ロ

と
ア
マ
の
論
争
で
あ
ろ
う
。

『
山
岳
』
第
六
年
二
号
の
雑
録
で
、
「
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
生
」
が
「
越
中
劔
岳

最
初
の
登
山
者
に
就
き
て
」
の
一
文
を
寄
せ
て
い
る
。
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
生
は

誰
な
の
か
。
筆
者
の
未
熟
で
詳
か
に
し
え
な
い
が
、
大
変
大
胆
な
臆
測
を
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日
本
山
岳
会
で
は
第
一
回
大
会
を
明
治
四
十
年
五
月
開
い
て
い
る
。
第

二
回
は
四
十
二
年
五
月
で
、
出
席
者
に
孫
四
郎
の
名
前
が
あ
る
。
孫
四
郎

の
入
会
は
明
治
四
十
二
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
山
岳
会
の
雰
囲
気
の
中
で
、
剣
岳
第
二
登
頂

の
意
志
を
か
た
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
四
回
大
会
は
四
十
四
年
五
月
七
日
東
京
府
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
、

講
師
に
柴
崎
芳
太
郎
が
招
か
れ
「
山
岳
と
三
角
測
量
と
の
関
係
」
と
題
し

て
講
演
し
て
い
る
。
そ
の
記
事
に
「
氏
の
剛
健
な
る
、
壇
上
に
自
ら
称
し

許
し
て
貰
え
れ
ば
、
吉
田
孫
四
郎
で
は
な
か
ろ
う
か
。
孫
四
郎
長
女
み
の

り
さ
ん
に
よ
る
と
、
芳
太
郎
の
反
発
文
に
対
し
て
、
更
に
反
発
文
を
寄
せ

た
と
孫
四
郎
が
言
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
前
後
の
『
山
岳
』
に
は
こ
の

問
題
を
扱
っ
た
の
は
、
こ
の
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
生
の
一
文
だ
け
だ
か
ら
で
あ

る
。

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
生
に
よ
る
と
、
『
山
岳
』
第
三
年
二
号
で
富
山
日
報
の
記

事
の
紹
介
の
前
文
に
、
明
治
三
十
九
年
十
月
刊
行
の
『
風
俗
画
報
』
に
よ

る
と
同
年
九
月
に
芦
峅
寺
の
佐
伯
某
が
毛
勝
谷
よ
り
登
っ
て
い
る
こ
と
が

報
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
探
求
す
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
論
じ
、
吉
田
、
柴
崎
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
自
分
は
吉
田
氏
が
柴
崎
氏
に
致
し
た
非
難
を
柴
崎
氏
の
弁
解
と
対
比
し

て
考
え
て
、
柴
崎
氏
の
言
の
方
を
採
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

山
岳
会
の
大
会

孫
四
郎
の
山
の
こ
と
に
つ
い
て
の
話
は
こ
れ
で
終
る
が
、
筆
者
が
こ
こ

ま
で
調
べ
て
い
る
う
ち
に
、
最
後
と
い
う
こ
と
で
高
岡
市
郊
外
の
吉
田
家

へ
参
上
し
た
の
で
あ
る
。
孫
四
郎
の
長
女
み
の
り
さ
ん
と
お
話
し
て
い
る

と
一
冊
の
本
を
見
せ
ら
れ
た
。

『
信
仰
生
活
』
と
題
す
る
一
書
で
あ
る
。
こ
れ
し
か
残
っ
て
い
な
い
と

渋
ら
れ
る
の
を
無
理
に
借
用
証
を
入
れ
て
お
借
り
し
た
が
、
一
読
巻
を
措

く
能
は
ず
、
一
気
に
読
み
切
っ
た
。

若
く
し
て
死
病
に
と
り
つ
か
れ
闘
病
に
明
け
暮
れ
し
て
遂
に
仏
教
信
仰

に
打
ち
込
み
、
最
後
に
は
死
生
を
超
越
し
た
心
境
に
到
っ
た
一
人
の
男
の

て
山
男
と
い
い
、
蛮
勇
を
以
て
事
に
当
る
と
声
言
せ
ら
れ
て
い
る
、
加
え

氏
の
熱
誠
は
一
言
一
句
に
溢
れ
て
、
聴
者
と
し
て
同
感
せ
し
め
ざ
れ
ぱ
止

ま
な
い
概
が
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
同
記
事
に
の
っ
て
い
る
柴
崎
を
う

つ
し
た
ス
ケ
ッ
チ
も
ま
た
頗
る
傑
作
で
所
謂
剛
直
な
る
感
じ
が
良
く
で
て

い
る
（
多
分
茨
木
猪
之
吉
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
ろ
う
。
当
日
の
参
会
者
に
同

氏
の
名
が
あ
り
、
画
風
か
ら
み
て
も
）
。

と
こ
ろ
が
参
会
者
の
中
に
孫
四
郎
の
名
が
の
っ
て
い
る
。
柴
崎
と
孫
四

郎
は
言
葉
を
交
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
は
一
切
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
登

頂
後
時
間
も
経
て
い
る
の
で
、
当
時
の
興
奮
も
去
っ
て
お
互
い
目
く
じ
ら

を
た
て
る
こ
と
で
も
な
い
と
し
て
軽
く
挨
拶
を
交
し
た
ぐ
ら
い
か
も
知
れ

な
い
。

孫
四
郎
の
晩
年
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森
厳
な
精
神
の
記
録
で
あ
る
。
蛇
足
と
知
り
な
が
ら
、
敢
え
て
こ
の
一
節

を
挿
入
し
た
い
。

前
後
の
関
係
か
ら
推
察
す
る
と
、
銀
行
の
仕
事
の
俗
悪
さ
に
愛
想
を
つ

か
し
、
一
方
つ
の
り
く
る
身
体
の
不
調
か
ら
高
岡
共
立
銀
行
を
辞
し
て
い

る
。
そ
の
ま
ま
な
ら
ば
係
累
と
い
い
、
学
歴
と
い
い
申
し
分
の
な
い
エ
リ

ー
ト
・
コ
ー
ス
な
の
だ
が
、
孫
四
郎
は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
こ
と
も
な

い
。
不
治
の
病
（
腎
臓
結
核
）
に
か
か
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
仏
教
信
仰

に
打
ち
こ
ん
だ
が
、
『
信
仰
生
活
』
は
彼
の
信
仰
に
関
す
る
書
簡
を
記
録

し
た
も
の
で
、
父
が
天
折
し
た
息
子
を
憐
ん
で
つ
く
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
大
正
十
三
年
没
す
る
ま
で
最
後
の
二
年
間
、
寝
た
ま
ま
で
あ
っ
た
ら

し
い
が
、
そ
の
中
で
丹
念
に
手
紙
を
認
め
、
画
も
か
い
て
い
る
。

冒
頭
の
一
文
は
、
自
分
の
一
生
を
略
述
し
、
最
後
に
葬
儀
の
こ
と
を
指

示
し
て
い
る
。
い
わ
ば
遺
書
で
あ
る
。
一
部
を
抄
録
し
よ
う
。

「
父
上
へ
・
大
正
十
二
年
十
一
月
二
十
八
日

三
十
七
年
間
寸
刻
も
忘
れ
ず
愛
撫
せ
ら
れ
た
る
鴻
恩
は
余
り
に
尊
い
こ

じ
ゆ

と
で
す
。
今
日
難
症
に
災
せ
ら
れ
て
、
再
び
起
つ
能
は
ず
。
命
終
漸
く
迫

ら
ん
と
す
る
に
際
し
、
古
稀
の
寿
を
越
さ
せ
ら
れ
た
る
、
父
上
様
の
御
胸

の
中
を
察
し
ま
い
ら
せ
て
は
正
に
断
腸
の
思
が
あ
り
ま
す
。
何
と
い
う
不

孝
の
児
と
し
て
の
苦
痛
で
あ
り
ま
せ
う
。
」
「
大
学
四
年
の
月
日
は
、
素
純

に
し
て
健
実
に
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
（
こ
の
期
間
に
剣
岳
登
頂
を

遂
げ
て
い
る
）
「
大
正
二
年
よ
り
八
年
に
亘
る
銀
行
時
代
は
、
不
幸
に
し

て
無
意
義
に
暮
し
ま
し
た
。
ｌ
中
略
ｌ
私
の
一
生
よ
り
此
の
六
年
間
を
抹

殺
し
た
い
も
の
で
す
。
恐
る
べ
き
病
魔
も
亦
、
此
間
隙
に
侵
入
し
た
訳
で

あ
り
ま
す
」
（
銀
行
家
の
ハ
シ
ク
レ
で
あ
る
筆
者
に
と
っ
て
は
、
い
さ
さ

か
納
得
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
）
「
医
師
よ
り
不
治
の
難
症
と
宣
告

せ
ら
れ
、
一
旦
は
断
頭
台
に
上
り
ま
し
た
苦
痛
は
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が

あ
り
ま
し
た
」

そ
し
て
こ
の
苦
悩
の
中
で
信
仰
を
求
め
て
遂
に
、
「
人
生
究
寛
（
く
き

ょ
う
）
を
体
得
し
、
梢
々
そ
の
大
目
的
を
達
し
得
た
る
こ
と
は
、
洵
に
慰

悦
至
極
で
す
。
そ
し
て
葬
儀
に
つ
い
て
は
こ
と
ご
と
く
簡
単
に
し
て
ほ
し

い
、
そ
の
代
り
自
分
が
尊
敬
し
て
い
た
安
渓
先
生
（
大
西
安
渓
と
な
っ
て

い
る
が
不
分
明
）
を
時
々
招
請
し
て
、
「
一
年
に
三
度
以
上
、
私
の
命
日

若
し
く
ぱ
其
他
の
日
を
選
ん
で
講
話
を
願
い
、
私
の
親
愛
な
る
人
々
に
私

の
家
へ
打
ち
寄
り
て
も
ら
え
ば
、
私
の
満
足
是
に
す
ぐ
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ぬ
。
己
上
」

浄
土
真
宗
を
信
仰
し
た
が
、
必
ず
し
も
正
統
派
で
は
な
か
っ
た
ら
し

い
。
異
安
心
と
言
わ
れ
た
が
、
と
い
う
言
葉
が
時
折
見
え
る
。
だ
が
非
常

な
勉
強
家
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
長
阿
含
遊
行
経
」
を
訳
し

て
い
る
。
こ
れ
は
原
始
仏
教
の
最
も
古
い
経
典
の
一
つ
で
、
そ
の
中
で
も

最
高
傑
作
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

剣
岳
同
行
者
中
、
石
崎
光
瑠
と
は
格
別
親
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
芸

術
家
と
求
道
者
の
純
粋
な
も
の
を
求
め
る
心
性
に
共
感
す
る
も
の
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
病
に
か
か
っ
て
か
ら
も
光
瑠
は
た
び
た
び
訪
れ
、
書
簡

の
往
復
も
多
い
。
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大
正
十
一
年
一
月
八
日

「
光
瑞
大
兄
。
印
度
の
山
の
絵
を
頂
い
て
御
礼
と
御
手
紙
の
返
事
を
致

し
ま
す
。
：
…
・
立
派
な
高
峰
の
美
観
が
展
開
し
て
来
た
の
で
す
」
。
よ
ほ

ど
こ
の
絵
が
気
に
入
っ
た
ら
し
く
、
み
の
り
さ
ん
に
よ
れ
ば
病
床
か
ら
見

え
る
よ
う
に
か
け
、
毎
日
眺
め
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
正
十
二
年
十
月
十
一
日
、
石
崎
光
瑠
宛

「
新
聞
紙
は
大
兄
の
審
査
員
に
推
薦
せ
ら
れ
た
こ
と
を
報
じ
て
来
ま
し

た
」

大
正
十
二
年
十
月
二
十
九
日
（
前
述
の
遺
書
は
一
か
月
後
に
書
か
れ
て

い
る
）

「
こ
の
間
石
崎
光
瑠
兄
が
訪
ね
ら
れ
ま
し
た
が
、
云
々
」

大
正
十
三
年
二
月
十
日

「
先
月
の
二
十
五
日
で
あ
り
ま
し
た
か
、
私
の
二
十
年
来
の
友
人
、
石

崎
光
瑠
画
伯
が
突
然
に
訪
れ
ら
れ
、
最
近
の
欧
州
旅
行
の
感
想
な
ど
終
日

聞
か
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
の
で
、
私
は
発
熱
の
苦
も
打
ち
忘
れ
、
そ
の
お

礼
代
り
に
我
田
引
水
論
を
や
り
ま
し
た
」

病
状
は
悪
化
の
一
路
を
た
ど
り
、
大
正
十
三
年
四
月
十
三
日
夕
。

「
先
日
（
六
日
）
御
来
駕
下
さ
れ
た
夜
の
八
時
過
ぎ
か
ら
危
篤
を
自
覚

す
る
に
至
り
ま
し
た
の
で
」

そ
し
て
大
正
十
三
年
五
月
十
九
日
死
亡
。
親
し
い
友
人
が
集
っ
て
、
追

弔
法
会
を
行
う
案
内
状
が
残
っ
て
い
る
。
煩
を
い
と
わ
ず
全
文
を
引
用
し

よ
う
。
孫
四
郎
の
人
柄
が
偲
ば
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
畏
友
吉
田
孫
四
郎
兄
久
敷
病
床
に
あ
り
、
念
仏
三
昧
に
住
し
て
奇
蹟

の
如
く
生
き
、
聖
者
の
如
く
法
音
を
四
国
に
宣
く
居
ら
れ
候
処
、
既
に
此

の
世
の
化
縁
尽
き
、
五
月
十
九
日
遂
に
安
養
に
向
っ
て
還
帰
せ
ら
れ
候
。

御
同
様
哀
惜
の
情
や
る
か
た
な
く
候
。
せ
め
て
も
の
こ
と
に
一
夕
諸
兄
と

共
に
精
舎
に
集
り
、
故
人
の
追
弔
法
会
を
営
み
、
い
さ
さ
か
故
人
が
生
前

の
友
誼
を
懐
ひ
、
我
等
に
遣
せ
る
そ
の
尊
き
印
象
を
新
に
億
念
し
つ
つ
、

心
ゆ
く
許
り
語
り
合
度
奉
存
候
間
、
御
用
務
御
多
端
の
折
柄
と
は
存
候
得

共
、
万
障
御
繰
合
何
卒
御
参
会
被
下
度
、
御
待
申
上
侯
。

頓
首
再
拝

六
月
一
日
田
中
良
雄

極
く
入
魂
の
十
二
の
方
々
」

発
起
人
筆
頭
は
石
崎
光
瑠
で
あ
る
。

『
信
仰
生
活
』
は
信
仰
に
関
す
る
も
の
だ
け
を
集
録
し
た
よ
う
で
、
山

の
写
真
や
ス
ケ
ッ
チ
が
相
当
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
遺
族
に
と
っ
て
は
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
の
で
棄
却
し
た
も
の
も
あ
り
、
未
整
理
に
な
っ
て
い
る
も

の
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

み
の
り
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
父
は
常
に
求
め
て
い
る
人
で
し
た
」
と
い

う
。
だ
が
病
床
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
絵
を
あ
か
ず
眺
め
た
孫
四
郎
の
胸
中
、
見

果
て
ぬ
夢
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
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鵜
殿
正
雄
が
逝
っ
て
三
十
有
五
年
、
そ
の
深
い
生
き
様
の
底
は
と
う
て

い
う
か
が
え
な
い
が
、
登
山
家
・
鵜
殿
の
理
念
は
、
お
ぼ
ろ
気
だ
が
肌
に

感
じ
る
も
の
が
あ
る
。
日
本
の
近
代
登
山
の
黎
明
期
に
、
探
検
登
山
家
と

し
て
不
滅
の
足
跡
を
刻
し
な
が
ら
、
一
村
夫
子
と
し
て
そ
の
生
涯
を
と

じ
、
誇
る
こ
と
の
な
か
っ
た
人
間
・
鵜
殿
正
雄
に
、
い
ま
贈
る
に
ふ
さ
わ

し
い
呼
称
は
た
や
す
く
探
せ
な
い
。
穂
高
に
も
、
上
高
地
に
も
、
彼
を
偲

ぶ
よ
す
が
は
、
何
ひ
と
つ
な
い
。

最
近
、
私
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
鵜
殿
正
雄
の
遺
品
の
数
々
に
接
し
た
。
長

い
間
そ
れ
を
探
し
て
来
た
私
は
、
と
う
と
う
求
め
て
い
た
も
の
に
会
え
た

と
思
っ
た
が
、
ま
だ
鵜
殿
正
雄
を
語
る
の
に
充
分
材
料
が
そ
ろ
っ
た
と
は

云
え
な
い
。
し
か
し
、
以
下
に
私
に
出
来
る
範
囲
で
こ
の
知
ら
れ
ざ
る
登

山
家
の
紹
介
を
試
み
た
い
と
思
う
。
（
以
下
敬
称
略
。
年
齢
は
数
え
年
）

穂
高
の
パ
イ
オ
ニ
ア
・
鵜
殿
正
雄
の
生
涯

鵜
殿
正
雄
は
、
明
治
十
年
二
八
七
七
）
十
一
月
二
十
七
日
、
現
在
の

長
野
県
小
県
郡
丸
子
町
大
字
長
瀬
三
四
五
八
番
地
、
池
内
家
の
三
男
と
し

て
生
れ
た
。
池
内
家
は
幕
府
天
領
の
長
瀬
で
歴
代
大
庄
屋
を
つ
と
め
、
父

は
市
左
衛
門
、
母
を
て
へ
と
い
っ
た
。

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
学
制
の
布
告
で
、
当
時
鳩
ケ
谷
宿
（
現
川
口

市
）
に
住
ん
で
い
た
旧
幕
臣
旗
本
の
士
族
鵜
殿
直
記
が
、
長
瀬
の
学
校
に

教
師
と
し
て
着
任
し
た
。
直
記
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
池
内
市
左

衛
門
の
妹
や
そ
と
結
婚
し
た
が
、
彼
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
早

死
し
た
。

二
人
に
子
供
は
な
く
、
兄
市
左
衛
門
の
許
に
身
を
寄
せ
た
や
そ
は
、
生

後
間
も
な
い
甥
の
正
雄
を
愛
し
、
つ
い
に
は
鵜
殿
家
の
跡
目
に
と
、
兄
夫

婦
に
懇
願
し
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
二
月
二

生
い
立
ち

上
条
武
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Plate l3 (a) :鵜殿正雄肖像

明治43年l()月11 日撮影

北岳，地蔵，鳳凰の山旅終了後の撮影と思われる。

(Plate l3(a)～(c),上条武提供）



Plate l3-(b) ;木曽駒集団登l l lの鵜殿正雄(III林学校二年生， 中央坐る）

明冷37年7月11 H撮影。

Platel3 (c) :鵜殿正雄の紀行文原稿
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穂高のパイオニア・鵜殿正雄の生涯

十
七
日
、
正
雄
は
六
才
で
鵜
殿
家
に
入
籍
し
た
。
正
雄
は
、
養
母
の
や
そ

と
共
に
池
内
家
に
在
っ
て
成
人
す
る
。
彼
は
生
来
頑
健
で
、
旺
盛
な
向
学

心
と
冒
険
心
に
富
む
少
年
だ
っ
た
。

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
、
鵜
殿
は
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、
生

家
池
内
の
家
業
に
つ
い
た
。
池
内
家
は
、
田
畑
山
林
数
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

所
有
す
る
資
産
家
で
、
二
十
数
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
田
畑
を
自
作
し
、
常
時
十

五
、
六
人
が
従
業
す
る
大
規
模
営
農
家
で
も
あ
っ
た
。

「
…
：
近
想
ス
レ
今
ハ
予
ノ
小
学
課
程
ヲ
卒
ヒ
シ
ハ
、
実
二
十
五
才
ノ
春

ニ
テ
ァ
リ
キ
、
ソ
ノ
課
程
ヲ
終
ル
ャ
躍
起
一
番
躯
ヲ
中
学
二
投
ジ
テ
、

以
テ
帝
国
国
民
タ
ル
ノ
養
素
二
資
シ
、
他
日
有
為
ノ
人
材
タ
ラ
ン
ト
期

シ
、
頻
リ
ニ
阿
父
二
向
イ
テ
嘆
願
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
事
情
ハ
予
ノ
要
求

ヲ
納
レ
ズ
、
空
シ
ク
恨
涙
ヲ
仰
ギ
テ
農
耕
二
服
務
シ
、
断
然
以
テ
他
意

ナ
キ
ヲ
示
シ
又
然
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
予
甚
ダ
奇
癖
ア
リ
、
唯
々
諾
々
卜

●
Ｇ
■
●
●
Ｇ
●
●
ｂ
■

シ
テ
騏
尾
ス
ル
ヲ
好
マ
ズ
、
ヌ
ス
ム
ヲ
以
テ
遺
憾
卜
ナ
ス
ト
イ
ヘ
ド

モ
、
偶
々
内
堀
師
徒
弟
ヲ
榛
メ
テ
晨
夕
講
読
怠
ラ
ズ
ト
間
ク
、
予
欣
然

其
門
ヲ
叩
キ
親
シ
ク
其
卓
説
ヲ
仰
ギ
大
二
得
ル
所
ア
リ
：
：
：
」

と
あ
る
は
、
遺
稿
「
一
号
之
苔
」
の
一
節
で
、
二
十
五
才
の
春
彼
岸
に
書

き
置
き
、
号
を
養
鬼
と
い
う
。
文
中
の
内
堀
師
は
名
を
茂
八
と
い
い
、
郡

下
で
開
か
れ
た
青
年
会
夜
学
の
漢
学
の
先
生
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
数
多
い

遺
稿
は
、
儒
学
の
人
道
主
義
に
基
く
倫
理
道
徳
教
育
を
受
け
て
、
人
間
鵜

殿
正
雄
を
形
成
し
て
い
く
過
程
を
鮮
か
に
見
せ
る
。
「
騏
尾
ス
ル
ヲ
好
マ

ズ
」
と
す
る
彼
が
、
内
堀
師
か
ら
受
け
た
薫
陶
は
実
に
大
き
く
、
そ
れ
が

鵜
殿
の
遺
し
た
紀
行
は
、
「
蓼
科
山
（
一
名
建
科
山
）
二
登
ル
ノ
記
」

が
最
も
古
い
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
八
月
二
十
日
、
十
九
才
の

鵜
殿
は
、
同
村
の
友
人
を
誘
い
、
案
内
人
を
伴
っ
て
一
行
六
名
で
蓼
科
山

に
登
っ
た
。
同
紀
行
の
一
節
に
、

「
：
：
：
西
方
一
天
飛
越
ノ
界
二
乗
鞍
・
槍
・
穂
高
・
常
念
・
蝶
・
大
天

井
等
ノ
高
峰
一
眸
中
ニ
ア
リ
、
頻
ル
壮
観
也
…
．
：
」

と
あ
り
、
頂
上
付
近
の
見
取
図
が
描
い
て
あ
る
。

「
：
…
・
予
思
ハ
ズ
快
卜
唱
シ
、
仙
境
二
入
ル
ト
絶
叫
ス
、
写
真
手
ヲ
従

ヘ
ザ
ル
ヲ
憾
ム
：
…
・
」

と
の
く
だ
り
も
あ
っ
て
、
彼
の
本
格
的
な
登
山
は
こ
れ
が
初
め
て
と
は
思

え
な
い
。
紀
行
に
後
年
の
素
地
が
見
え
味
も
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
よ
り
僅
か
十
ケ
月
先
に
、
志
賀
重
昂
が
穂
高
の
な
い

『
日
本
風
景
論
』
を
出
版
し
て
い
る
。
鵜
殿
の
遺
し
た
書
籍
の
中
に
は
、

『
日
本
風
景
論
』
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。

「
浅
間
岳
二
登
ル
記
」
も
見
落
し
は
で
き
な
い
。
明
治
三
十
年
（
一
八

九
七
）
七
月
十
日
、
計
画
は
鵜
殿
の
立
案
で
、
青
年
会
夜
学
で
数
学
の
講

師
を
兼
ね
る
、
上
田
の
成
明
学
舎
々
長
鮫
島
理
学
士
を
隊
長
に
仕
立
て
、

生
徒
学
友
ら
十
九
名
と
、
一
泊
で
浅
間
山
登
山
を
決
行
し
た
。
紀
行
は
充

実
し
、
風
格
が
出
て
見
応
え
が
あ
る
。
鵜
殿
は
頂
上
で
濃
霧
の
去
る
の
を

登
山
家
鵜
殿
の
理
念
を
生
み
、
誠
実
な
人
生
を
送
ら
せ
る
。

岳
と
の
出
合
い

／1戸F、
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頑
固
に
待
つ
。
そ
の
手
に
は
双
眼
鏡
が
握
り
し
め
ら
れ
、
二
十
一
才
夏
の

こ
の
登
山
で
は
、
よ
う
や
く
西
北
方
の
槍
・
穂
高
に
熱
く
鋭
い
目
差
し
を

向
け
て
い
る
。

小
島
烏
水
は
『
日
本
風
景
論
』
の
内
容
を
明
治
一
千
九
年
（
一
八
九
六
）

六
月
に
知
り
、
初
め
て
登
山
ら
し
い
登
山
に
浅
間
山
を
選
ぶ
が
、
鵜
殿
の

こ
の
紀
行
に
お
く
れ
る
こ
と
二
年
、
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
晩
秋

の
こ
と
で
あ
る
。

鵜
殿
は
こ
の
年
の
徴
兵
検
査
で
、
「
甲
種
合
格
く
じ
逃
れ
」
と
な
り
、

探
検
登
山
家
鵜
殿
の
誕
生
に
力
を
貸
す
、
運
命
的
で
大
き
な
く
じ
を
引
い

た
。
彼
の
勉
学
に
は
休
み
が
な
く
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
○
○
）
に

は
、
当
時
一
般
的
に
は
極
め
て
関
心
の
薄
い
民
有
林
経
営
に
着
目
し
て
、

大
日
本
山
林
会
通
常
会
員
と
な
っ
て
、
各
地
を
巡
り
見
分
を
広
め
た
。

明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
の
紀
行
、
「
四
方
温
泉
二
遊
ブ
記
」
は

趣
が
あ
る
。
富
士
に
五
回
登
っ
た
と
い
う
が
、
記
録
は
な
く
て
も
こ
の
時

代
の
こ
と
に
間
違
い
な
い
よ
う
だ
。
こ
の
年
の
春
、
養
母
や
そ
が
五
十
五

才
で
没
し
た
。

進
学
の
灯
を
消
さ
な
い
鵜
殿
に
、
念
願
の
叶
う
時
が
き
た
。
彼
は
既
に

二
十
七
才
だ
っ
た
が
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
）
四
月
、
た
め
ら
う

こ
と
な
く
木
曽
山
林
学
校
に
入
学
し
た
。
先
輩
の
二
期
生
に
加
藤
純
一
が

い
た
。
加
藤
は
鵜
殿
よ
り
九
才
年
下
で
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
で
な
じ
み
深
い
島

木
曽
山
林
学
校
時
代

島
の
旅
館
、
清
水
屋
加
藤
惣
吉
の
養
嗣
子
だ
。
養
子
同
志
で
二
人
は
気
が

合
っ
た
。
二
人
の
結
び
つ
き
は
、
登
山
家
鵜
殿
に
大
き
な
幸
せ
を
呼
ぶ
。

鵜
殿
の
山
林
学
校
時
代
、
最
初
の
山
行
き
は
入
学
問
も
な
い
六
月
二
十

二
日
の
木
曽
駒
登
山
で
、
寄
宿
の
学
友
を
誘
い
、
軽
装
で
悪
天
候
を
押
し

て
登
っ
た
。
頂
上
で
は
晴
間
が
あ
っ
て
、
眺
望
に
こ
う
こ
つ
と
す
る
が
、

や
は
り
穂
高
・
槍
に
懸
想
す
る
。
紀
行
は
、
「
紀
登
駒
岳
」
と
題
し
て
残

っ
た
（
鵜
殿
は
そ
の
後
四
回
木
曽
駒
ケ
岳
に
登
る
）
。

翌
明
治
三
十
七
年
（
一
九
○
四
）
七
月
の
木
曽
駒
集
団
登
山
の
記
念
写

真
は
、
彼
の
登
山
姿
を
偲
ぶ
た
だ
一
つ
の
も
の
だ
。
裏
面
一
ぱ
い
に
同
行

者
を
詳
記
、
こ
の
登
山
で
行
方
不
明
者
が
出
て
学
校
あ
げ
て
の
騒
ぎ
と
な

っ
た
様
子
を
、
簡
潔
に
説
明
し
て
、
「
珍
事
の
記
念
」
と
結
ん
で
面
白
い
・

夏
に
は
、
有
明
・
中
房
・
常
念
方
面
に
遊
ぶ
が
、
前
穂
高
初
登
肇
の
偵

察
行
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
日
本
人
登
山
家
と
し
て
不
滅
の
足
跡
を
刻
し
た

前
穂
高
初
登
華
の
快
挙
は
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）
九
月
十
二

日
、
三
年
生
最
後
の
夏
休
み
も
終
り
に
近
い
頃
の
出
来
ご
と
だ
っ
た
。
彼

は
、
「
一
日
に
二
十
里
余
の
道
（
山
道
）
は
し
ば
し
ば
踏
ん
だ
」
と
書
い

た
が
、
山
林
学
校
入
学
当
時
は
国
鉄
中
央
西
線
は
な
く
、
長
瀬
ｌ
和
田
峠

Ｉ
下
諏
訪
Ｉ
塩
尻
峠
Ｉ
鳥
居
峠
を
経
て
、
木
曽
福
島
ま
で
歩
い
た
。
こ
の

道
程
は
約
三
十
里
（
約
二
八
キ
巳
あ
る
。
後
年
、
長
女
の
美
津
に
応

え
た
と
い
う
。
「
な
あ
に
、
お
テ
ン
ト
ウ
さ
ま
と
一
緒
に
歩
い
て
き
た
さ
」

と
。
つ
ま
り
、
「
日
の
出
に
立
て
ば
、
日
の
入
り
に
着
く
」
と
い
う
こ
と

だ
。
彼
は
実
に
健
脚
だ
っ
た
。
登
山
家
と
し
て
も
抜
群
で
、
前
日
は
上
高

(156）



穂高のパイオニア・鵜殿正雄の生涯

山
林
学
校
を
卒
業
し
た
鵜
殿
を
待
っ
て
い
た
の
は
縁
談
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
彼
に
は
既
に
意
中
の
人
が
あ
っ
た
。
自
分
か
ら
は
士
族
と
書
か
な

い
彼
だ
が
、
家
柄
と
や
ら
を
楯
に
許
さ
れ
な
い
結
婚
だ
っ
た
。
失
意
の
そ

の
人
は
、
他
県
へ
旅
立
っ
て
行
く
。
こ
の
頃
に
「
山
岳
会
設
立
の
主
旨
書
」

が
彼
に
も
寄
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
断
り
に
く
い

縁
談
に
、
鵜
殿
は
遂
に
韓
国
に
飛
ぶ
。
明
ら
か
な
逃
避
行
は
、
父
親
の
苦

肉
の
策
だ
ろ
う
。

『
山
岳
』
一
年
三
号
（
明
治
三
十
九
年
十
一
月
）
に
、
「
新
入
会
員
Ｉ
韓

国
・
鵜
殿
正
雄
」
と
載
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
八

月
、
韓
国
か
ら
山
岳
会
に
入
会
し
、
会
員
番
号
は
九
十
四
番
。
韓
国
で

は
営
林
廠
勤
務
で
、
「
雇
員
、
月
給
三
十
五
円
也
」
の
辞
令
が
残
っ
て
い

地
か
ら
槍
ケ
岳
を
日
帰
り
登
山
し
、
翌
日
に
は
前
穂
の
初
登
筆
と
い
う
芸

当
を
や
っ
て
の
け
た
。
登
山
道
の
な
い
黎
明
期
の
こ
と
で
あ
る
。

明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
一
月
に
学
友
三
人
と
撮
っ
た
写
真
が
ほ

ほ
え
ま
し
い
。
裏
面
に
各
人
の
体
格
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
鵜
殿
は
身
長

五
尺
五
寸
（
約
一
六
七
セ
ン
チ
）
、
体
重
十
六
貫
二
五
○
匁
（
約
六
一
キ

ロ
）
、
胸
囲
二
尺
八
寸
五
分
（
約
八
五
セ
ン
チ
）
、
肺
量
四
五
○
○
で
あ

る
。
几
帳
面
な
性
格
と
、
臨
機
に
さ
と
い
一
面
が
う
か
が
え
る
。

明
治
三
十
九
年
三
月
、
第
三
期
生
と
し
て
木
曽
山
林
学
校
を
卒
業
し
た

が
、
而
立
と
呼
ば
れ
る
三
十
才
で
あ
っ
た
。

結
ば
れ
な
か
っ
た
初
恋

帰
国
後
の
鵜
殿
の
山
行
き
は
、
せ
き
を
切
っ
た
よ
う
に
盛
ん
だ
。
大
方

は
『
山
岳
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
先
生
方
の
解
説
し
た
著
書
も
少
な
く

な
い
。
私
は
、
先
生
方
の
触
れ
な
い
側
面
を
の
ぞ
き
見
し
て
、
危
険
だ
が

素
人
推
理
を
加
え
て
み
た
い
。

鵜
殿
と
、
島
々
の
加
藤
惣
吉
、
純
一
親
子
の
こ
と
は
前
に
書
い
た
。
彼

は
惣
吉
の
知
遇
を
得
て
い
た
。
惣
吉
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）

か
ら
、
上
高
地
温
泉
株
式
会
社
の
経
営
を
一
任
さ
れ
、
嘉
門
次
、
嘉
代
吉

父
子
と
は
一
層
密
接
に
な
っ
て
い
た
。
嘉
門
次
父
子
と
鵜
殿
と
の
初
対
面

が
、
明
治
四
十
二
年
八
月
以
前
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
は
な
い
。
嘉
門
次

は
、
登
山
家
鵜
殿
の
人
柄
、
実
力
を
高
く
評
価
し
て
、
互
い
に
信
頼
関
係

が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
条
件
が
揃
っ
て
い
る
。

る
。
清
国
の
盛
京
省
に
遊
ん
で
間
も
な
い
明
治
四
十
一
年
（
一
九
○
八
）

七
月
に
は
、
長
瀬
の
生
家
に
舞
戻
っ
て
、
加
藤
純
一
と
交
信
し
て
い
る
。

縁
談
の
ほ
と
ぼ
り
が
さ
め
、
岳
が
恋
し
さ
に
帰
国
を
急
い
だ
か
Ｉ
。

鵜
殿
の
恋
物
語
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
に
「
浅
間
の
狩

衣
」
と
題
し
て
、
私
小
説
風
に
そ
の
人
ら
し
い
相
手
と
二
人
連
れ
の
赤
岳

登
山
紀
行
を
遣
し
た
。
彼
は
登
山
の
趣
味
に
つ
い
て
そ
の
人
と
ふ
ん
だ
ん

に
語
っ
て
興
味
深
い
。
そ
の
人
敬
子
は
実
在
し
、
後
年
、
鵜
殿
夫
婦
と
ほ

ほ
え
ま
し
く
交
際
し
た
。
生
涯
を
独
身
で
と
お
し
た
そ
の
人
の
実
名
は
、

い
ま
明
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

穂
高
・
槍
初
縦
走
の
側
面
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嘉
代
吉
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
生
れ
で
日
露
戦
争
で
負
傷
し

た
。
鵜
殿
の
兄
八
百
次
郎
は
嘉
代
吉
と
同
年
で
、
や
は
り
日
露
戦
争
で
不

幸
に
戦
死
し
て
い
る
。
鵜
殿
が
韓
国
時
代
に
遊
ん
だ
清
国
の
盛
京
省
は
、

嘉
代
吉
が
日
清
・
日
露
両
戦
争
で
転
戦
し
た
地
で
あ
っ
た
。
二
人
に
共
通

の
想
出
が
あ
っ
た
。
し
か
も
同
じ
信
州
人
同
志
、
こ
の
秀
れ
た
山
男
三
人

が
、
親
近
感
を
深
め
て
不
自
然
さ
は
全
く
な
い
。

明
治
四
十
二
年
八
月
、
時
に
加
藤
惣
吉
四
十
五
才
、
上
条
嘉
門
次
六
十

三
才
、
嘉
代
吉
三
十
九
才
、
そ
し
て
鵜
殿
が
三
十
三
才
（
加
藤
純
一
は
青

森
大
林
区
署
勤
務
で
不
在
）
。
近
代
日
本
登
山
史
上
に
そ
れ
ぞ
れ
名
を
刻

し
た
開
拓
者
が
顔
を
揃
え
て
い
た
。
こ
の
人
間
関
係
が
、
世
紀
の
穂
高
・

槍
の
初
縦
走
を
成
功
さ
せ
る
根
源
と
な
っ
た
。

さ
て
、
鵜
殿
は
「
穂
高
岳
槍
ケ
岳
縦
走
記
」
に
、

「
此
処
か
ら
槍
迄
は
、
主
系
の
連
峰
を
辿
る
の
だ
、
即
ち
信
・
飛
の
国

界
、
処
々
に
石
を
積
み
重
ね
た
測
点
．
．
…
・
」

と
書
い
た
が
、
積
ま
れ
た
石
は
明
治
三
十
五
、
六
年
（
一
九
○
二
’
○
三
）

に
か
け
て
、
大
林
区
署
（
今
の
営
林
局
）
の
測
量
員
ら
が
境
界
測
量
の
た

め
に
設
置
し
た
石
塚
で
あ
る
。
槍
ケ
岳
の
頂
上
か
ら
中
尾
峠
ま
で
の
稜
線

上
に
、
石
塚
は
百
十
一
個
所
、
木
標
、
固
定
岩
石
、
樹
木
な
ど
、
合
計
三

百
九
個
所
に
測
点
を
置
い
て
あ
っ
た
。
翌
三
十
七
年
七
月
に
こ
の
境
界
測

量
作
業
は
完
了
し
て
い
る
。

鵜
殿
も
「
：
…
嘉
門
次
父
子
を
先
鋒
と
し
、
陸
地
測
量
部
員
の
他
、
前

人
未
知
の
奥
穂
高
を
指
す
」
と
書
い
て
い
る
が
、
嘉
門
次
父
子
が
大
林
区

署
の
測
量
に
従
事
し
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
嘉
門
次
は
そ
れ
を

黙
し
て
案
内
に
立
っ
た
。
仮
に
烏
水
で
あ
っ
た
ら
、
危
険
の
程
度
か
ら
し

て
、
い
か
に
嘉
門
次
で
も
遠
慮
し
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
初
縦
走
に
、
石
塚
な
ど
測
点
の
果
し
た
役
割
り
は
大
き
い
。
し
か

し
、
山
林
局
関
係
の
測
量
登
山
を
、
登
山
史
の
な
か
で
見
る
こ
と
は
な

い
。
『
山
岳
』
八
年
二
号
の
「
穂
高
山
南
稜
肱
渉
記
」
で
、
大
正
元
年
（
一

九
二
一
）
八
月
十
二
日
、
鵜
殿
が
清
水
屋
で
落
ち
合
っ
た
学
生
の
一
人
、

沼
井
鉄
太
郎
は
、
東
京
府
立
四
中
在
学
の
少
年
で
、
鵜
殿
は
美
髭
を
た
く

わ
え
た
三
十
六
才
の
分
別
盛
り
で
あ
っ
た
。
後
に
日
本
山
岳
会
評
議
員
と

な
っ
て
、
「
鵜
殿
は
信
州
小
諸
に
住
み
、
小
林
区
署
勤
務
」
と
の
誤
報
を

流
し
た
の
が
、
こ
の
沼
井
と
い
う
人
ら
し
い
。
二
人
は
『
山
岳
』
十
六
年

三
号
（
大
正
十
二
年
）
奥
上
州
の
誌
上
で
再
会
す
る
。
鵜
殿
の
最
終
投
稿

「
秋
の
四
阿
山
」
と
隣
り
合
う
が
奇
縁
で
あ
る
。

沼
井
ら
と
徳
本
峠
越
え
を
し
た
鵜
殿
は
、
そ
の
足
で
嘉
門
次
を
表
敬
訪

門
し
て
教
示
を
う
け
、
奥
穂
・
西
穂
初
縦
走
に
成
功
、
い
わ
ゆ
る
鵜
殿
の

穂
高
三
部
作
を
完
成
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
穂
高
探
検
登
山
時
代
に
終
幕
を

告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
鵜
殿
に
と
っ
て
、
こ
の
縦
走
行
は
熱
愛
し
た
穂

高
の
峰
々
、
親
睦
の
嘉
門
次
、
な
つ
か
し
の
上
高
地
や
温
泉
場
と
の
、
秘

め
た
別
れ
の
旅
で
も
あ
っ
た
。
至
難
と
さ
れ
た
穂
高
岳
開
拓
の
全
て
を
完

了
さ
せ
て
、
鵜
殿
は
再
び
穂
高
の
紀
行
を
残
さ
な
い
。

こ
こ
で
、
穂
高
に
係
る
遺
品
の
一
部
を
見
よ
う
。
携
行
し
た
地
図
は
、

明
治
二
十
七
年
印
刷
の
陸
測
部
二
十
万
分
ノ
ー
輯
製
図
、
鉛
筆
の
跡
と
汚
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穂高のパイオニア・鵜殿正雄の生涯

れ
が
目
立
つ
。
空
食
晴
雨
計
は
ロ
ン
ド
ン
製
。
パ
リ
ー
製
の
ガ
リ
レ
オ
型

双
眼
鏡
は
視
野
が
広
い
。
い
ま
で
い
う
万
歩
計
が
立
派
で
、
腰
に
当
る
部

分
の
銀
が
す
り
減
っ
て
地
金
が
渋
く
光
っ
て
印
象
的
だ
。
『
山
岳
』
五
年

一
号
に
発
表
し
た
、
等
高
線
入
り
五
万
分
ノ
ー
の
「
槍
ケ
嶽
穂
高
嶽
付
近

踏
測
図
」
の
下
書
き
は
、
消
し
ゴ
ム
と
鉛
筆
の
跡
が
生
々
し
く
尊
い
。
加

山
竜
之
助
の
写
真
と
、
ス
ケ
ッ
チ
の
原
画
が
作
成
過
程
を
教
え
る
。
前
穂

の
三
角
や
ぐ
ら
の
写
真
も
め
づ
ら
し
い
。
ど
れ
も
深
い
感
銘
を
覚
え
る
。

双
眼
鏡
を
も
の
め
づ
ら
し
が
っ
て
し
っ
こ
く
聞
い
た
幼
い
長
女
の
美
津

に
、
「
銀
座
の
ウ
イ
ン
ド
に
出
て
い
た
の
を
五
十
円
で
買
っ
た
」
と
話
し

た
こ
と
を
六
十
二
才
の
美
津
が
思
い
出
し
て
な
つ
か
し
ん
で
い
た
。

遺
稿
「
無
頓
着
ノ
説
」
（
青
年
期
の
作
）
は
、
「
無
頓
着
ハ
無
責
任
ニ
ア

ラ
ズ
」
と
書
き
起
し
、

「
吾
人
ハ
冷
語
ヲ
間
キ
倣
ス
程
二
無
神
経
タ
ル
ヲ
欲
セ
ズ
、
讃
語
ヲ
冷

語
ト
閏
キ
僻
ム
ル
程
ノ
過
敏
神
経
者
タ
ル
ヲ
願
ハ
ズ
、
然
カ
モ
世
間
ノ

毅
誉
ャ
他
人
ノ
褒
既
ニ
ハ
頓
着
ナ
ク
、
自
己
ノ
所
信
ヲ
泰
然
、
平
然
ト

シ
テ
貫
徹
ス
ル
ガ
如
キ
、
人
タ
ラ
ン
事
ヲ
望
ム
。
蓋
シ
若
シ
内
二
自
信

カ
ァ
レ
バ
、
如
何
二
鞭
捷
シ
テ
、
外
聞
ノ
紛
々
ダ
ル
小
事
二
頓
着
セ
シ

メ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
克
ハ
ザ
ル
也
」

と
結
ん
で
い
る
。

『
山
岳
』
誌
上
の
鵜
殿
は
、
ま
さ
に
「
無
頓
着
の
説
」
を
地
で
行
く
も

『
山
岳
』
誌
上
の
鵜
殿

の
だ
っ
た
。

↓
鵜
殿
は
「
穂
高
岳
槍
ケ
岳
縦
走
記
」
な
ど
、
二
十
九
本
以
上
の
原
稿
を

『
山
岳
』
に
投
じ
、
二
十
七
本
は
掲
載
さ
れ
た
が
、
少
く
と
も
二
本
は
未

掲
載
で
残
さ
れ
た
。
多
く
は
第
五
年
か
ら
第
八
年
に
集
中
し
て
、
断
然
異

彩
を
放
っ
て
い
る
。
彼
は
探
検
登
山
家
ら
し
く
、
厳
し
く
記
録
を
重
視
し

た
。
『
山
岳
』
に
は
克
明
に
目
を
と
お
し
、
誤
り
を
発
見
し
、
疑
問
を
抱

く
と
見
過
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
こ
と
に
、
烏
水
ら
山
岳
会
幹
部
の
そ

れ
に
対
し
て
は
厳
格
で
あ
る
。

山
岳
会
の
幹
部
で
、
何
ら
か
の
指
摘
を
受
け
な
い
者
は
少
な
か
っ
た
。

高
山
植
物
の
乱
採
を
嘆
い
て
、
暗
に
山
岳
会
主
流
に
反
省
を
求
め
た
。
彼

に
は
野
心
は
な
い
。
提
言
や
意
見
は
情
理
を
尽
し
、
常
に
是
々
否
々
の
立

場
に
あ
る
が
、
い
か
に
正
論
で
も
、
受
け
る
側
が
穏
や
か
で
あ
る
は
ず
は

な
い
。
つ
い
に
は
異
端
視
さ
れ
る
が
、
鵜
殿
は
無
頓
着
だ
。
彼
は
人
間
と

し
て
常
に
誠
意
を
つ
く
し
、
山
岳
会
員
と
し
て
は
、
余
り
に
も
純
粋
に
過

ぎ
た
。
自
分
に
厳
し
く
、
反
骨
と
も
み
ら
れ
る
理
想
主
義
は
、
山
草
会
、

博
物
会
が
主
流
の
日
本
山
岳
会
で
は
、
全
く
異
色
で
な
じ
ま
な
い
存
在
だ

っ
た
。

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
○
）
十
月
二
日
、
鵜
殿
は
雨
と
霧
の
中
を
北

岳
絶
頂
に
立
っ
た
。
例
の
よ
う
に
、
標
高
を
三
一
七
七
メ
ー
ト
ル
と
見
事

に
測
る
。
こ
の
時
の
旅
は
五
日
間
、
そ
の
一
部
を
「
白
峯
（
北
岳
）
に
華

じ
登
る
記
」
と
題
し
、
四
十
五
枚
の
記
録
を
他
の
原
稿
と
と
も
に
『
山

岳
』
に
投
じ
た
が
、
行
方
不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
赤
石
山
脈
の
諾
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山
博
士
・
小
島
烏
水
の
名
は
余
り
に
も
大
き
く
、
そ
の
名
声
と
地
位

は
、
何
事
に
も
微
動
だ
に
す
ま
い
。
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
、
烏

水
は
北
ア
の
案
内
人
横
沢
類
蔵
の
言
を
信
じ
て
、
穂
高
・
槍
縦
走
は
不
可

能
と
判
断
し
た
。
嘉
門
次
で
な
い
と
こ
ろ
が
面
白
い
。
烏
水
は
、
高
頭
式

ら
と
大
が
か
り
な
一
行
で
七
月
二
十
日
か
ら
三
十
日
に
か
け
て
、
白
峯
と

赤
石
山
脈
の
縦
断
を
得
意
満
々
に
終
え
た
。

鵜
殿
は
、
七
月
十
九
日
付
で
、
高
頭
式
が
甲
州
西
山
温
泉
か
ら
、
「
ｌ

不
二
大
井
の
水
源
問
題
は
、
東
京
に
て
明
瞭
仕
り
、
云
々
」
と
寄
せ
て
き

た
葉
書
を
見
て
、
お
も
む
ろ
に
始
動
し
、
穂
高
・
槍
初
縦
走
を
成
功
さ
せ

て
い
る
。
烏
水
ら
の
驚
き
は
想
像
を
越
え
る
も
の
だ
ろ
う
。

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
の
奥
穂
・
西
穂
初
縦
走
を
完
了
さ
せ
て
、
穂

高
開
拓
は
鵜
殿
の
独
断
場
に
終
っ
た
。
文
字
ど
お
り
穂
高
を
彼
の
独
占
に

任
せ
た
烏
水
ら
の
無
念
は
、
生
涯
消
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
烏
水
は

『
山
岳
』
八
年
一
号
（
大
正
二
年
）
で
、

《
「
言
っ
て
宜
し
か
ろ
う
と
思
は
れ
る
が
、
岩
壁
の
急
峻
と
、
危
険
な
程

度
は
、
飛
騨
山
脈
の
穂
高
岳
か
ら
槍
ケ
岳
へ
の
縦
走
を
、
小
規
模
に
、

高
峰
」
と
い
う
三
十
三
枚
も
、
同
じ
運
命
を
た
ど
っ
た
よ
う
だ
。
二
本
と

も
、
素
原
稿
が
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
『
山
岳
』
が
理
由
な
く
没
に
す
る
わ

け
が
な
い
。
推
理
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
限
り
な
く
、
興
味
は
つ
き
な

い
。
し
か
し
鵜
殿
は
言
う
で
あ
ろ
う
、
「
小
事
小
事
」
と
。

鵜
殿
と
烏
水
の
か
ら
み

短
時
間
に
、
切
り
詰
め
た
観
が
あ
る
」

と
、
鵜
殿
の
縦
走
記
を
評
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
鵜
殿
は
、
『
山
岳
』
九

年
一
号
（
大
正
三
年
）
で
、

「
小
島
氏
は
（
１
）
と
せ
ら
れ
た
。
大
体
そ
ん
な
按
配
で
あ
る
が
、

私
の
想
像
し
た
よ
り
は
小
な
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
最
高
峰
と
次

高
峰
と
の
間
は
、
前
述
の
と
お
り
、
至
っ
て
危
険
の
個
所
が
多
い
か

ら
、
低
小
な
山
で
あ
る
等
と
侮
っ
て
、
不
測
の
災
を
蒙
ら
ざ
る
様
、
此

に
一
言
す
る
」

と
、
手
厳
し
く
応
じ
た
。

烏
水
は
、
明
治
四
十
四
年
洞
沢
谷
へ
雪
上
を
す
べ
り
落
ち
、
嘉
代
吉
に

抱
き
つ
い
て
助
か
っ
て
い
た
。
鵜
殿
は
余
人
の
如
く
、
烏
水
に
迎
合
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
○
）
の
鵜
殿
の
白
峯
登
山

は
、
烏
水
の
後
づ
け
を
し
た
も
の
で
、
烏
水
ら
に
は
皮
肉
な
も
の
と
な

る
。
「
白
峯
（
北
岳
）
に
華
じ
登
る
記
」
な
ど
二
本
の
原
稿
は
、
い
ま
わ

し
い
「
白
峯
机
上
登
山
」
の
暗
い
影
を
背
負
っ
て
ひ
た
走
る
烏
水
が
、
た

め
ら
う
こ
と
な
く
没
に
し
た
、
と
の
推
理
は
、
私
の
分
析
に
よ
れ
ば
成
り

立
つ
。私

の
推
理
に
よ
れ
ば
、
烏
水
に
と
っ
て
、
鵜
殿
は
不
気
味
で
迷
惑
千
万

な
存
在
で
あ
っ
た
。
性
格
は
陰
性
で
、
自
尊
心
の
強
い
烏
水
は
、
歯
に
衣

を
着
せ
な
い
実
力
の
人
鵜
殿
に
秘
か
に
恨
念
を
燃
し
、
奥
に
劣
等
意
識
を

隠
し
た
。
烏
水
は
、
自
か
ら
最
大
の
武
器
ペ
ン
で
、
或
は
黙
し
、
鵜
殿
の

偉
業
と
そ
の
名
を
消
去
し
、
埋
没
さ
せ
る
作
業
に
当
り
、
生
涯
し
ん
ぼ
う
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強
く
つ
づ
け
た
。
烏
水
の
『
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
手
記
』
と
「
山
の
因
縁
五

十
五
年
」
だ
け
を
見
て
も
、
穂
高
と
鵜
殿
の
こ
と
に
限
っ
て
奇
妙
に
歯
切

れ
が
悪
く
、
論
旨
が
不
透
明
で
あ
る
。
鵜
殿
消
去
の
苦
心
の
跡
だ
。
そ
の

成
果
が
あ
っ
た
。
鵜
殿
の
名
は
淡
く
遠
の
き
、
そ
の
業
績
も
埋
没
へ
の
道

を
た
ど
っ
て
い
っ
た
。

話
題
を
変
え
て
、
烏
水
の
古
典
「
鎗
ケ
嶽
探
険
記
」
の
、
「
神
河
内
の

孤
屋
」
は
有
名
だ
。

「
．
：
．
：
狭
き
小
舎
な
が
ら
（
中
略
）
三
間
に
割
り
て
在
り
（
中
略
）
我

等
は
そ
の
一
室
に
草
鮭
を
釈
き
た
り
し
が
、
隣
り
に
て
の
室
に
は
洋
服

を
着
け
た
る
山
林
巡
廻
の
吏
二
人
、
導
者
一
人
と
．
…
：
」

と
の
く
だ
り
が
あ
る
が
、
あ
と
で
「
あ
れ
は
嘉
門
次
小
屋
で
…
…
」
と
、

烏
水
は
再
々
言
う
。

鵜
殿
は
「
穂
高
岳
槍
ケ
岳
縦
走
記
」
に
、

「
：
：
：
嘉
門
次
の
住
居
、
方
二
間
余
、
（
中
略
）
塘
端
に
近
き
小
畠
の

大
根
は
…
．
：
」

と
描
写
し
た
。
三
問
に
割
っ
て
、
大
き
な
い
ろ
り
を
造
る
に
は
小
さ
過
ぎ

る
住
居
で
あ
る
。

二
人
の
描
く
嘉
門
次
小
屋
は
明
ら
か
に
違
っ
て
い
る
。
烏
水
は
『
山

岳
』
六
年
三
号
（
明
治
四
十
四
年
）
の
、
「
日
本
ア
ル
プ
ス
と
万
年
雪
の

関
係
」
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
・
…
：
私
は
霞
沢
の
頂
き
か
ら
、
こ
の
狭
谷
ｌ
即
ち
上
高
地
（
中
略
）

へ
下
り
て
、
熊
を
と
る
猟
師
小
屋
に
一
泊
し
て
、
翌
日
初
め
て
槍
ケ
岳

を
登
っ
た
が
、
そ
れ
は
今
こ
こ
に
は
言
は
な
い
。
私
が
初
め
て
上
高
地

へ
下
り
た
と
き
は
（
中
略
）
河
畔
に
温
泉
は
あ
っ
た
が
、
湯
壷
も
な
く

。
・
・
・
・
●
」

孤
屋
す
な
わ
ち
嘉
門
次
小
屋
と
は
、
こ
こ
で
言
う
猟
師
小
屋
に
な
る

が
、
い
か
に
し
て
も
怪
し
い
。
烏
水
が
一
泊
し
た
の
は
嘉
門
次
小
屋
で
は

な
か
っ
た
。
上
高
地
温
泉
場
の
掘
立
小
屋
だ
っ
た
。
明
治
三
十
五
年
八

月
、
こ
こ
に
は
三
間
に
割
っ
て
、
大
き
な
い
ろ
り
の
あ
る
小
屋
が
あ
っ

た
。
湯
壷
は
な
い
が
温
泉
は
あ
っ
た
。
発
足
（
登
記
は
明
治
三
十
五
年
六

月
）
直
後
の
上
高
地
温
泉
株
式
会
社
の
原
景
に
相
違
は
な
い
。
現
在
の
明

神
地
籍
に
温
泉
湧
出
の
記
録
は
な
い
。

烏
水
の
「
梓
河
畔
に
立
ち
て
穂
高
山
を
観
ず
る
記
」
は
、
総
体
的
に
罪

な
小
説
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
無
欲
に
真
実
を
追
求
す
る
鵜
殿
の
紀
行
、

名
誉
欲
や
功
名
心
、
原
稿
料
の
た
め
に
書
く
烏
水
の
小
説
的
紀
行
、
そ
の

相
違
が
即
ち
鵜
殿
と
烏
水
の
違
い
で
あ
る
。

「
山
岳
原
稿
御
恵
投
被
下
乍
毎
度
あ
り
が
た
く
存
候
本
年
の
第
三

号
え
掲
載
光
彩
を
添
え
た
く
楽
し
み
居
候

新
聞
の
切
抜
等
毎
度
お
心
づ
け
被
下

多
大
の
便
益
を
享
け
居
候
烏
水
生
」

大
正
二
年
二
九
一
三
）
四
月
一
日
付
で
、
小
島
久
太
が
鵜
殿
に
送
っ

た
葉
書
の
文
面
が
こ
れ
だ
。
烏
水
に
協
力
も
惜
し
み
な
く
し
た
鵜
殿
の
、

人
柄
の
よ
さ
が
浮
き
彫
り
さ
れ
て
、
二
人
の
人
間
像
と
か
ら
み
を
物
語
っ

て
余
す
と
こ
ろ
の
な
い
も
の
だ
。
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さ
れ
て
、
戸

報
い
て
、
該

に
し
な
い
、

鵜
殿
が
、
奥
穂
・
西
穂
初
縦
走
を
完
了
し
た
年
の
秋
十
一
月
（
大
正
元

年
）
に
、
父
市
左
衛
門
が
七
十
二
才
で
長
逝
す
る
。
池
内
家
は
長
男
は
日

露
戦
争
で
戦
死
、
次
男
は
幼
く
し
て
亡
く
、
市
左
衛
門
の
死
は
鵜
殿
を
激

し
く
ゆ
さ
ぶ
っ
た
。
厳
父
が
登
山
家
鵜
殿
を
一
人
理
解
し
、
精
神
的
に
経

済
的
に
さ
さ
え
て
く
れ
た
こ
と
を
、
誰
よ
り
鵜
殿
自
身
が
痛
い
程
に
知
っ

て
い
た
。
亡
父
の
寛
大
な
愛
に
報
い
る
に
、
彼
は
末
妹
の
富
貴
恵
に
養
子

し
た
岩
人
に
協
力
し
て
、
池
内
家
の
家
事
に
従
事
し
、
農
耕
、
養
蚕
に
専

念
し
た
。
登
山
家
鵜
殿
は
、
百
姓
鵜
殿
と
し
て
見
事
に
変
身
し
た
の
で
あ

る
。

登
山
は
、
大
正
二
年
（
一
九
二
一
）
秋
の
鋸
岳
縦
走
を
節
目
に
、
以
後

数
年
は
記
録
を
残
さ
な
い
。
し
か
し
、
山
へ
の
愛
着
は
絶
ち
難
く
、
大
正

五
年
（
一
九
一
六
）
発
起
人
と
な
っ
て
、
町
組
内
に
立
山
講
を
組
織
し
、

毎
年
夏
、
く
じ
引
き
で
立
山
に
登
っ
た
。
ま
た
、
婦
人
雑
誌
に
「
徒
然
漫

筆
」
な
る
軽
妙
な
連
載
も
の
を
寄
せ
、
自
然
の
趣
味
の
啓
も
う
に
も
つ
と

め
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
呼
称
を
幾
分
や
ゆ
し
て
面
白
く
、
他
に
織
密
な
と

こ
ろ
を
見
せ
る
。
号
が
三
た
び
南
渓
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
モ
チ
米
の
品
種
改
良
に
成
功
し
、
「
い
わ
と
モ
チ
」
と
命
名

さ
れ
て
、
長
年
近
郷
で
作
付
け
さ
れ
た
が
、
義
弟
岩
人
の
労
苦
と
協
力
に

報
い
て
、
そ
の
名
を
冠
し
た
と
い
う
。
義
に
厚
く
、
何
事
も
自
分
の
た
め

百
姓
鵜
殿
と
山
登
り

鵜
殿
ら
し
い
や
り
方
だ
。

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
、
彼
は
近
郷
の
良
家
下
村
一
平
の
長
女
た
け

と
結
婚
し
た
。
新
婦
は
二
十
七
才
、
美
髭
の
見
事
な
新
郎
は
四
十
一
才
。

新
婦
の
実
弟
市
郎
は
、
後
に
信
州
大
学
工
学
部
の
前
身
、
長
野
工
業
専
門

学
校
の
初
代
校
長
に
就
い
た
。
鵜
殿
夫
婦
は
、
結
婚
後
も
池
内
家
で
生
活

す
る
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
七
月
に
剣
岳
、
翌
九
年
九
月
に
は
四
阿

山
に
登
っ
た
。
百
姓
鵜
殿
の
山
登
り
は
、
子
供
を
得
る
毎
の
記
念
行
事
の

感
が
あ
る
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
二
）
、
現
在
地
に
居
を
構
え
て
、
名

実
と
も
に
鵜
殿
家
を
再
興
し
た
。
道
義
に
徹
し
た
道
順
を
踏
ん
で
、
実
父

母
、
養
母
に
報
い
た
の
で
あ
る
。
鵜
殿
は
四
十
七
才
に
な
っ
て
い
た
。
四

女
の
志
津
が
新
居
に
移
っ
て
生
れ
た
。

彼
の
生
活
は
厳
し
く
変
化
し
た
が
、
挫
折
感
を
知
ら
ぬ
気
な
強
じ
ん
な

意
志
で
、
家
業
の
農
事
の
か
た
わ
ら
、
地
域
社
会
に
は
農
林
業
の
実
践
指

導
な
ど
の
広
く
地
道
な
貢
献
を
し
た
。
鵜
殿
は
和
歌
に
長
じ
、
詠
名
を
雅

雄
と
正
雄
と
に
つ
か
い
別
け
、
各
方
面
に
寄
せ
て
余
暇
を
楽
し
む
。
近
在

の
信
望
が
厚
く
、
自
分
は
「
変
人
会
会
長
」
を
名
乗
っ
て
、
逸
話
に
は
こ

と
欠
か
な
い
・

一
男
五
女
の
子
宝
に
恵
ま
れ
た
彼
は
、
一
人
息
子
正
信
を
授
っ
て
躍
喜

す
る
が
、
そ
れ
は
既
に
五
十
路
の
峠
に
立
っ
た
大
正
十
五
年
秋
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
年
、
慈
母
て
へ
は
、
孫
正
信
の
誕
生
を
見
る
こ
と
な
く
、

八
十
四
才
の
天
寿
を
全
う
し
た
。
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昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
十
月
三
十
日
、
頑
健
な
鵜
殿
が
五
十
四
才
で

脳
出
血
で
倒
れ
た
。
天
は
非
情
に
も
、
山
を
奪
い
、
ま
め
ま
め
し
い
筆
を

も
と
り
あ
げ
た
。
翌
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
病
気
軽
快
し
た
鵜
殿
は
、

五
月
二
十
日
付
で
日
本
山
岳
会
に
退
会
届
を
送
っ
た
。
恐
ら
く
ふ
る
え
る

手
に
筆
を
と
っ
て
、
万
感
去
来
す
る
な
か
で
退
会
届
を
書
い
た
に
違
い
な

い
。
彼
は
登
山
家
と
し
て
理
想
を
求
め
、
妥
協
も
打
算
も
な
く
、
そ
の
主

義
を
つ
ら
ぬ
い
て
、
節
を
売
り
、
信
を
放
棄
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

己
に
こ
そ
厳
し
い
正
義
感
、
孤
高
な
人
格
と
人
生
観
、
そ
の
鵜
殿
は
、

病
め
る
身
を
押
し
て
日
本
山
岳
会
に
身
を
置
く
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
山
を
失
っ
た
い
ま
山
岳
会
員
で
あ
る
意
味
も
認
め
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
過
去
の
栄
光
に
恋
々
と
し
な
い
、
い
か
に
も
鵜
殿
ら
し
い
出
所
進

退
の
あ
ざ
や
か
さ
、
厳
し
さ
、
さ
わ
や
か
さ
は
、
日
本
山
岳
会
幹
部
の
と

う
て
い
理
解
の
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
山
岳
会
員
と
し
て
、
穂

高
開
拓
と
い
う
偉
業
を
残
し
、
病
の
た
め
退
会
し
て
ゆ
く
価
値
あ
る
功
労

者
に
対
し
て
、
当
の
日
本
山
岳
会
は
、
何
の
反
応
も
感
情
も
表
す
こ
と
を

し
な
か
っ
た
。
小
島
烏
水
は
こ
の
年
に
、
日
本
山
岳
会
初
代
会
長
と
い
う

大
看
板
を
担
っ
て
観
衆
の
喝
采
を
あ
び
、
得
意
の
絶
頂
に
立
っ
て
い
た
。

鵜
殿
は
、
半
身
不
随
の
身
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
半
人
前
の
農
耕
に
従

事
し
な
が
ら
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
、
六
十
才
で
一
枚
の
珠
算
講

習
修
了
証
書
を
手
に
し
た
。
勿
論
、
彼
に
珠
算
習
得
の
必
要
は
な
か
っ
た

終
息

が
１
．
そ
こ
に
、
登
山
家
鵜
殿
正
雄
の
真
骨
頂
を
見
る
。
昭
和
十
九
年

（
一
九
四
四
）
秋
に
、
病
気
が
再
発
し
た
。
む
な
し
い
努
力
の
日
々
が
過

ぎ
て
、
鵜
殿
に
神
の
お
召
し
の
時
が
き
た
。
枕
辺
に
看
護
る
子
供
の
あ
た

り
に
、
夫
人
の
姿
が
な
か
っ
た
。
夫
正
雄
の
介
護
に
つ
か
れ
た
体
で
、
翌

年
夏
に
流
行
し
た
チ
フ
ス
に
か
か
っ
た
た
け
女
は
、
九
月
初
め
に
入
院
し

て
い
た
。

鵜
殿
正
雄
は
、
日
本
の
敗
戦
を
見
さ
だ
め
て
、
子
供
達
に
見
守
ら
れ
、

静
か
な
眠
り
に
つ
い
た
。
時
に
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
九
月
二
十

日
、
六
十
九
才
の
大
往
生
で
あ
っ
た
。
夫
正
雄
の
死
は
、
た
け
女
に
は
知

ら
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
翌
月
の
十
六
日
、
思
い
つ
い
た
か
の
よ
う
に
子
供

達
に
別
れ
を
告
げ
て
、
そ
そ
く
さ
と
正
雄
を
追
っ
て
彼
女
は
逝
っ
た
。
五

十
五
才
で
あ
っ
た
。
鵜
殿
は
霊
名
を
、
鵜
殿
正
雄
大
人
命
と
い
い
、
夫
人

と
共
に
池
内
家
の
墓
地
と
接
し
て
、
長
瀬
で
安
ら
か
に
眠
っ
て
い
る
。

彼
は
、
家
族
に
さ
え
山
の
話
を
積
極
的
に
語
っ
た
跡
が
な
い
。
篤
農
家

鵜
殿
の
名
は
残
っ
て
い
た
が
、
登
山
家
と
し
て
の
名
を
知
る
街
人
は
な

く
、
彼
の
穂
高
に
刻
し
た
偉
業
を
、
子
供
達
も
知
ら
な
か
っ
た
。
長
女
の

美
津
は
、
「
山
は
い
い
な
あ
、
下
界
と
違
っ
て
静
か
だ
あ
」
と
言
っ
た
父

の
言
葉
を
、
六
十
二
才
に
な
っ
た
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
長
男

正
信
は
、
「
…
…
新
し
い
父
を
発
見
で
き
て
う
れ
し
い
。
母
の
苦
労
を

．
：
…
」
と
、
在
り
し
日
の
、
父
と
母
を
偲
ん
で
か
、
さ
わ
や
か
だ
が
彫
り

の
深
い
横
顔
を
見
せ
た
。
正
信
夫
妻
は
と
も
に
高
校
の
教
諭
、
こ
の
夏
は

一
家
で
初
の
上
高
地
を
訪
れ
た
い
と
い
う
。
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昭
和
五
十
二
年
五
月
九
日
、
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
二
十
周
年
記
念
の
会
が

九
段
の
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
於
て
行
わ
れ
た
（
実
際
は
二
十
一
周

年
目
）
。
五
月
九
日
が
今
西
壽
雄
君
と
今
は
亡
き
ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
プ

君
に
よ
っ
て
初
登
頂
さ
れ
た
日
で
あ
る
事
は
今
更
こ
こ
に
述
べ
る
迄
も
な

く
、
世
界
の
登
山
史
上
に
於
て
も
燦
然
た
る
記
録
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

当
日
は
、
そ
も
そ
も
戦
後
の
ネ
パ
ー
ル
に
入
り
マ
ナ
ス
ル
登
山
の
端
緒

を
作
ら
れ
た
西
堀
現
日
本
山
岳
会
会
長
、
三
田
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
日

本
支
部
長
の
挨
拶
か
ら
、
シ
ュ
レ
ス
タ
・
ネ
パ
ー
ル
大
使
館
一
等
書
記

官
、
サ
リ
ン
印
度
山
岳
財
団
理
事
長
、
坂
田
元
文
部
大
臣
の
祝
辞
の
後
、

出
席
者
一
同
の
自
由
歓
談
に
入
っ
た
が
、
こ
の
挙
の
絶
大
な
る
資
金
的
援

助
を
さ
れ
た
毎
日
新
聞
社
の
当
時
の
担
当
役
員
た
り
し
渡
瀬
亮
輔
氏
を
初

め
と
し
て
総
勢
八
十
余
名
、
集
ま
っ
た
こ
の
会
合
の
雰
囲
気
は
さ
す
が
に

伝
統
に
輝
く
日
本
山
岳
会
で
な
く
て
は
味
わ
う
事
の
出
来
な
い
も
の
で
あ

マ
ナ
ス
ル
登
頂
二
十
周
年
記
念
の
会

つ
た
。そ

の
大
半
が
今
と
な
っ
て
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
経
験
者
で
あ
っ
た
事
は

勿
論
の
事
だ
が
、
マ
ナ
ス
ル
登
山
に
対
し
て
蔭
の
力
と
な
っ
た
準
備
委

員
、
資
金
集
め
の
委
員
等
、
云
わ
ぱ
総
力
を
挙
げ
て
の
登
山
で
あ
っ
た
事

を
回
顧
さ
せ
る
に
誠
に
ふ
さ
わ
し
い
会
合
で
あ
っ
た
。

一
九
五
二
年
、
西
堀
会
長
の
ネ
パ
ー
ル
入
り
以
来
、
一
九
五
六
年
の
初

登
頂
迄
五
年
掛
り
の
登
山
で
あ
り
、
当
時
、
八
千
メ
ー
ト
ル
級
が
如
何
に

怪
物
で
あ
る
か
と
云
う
事
を
山
岳
会
と
し
て
も
度
々
協
議
を
重
ね
て
の
計

画
で
あ
っ
た
し
、
物
資
不
足
の
時
代
に
よ
く
も
斯
く
大
掛
り
な
登
山
に
成

功
し
た
と
思
う
と
、
以
来
二
十
年
の
間
に
女
性
を
含
め
て
マ
ナ
ス
ル
登
山

が
日
本
人
に
よ
っ
て
五
回
も
行
わ
れ
、
恰
も
マ
ナ
ス
ル
は
「
日
本
人
の

山
」
の
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
は
誠
に
喜
ば
し
い
事
だ
。

〔
編
者
注
〕
こ
の
会
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
創
立
五
十
周
年
記
念
行

事
の
一
環
と
し
て
、
本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。

成
瀬
岩
雄
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マナスル登頂二十周年記念の会

マナスル登頂二十周年記念の会々場の全景（撮影・依田孝喜）

相
沢
裕
文

飯
野
亨

小
原
勝
郎

折
井
健
一

川
森
左
智
子

日
下
田
実

坂
田
道
太

ｚ
・
己
＠

ｍ
胃
＄
葺
色

高
橋
善
数

竹
田
寛
次

成
瀬
岩
雄

早
川
種
三

平
沢
亀
一
郎

細
野
博
吉

牧
内
恭
人

山
田
二
郎

芳
野
趣
夫

〔
出
席
者
〕
（
五
十
音
順
）

井
上
次
雄

伊
藤
洋
平

小
倉
董
子

大
井
正
一

梶
正
彦

工
楽
英
司

国
。
○
．
駛
凰
画

の
彦
扁
自
浄

９
国
“
菌

高
橋
照

田
中
壮
悟

中
世
古
直
子

橋
本
清

藤
井
運
平

細
川
沙
多
子

三
田
幸
夫

安
保
久
武

渡
辺
兵
力

今
西
寿
雄

海
野
治
良

小
野
七
郎

川
喜
田
二
郎

河
上
静
三
郎

斉
田
利
治

清
水
清
二

住
吉
仙
也

谷
口
現
吉

田
口
二
郎

中
根
千
枝

浜
野
正
男

藤
岡
端

槙
有
恒

宮
下
秀
樹

山
崎
安
治

渡
辺
公
平

石
坂
昭
二
郎

遠
藤
登

大
塚
博
美

神
崎
忠
男

影
山
淳

佐
藤
久
一
朗

島
田
巽

住
本
利
男

丹
部
節
雄

千
葉
重
美

中
川
寛

林
和
夫

伏
見
紀
子

松
田
雄
一

望
月
達
夫

依
田
孝
喜

渡
瀬
亮
輔

以
上
八
十
四
名

板
倉
勝
正

小
原
和
晴

織
内
信
彦

神
原
達

黒
石
恒

三
枝
礼
子

鴫
原
啓
佑

高
山
忠
四
朗

竹
節
作
太

堂
本
暁
子

西
堀
栄
三
郎

広
羽
清

堀
田
弥
一

松
田
柳
子

森
川
典
子

吉
田
尚
志
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5人のマナスルサミ ッター

右より今西寿雄、 日下田実(JAC隊)、小原和晴（西壁隊)、 中世古直子（女性隊)、

影山淳（イラン合同隊）の各隊員 （撮影・依田孝喜）

マ
ナ
ス
ル
登
頂
二
十
周
年
を
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
、
別
表
の
通
り
「
マ

ナ
ス
ル
峰
登
山
小
史
」
を
ま
と
め
て
み
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
一
九
五
○
年

に
テ
ィ
ル
マ
ン
が
マ
ナ
ス
ル
を
偵
察
し
て
最
初
の
写
真
撮
影
を
行
っ
て
か

ら
、
一
九
七
九
年
の
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
迄
で
二
十
四
隊
（
延
人
員
約
二

○
○
名
）
に
達
し
て
い
る
。
登
頂
者
は
別
表
の
通
り
八
隊
二
十
名
で
、
こ

の
中
日
本
人
は
九
名
お
り
、
更
に
こ
の
中
の
五
名
が
二
十
周
年
の
会
に
出

席
し
た
（
写
真
参
照
）
。
登
頂
ル
ー
ト
は
、
東
面
エ
プ
ロ
ン
ル
ー
ト
（
三

隊
）
、
西
壁
、
南
西
壁
、
東
面
ノ
ー
ス
コ
ル
経
由
ル
ー
ト
か
ら
各
一
隊
が

登
頂
し
て
い
る
が
、
東
尾
根
か
ら
の
ル
ー
ト
か
ら
は
未
到
達
で
あ
る
。

登
山
形
式
か
ら
み
る
と
、
シ
ェ
ル
パ
レ
ス
、
単
独
、
無
酸
素
、
女
性

隊
、
合
同
隊
、
シ
ー
ズ
ン
で
は
プ
レ
、
ポ
ス
ト
と
も
に
登
ら
れ
て
お
り
、

今
後
は
、
冬
季
登
頂
、
全
員
登
頂
が
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
マ
ナ
ス
ル
は
雪
崩
の
危
険
度
の
高
い
山
で
、
四
隊
が
遭
難
し
、
計

十
九
名
が
死
亡
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
一
九
七
二
年
四
月
十
一
日
に

発
生
し
た
大
雪
崩
に
よ
る
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遭
難
史
上
最
大
の
十
五
名
が
遭
難

死
し
た
事
故
も
含
ま
れ
て
い
る
。
遭
難
者
の
国
別
内
訳
は
オ
ー
ス
ト
リ
ー

ニ
名
、
韓
国
五
名
、
日
本
二
名
、
シ
ェ
ル
パ
十
名
が
数
え
ら
れ
る
。

他
に
日
本
人
の
隊
員
で
は
、
マ
ナ
ス
ル
か
ら
帰
っ
た
後
高
木
正
孝
氏
、

関
田
美
智
子
氏
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

記
録
面
か
ら
見
た
マ
ナ
ス
ル松

田
雄
一
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マナスル登頂二十周年記念の会

〔マナスル登頂者リスト〕

’ 年 登頂月日 人員

内 訳

韓国
ン’エ

ルパ

最終キャンプ｡
ペ
ン

ス
イ| 日本荷乙西独

’

、
、
ヅ

ー
フイ

１１Ｊ
７
５
２
６
２

５
１
２
２
４
２
１

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
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４
０

９
１
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２
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C4 (7,400m)
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４
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７

６
１
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３
４
５
６

５
７
７
７
７
７
７

９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１

４
２
１
３
４
３
３
－
鋤

1

’１
１
１
１

3

I
2

’

C5 （7,650m）1 11

’ ’ 計－ ’ 0 5 19 1 2 2

搦:二;::洲）
松田雄一編

(鱸：
８
８マナスル峰登山小史

N｡｣年 次 国名 ｜ 隊 名 ｜ 備隊 長

HW･Tilman

考

1 1 1950 マナスル偵察、最初の写真
撮影を行う

マナスル氷河からのルート
発見

ノースコル経由フ・ラトー上
7,750mに達す

サマ村民の反対に遭い転進

ネパール・ヒマラヤ
調査隊

マナスル踏査隊

第1次マナスル登山
隊

第2次マナスル登山
隊

第3次マナスル先遣
隊

第4次マナスル登山
隊

英
日
日
日
日
日
蘭
口
側

今西錦司
（6名）

三田幸夫
（15名）

堀田弥一
（14名）

小原勝郎
（3名）

槙 有恒
(12名）

1952Post

l953Pre

2

’
３

｜
’

4 1954Pre

5 1955Post

6 1956Pre

7 1964Post

5/9（今西寿雄、ガルツェ
ン） 5/11（加藤喜一郎、 日
下田実）初登頂〔初登〕

10/25マナスル北峰（7,154
m)に登頂

青木敏と2名で西壁を偵察

5/17小原和晴、 田中基喜
の2名西壁ルートより登頂
〔第2登〕

東面JACルートで頂上直
下3㈹mに達するも隊長の
実弟（3男）金棋隻氏の転
落事故のため敗退

南氷河より南面壁経由4／
25ReiholdMessner登頂
(単独） 2名遭難〔第3登〕

マナスル東面C3にて4/
11大雪崩に遭い安久一成
氏、隊長の実弟(次男)で登
筆隊長の金枯墜氏を含む隊

オランダ山岳会隊

マナスル西壁偵察隊

J. Boon

橋善数
（2名）

橋 照
(11名）

高8 1 1970Post

都岳連マナスル西壁
隊

l971Prf 高９

第1次韓国隊 金 禎婆l971Pre 韓10

TirolerHimalayan
Exp.

第2次韓国隊

W・Nairz

（8名）

金 禎隻
(12名）

填1972Prf11

韓l972Pre10
上台

’

’
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N｡.| 年 次 ’ 考 ’国名 隊 名 隊 長 傭
’

員5名、シェルパ10名、
遭難死

東面ノース・コル経由の新
ルートで4/22, 7,550mの
C5から隊長､S・Hupfaur，

13 1973Pre 西独 ｜シュヴァーベン隊 IDrG.S<Yhma#z
‘ （8名）

’
サーダーのUrkinの3名
が無酸素で登頂〔第4登〕

マナスル東面より登頂を期
すも10月中旬CⅡで2度
にわたり雪崩に遭い九死に
一生

マナスル東尾根を偵察

14 1973Post ｽペイン第1次スペイン隊 J.G・Orts
（12名）

L' | l司人ﾕﾝグﾌﾗｳﾏ中世古直子
1ナスル偵察隊 （3名）

ロ ｜撫類剛|黒温名） 恒

；隊

ｽペｲﾝ'第2次ｽぺｲﾝ隊 J.G､Orto
（12名）

｜金 禎隻韓 第3次韓国隊
（19名）

Ⅱ＝イラ 日本＝イラン合I司マ渡辺公平
ン ナスル隊 (19名）

西独 I G・Lenser

５
６

１
１

l973Post

l974Pre

’
1

5/4束面JACルート経由
登頂（中世古直子、森三枝
子、内田昌子、シェルパ・
ザンブー）〔第5登〕

東面JACルート経由、
4/26, J.RobzMartinez，
G､B.Garcia，SherpaSo-
namの3名登頂〔第6登〕

5/5東面JACルート経由
でiinalcamp (7,8"m)
設営後雪崩で敗退

10/12東面JACルート経
由で影山淳、M.G.Asadi，
シェルパ・Pasang登頂
〔第7登〕

EastRidge経由、
C3 (6,4mm)建設後、
6,8mmで、大量降雪のた
め敗退

EastRidge経由、 2組の
パーティでアルパイン・ス

タイル登肇を試みたが、 2
隊員が凍傷にかかるなどし
て、 7,600mで敗退

東北壁新ルート経由、悪天
候のため7,300mで敗退

清水清二、加藤保男の2登
肇隊員による、東面JAC
ルートからの登肇、う°ラト
ー上8,000mで敗退

EastRidge経由、 5/5C4
(7,4"m)が雪崩に襲われ
敗退

17 1975Pre

J ｣"''"
18

’19 1976Post

20 1977Pre

(9名）

21 仏l977Post J・Fe6hel
（5名）

米

I I

22 l978Pre

l978Post

コロラド隊

東京オリンパス隊

G，Porzak

（9名）

（2名）

i
23

|Mロレンッォfダリア隊
（6名）

伊l979Pre24

<注>LouisBaume @6SIVALAYA-The8000metrepeaksof theHimalaya''では，

1956年を初登，第2登とし， 以下ひとつずつずれて1976年日・イラン隊を第8登

としている。また，同書はNo. 7のオランダ隊を加えず,No. 2にハーゲンの踏査

隊を入れている。
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私
が
初
め
て
松
本
善
こ
さ
ん
と
お
会
い
し
た
の
は
、
大
正
八
年
の
秋
、

場
所
は
東
京
の
築
地
で
現
在
東
京
劇
場
と
な
っ
て
い
る
所
に
、
元
東
京
府

立
工
芸
学
校
が
あ
り
ま
し
て
、
こ
こ
で
霧
の
旅
会
の
第
一
回
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
か
な
り
立
派
な
設
備
の
整
っ
た
講
堂
が
あ
り

ま
し
て
、
ツ
ァ
イ
ス
製
の
幻
燈
器
機
、
エ
ピ
デ
ア
ス
コ
ー
プ
な
ど
が
備
え

て
あ
り
ま
し
た
。
其
の
時
、
松
本
さ
ん
は
、
第
一
回
目
の
講
演
者
と
し
て

講
壇
に
立
た
れ
、
「
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
と
ウ
イ
ン
パ
ー
氏
の
初
登
頂
」
と

題
し
て
、
得
意
の
名
調
子
を
奮
っ
て
、
居
並
ぶ
聴
衆
を
歓
喜
さ
せ
た
も
の

で
し
た
。
大
正
八
年
十
月
三
日
の
こ
と
で
し
た
。
続
い
て
、
こ
れ
も
故
人

に
な
ら
れ
た
、
霧
の
旅
会
の
発
起
人
の
松
井
幹
雄
氏
の
講
演
が
あ
っ
た

後
、
懇
談
会
に
移
り
、
席
上
、
同
好
の
友
を
交
え
て
、
大
い
に
山
を
語
り

悼
合
い
ま
し
て
、
以
来
、
世
事
に
よ
く
言
う
、
う
ま
が
合
う
と
か
申
し
て
、

今
で
は
、
電
話
を
か
け
て
、
「
善
ち
ゃ
ん
で
す
か
」
で
通
じ
る
様
な
、
親

追
し
い
御
交
際
を
願
う
ま
で
に
至
っ
て
、
既
に
、
六
十
有
余
年
に
な
り
ま

松
本
善
二
氏
（
一
八
八
四
，
一
九
七
九
）

す
。

若
い
時
か
ら
、
山
の
大
先
輩
の
木
暮
理
太
郎
先
生
に
、
又
、
武
田
久
吉

先
生
と
も
親
し
く
さ
れ
、
木
暮
先
生
に
は
、
い
つ
幾
日
の
何
時
迄
に
山
の

仕
度
を
し
て
出
て
来
て
貰
い
た
い
と
云
う
様
な
呼
出
し
が
か
か
り
、
家
庭

の
事
な
ど
に
は
お
か
ま
い
な
く
お
供
す
る
の
が
常
だ
っ
た
と
申
し
て
居
り

ま
し
た
。

そ
う
云
え
ば
、
私
が
、
岳
友
の
故
田
沢
昌
介
君
と
共
に
、
三
国
山
か
ら

法
師
温
泉
に
泊
っ
て
、
四
万
温
泉
に
抜
け
た
時
、
宿
の
主
人
が
、
「
昨
夜

は
木
暮
さ
ん
と
松
本
さ
ん
が
泊
ら
れ
て
、
今
朝
早
く
出
か
け
ら
れ
た
」
と

云
わ
れ
た
事
が
あ
り
、
一
日
お
く
れ
で
惜
し
い
こ
と
を
し
た
、
と
思
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

武
田
先
生
と
も
、
よ
く
同
行
さ
れ
ま
し
て
、
あ
る
時
、
低
山
散
策
の
帰

途
、
中
央
線
の
上
野
原
駅
に
至
る
途
中
の
丁
度
よ
い
所
に
茶
店
様
の
店
が

あ
っ
た
の
で
、
大
先
輩
を
伴
っ
て
、
小
休
憩
を
し
よ
う
と
入
っ
て
見
る

と
、
是
非
座
敷
へ
上
っ
て
行
っ
て
く
れ
と
云
っ
て
き
か
な
い
の
で
、
よ
く

様
子
を
見
る
と
、
此
処
に
昔
か
ら
残
っ
て
い
た
、
二
軒
の
遊
廓
の
内
の
一

つ
に
間
違
え
て
上
っ
た
事
に
気
が
付
い
て
、
ほ
う
ほ
う
の
体
で
逃
げ
だ
し

た
話
は
、
其
の
後
も
よ
く
聞
か
さ
れ
た
事
で
し
た
。

中
央
線
の
上
野
原
駅
と
云
え
ば
、
よ
く
山
行
の
際
お
世
話
に
な
っ
た
駅

で
す
が
、
こ
れ
は
松
本
さ
ん
、
武
田
先
生
、
外
七
、
八
名
の
霧
の
旅
会
の

連
中
と
で
、
夜
行
で
上
野
原
駅
下
車
、
長
年
、
降
り
な
れ
た
此
の
駅
か

ら
、
近
道
を
選
ん
で
行
こ
う
と
桑
畑
を
抜
け
て
登
っ
て
行
っ
た
の
で
す
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が
、
行
っ
て
も
行
っ
て
も
、
同
じ
場
所
へ
出
る
の
で
小
休
止
を
し
て
居
る

と
、
下
の
方
に
小
屋
が
あ
っ
て
、
人
の
声
が
聞
え
て
来
る
の
で
、
急
ぎ
其

の
方
へ
行
っ
て
見
た
が
何
も
無
く
、
止
む
な
く
本
道
へ
戻
っ
て
、
登
り
直

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

其
の
後
、
又
、
松
本
さ
ん
が
此
の
道
を
通
っ
た
時
に
、
土
地
の
人
の
話

で
は
、

「
此
の
間
の
夜
は
、
大
変
で
し
た
よ
。
あ
の
桑
畑
の
中
を
、
沢
山
の
提
灯

が
、
幾
度
も
ぐ
る
ぐ
る
ま
わ
っ
て
い
て
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
綺
麗
で
し

た
。
あ
れ
が
本
当
の
狐
の
嫁
入
り
と
云
う
の
で
し
ょ
う
」

と
の
話
で
、
そ
う
云
え
ば
、
真
夜
中
の
人
声
が
聞
え
た
の
を
思
い
出
し
、

合
点
の
行
く
話
で
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
大
正
年
代
の
山
行
に
は
、
必
ず
、
護
身
用
の
ピ
ス
ト
ル

を
持
参
し
て
出
か
け
ら
れ
た
事
は
割
合
に
有
名
な
話
で
す
が
、
実
際
に
役

に
立
っ
た
こ
と
は
無
か
っ
た
様
で
、
只
、
木
暮
先
生
と
秩
父
の
山
を
歩
い

て
い
た
時
に
、
黒
平
の
あ
た
り
で
、
大
き
な
白
犬
に
つ
け
て
来
ら
れ
て
、

止
む
を
得
ず
、
威
嚇
射
撃
を
し
て
追
い
払
っ
た
と
云
う
話
は
、
度
々
聞
か

さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
よ
く
武
田
先
生
と
大
菩
薩
連
峰
を
散
策
さ
れ
て
居
ら
れ
た

頃
、
或
夜
、
嵯
峨
塩
鉱
泉
に
二
人
で
宿
を
と
っ
た
時
、
松
本
さ
ん
が
例
の

拳
銃
を
持
参
し
て
い
る
と
見
て
す
っ
か
り
驚
き
、
其
の
夜
は
、
宿
の
者
は

頗
る
神
妙
に
接
待
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
其
の
後
暫
く
し
て
、
又
、
此

の
鉱
泉
に
立
寄
り
ま
し
た
所
、
宿
の
者
の
云
う
こ
と
に
は
、
此
の
前
、
登

山
姿
の
二
人
連
れ
の
拳
銃
を
持
っ
た
強
盗
に
泊
ら
れ
て
、
い
つ
出
て
来
ら

れ
る
か
と
、
一
晩
中
生
き
た
気
が
し
な
か
っ
た
も
の
で
し
た
、
と
自
分
が

当
の
本
人
だ
っ
た
事
が
気
が
付
か
ず
に
話
さ
れ
て
、
呵
々
大
笑
し
た
と
云

う
話
を
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

又
、
あ
る
時
、
友
人
と
共
に
磐
梯
山
の
裏
の
方
に
旅
を
し
た
時
に
、
沼

尻
の
小
さ
な
家
に
一
夜
を
過
さ
せ
て
貰
っ
た
の
で
す
が
、
勿
論
、
ゅ
か
た

が
あ
る
訳
で
も
な
く
、
其
の
友
人
は
余
り
山
旅
に
慣
れ
な
い
の
で
、
歯
医

者
が
商
売
だ
っ
た
せ
い
で
白
い
作
業
衣
を
寝
ま
き
の
代
り
に
着
て
い
ま
し

て
、
如
何
に
も
抹
香
臭
い
一
夜
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何

と
な
く
気
味
の
悪
い
思
い
に
浸
り
乍
ら
寝
に
付
い
た
の
で
す
が
、
夜
中
に

そ
っ
と
部
屋
の
障
子
を
聞
け
て
中
を
覗
っ
て
い
る
者
が
あ
る
の
で
、
自
分

は
、
息
を
殺
し
て
、
眠
っ
て
い
る
振
り
を
し
て
居
る
と
、
二
人
は
も
う
寝

静
ま
っ
て
い
る
と
見
て
、
蝋
燭
を
灯
し
て
そ
う
つ
と
部
屋
に
入
っ
て
来
た

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
自
分
は
身
も
心
も
凍
る
思
い
で
、
思
わ
ず
、
フ
ト

ン
の
中
で
、
持
っ
て
来
た
拳
銃
を
握
り
し
め
た
の
は
勿
論
の
こ
と
で
し

た
。
入
っ
て
来
た
彼
（
お
や
じ
ら
し
り
は
、
今
度
は
足
を
し
の
ば
せ

て
、
又
、
次
の
部
屋
（
反
対
側
の
）
へ
入
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、
暫
く
す

る
と
、
又
、
静
か
に
戻
っ
て
来
て
、
元
の
部
屋
に
入
っ
て
行
き
ま
し
た
。

余
り
気
味
が
悪
い
の
で
、
隣
り
に
寝
て
い
る
白
衣
の
友
人
を
起
し
て
見
ま

し
た
ら
、
此
の
友
人
も
、
先
か
ら
気
が
つ
い
て
い
た
の
で
、
恐
し
く
て
生

き
た
気
が
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
内
に
、
又
、
お
や
じ
が
足
を
し
の
ば
せ
て
入
っ
て
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来
て
、
そ
う
つ
と
枕
元
を
通
っ
て
、
次
の
部
屋
へ
入
っ
て
行
き
、
そ
し

て
、
や
が
て
足
を
し
の
ば
せ
て
戻
っ
て
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
二
人
は
意
を
決
し
て
、
何
で
も
隣
り
の
部
屋
が
怪
し
い
、
行
っ

て
見
よ
う
と
、
拳
銃
片
手
に
し
の
び
足
で
懐
中
電
灯
を
照
し
乍
ら
入
っ
て

行
っ
て
見
た
の
で
す
。
そ
の
室
は
、
何
で
も
物
置
き
代
り
に
使
用
し
て
居

た
ら
し
く
、
向
う
の
隅
に
行
っ
て
見
る
と
、
驚
く
べ
し
、
其
処
に
は
、
生

か
た
ず

新
し
い
白
骨
が
置
い
て
あ
る
で
は
な
い
か
／
，
二
人
は
、
固
唾
を
飲
む
思

い
で
立
ち
留
っ
た
の
で
し
た
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
不
思
議
や

香
の
匂
い
が
し
て
来
た
の
で
、
よ
く
照
し
て
見
る
と
、
傍
ら
に
線
香
が
灯

っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
さ
て
は
、
お
や
じ
が
再
三
枕
元
を
通
っ
て
、
此

処
へ
来
た
の
は
、
此
の
線
香
を
灯
し
つ
づ
け
て
い
た
の
だ
な
、
と
云
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
来
た
。
気
味
の
悪
か
っ
た
一
夜
が
明
け
た
の
で
、
早
速
お

や
じ
に
尋
ね
て
見
た
ら
、
何
で
も
最
近
、
身
内
の
も
の
が
亡
く
な
っ
て
、

未
だ
初
七
日
も
過
ぎ
な
い
の
で
、
日
夜
、
線
香
を
絶
や
さ
な
い
で
居
た
の

だ
っ
た
が
、
其
処
へ
、
あ
な
た
方
が
お
泊
り
に
な
っ
た
の
で
、
事
情
を
申

し
上
げ
る
と
返
っ
て
気
味
を
悪
が
る
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
、
実
は
お
客

様
に
は
黙
っ
て
い
た
の
だ
、
と
の
こ
と
で
、
と
ん
だ
心
配
を
掛
け
ら
れ
た

も
の
で
、
此
の
時
こ
そ
は
、
重
い
思
い
を
し
て
持
っ
て
行
っ
た
ピ
ス
ト
ル

が
心
底
の
支
え
に
な
っ
た
様
で
し
た
。

悼
松
本
さ
ん
が
、
日
本
山
岳
会
へ
入
会
し
た
時
期
は
、
今
持
っ
て
い
る
会

員
番
号
四
五
九
よ
り
は
も
っ
と
古
く
、
何
で
も
、
震
災
で
焼
け
て
終
っ
た

畠ｉ
の
で
、
木
暮
先
生
に
代
り
を
請
求
し
た
ら
、
そ
れ
で
は
是
を
持
っ
て
行
き

給
え
と
云
っ
て
、
渡
さ
れ
た
の
が
現
在
の
番
号
で
、
元
の
番
号
は
、
も
っ

と
余
程
若
い
番
号
だ
っ
た
と
云
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
正
七
年
、
東
京
築
地
に
あ
っ
た
、
府
立
工
芸
学
校
で
、
故

松
井
幹
雄
氏
を
首
班
と
し
た
同
好
の
士
、
故
田
沢
昌
介
、
田
尻
春
男
君
と

私
が
発
起
人
と
な
り
、
会
社
、
官
庁
、
銀
行
等
の
社
会
人
の
同
好
の
人
々

を
誘
い
合
せ
ま
し
て
、
霧
の
旅
会
を
結
成
致
し
ま
し
た
所
、
松
本
さ
ん

は
、
卒
先
入
会
さ
れ
ま
し
て
、
当
時
の
記
録
に
依
れ
ば
、
会
員
番
号
第
六

号
で
、
大
正
八
年
五
月
の
入
会
に
な
っ
て
居
り
、
爾
来
、
何
時
も
指
導
者

と
し
て
先
頭
に
立
ち
、
大
い
に
活
躍
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
ま
た
、
山
旅
の
傍
ら
、
道
祖
神
の
撮
影
や
、
陰
陽
物
の

蒐
集
に
も
多
大
の
趣
味
を
持
た
れ
、
石
や
、
木
彫
の
陰
陽
物
を
、
各
地
よ

り
集
め
ら
れ
、
其
の
秘
蔵
品
の
数
は
、
誠
に
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
し

た
。
勿
論
、
多
数
の
立
派
な
写
真
も
、
ア
ル
バ
ム
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

写
真
と
云
え
ば
、
之
も
震
災
前
は
、
可
な
り
熱
中
さ
れ
た
も
の
で
、
当

時
、
木
暮
先
生
が
エ
ル
ネ
マ
ン
の
エ
ル
ノ
タ
ー
ル
を
使
用
さ
れ
て
、
松
本

さ
ん
は
タ
ロ
ー
テ
ナ
ッ
ク
ス
の
ダ
ゴ
ー
ル
の
遠
近
、
両
焦
点
付
き
の
カ
メ

ラ
を
大
い
に
駆
使
し
て
、
立
派
な
写
真
を
残
し
て
お
り
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
一
緒
に
旅
行
さ
れ
て
も
、
中
々
私
事
に
関
し
て
は
話
さ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
温
泉
宿
な
ど
で
ほ
ん
の
り
し
た
時
な
ど
、
た
ま
に

漏
す
唄
声
は
、
中
々
年
期
が
入
っ
て
い
る
様
だ
な
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た

の
で
す
が
、
其
の
時
は
由
来
を
追
求
せ
ず
に
し
ま
っ
た
の
で
、
先
日
奥
様
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に
お
尋
ね
し
た
ら
、
清
元
を
習
っ
て
い
て
、
昔
、
名
前
ま
で
貰
っ
て
い
た

ら
し
い
と
の
事
で
し
た
。

そ
う
云
え
ば
、
か
つ
て
山
岳
会
の
ル
ー
ム
が
向
井
ビ
ル
に
あ
り
ま
し
た

時
、
松
本
さ
ん
と
、
画
伯
の
足
立
源
一
郎
さ
ん
が
同
席
さ
れ
て
、
私
も
居

り
ま
し
た
が
、
松
本
さ
ん
は
、
若
い
時
代
に
よ
く
群
馬
県
の
四
万
温
泉
に

湯
治
に
行
っ
て
居
て
、
其
の
と
き
は
い
つ
も
和
服
に
漆
塗
り
の
駒
下
駄
を

穿
い
て
い
て
、
宿
は
、
田
村
か
積
善
館
に
採
り
、
日
向
見
温
泉
辺
り
ま
で

散
策
に
出
か
け
て
い
っ
た
り
し
て
、
滞
在
客
と
も
懇
意
に
な
り
、
其
の
中

に
外
の
客
室
か
ら
お
座
敷
が
か
か
っ
て
来
た
り
し
て
、
大
い
に
当
時
は
艶

福
に
恵
ま
れ
た
そ
う
で
、
足
立
画
伯
は
一
部
始
終
を
聞
き
終
っ
た
後
で
、

松
本
さ
ん
が
帰
ら
れ
て
か
ら
、
「
漆
塗
り
の
下
駄
を
穿
い
て
歩
い
た
と
は
、

松
本
さ
ん
も
、
キ
ザ
な
姿
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
な
、
私
の
一
番
い
や

な
形
な
の
で
す
よ
」
と
述
懐
し
て
い
ま
し
た
が
、
御
両
人
の
青
春
時
代
の

生
活
環
境
の
違
い
が
伺
わ
れ
て
、
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

其
の
く
せ
、
此
の
三
人
の
出
合
い
は
、
其
の
後
、
会
員
の
松
本
熊
次
郎

君
を
交
え
て
霧
の
旅
会
の
帰
路
、
吾
妻
小
屋
か
ら
、
裏
磐
梯
に
廻
り
、
裏

磐
梯
観
光
ホ
テ
ル
に
泊
っ
た
の
が
最
後
に
な
っ
て
終
い
ま
し
た
。

四
万
温
泉
の
話
が
出
ま
し
た
序
に
、
之
も
山
岳
会
土
曜
会
で
の
話
で
し

た
が
、
会
員
の
今
井
雄
二
氏
と
会
わ
れ
た
時
、
当
時
、
今
井
夫
人
の
お
姉

様
と
お
知
り
合
い
に
な
り
、
懇
意
に
な
ら
れ
た
末
に
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ

た
が
、
遂
に
御
縁
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
「
つ
い
こ
の
間
ま
で
健
在
だ

っ
た
の
だ
か
ら
、
お
会
い
出
来
た
ら
喜
ん
だ
で
し
ょ
う
」
と
の
話
を
伺
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、
い
つ
も
自
分
は
下
町
生
れ
だ
と
云
っ
て
い
ま
し
た
が
、

本
当
は
生
粋
の
浅
草
シ
子
で
し
て
、
浅
草
区
田
町
の
士
族
、
近
藤
家
の
次

男
と
し
て
生
れ
、
関
東
中
学
を
卒
え
て
銀
行
（
当
時
の
東
海
銀
行
で
現
第

一
勧
銀
の
前
身
）
に
就
職
さ
れ
て
、
前
の
奥
様
（
昭
和
四
十
年
逝
去
）
と

御
結
婚
、
松
本
家
に
入
籍
さ
れ
た
も
の
で
、
御
自
身
の
云
う
に
は
、
始
め

に
お
妹
さ
ん
の
方
か
ら
、
プ
ロ
ポ
ー
ズ
さ
れ
た
の
だ
が
、
お
姉
様
の
方
か

ら
強
硬
に
申
込
が
あ
っ
た
の
で
、
お
姉
様
に
決
っ
た
の
だ
と
云
っ
て
い
ま

し
た
。因

に
此
の
お
妹
さ
ん
は
、
品
川
区
大
崎
の
月
村
医
院
に
嫁
が
れ
て
、
御

健
在
で
、
色
々
古
い
お
話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
の
趣
味
の
裏
話
を
伺
い
ま
し
た
序
に
思
い
出
し
た
古
い
話

で
、
私
が
最
初
に
霧
の
旅
会
で
お
会
い
し
た
時
、
即
座
に
思
い
出
し
た
事

は
、
あ
あ
此
の
人
は
当
時
大
流
行
の
永
田
錦
心
流
の
薩
摩
琵
琶
を
唄
っ
た

人
で
は
な
い
か
？
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
爾
来
、
御
交
際
を
深
め
る
こ

と
六
十
余
年
、
一
度
も
其
の
事
に
ふ
れ
る
こ
と
な
く
、
今
日
に
な
っ
て
終

っ
た
の
で
す
が
、
私
事
を
申
上
げ
て
恐
縮
で
す
が
、
私
が
青
山
師
範
の
付

属
小
学
校
の
高
二
を
卒
え
た
時
、
同
窓
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
其
時
、
余

興
に
呼
ん
だ
一
人
で
薩
摩
琵
琶
を
持
っ
て
唄
わ
れ
た
の
が
松
本
さ
ん
に
違

い
な
か
っ
た
の
で
、
先
日
、
今
の
奥
様
に
お
会
い
し
た
時
お
尋
ね
し
た

ら
、
芸
名
は
、
わ
か
ら
な
い
が
写
真
が
あ
る
と
の
事
で
、
拝
見
し
た
ら
正

に
薩
摩
琵
琶
を
持
た
れ
た
写
真
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
度
は
、
先
程
、
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追 悼

お
尋
ね
し
た
処
、
本
当
に
錦
心
流
の
一
方
の
家
元
、
榎
本
紫
水
師
匠
に
師

事
し
て
、
芸
名
を
○
水
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
不
幸
に
し
て
下
に
水
が
付

く
事
だ
け
で
上
の
字
は
お
忘
れ
に
な
っ
た
と
の
事
で
し
た
。
ど
な
た
か
、

お
知
り
置
き
の
お
方
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

又
、
其
の
若
い
頃
、
巷
間
、
歌
留
多
会
（
百
人
一
首
）
の
グ
ル
ー
プ
を

作
っ
て
、
近
所
の
グ
ル
ー
プ
と
試
合
を
仕
合
っ
て
楽
し
ん
だ
も
の
で
、
吾

吾
も
同
様
だ
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

大
分
山
の
話
か
ら
外
れ
て
終
い
ま
し
た
が
、
松
本
さ
ん
は
、
土
曜
、
日

曜
は
愚
か
、
平
常
の
日
で
さ
え
も
、
よ
く
山
へ
行
か
れ
ま
し
た
の
で
、
勤

務
先
の
上
司
か
ら
、
貴
殿
は
、
好
き
で
山
へ
行
か
れ
る
の
は
結
構
だ
が
、

勤
め
の
方
を
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
は
困
る
、
山
に
行
く
の
を
止
め
る

か
、
銀
行
を
退
め
る
か
、
ど
ち
ら
か
一
つ
に
さ
れ
た
ら
ど
う
か
、
と
叱
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
自
分
は
山
が
好
き
だ
か
ら
銀
行
を
退
め
ま
す
、
と
即
座

に
辞
表
を
出
し
た
話
は
、
か
な
り
仲
間
の
間
に
は
有
名
な
物
語
り
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

籾
て
、
余
り
長
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
最
後
に
、
箱
根
外
輪
山
に
あ
り

ま
す
金
時
山
の
話
で
す
が
、
あ
る
時
、
松
本
さ
ん
が
、
此
の
山
に
登
っ

て
、
久
し
ぶ
り
で
金
時
娘
に
会
う
た
め
に
、
金
時
茶
屋
で
休
み
、
娘
さ
ん

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
帰
っ
た
の
は
よ
い
が
、
支
払
を
す
る
の
を
忘
れ
て

い
て
、
後
で
思
い
だ
し
て
後
日
、
又
、
わ
ざ
わ
ざ
届
け
に
行
か
れ
た
と
の

こ
と
で
、
そ
の
事
を
、
そ
の
又
後
で
登
ら
れ
た
山
岳
会
の
長
老
、
日
高
信

六
郎
さ
ん
が
此
処
を
訪
れ
て
、
金
時
娘
に
会
わ
れ
ま
し
た
時
に
、
娘
か

ら
、
世
の
中
に
は
こ
ん
な
珍
し
い
、
正
直
で
几
帳
面
な
人
が
居
る
、
と
感

心
し
て
い
た
と
云
う
こ
と
を
、
葉
書
で
早
速
松
本
さ
ん
に
伝
え
た
と
云

う
、
山
の
美
談
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
元
気
な
松
本
さ
ん
も
、
昭
和
四
十
年
に
奥
様
（
当
時
八
十
一
歳
）

の
御
逝
去
に
遭
わ
れ
、
続
い
て
、
昭
和
五
十
年
に
は
、
御
長
男
と
も
御
病

気
の
た
め
分
れ
ね
ば
な
ら
な
い
御
不
幸
に
遭
わ
れ
、
淋
し
い
日
々
で
し
た

が
、
流
石
に
旅
で
鍛
え
た
人
だ
け
に
、
其
の
後
、
旅
先
で
の
ロ
マ
ン
ス
が

実
っ
た
ら
し
い
と
伺
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
六
年
六
月
六
日
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
の
翌
日
、
上
高
地
の
五
千

尺
ホ
テ
ル
に
泊
っ
た
、
松
本
さ
ん
と
松
本
熊
次
郎
さ
ん
、
渡
辺
弥
生
さ
ん

と
私
の
四
人
で
、
皆
さ
ん
と
分
れ
て
白
骨
温
泉
へ
行
き
、
松
本
さ
ん
泊
り

つ
け
の
斎
藤
新
宅
旅
館
へ
泊
っ
た
の
で
す
が
、
到
着
す
る
や
否
や
、
明
日

八
時
半
に
松
本
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で
貰
い
た
い
と
云
っ
て
、
翌

日
、
早
々
に
立
た
れ
、
松
本
か
ら
名
古
屋
へ
直
行
さ
れ
た
所
以
は
、
其
の

後
、
同
じ
年
に
、
今
の
鴬
谷
マ
ン
シ
ョ
ン
に
新
居
を
構
え
ら
れ
た
事
と
一

致
し
て
、
誠
に
ほ
ほ
笑
ま
し
い
。

其
の
後
は
お
会
い
す
る
度
に
、
「
僕
も
漸
く
、
宅
で
野
菜
が
食
べ
ら
れ

る
様
に
な
っ
た
よ
」
と
喜
ん
で
居
ら
れ
ま
し
た
の
に
、
昨
年
来
、
腰
の
痛

み
を
覚
え
、
と
う
と
う
十
一
月
八
日
に
、
逗
子
桜
山
の
青
木
病
院
に
入
院

さ
れ
、
元
、
松
本
さ
ん
が
会
長
を
し
て
居
ら
れ
た
史
学
会
の
会
員
で
あ
っ

た
院
長
さ
ん
の
特
別
の
御
看
病
の
効
も
な
く
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
十
九

日
十
二
時
三
十
分
、
全
く
老
衰
の
た
め
、
眠
る
様
に
息
を
引
取
ら
れ
ま
し
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た
。

四
月
二
十
一
日
十
時
半
、
逗
子
火
葬
場
に
て
火
葬
に
付
し
、
四
月
二
十

四
日
、
台
東
区
西
浅
草
の
徳
本
寺
に
て
本
葬
告
別
式
を
行
い
、
親
戚
、
知

己
の
花
環
の
外
、
山
岳
会
と
霧
の
旅
会
の
生
花
、
並
び
に
浅
草
新
仲
町
の

二
基
の
特
大
花
環
は
、
往
時
町
会
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
一
面
を
物
語

っ
て
い
る
様
で
し
た
。

法
雲
院
釈
善
明
居
士

の
御
冥
福
を
祈
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

略
歴

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
十
月
四
日
、
東
京
浅
草
区
田
町
に
近
藤
家
の
次
男
と
し

て
生
る
、
其
後
結
婚
し
て
松
本
姓
と
な
る
。

東
京
の
関
東
中
学
を
卒
業
し
て
、
東
海
銀
行
（
今
の
第
一
勧
銀
の
前
身
）
に
就
職
す

る
。

大
正
五
年
四
月
、
高
野
鷹
蔵
氏
の
紹
介
で
日
本
山
岳
会
に
入
会
（
会
員
番
号
四
五
九

号
）
。

昭
和
六
年
’
八
年
、
理
事
就
任
。

昭
和
四
十
一
年
、
永
年
会
員
。

昭
和
四
十
二
年
十
一
月
、
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
る
・

大
正
八
年
五
月
、
霧
の
旅
会
に
入
会
。
会
員
番
号
第
六
号
で
終
始
霧
の
旅
会
と
は
行

動
を
共
に
さ
れ
た
。

外
に
東
京
史
学
会
々
長
、
大
和
文
化
会
理
事
等
も
歴
任
さ
れ
た
。

大
正
年
間
、
既
に
槍
ケ
岳
、
白
馬
、
杓
子
、
鑓
、
丹
沢
山
塊
初
縦
走
、
阿
能
川
岳
、

蓬
峠
Ｉ
谷
川
岳
’
三
国
峠
の
初
縦
走
。

昭
和
八
年
、
朝
鮮
金
剛
山
。

昭
和
九
年
、
台
湾
新
高
山
。

戦
後
は
八
溝
山
、
石
鎚
山
、
利
尻
島
な
ど
の
山
を
登
り
、
山
岳
会
の
も
み
ぢ
会
等
に

も
よ
く
参
加
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
山
岳
六
十
三
年
度
号
に
は
「
私
の
登
山
」
と

言
う
題
で
面
白
い
登
山
の
今
昔
物
語
り
を
寄
稿
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
八
日
、
逗
子
青
木
病
院
に
入
院
。
四
月
十
九
日
十
二
時
三
十

分
、
同
院
に
て
老
衰
の
た
め
永
眠
。
享
年
九
十
四
才
。
四
月
二
十
四
日
、
台
東
区

西
浅
草
徳
本
寺
で
本
葬
告
別
式
が
行
わ
れ
た
。
〔
山
崎
金
次
郎
〕

名
誉
会
員
、
岩
永
信
雄
さ
ん
の
死
去
を
ル
ー
ム
で
知
っ
た
と
き
、
Ｊ
Ａ

Ｃ
の
古
き
良
き
時
代
の
一
つ
の
終
焉
の
よ
う
な
気
に
か
ら
れ
て
、
ま
こ
と

に
寂
し
い
思
い
で
あ
っ
た
。
私
な
ど
、
も
と
よ
り
岩
永
さ
ん
と
の
お
つ
き

合
い
は
浅
く
、
ル
ー
ム
で
お
近
ず
き
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
に
す
ぎ
な

い
。
い
ま
の
会
員
で
岩
永
さ
ん
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
打
ち
明
け
話
に
な
る

が
、
こ
の
追
悼
記
も
誰
に
お
願
い
し
よ
う
か
、
編
集
委
員
会
で
頭
を
悩
ま

し
、
結
局
そ
の
お
は
ち
は
小
生
の
と
こ
ろ
に
ま
わ
っ
て
き
た
よ
う
な
わ
け

で
又
、
私
は
岩
永
さ
ん
と
ご
一
緒
に
山
へ
行
っ
た
こ
と
も
な
く
、
一
応
御

辞
退
申
し
上
げ
た
の
だ
が
、
登
山
史
上
に
お
け
る
岩
永
さ
ん
の
位
置
づ
け

岩
永
信
雄
氏
（
一
八
九
五
’
一
九
七
九
）

Ｉ
登
山
史
上
に
お
け
る
岩
永
信
雄
氏
Ｉ

’
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を
、
と
い
わ
れ
、
重
い
筆
を
運
ぶ
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

岩
永
さ
ん
と
い
つ
知
り
合
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
っ
き
り
覚
え
て
い

な
い
が
、
お
茶
の
水
の
ル
ー
ム
時
代
、
会
報
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
以
後
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ
す

で
に
何
度
か
回
を
重
ね
て
い
た
六
義
園
で
の
有
志
閑
談
会
に
、
会
報
の
編

集
者
も
是
非
出
席
し
た
ら
、
と
岩
永
さ
ん
か
ら
お
さ
そ
い
を
受
け
た
こ
と

が
あ
る
。
最
初
お
さ
そ
い
を
受
け
た
そ
の
会
に
は
、
出
席
す
る
と
返
事
を

し
て
お
き
な
が
ら
急
な
用
事
で
行
け
な
く
な
り
、
間
際
に
な
っ
て
会
場
へ

電
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
六
義
園
の
門
の
わ
き
の
事
務
所
と
会
場
の
茶
室

心
泉
亭
と
は
電
話
が
な
く
、
岩
永
さ
ん
は
わ
ざ
わ
ざ
茶
室
か
ら
事
務
所
ま

で
か
け
つ
け
て
電
話
を
受
け
て
下
す
っ
た
。
後
で
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
大

い
に
恐
縮
し
た
の
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
か
ら
か
な
り
親
し
く
お
つ
き
あ
い

を
ル
ー
ム
で
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
『
山
岳
』
五
十
二
年
の
編
集
を
担
当
し

た
と
き
、
編
集
委
員
と
し
て
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

沼
井
鉄
太
郎
さ
ん
の
推
挙
だ
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
原
稿
の
締
切
り
期

間
が
せ
ま
る
と
、
本
郷
の
お
宅
か
ら
連
日
弁
当
持
参
で
お
茶
の
水
の
ル
ー

ム
に
や
っ
て
来
ら
れ
、
電
話
で
編
集
責
任
者
で
あ
る
小
生
の
尻
を
た
た
か

れ
る
。
大
体
新
聞
社
な
ど
と
い
う
と
こ
ろ
は
出
社
の
遅
い
の
が
相
場
な
の

だ
が
、
そ
れ
が
な
か
な
か
御
理
解
い
た
だ
け
な
く
、
君
は
な
ぜ
い
つ
も
そ

悼
ん
な
に
な
ま
け
て
い
る
ん
だ
と
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
お
こ
ら
れ
て
閉
口
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
叱
吃
激
励
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も

自ｉ
い
ま
で
は
な
つ
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

話
は
横
に
そ
れ
た
が
、
本
筋
に
戻
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
登
山
史

上
、
黒
部
渓
谷
探
検
時
代
と
い
う
一
つ
の
章
を
書
き
落
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
明
治
の
中
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
、
主
と
し
て
若
い
日
本
山
岳
会
員

の
有
志
に
よ
る
日
本
ア
ル
プ
ス
探
検
登
山
は
、
大
正
の
初
め
い
ち
お
う
幕

を
下
ろ
す
の
だ
が
、
そ
の
次
に
続
く
積
雪
期
登
山
、
あ
る
い
は
岩
登
り
を

中
心
と
す
る
ア
ル
プ
ス
的
登
山
へ
移
行
す
る
の
と
は
ま
た
別
に
、
い
わ
ば

探
検
登
山
時
代
の
最
後
を
飾
っ
た
の
が
黒
部
渓
谷
探
検
時
代
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
そ
の
主
役
を
演
じ
た
の
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
冠
松
次
郎

氏
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
同
行
者
と
し
て
沼
井
鉄
太
郎
、
岩
永
信
雄
両
氏

の
活
躍
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
黒
部
川
の
探
検
は
、
冠
さ
ん
一
人
の
力
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
沼
井
、
岩
永
と
い
う
強
い
協
力
者
に
よ
っ
て
始
め

て
完
成
し
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
登
山
史
上
に
お
け
る
岩

永
信
雄
と
い
う
一
人
の
登
山
者
像
が
、
こ
こ
に
大
い
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

岩
永
さ
ん
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
た
こ
ろ
の
登
山
は
大
き
く
三
つ
に
分

け
ら
れ
る
。
一
つ
は
い
ま
述
べ
た
黒
部
川
探
査
時
代
、
一
つ
は
三
シ
峠
の

岩
場
の
初
登
、
い
ま
一
シ
は
東
北
朝
日
岳
の
積
雪
期
初
登
で
あ
る
。

岩
永
さ
ん
の
黒
部
方
面
へ
足
を
踏
み
入
れ
ら
れ
た
最
初
の
山
行
は
、
大

正
十
年
七
月
、
沼
井
鉄
太
郎
、
小
林
文
平
の
二
氏
と
宇
治
長
次
郎
、
同
岩

次
郎
、
佐
伯
竹
次
郎
を
同
行
し
た
黒
部
別
山
登
山
と
内
蔵
ノ
助
平
行
で
あ

っ
た
。
称
名
か
ら
大
日
岳
に
登
り
、
大
日
尾
根
を
縦
走
し
、
劔
岳
か
ら
尾

根
通
し
三
ノ
窓
に
達
し
、
三
ノ
窓
雪
渓
か
ら
劔
沢
に
下
り
、
ハ
シ
ゴ
谷
乗
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越
か
ら
黒
部
別
山
に
往
復
、
（
こ
れ
は
登
山
者
に
よ
る
最
初
の
記
録
で
あ

る
）
内
蔵
ノ
助
平
に
泊
り
、
室
堂
に
登
り
、
平
か
ら
信
州
大
町
に
抜
け
た

の
で
あ
る
。
こ
の
登
山
は
岩
永
さ
ん
の
初
め
て
の
北
ア
ル
プ
ス
行
で
あ
っ

た
（
『
山
岳
』
Ⅳ
１
２
、
沼
井
鉄
太
郎
「
黒
部
別
山
と
内
蔵
ノ
助
平
」
）
。

大
正
十
三
年
八
月
に
は
、
双
六
谷
か
ら
黒
部
川
上
廊
下
に
入
っ
た
冠
氏

と
御
山
沢
落
合
付
近
で
待
ち
合
わ
せ
、
と
も
に
下
廊
下
を
下
ろ
う
と
し
た

が
果
せ
ず
、
引
返
し
、
内
蔵
ノ
助
沢
を
湖
り
、
ハ
シ
ゴ
谷
乗
越
か
ら
劔
沢

を
へ
て
、
立
山
川
を
下
り
伊
折
に
出
た
（
『
山
岳
』
幻
１
２
、
岩
永
「
黒

部
川
よ
り
立
山
川
へ
の
旅
」
）
。

そ
し
て
翌
大
正
十
四
年
八
月
末
か
ら
九
月
初
め
に
か
け
て
、
冠
、
沼

井
、
岩
永
の
ト
リ
オ
は
鐘
釣
温
泉
か
ら
東
谷
を
す
ぎ
、
棒
小
屋
沢
落
口
に

達
し
、
な
お
上
流
を
湖
り
、
つ
い
に
下
廊
下
の
未
踏
境
を
突
破
し
て
、
平

の
小
屋
ま
で
の
湖
行
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
（
冠
松
次
郎
『
黒
部
渓
谷
』
、

Ａ
黒
部
川
湖
行
記
ｖ
）
。

岩
永
さ
ん
は
そ
れ
以
降
、
劔
沢
の
大
滝
に
焦
点
を
向
け
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
大
正
十
五
年
八
月
に
は
、
別
宮
貞
俊
、
冠
と
三
氏
で
小
又
川

を
湖
り
、
大
日
尾
根
を
縦
走
、
劔
三
ノ
窓
か
ら
劔
沢
に
下
り
、
劔
沢
下
降

を
試
み
た
が
、
大
滝
上
で
下
降
を
は
ば
ま
れ
、
引
き
返
し
、
仙
人
支
脈
を

下
っ
た
が
、
ま
た
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
『
山
岳
』
型
１
１
、
岩
永

「
小
又
川
よ
り
劔
沢
へ
」
）
。

翌
昭
和
二
年
八
月
に
も
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
十
字
峡
か
ら
神
潭
に
入

り
、
本
流
に
架
橋
し
て
劔
沢
に
入
り
、
途
中
二
泊
し
て
苦
心
の
末
、
久
遠

の
大
滝
直
下
に
到
達
し
、
引
返
し
、
劔
沢
平
か
ら
黒
部
別
山
北
尾
根
、
ハ

シ
ゴ
谷
乗
越
、
別
山
乗
越
を
へ
て
弥
陀
ヶ
原
を
下
っ
た
（
『
山
岳
』
型
１

１
、
別
宮
「
劔
沢
入
り
」
。
石
井
鶴
三
、
田
中
薫
氏
も
同
行
し
、
田
中
氏

の
黒
部
川
十
字
峡
激
流
の
孤
岩
の
上
に
立
つ
、
冠
、
岩
永
、
別
宮
、
石
井

の
四
人
の
姿
を
撮
影
し
た
名
作
が
残
さ
れ
た
）
。
昭
和
三
年
八
月
に
は
、

渡
辺
漸
氏
が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
岩
永
、
別
宮
、
冠
の
四
人
で
黒
部
新

越
か
ら
、
平
、
上
ノ
廊
下
を
通
過
、
有
峰
に
下
山
し
た
（
『
山
岳
』
型
Ｉ

２
、
渡
辺
「
黒
部
川
」
）
。

岩
永
さ
ん
の
劔
沢
大
滝
へ
の
執
念
は
さ
ら
に
続
く
。
昭
和
九
年
八
月
下

旬
、
劔
岳
頂
上
か
ら
長
次
郎
谷
を
下
り
真
砂
に
一
泊
、
翌
日
大
滝
上
の
岩

壁
に
達
し
、
大
滝
下
の
本
滝
を
眺
め
て
「
積
年
の
希
望
を
達
す
る
こ
と
を

得
て
帰
路
に
つ
い
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
『
会
報
』
調
、
「
立
山
よ
り
」
）
。

同
十
一
年
八
月
に
は
、
別
宮
氏
と
、
早
月
尾
根
を
へ
て
劔
沢
小
屋
に
入

り
、
劔
沢
下
降
を
試
み
ら
れ
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
断
念
し
た
（
『
会
報
』

帥
、
「
早
月
尾
根
」
）
。

東
北
朝
日
岳
の
積
雪
期
登
山
は
、
こ
れ
ま
た
パ
イ
オ
ニ
ヤ
ー
・
ワ
ー
ク

と
し
て
き
わ
め
て
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昭
和
二
年
一

月
、
鮎
貝
、
朝
日
鉱
泉
、
ニ
ッ
俣
小
屋
、
烏
谷
原
山
、
平
岩
山
、
小
朝
日

岳
、
御
影
森
山
、
と
い
う
行
程
だ
が
、
同
行
は
別
宮
氏
で
ス
キ
ー
、
ク
ラ

ン
ポ
ン
を
十
分
に
活
用
し
た
登
山
で
あ
っ
た
（
『
山
岳
』
銘
１
１
、
別
宮

「
冬
の
大
朝
日
岳
付
近
」
）
。
さ
ら
に
岩
永
さ
ん
は
そ
の
年
の
三
月
、
祝
瓶

山
の
ス
キ
ー
登
山
に
も
成
功
し
て
い
る
（
『
山
岳
』
鉛
１
１
、
岩
永
「
祝
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瓶
山
」
）
。

大
正
士
一
年
十
一
月
の
三
シ
峠
岩
登
り
も
、
も
っ
と
大
き
く
日
本
の
登

山
史
上
に
書
き
留
め
ら
れ
る
べ
き
記
録
だ
と
思
う
。
い
ま
か
ら
半
世
紀
以

上
の
昔
、
す
で
に
こ
の
岩
場
に
着
目
し
た
岩
永
、
沼
井
、
別
宮
氏
ら
の
慧

眼
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
百
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
、
ピ
ト
ン
を
携
行
し
て

の
本
格
的
な
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
は
き
も
の
は
別
宮
氏

が
ク
リ
ン
カ
ー
の
鋲
靴
、
沼
井
氏
が
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ミ
リ
タ
リ
ー
・
ソ
ー

ル
と
い
う
ゴ
ム
底
靴
、
岩
永
氏
は
わ
ら
じ
を
用
い
て
い
る
（
『
山
岳
』
喝

１
３
、
沼
井
「
三
峠
山
の
岩
登
り
に
就
て
」
）
。

は
じ
め
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
良
き
時
代
の
終
焉
と
書
い
た
が
、
沼
井
、
別
宮
、

冠
の
当
時
の
山
岳
会
の
中
核
的
な
メ
ン
バ
ー
は
す
で
に
な
く
、
こ
の
三
人

の
追
悼
記
を
『
山
岳
』
に
書
い
た
岩
永
さ
ん
も
ま
た
自
然
に
還
ら
れ
た
。

一
見
古
武
士
の
よ
う
な
剛
直
な
印
象
を
受
け
る
岩
永
さ
ん
だ
っ
た
が
、

深
い
思
い
や
り
の
あ
る
方
で
、
日
本
山
岳
会
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
お
ら
れ

た
。
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
、
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ
た
が
、
四
十
七
年

六
月
、
そ
の
記
念
と
し
て
和
洋
の
蔵
書
約
四
百
冊
を
会
の
図
書
室
に
寄
贈

さ
れ
た
。
目
録
は
『
山
』
３
２
７
，
３
２
８
号
に
載
っ
て
い
る
。
そ
の
御

厚
志
に
む
く
い
る
会
を
同
年
九
月
三
十
日
、
向
井
ビ
ル
の
ル
ー
ム
で
開
い

た
が
、
席
上
島
根
康
郎
氏
か
ら
、
岩
永
さ
ん
が
五
高
時
代
元
首
相
池
田
勇

悼
人
、
佐
藤
栄
作
氏
ら
と
同
期
だ
っ
た
こ
と
が
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

（
『
山
』
３
２
９
号
）
。

追
昭
和
四
十
五
年
八
月
、
岩
永
さ
ん
は
ま
た
立
山
に
登
山
さ
れ
、
小
生
あ

て
次
の
便
り
を
寄
せ
ら
れ
た
。

「
八
月
三
日
朝
東
京
を
出
発
、
老
妻
と
共
に
黒
部
渓
谷
を
樺
平
か
ら
祖
母

谷
温
泉
ま
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
富
山
か
ら
室
堂
、
一
ノ
越
を
へ
て
立

山
に
登
山
。
帰
途
小
見
の
昔
の
山
の
仲
間
の
宿
に
泊
り
、
存
命
中
の
も
の

と
心
ゆ
く
ま
で
昔
話
を
し
久
し
振
り
に
楽
し
い
旅
を
致
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
」
（
『
山
』
３
０
４
号
）
。
こ
れ
が
岩
永
さ
ん
の
立
山
、
黒
部
と
の
最
後

の
別
れ
の
旅
と
な
っ
た
。

略
歴

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
年
）
八
月
二
十
一
日
、
横
浜
市
に
生
れ
る
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
九
月
、
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
六
二
八
号
、
紹

介
者
北
沢
基
幸
）
。

大
正
九
年
、
熊
本
第
五
高
等
学
校
卒
業
。

大
正
十
三
年
、
東
京
帝
大
経
済
学
部
商
業
学
科
卒
業
。

大
正
十
三
年
、
安
田
生
命
保
険
相
互
入
社
。

昭
和
三
年
、
建
設
吹
付
業
の
特
許
権
を
も
と
に
ウ
ォ
ー
ガ
ン
エ
業
所
を
設
立
。

昭
和
四
十
年
、
高
令
の
た
め
引
退
、
以
降
文
京
区
本
郷
六
丁
目
よ
り
埼
玉
県
所
沢
市

に
隠
居
。

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
、
永
年
会
員
に
推
さ
れ
る
。

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
、
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
る
。

昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
七
日
午
前
一
時
十
八
分
、
脳
血
栓
の
た
め
死
去
、
八
十
四

歳
。

主
な
山
歴

大
正
十
年
一
月
、
東
大
ス
キ
ー
山
岳
部
赤
倉
ス
キ
ー
合
宿
、
妙
高
前
山
ス
キ
ー
登

(177)



大
正
十
二
年
五
月
、
笛
吹
川
西
沢
湖
行
。

大
正
十
二
年
十
一
凡
、
三
峠
岩
登
り
。

大
正
十
三
年
六
月
、
三
峠
岩
登
り
。

大
正
十
三
年
八
月
、
黒
部
川
下
廊
下
を
大
へ
つ
り
ま
で
下
る
。

大
正
十
四
年
八
月
、
黒
部
川
下
廊
下
完
全
湖
行
。

大
正
十
五
年
八
月
、
小
又
川
湖
行
、
劔
岳
。

昭
和
二
年
一
月
、
東
北
朝
日
岳
ス
キ
ー
登
山
。

昭
和
二
年
三
月
、
祝
瓶
山
ス
キ
ー
登
山
。

昭
和
二
年
八
月
、
黒
部
十
字
峡
よ
り
劔
沢
下
滝
直
下
に
達
す
。

昭
和
四
年
十
月
、
宇
奈
月
、
黒
部
白
竜
峡
、
立
山
温
泉
。

昭
和
六
年
八
月
、
真
川
、
薬
師
岳
、
黒
部
川
。

昭
和
九
年
八
月
、
劔
岳
、
劔
沢
下
降
。

昭
和
十
年
十
月
．
有
峰
か
ら
新
雪
の
薬
師
岳
登
山
。

昭
和
十
一
年
八
月
、
早
月
尾
根
、
劔
岳
、
劔
沢
下
降
を
試
み
る
。

昭
和
十
六
年
一
月
、
朝
日
鉱
泉
よ
り
御
影
森
登
山
。

昭
和
二
十
八
年
三
月
、
志
賀
高
原
。

昭
和
三
十
三
年
九
月
、
立
山
登
山
（
国
体
）
。

昭
和
四
十
五
年
八
月
、
立
山
登
山
。
〔
山
崎
安
治
〕

大
正
十
年
十
月
、
御
坂
山
塊
。

大
正
十
一
年
、
那
須
大
佐
飛
山
。

山
。

大
正
十
年
七
月
、
劔
岳
、
黒
部
別
山
、
内
蔵
ノ
助
平
。

渡
辺
公
平
君
は
亡
く
な
ら
れ
る
前
日
、
来
年
の
山
日
記
編
集
打
ち
合
わ

せ
の
た
め
、
午
後
一
時
に
神
田
茗
渓
堂
の
坂
本
君
と
会
う
約
束
を
し
て
い

た
。
い
つ
も
時
間
厳
守
の
彼
が
姿
を
現
わ
し
た
の
は
、
三
時
近
く
だ
っ

た
。「

国
電
の
事
故
に
あ
っ
て
ネ
、
と
て
も
混
ん
で
い
て
押
し
込
ま
れ
た
せ
い

か
、
腰
が
痛
く
て
、
痛
く
て
。
。
…
・
」

と
、
い
い
な
が
ら
も
用
件
を
済
ま
せ
、
そ
の
足
で
代
々
木
の
日
本
山
岳

協
会
の
会
合
に
出
席
、
自
宅
に
帰
っ
た
の
は
夜
の
九
時
過
ぎ
だ
っ
た
。
帰

宅
後
早
々
に
横
に
な
っ
た
が
、
腰
の
痛
み
に
堪
え
ら
れ
ず
、
近
く
の
天
沼

衛
生
病
院
へ
救
急
車
で
運
ば
れ
、
診
察
を
う
け
た
。
し
か
し
、
万
全
の
手

当
て
の
か
い
も
な
く
、
五
月
十
一
日
午
前
三
時
四
十
五
分
、
心
不
全
の
た

め
急
逝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

長
年
に
わ
た
り
、
身
近
か
な
存
在
で
あ
っ
た
日
本
山
岳
会
と
日
本
山
岳

協
会
の
た
め
、
最
後
ま
で
つ
く
し
、
亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
一
つ
心
残
り
は
、
二
年
近
く
の
入
院
生
活
で
、
最
近
で
は
あ
ま
り

容
態
の
よ
く
な
い
最
愛
の
奥
さ
ん
を
残
し
て
、
急
逝
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
痛
惜
の
至
り
に
絶
え
な
い
。

愛
称
ハ
ム
ち
ゃ
ん
と
い
う
名
で
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
た
彼

渡
辺
公
平
氏
（
一
九
○
七
’
一
九
七
九
）
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と
、
私
が
は
じ
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
大
正
十
四
年
五
月
、
早
大
山
岳
部

の
新
人
歓
迎
会
だ
っ
た
。
今
は
も
う
、
相
模
湖
の
湖
底
に
沈
ん
だ
、
与
瀬

相
模
川
の
河
原
で
催
さ
れ
た
テ
ン
ト
懇
親
会
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
夜
は

思
う
存
分
飲
み
か
つ
食
い
、
翌
日
は
小
仏
峠
か
ら
高
尾
山
を
越
え
て
、
浅

川
へ
お
り
て
き
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
山
の
研
究
会
と
か
ル
ー
ム
で
会
い
、
夏
山
か
ら
秋
の
山

旅
、
そ
し
て
冬
は
恒
例
の
関
温
泉
で
の
ス
キ
ー
合
宿
と
、
交
友
関
係
を
深

め
て
い
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
初
め
て
の
ス
キ
ー
合
宿
で
は
、
我
々
の
乱
暴

な
コ
ー
チ
に
大
分
シ
ボ
う
れ
た
が
、
か
え
っ
て
親
し
み
を
増
し
、
ま
す
ま

す
冬
山
へ
の
意
欲
を
燃
や
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

第
四
回
厳
冬
の
大
沢
小
舎
生
活
に
参
加
し
た
彼
は
、
雪
崩
に
あ
い
、
九

死
に
一
生
を
得
て
、
生
き
残
っ
た
。
そ
れ
を
境
に
し
て
、
山
へ
の
執
念
は

い
よ
い
よ
強
く
、
そ
れ
に
彼
は
、
学
問
の
本
よ
り
も
山
の
本
に
魅
せ
ら

れ
、
山
の
洋
書
を
勉
強
す
る
た
め
に
早
大
図
書
館
に
通
い
つ
め
、
ほ
と
ん

ど
の
山
の
本
を
読
破
し
た
と
い
う
秘
話
が
残
っ
て
い
る
。

早
大
卒
業
後
、
都
新
聞
社
に
入
社
、
彼
の
文
筆
生
活
が
は
じ
ま
っ
た
。

当
時
、
登
山
の
大
衆
化
が
叫
ば
れ
出
し
「
登
山
と
ス
キ
ー
」
な
ど
の
雑
誌

が
発
刊
さ
れ
た
。
彼
は
そ
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
、
寄
稿
し
た
り
し
て
い

た
。
や
が
て
戦
争
が
勃
発
。
彼
も
戦
地
に
か
り
出
さ
れ
た
。
満
蒙
か
ら
山

悼
西
に
転
戦
、
負
傷
し
て
内
地
に
帰
る
ま
で
の
三
年
間
、
日
本
山
岳
会
の
会

報
に
八
回
に
わ
た
り
、
彼
一
流
の
ス
ケ
ッ
チ
風
な
素
朴
で
滋
味
あ
ふ
れ
る

自ｉ
文
章
が
送
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
内
地
の
山
を
思
う
心
と
戦
地
の

山
河
、
自
然
の
移
り
変
り
を
し
る
し
た
も
の
だ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
三
月
、
華
中
鉄
道
に
勤
務
す
る
た
め
渡
支
し
た
。
四
月
に

は
『
黄
沙
漫
々
』
と
い
う
本
を
出
版
。
砲
煙
の
中
に
あ
っ
て
も
、
ハ
ム
ち

ゃ
ん
の
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
然
児
と
し
て
の
、
面
目
躍
如
と
い
う
一
面
が

う
か
が
わ
れ
る
。

十
七
年
陸
輸
新
報
創
刊
の
た
め
、
い
っ
た
ん
帰
国
。
十
九
年
再
び
応

召
。
終
戦
後
、
二
十
一
年
よ
り
陸
輸
新
報
改
め
交
通
新
聞
社
の
名
編
集
長

と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
全
国
の
鉄
道
沿
線
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
手
ま
め
足
ま
め
に
各
地
を
歩
き
、
旅
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
的

確
に
と
ら
え
、
山
や
峠
の
紹
介
は
お
手
の
も
の
、
絶
え
ず
紙
上
を
に
ぎ
わ

し
て
い
た
こ
と
は
、
衆
知
の
通
り
で
あ
る
。

一
方
、
登
山
界
で
は
、
国
民
体
育
大
会
の
復
活
と
共
に
、
日
本
山
岳
会

が
主
催
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
全
日
本
山
岳
連
盟
と
の
関
係
で
、

国
体
登
山
委
員
会
が
発
足
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
五
月
、
日
本
山
岳
協
会

が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の
約
五
年
間
、
折
井
、
小
原
、
村
木
氏
ら
と
共
に
、

彼
は
委
員
と
し
て
大
奮
闘
さ
れ
、
今
日
の
日
本
山
岳
協
会
の
礎
と
も
な
っ

た
。

国
民
体
育
大
会
に
つ
い
て
は
、
わ
が
山
形
県
も
昭
和
二
十
七
年
、
鳥
海

山
に
お
い
て
山
岳
国
体
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
何
か
ら
手
を

つ
け
て
よ
い
も
の
や
ら
困
り
果
て
て
い
る
時
、
ハ
ム
ち
ゃ
ん
に
内
々
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
と
に
か
く
日
本
山
岳
会
山
形
支
部
設
立
が
先
決
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
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そ
の
お
か
げ
で
、
二
十
五
年
四
月
二
十
九
日
、
月
山
山
麓
志
津
部
落
に

集
ま
り
、
本
部
か
ら
は
藤
島
敏
男
、
藤
井
運
平
氏
、
ハ
ム
ち
ゃ
ん
、
福

島
、
新
潟
の
支
部
長
ら
の
派
遣
に
よ
っ
て
、
盛
大
に
月
山
山
頂
で
支
部
が

創
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
昭
和
二
十
七
年
十
月
、
第
七
回
国
民
体
育
大
会
登
山
部
門

は
、
会
長
槙
有
恒
先
輩
、
本
部
役
員
入
沢
文
明
、
神
谷
恭
氏
、
ハ
ム
ち
ゃ

ん
ほ
か
技
術
役
員
藤
井
運
平
、
辰
沼
広
吉
氏
な
ど
三
十
数
名
の
外
顧
問
団

に
、
藤
島
敏
男
氏
を
は
じ
め
、
全
国
の
支
部
長
を
ふ
く
め
た
ベ
ス
ト
メ
ン

バ
ー
が
参
加
さ
れ
た
。

選
手
団
の
ほ
か
に
、
オ
ー
プ
ン
班
を
初
め
て
設
置
、
総
数
九
百
名
の
豪

華
な
大
会
と
な
り
、
盛
会
裏
に
終
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。

ま
た
、
ハ
ム
ち
ゃ
ん
の
仕
事
は
、
日
本
山
岳
会
会
報
編
集
責
任
者
と
し

て
、
昭
和
二
十
七
年
七
月
第
一
六
二
号
か
ら
第
一
八
一
号
ま
で
担
当
し
て

い
る
。
そ
の
頃
か
ら
、
再
び
武
田
会
長
の
も
と
に
、
日
本
山
岳
協
会
の
お

手
伝
い
が
は
じ
ま
っ
た
。
一
段
落
つ
く
と
、
常
務
理
事
と
し
て
山
日
記
担

当
。
三
十
七
年
五
月
の
総
会
で
、
松
方
会
長
の
も
と
に
副
会
長
就
任
。
再

び
編
集
、
一
般
、
協
会
、
支
部
担
当
、
自
然
保
護
と
四
十
三
年
三
月
辞
任

さ
れ
る
ま
で
、
幅
広
く
各
方
面
に
活
躍
さ
れ
た
。

四
十
八
年
か
ら
は
、
日
本
山
岳
協
会
の
副
会
長
と
な
り
、
松
方
会
長
の

ご
逝
去
に
よ
り
会
長
代
行
、
五
十
年
度
か
ら
会
長
に
推
さ
れ
た
の
だ
っ

た
。
在
任
中
は
、
国
体
や
全
国
登
山
大
会
の
大
会
長
を
十
二
回
も
つ
と
め

た
。

ま
た
、
国
体
山
岳
競
技
の
問
題
、
指
導
員
制
度
の
検
討
、
海
外
登
山
な

ど
、
山
積
し
た
問
題
を
着
実
に
調
整
、
実
行
に
移
さ
れ
た
そ
の
功
績
は
大

き
い
。ハ

ム
ち
ゃ
ん
は
、
頼
ま
れ
れ
ば
い
や
と
い
え
な
い
親
切
者
で
、
男
気
も

あ
り
、
悪
い
顔
を
し
た
こ
と
は
一
度
も
み
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
を

よ
い
こ
と
に
し
て
、
大
分
迷
惑
な
仕
事
を
お
願
い
し
、
こ
き
使
っ
た
こ
と

は
噺
槐
に
絶
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
彼
自
身
の
こ
と
と
な
る
と
、
な
か
な

か
腰
重
だ
っ
た
。

彼
の
編
集
の
腕
の
さ
え
は
、
日
本
山
岳
会
の
会
報
、
山
日
記
で
ご
承
知

の
通
り
だ
が
、
山
仲
間
の
出
版
の
差
配
ま
で
、
何
か
れ
と
な
く
亡
く
な
ら

れ
る
ま
で
、
み
て
く
れ
て
い
た
。

親
友
の
山
下
一
夫
君
の
『
か
ん
あ
お
い
』
編
集
中

「
他
人
の
編
集
ば
か
り
や
っ
て
い
な
い
で
、
君
が
死
ん
だ
ら
、
君
の
作
品

を
整
理
す
る
も
の
が
あ
る
ま
い
か
ら
、
今
の
う
ち
に
君
の
思
い
通
り
の
随

筆
集
を
出
し
た
ら
：
：
：
」

と
、
ひ
や
か
し
半
分
云
っ
た
の
が
、
き
っ
か
け
と
な
っ
て
出
版
さ
れ
た

の
が
『
山
は
満
員
』
の
本
だ
っ
た
。

ハ
ム
ち
ゃ
ん
と
山
下
君
は
、
早
大
時
代
か
ら
の
岳
友
で
、
二
人
は
好
ん

で
南
ア
ル
プ
ス
を
歩
い
て
い
た
。
『
南
ア
ル
プ
ス
・
八
ヶ
岳
連
峯
』
の
共

著
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。

山
下
君
は
ま
た
、
素
晴
ら
し
い
植
物
標
本
の
採
集
家
で
も
あ
り
、
山
に

出
か
け
る
時
よ
り
、
帰
り
の
リ
ュ
ッ
ク
の
ほ
う
が
、
何
倍
も
重
か
っ
た
と
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い
う
ほ
ど
有
名
だ
っ
た
。
彼
が
退
職
す
る
頃
か
ら
、
一
杯
飲
む
た
び
に
、

「
俺
の
標
本
は
命
よ
り
大
切
だ
」

と
い
っ
て
整
理
を
は
じ
め
て
い
た
の
だ
が
、
亡
く
な
っ
て
み
る
と
、
交

通
博
物
館
の
物
置
の
中
に
、
標
本
が
山
積
さ
れ
て
い
た
。
ハ
ム
ち
ゃ
ん

は
、
こ
の
処
理
を
ど
う
す
べ
き
か
頭
を
痛
め
、
私
に
相
談
し
た
の
だ
っ

た
。
さ
い
わ
い
、
私
の
友
人
、
山
形
県
立
博
物
館
館
長
結
城
嘉
美
先
生

は
、
そ
の
道
の
専
門
家
だ
っ
た
の
で
、
上
京
の
際
見
て
い
た
だ
い
た
。

「
こ
れ
は
貴
重
な
も
の
で
す
。
も
し
い
た
だ
け
る
も
の
な
ら
、
ぜ
ひ
い
た

だ
き
た
い
」

と
、
決
ま
り
、
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
の
標
本
は
、
ハ
ム
ち
ゃ
ん

の
お
か
げ
で
、
山
形
県
立
博
物
館
に
嫁
入
り
し
た
の
で
あ
る
。

三
年
が
か
り
で
、
数
万
点
の
標
本
が
整
理
さ
れ
る
に
つ
れ
、
親
子
二
代

（
お
父
さ
ん
は
大
平
晟
氏
の
弟
さ
ん
）
で
集
め
た
、
明
治
三
十
七
、
八
年

か
ら
の
全
国
の
高
山
植
物
、
そ
れ
以
外
に
も
野
草
、
し
だ
類
、
海
草
、
コ

ケ
類
ま
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
わ
け
て
も
戦
争
中
の
東
京
周
辺
、
環

状
線
の
土
手
の
野
草
な
ど
、
今
は
な
い
貴
重
な
標
本
だ
と
い
う
。

結
城
先
生
は
、
数
万
点
の
標
本
を
一
つ
一
つ
採
集
年
月
日
、
地
名
、
科

目
分
類
、
原
名
、
和
名
な
ど
の
確
認
を
熱
心
に
調
査
さ
れ
た
が
、
そ
の
中

に
山
名
、
地
名
な
ど
不
明
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
ハ
ム
ち
ゃ
ん
は
協
力
的

悼
で
、
山
形
へ
何
回
も
足
を
運
ん
で
く
れ
た
。

い
よ
い
よ
今
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
、
山
下
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
集
大
成

自、
入
の
展
示
会
が
決
ま
り
、
そ
の
機
会
に
、
稲
門
の
仲
間
を
集
め
て
見
学
し
、

略
歴

明
治
四
十
年
九
月
十
二
日
、
三
重
県
伊
勢
市
に
生
る
。

昭
和
五
年
三
月
、
早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
業
後
都
新
聞
（
現
東
京
新
聞
）
に
入
社
。

昭
和
五
年
六
月
、
日
本
山
岳
会
に
入
会
（
会
員
番
号
二
九
一
）
。

昭
和
六
年
、
豊
橋
工
兵
連
隊
に
入
営
。

昭
和
七
年
ま
で
都
新
聞
横
浜
支
局
勤
務
。

昭
和
十
二
年
、
日
華
事
変
に
応
召
。
工
兵
少
尉
と
し
て
満
豪
山
西
に
転
戦
。
十
五

年
、
戦
傷
し
て
帰
還
。

月
山
弥
陀
ヶ
原
へ
の
旅
行
を
計
画
し
て
い
た
。
そ
の
案
を
決
め
て
、
五
月

三
日
付
で
私
宛
に
送
っ
て
き
た
便
り
が
、
絶
筆
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
七
日
夜
、
日
本
山
岳
会
山
形
支
部
の
総
会
に
、
折
井
副
会
長
と

出
席
す
る
こ
と
と
、
下
旬
に
は
、
大
台
ケ
原
の
自
然
保
護
に
つ
い
て
、
三

重
県
知
事
に
面
接
に
行
く
予
定
な
ど
の
電
話
連
絡
が
あ
っ
た
。

そ
れ
が
ハ
ム
ち
ゃ
ん
の
最
後
の
声
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
ご
ろ
ハ
ム
ち
ゃ
ん
は
、
い
つ
も
愛
用
の
烏
打
帽
子
を
ち
ょ
っ
と
あ
み

だ
に
か
ぶ
り
、
ハ
イ
ザ
ッ
ク
に
ス
テ
ッ
キ
を
持
ち
、
南
ア
ル
プ
ス
北
岳
の

お
花
畑
の
よ
う
な
天
国
で
、

「
お
ー
い
ピ
ン
ち
ゃ
ん
（
山
下
君
の
愛
称
）
、
俺
も
あ
と
を
追
っ
て
来
た

ぞ
／
お
前
の
標
本
は
、
さ
す
が
に
立
派
な
も
の
だ
そ
う
だ
。
よ
く
や
っ

た
ナ
」と

、
二
人
で
好
物
の
堅
パ
ン
を
か
じ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
思
い
出

を
語
り
合
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
合
掌
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昭
和
四
十
八
年
五
月
、
日
本
山
岳
協
会
副
会
長
。

昭
和
五
十
年
五
月
、
日
本
山
岳
協
会
会
長
。

昭
和
五
十
四
年
五
月
十
一
日
、
心
不
全
の
た
め
急
逝
。
静
岡
県
御
殿
場
、
富
士
霊
園

に
葬
ら
れ
る
。

山
関
係
の
著
書

『
南
ア
ル
プ
ス
・
八
ケ
岳
連
峯
』
（
共
著
）
三
省
堂
昭
和
加
年

『
北
ア
ル
プ
ス
』
（
共
著
）
三
省
堂
昭
和
鴫
年

『
黄
沙
漫
々
』
竹
村
書
房
昭
和
聡
年

『
冬
山
・
夏
山
』
鴨
居
堂
書
房
昭
和
詔
年

『
旅
・
ロ
マ
ン
と
郷
愁
』
社
会
思
想
社
昭
和
鋤
年

『
山
登
り
・
準
備
と
技
術
』
社
会
思
想
社
昭
和
詑
年

『
た
の
し
い
登
山
の
話
』
不
味
堂
書
店
昭
和
記
年

『
高
原
旅
行
』
社
会
思
想
社
昭
和
弘
年

昭
和
二
十
七
年
四
月
、
日
本
山
岳
会
理
蕾

昭
和
三
十
二
年
五
月
、
日
本
山
岳
会
国
俳

昭
和
三
十
三
年
五
月
、
日
本
山
岳
会
評
垂

昭
和
三
十
五
年
五
月
、
日
本
山
岳
協
会
巻

昭
和
三
十
六
年
五
月
、
日
本
山
岳
会
常
帝

昭
和
三
十
七
年
五
月
、
日
本
山
岳
会
副
へ

昭
和
四
十
三
年
三
月
、
同
副
会
長
辞
任
。

昭
和
十
六
年
三
月
、
上
海
華
中
鉄
道
に
勤
務
す
る
た
め
渡
支
。

昭
和
十
七
年
、
東
京
で
陸
輸
新
報
発
刊
の
た
め
帰
国
。
十
八
年
四
月
創
刊
。
編
集
長

と
な
る
。

昭
和
十
九
年
台
湾
再
応
召
。
二
十
年
秋
終
戦
で
東
京
に
帰
る
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
交
通
新
聞
と
改
名
、
四
十
八
年
鉄
道
百
年
を
記
念
し
て
退
職
す

る
ま
で
名
編
集
長
と
し
て
勤
務
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
四
月
、
日
本
山
岳
会
理
事
。

昭
和
三
十
二
年
五
月
、
日
本
山
岳
会
国
体
委
員
。

昭
和
三
十
三
年
五
月
、
日
本
山
岳
会
評
議
員
。

昭
和
三
十
五
年
五
月
、
日
本
山
岳
協
会
常
務
理
事
。

昭
和
三
十
六
年
五
月
、
日
本
山
岳
会
常
務
理
事
。

昭
和
三
十
七
年
五
月
、
日
本
山
岳
会
副
会
長
。

大
正
十
四
年
に
発
行
さ
れ
た
藤
木
九
三
氏
の
『
岩
登
り
術
』
の
五
十
四

頁
と
五
頁
の
間
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
、
国
戸
冒
ｚ
ｏ
ｌ
ｄ
勺
と
説
明
付
の
写

真
が
あ
る
。
芦
屋
の
岩
場
の
チ
ム
ニ
ー
を
登
っ
て
い
る
写
真
で
、
上
の
人

が
直
木
重
一
郎
さ
ん
で
あ
り
、
下
の
人
が
矢
張
り
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
創
立
者
の
一

人
で
あ
る
湯
村
和
吉
さ
ん
で
あ
る
。
こ
の
写
真
は
我
々
に
と
っ
て
馴
染
の

深
い
も
の
で
、
藤
木
さ
ん
は
当
時
、
こ
の
写
真
を
好
ん
で
利
用
さ
れ
て
い

た
。
芦
屋
の
岩
場
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
、
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
と

名
づ
け
、
こ
の
サ
ウ
ン
ド
ロ
ッ
ク
の
岩
場
を
楽
し
ん
で
い
た
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
初

期
の
一
人
と
し
て
、
直
木
さ
ん
は
忘
れ
ら
れ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
芦
屋

の
奥
高
座
の
滝
の
付
近
に
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と
称
し
た
小
さ
な
広
場
が

『
山
雲
表
の
魅
力
』
社
会
思
想
社
昭
和
弘
年

『
山
頂
の
青
春
』
徳
間
書
店
昭
和
師
年

『
日
本
の
旅
ベ
ス
ト
一
○
○
コ
ー
ス
』
実
業
の
日
本
社
昭
和
犯
年

『
山
と
緑
の
歌
』
（
共
著
）
淡
路
書
房
昭
和
調
年

『
山
あ
れ
ば
こ
そ
』
日
本
交
通
公
社
出
版
局
昭
和
確
年

『
山
は
満
員
』
茗
渓
堂
昭
和
弱
年

外
に
、
鉄
道
、
信
濃
の
旅
、
鉄
道
人
生
等
々
の
著
書
あ
り
。

〔
後
藤
幹
次
〕

直
木
重
一
郎
氏
（
一
八
九
三
’
一
九
七
九
）

’
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追 悼

あ
っ
て
、
そ
こ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
付
近
に
恰
好
な
岩
場
を
捜
し
廻
り
、
一

つ
一
つ
に
名
を
付
け
て
、
ま
る
で
自
分
の
家
の
庭
の
よ
う
に
し
て
い
た
。

藤
木
さ
ん
が
、
垂
直
の
散
歩
と
云
う
言
葉
を
作
っ
た
の
も
、
こ
の
頃
の
こ

と
で
あ
る
。

直
木
さ
ん
の
生
家
は
神
戸
で
最
も
古
い
、
兵
庫
港
近
く
の
匠
町
で
、
代

々
雑
穀
の
回
船
問
屋
を
営
ん
で
い
た
旧
家
で
あ
っ
た
が
、
直
木
さ
ん
が
十

才
の
と
き
に
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
り
、
そ
の
後
は
店
を
た
た
ん
で
母
の
手

で
育
て
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
神
戸
二
中
か
ら
大
阪
高
等
工
業
の
機
械

科
を
卒
業
し
、
大
阪
の
貿
易
商
高
田
商
会
に
勤
め
た
が
、
間
も
な
く
そ
の

会
社
が
不
況
の
為
解
散
し
た
の
で
、
そ
の
後
は
何
処
へ
も
勤
務
す
る
こ
と

な
く
、
も
っ
ぱ
ら
六
甲
を
歩
き
ま
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

直
木
さ
ん
の
山
歩
き
は
神
戸
二
中
か
ら
始
ま
り
、
大
阪
高
等
工
業
の
二

回
生
の
と
き
仲
間
を
集
め
て
登
山
部
を
結
成
し
、
大
正
七
年
に
行
っ
た
、

燕
ｌ
槍
、
穂
高
の
縦
走
が
北
ア
ル
プ
ス
の
初
登
山
と
の
こ
と
だ
。
併
し
彼

が
特
に
山
に
親
し
ん
だ
の
は
矢
張
り
神
戸
背
山
で
あ
り
、
六
甲
山
で
あ
っ

た
と
思
う
。
神
戸
徒
歩
会
に
入
会
し
た
の
も
そ
の
頃
だ
ろ
う
。
根
が
技
術

屋
で
あ
る
の
で
、
陸
地
測
量
部
の
地
図
上
に
丹
念
に
赤
線
を
入
れ
、
後
に

神
戸
徒
歩
会
が
発
行
し
た
神
戸
背
山
の
地
図
は
、
殆
ん
ど
直
木
さ
ん
の
手

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
。
当
時
神
戸
徒
歩
会
に
は
神
戸
の
有
名
人
が

集
り
、
殊
に
一
時
は
在
神
外
国
人
も
百
数
十
名
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え

て
、
神
戸
背
山
の
開
発
に
当
り
、
神
戸
背
山
や
六
甲
の
山
路
を
手
入
し
、

改
修
し
た
、
そ
の
功
績
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し
、
そ
う
い
っ
た

神
戸
徒
歩
会
の
動
き
だ
け
に
あ
き
足
ら
な
か
っ
た
人
達
が
、
朝
日
新
聞
社

神
戸
支
局
長
を
し
て
い
た
藤
木
九
三
氏
を
中
心
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
登
山

風
潮
を
取
り
入
れ
て
、
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
た

の
が
大
正
十
三
年
で
、
榎
谷
徹
三
・
三
木
高
岑
・
高
川
秀
夫
・
湯
村
和

吉
・
セ
オ
パ
ワ
ー
ス
・
毛
間
新
二
郎
・
後
藤
正
彦
氏
等
、
神
戸
徒
歩
会
の

会
員
を
中
心
と
し
て
神
戸
で
の
エ
リ
ー
ト
が
参
加
し
、
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
初
期
の

活
動
と
な
っ
た
の
だ
が
、
直
木
さ
ん
は
常
に
そ
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
さ

れ
た
。
芦
屋
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
の
み
で
な
く
、
六
甲
の
墜
塁
岩
、
道
場
不

動
岩
、
播
州
の
雪
彦
山
等
、
岩
場
あ
さ
り
に
活
動
さ
れ
た
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
へ
の
入
会
は
会
員
番
号
六
○
五
だ
か
ら
大
正
の
初
期
だ
と
思

う
。
高
等
工
業
在
学
中
か
卒
業
間
も
な
い
頃
で
あ
ろ
う
。
藤
木
九
三
さ
ん

よ
り
数
年
早
か
っ
た
か
と
思
う
。

神
戸
に
は
明
治
の
末
年
頃
か
ら
、
早
朝
毎
日
登
山
が
行
わ
れ
て
い
て
、

各
登
山
会
も
毎
日
の
登
山
者
を
採
点
し
て
、
年
何
百
回
登
山
と
表
彰
し
て

い
る
が
、
神
戸
市
の
主
催
す
る
市
民
山
の
会
も
戦
後
神
戸
背
山
の
八
ヶ
所

（
後
に
九
ヶ
所
に
な
る
）
に
署
名
簿
を
備
え
、
表
彰
の
制
度
を
作
っ
た
。

直
木
さ
ん
は
自
宅
の
岡
本
の
北
方
の
小
高
い
保
久
良
山
に
毎
日
登
山
を
行

い
、
昨
年
に
は
九
千
回
登
山
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。
御
本
人
も
非
常
に

嬉
し
か
っ
た
か
、
何
か
こ
の
機
会
に
山
の
た
め
に
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
相
談
を
受
け
た
の
で
、
偶
々
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
ル
ー
ム
建
設
の
と
き
で

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
話
す
と
、
早
速
基
金
と
し
て
高
額
の
送
金
を

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
人
に
親
切
で
物
柔
ら
か
く
温
和
な
彼
は
誰
に
も
好
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か
れ
尊
敬
さ
れ
た
。
戦
前
に
は
菊
作
り
で
有
名
で
あ
り
、
戦
後
は
も
っ
ぱ

ら
木
彫
に
力
を
入
れ
て
、
木
彫
の
お
弟
子
が
多
く
出
来
て
い
た
。
京
都
、

奈
良
と
足
を
運
ぶ
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
。

神
戸
の
登
山
人
と
し
て
初
期
の
人
で
あ
り
、
直
木
さ
ん
は
神
戸
背
山
の

歴
史
の
一
人
で
あ
ろ
う
。
洵
に
惜
し
ま
れ
て
余
り
あ
る
人
で
あ
っ
た
。
謹

し
ん
で
冥
福
を
祈
る
。

略
歴

明
治
二
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
、
神
戸
市
兵
庫
区
匠
町
に
生
る
。
入
江
小
学
校
、

神
戸
二
中
を
経
て
、

大
正
九
年
、
大
阪
高
等
工
業
（
現
阪
大
工
学
部
）
船
舶
機
械
科
卒
、
合
資
会
社
高
田

商
会
に
入
社
。
戦
時
中
浪
速
工
業
学
校
の
講
師
と
な
る
。

大
正
七
年
五
月
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
六
○
五
）
。
昭
和
五
十
二
年
復

活
。

大
正
十
三
年
、
藤
木
九
三
氏
等
と
Ｒ
Ｃ
Ｃ
を
創
立
。

岡
本
に
居
を
移
し
、
戦
後
は
保
久
良
山
の
同
人
と
な
り
、
九
千
回
登
山
賞
を
受
く
。

昭
和
五
十
四
年
六
月
十
二
日
、
八
十
六
才
を
も
っ
て
逝
去
せ
ら
る
。
妻
栄
子
さ
ん
と

二
人
暮
し
で
あ
っ
た
。
五
四
・
八
・
十
四
記

〔
津
田
周
二
〕

り
ゅ
う
い
ん

四
谷
龍
胤
氏
（
一
九
○
一
’
一
九
七
八
）

四
谷
君
の
計
報
に
接
し
た
と
き
、
一
瞬
火
花
を
受
け
た
よ
う
な
シ
ョ
ッ

ク
を
覚
え
た
。
近
来
身
辺
に
他
界
す
る
人
が
一
層
多
く
な
り
、
そ
ぞ
ろ
に

淋
し
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
の
頃
で
は
あ
る
が
、
い
つ
も
心
に
懸
っ
て
い
る

人
で
、
つ
い
逢
う
機
会
も
な
い
ま
ま
に
過
し
て
い
て
、
そ
の
内
に
又
愉
快

な
話
し
合
い
を
期
待
し
て
い
た
だ
け
に
、
心
の
奥
に
深
い
痛
み
を
感
じ
た

の
だ
っ
た
。
上
高
地
で
そ
の
昔
会
っ
た
ぐ
ら
い
で
、
一
緒
に
山
歩
き
は
し

な
か
っ
た
と
思
う
が
、
山
を
通
じ
て
の
彼
と
の
つ
き
合
い
は
五
十
年
を
越

え
た
で
あ
ろ
う
。
大
阪
北
区
同
心
町
で
、
古
い
ガ
ラ
ス
製
造
工
場
を
営
ん

で
い
た
、
四
谷
ガ
ラ
ス
の
後
継
者
で
あ
る
筈
だ
が
、
若
い
と
き
か
ら
の
反

骨
の
気
風
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
、
彼
は
家
業
を
継
ぐ
こ
と
は
し
な
い
で
、

あ
っ
さ
り
と
ガ
ラ
ス
製
造
工
場
を
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
。

早
稲
田
在
学
中
か
ら
既
に
結
婚
し
て
、
子
供
ま
で
出
来
て
い
た
こ
と
は

山
仲
間
の
間
で
当
時
有
名
で
あ
っ
て
、
特
異
な
存
在
と
し
て
注
目
を
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。
大
正
十
四
年
に
穂
高
滝
谷
の
初
登
華
を
企
て
、
小
島
六
郎

氏
と
共
に
登
華
し
た
そ
の
日
に
、
奇
し
く
も
関
西
か
ら
藤
木
九
三
氏
が
松

井
憲
三
を
と
も
な
い
、
同
じ
滝
谷
の
初
登
華
を
企
て
、
先
陣
争
い
の
よ
う

な
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
当
時
の
山
仲
間
で
話
題
に
な
り
、
後
に
ま
で
初

登
華
争
い
の
尾
を
引
い
た
の
だ
っ
た
。

の
ち
に
藤
木
九
三
氏
の
レ
リ
ー
フ
（
佐
藤
久
一
朗
氏
作
）
が
芦
屋
高
座

の
滝
に
掲
げ
ら
れ
た
の
ち
、
同
じ
レ
リ
ー
フ
が
、
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
手
に

よ
っ
て
滝
谷
初
登
筆
を
記
念
し
て
滝
谷
入
口
に
取
り
付
け
を
計
画
さ
れ
た

と
き
に
は
、
四
谷
君
の
強
い
異
議
に
よ
っ
て
一
時
中
断
さ
れ
た
が
、
そ
の
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悼追

後
小
島
六
郎
氏
が
四
谷
君
を
説
得
し
て
、
や
っ
と
建
設
さ
れ
た
と
い
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
新
し
い
山
仲
間
で
あ
っ
て
も
、
平
素
は
人
当
り
の
よ
い

彼
で
は
あ
る
が
、
自
分
の
意
志
は
な
か
な
か
ま
げ
な
い
気
骨
の
持
主
で
も

あ
っ
た
。

早
稲
田
の
昭
和
九
年
の
年
報
『
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
』
の
七
号
に
「
登
山

の
現
状
と
そ
の
将
来
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
彼
ら

し
い
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
論
じ
た
も
の
で
、
そ
の
要
旨
に
つ
い
て
の
記
憶
は

薄
れ
て
い
る
の
で
、
も
一
度
読
ん
で
見
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

昭
和
十
年
を
過
ぎ
た
頃
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
大
阪
堺
筋
の
三
越
の
少

し
南
で
、
今
で
云
う
バ
ア
か
ス
ナ
ッ
ク
の
様
な
店
を
開
店
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
彼
は
従
業
員
達
に
自
分
に
対
し
て
ヘ
ル
と
呼
ば
せ
た
り
、
或
は
遥

る
ぱ
る
と
信
州
か
ら
岩
魚
を
取
り
寄
せ
て
客
に
喰
く
さ
せ
た
り
、
な
か
な

か
山
を
想
わ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
憶
え
て
い
る
。

戦
争
が
漸
く
激
し
く
な
っ
た
昭
和
十
七
年
頃
だ
っ
た
か
、
全
国
各
府
県

の
体
育
協
会
が
、
大
日
本
体
育
会
と
改
称
さ
れ
、
山
岳
団
体
は
、
行
軍
山

岳
班
と
し
て
そ
の
傘
下
に
入
れ
ら
れ
た
。
社
会
登
山
団
体
や
中
学
校
・
高

等
学
校
・
大
学
の
総
て
を
動
員
し
て
、
行
軍
山
岳
班
の
指
揮
下
に
入
れ
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
大
阪
府
の
そ
の
行
軍
山
岳
班
の
班
長
と
し
て
、

そ
の
方
針
に
従
い
活
躍
し
た
。
こ
れ
は
彼
の
み
で
な
く
、
全
国
全
府
県
に

強
い
ら
れ
た
組
織
で
あ
っ
た
。

戦
後
再
び
、
各
府
県
に
体
育
協
会
が
復
活
さ
れ
、
山
岳
連
盟
や
登
山
協

会
が
各
府
県
に
再
組
織
さ
れ
新
発
足
し
た
と
き
、
彼
は
自
ら
戦
犯
者
と
称

し
て
遠
慮
し
、
そ
の
連
盟
組
織
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。
い
か
に
も
彼
ら
し

い
行
い
で
あ
っ
た
。

『
山
と
雪
』
の
発
刊
は
、
矢
張
り
彼
の
山
へ
の
情
熱
が
そ
う
さ
せ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
発
刊
か
ら
も
う
二
十
数
年
を
経
た
と
思
う
。
日
本
登

山
協
会
の
設
立
と
『
山
と
雪
』
の
発
刊
に
つ
い
て
、
訪
問
を
受
け
て
意
見

を
問
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
彼
自
身
も
「
三
年
も
続
け
ば
い

い
と
思
っ
て
い
る
」
と
口
に
し
て
い
た
が
、
彼
の
頑
張
り
は
遂
に
二
十
年

を
越
え
、
「
山
で
死
ん
で
は
な
ら
な
い
」
の
モ
ッ
ト
ー
を
か
か
げ
、
晩
年

ま
で
山
へ
の
熱
意
と
愛
着
を
と
う
し
た
。
洵
に
あ
っ
ば
れ
と
云
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
大
阪
で
の
重
要
な
存
在
で
あ
り
、
又
と
得
難
い
山
岳
人
と
し

て
、
お
し
い
人
材
を
失
っ
た
こ
と
は
残
念
の
極
み
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
山

の
仕
事
が
出
来
た
人
で
あ
っ
た
。

略
歴

明
治
三
十
四
年
一
月
十
日
、
大
阪
に
生
れ
る
。

大
正
九
年
、
大
阪
府
立
八
尾
中
学
校
（
現
八
尾
高
校
）
卒
業
。

大
正
十
四
年
八
月
、
早
稲
田
大
学
山
岳
部
員
と
し
て
北
穂
高
滝
谷
初
登
肇
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
四
月
、
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
九
七
五
）
。
一
時

会
籍
を
は
な
れ
て
復
活
。

昭
和
二
年
、
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
。
そ
の
後
厳
冬
期
の
大
沢
小
屋
生

活
、
穂
高
の
ス
キ
ー
登
山
に
活
躍
。

戦
後
日
本
登
山
協
会
を
大
阪
に
創
立
。
会
報
『
山
と
雪
』
を
通
じ
て
一
般
登
山
者
の

啓
蒙
に
当
る
。

著
書
『
登
山
者
』
が
あ
る
。

日
本
山
岳
会
々
員
、
日
本
登
山
協
会
々
長
、
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
顧
門
。
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同
志
社
大
学
山
岳
会
の
創
立
五
十
周
年
の
記
念
総
会
が
、
昭
和
五
十
四

年
五
月
十
九
日
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。
児
島
さ
ん
は
、
そ
の
前
日
、
十

八
日
の
午
後
三
時
に
急
性
肺
炎
の
た
め
西
院
の
自
宅
で
逝
去
さ
れ
た
。
六

十
九
才
。

五
十
周
年
の
総
会
に
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
人
達
で
児
島
さ
ん
を
偲
び
語

っ
た
。
誠
に
、
「
児
島
勘
次
」
さ
ん
に
ふ
さ
わ
し
い
お
別
れ
の
日
で
あ
っ

た
。「

こ
の
際
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
け
な
い
な
ら
山
を
や
め
結
婚
し
ま
す
」

と
、
今
西
錦
司
先
輩
に
宣
言
し
て
、
山
を
や
め
た
の
が
昭
和
十
一
年
、

大
興
安
嶺
遠
征
か
ら
帰
っ
た
直
後
の
事
と
い
う
か
ら
、
児
島
さ
ん
が
再
び

登
場
す
る
の
は
二
十
七
年
後
の
昭
和
三
十
八
年
、
同
志
社
大
学
第
二
次
ヒ

マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
の
隊
長
と
し
て
私
と
サ
イ
パ
ル
に
行
く
事
に
な
っ
た
時
で

あ
る
。こ

の
空
白
期
間
と
も
い
え
る
二
十
七
年
間
を
、
児
島
さ
ん
が
ど
の
様
に

昭
和
五
十
三
年
八
月
三
十
日
、
逝
去
（
七
十
八
才
）
。
〔
津
田
周
二
〕

（
編
者
記
）
四
谷
氏
の
名
、
龍
胤
の
よ
み
方
は
リ
ョ
ウ
ス
ケ
が
正
し
い
よ
う
だ
が
、

通
称
に
従
っ
て
振
り
仮
名
を
つ
け
た
。

児
島
勘
次
氏
（
一
九
一
○
’
一
九
七
九
）

過
し
た
か
知
る
人
は
少
な
い
。
昭
和
の
初
め
に
山
を
始
め
た
古
き
良
き
時

代
の
山
を
語
る
人
々
の
間
で
も
、
「
児
島
勘
次
」
は
噂
の
人
で
あ
っ
た
と

聞
く
。児

島
さ
ん
は
、
同
志
社
中
学
の
頃
よ
り
山
に
親
し
み
、
予
科
、
大
学
と

同
志
社
に
学
び
、
戦
前
の
同
志
社
の
「
黄
金
時
代
」
を
築
い
た
人
で
あ

る
。
昭
和
の
初
頭
に
活
躍
し
た
足
跡
は
、
実
に
多
彩
で
活
力
に
み
ち
、
国

内
の
山
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
北
千
島
の
山
々
か
ら
台
湾
、
朝
鮮
、
満
蒙

の
山
々
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。

こ
の
活
動
ぶ
り
は
、
当
時
明
ら
か
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
を
思
考
し
た
数
少

な
い
日
本
の
若
手
登
山
家
の
一
人
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
面
影
は
、

児
島
さ
ん
が
一
番
大
切
に
し
て
い
た
、
う
ず
高
く
積
み
重
ね
ら
れ
た
書
籍

の
中
に
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

長
い
事
、
噂
の
中
で
知
っ
て
い
た
児
島
さ
ん
に
、
私
が
初
め
て
会
っ
た

の
は
昭
和
三
十
八
年
五
月
に
神
戸
で
開
催
し
た
同
志
社
大
学
山
岳
会
の
年

次
総
会
の
折
で
あ
っ
た
。
こ
の
席
上
で
私
が
発
表
し
た
サ
イ
パ
ル
の
遠
征

計
画
が
、
児
島
さ
ん
と
山
と
の
再
会
で
あ
り
、
私
が
知
る
後
半
十
七
年
間

の
児
島
さ
ん
の
生
き
生
き
と
し
た
、
美
し
い
山
へ
の
思
い
や
り
の
姿
で
あ

っ
た
。ガ

ル
ワ
ル
山
麓
の
イ
ン
ナ
ー
ラ
イ
ン
の
通
過
が
認
め
ら
れ
ず
、
ピ
ト
ラ

ガ
ー
ル
か
ら
テ
ラ
イ
の
密
林
、
タ
ナ
カ
プ
ー
ル
に
引
き
返
し
、
そ
こ
か
ら

雨
期
の
テ
ラ
イ
を
越
え
て
、
三
十
一
日
間
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
末
、
た
ど
り

着
い
た
サ
イ
パ
ル
谷
。
そ
の
間
の
苦
労
は
、
私
が
経
験
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
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山
の
中
で
最
も
苦
し
く
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
児
島
さ
ん
は

実
に
す
ば
ら
し
い
隊
長
で
あ
っ
た
。
こ
の
苦
し
か
っ
た
期
間
中
に
、
児
島

さ
ん
か
ら
怒
り
の
言
葉
や
小
言
、
苦
情
と
い
っ
た
た
ぐ
い
の
事
を
聞
い
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。
た
だ
黙
っ
て
微
笑
を
浮
べ
な
が
ら
、
す
ず
し
い
瞳
で

い
つ
も
遠
い
所
を
見
つ
め
て
い
た
姿
が
生
々
し
い
印
象
と
し
て
残
っ
て
い

る
。
サ
イ
パ
ル
登
頂
後
も
西
ネ
パ
ー
ル
の
横
断
に
は
特
に
力
を
入
れ
ら

れ
、
カ
ン
ジ
ロ
バ
・
ヒ
マ
ー
ル
の
北
を
回
り
、
ト
ル
ボ
地
方
か
ら
ダ
ウ
ラ

ギ
リ
の
北
に
達
す
る
計
画
に
は
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
も
た
れ
、
自
ら
も
カ

ル
ナ
リ
ー
河
を
渡
っ
て
ジ
ュ
ム
ラ
に
達
し
、
ネ
パ
ー
ル
・
ガ
ン
ジ
ー
に
下

る
全
長
六
○
○
キ
ロ
、
二
ヵ
月
の
調
査
の
旅
を
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
児
島

さ
ん
の
ね
ば
り
強
さ
は
、
若
い
隊
員
の
間
で
今
で
も
語
り
草
と
な
っ
て
い

る
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
遠
大
な
計
画
が
実
現
で
き
た
の
は
、
児
島
さ
ん
の
持
つ
独
特
の
風

貌
と
児
島
イ
ズ
ム
と
も
言
う
べ
き
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
支
え
ら
れ
て
い

た
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
隊
員
は
全
貝
こ
の
様

な
児
島
さ
ん
が
好
き
で
心
か
ら
信
頼
し
て
い
た
。

テ
ラ
イ
の
密
林
か
ら
シ
ワ
リ
ッ
ク
山
脈
を
越
え
る
時
に
悩
ま
さ
れ
た
、

ヒ
ル
と
の
三
日
間
は
言
語
に
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ヒ
ル
を
取
り
除
か

な
い
の
が
児
島
さ
ん
の
主
義
で
、
見
か
ね
た
隊
員
が
取
っ
て
あ
げ
る
ま
で

卓１
い
つ
も
そ
の
ま
ま
歩
い
て
い
た
。
お
天
気
の
日
に
寝
袋
を
干
し
て
や
る

と
、
中
か
ら
ヒ
ル
の
慎
製
が
出
て
く
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
黄
土
の
め
り
込

自ｉ
ん
だ
目
尻
の
深
い
し
わ
、
白
く
長
く
伸
び
た
ひ
げ
、
児
島
さ
ん
は
長
か
つ

た
空
白
の
二
十
七
年
間
を
、
埋
め
る
か
の
よ
う
に
さ
え
思
え
る
執
念
の
よ

う
な
も
の
を
、
こ
の
遠
征
期
間
中
持
ち
続
け
て
い
た
。

だ
か
ら
、
何
に
も
語
ら
ず
、
遠
い
所
を
見
つ
め
な
が
ら
静
か
に
大
地
を

踏
み
し
め
、
山
と
対
話
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
た
姿
が
、
こ
と
の
他
印
象

に
深
い
所
以
で
あ
る
。

私
が
共
に
山
を
歩
き
理
解
し
た
児
島
さ
ん
は
、
二
十
七
年
の
空
白
の
期

間
、
山
を
考
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
児
島
さ
ん
特
有
の
反
骨
精
神
で

押
し
通
し
た
二
十
七
年
で
あ
り
、
こ
の
間
、
か
た
と
き
も
山
を
忘
れ
た
こ

と
の
な
か
っ
た
日
々
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

学
生
時
代
の
児
島
さ
ん
の
想
い
出
を
、
共
に
山
を
歩
い
た
同
志
社
の
後

輩
で
あ
る
塩
見
正
さ
ん
は
、
遺
族
宛
に
次
の
様
な
追
悼
を
よ
せ
て
い
る
。

「
：
。
…
こ
の
ほ
か
、
児
島
さ
ん
へ
の
想
い
出
と
し
ま
し
て
は
、
台
湾
山

中
で
の
高
砂
族
の
射
と
め
た
大
鹿
の
肉
を
岩
穴
で
味
わ
っ
た
こ
と
、
ラ

ン
ゴ
ス
タ
ゥ
ラ
の
登
行
を
諦
め
る
と
き
、
私
が
来
年
千
島
列
島
行
を
約

束
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
、
上
海
か
ら
長
崎
の
船
中
で
私
は
マ
ラ
リ
ア
発

病
、
児
島
さ
ん
は
急
性
結
膜
炎
が
重
症
を
呈
し
、
手
を
と
り
あ
っ
て
や

っ
と
の
思
い
で
神
戸
上
陸
を
果
し
た
さ
ん
ざ
ん
の
日
の
こ
と
、
飛
騨
高

山
の
旅
館
で
、
あ
ん
ど
ん
部
屋
に
案
内
さ
れ
苦
笑
し
た
こ
と
、
ビ
バ
ー

ク
の
夜
空
の
下
で
歌
う
得
意
の
の
ど
の
こ
と
、
夏
場
に
な
る
と
、
カ
ン

カ
ン
帽
を
か
ぶ
っ
て
部
室
に
現
わ
れ
る
こ
と
な
ど
、
ま
る
で
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
鮮
明
に
よ
み
が
え
り
ま
す
。

児
島
さ
ん
は
、
私
の
心
の
な
か
に
人
間
味
た
っ
ぷ
り
の
姿
で
生
き
つ
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づ
け
て
お
り
ま
す
。
山
を
通
し
て
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
で
人

生
訓
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
で
も
、
約
五
十
年
ま
え
の
児
島
さ
ん

の
、
日
焼
け
し
た
温
和
な
顔
と
声
が
せ
ま
っ
て
き
ま
す
。

私
は
、
児
島
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
」
（
五

月
三
十
日
）

サ
イ
パ
ル
遠
征
後
の
児
島
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
合
や
年
次
晩
餐
会
に

必
ず
出
席
す
る
等
、
盛
ん
に
友
好
を
深
め
て
お
ら
れ
た
。

時
間
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
児
島
さ
ん
の
足
は
、
気
の
向
く
ま
ま

信
州
や
北
海
道
の
友
人
達
の
所
ま
で
及
び
、
色
々
な
山
の
会
に
顔
を
出
さ

れ
て
お
ら
れ
た
と
聞
く
。
自
ら
、
「
風
流
人
」
と
称
し
、
高
笑
い
を
す
る

児
島
さ
ん
の
姿
と
、
山
を
歩
い
て
い
る
時
の
あ
の
さ
わ
や
か
で
威
厳
に
満

ち
た
児
島
さ
ん
の
風
貌
と
、
大
き
く
異
な
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

児
島
さ
ん
は
山
の
本
に
限
ら
ず
書
物
に
つ
い
て
の
造
詣
も
深
か
っ
た
。

先
日
奥
様
か
ら
見
せ
て
頂
い
た
蔵
書
の
中
に
は
、
美
術
等
に
関
す
る
も
の

が
多
か
っ
た
。
古
い
も
の
を
愛
し
、
仏
像
や
書
画
に
見
入
る
児
島
さ
ん
の

ま
な
ざ
し
は
、
山
を
み
つ
め
る
あ
の
姿
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
サ
イ
パ

ル
氷
河
の
テ
ー
ブ
ル
ス
ト
ー
ン
の
上
で
茶
を
楽
し
み
、
楽
焼
き
の
茶
わ
ん

を
回
し
な
が
ら
、
朝
鮮
か
ら
帰
化
し
た
陶
工
阿
米
夜
の
子
、
長
次
郎
の
話

し
を
聞
い
た
の
も
、
私
に
は
忘
れ
が
た
い
児
島
さ
ん
の
姿
で
あ
り
、
想
い

顧
み
る
と
、
児
島
さ
ん
の
一
生
は
、
し
た
い
放
題
や
り
た
い
放
題
の
、

気
ま
ま
な
、
ま
こ
と
に
仕
合
せ
な
一
生
で
あ
っ
た
。
空
白
と
も
い
う
べ
き

出
で
あ
る
。

二
十
七
年
間
、
何
を
想
い
考
え
、
沈
黙
を
守
っ
て
お
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ

は
ま
ぎ
れ
も
な
く
児
島
さ
ん
の
意
地
と
も
い
え
る
他
の
一
面
を
示
し
た
も

の
で
あ
っ
た
と
思
う
。

酒
の
入
っ
た
時
の
あ
の
傍
若
無
人
と
も
言
え
る
振
舞
の
中
に
は
、
児
島

さ
ん
自
身
で
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
憤
り
が
こ
め
ら
れ
て
お
り
、
二
十
七

年
間
押
し
通
し
た
頑
な
な
児
島
さ
ん
の
性
格
を
伺
い
知
る
事
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
児
島
さ
ん
は
純
粋
で
曲
っ
た
こ
と
の
嫌
い
な
人
で

あ
っ
た
。
反
骨
精
神
が
強
く
、
容
易
に
も
の
ご
と
に
妥
協
し
な
い
態
度
は
、

年
月
の
経
過
と
共
に
ま
す
ま
す
頑
な
に
し
、
と
う
と
う
二
十
七
年
も
の

間
、
山
に
恋
い
焦
が
れ
な
が
ら
、
山
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
も
っ
て
珍
し
い
人
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

山
を
み
つ
め
る
あ
の
静
か
な
ま
な
ざ
し
、
胸
中
の
友
人
に
対
す
る
暖
か

さ
と
思
い
や
り
は
、
児
島
さ
ん
を
知
る
誰
で
も
が
ひ
と
し
く
認
め
る
真
の

姿
で
あ
っ
た
と
思
う
。

児
島
さ
ん
の
よ
う
な
生
き
方
の
で
き
る
人
に
、
我
々
は
再
び
め
ぐ
り
会

う
事
は
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

い
ろ
い
ろ
の
想
い
を
こ
め
て
、
児
島
さ
ん
を
知
っ
て
い
る
多
く
の
友
人

と
共
に
、
お
別
れ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
昭
和
五
十
四
年
六
月
）

略
歴
・
山
歴

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
○
）
二
月
十
日
、
京
都
・
西
院
の
旧
家
に
生
ま
れ
る
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昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
二
月
、
小
窓
尾
根
よ
り
剣
。

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
三
月
、
前
穂
高
北
尾
根
。

昭
和
七
年
（
一
九
一
一
三
）
七
月
’
九
月
、
北
千
島
、
幌
筵
島
、
占
守
島
の
山
々
に
登

り
、
帰
路
択
捉
島
、
国
後
島
等
、
南
千
島
の
山
々
を
探
る
。

十
一
月
、
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
一
三
九
四
）
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
三
月
、
北
岳
バ
ッ
ト
レ
ス
。
七
月
’
九
月
、
夏
季
台
湾
山

岳
遠
征
、
南
湖
大
山
、
新
高
主
山
、
小
覇
尖
山
、
次
高
山
、
関
山
、
霧
頭
山
、
人

武
山
等
を
登
る
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
、
同
志
社
大
学
英
文
科
卒
業
。
同
年
、
京
都
帝
国
大
学
理

学
部
地
質
学
科
に
入
学
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
八
月
’
九
月
、
朝
鮮
、
甲
山
長
津
高
原
の
山
々
を
歩
く
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
十
二
月
ｌ
翌
年
一
月
、
朝
鮮
白
頭
山
の
冬
期
登
山
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
二
月
ｌ
翌
年
一
月
、
大
興
安
嶺
遠
征
に
参
加
。

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
六
月
’
十
二
月
、
同
志
社
大
学
「
サ
イ
パ
ル
登
山
並

び
に
西
ネ
パ
ー
ル
横
断
調
査
隊
」
隊
長
。

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
五
月
十
八
日
、
急
性
肺
炎
の
た
め
逝
去
、
行
年
六
九

才
。

著
書
『
台
湾
の
山
』
梓
書
房
・
一
九
三
四
年

『
登
山
歴
程
』
一
九
七
三
年

〔
平
林
克
敏
〕

大
正
十
四
年
、
同
志
社
中
学
入
学
の
頃
よ
り
近
郊
の
山
に

の
槍
、
穂
高
等
を
登
る
。
昭
和
二
年
に
京
都
・
三
条
大

道
を
歩
く
。

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
七
月
、
早
月
尾
根
。

早
月
尾
根
。

の
山
に
し
た
し
み
、
北
ア
ル
プ
ス

三
条
大
橋
よ
り
東
京
に
至
る
東
海

’

中
村
謙
さ
ん
が
本
会
に
入
会
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）

十
月
だ
が
、
当
時
す
で
に
同
氏
は
山
岳
雑
誌
へ
の
寄
稿
も
多
く
、
ま
た
関

東
地
方
や
上
信
越
の
山
々
な
ど
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
、
何
冊
も
出
し
て
い

る
知
名
の
人
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
○
）
四
月
に
、
本
会
会
報
の
編
集
が
一
時
期
、

複
数
の
委
員
制
に
移
行
さ
れ
た
と
き
、
中
村
さ
ん
は
そ
の
委
員
の
一
人
に

選
ば
れ
た
が
、
他
の
委
員
の
顔
ぶ
れ
は
青
木
昇
、
交
野
武
一
、
田
辺
主

計
、
吉
田
竹
志
、
吉
阪
隆
正
の
諸
氏
と
私
と
の
六
名
で
、
塚
本
繁
松
さ
ん

が
担
当
理
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
虎
の
門
の
旧
ル
ー
ム
で
時
々
開
か
れ

た
会
合
な
ど
で
、
中
村
さ
ん
と
お
会
い
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
制
度
も
翌
十
六
年
の
三
月
ま
で
で
、
四
月
号
か
ら
は
塚
本
さ
ん
と
私

と
で
編
集
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
七
月
に
は
私
も
兵
隊
に
と
ら
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
、
中
村
さ
ん
に
お
目
に
か
か
る
機
会
も
自
然
に
失
わ
れ

た
。

中
村
さ
ん
は
、
晩
年
病
に
た
お
れ
る
ま
で
、
永
い
一
生
の
あ
い
だ
、
六

十
年
以
上
も
山
に
親
し
み
、
山
行
回
数
は
一
千
回
を
こ
え
る
ほ
ど
で
あ
っ

て
、
筆
を
執
ら
れ
た
こ
と
も
数
知
れ
な
い
の
だ
が
、
本
会
の
も
の
に
よ
く

寄
稿
さ
れ
た
時
期
を
調
べ
て
み
る
と
、
昭
和
十
年
代
が
多
い
よ
う
で
あ

け
ん

中
村
謙
氏
（
一
八
九
七
’
一
九
七
九
）
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る
。

『
山
岳
』
へ
の
寄
稿
に
は
「
烏
甲
山
」
（
三
三
年
二
号
）
、
「
平
ヶ
岳
を
焼

る
沢
に
つ
い
て
」
（
三
五
年
二
号
）
、
「
遠
笠
山
」
（
三
七
年
一
号
）
が
あ
り
、

会
報
へ
は
七
三
号
か
ら
一
二
五
号
ぐ
ら
い
ま
で
の
間
に
十
数
篇
が
あ
っ

て
、
そ
の
中
で
も
「
春
の
野
反
池
」
（
九
五
号
）
、
「
南
会
津
の
山
々
」
（
一

一
○
号
）
、
「
袈
裟
丸
山
」
（
二
八
号
）
は
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

戦
後
は
一
時
会
籍
を
離
れ
て
い
た
が
、
や
が
て
復
活
さ
れ
て
か
ら
は
、

静
岡
支
部
の
紅
葉
会
な
ど
に
も
、
何
回
か
参
加
さ
れ
た
よ
う
に
覚
え
て
い

る
。
私
が
同
じ
紅
葉
会
で
中
村
さ
ん
と
梅
ヶ
島
温
泉
に
泊
り
、
翌
日
安
倍

峠
を
越
え
た
の
は
、
た
し
か
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
だ
っ
た
と
思
う
が
、

そ
の
時
の
写
真
を
と
り
出
し
て
み
る
と
、
ま
だ
元
気
だ
っ
た
中
村
さ
ん
の

姿
が
、
神
谷
恭
、
牧
野
衛
、
松
本
熊
次
郎
、
水
野
公
男
氏
ら
と
共
に
う
つ

っ
て
い
て
、
懐
旧
の
情
に
堪
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

ま
た
昭
和
三
十
九
年
ご
ろ
か
ら
、
中
村
さ
ん
の
会
報
へ
の
寄
稿
が
復
活

し
、
「
八
月
の
旅
か
ら
」
（
二
三
四
号
）
、
「
八
十
里
峠
越
え
」
（
二
五
六
号
）
、

「
大
高
山
か
ら
小
倉
へ
」
（
二
六
七
号
）
な
ど
が
目
に
つ
く
。
著
書
の
数
も

多
い
が
、
古
稀
に
際
し
て
出
版
さ
れ
た
「
ふ
る
さ
と
の
山
Ｉ
上
信
越
国
境

を
歩
む
ｌ
」
（
昭
和
四
十
四
年
刊
）
が
、
最
後
の
本
だ
っ
た
と
思
う
。

山
と
と
も
に
あ
っ
た
中
村
さ
ん
の
一
生
を
振
り
返
り
つ
つ
、
心
か
ら
冥

福
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

略
歴

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
一
月
十
二
日
、
新
潟
県
高
田
市
で
誕
生
。

大
正
八
年
三
月
東
京
外
国
語
学
校
（
英
語
学
）
卒
業
。

大
正
八
年
’
十
年
伊
藤
忠
に
就
職
。

大
正
十
年
’
十
二
年
県
立
桐
生
中
学
校
教
師
。

大
正
十
二
年
Ｉ
昭
和
十
九
年
東
京
府
立
第
一
商
業
学
校
教
師
（
最
終
は
教
頭
）
。

昭
和
十
九
年
’
二
十
一
年
都
立
興
亜
商
業
校
長
兼
都
立
日
本
橋
女
子
商
業
校
長
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
十
月
、
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
一
六
一
○
、
紹
介

者
は
角
田
吉
夫
、
岡
田
美
雄
）
。

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
五
月
二
十
八
日
午
後
九
時
三
十
分
、
脳
血
栓
の
た
め

永
ら
く
療
養
中
、
武
蔵
野
市
の
自
宅
で
逝
去
、
享
年
八
十
二
歳
。

明
治
の
末
年
、
関
東
一
周
徒
歩
旅
行
を
思
い
た
ち
、
自
宅
よ
り
一
切
乗
物
を
使
わ
ず

に
、
十
五
日
間
で
約
四
○
○
キ
ロ
を
歩
い
た
。
以
後
登
山
に
興
味
を
も
ち
、
教
育

生
活
の
か
た
わ
ら
日
本
全
国
を
歩
く
。
こ
と
に
大
正
末
葉
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
低

山
趣
味
の
普
及
に
つ
と
め
、
特
に
上
信
越
の
山
々
を
愛
し
、
山
行
は
二
二
三
回

に
達
す
る
○
旧
山
小
屋
倶
楽
部
代
表
。

著
書
に
『
山
と
高
原
の
旅
』
『
上
越
の
山
と
渓
』
『
上
信
越
の
山
々
』
等
三
十
数
冊
が

あ
る
。
〔
望
月
達
夫
〕

町
田
立
穂
さ
ん
と
い
え
ば
、
十
六
ミ
リ
の
山
岳
映
画
、
塚
本
閤
治
プ
ロ

の
俳
優
で
あ
り
、
そ
の
映
画
会
の
活
弁
者
と
し
て
思
い
出
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
戦
前
か
ら
の
塚
本
さ
ん
の
フ
ィ
ル
ム
は
、
ト
ー
キ
ー
で
は
な
い
の
で

た
つ
ほ

町
田
立
穂
氏
（
一
八
九
二
－
一
九
七
八
）

’
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無
声
な
の
で
し
た
。
そ
の
塚
本
プ
ロ
の
専
属
俳
優
（
？
）
な
の
で
、
年

中
、
日
本
全
国
の
山
へ
ロ
ケ
に
行
か
れ
て
い
た
の
で
、
下
谷
（
湯
島
天
神

下
）
の
自
宅
は
る
す
に
ぱ
か
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
よ
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
ご
家
業
は
宿
屋
さ
ん
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
立
穂
さ
ん
と
親
し
く
し
て
い
た
だ
き
始
め
た
の
は
昭
和
十
年
す

ぎ
、
つ
と
め
先
の
東
京
市
役
所
（
今
の
都
庁
）
で
ハ
イ
キ
ン
グ
の
相
談
所

を
、
い
つ
も
夏
の
前
に
ひ
ら
い
て
い
ま
し
た
、
そ
の
講
師
に
な
っ
て
い
た

だ
い
て
か
ら
で
し
た
。
コ
ー
ス
を
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
と
、
ウ
ィ

ー
ク
デ
ー
も
毎
日
出
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、
そ
の
他
に
冠
松
次
郎
、
矢

島
市
郎
、
岩
根
常
太
郎
、
大
木
千
枝
子
な
ど
の
方
々
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

立
穂
さ
ん
は
と
て
も
お
と
な
し
く
、
シ
ン
の
強
い
人
で
、
山
の
好
き
な

こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
特
に
山
の
本
に
興
味
を
持
た
れ
、
図
書
解
説
の
先

輩
格
で
も
あ
り
ま
し
た
。
雑
誌
『
山
と
旅
』
に
石
楠
花
生
の
ペ
ン
ネ
ー
ム

で
何
号
に
も
わ
た
っ
て
執
筆
さ
れ
た
り
、
戦
後
に
も
山
岳
講
座
の
本
に
山

岳
文
献
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

下
谷
の
お
宅
に
う
か
が
い
ま
す
と
、
書
斎
兼
茶
の
間
に
は
ズ
ラ
リ
と
き

れ
い
な
山
の
本
ば
か
り
が
な
ら
べ
ら
れ
、
ピ
ア
ノ
と
油
絵
が
あ
る
気
持
ち

の
よ
い
部
屋
で
し
た
。
「
う
さ
ぎ
や
」
の
も
な
か
を
よ
く
出
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
し
、
戦
後
手
に
入
り
に
く
か
っ
た
菓
子
も
す
す
め
て
く
れ
た
立

穂
さ
ん
も
甘
党
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

戦
後
、
家
を
た
た
ま
れ
て
茅
ヶ
崎
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
つ
も
お

便
り
の
交
換
と
、
た
ま
に
電
話
を
か
け
あ
っ
て
い
ま
し
た
し
、
山
の
ご
本

も
、
雑
誌
類
は
か
な
り
す
て
た
が
、
単
行
本
は
ほ
と
ん
ど
持
っ
て
行
か
れ

た
ら
し
く
、
お
便
り
も
本
の
内
容
の
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
二
月
二
十
五
日
付
お
便
り
、

『
山
』
三
九
二
号
「
皆
さ
ん
ご
元
気
で
す
か
」
の
欄
で
、
拝
見
致
し

ま
し
た
が
、
大
兄
に
は
木
暮
先
生
の
資
料
を
ご
整
理
始
め
ら
れ
た
趣
、

大
変
な
仕
事
で
す
。
し
っ
か
り
お
や
り
下
さ
い
ま
し
。

と
し
て
、
別
送
に
日
本
ハ
イ
キ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
の
会
報
、
東
京
か
ら
見
え

る
山
々
の
山
行
報
告
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
折
り
返
し
お
礼
を
出
し
ま
し

た
ら
、

わ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
が
、
木
暮
先
生
の
山
に
眼
を
つ
け
、
訪
れ
る
山
を

選
ん
だ
こ
と
は
、
よ
い
処
に
目
を
つ
け
ら
れ
た
と
ご
評
価
下
さ
れ
ま
し

た
こ
と
、
大
変
に
嬉
し
い
こ
と
で
御
座
い
ま
す
。
次
に
『
奥
多
摩
』
と

『
台
東
区
の
観
光
』
を
ご
恵
贈
頂
き
ま
し
て
嬉
し
く
存
じ
ま
し
た
。
美

し
い
奥
多
摩
の
写
真
帖
は
外
出
の
出
来
な
い
私
に
と
っ
て
、
何
に
も
勝

さ
る
素
晴
ら
し
い
慰
問
品
で
す
。
ま
た
『
台
東
区
の
観
光
』
は
、
色
々

昔
の
こ
と
を
回
想
さ
せ
て
く
れ
る
（
御
承
知
の
通
り
そ
の
昔
私
は
そ
の

区
で
旅
館
を
経
営
し
て
お
り
ま
し
た
）
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
な
つ
か
し

い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
が
三
月
三
十
日
付
で
、
そ
の
後
は
お
便
り
を
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で

し
た
。
〔
小
野
幸
〕

＊

町
田
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
ご
遺
族
か
ら
、
生
前
親
交
の
あ
っ
た
渡
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辺
公
平
さ
ん
を
通
し
て
、
そ
の
山
岳
蔵
書
一
切
を
本
会
に
寄
贈
し
た
い
と

い
う
お
申
出
が
あ
り
、
そ
れ
は
故
人
の
ご
遺
志
で
も
あ
る
と
う
か
が
っ
た

の
で
、
会
は
有
難
く
お
受
け
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
頂
戴
し
た
山
岳
図
書

の
多
く
は
、
極
め
て
保
存
状
態
が
よ
く
、
山
岳
図
書
を
愛
し
た
故
人
の
心

情
を
よ
く
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
会
は
図
書
委
員
会
で
鋭
意
整
理
に
あ

た
り
、
会
の
蔵
書
と
重
複
し
て
い
る
も
の
は
、
ご
遺
族
の
諒
解
を
得
て
、

図
書
交
換
会
で
換
金
し
、
そ
の
資
金
を
も
っ
て
、
偶
々
新
設
さ
れ
た
図
書

閲
覧
室
の
机
を
購
入
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
に
町
田
さ
ん
の
お
名
前
を
銘

記
し
て
記
念
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
机
は
特
別
に
注
文
し
た
飛
騨
の

家
具
で
あ
る
か
ら
、
末
永
く
使
用
に
堪
え
る
と
思
わ
れ
る
。

故
人
の
冥
福
を
祈
る
と
同
時
に
、
以
上
の
こ
と
を
特
に
記
し
て
お
き
た

い
。

略
歴

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
十
月
二
十
二
日
、
誕
生
。

東
京
、
京
華
学
園
卒
業
。

家
業
の
旅
館
業
の
か
た
わ
ら
、
塚
本
閤
治
氏
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
永
年
山

岳
映
画
の
企
画
製
作
に
た
ず
さ
わ
り
、
国
内
の
主
な
山
々
は
殆
ん
ど
踏
破
し
た
。

昭
和
三
十
年
代
『
ハ
イ
カ
ー
』
誌
上
に
連
載
さ
れ
た
「
立
穂
対
談
」
の
各
界
諸
氏
と

の
対
談
に
は
、
か
な
り
精
魂
を
傾
注
し
た
。

日
本
ハ
イ
キ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ
、
野
歩
路
会
に
所
属
し
、
日
本
ハ
イ
キ
ン
グ
・
ク
ラ
ブ

で
は
名
誉
会
員
に
推
さ
れ
た
。

著
書
に
『
山
岳
映
画
撮
影
同
行
記
』
（
山
岳
新
書
）
昭
和
十
五
年
体
育
評
論
社
刊
及

故
杉
山
孝
君
は
頭
脳
明
断
の
上
、
計
数
に
明
る
く
、
後
輩
の
面
倒
見
も

よ
か
っ
た
。
銀
行
マ
ン
と
し
て
申
分
な
い
資
質
を
持
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
一
方
、
正
義
感
が
強
く
、
曲
っ
た
こ
と
が
嫌
い
な
た
ち
だ
っ
た
か
ら
、

そ
う
で
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
煙
っ
た
い
存
在
で
も
あ
っ
た
。
こ
の

辺
が
山
男
と
し
て
適
格
な
稟
質
と
言
え
よ
う
。

彼
と
の
出
合
い
は
、
戦
時
下
の
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
七
月
、
私

が
三
井
銀
行
に
転
職
し
た
時
に
始
ま
る
（
旧
勤
務
先
東
邦
電
力
株
式
会
社
（
松

永
安
左
エ
門
主
宰
）
は
同
年
四
月
配
電
統
制
令
に
よ
っ
て
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
同
僚
は

中
部
、
九
州
配
電
そ
の
他
に
四
散
し
た
。
幸
い
私
は
上
司
の
斡
旋
に
よ
り
三
井
銀
行

に
拾
っ
て
頂
い
た
。
別
会
社
で
あ
る
が
会
員
小
原
勝
郎
兄
咄
同
じ
運
命
を
辿
っ
た
）
。

後
で
知
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
行
に
は
山
岳
会
の
先
輩
広
瀬
潔
、
湯
本

三
郎
、
田
辺
主
計
の
三
氏
が
居
ら
れ
た
。

ぴ
訳
書
に
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
プ
・
ヤ
ン
グ
『
登
山
の
指
導
』
（
山
岳
新
書
）
昭
和
十

七
年
体
育
評
論
社
刊
、
が
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
、
日
本
山
岳
会
入
会
、
会
員
番
号
三
○
○
三

番
。

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
六
月
一
日
、
逝
去
、
享
年
八
十
五
歳
。

〔
望
月
達
夫
〕

杉
山
孝
氏
（
一
九
一
面
’
一
九
七
八
）
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悼追

杉
山
君
も
私
も
渋
谷
の
府
立
一
商
出
で
あ
る
た
め
、
行
内
一
商
会
で
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
多
く
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
同
行
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
段
々
つ
き
合
っ
て
い
る
う
ち
に
、
彼
が
山
が
好
き
で
、
山
の
本
を
沢

山
読
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
白
斗
と
号
し
て
俳
句
を
た
し
な
む
こ
と
な
ど

も
判
っ
て
き
た
。

戦
後
の
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
十
一
月
三
日
、
若
い
行
員
の
二

人
が
谷
川
岳
（
推
測
）
に
出
掛
け
た
ま
ま
消
息
を
絶
つ
と
い
う
事
件
が
起

っ
た
。
銀
行
目
黒
支
店
が
目
黒
駅
と
取
引
が
あ
り
、
鉄
道
電
話
を
使
わ
せ

て
貰
う
こ
と
が
特
に
許
さ
れ
た
の
で
、
杉
山
君
と
私
は
目
黒
支
店
に
詰
め

切
り
で
土
合
駅
と
の
情
報
交
換
に
当
た
っ
た
。
遭
難
し
た
と
見
ら
れ
る
二

人
の
乗
車
駅
（
高
田
馬
場
）
士
合
間
の
乗
車
券
二
枚
が
発
見
さ
れ
た
。
山

と
渓
谷
社
の
川
崎
吉
蔵
社
長
が
偶
然
そ
の
日
一
の
倉
へ
向
う
二
人
の
姿
を

目
撃
し
た
と
い
う
通
報
も
入
っ
た
。
そ
し
て
銀
行
本
店
の
あ
る
日
本
橋
室

町
の
パ
ン
屋
の
紙
袋
が
径
に
落
ち
て
い
た
こ
と
で
、
二
人
の
一
の
倉
沢
入

り
は
決
定
的
に
な
っ
た
。

銀
行
の
山
岳
部
で
は
、
雪
の
谷
川
岳
に
は
歯
が
立
た
な
い
。
急
速
ご
懇

意
の
杉
本
光
作
氏
を
煩
わ
し
、
登
歩
渓
流
会
の
皆
様
に
捜
索
を
お
願
い

し
、
銀
行
側
は
サ
ポ
ー
ト
隊
に
廻
っ
た
。
積
雪
と
悪
天
候
の
連
続
で
二
重

遭
難
を
考
慮
、
年
内
捜
索
を
打
切
り
翌
年
融
雪
期
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
春
を
期
し
て
各
登
山
口
に
立
札
を
建

て
、
遺
体
発
見
者
に
通
報
を
頼
む
文
面
を
記
し
た
。
何
件
か
通
報
が
あ

り
、
顔
見
知
り
の
友
人
が
首
実
験
に
出
掛
け
た
が
、
皆
別
人
で
あ
っ
た
。

や
っ
と
何
度
目
か
に
本
人
を
確
認
、
再
び
登
歩
渓
流
会
に
遺
体
収
容
を
お

願
い
し
て
、
こ
の
遭
難
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
間
杉

山
君
は
連
絡
、
サ
ポ
ー
ト
に
活
躍
し
た
。

鯵

最
も
私
を
杉
山
に
近
づ
け
て
下
さ
っ
た
人
に
三
井
不
動
産
（
株
）
の
交
野

武
一
氏
が
い
た
。
彼
は
、
こ
の
山
の
先
輩
に
芯
か
ら
私
淑
し
て
い
た
。
交

野
氏
が
白
樺
湖
の
三
井
山
荘
の
管
理
を
し
て
お
ら
れ
た
頃
、
彼
に
誘
わ
れ

て
山
荘
に
遊
ん
だ
。
伝
説
に
聞
い
て
い
る
銀
行
ス
キ
ー
学
校
開
講
中
、
ス

ト
ー
ブ
で
ス
キ
ー
靴
を
焦
が
し
た
豪
傑
が
い
た
ら
し
く
、
そ
の
靴
が
山
荘

の
象
徴
の
よ
う
に
、
ロ
ビ
ー
の
棚
に
飾
ら
れ
て
あ
っ
た
。

山
荘
の
裏
山
の
朽
葉
の
か
げ
に
鈴
蘭
が
一
杯
小
さ
な
鈴
を
掲
げ
て
い

た
。
い
い
天
気
に
恵
ま
れ
て
、
大
き
な
と
い
う
よ
り
長
い
鏡
胴
の
望
遠
鏡

と
脚
を
、
八
子
ヶ
峰
に
え
っ
さ
え
っ
さ
と
か
つ
ぎ
あ
げ
た
。
カ
ャ
ト
で
の

ん
び
り
し
た
三
人
は
、
代
る
代
る
北
ア
ル
プ
ス
の
嶺
々
の
残
雪
を
、
レ
ン

ズ
に
あ
り
あ
り
と
引
き
寄
せ
た
。

そ
の
後
何
年
目
か
に
、
山
の
好
き
な
彼
の
上
司
・
府
川
裕
君
（
物
故
会

員
）
を
誘
い
、
三
人
で
美
ヶ
原
か
ら
茶
臼
を
抜
け
て
和
田
峠
、
霧
ヶ
峰
に

入
る
つ
も
り
で
出
掛
け
た
が
、
第
一
日
目
に
和
田
峠
ま
で
来
た
ら
早
く
も

草
疲
れ
て
下
諏
訪
に
下
り
一
泊
、
翌
日
改
め
て
東
餅
屋
か
ら
入
り
直
す
よ

う
な
の
ん
び
り
し
た
始
末
。

か
ら
ま
つ
の
こ
ま
か
き
落
葉
乾
く
径
沁
み
入
る
声
は
郭
公
の
こ
ゑ玄
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暫
く
た
つ
と
、
ま
た
杉
山
か
ら
山
歩
き
を
誘
わ
れ
た
。
そ
の
時
私
は
彼

に
「
お
い
野
郎
ば
か
り
で
は
殺
風
景
で
い
か
ん
。
君
は
行
内
に
顔
が
広
い

の
だ
か
ら
、
誰
か
イ
キ
の
い
い
女
の
子
を
誘
っ
て
こ
い
よ
」
と
い
っ
て
ハ

ッ
パ
を
か
け
た
。
「
分
り
ま
し
た
」
と
い
う
か
ら
駅
に
行
っ
て
み
る
と
、

一
人
の
女
性
を
伴
っ
て
き
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
顔
見
知
り
の
女
子
行
員
で

あ
っ
た
。

志
賀
高
原
に
入
っ
て
、
岩
菅
山
に
登
り
、
発
哺
に
泊
っ
た
。
秋
で
、
日

が
と
っ
ぷ
り
暮
れ
て
い
た
。
翌
日
は
笠
を
越
え
て
、
山
田
牧
場
の
秋
色
に

染
ま
り
、
五
色
温
泉
に
泊
っ
た
。
主
人
は
俳
人
故
水
野
六
山
人
（
俳
誌

「
ぬ
か
ご
」
初
代
主
宰
）
の
息
子
さ
ん
で
あ
っ
た
。

道
中
、
彼
は
彼
女
を
ま
こ
と
に
親
切
に
、
や
さ
し
く
遇
し
て
い
た
。
私

と
し
て
は
、
当
て
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
一
向
に
面
白
く
な
い
旅
で
あ
っ
た

が
、
い
ず
く
ん
ぞ
知
ら
ん
、
彼
女
は
後
に
杉
山
孝
夫
人
に
な
る
人
で
あ
っ

た
。

瀦

彼
女
の
厳
父
は
藤
森
氏
と
い
う
慈
恵
医
大
出
の
産
婦
人
科
の
名
医
、
吉

祥
寺
で
開
業
し
て
い
た
。

彼
は
意
中
の
彼
女
を
妻
に
、
所
望
し
た
が
、
一
人
娘
の
可
愛
さ
か
ら
手

放
し
た
く
な
い
父
君
は
、
頑
と
し
て
聞
き
入
れ
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
私

に
、
父
君
の
懐
柔
役
が
廻
っ
て
き
た
。
相
当
の
頑
固
親
父
と
聞
い
て
い
た

か
ら
、
緊
張
し
て
敵
陣
に
乗
り
込
ん
だ
。
最
初
は
ほ
ぐ
れ
な
か
っ
た
話

も
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
廻
る
頃
に
は
、
浅
問
温
泉
出
身
と
聞
く
か
ら
嗅
温

泉
の
話
、
山
の
話
の
堅
い
と
こ
ろ
か
ら
ハ
ア
芸
者
市
丸
姐
さ
ん
の
軟
か
い

話
に
な
る
と
、
漸
く
会
話
の
ベ
ル
ト
が
か
か
り
、
つ
い
に
水
谷
八
重
子
の

ア
ッ
ペ
執
刀
の
秘
話
ま
で
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
て
親
し
み
を
深
め
た
。

こ
れ
が
功
を
奏
し
た
の
か
ど
う
か
、
父
君
は
軟
化
し
て
Ｏ
Ｋ
が
出
た
。

結
納
も
交
わ
さ
れ
、
や
が
て
彼
と
彼
女
は
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

四
月
、
目
出
度
く
三
田
・
三
井
ク
ラ
ブ
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
私
共
夫
婦

に
媒
酌
人
の
お
鉢
が
廻
っ
て
き
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
二
人
の
嬉
し

そ
う
な
顔
は
、
い
ま
で
も
忘
れ
な
い
。

そ
の
後
、
彼
が
幹
事
で
三
井
信
託
の
望
月
達
夫
氏
を
招
き
職
場
合
同
の

山
の
会
を
開
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

難

私
が
銀
行
を
定
年
退
職
し
た
あ
と
は
、
十
二
月
の
山
岳
会
年
次
晩
餐
会

に
打
合
せ
て
出
席
、
顔
を
合
わ
せ
る
と
山
の
話
の
ほ
か
、
二
次
会
の
酒
の

席
で
杯
を
挙
げ
る
こ
と
を
繰
返
し
て
い
た
。

彼
は
定
年
前
に
関
連
会
社
に
転
出
、
要
職
を
得
て
社
務
に
精
励
し
た
と

聞
く
が
、
公
私
相
半
ば
で
酒
を
少
し
過
ご
し
、
ま
た
医
者
嫌
い
も
崇
っ
て

命
を
縮
め
た
。
思
え
ば
思
う
ほ
ど
惜
し
い
男
を
失
な
っ
た
。
葬
儀
に
当
た

っ
て
は
、
山
岳
会
か
ら
ご
丁
重
な
ご
弔
意
を
恭
う
し
た
。
遺
族
か
ら
の
深

甚
の
謝
意
を
お
伝
え
す
る
。
合
掌

悼

夏
山
を
共
に
歩
み
し
日
々
の
こ
と
玄
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追 悼

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
南
東
稜
登
華
中
、
三
名
の
仲
間
を
失
っ
て
深
い
痛
手

を
心
に
残
し
な
が
ら
も
、
私
達
は
、
一
九
七
八
年
十
月
十
九
日
、
第
一
次

登
頂
隊
成
功
の
報
に
接
し
喜
び
に
わ
き
た
っ
た
。
登
肇
隊
長
と
し
て
上
部

で
指
揮
を
と
っ
て
い
た
小
暮
勝
義
君
の
、
「
よ
か
っ
た
、
お
め
で
と
う
。

気
を
つ
け
て
下
山
し
て
下
さ
い
。
」
と
い
う
、
登
頂
隊
員
達
に
送
る
声
が

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
を
通
し
て
聞
え
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
い
る
私
に
は
、

「
田
中
さ
ん
、
よ
か
っ
た
で
す
ね
、
こ
れ
で
終
り
ま
す
ね
。
」
と
い
う
こ
と

略
歴

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
一
月
十
六
日
、
東
京
市
に
生
れ
る
。

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
三
月
、
東
京
府
立
一
商
卒
。
四
月
、
三
井
銀
行
入
行
。

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
三
月
、
中
央
大
学
卒
。

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
十
月
、
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
三
九
四
○
）
。

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）
四
月
、
藤
森
喜
美
代
と
結
婚
。

昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
七
月
、
長
男
昇
誕
生
。

昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
か
ら
三
井
銀
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
勤
務
。

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
、
三
井
銀
行
退
職
。

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
、
五
月
二
十
日
急
性
肝
炎
に
て
慈
恵
第
三
病
院
に
入

院
。
五
月
三
十
一
日
死
亡
。
享
年
五
十
四
歳
。
多
摩
墓
地
に
埋
葬
。

〔
見
学
玄
〕

小
暮
勝
義
氏
（
一
九
四
三
，
一
九
七
八
）

ぱ
が
届
け
ら
れ
た
。

そ
れ
が
、
彼
の
最
後
の
こ
と
ば
だ
っ
た
。
翌
二
十
日
、
小
暮
君
は
突

然
、
あ
ま
り
に
も
突
然
に
、
不
帰
の
客
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
も
、
Ｃ
５
ま
で
不
足
物
資
を
荷
上
げ
し
な
け
れ
ば
と
云
う
責
任
感
の

た
め
に
、
不
調
の
シ
ェ
ル
パ
を
残
し
て
単
身
で
出
発
、
そ
し
て
ダ
ウ
ラ
ギ

リ
の
魔
の
雪
稜
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

私
達
ど
く
親
し
い
者
の
間
で
は
、
グ
レ
ち
ゃ
ん
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い

た
彼
は
、
日
本
の
三
大
岩
場
の
一
つ
、
谷
川
岳
を
持
つ
群
馬
県
に
生
ま

れ
、
若
い
こ
ろ
か
ら
境
町
山
の
会
の
会
員
と
し
て
、
先
鋭
的
な
山
登
り
を

実
践
し
て
き
た
。

ち
ょ
う
ど
彼
が
登
山
を
は
じ
め
た
時
期
は
、
岩
登
り
に
人
工
登
肇
技
術

が
導
入
さ
れ
、
次
第
に
そ
の
全
盛
期
を
迎
え
よ
う
と
す
る
頃
で
あ
っ
た
。

努
力
家
の
彼
は
、
そ
ん
な
時
の
流
れ
の
中
で
、
持
ち
前
の
素
質
と
才
能
を

着
々
と
の
ば
し
て
い
っ
た
。
谷
川
岳
の
各
ル
ー
ト
を
熟
知
す
る
と
、
目
を

黒
部
周
辺
の
未
開
拓
の
岩
壁
へ
も
向
け
、
い
く
つ
も
の
初
登
記
録
を
刻
み

つ
け
て
い
っ
た
。

海
外
登
山
の
経
験
者
と
し
て
も
、
彼
は
群
馬
に
於
け
る
第
一
人
者
だ
っ

た
。
一
九
七
○
年
に
は
、
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
カ
フ
カ
ズ
に
遠
征
、
一
九
七
二
年
群
馬
岳
連
隊
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ

Ⅳ
峰
へ
、
そ
の
翌
年
に
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
隊
に
も
参
加
し
て
、
意

欲
的
に
、
日
本
第
一
級
の
ク
ラ
イ
マ
ー
ヘ
の
道
を
歩
ん
で
い
っ
た
。

私
が
グ
レ
ち
ゃ
ん
と
知
り
あ
っ
た
の
は
、
十
二
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
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る
。
そ
れ
以
来
ず
い
分
沢
山
の
山
行
を
共
に
し
た
が
、
彼
は
い
つ
も
こ
う

い
っ
て
い
た
。
「
登
山
家
は
ハ
ン
グ
リ
ー
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
ん

な
山
に
登
ろ
う
と
、
い
か
に
困
難
な
登
肇
を
完
了
し
よ
う
と
も
、
そ
れ
で

満
足
し
て
い
て
は
い
け
な
い
」

あ
れ
は
一
九
七
六
年
四
月
末
の
こ
と
だ
っ
た
。
私
は
、
グ
レ
ち
ゃ
ん

と
、
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
の
松
田
昭
君
の
三
人
で
、
明
神
東
稜
か
ら
北
穂
ま
で

縦
走
し
て
来
て
、
そ
こ
に
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。
こ
こ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、

滝
谷
の
ル
ー
ト
を
何
本
か
登
る
予
定
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
運
悪
く
そ
の
後

は
吹
雪
が
続
き
小
さ
な
テ
ン
ト
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
私
達
は
群
馬
岳
連
単

位
で
の
海
外
遠
征
が
、
今
後
再
び
可
能
か
ど
う
か
毎
日
語
り
あ
っ
た
。
第

一
回
の
ダ
ゥ
ラ
ギ
リ
Ⅳ
峰
の
失
敗
、
資
金
調
達
の
問
題
等
々
、
実
現
を
考

え
る
に
は
あ
ま
り
に
困
難
な
問
題
が
山
積
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
す

で
に
、
力
量
、
経
験
、
人
格
を
か
わ
れ
て
、
仲
間
か
ら
群
馬
岳
連
海
外
登

山
研
究
会
の
委
員
長
に
選
ば
れ
て
い
た
の
だ
が
、
彼
の
級
密
な
、
ね
ば
り

強
い
計
画
を
聞
く
う
ち
に
、
私
自
身
も
い
つ
の
間
に
か
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

の
話
の
中
に
ま
す
ま
す
の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
。

吹
雪
は
四
日
目
に
な
っ
て
も
、
い
っ
こ
う
に
や
ま
な
か
っ
た
。
私
達
は

こ
の
天
候
に
見
切
り
を
つ
け
て
、
深
雪
の
南
稜
ぎ
わ
を
、
ラ
ッ
セ
ル
し
な

が
ら
下
山
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
以
来
、
グ
レ
ち
ゃ
ん
と
私
の
、
第
二
次

群
馬
岳
連
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
の
コ
ン
ビ
が
、
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
グ
レ

ち
ゃ
ん
は
経
験
を
活
か
し
て
、
主
と
し
て
戦
略
面
に
、
私
は
資
金
集
め

や
、
そ
の
他
渉
外
関
係
に
携
わ
っ
た
。

グ
レ
ち
ゃ
ん
に
ひ
き
い
ら
れ
、
海
外
登
山
研
究
会
の
全
て
が
一
体
と
な

っ
て
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
計
画
は
実
現
さ
れ
た
。
そ
し
て
苦
し
み
ぬ
い
て
、
ダ

ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
南
東
稜
の
初
登
は
果
さ
れ
た
。
成
功
を
知
っ
て
、
そ
れ
か

ら
散
っ
た
グ
レ
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
け
れ
ど
、
は
た
し
て
そ
れ
が
な
ぐ
さ
め
に

な
っ
た
だ
ろ
う
か
。

小
暮
勝
義
君
、
あ
な
た
が
最
後
の
情
熱
を
か
け
た
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰

の
、
頂
上
の
よ
く
見
え
る
Ｃ
４
近
く
の
墓
で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
に
か
こ

ま
れ
て
安
ら
か
に
眠
っ
て
下
さ
い
。
最
後
に
、
山
の
歌
の
好
き
だ
っ
た
あ

な
た
に
、
シ
ャ
ロ
ー
ム
の
歌
の
一
節
を
引
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
私
の
追

悼
の
こ
と
ば
と
し
ま
す
。

ど
こ
か
で
ま
た
い
つ
か
あ
え
る
さ

ま
た
あ
お
う
ま
た
あ
お
う
ど
こ
か
で

享
年
三
十
五
才
。

略
歴

一
九
四
三
年
三
月
一
日
、
出
生
。

一
九
六
一
年
、
境
町
山
の
会
入
会
。

一
九
六
九
年
七
月
、
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
六
七
六
九
）
。

一
九
七
四
年
、
群
馬
県
山
岳
連
盟
常
任
理
事
。

山
歴

一
九
六
二
年
八
月
谷
川
岳
一
ノ
倉
衝
立
岩
正
面
壁
雲
稜
第
一
ル
ー
ト

十
月
谷
川
岳
一
ノ
倉
エ
ボ
シ
奥
壁
凹
状
岩
壁
（
単
独
初
登
）

一
九
六
三
年
三
月
谷
川
岳
一
ノ
倉
沢
エ
ポ
シ
奥
壁
中
央
カ
ン
テ
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追

高
橋
憲
二
氏
（
一
九
○
九
，
一
九
七
九
）

卓

一
九
六
三
年
七
月
谷
川
岳
南
面
幕
岩
Ｂ
フ
ェ
ー
ス
北
壁
（
第
二
登
）

八
月
利
根
源
流
越
後
沢
右
俣
大
滝
（
初
登
）

九
月
谷
川
岳
一
ノ
倉
衝
立
岩
正
面
ダ
イ
レ
ク
ト
カ
ン
テ
（
第
三
登
）

一
九
六
四
年
三
月
積
雪
期
谷
川
岳
一
ノ
倉
南
稜

五
月
谷
川
岳
南
面
幕
岩
Ｃ
フ
ェ
ー
ス
正
面
壁

一
九
六
五
年
一
月
積
雪
期
北
岳
バ
ッ
ト
レ
ス
第
二
尾
根
（
第
二
登
）

一
九
六
六
年
五
月
黒
部
丸
山
南
東
壁
小
暮
・
塚
田
ル
ー
ト
（
初
登
）

十
月
黒
部
奥
鐘
山
西
壁
（
第
二
登
）

一
九
六
八
年
五
月
谷
川
岳
一
ノ
倉
衝
立
岩
正
面
壁
Ａ
字
ハ
ン
グ
ル
ー
ト
（
初
登
）

八
月
黒
部
別
山
谷
カ
ベ
尾
根
フ
ェ
ー
ス
（
初
登
）

十
月
黒
部
奥
鐘
山
南
西
壁
（
初
登
）

一
九
七
○
年
四
月
不
帰
Ⅱ
峰
下
部
三
角
形
岩
壁
ｌ
鹿
島
槍

七
月
ソ
連
カ
フ
カ
ズ
遠
征
シ
ケ
リ
ダ
氷
河
周
辺
（
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
隊
）

一
九
七
一
年
一
月
積
雪
期
穂
高
北
尾
根
四
峰
正
面
壁
北
条
・
新
村
ル
ー
ト

一
九
七
二
年
春
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅳ
峰
（
群
馬
岳
連
隊
）

一
九
七
三
年
秋
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
（
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
隊
）

冬
ネ
パ
ー
ル
・
ロ
ー
ル
ワ
リ
ン

一
九
七
八
年
十
月
二
十
日
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
（
八
一
六
七
メ
ｉ
ト
ル
）
南
東
稜
六

四
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
で
死
亡
〔
田
中
成
幸
〕

宮
城
支
部
の
高
橋
さ
ん
が
、
泉
ヶ
岳
で
不
慮
の
死
に
遭
遇
さ
れ
た
の
を

知
っ
た
の
は
、
一
ヶ
月
以
上
も
た
っ
て
か
ら
で
、
早
速
私
は
女
婿
に
あ
た

る
会
員
柴
崎
徹
さ
ん
へ
お
悔
み
状
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。

高
橋
さ
ん
の
入
会
は
一
九
七
一
年
十
二
月
だ
か
ら
、
そ
ん
な
に
古
い
会

員
と
は
言
え
な
い
が
、
山
登
り
は
二
十
代
の
後
半
か
ら
、
鶴
若
一
雄
、
高

橋
清
氏
ら
の
友
人
と
は
じ
め
、
東
北
の
山
々
、
特
に
蔵
王
山
塊
を
好
ん
で

よ
く
探
り
歩
い
た
と
い
う
。

本
会
入
会
後
は
宮
城
支
部
に
属
し
た
関
係
か
ら
、
同
支
部
の
熱
心
な
会

員
と
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
会
報
『
山
』
に
載
っ
て
い
る
だ
け
で
も
、

一
九
七
二
年
秋
田
支
部
主
催
の
鳥
海
山
、
七
三
年
北
海
道
支
部
主
催
の
十

勝
岳
、
七
四
年
の
中
房
温
泉
、
七
七
年
五
月
の
木
暮
碑
前
懇
親
会
、
七
八

年
北
海
道
支
部
の
ペ
テ
ガ
リ
岳
、
同
年
秋
の
福
島
支
部
三
十
周
年
記
念
山

行
等
に
参
加
し
、
さ
ら
に
一
九
七
三
年
以
降
、
年
次
晩
餐
会
に
は
殆
ん
ど

欠
か
さ
ず
出
席
す
る
な
ど
、
地
方
在
住
会
員
と
し
て
は
珍
ら
し
い
存
在
で

あ
っ
た
。

高
橋
さ
ん
は
ま
た
伝
統
あ
る
仙
台
山
想
会
の
古
い
会
員
で
あ
り
、
梅
花

及
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
も
あ
っ
て
、
故
山
内
東
一
郎
翁
と
も
古
く
か
ら
親
交

が
あ
り
、
早
く
か
ら
同
氏
に
ピ
ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン
な
ど
を
作
っ
て
貰
っ

た
と
い
う
。
さ
ら
に
仙
台
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ネ
サ
ー
ク
ル
の
会
員
と
し
て
、

山
の
８
ミ
リ
を
撮
り
続
け
、
異
色
の
会
員
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ

ら
の
８
ミ
リ
は
「
老
い
ら
く
山
日
記
」
と
自
ら
題
し
て
、
百
巻
近
く
を
ま

と
め
て
い
た
。
『
山
』
三
六
五
号
に
も
「
老
い
ら
く
山
日
記
」
の
寄
稿
が

あ
り
、
ま
た
三
七
八
号
に
は
「
祝
瓶
山
」
の
寄
稿
が
あ
る
。
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特
に
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
一
九
七
七
年
五
月
の
木
暮
碑
前
懇
親
会

の
折
り
、
高
橋
さ
ん
は
蔵
王
・
清
渓
小
屋
の
木
暮
さ
ん
揮
毫
の
掲
額
の
こ

と
を
話
さ
れ
、
そ
れ
が
「
木
暮
理
太
郎
翁
の
『
清
渓
小
屋
』
掲
額
」
と
題

す
る
小
冊
子
に
纒
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
で
あ
る
。
柴
崎
徹
さ
ん
に
よ

る
「
あ
と
が
き
」
か
ら
そ
の
ま
ま
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

「
岳
父
、
高
橋
憲
二
が
、
日
本
山
岳
会
の
諸
先
輩
か
ら
の
お
誘
い
を
受
け

て
、
十
五
回
目
を
迎
え
た
金
山
平
に
お
け
る
木
暮
祭
に
出
席
し
た
の
は
、

昭
和
五
十
二
年
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
折
、
こ
の
清
渓
小
屋
の
掲

額
の
話
を
披
露
し
た
ら
し
く
、
そ
こ
に
出
席
さ
れ
て
い
た
御
遺
族
の
方
々

や
木
暮
さ
ん
に
ゆ
か
り
の
霧
の
旅
会
の
方
々
、
そ
し
て
日
本
山
岳
会
の
方

々
に
興
味
深
く
聞
か
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
岳
父
に
は
東
北
の
片
隅
に
ひ

っ
そ
り
と
掲
げ
ら
れ
て
い
た
木
暮
さ
ん
ゆ
か
り
の
掲
額
の
こ
と
を
、
は
か

ら
ず
も
木
暮
さ
ん
の
碑
前
で
、
し
か
も
、
ゆ
か
り
の
深
い
方
々
の
集
う
席

で
披
露
で
き
た
こ
と
が
殊
の
外
喜
び
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
金
山
平
で
撮
っ

て
き
た
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
映
し
て
観
せ
る
度
に
、
今
度
は
掲
額
の
写
真

を
持
参
し
お
目
に
掛
け
た
い
と
い
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
会
う
度
に
掲
額
の
話
が
出
、
そ
れ
な
ら
ば
い
っ
そ
の
こ
と
手

製
の
小
冊
子
に
編
じ
て
お
配
り
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
私
も
手

伝
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
…
…
よ
う
や
く
岳
父
に
見
て
も
ら
う

ま
で
に
な
っ
た
の
は
本
年
三
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
折
、
あ

と
が
き
は
木
暮
祭
の
常
連
で
あ
ら
れ
る
方
々
の
こ
と
を
も
含
め
て
岳
父
に

書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
帰
っ
た
の
で
あ
る
が
、
翌
二
十
日
、
岳
父
は

泉
ヶ
岳
に
８
ミ
リ
の
撮
り
残
し
を
映
す
と
い
っ
て
、
ひ
と
り
で
出
掛
け
た

ま
ま
遭
難
し
、
つ
い
に
還
ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
」

一
九
七
七
年
の
木
暮
碑
前
懇
親
会
で
は
、
偶
然
私
も
一
緒
で
、
高
橋
さ

ん
の
話
を
よ
く
覚
え
て
い
る
。
右
の
小
冊
子
は
十
二
ペ
ー
ジ
に
纒
め
ら

れ
、
木
暮
さ
ん
の
掲
額
と
清
渓
小
屋
全
景
の
カ
ラ
ー
写
真
等
三
枚
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
今
春
（
一
九
七
九
年
）
の
碑
前
懇
親
会
に
、
柴
崎
さ
ん
が

持
参
し
て
参
会
者
に
配
ら
れ
、
高
橋
さ
ん
の
遺
志
を
完
う
さ
れ
た
。
「
清

渓
小
屋
」
と
揮
毫
さ
れ
た
木
募
さ
ん
の
筆
蹟
は
、
ま
こ
と
に
雄
揮
な
も
の

で
、
こ
れ
が
こ
の
た
び
公
に
さ
れ
た
意
義
は
少
な
く
な
い
と
思
う
。

私
が
初
め
て
高
橋
さ
ん
を
知
っ
た
の
は
、
多
分
一
九
七
三
年
の
年
次
晩

餐
会
の
時
で
あ
ろ
う
。
七
十
五
年
六
月
の
宮
城
支
部
行
事
で
あ
っ
た
船
形

山
は
、
思
い
出
に
残
る
よ
い
山
歩
き
だ
っ
た
し
、
七
八
年
の
ペ
テ
ガ
リ
岳

で
も
一
緒
だ
っ
た
。
ま
た
私
が
大
東
岳
へ
登
り
た
い
と
い
う
の
を
よ
く
覚

え
て
い
て
、
七
七
年
十
一
月
中
旬
、
偶
々
成
瀬
岩
雄
さ
ん
が
行
く
と
き
に

誘
っ
て
下
さ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
時
に
高
橋
さ
ん
か
ら
受
け
た
数
々
の
ご
厚

意
は
、
忘
れ
が
た
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。

柴
崎
さ
ん
は
「
岳
父
は
晩
年
、
日
本
山
岳
会
を
通
し
て
多
く
の
知
友
を

得
、
方
々
の
会
合
に
招
か
れ
た
り
、
随
分
と
楽
し
い
山
行
を
重
ね
て
い

た
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
岳
父
の
生
涯
の
中
で
も
最
も
楽
し
い
自
由
な
時

期
で
あ
っ
た
と
思
う
。
た
と
え
命
尽
き
て
山
に
逝
く
こ
と
に
な
っ
た
と
は

い
え
、
山
を
相
手
に
悔
い
の
な
い
晩
年
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
」
と
書
い

て
い
る
が
、
遠
く
離
れ
て
い
た
私
な
ど
に
も
、
正
に
そ
の
よ
う
に
思
え
る
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悼
、ロ

ブ､巳

み
、
昭
和
四
十
九
年
引
退
。

昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
こ

番
、
紹
介
者
は
板
橋
元
一
、

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）

一
九
七
こ

略
歴

明
治
四
十
二
年
‐
（
一
九
○
九
）
六
月
二
日
、
誕
生
。
生
地
は
蔵
王
の
南
麓
、
山
中
七

ヶ
宿
の
「
湯
の
原
」
で
本
陣
の
二
男
で
あ
っ
た
。
仙
台
の
高
橋
家
の
養
子
と
な
る
。

宮
城
県
工
業
高
等
学
校
機
械
科
を
卒
業
し
、
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
業
、
家
具
商
を
営

の
だ
っ
た
。

正
院
泰
岳
玄
道
居
士
。

謹
ん
で
高
橋
さ
ん
の
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

十
二
月
、
Ｈ

似
橋
元
一
、
加
藤
義
明
。

一
九
七
九
）
三
月
二
十
日 日

本
山
岳
会
入
会
、

逝
去
、
享
年
六
十
九
歳
。
戒
名
、
憲

会
員
番
吟
七
二
○
三

〔
望
月
達
夫
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企
画
編
集
日
本
山
岳
会
Ａ
５
判

四
三
○
ペ
ー
ジ
一
九
七
八
年
九
月

大
修
館
書
店
刊

さ
き
に
日
本
山
岳
会
が
創
立
七
十
周
年
記
念
と
し
て
、
覆
刻
日
本
の
山

岳
名
著
十
八
巻
を
編
集
し
大
修
館
書
店
よ
り
発
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の
大
部

分
が
入
手
困
難
な
稀
襯
本
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
原
本
に
忠
実
に
な
ら

っ
て
覆
刻
し
よ
う
と
す
る
製
作
努
力
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
大
へ
ん
な
好
評

を
得
た
。

今
回
は
そ
の
第
二
期
と
も
い
う
べ
き
続
編
と
し
て
、
日
本
山
岳
会
企
画

編
集
の
も
と
に
二
十
点
・
二
十
九
冊
が
刊
行
さ
れ
、
前
回
と
同
様
日
本
山

岳
会
編
の
解
題
書
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
本
解
題
書
は
第
一
期
の
と
き
よ

り
大
部
の
も
の
と
な
り
、
そ
の
内
容
は
よ
り
豊
富
と
な
っ
て
い
る
が
、
解

題
書
名
と
そ
の
執
筆
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

谷
文
晁
名
山
圖
譜
山
崎
安
治

播
隆
上
人
函
惟
準
鶴
銅
癖
嘩
熊
原
政
男

松
浦
武
四
郎
石
狩
日
誌
吉
田
武
三

図
書
紹
介Ｉ

新
選
覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著
解
題

松
浦
武
四
郎
山
岳
紀
行
六
種
吉
田
武
三

高
島
北
海
欧
州
山
水
奇
勝
宮
下
啓
三

野
中
至
富
士
案
内
大
森
久
雄

河
口
慧
海
西
蔵
旅
行
記
薬
師
義
美

小
島
烏
水
山
水
無
毒
蔵
近
藤
信
行

鹿
子
木
員
信
ヒ
マ
ラ
ヤ
行
雁
部
貞
夫

東
大
山
の
会
編
劔
沢
に
逝
け
る
人
々
渡
辺
公
平

吉
江
喬
松
山
岳
美
観
近
藤
信
行

尾
崎
喜
八
山
の
絵
本
串
田
孫
一

大
島
亮
吉
先
跣
者
望
月
達
夫

毒
僻
白
聴
細
白
頭
山
今
村
正
二

小
島
烏
水
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
の
手
記
島
田
巽

竹
節
作
太
ナ
ン
ダ
・
コ
ッ
ト
登
筆
山
本
良
三

足
立
源
一
郎
山
に
描
く
山
里
寿
男

四
画
届
ｇ
巨
且
・
吊
目
写
の
島
田
巽

二
画
』
厨
月
与
ど
の
翼
○
己
国
四
時
国
國
稗

中
村
清
太
郎
山
岳
礼
拝
近
藤
信
行

以
上
で
あ
る
が
、
『
山
岳
礼
拝
』
は
『
山
岳
渇
仰
』
の
覆
刻
本
で
は
な

く
、
中
村
清
太
郎
の
初
期
の
山
岳
紀
行
を
中
心
に
新
し
く
編
集
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
覆
刻
本
は
十
九
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

各
作
品
の
解
題
が
始
ま
る
前
に
、
串
田
孫
一
「
山
の
本
の
並
ぶ
棚
」
、

山
崎
安
治
「
明
治
以
前
の
山
の
本
と
資
料
」
、
の
二
編
が
載
せ
ら
れ
て
い

る
。
山
崎
氏
の
一
文
は
江
戸
期
の
山
の
本
に
つ
い
て
広
く
解
説
を
加
え
ら
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図書紹介

れ
良
く
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
小
林
義
正
氏
の
『
山
と
書
物
』
の
中
の
数
篇

と
と
も
に
明
治
以
前
の
山
の
書
物
を
読
む
た
め
の
好
適
な
手
引
で
あ
る

宏
甸
／
Ｏ

今
回
の
覆
刻
本
の
特
徴
は
、
江
戸
期
の
書
物
が
四
点
ふ
く
ま
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
『
名
山
図
譜
』
に
つ
い
て
は
そ
の
成
立
と
初
刷
り
本
、
山

の
所
在
地
な
ど
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
二
年
に
国
立
公

園
協
会
の
機
関
誌
に
児
玉
政
介
氏
が
、
「
随
筆
日
本
名
山
図
会
」
と
い
う

表
題
で
、
数
回
に
わ
た
り
図
会
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
山
々
に
つ
い
て
記
述

さ
れ
て
い
る
が
、
初
版
本
の
成
立
な
ど
に
関
し
て
は
余
り
筆
を
加
え
て
い

な
い
。
本
解
題
は
、
川
村
寿
庵
と
文
晁
と
の
か
か
わ
り
か
ら
本
書
の
成
立

の
過
程
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
異
本
を
研
究
の
上
そ
れ
ぞ
れ
の
序
文
な
ど

を
比
較
考
証
し
、
初
版
の
刊
行
年
を
文
化
二
年
正
月
と
断
定
す
る
経
緯
を

詳
述
し
て
い
る
。
山
の
所
在
地
図
表
、
山
の
名
称
・
位
置
・
標
高
の
概
要

の
記
載
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
い
っ
て
も
現
在
で
は
名
山
図
譜
の
最

も
詳
し
い
解
説
で
あ
る
と
い
え
る
。

巻
末
に
付
録
と
し
て
、
『
名
山
図
譜
』
の
序
文
・
肱
文
と
と
も
に
、
『
迦

多
賀
嶽
再
興
記
』
、
『
信
州
鎗
嶽
客
縁
起
』
、
『
石
狩
日
誌
』
、
『
山
岳
紀
行
六

種
』
の
解
読
・
訓
読
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
本
書
の
特
徴
で
あ
り
、

読
者
に
対
す
る
親
切
な
配
慮
が
嬉
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
和
と
じ
本
、
特
に

江
戸
期
の
書
物
は
読
み
づ
ら
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
解
読
が
つ
い

て
い
れ
ば
と
り
つ
き
易
く
、
明
治
以
前
の
本
に
親
し
み
を
も
つ
人
達
も
ふ

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

松
浦
武
四
郎
の
著
書
に
は
、
そ
の
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
吉
田
武
三

氏
が
、
ま
た
小
島
烏
水
の
二
冊
の
書
も
同
様
に
、
近
藤
信
行
・
島
田
巽
両

氏
が
筆
を
と
っ
て
お
ら
れ
、
ま
さ
に
権
威
の
あ
る
解
題
と
な
っ
て
い
る
。

『
先
齪
者
』
の
解
題
も
、
従
来
み
ら
れ
る
憶
い
出
を
主
と
し
た
解
説
で
な

く
、
望
月
達
夫
氏
に
よ
っ
て
、
当
時
の
時
代
背
景
か
ら
編
集
・
内
容
・
装

頓
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

『
劔
沢
に
逝
け
る
人
々
』
の
解
題
執
筆
者
・
渡
辺
公
平
氏
は
、
最
近
惜

し
く
も
長
逝
さ
れ
た
が
、
早
大
山
岳
部
現
役
時
代
に
世
間
を
騒
が
せ
た
こ

の
遭
難
事
故
を
多
く
の
感
慨
を
こ
め
な
が
ら
思
い
起
し
、
解
題
の
筆
を
と

ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
い
く
つ
か
の
疑
惑
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
こ
の
事

故
を
、
そ
の
原
本
で
あ
る
『
銀
嶺
に
輝
く
』
の
一
部
分
を
引
用
し
て
解
説

を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
筆
致
は
、
五
十
年
近
い
昔
の
ミ
ス
テ

リ
ー
に
メ
ス
を
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
登
山
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
の
み
ら

れ
る
今
日
か
ら
顧
み
て
、
登
山
が
社
会
一
般
に
も
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
時
代
に
真
蟄
に
山
登
り
を
つ
づ
け
て
い
た
大
学
山
岳
部
員
の
た
く
ま
し

い
情
熱
を
追
憶
し
、
同
時
代
の
山
の
仲
間
で
あ
っ
た
犠
牲
者
に
深
い
哀
惜

の
念
を
捧
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

昭
和
初
年
の
大
学
山
岳
部
の
活
躍
は
、
度
重
な
る
遭
難
に
も
め
げ
ず
内

地
以
外
の
山
々
に
指
向
さ
れ
て
い
っ
た
。
千
島
、
樺
太
、
台
湾
な
ど
に
遠

征
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
代
表
格
は
昭
和
九
年
の
『
白
頭
山
』
と
、
十

一
年
の
『
ナ
ン
ダ
・
コ
ッ
ト
登
筆
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
報
告
書
の

解
題
は
、
今
村
正
二
・
山
本
良
三
両
氏
に
よ
っ
て
つ
ま
び
ら
か
に
さ
れ
て
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い
る
が
、
特
に
両
篇
と
も
大
正
末
期
か
ら
昭
和
十
一
年
頃
ま
で
の
日
本
登

山
界
の
状
況
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
九
年
か
ら
十
四
、
五
年
頃
ま
で

は
、
第
二
次
大
戦
前
の
日
本
登
山
界
の
黄
金
時
代
で
あ
っ
た
が
、
二
篇
の

解
題
を
併
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
登
山
史
に
お
け
る
重
要
な
時

代
の
背
景
と
流
れ
と
が
理
解
出
来
、
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

さ
ら
に
特
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
宮
下
啓
三
氏
に
よ
る
高
島

北
海
の
『
欧
州
山
水
奇
勝
』
二
巻
の
解
題
で
あ
る
。
型
通
り
北
海
の
生
涯

と
本
書
の
成
立
の
由
来
な
ど
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
あ
と
に
作
品
の
地

理
的
解
題
を
こ
こ
ろ
み
て
い
る
。
四
十
点
の
全
作
品
の
作
画
地
点
分
布
図

を
作
成
し
、
各
図
毎
に
描
か
れ
た
場
所
と
対
象
物
に
つ
い
て
の
解
説
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
北
海
の
娘
婿
の
河
村
幸
次
郎
氏
の
協
力
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
経
験
の
ゆ
た
か
な
宮
下
氏
な
れ
ぱ
こ

そ
の
労
作
で
あ
る
。
ほ
ぼ
解
明
し
つ
く
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
二
、
三
不

明
の
点
が
あ
り
、
一
日
も
早
く
そ
の
空
白
部
分
の
埋
め
ら
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

最
後
に
、
本
題
の
解
題
と
は
少
し
は
な
れ
る
が
、
巻
末
に
記
さ
れ
た

「
覆
刻
制
作
に
つ
い
て
」
と
い
う
大
修
館
書
店
編
集
部
の
小
文
に
も
注
目

し
た
い
。
制
作
の
概
要
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
真
面
目
な
制
作
方

針
の
も
と
に
誠
実
に
原
本
通
り
の
覆
刻
を
実
現
し
よ
う
と
つ
と
め
て
お

り
、
特
に
和
と
じ
本
の
覆
刻
に
つ
い
て
は
そ
の
初
版
本
の
入
手
と
比
較
考

証
に
少
な
か
ら
ぬ
労
苦
を
と
も
な
い
、
軽
薄
な
覆
刻
本
の
多
い
今
日
、
そ

の
良
心
的
な
努
力
に
対
し
て
大
き
な
敬
意
を
表
し
た
い
。

第
一
期
と
あ
わ
せ
て
三
十
八
点
の
山
岳
名
著
が
覆
刻
さ
れ
た
こ
と
は
、

山
岳
害
愛
読
者
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
が
、
こ
う
し
た
日
本
山
岳

会
編
集
の
解
題
書
が
二
冊
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
そ
れ
以
上
に
意
義
が
深

い
。
山
岳
文
学
・
登
山
史
あ
る
い
は
広
く
登
山
文
化
と
い
う
テ
ー
マ
を
研

究
す
る
た
め
に
は
、
欠
く
こ
と
の
出
来
ぬ
教
科
書
で
あ
ろ
う
。

〔
小
谷
隆
一
〕

日
本
山
岳
会
編
四
六
判
三
八
一
ペ
ー
ジ

（
上
巻
）
三
八
六
ペ
ー
ジ
（
下
巻
）
別
刷

写
真
上
下
各
四
ペ
ー
ジ
本
文
中
図
版
多
数

一
九
七
七
年
六
月
（
上
巻
）
同
七
月
（
下

巻
）
白
水
社
刊
定
価
各
二
○
○
○
円

本
書
の
前
身
で
あ
る
『
登
山
技
術
』
全
三
巻
は
、
一
九
六
一
年
五
月
’

七
月
に
か
け
て
、
今
回
と
同
じ
出
版
社
で
あ
る
白
水
社
よ
り
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
十
六
年
を
経
て
、
同
書
の
新
版
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と

は
、
そ
の
間
の
登
山
技
術
の
進
歩
か
ら
み
て
も
、
当
然
の
要
求
で
も
あ

り
、
一
九
七
○
年
代
後
半
の
登
山
技
術
書
と
し
て
、
本
書
刊
行
の
意
義
は

極
め
て
大
き
い
と
い
え
る
。

本
書
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
山
岳
会
で
は
編
集
委
員
会
を
設
け

登
山
技
術
（
上
・
下
）
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て
編
集
を
す
す
め
た
が
、
そ
の
代
表
で
あ
る
金
坂
氏
は
、
こ
の
種
の
技
術

書
の
編
集
に
は
経
験
も
深
く
、
自
ら
も
過
去
に
『
冬
山
技
術
セ
ミ
ナ
ー
』

（
一
九
六
○
年
刊
）
を
刊
行
し
て
お
り
、
最
適
者
で
あ
る
。
他
の
編
集
委

員
・
執
筆
者
も
、
文
部
省
登
山
研
究
所
専
門
調
査
委
員
で
あ
っ
た
り
、
同

研
究
所
の
『
登
山
指
導
者
研
修
会
テ
キ
ス
ト
』
の
編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
た

り
し
た
者
も
多
く
、
現
役
の
登
山
者
と
し
て
の
執
筆
と
し
て
は
、
最
適
メ

ン
バ
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
だ
け
に
「
あ
と
が
き
」
に

〃
本
書
は
登
山
の
中
級
者
、
ま
た
は
指
導
者
の
も
と
に
あ
る
初
心
者
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、
上
級
者
の
復
習
の
た
め
の
教
科
書
と
し
て
も
役
立
つ

も
の
と
自
負
し
て
い
る
。
従
来
の
技
術
書
に
は
、
読
ん
だ
だ
け
で
は
技
術

内
容
が
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
部
分
が
か
な
り
多
く
見
ら
れ
る
が
、
本
書

の
執
筆
は
豊
富
な
指
導
経
験
を
持
つ
現
役
の
登
山
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
点
に
は
遺
漏
な
く
、
な
お
か
つ
そ
の
表
現
に
つ
い
て
は
編
集

委
員
会
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
検
討
し
、
推
敲
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
点
は
読
者
に
お
か
れ
て
も
じ
っ
く
り
と
読
み
と
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
期
待
し
て
い
る
・
″
と
あ
る
と
お
り
、
か
な
り
の
自
信
を
も
っ
て
刊
行

さ
れ
た
あ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

一
般
的
に
み
て
、
分
担
執
筆
に
よ
る
こ
の
種
の
技
術
書
の
編
集
に
な
る

と
、
編
集
者
が
い
か
に
努
力
し
て
も
、
重
復
個
所
が
で
る
反
面
、
重
要
な

部
分
が
抜
け
て
し
ま
う
な
ど
と
い
っ
た
失
敗
を
お
か
し
易
い
。
ま
た
場
合

に
よ
っ
て
は
、
執
筆
者
間
の
見
解
の
相
違
か
ら
内
容
に
矛
盾
し
た
個
所
す

ら
起
り
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
私
は
、
今
回
本
書
の
全
巻
を
通
読
す
る
に

〃

あ
た
り
、
そ
れ
ら
の
点
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、
山
の
危
険
と
い
う
見

地
か
ら
み
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
っ
て
読
ん
で
み
る
こ
と
に
し
た
。
即

ち
、
私
の
さ
さ
や
か
な
登
山
経
験
か
ら
み
て
、
こ
れ
だ
け
は
ど
う
し
て
も

と
り
あ
げ
て
欲
し
い
と
い
う
項
目
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
み
た
わ
け
で
あ

る
（
一
例
を
あ
げ
て
み
る
と
。
…
・
・
冬
季
雪
中
露
営
に
際
し
、
入
山
当
時
の

最
適
地
も
、
そ
の
後
の
多
量
の
降
雪
に
よ
っ
て
危
険
な
場
所
に
な
る
場
合

が
あ
る
。
そ
の
時
に
は
直
ち
に
天
幕
を
移
動
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の

点
が
「
露
営
」
の
項
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
か
、
「
雪
崩
」
の
項
で
と
り
あ

げ
ら
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
主
と
し
て
私
の
過
去
の
失

敗
の
経
験
、
と
く
に
そ
の
時
に
は
気
づ
か
ず
し
て
、
後
に
な
っ
て
考
え
て

み
て
冷
や
汗
が
出
た
よ
う
な
こ
と
な
ど
。
…
：
）
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
部
に
言
葉
た
ら
ず
の
と
こ
ろ
が

な
い
で
は
な
か
っ
た
が
、
先
ず
は
満
足
す
べ
き
内
容
で
、
一
安
心
し
た
次

第
で
あ
る
。

裏
を
返
せ
ば
、
上
下
二
巻
の
限
ら
れ
た
ス
。
ヘ
ー
ス
に
よ
く
こ
れ
だ
け
の

内
容
を
整
然
と
整
理
し
た
も
の
と
感
心
し
た
次
第
で
あ
る
。

元
来
、
登
山
技
術
に
は
、
狭
義
の
意
味
で
の
登
山
技
術
、
例
え
ば
岩
登

り
技
術
、
露
営
技
術
と
い
う
よ
う
な
固
有
の
技
術
と
、
山
の
危
険
、
安
全

限
界
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
危
険
回
避
の
問
題
、
登
山
の
心
構
え
等
と
い

っ
た
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
メ
ン
タ
ル
な
面
で
の
広
義
の
技
術
が
あ

る
。
前
者
を
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
す
れ
ば
、
後
者
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
い
う

こ
と
も
で
き
、
グ
ラ
フ
で
書
け
ば
縦
軸
と
横
軸
の
関
係
に
あ
る
と
も
い
え
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る
。
こ
の
他
に
、
気
象
で
あ
る
と
か
、
地
質
で
あ
る
と
か
、
医
学
で
あ
る

と
か
い
っ
た
面
も
、
広
い
意
味
で
の
技
術
と
考
え
れ
ば
、
三
次
元
に
も
四

次
元
に
も
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
く
る
わ
け
で
、
こ
れ
を
平
面
的
に
分
担

し
て
執
筆
し
て
い
こ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
か
ら
大
変
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
書
で
は
「
あ
と
が
き
」
に
も
見
ら
れ
る
通
り
、
こ

の
点
を
充
分
に
検
討
し
て
編
集
方
針
を
出
し
て
い
る
。
即
ち
、
〃
い
つ
い

か
な
る
場
合
に
も
無
事
に
山
か
ら
下
り
て
こ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
登
山
者

は
体
力
・
技
術
の
他
に
、
優
れ
た
判
断
力
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〃

と
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
危
険
回
避
の
問
題
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
担
項
目
に
お
い
て
全
執
筆
者
が
最
優
先
す
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
た
と
あ
り
、
〃
「
登
山
の
危
険
」
と
い
う
独
立
し
た
項
目
は
除
い

て
あ
る
の
は
、
登
山
中
に
現
わ
れ
る
危
険
、
そ
の
判
断
や
回
避
の
仕
方
に

つ
い
て
は
、
全
項
目
に
わ
た
っ
て
で
き
る
だ
け
、
具
体
的
に
詳
し
く
執
筆

す
る
こ
と
に
し
た
″
と
あ
る
。

こ
の
編
集
方
針
は
適
切
で
あ
り
、
且
つ
内
容
表
現
に
つ
い
て
も
、
編
集

委
員
会
で
推
敲
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
わ
か
り
易
い
。
た
だ
欲
を

云
え
ば
、
紙
面
の
関
係
で
止
む
を
得
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
最
近

の
大
き
な
集
団
登
山
な
ど
の
場
合
、
リ
ー
ダ
ー
の
安
全
限
界
の
判
断
材
料

と
し
て
、
医
学
、
気
象
、
通
信
等
は
、
重
要
な
情
報
提
供
源
で
も
あ
る
の

で
、
正
し
い
利
用
法
を
収
録
し
て
欲
し
か
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
山
登
り

の
個
人
適
性
の
問
題
に
ふ
れ
れ
ば
、
心
理
学
や
医
学
の
項
は
必
要
で
も
あ

る
し
、
体
力
を
つ
け
る
た
め
の
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
各
論
が
と
り
あ
げ

も

ら
れ
て
い
な
が
ら
、
大
き
な
項
目
の
医
学
の
点
が
省
略
さ
れ
て
い
る
点
も

片
手
落
ち
の
気
も
す
る
。

こ
れ
ら
省
略
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
は
、
出
来
れ
ば
序
論
で
す
こ
し
詳

し
く
ふ
れ
て
欲
し
か
っ
た
し
、
参
考
文
献
名
に
つ
い
て
も
、
技
術
書
で
あ

る
の
で
、
各
論
で
も
う
少
し
詳
し
く
つ
っ
こ
ん
で
調
べ
た
い
人
の
た
め

に
、
と
り
あ
げ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
と
く
に
本
書
の
旧
版

に
詳
し
く
出
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
そ
の
点
関
連
を
も
た
せ
て
お
く
方
が
読

者
に
と
っ
て
親
切
で
あ
っ
た
と
思
う
。

籾
て
、
次
に
主
要
な
項
目
に
つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
て
み
た
い
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
的
に
も
、
本
書
の
中
心
を
な
す
、
「
山
歩
き
」
、
「
積
雪
期

登
山
」
、
「
岩
登
り
技
術
」
、
「
山
ス
キ
ー
」
、
「
露
営
」
等
、
狭
義
の
意
味
で

の
登
山
技
術
の
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
筆
者
が
、
自
分
の
豊
富
な
経
験
を

も
と
に
、
全
力
投
球
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
大
い
に
参
考
に
な
る
。
と
く
に

基
礎
的
技
術
に
つ
い
て
は
、
昔
も
今
も
変
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
が
、

こ
の
こ
と
は
登
山
技
術
の
基
本
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い

る
。

し
ば
ら
く
第
一
線
を
離
れ
て
い
る
私
自
身
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
興
味

深
く
読
ん
だ
個
所
は
、
氷
雪
技
術
や
、
岩
登
り
に
つ
い
て
の
最
新
技
術
の

紹
介
で
あ
る
。
岩
登
り
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
チ
ョ
ッ
ク
の
技
術
な

ど
、
日
本
で
も
も
う
少
し
普
及
し
て
も
よ
く
、
用
具
の
進
歩
（
十
二
本
爪

の
出
っ
歯
の
ア
イ
ゼ
ン
と
二
重
靴
の
使
用
）
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ァ
ッ
ク
ス
技

術
や
、
ス
ク
リ
ュ
ー
型
ア
イ
ス
・
ピ
ト
ン
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
ピ
レ
ー
技
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術
な
ど
、
最
近
の
ア
ル
プ
ス
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
壁
を
こ
な
し
て
い
る
技
術

の
解
説
は
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。

「
確
保
論
」
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ビ
レ
ー
の
基
礎
理
論
と
し
て
今
更
述

べ
る
迄
も
な
く
、
著
名
な
理
論
で
あ
る
。
素
人
に
は
い
さ
さ
か
難
解
な
式

で
は
あ
る
も
の
の
、
本
書
に
は
欠
か
せ
な
い
内
容
の
一
つ
と
い
え
る
。

「
雪
崩
」
に
つ
い
て
は
、
理
論
・
実
践
の
両
面
で
の
エ
ク
ス
パ
ー
ト
と
し

て
、
日
本
雪
氷
学
会
の
理
事
で
も
あ
る
筆
者
の
右
に
出
る
者
は
あ
る
ま

い
。
本
書
の
中
で
も
も
っ
と
も
読
み
ご
た
え
の
あ
る
章
で
あ
る
。
積
雪
の

性
状
か
ら
ス
ト
レ
ス
、
雪
崩
の
発
生
機
構
に
つ
い
て
、
雪
崩
判
断
の
諸
条

件
、
積
雪
の
安
定
条
件
と
、
初
心
者
に
も
わ
か
り
易
い
解
説
は
、
一
気
に

読
者
を
引
き
こ
ま
せ
る
。
と
く
に
二
八
七
’
三
二
二
頁
に
か
け
て
の
「
遭

難
予
防
の
問
題
点
」
の
項
は
、
登
山
者
に
対
し
て
の
実
用
的
記
述
で
あ

り
、
筆
者
の
豊
富
な
体
験
に
も
と
ず
く
、
数
々
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
貴
重

な
内
容
で
あ
る
。
「
あ
と
が
き
」
で
、
筆
者
が
〃
十
数
年
間
の
間
隔
を
お

い
て
登
山
技
術
書
を
編
集
し
て
み
て
、
最
も
残
念
に
思
う
こ
と
は
、
雪
崩

の
初
歩
的
遭
難
が
さ
っ
ぱ
り
減
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
体
を
使
っ
て
覚
え

る
技
術
は
確
か
に
向
上
し
た
よ
う
に
見
う
け
る
。
し
か
し
雪
崩
そ
の
他
の

高
度
の
判
断
力
を
要
す
る
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
ス
面
で
は
、
い
ま
の
登
山
者
の

平
均
レ
ヴ
ェ
ル
は
あ
ま
り
向
上
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
憂
慮
さ
れ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
登
山
界
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
諸
賢
の
再
考
に

期
待
し
た
い
〃
と
い
み
じ
く
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
雪
崩
の
初
歩
的
遭

難
が
後
を
立
た
な
い
こ
と
を
憂
慮
さ
れ
、
心
血
を
注
い
で
執
筆
さ
れ
た
筆

者
の
気
持
ち
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
巻
頭
の
「
序
論
」
が
、
本
書
の
中
で
最
も
大
切
な

章
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
筆
者
は
先
ず
「
登
山
技
術
と
は
」

と
題
し
て
登
山
技
術
の
定
義
か
ら
入
り
、
各
論
で
は
天
候
、
体
力
、
経

験
、
装
備
、
情
報
、
危
険
の
項
に
分
け
て
解
説
し
て
い
る
が
、
「
体
力
」

の
項
で
は
サ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
の
根
性
を
養
っ
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
を
述

べ
、
体
調
の
問
題
で
は
、
ボ
デ
ィ
タ
イ
ム
を
紹
介
し
て
い
る
。
特
に
後
者

に
つ
い
て
は
、
筆
者
自
身
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
実
験
し
た
デ
ー
タ
を
公

表
し
て
の
解
説
で
あ
り
、
興
味
深
い
。
よ
く
山
で
体
調
が
悪
い
こ
と
を
経

験
す
る
が
、
こ
の
デ
ー
タ
を
み
て
今
迄
余
り
関
心
の
な
か
っ
た
体
内
時
計

に
つ
い
て
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
章
の
最
後
に
あ
る
「
危
険
」
の
項
も
、
本
書
の
中
で
最
も
重
要
な

部
分
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
遭
難
を
偶
然
性
の
面
か
ら
分
類
し
て
、
必
然
発

生
的
遭
難
と
偶
然
発
生
的
遭
難
に
分
け
、
〃
前
者
は
、
山
を
よ
く
知
り
、

登
山
者
の
山
に
お
け
る
体
調
や
心
理
状
態
、
そ
の
変
化
や
能
力
限
界
、
こ

う
い
っ
た
も
の
を
よ
く
知
り
、
無
理
を
お
さ
え
る
こ
と
に
よ
り
予
防
で
き

る
が
、
後
者
は
い
く
ら
山
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
遭
難
に
至
る
、
ア
ク

シ
デ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
事
故
で
あ
る
・
″
と
説
明
し
て
い

る
。

し
か
し
偶
然
発
生
的
遭
難
例
と
し
て
あ
げ
た
〃
偶
然
の
機
会
に
岩
角
に

け
つ
ま
ず
い
て
転
落
し
た
よ
う
な
遭
難
″
の
例
示
は
不
適
当
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
れ
が
登
山
中
に
偶
然
地
震
に
で
も
遭
っ
た
と
い
う
の
な
ら
ば
止

205



む
を
得
な
い
が
、
岩
角
に
け
つ
ま
ず
い
て
転
落
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
偶
然

発
生
と
は
い
い
難
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
達
の
山
登
り
に
お
い
て

は
、
常
に
次
の
一
歩
を
ど
う
お
く
か
に
全
力
を
傾
注
す
べ
き
な
の
で
あ

る
。
言
葉
尻
を
と
ら
え
る
よ
う
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
山
登
り
と
は
そ
う
い

う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
筆
者
は
、
遭
難
を
避
け
る
た
め
に
は
、
登
山
者
は
常
に
、
自
分

と
危
険
と
の
間
に
い
つ
も
間
隔
を
あ
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
間
隔

が
「
余
裕
」
で
あ
る
と
し
て
、
「
余
裕
」
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
い
る
。

即
ち
〃
登
山
者
の
体
力
、
技
価
、
装
備
な
ど
の
総
合
力
に
よ
っ
て
、
登
山

者
が
行
動
で
き
る
範
囲
は
お
の
ず
か
ら
定
っ
て
く
る
。
そ
の
ギ
リ
ギ
リ
の

限
界
が
危
険
限
界
線
で
あ
り
、
こ
れ
を
突
破
す
れ
ば
遭
難
が
お
こ
る
。

次
に
登
山
者
が
い
つ
で
も
安
全
に
行
動
で
き
る
範
囲
の
限
界
を
安
全
限
界

線
と
す
る
。
こ
の
両
限
界
線
の
問
に
間
隔
が
あ
る
限
り
余
裕
が
確
保
さ
れ

る
の
で
行
動
は
安
全
と
い
え
る
・
″
と
し
て
、
最
後
に
〃
登
山
行
動
に
お

け
る
余
裕
の
と
り
方
は
登
山
者
自
身
の
責
任
に
お
い
て
行
う
。
そ
の
幅
の

決
定
は
自
由
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
に
責
任
を
も
つ
の
は
決
定
し
た
者
自

身
で
あ
る
。
こ
れ
が
登
山
に
お
け
る
ル
ー
ル
の
一
つ
で
あ
り
、
一
見
し
た

と
こ
ろ
、
ず
い
ぶ
ん
ル
ー
ズ
な
ル
ー
ル
で
あ
る
が
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て

は
こ
れ
ほ
ど
厳
し
い
ル
ー
ル
は
あ
る
ま
い
〃
と
結
ん
で
い
る
。

筆
者
の
云
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
は
私
に
も
解
り
す
ぎ
る
程
解
る
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
誤
解
を
招
く
お
そ
れ
が
な
い
で
も
な
い
。
心
配

の
あ
ま
り
安
全
の
美
名
の
も
と
に
、
余
裕
を
大
き
く
と
り
す
ぎ
れ
ば
、
安

逸
を
む
さ
ぼ
る
こ
と
に
な
り
、
静
観
に
名
を
借
り
て
怠
惰
な
登
山
者
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
は
、
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ア
ー
と
し
て
の
登
山
か
ら
は
離
れ

て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
登
山
の
側
面
か
ら
み
れ
ば
、
体
力
、

技
術
、
情
報
分
析
力
等
の
総
合
力
で
安
全
限
界
を
拡
大
し
て
い
き
、
い
か

に
し
て
危
険
限
界
線
す
れ
す
れ
に
ま
で
、
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ア
ー
の
領
域

を
拡
大
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
余

裕
を
無
限
少
に
近
ず
け
る
努
力
が
大
切
だ
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
よ
り
困

難
な
山
や
ル
ー
ト
を
克
服
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
危
険
限
界
と
紙
一

重
に
迄
安
全
限
界
を
拡
大
し
て
い
か
な
け
れ
ば
難
か
し
い
場
合
が
多
い
の

で
あ
る
。

し
か
し
私
達
は
山
登
り
で
の
死
は
い
か
な
る
場
合
で
も
敗
北
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
、
敗
北
の
要
素
を
少
し
で
も
含
む
よ
う
な
登
山
は
し
て
は
な

ら
な
い
と
す
ら
考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
の
余
裕
を
無
限
少
に
近
ず
け
る

努
力
で
あ
る
か
ら
大
変
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
登
山
者

は
常
に
精
進
を
怠
た
る
こ
と
な
く
、
い
か
な
る
努
力
を
も
惜
し
ま
な
い
筈

で
あ
る
。
し
か
し
世
の
中
に
は
、
真
の
危
険
を
知
ら
ず
に
こ
の
よ
う
な
危

険
限
界
に
ま
で
近
ず
い
て
成
功
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
な
い
で
は
な
い
。
こ

れ
な
ど
は
た
と
え
成
功
し
た
と
し
て
も
、
僥
倖
と
し
か
い
い
よ
う
が
な

い
。
と
く
に
自
分
の
僥
倖
を
僥
倖
と
し
て
知
る
こ
と
な
く
過
し
て
し
ま
う

こ
と
は
、
恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
余
裕
論
の
最
後
に
、
一
言
こ
の
点
を

つ
け
加
え
て
欲
し
か
っ
た
。

な
お
、
用
語
統
一
の
点
で
は
、
注
釈
を
つ
け
る
な
ど
し
て
、
種
々
と
苦
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図書紹介

デ
ィ
ー
レ
ン
フ
ル
ト
著
福
田
宏
年
訳

合
判
三
五
六
ペ
ー
ジ
一
九
七
八
年

八
月
白
水
社
刊
定
価
三
二
○
○
円

も
う
だ
い
ぶ
以
前
の
こ
と
だ
が
、
一
九
六
一
年
二
月
の
は
じ
め
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
の
出
版
社
か
ら
部
厚
い
一
冊
の
本
が
送
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
こ
に
注
文
し
た
覚
え
も
な
い
の
に
と
思
い
な
が
ら
包
み
を
開
け
て
み
る

と
、
出
て
き
た
の
が
デ
ィ
ー
レ
ン
フ
ル
ト
の
『
ロ
①
Ｈ
口
昌
庸
國
ご
二
》

九
六
○
年
）
、
は
さ
ま
れ
た
カ
ー
ド
に
は
「
著
者
の
命
に
よ
り
献
呈
す
る
」

と
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
に
は
ほ
ん
の
数
回
の
文
通
を
し
て
い
た
が
、
そ
ん
な
自
分
に

労
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
二
三
○
頁
に
は
「
新
雪
表
層
雪
崩
」
と

い
っ
た
言
葉
が
と
び
だ
し
て
い
る
。
勿
論
こ
れ
で
も
誤
り
で
は
な
く
、
意

味
も
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
で
き
れ
ば
「
雪
崩
」
の
項
で
の
分
類
に
従
っ

て
統
一
し
て
欲
し
か
っ
た
。
用
語
の
索
引
を
つ
く
る
こ
と
は
大
変
な
作
業

を
必
要
と
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
用
語
の
統
一
を
は
か
る
た
め
に
も
是
非

つ
く
っ
て
欲
し
か
っ
た
。

〔
松
田
雄
一
〕

ヒ
マ
ラ
ャ
ー
第
三
の
極
地

ま
で
新
著
作
を
、
と
感
謝
し
、
さ
っ
そ
く
に
礼
状
を
し
た
た
め
た
。
で

も
、
通
り
一
遍
の
も
の
で
は
と
思
い
、
い
く
つ
か
の
私
見
を
加
え
た
。
そ

の
一
つ
は
、
巻
末
の
初
登
頂
リ
ス
ト
の
最
後
に
、
第
五
十
八
番
と
し
て
ト

リ
ヴ
ォ
ー
ル
（
一
九
六
○
年
八
月
十
七
日
）
が
入
っ
て
い
る
な
ら
、
同
じ

日
に
初
登
頂
さ
れ
た
ノ
シ
ャ
ッ
ク
（
七
四
八
五
ｍ
、
京
都
大
学
学
士
山
岳

会
）
を
五
十
九
番
と
し
て
追
加
す
べ
き
で
す
と
い
っ
て
や
っ
た
。
同
教
授

は
、
そ
の
登
山
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
登
山
記
録

の
斡
旋
を
た
の
む
、
と
折
り
返
し
い
っ
て
き
た
。
日
本
と
の
距
離
は
あ
る

し
、
そ
の
初
登
頂
の
こ
ろ
は
校
正
に
入
っ
て
い
た
と
思
う
か
ら
、
ノ
シ
ャ

ッ
ク
の
脱
落
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
。
私
は
登
頂
者
の
酒
井
敏
明
氏
か
ら
英

文
の
報
告
を
も
ら
い
、
す
ぐ
に
転
送
し
た
が
、
こ
れ
に
は
デ
イ
教
授
に
た

い
へ
ん
喜
ん
で
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
来
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
か
、
デ
イ
教
授
は
毎
年
、
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
・

ク
Ｅ
－
ｌ
ク
」
を
送
っ
て
く
れ
、
私
は
そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
そ

し
て
十
数
年
、
一
九
七
五
年
四
月
末
に
ス
イ
ス
の
友
人
か
ら
教
授
の
計
報

を
受
け
取
っ
た
。
次
い
で
し
ば
ら
く
し
て
、
ザ
ル
ッ
ブ
ル
ク
の
子
息
の
ノ

ー
マ
ン
・
デ
ィ
ー
レ
ン
フ
ア
ー
ス
氏
か
ら
死
亡
通
知
が
届
い
た
。
自
分
に

と
っ
て
は
、
一
度
は
会
っ
て
お
く
べ
き
人
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
周
知
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
同
年
代
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
の

大
家
が
三
人
い
た
。
こ
の
デ
イ
教
授
（
一
八
八
六
’
一
九
七
五
年
）
と
マ

ル
セ
ル
・
ク
ル
ッ
（
一
八
八
七
’
一
九
六
七
年
）
は
ス
イ
ス
、
ケ
ー
ス
・

メ
イ
ス
ン
（
一
八
八
七
’
一
九
七
六
年
）
は
イ
ギ
リ
ス
で
、
称
し
て
御
三
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家
。
そ
れ
に
わ
が
国
の
深
田
久
弥
（
一
九
○
三
’
一
九
七
一
年
）
を
加
え

れ
ば
、
四
天
王
と
い
え
よ
う
か
。
い
ず
れ
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
登
山
隊
を
率
い

た
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
測
量
や
調
査
に
従
事
し
た
、
実
地
の
経
験
豊
か

な
碩
学
た
ち
で
あ
っ
た
。
著
わ
さ
れ
た
著
作
か
ら
う
か
が
え
る
研
究
法

は
、
ク
ル
ッ
と
メ
イ
ス
ン
は
編
年
史
的
、
デ
ィ
ー
レ
ン
フ
ル
ト
は
山
群
中

心
、
そ
し
て
深
田
は
一
山
一
項
主
義
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
デ
イ
教
授
は
す
で
に
一
九
五
二
年
に
昌
匡
日
胃
旨
ｇ
呼
置

を
公
に
し
、
そ
の
邦
訳
『
第
三
の
極
地
』
（
諏
訪
多
・
横
川
共
訳
、
朋
文

堂
）
も
一
九
五
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
だ
が
、
原
書
に
は
一
九
五
三
年
の

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
初
蓋
頂
の
記
事
が
入
ら
ず
、
あ
と
で
別
冊
補
遺
で
補
わ
れ

た
。
だ
か
ら
本
文
で
は
、
登
ら
れ
た
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
は
わ
ず
か
に

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
み
で
、
そ
れ
は
早
晩
、
改
訂
さ
れ
る
運
命
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
し
て
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
初
登
頂
の
あ
と
、
一
九
五
○
年
代
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
は
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
の
初
登
頂
を
中
心
に
、
い
わ
ゆ
る
「
黄
金

時
代
」
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
年
表
に
は
次
々
と
新
し
い
記
録
が
書
き
加

え
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
九
六
○
年
ま
で
に
は
十
四
座
の
八
○
○
○
メ
ー
ト

ル
峰
の
う
ち
、
十
三
座
ま
で
が
登
ら
れ
、
あ
と
は
中
国
領
内
の
シ
シ
ャ
・

パ
ン
マ
（
ゴ
ザ
イ
ン
タ
ン
）
を
残
す
だ
け
だ
っ
た
。
デ
イ
教
授
は
そ
こ
を

区
切
り
に
、
旧
著
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
新
し
い
著
作
を
書
き
下
ろ
す
こ
と

に
す
る
。
旧
著
の
改
訂
増
補
と
か
、
第
二
版
で
は
、
新
し
い
内
容
・
登
山

記
録
を
十
二
分
に
盛
り
込
め
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た

の
が
本
書
で
あ
る
。
旧
著
は
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
峰
を
高
度
順
に
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
か
ら
並
べ
た
の
に
対
し
、
こ
の
新
著
は
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
山

群
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
最
後
は
カ
ラ
コ
ル
ム
と
、
東
か
ら
西
へ
と
山
群
ご

と
に
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
新
著
が
出
た
当
時
、
国
内
で
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
者
に
多
大
の
刺
激

を
与
え
、
ま
た
、
た
い
へ
ん
に
重
宝
が
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
私
も
そ

の
中
に
挿
入
さ
れ
た
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
の
新
し
い
地
図
か
ら
重
大
な

ヒ
ン
ト
を
得
て
、
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
級
の
無
名
峰
を
発
見
し
、
の
ち
に

そ
れ
を
偵
察
・
試
登
し
、
テ
ィ
リ
ッ
ォ
・
ヒ
マ
ー
ル
と
命
名
し
た
。
そ
れ

か
ら
十
五
年
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
よ
う
や
く
登
山
を
許
可
す
る
よ
う
に
な

っ
て
、
今
年
、
一
九
七
九
年
の
春
に
仲
間
た
ち
が
頂
上
に
立
っ
た
。

で
も
原
書
の
本
文
で
は
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅳ
峰
の
と
こ
ろ
に
一
九
五
三

年
の
京
大
学
士
山
岳
会
の
記
録
が
一
言
半
句
も
な
い
と
か
、
ま
た
、
本
文

中
に
Ｋ
・
今
西
（
今
西
錦
司
）
と
Ｔ
・
今
西
（
今
西
寿
雄
）
が
マ
ナ
ス
ル

の
項
に
あ
る
の
に
、
索
引
に
は
Ｔ
・
今
西
し
か
な
い
と
か
、
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
、
日
本
の
事
情
に
疎
い
と
い
う
よ
う
な
不
満
が
若
干
残
っ
た
。

し
か
し
同
書
は
、
未
完
に
終
わ
っ
た
ク
ル
ッ
の
も
の
を
別
に
す
る
と
、

メ
イ
ス
ン
の
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
と
共
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
基
本
テ
キ
ス
ト
と
し

て
座
右
に
お
く
べ
き
、
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
す
ぐ
に
で
も
翻
訳
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
十
数
年
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
も
「
鉄
の
時
代
」
、
よ
り
困
難
な

「
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
」
の
時
代
を
経
て
、
い
ま
や
、
少
数
精
鋭
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に
よ
る
短
期
決
戦
の
「
ア
ル
プ
ス
型
」
登
山
の
時
代
に
入
っ
て
き
た
。
そ

れ
ら
の
登
山
記
録
を
加
え
て
、
再
び
大
増
補
・
改
訂
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
の
中
で
、
今
更
と
い
う
声
も
あ
ろ
う
が
、
一
時
代
を
画
す
る
黄

金
時
代
ま
で
を
簡
潔
に
ま
と
め
上
げ
た
労
作
は
、
や
は
り
、
邦
訳
さ
れ
て

よ
か
っ
た
と
思
う
し
、
日
本
の
登
山
文
化
史
の
上
で
も
、
意
義
あ
る
も
の

と
い
え
よ
岸
フ
。

本
訳
書
で
は
、
原
著
の
地
質
概
要
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
山
の

高
度
は
原
著
の
ま
ま
だ
が
、
現
在
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
で
は
新
し
い
高
度
が

用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
地
図
だ
け
で
は
原
著
と
は
別
の
、
新
し
い
も
の

が
作
図
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
本
文
の
標
高
を
そ
の
ま
ま
信
用
し
て
は

な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
巻
末
の
初
登
頂
一
覧
表
は
一
九
六
○
年
の
ト
リ
ヴ

ォ
ー
ル
で
終
わ
っ
て
い
る
た
め
、
本
訳
書
で
は
馬
場
勝
嘉
氏
の
手
に
よ
っ

て
一
九
七
七
年
ま
で
が
追
加
さ
れ
、
親
切
な
表
と
な
っ
た
。
た
だ
、
上
述

の
よ
う
に
、
五
十
九
番
に
ノ
シ
ャ
ッ
ク
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

戸
姉
／
Ｏ

最
後
に
、
人
名
や
地
名
を
カ
タ
カ
ナ
に
直
す
の
は
た
い
へ
ん
厄
介
な
も

の
だ
が
、
本
訳
書
の
「
カ
ラ
コ
ル
ー
ム
」
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
原

書
で
は
「
尿
胃
鼻
ｏ
日
日
」
と
、
ｕ
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
記
号
が
お
い
て
あ

る
。
語
源
の
ト
ル
コ
語
を
知
ら
な
い
で
い
う
の
だ
が
、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
あ
る
母
音
は
、
ど
う
し
て
も
長
音
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。
ど
う

も
、
メ
イ
ス
ン
の
「
カ
ラ
コ
ラ
ム
」
を
意
識
し
て
、
デ
イ
教
授
は
あ
え
て

ア
ク
セ
ン
ト
記
号
を
使
っ
た
よ
う
に
思
う
の
だ
が
。
…
．
．
。
だ
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
日
本
の
慣
用
も
あ
る
こ
と
だ
し
、
「
カ
ラ
コ
ル
ム
」
で
よ
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
チ
ェ
レ
ル
兄
弟
、
Ａ
・
ロ
ッ
ホ
な
ど
、

本
訳
書
と
同
一
の
出
版
社
の
刊
行
物
で
あ
る
メ
イ
ス
ン
の
邦
訳
『
ヒ
マ
ラ

ヤ
』
と
、
多
少
の
対
照
は
必
要
で
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

〔
薬
師
義
美
〕

片
山
全
平
著
四
六
判
三
二
九
ペ
ー
ジ

一
九
七
八
年
七
月
ス
キ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル

社
刊
定
価
一
二
○
○
円

全
平
さ
ん
が
素
晴
し
い
本
を
出
さ
れ
た
（
片
山
氏
、
片
山
さ
ん
、
で
は

ど
う
も
し
っ
く
り
こ
な
い
。
失
礼
だ
が
全
平
さ
ん
と
呼
ば
せ
て
い
た
だ
き

た
い
）
。
東
京
の
各
新
聞
社
の
運
動
部
の
記
者
で
、
山
担
当
の
人
は
何
人

か
い
る
。
そ
の
中
に
は
学
生
時
代
大
学
山
岳
部
で
本
格
的
な
登
山
を
し
て

き
た
人
も
多
い
。
し
か
し
そ
う
い
っ
て
は
な
ん
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
が
新
聞

記
者
に
な
り
き
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
私
な
ど
本
当
に
お
つ
き
あ
い
出
来

な
い
場
合
が
多
い
。
そ
れ
が
む
し
ろ
当
然
な
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
点
全
平

さ
ん
は
、
山
の
仲
間
と
し
て
つ
き
合
え
る
人
で
あ
る
。
と
い
う
と
全
平
さ

ん
は
新
聞
記
者
で
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
う
い
う
意

ヒ
マ
ラ
ヤ
取
材
記

I
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味
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
短
く
説
明
し
に
く
い
し
、
本
題
か
ら
そ
れ
て
し

ま
う
の
で
止
め
る
が
、
そ
れ
は
全
平
さ
ん
の
こ
の
処
女
出
版
を
熟
読
し
て

い
た
だ
け
ば
十
分
に
理
解
出
来
る
と
思
う
。

昨
年
（
昭
和
五
十
三
年
）
の
六
月
、
北
海
道
支
部
十
周
年
記
念
の
ペ
テ

ガ
リ
岳
登
山
で
、
珍
し
く
こ
う
い
っ
た
集
り
に
参
加
し
た
全
平
さ
ん
は
、
、

頂
上
に
立
つ
と
長
い
あ
い
だ
腰
を
下
ろ
し
て
静
か
に
日
高
の
山
波
を
眺
め

て
い
た
と
、
後
で
同
行
者
か
ら
聞
い
た
。
な
ぜ
全
平
さ
ん
が
、
ペ
テ
ガ
リ

岳
の
頂
上
で
皆
が
下
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
後
も
立
ち
去
り
が
た
い
よ
う

な
気
持
だ
っ
た
か
、
そ
の
胸
中
を
さ
っ
し
て
い
た
人
は
同
行
者
の
中
で
も

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

本
書
の
圧
巻
で
あ
る
「
遭
難
記
」
を
読
め
ば
、
三
十
八
年
と
い
う
長
い

歳
月
を
経
て
、
亡
兄
と
対
談
を
し
て
い
た
に
相
違
な
い
全
平
さ
ん
の
感
慨

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
昭
和
十
五
年
一
月
、
ペ
テ
ガ
リ
岳
を
ね

ら
っ
た
北
大
山
岳
部
の
札
内
川
で
の
雪
崩
遭
難
は
、
当
時
早
稲
田
の
現
役

だ
っ
た
私
な
ど
も
ひ
ど
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
が
、

八
人
の
遭
難
者
の
一
人
が
、
全
平
さ
ん
の
す
ぐ
上
の
兄
の
片
山
純
吉
氏
で

あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
片
山
家
は
不
幸
が
相
次
い
で
い
た
。
全
平
さ
ん
の
長
兄
も
、

す
ぐ
下
の
幼
い
弟
も
相
次
い
で
亡
く
な
り
、
そ
れ
に
続
い
た
一
番
親
し
く

し
て
い
た
次
兄
純
吉
氏
の
ペ
テ
ガ
リ
岳
の
遭
難
は
、
多
感
な
中
学
生
だ
っ

た
全
平
さ
ん
を
ゆ
り
動
か
し
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
一
編
は
こ
れ
ま
で
の

山
の
書
物
に
は
見
ら
れ
な
い
異
色
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、

爪
生
卓
造
氏
も
序
文
で
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
た
文
芸
作
品
の
境

に
達
し
て
読
む
も
の
の
胸
を
打
つ
・

本
書
は
、
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
取
材
記
」
、
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
」
、
「
中
国
の
登
山

史
」
、
「
あ
の
頃
の
登
山
」
、
「
遭
難
記
」
の
五
章
に
分
か
れ
て
い
る
。
「
ヒ

マ
ラ
ヤ
取
材
記
」
は
、
著
者
が
一
九
七
○
年
、
日
本
山
岳
会
の
エ
ベ
レ
ス

ト
登
山
隊
の
取
材
に
行
っ
た
と
き
の
レ
ポ
ー
ト
で
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
ー
の

「
老
人
と
海
」
に
結
び
つ
け
た
松
方
三
郎
隊
長
と
の
出
会
い
が
印
象
的
で

あ
る
。
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
」
で
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
現
況
を
く
わ
し
く

述
べ
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
と
の
比
較
か
ら
、
そ
の
将
来
の
見
通
し
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
記
者
と
し
て
、
登
山
だ
け
に
し

ぼ
ら
ず
、
広
い
角
度
か
ら
の
論
評
で
、
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。
「
中
国

の
登
山
史
」
は
、
近
く
予
定
さ
れ
て
い
る
日
本
山
岳
会
の
北
側
か
ら
の
エ

ベ
レ
ス
ト
登
山
と
ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
、
中
国
の
登
山
界
に
つ
い

て
の
く
わ
し
い
分
析
で
、
現
在
こ
れ
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
論
文
は
ほ
か
に
見

当
ら
な
い
。

よ
く
、
新
聞
記
者
は
足
で
書
く
、
と
い
わ
れ
る
が
、
山
の
記
事
は
足
だ

け
で
は
書
け
な
い
。
そ
の
前
に
ま
ず
自
分
で
十
分
資
料
を
と
と
の
え
、
研

究
し
、
頭
に
た
た
き
こ
ん
だ
上
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
全
平
さ
ん
の
記

事
は
、
い
ず
れ
も
そ
う
い
っ
た
前
提
の
上
に
な
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
、

そ
れ
だ
け
に
正
確
で
あ
り
、
本
書
は
後
世
に
残
る
山
の
書
物
と
い
え
る
。

〔
山
崎
安
治
〕
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北
大
山
の
会
朝
比
奈
英
三
編
Ａ
５
判

四
五
七
ペ
ー
ジ
写
真
二
七
葉
（
モ
ノ
ク

ロ
）
昭
和
五
十
四
年
一
月
北
大
山
の

会
刊
非
売
品

一
読
し
て
「
夢
」
を
想
い
、
再
読
し
て
「
史
」
を
垣
間
見
、
三
読
し
て

「
異
」
を
感
じ
た
誌
で
あ
っ
た
。

思
う
に
、
北
大
山
岳
部
と
は
何
と
地
の
利
に
恵
れ
た
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。
未
知
性
と
原
始
に
富
ん
だ
峯
の
連
な
る
北
の
山
並
で
、
彼
ら
は

遺
憾
な
く
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
続
け
て
き
た
。
さ
ら
に
、
北
海

道
と
い
う
本
州
か
ら
あ
る
程
度
の
距
離
を
置
い
て
い
る
地
は
、
独
自
な
山

登
り
を
行
な
う
上
で
幸
い
し
て
い
た
と
思
う
の
は
、
評
者
の
一
人
よ
が
り

で
あ
ろ
う
か
。

目
指
す
対
象
が
未
知
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
登
る
者
の
内
に
自
ら
「
夢
」

が
育
く
ま
れ
て
い
く
。
未
知
性
、
独
自
性
、
夢
、
そ
れ
ら
は
北
大
山
岳
部

に
あ
っ
て
は
三
位
一
体
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

「
夢
」
の
な
い
山
登
り
な
ん
て
気
の
抜
け
た
ビ
ー
ル
の
よ
う
な
も
の
だ
。

こ
の
誌
の
行
間
か
ら
は
、
「
夢
」
イ
コ
ー
ル
「
山
に
登
る
お
も
し
ろ
さ
」

が
惨
み
出
て
い
る
。

北
大
山
岳
部
五
十
周
年
記
念
誌

「
史
」
、
こ
の
誌
の
第
一
に
意
図
す
る
所
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
こ
こ
に

あ
ろ
う
。
北
大
山
岳
部
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
五
十
年
の
歩
み
を
垣
間

見
、
評
者
に
は
そ
れ
が
「
陶
冶
と
創
造
の
場
」
の
形
成
に
あ
っ
た
よ
う
に

思
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
誌
に
は
北
大
山
岳
部
に
育
っ
た
者
達
の
山
登
り
が
生
き
生
き
と
蘇

っ
て
い
る
。
五
十
年
の
歩
み
を
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
編
者
は
単
に
史

料
を
提
示
す
る
に
留
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
く
山
登
り
と
い
う
行
為

そ
の
も
の
に
対
し
、
現
代
の
、
未
知
の
そ
れ
ら
を
間
う
て
い
る
の
だ
と
思

ア
『
〃
○

「
異
」
を
感
じ
た
と
い
う
の
は
、
評
者
の
所
属
す
る
早
大
山
岳
部
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
感
じ
た
と
い
う
意
で
あ
る
。
北
大
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
恥
言
う
べ
き
日
高
山
脈
の
中
に
、
奇
し
く
も
北
大
と
早
大
が
同
じ
く

目
指
し
た
山
が
あ
る
。
・
ヘ
ラ
ガ
リ
岳
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
山
へ
の
登
り

方
に
よ
り
両
者
の
差
異
が
鮮
や
か
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。

北
大
は
、
昭
和
十
五
年
一
月
、
ペ
テ
ガ
リ
の
頂
き
を
目
指
し
た
部
員
十

紹
中
八
名
が
コ
イ
カ
ク
シ
ュ
サ
ッ
ナ
イ
の
渓
谷
に
於
い
て
雪
崩
に
遭
遇

し
、
若
き
命
を
失
な
っ
た
一
大
事
故
を
乗
り
越
え
、
昭
和
十
八
年
一
月
、

渡
辺
良
一
、
今
村
昌
耕
、
佐
藤
弘
、
荘
田
幹
夫
、
上
杉
寿
彦
の
五
氏
の
少

数
精
鋭
が
、
イ
グ
ル
ー
に
よ
る
ラ
ッ
シ
ュ
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
を
も
っ
て
ペ
テ

ガ
リ
岳
の
厳
冬
期
初
登
頂
に
成
功
す
る
。

そ
し
て
早
大
は
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
、
小
島
六
郎
監
督
の
も
と
村
木

潤
次
郎
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
、
大
が
か
り
な
そ
し
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
極
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地
法
に
よ
っ
て
、
ペ
テ
ガ
リ
の
東
側
に
派
生
す
る
長
大
な
東
尾
根
を
辿

り
、
厳
冬
期
の
第
二
登
を
果
し
た
の
で
あ
る
。

北
大
は
こ
の
早
大
の
第
二
登
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
の
か
。
そ

れ
を
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
神
谷
正
明
氏
の
「
直
登
沢
へ
」
か
ら
見
る

１
』
」
、

「
こ
の
戦
後
の
日
高
山
脈
の
幕
あ
け
に
ふ
さ
わ
し
い
記
録
に
対
し
て
、

『
ス
キ
ー
を
駆
使
し
て
自
由
に
沢
を
歩
き
、
小
人
数
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
登

山
を
得
意
と
し
た
北
大
山
岳
部
の
行
き
方
』
と
は
た
だ
『
異
質
な
も
の
』

（
北
大
山
の
会
編
『
日
高
山
脈
』
一
九
七
○
年
、
茗
渓
堂
）
と
し
て
と
ら

え
て
い
る
だ
け
で
、
そ
こ
か
ら
何
物
も
汲
み
取
っ
て
は
い
な
い
」

と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

ラ
ッ
シ
ュ
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
と
極
地
法
、
山
登
り
に
於
け
る
集
団
と
個

人
、
そ
し
て
合
宿
山
行
と
個
人
山
行
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
両
者

の
。
ヘ
テ
ガ
リ
岳
は
非
常
に
興
味
深
い
素
材
に
な
ろ
う
。
そ
の
様
な
こ
と

を
、
こ
の
誌
を
読
ん
で
感
じ
た
。

評
者
は
現
在
、
早
大
山
岳
部
六
十
周
年
記
念
『
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
』
第

十
二
号
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
誌
は
非
常
に
意
義
あ
る
示
唆

を
与
え
て
く
れ
た
。
特
に
「
北
大
山
岳
部
年
表
」
に
は
た
だ
た
だ
、
編
者

の
労
作
に
頭
の
下
が
る
思
い
だ
っ
た
。

そ
し
て
ま
た
、
「
キ
ン
ヤ
ン
・
キ
ッ
シ
ュ
北
峯
に
全
員
初
登
頂
」
と
い

う
北
大
山
岳
部
の
快
挙
を
報
じ
る
新
聞
に
接
し
、
さ
ら
に
輝
か
し
い
将
来

の
発
展
を
信
じ
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
限
定
版
非
売
品
の
た
め
書
店
に
出
回
る
機
会
も
少
な
い
こ
と

を
考
え
、
以
下
に
そ
の
目
次
を
記
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

＊
巻
頭
の
辞

＊
北
海
道
に
お
け
る
ス
キ
ー
登
山
の
発
達
：
：
・
伊
藤
秀
五
郎

＊
恵
迪
寮
旅
行
部
の
思
い
出
・
・
・
…
田
口
鎮
雄

＊
山
岳
部
創
立
の
こ
ろ
の
回
想
：
・
・
・
山
口
健
児

＊
山
岳
部
創
立
前
後
の
札
幌
近
郊
の
登
山
・
…
：
坂
本
直
行

＊
冬
の
石
狩
岳
・
…
：
伊
藤
秀
五
郎
・
和
辻
広
樹

＊
幌
尻
岳
ス
キ
ー
肇
山
…
・
・
須
藤
宣
之
助

＊
幌
尻
岳
・
イ
ド
ン
ナ
ッ
プ
岳
・
カ
ム
イ
エ
ク
ウ
チ
カ
ウ
シ
山
…
…
中
野
征
紀

相
川
修

＊
一
月
の
石
狩
連
峯
・
…
・
・
徳
永
正
雄

＊
忠
別
川
糊
行
…
…
石
橋
恭
一
郎

＊
さ
す
ら
い
の
日
高
・
・
・
…
山
口
淳
一

＊
大
雪
山
十
日
の
物
語
り
…
…
矢
野
実

＊
座
談
会
北
大
山
岳
部
五
十
年
の
歩
み

＊
冬
の
ペ
テ
ガ
リ
岳
：
．
．
：
林
和
夫

＊
冬
期
十
勝
岳
・
大
雪
山
縦
走
・
…
・
・
木
崎
甲
子
郎

＊
直
登
沢
へ
。
…
・
・
神
谷
正
明

＊
北
大
山
岳
部
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
…
：
渡
辺
興
亜

＊
マ
ッ
キ
ン
レ
！
：
…
越
前
谷
幸
平

＊
現
役
た
ち
の
山
：
…
・
伏
島
信
治

＊
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ア
イ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
山
’
五
十
周
年
記
念
登
山
Ｉ
…

木
村
俊
郎

＊
北
大
山
岳
部
に
お
け
る
登
山
合
宿

ワ1ワ、
白▲~ノ
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・
戦
前
の
合
宿
・
・
・
・
：
朝
比
奈
英
三

・
戦
時
中
の
合
宿
・
…
・
・
山
田
真
弓

・
戦
後
数
年
間
の
合
宿
：
：
：
鮫
島
惇
一
郎

・
昭
和
三
十
年
前
後
の
合
宿
…
：
・
西
信
博

・
昭
和
三
十
四
’
四
十
年
頃
の
合
宿
：
．
．
：
鶴
巻
大
陸

・
昭
和
四
十
年
以
後
の
合
宿
。
：
…
高
橋
一
穂

＊
遭
難
小
史
ｌ
北
大
山
岳
部
に
お
け
る
…
・
・
・
橋
本
誠
二
・
橋
本
正
人
・
小
林

年
・
神
谷
晴
夫

＊
山
の
歌
…
…
渡
辺
良
一

＊
ヘ
ル
ヴ
ェ
チ
ア
・
ヒ
ュ
ッ
テ
の
二
十
五
年
・
…
・
・
山
崎
春
雄

＊
ヘ
ル
ヴ
ェ
チ
ア
・
ヒ
ュ
ッ
テ
建
設
お
ぼ
え
書
き
…
…
ア
ー
ノ
ル
ド
・
グ
ブ
ラ
ー

＊
芦
別
岳
北
尾
根
の
池
…
…
鈴
木
限
三

＊
山
好
き
の
弁
．
：
・
・
・
奥
村
敬
次
郎

＊
男
沢
先
生
と
南
札
内
分
教
場
：
…
・
有
馬
純

＊
知
床
の
木
下
さ
ん
…
。
：
三
角
享

＊
豊
似
川
の
大
庭
さ
ん
：
…
・
松
村
雄

＊
冬
山
合
宿
中
の
思
い
出
…
…
犬
飼
哲
夫

＊
冬
期
登
山
の
は
じ
め
．
．
・
・
・
・
加
納
一
郎

＊
北
大
山
岳
部
と
私
：
．
…
原
田
準
平

＊
創
立
夜
明
け
前
の
思
い
出
．
．
…
渡
辺
千
尚

＊
山
小
屋
の
ピ
ッ
ケ
ル
．
．
…
・
原
忠
平

＊
熊
・
…
・
山
県
浩

＊
部
と
私
と
・
・
…
佐
々
保
雄

＊
グ
ブ
ラ
ー
さ
ん
と
私
・
・
・
・
・
・
金
光
正
次

＊
北
大
山
岳
部
の
雰
囲
気
・
・
…
豊
田
春
満

＊
五
十
年
の
追
憶
：
…
・
安
田
一
次

吉
沢
一
郎
他
編
三
七
セ
ン
チ
×
二
六
セ
ン

チ
本
文
三
四
二
頁
索
引
等
八
頁
う
ち

地
図
は
全
体
図
四
古
地
図
二
（
一
頁
）
部

分
図
二
三
一
九
七
八
年
十
二
月
学
習
研

究
社
刊
定
価
二
一
、
○
○
○
円

学
研
が
、
日
本
山
岳
地
図
集
成
二
冊
に
続
い
て
出
版
を
始
め
た
、
世
界

山
岳
地
図
集
成
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
編
に
続
く
第
二
編
が
、
こ
の
カ
ラ
コ
ル
ム
・

ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
編
で
あ
る
。

監
修
に
吉
沢
一
郎
氏
、
編
集
委
員
に
は
そ
の
吉
沢
氏
の
ほ
か
、
諏
訪
多

栄
蔵
、
高
木
泰
夫
、
宮
森
常
雄
、
田
村
俊
介
の
四
氏
が
あ
た
り
、
執
筆
陣

に
は
、
こ
の
委
員
に
加
え
て
、
さ
ら
に
望
月
達
夫
氏
、
雁
部
貞
夫
氏
、
沖

＊
峠
・
山
・
氷
河
：
。
…
東
晃

＊
日
高
で
…
．
：
鮫
島
惇
一
郎

＊
わ
が
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
魅
力
…
。
：
佐
伯
富
男

＊
ボ
ケ
ポ
ケ
人
生
…
：
西
村
豪

＊
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
犬
た
ち
・
・
・
・
・
・
伏
見
硯
二

＊
写
真
・
ス
ケ
ッ
チ
説
明

＊
北
大
山
岳
部
年
表
一
九
二
六
’
一
九
七
六

世
界
山
岳
地
図
集
成

カ
ラ
コ
ル
ム
・
ヒ
ン
ズ
ｉ
ク
シ
ュ
編

’

〔
竹
中
昇
〕
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允
人
氏
な
ど
総
勢
四
十
六
名
の
有
力
メ
ン
バ
ー
を
日
本
全
国
か
ら
よ
り
す

ぐ
っ
た
豪
華
な
も
の
だ
。
こ
れ
ら
の
各
氏
は
日
本
の
山
岳
界
の
優
れ
た
リ

ー
ダ
ー
達
で
あ
り
、
筆
の
立
つ
人
た
ち
ば
か
り
で
あ
る
う
え
、
対
象
山
城

に
対
し
て
は
そ
の
登
山
活
動
を
推
進
し
、
研
究
を
と
り
ま
と
め
る
日
本
の

中
心
機
関
で
あ
り
母
胎
で
あ
っ
た
「
カ
ラ
コ
ル
ム
・
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
会

議
」
の
主
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
会
議
が
先
般
解
散
し
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
と
の
書
は
、
そ
の
会
議
が
岳
界
に
残
し
た
記
念
碑
的
書
籍
で

あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

本
の
内
容
は
、
地
図
と
写
真
そ
し
て
文
章
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
こ

の
山
域
ま
で
は
る
ば
る
と
遠
征
に
出
か
け
る
登
山
隊
に
目
的
地
の
く
わ
し

い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
と
、
そ
の
遠
征
を
よ
り
有
意
義
で
収
穫
の
多
い

も
の
に
す
る
よ
う
、
こ
の
地
方
の
自
然
と
文
化
に
つ
い
て
も
く
わ
し
い
解

説
が
あ
る
。
本
の
題
名
に
も
な
っ
て
い
る
、
地
図
の
集
成
は
、
本
に
は
縮

尺
が
示
し
て
な
い
が
約
十
八
万
分
一
の
部
分
図
と
そ
の
索
引
と
も
な
る
全

体
図
と
し
て
ま
と
め
て
あ
る
。
く
わ
し
い
こ
と
は
判
ら
な
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
、
関
連
諸
国
の
公
式
、
非
公
式
の
基
本
図
や
、
外
国
探
検
隊
、
登
山

隊
の
作
っ
た
地
図
、
日
本
隊
の
作
っ
た
資
料
や
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
も
と

に
し
て
集
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
地
域
を
概
観
す
る
た
め
に
も
、
あ
る
い
は
こ
の
地
に
登
山
を
行
う

た
め
に
も
、
今
後
、
こ
の
書
は
、
ま
ず
ひ
も
と
き
検
討
す
べ
き
最
重
要
の

害
と
し
て
の
地
位
を
穫
得
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

登
山
史
、
探
検
史
は
、
地
域
ご
と
の
概
観
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
ご

と
の
く
わ
し
い
も
の
も
あ
り
、
外
国
隊
の
古
典
的
探
査
の
記
録
図
の
ビ
ア

フ
ォ
ー
氷
河
や
バ
ル
ト
ロ
氷
河
の
図
も
、
原
色
で
縮
小
図
と
し
て
掲
載
し

て
あ
る
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
美
し
い
山
々
の
自
然
景
観
や
、
民
族
の
文

化
景
観
の
写
真
が
と
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
て
、
眼
で
見
る
地
誌
、
美
し
い

写
真
集
と
し
て
も
価
値
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
山
域
に
関
し

て
世
界
で
も
最
も
く
わ
し
い
と
い
え
る
人
達
の
作
っ
た
本
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
解
説
や
地
図
の
内
容
に
は
相
当
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
い
は
ず
で

あ
り
、
評
者
な
ど
が
言
を
は
さ
む
余
地
な
ど
ど
こ
に
も
残
っ
て
い
な
い
。

た
だ
評
者
も
、
地
図
作
り
に
つ
い
て
は
す
こ
し
ぱ
か
り
経
験
が
あ
る
の

で
、
そ
の
立
場
か
ら
地
図
の
内
容
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
体
裁
に
つ
い
て

気
の
つ
い
た
こ
と
を
、
す
こ
し
ぱ
か
り
記
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

総
縮
尺

全
体
図
は
、
全
域
が
二
百
万
分
一
、
地
方
図
が
百
五
十
万
一
と
縮
尺
の

表
示
が
あ
る
が
、
集
成
図
の
主
体
を
な
す
部
分
図
は
、
二
十
三
面
と
も

縮
尺
の
表
示
が
な
い
。
そ
こ
で
各
図
に
示
し
て
あ
る
バ
ー
・
ス
ケ
ー
ル
の

十
六
キ
ロ
を
物
指
で
測
っ
て
み
た
。
最
大
の
も
の
が
八
八
・
四
ミ
リ
、
最

小
が
八
七
・
九
ミ
リ
で
、
八
八
・
○
が
十
面
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

製
版
カ
メ
ラ
で
原
図
を
縮
小
す
る
と
き
に
、
こ
の
十
六
キ
ロ
を
八
八
ミ
リ

に
セ
ッ
ト
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
大
き
い
縮
尺
だ
っ
た
原
図

を
、
版
面
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
い
ち
ば
ん
大
き
い
も
の
を
採
用
し
た
た

め
で
あ
ろ
う
が
、
縮
尺
を
計
算
す
る
と
十
八
万
千
八
百
十
八
分
一
と
な

る
。
こ
の
部
分
図
の
二
十
三
面
こ
そ
こ
の
本
の
メ
イ
ン
だ
と
す
る
と
、
そ
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の
縮
尺
は
き
ち
ん
と
二
十
万
分
一
あ
た
り
に
し
て
、
表
題
に
そ
れ
を
表
示

す
べ
き
で
あ
っ
た
。
す
く
な
く
と
も
十
八
万
分
一
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
経
度
・
緯
度
を
示
す
線
の
長
さ
と
、
地
球
の
緯
度
ご
と
の
平
行

圏
お
よ
び
子
午
線
の
弧
長
か
ら
も
計
算
し
て
み
た
が
、
最
大
十
八
万
分

一
、
最
小
十
九
万
分
一
と
な
っ
た
。
ま
た
、
全
体
図
（
二
百
万
分
一
）
で

同
様
な
こ
と
を
や
っ
て
み
る
と
、
東
側
で
縮
尺
が
大
き
く
西
側
が
小
さ
い

（
一
度
に
つ
き
マ
イ
ナ
ス
一
・
三
ｌ
プ
ラ
ス
○
・
三
ミ
リ
）
よ
う
す
が
測

定
さ
れ
、
正
し
く
製
図
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
製
版
カ
メ
ラ
の
フ
ィ
ル

ム
面
と
図
面
が
正
し
く
平
行
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

霧
位
置

地
図
の
記
録
性
の
主
対
象
は
、
地
点
の
水
平
位
置
に
あ
る
。
そ
こ
で
、

い
く
つ
か
の
山
岳
に
つ
い
て
、
そ
の
図
上
位
置
を
周
囲
の
経
緯
線
か
ら
読

み
と
っ
て
み
た
。
結
果
は
第
一
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
図
上
プ
ラ

ス
マ
イ
ナ
ス
○
・
二
ミ
リ
は
許
容
誤
差
、
ま
あ
、
○
・
五
ミ
リ
ま
で
は
紙

の
伸
縮
と
印
刷
技
術
か
ら
や
む
を
得
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
関
係
も

合
わ
せ
て
示
し
た
。
た
だ
こ
の
場
合
に
、
後
に
の
べ
る
文
位
が
不
適
切

で
、
計
測
を
ま
ち
が
え
た
ら
し
い
も
の
も
出
た
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ

る
。

畿
文
位

地
名
や
説
明
の
文
字
を
総
称
し
て
注
記
と
言
う
が
、
そ
の
注
記
の
対
象

物
と
の
関
係
位
置
を
文
位
と
言
う
。
こ
れ
が
正
し
く
な
さ
れ
な
い
と
、
そ

の
文
字
が
地
図
上
の
ど
の
地
点
、
ど
の
地
域
、
ど
の
線
状
物
体
を
指
し
示

し
て
い
る
か
判
ら
な
か
っ
た
り
、
誤
解
さ
れ
た
り
し
て
、
正
し
い
情
報
伝

達
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
五
万
分
一
や
二
万
五
千
分
一
の
標
高
数
値
は
、
三
角
点
や
標
高

点
記
号
の
真
横
、
左
や
右
側
に
接
近
し
て
水
平
字
列
で
示
さ
れ
、
山
名
は

そ
の
上
方
に
字
列
の
中
央
部
が
山
の
中
央
部
の
上
に
く
る
よ
う
に
お
か
れ

る
の
が
原
則
で
あ
る
。
米
軍
図
式
（
Ａ
Ｍ
Ｓ
マ
ッ
プ
）
で
は
、
数
字
列
の

角
の
と
こ
ろ
で
地
点
に
沿
え
る
や
り
か
た
、
言
い
か
え
る
と
、
地
点
に
水

平
線
を
引
い
て
、
そ
の
線
に
字
列
の
上
縁
か
下
縁
を
沿
わ
せ
る
や
り
方
を

と
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
の
約
束
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
式
で
き
ち
ん

と
定
め
て
お
き
、
そ
の
こ
と
を
表
示
し
て
お
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

地
点
の
位
置
で
も
の
べ
た
よ
う
に
、
ラ
カ
ポ
シ
の
場
合
は
、
ラ
カ
ポ

シ
、
ハ
ラ
モ
シ
ュ
山
群
の
図
で
は
、
ラ
カ
ポ
シ
の
字
が
Ｐ
Ｋ
二
七
の
字
の

真
上
に
あ
り
、
七
七
八
八
の
字
も
、
そ
の
三
角
印
の
左
側
に
近
接
し
て
示

し
て
あ
り
、
フ
ン
ザ
の
図
で
は
、
七
七
八
八
の
標
高
だ
け
が
Ｐ
Ｋ
二
七
の

三
角
の
西
隣
の
三
角
印
の
下
方
に
示
し
て
あ
り
、
経
度
で
一
分
の
差
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
他
の
資
料
で
知
っ
て
い
る
人
は
と
も
か
く
、
初
め
て
接

す
る
人
は
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
迷
う
は
ず
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
数
の
抽
出

チ
ェ
ッ
ク
で
こ
う
い
っ
た
も
の
が
出
た
こ
と
は
、
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る

ア
ハ
ノ
Ｏ

鯵
地
形
表
現
な
ど

全
体
図
は
シ
ェ
ー
デ
ィ
ン
グ
だ
け
、
部
分
図
は
、
尾
根
を
太
い
線
で
示
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第一表山頂位匠の読みとり表

｜

｜
’

名 ヂｲｽﾃｲギﾙ･ｻｰﾙK山 2 ガッシャブルムI

標 高 ｜

位 置

ｊｔｆ８６８
＄

５２く１，５８８
ｐ

７輿
ｊｔｆＯ７４

１
６２／ｋｌｎ８６０

１
８、ｊｔｆＯ５２

１
８２くｎｌｌｌ６

Ｊ
８

経度 緯度

76.30'51〃 35.43'30〃 |鶏”
緯度

35.52ﾉ55〃

経度

76.41ﾉ48〃

経度

75.11ﾉ20〃

刀分1

体図

200

全

″
』

８
″

１
３

３
２
５
十

げ
く

３ ″
，

８
″

０
３

〃
４
３
－
げ
く

７ ″
、
ノ

３
〃

４
３

Ｊ
１
上

娼
十
序
く

３ ″
』

９
″

２
６

シ
’

１
く

○

６３ ″
、
ノ

０
０

２
士

１
く

１

八

○

５７″
』

４
″

２
４

Ｉ
２
４
一
び
く

７

万分1 36.19'21〃 75。'''16〃
本の折目で計測不能 本の折目で計測不能

方図 （-14"） （－4"）

150

地

’
P

ﾄ

約18万分1

部分図

″
、
ノ

Ｆ
Ｄ
ノ

５
１

皿
－

５
く

◎

５３ ″
』

４
″

５
３

Ⅳ
十
３
く

○

６７ ″
、
ノ

Ｑ
）
″

勺
上
Ｔ
Ｌ

ｆ
３
１

句
色
ノ

則
畏
利
上

げ
一

３
く

″
Ｊ

１
〃

１
７

Ⅳ
３
４
｜
げ
く

７ ″
』

２
″

４
７

〃
＋

１
く

○

６３ ″
Ｊ

２
〃

１
８

ｒ
一

１
く

。

５７

’

ナンガ.パルバットラカポシ コョ ・ゾム
｜

’
名 ’山

標 7,788m(25,550ft)高 6,872m 8,125m(26,660ft)

鱈 I
｜ 緯度経度 経度緯度

36･08ﾉ39〃

経度

74｡31ﾉ26〃

緯度

不
位

明 35.14'21〃 74.35/21〃

36･08ﾉ43〃 74.29′28〃 36o43'37〃 73.13ﾉ55〃 35.13ﾉ51〃

（＋4"） （－1ﾉ58"） （-30"）I
200万分l

全体図

″
、
ノ

４
詮
″

ハ
リ
庁
イ

ゲ
１
３
’

74。

「

０妬
地
万分l

方図

36･08ﾉ36〃

（－3"）

″
Ｊ

Ｏ
″

２
８

ｙ
’
２
く

。

４７ ″
、
ノ

勺
上
″

５
０

“
３
３
｜
鞭
く

７″
ｊ

９
″

４
１

部
３
１
－
ぴ
く

３″８０
〃４１

口

３７″７２
Ｊ４４

０

６３

ラカポシ，ハラモシュ
山群

36･08'40〃 74o29'19〃

（－3"） （－9"） 36.43ﾉ38" 73･14/43" 35｡15'06"
（＋45"）

フンザ

36.01'11〃 74.28ﾉ29〃

(－6'54"） （－1'01"）

約18万分1

部分図

74o

（

″
』

２
″

２
９

“
５
３
’

弧長1′と30〃の縮尺化した長さ

、平行圏 1/200万 ］/150万 ］/18万
1' |1,52L7mq76mm1.01mma45m'o

、|子午線| '/200万| '/'50万’ 1/'8万
1' 1,84a8m10.92mm1L23mm1 10.3mm

30'' ？608,0.38mm1051mm1423mm 30"| 92"mlO46mmlq62mm1 5｣mm
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図書紹介

す
、
い
わ
ゆ
る
カ
ム
カ
ル
テ
方
式
と
シ
ェ
ー
デ
ィ
ン
グ
方
式
の
併
用
で
あ

り
、
そ
の
シ
ェ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
も
、
氷
雪
部
の
青
と
地
面
の
茶
の
二
色
使

い
わ
け
で
、
現
地
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
意
欲
的
で
は
あ
る
が
、
尾
根

線
が
シ
ェ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
立
体
感
を
殺
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

シ
ェ
ー
デ
ィ
ン
グ
だ
け
で
は
、
図
に
し
ま
り
が
無
く
な
る
よ
う
で
不
安
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
図
の
し
ま
り
に
は
岩
壁
地
の
表
現
に
意
を
尽
す
こ
と

の
ほ
う
が
、
内
容
も
よ
り
く
わ
し
く
豊
富
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
良
か
つ

た
と
思
う
。

せ
っ
か
く
の
十
八
万
分
一
と
い
う
縮
尺
で
あ
る
か
ら
、
古
地
図
や
外
国

隊
の
地
図
、
日
本
隊
の
資
料
や
写
真
を
用
い
て
、
該
当
す
る
山
地
を
で
き

る
だ
け
く
わ
し
く
表
現
し
て
欲
し
か
っ
た
。
岩
壁
形
、
氷
河
の
ク
レ
バ
ス

の
分
布
、
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
の
位
置
、
堆
石
堤
の
形
状
、
表
面
堆
石
の

状
況
な
ど
、
こ
の
書
中
に
示
さ
れ
た
写
真
か
ら
も
、
詳
し
い
地
図
を
作
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
部
分
的
に
す
ご
く
く
わ

し
い
と
こ
ろ
と
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
が
ま
だ
ら
に
な
っ
て
、
体
裁
の
悪

い
地
図
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
評
者
は
、
そ
う
い
う
地
図
こ
そ
意
味

が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら
行
こ
う
と
す
る
隊
が
、
そ
う
し
た
こ
れ
ま

で
の
探
検
隊
、
登
山
隊
の
業
績
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
記
録
の
空
白
部
を
埋

め
て
行
く
こ
と
に
、
自
分
達
の
遠
征
の
意
義
や
使
命
感
を
見
出
す
こ
と
に

も
な
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
う
し
た
行
動
を
通
し
て
、
そ
う
し
た
地
図
が
よ

り
完
全
な
も
の
へ
と
前
進
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
登
山
界
全
体
に
と
っ
て

も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
だ
。

カ
ラ
コ
ル
ム
は
、
カ
ラ
コ
ラ
ム
と
も
ス
ペ
ル
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
本

耆
内
の
古
地
図
内
に
も
そ
の
注
記
が
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
い
ろ
い
ろ
地
名

に
つ
い
て
の
解
説
は
あ
っ
て
も
、
こ
の
大
き
い
名
前
の
こ
と
は
あ
ま
り
に

あ
り
ふ
れ
た
問
題
で
あ
る
た
め
か
、
そ
の
説
明
が
ど
こ
に
も
み
あ
た
ら
な

い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
本
を
開
い
て
、
あ
る
い
は
外
国
書
と
く
ら
べ
た
場

合
（
イ
ン
ド
測
量
局
は
カ
ラ
コ
ラ
ム
を
用
い
て
い
る
）
、
気
に
す
る
人
が

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
五
百
沢
智
也
〕
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◇
七
月
理
事
会
七
月
十
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
大
森

（
久
）
、
皆
川
、
鈴
木
、
大
森
（
薫
）
、
倉
知
、
黒
石
、
越
田
、
牧
野
内
、
片
岡
、

金
坂
、
松
丸
、
近
藤
、
小
原

▽
議
事
・
報
告

一
、
稲
門
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊
推
薦
状
交
付
の
件

二
、
支
部
長
交
代
の
件

三
、
ル
ー
ム
休
室
の
件

四
、
青
年
懇
談
会
報
告
の
件

五
、
山
研
運
営
・
医
療
・
学
生
部
・
自
然
保
護
・
集
会
・
山
岳
細
集
委
員
会
報
告

の
件

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
○
号
参
照
）

◇
九
月
理
事
会
九
月
十
一
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
高
遠
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
大
森
（
久
）
、

鈴
木
、
黒
石
、
田
村
、
牧
野
内
、
嵯
峨
野
、
片
岡
、
浜
野
、
山
崎
、
小
原

▽
議
事
・
報
告

一
、
一
九
五
三
年
度
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
総
会
出
席
代
表
の
件

二
、
科
学
研
究
委
員
会
設
置
の
件

三
、
自
然
保
護
・
海
外
連
絡
・
図
書
・
山
研
運
営
・
高
所
登
山
・
集
会
委
員
会
報

告
の
件

四
、
青
年
懇
談
会
報
告
の
件

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
七
月
、
Ｊ
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
六
月

会
務
報
告

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
一
号
参
照
）

◇
十
月
理
事
会
十
月
十
六
日
（
″
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
中
川
、
大
森
（
久
）
、
黒
石
、

越
田
、
田
村
、
牧
野
内
、
嵯
峨
野
、
浜
野
、
片
岡
、
金
坂
、
松
丸
、
小
原

▽
議
事
・
報
告

一
、
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
推
薦
の
件

二
、
科
学
研
究
委
員
会
発
足
の
件

三
、
学
生
部
ガ
ル
ワ
ル
ヒ
マ
ラ
ャ
登
山
隊
一
九
七
九
の
計
画
の
件

四
、
会
計
状
況
中
間
報
告
の
件

五
、
山
研
運
営
・
集
会
・
高
所
登
山
・
指
導
・
図
書
・
会
報
編
集
・
支
部
委
員
会

報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
二
号
参
照
）

◇
十
一
月
評
議
貝
会
十
一
月
六
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
浜
野
、
山
崎
、
金
坂
、
松
丸
、
近
藤
、
小
原
、

大
野
、
織
内
、
太
田
、
渡
辺
、
山
本
、
水
野
、
中
村

▽
議
事

一
、
名
誉
会
員
推
薦
の
件

◇
十
一
月
理
事
会
十
一
月
六
日
（
月
）
ル
ｉ
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
高
遠
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
大
森
（
久
）
、

皆
川
、
鈴
木
、
黒
石
、
越
田
、
田
村
、
片
岡
、
浜
野
、
山
崎
、
松
丸
、
近
藤

▽
議
事
・
報
告

一
、
大
阪
外
国
語
大
学
カ
ラ
コ
ル
ム
学
術
遠
征
隊
（
一
九
八
○
）
推
薦
状
交
付
の

件
二
、
評
議
員
会
報
告
の
件

三
、
山
研
運
営
・
図
書
・
山
岳
編
集
・
海
外
連
絡
・
高
所
登
山
・
集
会
委
員
会
報

告
の
件
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会務報告

四
、
婦
人
・
青
年
懇
談
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
三
号
参
照
）

◇
支
部
長
会
議
十
二
月
二
日
（
土
）
ル
ー
ム

出
席
者
望
月
、
折
井
、
大
塚
（
北
海
道
）
、
佐
藤
（
岩
手
）
、
柴
田
（
秋
田
）
、

後
藤
（
山
形
）
、
伊
達
（
宮
城
）
、
河
上
（
福
島
代
理
）
、
藤
島
（
越
後
）
、
蒲
生

（
信
濃
代
理
）
、
大
沢
（
山
梨
）
、
山
本
（
静
岡
）
、
中
世
古
（
東
海
代
理
）
、
中

田
（
富
山
）
、
松
井
（
岐
阜
）
、
今
西
（
関
西
）
、
野
口
（
東
九
州
）

▽
議
事

一
、
会
務
報
告
の
件

二
、
支
部
活
動
報
告
の
件

◇
＋
二
月
理
事
会
十
二
月
四
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
高
遠
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
大
森
（
久
）
、

鈴
木
、
黒
石
、
越
田
、
牧
野
内
、
嵯
峨
野
、
浜
野
、
山
崎
、
金
坂
、
小
原

▽
議
事
・
報
告

一
、
ヒ
ラ
リ
ー
卿
を
囲
む
会
開
催
の
件

二
、
昭
和
五
十
四
年
度
年
次
晩
餐
会
会
場
の
件

三
、
支
部
長
会
議
報
告
の
件

四
、
山
研
運
営
・
指
導
・
学
生
・
図
書
・
海
外
連
絡
・
自
然
保
護
・
集
会
・
高
所

登
山
委
員
会
報
告
の
件

五
、
婦
人
懇
談
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
四
号
参
照
）

◇
一
月
理
事
会
一
月
十
一
日
（
木
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
鈴
木
、

黒
石
、
越
田
、
田
村
、
嵯
峨
野
、
片
岡
、
浜
野
、
金
坂
、
松
丸
、
小
原

▽
議
事
・
報
告

一
、
昭
和
五
十
四
年
度
予
算
案
作
成
の
件

二
、
海
外
連
絡
・
遭
難
対
策
・
山
研
・
集
会
委
員
会
報
告
の
件

三
、
青
年
・
婦
人
懇
談
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
五
号
参
照
）

◇
二
月
理
事
会
二
月
五
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
大
森

（
久
）
、
皆
川
、
鈴
木
、
大
森
（
薫
）
、
黒
石
、
越
田
、
田
村
、
片
岡
、
浜
野
、

山
崎
、
近
藤
、
小
原
、
中
村

▽
議
事
・
報
告

一
、
昭
和
五
十
四
年
度
総
会
日
程
の
件

二
、
新
選
覆
刻
日
本
の
山
岳
名
著
の
件

三
、
各
委
員
会
事
業
計
画
（
案
）
と
予
算
（
案
）
の
件

四
、
青
年
懇
談
会
報
告
の
件

五
、
高
所
登
山
・
医
療
・
科
学
研
究
・
図
書
・
集
会
・
海
外
連
絡
委
員
会
報
告
の

件

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
六
号
参
照
）

◇
三
月
理
事
会
三
月
五
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
大
森

（
久
）
、
皆
川
、
鈴
木
、
大
森
（
薫
）
、
倉
知
、
黒
石
、
越
田
、
片
岡
、
浜
野
、

金
坂
、
松
丸
、
近
藤
、
小
原
、
中
村
、
山
崎

▽
議
事
・
報
告

一
、
法
政
大
学
ラ
ム
ジ
ュ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
登
山
隊
推
薦
状
交
付
の
件

二
、
昭
和
五
十
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認
の
件

三
、
昭
和
五
十
四
年
度
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件

四
、
青
年
・
婦
人
懇
談
会
報
告
の
件

五
、
山
日
記
編
集
・
海
外
連
絡
・
自
然
保
護
・
海
外
連
絡
・
科
学
研
究
・
山
岳
編

集
・
集
会
・
図
書
委
員
会
報
告
の
件
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（
詳
細
は
「
山
」
四
○
七
号
参
照
）

◇
三
月
評
議
員
会
三
月
二
十
三
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
浜
野
、
山
崎
、
金
坂
、
近
藤
、
小
原
、
織
内
、

太
田
、
山
本
、
松
田
、
水
野
、
中
村

▽
議
事

一
、
昭
和
五
十
四
年
度
役
員
（
理
事
・
監
事
）
候
補
者
推
薦
の
件

二
、
総
会
提
出
議
案
承
認
の
件

◇
四
月
理
事
会
四
月
十
六
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
高
遠
、
小
倉
、
中
川
、
橋
本
、
大
森

（
久
）
、
皆
川
、
大
森
（
薫
）
、
黒
石
、
越
田
、
嵯
峨
野
、
片
岡
、
浜
野
、
山
崎
、

金
坂
、
松
丸
、
近
藤

▽
議
事
・
報
告

一
、
昭
和
五
十
三
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
、
財
産
目
録
承
認
の
件

二
、
監
査
結
果
報
告
の
件

三
、
昭
和
五
十
四
年
度
役
員
お
よ
び
評
議
員
候
補
者
の
件

四
、
昭
和
五
十
四
年
度
除
籍
の
件

五
、
駒
沢
大
学
山
岳
部
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊
推
薦
状
交
付
の
件

六
、
各
支
部
総
会
報
告
の
件

七
、
山
研
運
営
・
集
会
委
員
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
八
号
参
照
）

◇
支
部
長
会
議
五
月
十
一
日
（
金
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
望
月
、
折
井
、
宮
下
、
佐
藤
（
岩
手
）
、
松
井
（
岐
阜
）
、
中
島

（
福
島
）
、
藤
島
（
越
後
）
、
大
沢
（
山
梨
）
、
山
本
（
静
岡
）
、
今
西
（
関
西
）
、

中
世
古
（
東
海
代
理
）
、
奥
原
（
信
濃
）
、
伊
達
（
宮
城
）

▽
議
事

一
、
会
務
報
告
の
件

二
、
支
部
の
現
状
報
告
の
件

◇
昭
和
五
十
四
年
度
通
常
総
会
五
月
十
一
日
（
金
）
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北

四
’
二
’
二
十
五
・
私
学
会
館

出
席
者
西
堀
会
長
以
下
一
四
六
名
（
他
委
任
出
席
一
四
五
三
名
）

▽
総
会
次
第

一
、
会
長
挨
拶
西
堀
栄
三
郎

二
、
会
務
報
告

宮
下
秀
樹

三
、
物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷

四
、
昭
和
五
十
三
年
度
事
業
報
告
高
遠
宏

五
、
昭
和
五
十
三
年
度
収
支
決
算
、
財
産
目
録
報
告
高
遠
宏

六
、
監
査
報
告

村
山
雅
美

（
右
、
承
認
）

七
、
昭
和
五
十
四
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
案
の
件

高
遠
宏

（
右
、
原
案
ど
お
り
承
認
）

八
、
昭
和
五
十
四
年
度
役
員
お
よ
び
評
議
員
選
任
の
件

昭
和
五
十
四
年
度
の
役
員
お
よ
び
評
議
員
と
し
て
次
の
各
氏
を
選
任
し
た
。

（
理
事
お
よ
び
評
議
員
の
任
期
は
二
年
間
）

八
理
事
Ｖ
会
長
西
堀
栄
三
郎
、
副
会
長
折
井
健
一
、
鈴
木
郭
之
、
大
森
薫
雄
、

宮
下
秀
樹
、
倉
知
敬
、
中
川
武
、
越
田
和
男
、
嵯
峨
野
宏
（
以
上
再
任
）
、

副
会
長
渡
辺
兵
力
、
川
上
隆
、
飯
野
亨
、
山
口
節
子
、
中
村
純
二
、
小
倉

厚
、
高
橋
聡
、
菅
沢
豊
蔵
、
岡
沢
祐
吉
、
高
本
信
子
、
中
島
信
一
（
以
上
新

任
）

八
監
事
Ｖ
片
岡
博
（
再
任
）
、
小
原
勝
郎
（
新
任
）

八
評
議
員
Ｖ
大
野
俊
夫
、
山
崎
安
治
、
織
内
信
彦
、
太
田
敬
、
金
坂
一
郎
、

山
本
朋
三
郎
，
水
野
政
博
、
近
藤
信
行
、
野
口
秋
人
、
伊
達
篤
郎
、
小
原
晴
子
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会務報告

（
以
上
再
任
）
、
田
口
二
郎
、
佐
藤
テ
ル
、
望
月
達
夫
、
朝
比
奈
英
三
、
木
下
是

雄
、
村
木
潤
次
郎
、
大
塚
博
美
、
河
野
幾
雄
、
高
遠
宏
（
以
上
新
任
）

九
、
昭
和
五
十
四
年
度
除
籍
の
件

十
、
議
事
録
署
名
人
選
任
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
八
号
参
照
）

◇
五
月
理
事
会
五
月
十
四
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
西
堀
、
折
井
、
渡
辺
、
宮
下
、
中
島
、
飯
野
、
中
川
、
高
木
、
菅
沢
、

岡
沢
、
小
倉
、
鈴
木
、
山
口
、
越
田
、
川
上
、
嵯
峨
野
、
高
橋
、
中
村
、
片

岡
、
山
崎
、
金
坂
、
小
原

▽
議
事
・
報
告

一
、
理
事
の
任
務
分
担
の
件

総
務
（
宮
下
、
中
島
）
、
財
務
（
飯
野
）
、
集
会
・
支
部
（
中
川
）
、
山
研
（
高

本
）
、
学
生
部
（
菅
沢
）
、
会
報
（
岡
沢
）
、
山
日
記
（
小
倉
）
、
海
外
・
自
然
保

護
（
鈴
木
）
、
医
療
（
大
森
）
、
山
岳
編
集
（
倉
知
）
、
婦
人
懇
談
会
（
山
口
）
、

図
書
・
書
評
（
越
田
）
、
高
所
登
山
・
遭
難
対
策
（
川
上
）
、
指
導
（
嵯
峨
野
）
、

青
年
懇
談
会
（
高
橋
）
、
科
学
研
究
（
中
村
）

二
、
常
務
理
事
選
任
の
件

宮
下
秀
樹
、
中
島
信
一
、
飯
野
亨
、
中
川
武
の
四
氏
に
決
定
。

三
、
常
任
評
議
員
の
件

山
崎
安
治
、
金
坂
一
郎
、
小
原
晴
子
、
村
木
潤
次
郎
、
大
塚
博
美
の
五
氏
に
総

会
後
の
評
議
員
会
で
決
定
。

四
、
日
中
交
流
登
山
の
件

五
、
自
然
保
護
・
科
学
研
究
委
員
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
九
号
参
照
）

◇
六
月
理
事
会
六
月
十
一
日
（
月
）
ル
ー
ム

出
席
者
折
井
、
渡
辺
、
宮
下
、
中
島
、
飯
野
、
高
本
、
菅
沢
、
岡
沢
、
大
森
、

山
口
、
越
田
、
川
上
、
高
橋
、
嵯
峨
野
、
中
村
、
金
坂
、
小
原
、
村
木

▽
議
事
・
報
告

一
、
信
州
大
学
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
マ
ー
ル
Ⅲ
峰
登
山
隊
推
薦
状
交
付
の
件

二
、
学
生
部
キ
シ
ュ
ト
ワ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
の
派
遣
に
関
す
る
件

三
、
映
画
「
穂
高
讃
歌
」
購
入
の
件

四
、
故
嘉
門
次
氏
写
真
寄
贈
の
件

五
、
自
然
保
護
・
山
研
・
医
療
・
高
所
登
山
・
科
学
研
究
・
図
書
委
員
会
報
告
の

件
六
、
婦
人
・
青
年
懇
談
会
報
告
の
件

（
詳
細
は
「
山
」
四
一
○
号
参
照
）

◇
小
集
会

▽
第
三
七
三
回
昭
和
五
十
三
年
九
月
十
九
日
（
火
）
ル
ー
ム

山
の
歌
教
室

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
二
号
参
照
）

▽
第
三
七
四
回
昭
和
五
十
四
年
十
月
二
十
八
日
（
土
）
ル
ｉ
ム

第
二
回
ノ
ミ
の
市

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
二
号
参
照
）

▽
第
三
七
五
回
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
十
九
日
（
日
）
甲
州
高
尾
山

親
睦
山
行

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
四
号
参
照
）

▽
第
三
七
六
回
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
十
七
日
（
日
）
東
京
・
教
学
院

も
ち
つ
き
大
会

▽
第
三
七
七
回
昭
和
五
十
四
年
一
月
十
三
日
’
十
五
日
（
土
１
月
）
岩
岳
ス
キ

ー
場

ス
キ
ー
親
睦
会

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
六
号
参
照
）
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▽
第
三
七
八
回
昭
和
五
十
四
年
三
月
二
十
四
日
（
土
）
ル
ー
ム

新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
第
三
七
九
回
昭
和
五
十
四
年
五
月
十
九
日
’
二
十
日
（
土
１
日
）
御
在
所
岳

藤
内
壁

現
地
小
集
会
（
東
海
支
部
と
共
催
）

（
詳
細
は
「
山
」
四
○
九
号
参
照
）

▽
第
三
八
○
回
昭
和
五
十
四
年
五
月
二
十
三
日
（
水
）
ル
ー
ム

講
演
会
（
グ
ラ
ン
ド
・
ジ
ョ
ラ
ス
北
壁
他
）
講
師
長
谷
川
恒
雄
氏

▽
第
三
八
一
回
昭
和
五
十
四
年
六
月
五
日
（
火
）
ル
ー
ム

山
菜
勉
強
会
講
師
片
岡
博
氏
、
高
波
隆
男
氏

▽
第
三
八
二
回
昭
和
五
十
四
年
六
月
九
日
’
十
日
（
土
１
日
）
土
樽
国
鉄
山
の

家
、
平
標
山

第
三
回
山
菜
山
行

◇
主
な
る
行
事
お
よ
び
集
会

▽
一
九
七
八
年
日
米
民
間
環
境
会
議

昭
和
五
十
四
年
七
月
二
十
四
日
’
二
十
八
日
（
月
ｌ
金
）
横
浜
市

「
山
」
四
○
○
号
参
照

▽
自
然
保
護
上
高
地
集
会

昭
和
五
十
三
年
九
月
九
日
’
十
日
（
土
１
日
）
上
高
地

「
山
」
四
○
一
号
参
照

▽
福
島
支
部
創
立
三
十
周
年
記
念
現
地
小
集
会

昭
和
五
十
三
年
十
月
八
日
’
十
日
（
日
ｌ
火
）
新
野
地
温
泉
、
東
吾
妻
山
、
ぬ

る
湯「

山
」
四
○
二
号
参
照

▽
第
十
一
回
山
岳
図
書
交
換
会

昭
和
五
十
三
年
十
月
二
十
一
日
（
士
）
ル
ー
ム

「
山
」
四
○
三
号
参
照

▽
高
所
登
山
研
究
会
（
海
外
登
山
の
現
状
と
将
来
）

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
十
一
日
（
土
）
日
本
海
運
ク
ラ
ブ

▽
第
二
十
一
回
も
み
じ
会
（
静
岡
支
部
主
催
）

昭
和
五
十
三
年
十
一
月
十
一
日
’
十
二
日
（
土
１
日
）
秋
葉
山
秋
葉
寺

▽
昭
和
五
十
三
年
・
年
次
晩
餐
会

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
二
日
（
土
）
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
出
席
者
二
七
六
名

「
山
」
四
○
三
号
参
照

▽
こ
の
一
本
展

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
二
日
（
土
）
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

▽
第
二
十
三
回
登
山
技
術
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TheAscentofDhaulagiril-fromtheSouthEastRidge

(Autumn,1978)

KuniakiYagihara－TranslatedbyAlanE.JackSon&HirokoUchifMIn－

R6buHatgaveusanawestruckamuntofwhathehadseen

fromtheWhitePeak.

"Amonstrous slope, severalmileshigh,andwithouta

break, somethinglikethenord'faceoftheMalrerhorn,which

asyouknowisn'texactlyanattractiveplace,onlythisisthree

timesasbig. Thebest thing is justmwriteoHthesouth

face.”

"Atleastnowweknowwhereweare.Whatabout the

southeastridge？TheotherdaywhenwesawitfromtheEast

glacier,youwerethemosthopeful,yousaid…”

"Iwasabsolutelywrong.Tobeginwith, it's incredibly

long, it'sallveryhighup, andaboveall it'stedmicallyvery

difIicult:greatwallsandtowersof ice, some rock, broken
ground, gendarmes-there'snoendtoit.''

(MauriceHerzog"ANNAPURNA,Premier8000")

Caravan

OnAugustlO,Kogure, thedeputy-leaderof theexpedition, togetherwith

MiyazakiandFukasawa, leftPokharatofindasuitablesiteforbasecampand

toselectaroute.ThefOllowingday, therestof theexpeditionsetoutwith

2"portersincludingthreeNaikes.

OurtrektothefootofDhaulagiriprovedmoretime-consumingthanexpected.

FirstlyadetourwasneCessitatedbecause ther"dwhichfollowedtheriver

HowingdownfromBirthantihadbeenwashedaway, andsecondly, about50of

ourporters,whocouldnolongerputupwiththehardrain,ranawayandtwo

oftheexpeditionmembershadtostaybehindatGhorepaniandShikhaforfour

daysandhalftowaitthearrivalofequipmentandprovisions.

Thissecondincident, inparticular, affectedourtransport schedule tosuch

anextentthat itseffectwasfellformanydayssothat itwasverynearlyat the

endofAugustthattheiinal loadarrivedatBaseCamp.

Inall,ittook7daysfortheadvancepartytoreachBaseCampand8days
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fortherestoftheexpedition.

TheplacechosenforBaseCampwasatBanyaKarka,awidegrassland.

Toget there,asteeproutehas tobe followedfromChatan,avillagewith

several houses onKaliGandaki (Incidentallyamonument stands inChatan

commemoratingtheAmericanExpeditiontoDhaulagiri inl969which6climbers

losttheirlives).

TheareaaroundBaseCampseemedafavoritegrazinggroundforyakand

sheepandmanyof theshepherdboyswhohadmuchtime tokill foundour

campaconvenientplayground.Theyspentmanyhoursplayingcardsforsmall
stalrPswithourcooks.

RouteConstruction

ForthepurposeofopeningaroutetothesummitofDhaulagiri theexpedi-

tionpartywasdividedintofiveteams,eachconsistingof threemembers・ FzMYh

of the fiveteamswouldtake turns in constructing therouteandonAugust

17the first of these teams consistingofKogure,Miyazaki andFukasawa

arrivedatbasecamp.Thefollowingday, thel8th, thisadvancepartybegan

itstask.

Theirfirstobjectivewastoreachthesubsidiaryridgewhichleduptothe

mainSouthEastRidge. Itseemedthat thiscouldbeaccomplishedineitherof

twoways・ The6rstpossiblerouteledtotheEastDhaulagiriglacierwhilst the

secondledtotheravineonthissideofthesubsidiaryridge.

Theytestedeachpossibilityinturnandafterdiscussingtheconditionsand

problemsofeachrouteatameetingheldonthe25th,theydecidedontheone

leadingacrosstheEastDhaulagiriglacier.

OnAugust26Camplwasestablishedontheglaciernearthebaseof the

subsidiaryridgeataheightof4,850meters・ Ithadn'tbeentoodiHiculttoselect

acampsitesincetheyhadtraversedtheglacierthedaybeforewhilstplotting

therouteandhencetheareahadalreadybeenextensivelysurveyed・ Asecond

teamconsistingoflshikawa,UbeandKanekonowtookovertheleadandbegan

toclimbthemassive, rockysubsidiaryridge・ OtherthanUbewhohadexperi-

encedaltitudesofupto8,000metersthepreviousyearonK2,thissecondteam

wasnot familiarwithsuchgreatheights， BothlshikawaandKanekowere, in

fact,makingtheirfirstvisit totheHimalayas. Nevertheless, theymanagedto

setlO'/2ropesthatday,each50metersinlengthandreachedaheightof5,450

metersclosetoaneedle-likestackofrock.

Thenextday,theyclimbedaroundtheneedle,onitsrighthandside,and
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searchedforapossiblesiteforCamp2. The leadinggroupreportedthatno

spacecouldbefoundforacamp. Thisnewsdidnot,however,worryusaswe

weresurethatitwouldalwaysbepossibletobreaktherockandHattenasmall

areaoftheridgenomatterhowhardtherockmightbe.

Fortwodaysfiveorsixmembersworkedhardclearingasiteforthecamp,

rollinghugeboulders,whichoftenlookedimmovable, intothevalleyonboth
sidesoftheridgeandbreakingrocksprotectedbyahardlayerof transparent

ice・ Severalclimberssufferedsevereheadaches fromworkingsohardat such

analtitudebutwereencouragedtopersevereas suchactivitywouldspeedup

theiradaptationtothealtitude.Workingwithpickaxesandicehammers, little

timewas lost inclearingasiteforthetentsandonAugust30Camp2was fi-

nallyestablishedataheightof5,450meters.

DownatCamploneofthemembersfoundadaptationtotheheight impos-

sibleandwas forcedtogodowntoKalapaniaccompaniedbytheexpedition

leader.

EachdayrainfellprovidingalimitlesssupplyofwatercollectedontheHy

sheets・ Withincreasingheight,however,therainchangedtosleetandeventually,

at5,300meters,tosnow.

Fukasawa,MashimoandTani tookovertheroutefromCamp2andfound

itverydiHiculttofollowalongtheridge. Thoughitwashardgoingtheyeven-

tuallymadeit tothesubsidiaryridgeaftertraversingthetopofasnowwall.

Fromthere theroute tothemainSouthEastRidgewas comparativelyeasy

thoughtheridgeitselfpresentedmanydi缶culties.ThispartoftheSouthEast

RidgeleadinguptowhatwouldbecomeCamp4cametobecalled (<TheBack

ofGojira",anamewhichwelldeservedforthehugerockyridgecarriedmany

rocktowers (gendarmes) along itsback (Gojira isa fictitiousmonsterwitha

jaggedback).

AsiteforCamp3wasselectedandworkbegantobuildaseriesofterraces.

AsatCamp2,mucharduousconstructionworkwasrequiredparticularlyas the

rockwasagainprotectedbyhardclearice. Camp3waseventuallyestablished

onSeptember9ataheightof5,850meters,providinguswithabase from

whichthedi伍cultrockybeltontheridgecouldbeattacked.

Itprovedimpossibletotraversethebaseof"TheBackofGojira"andwe

wereforcedtogodownsamewaybeforeclimbingdirectlytothetopof the

rockvbelt.Withtheaidofwireladders, fixedatfourplacesonthesideofthe

ridge,wereachedthetopandthenmadeoutwaytothesiteforCamp4by
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crawlingbeneathanoverhangandclimbingalongthetopofasnowwall.

Fromthispointthesummitcameintoviewforthe6rst timeandtheupper

halfof theridgecouldbeseenatclosequarters・ It tooksixteendays sofar

sinceweStartedtosetuPCampl.

OnSeptember21Camp4wassetupat6,450meters.

Asaltitudeincreasedmoreandmoremembersbegantohavetroublewith

adaptationanditbecamenecessarytoreorganizetheteams tostrengtheneach

teamandtosharemoreevenlytheworkloadofplottingtheroute. Athreeman

teamconsistingofAkuzawa,FukasawaandKobayashithentookoverthelead,

climbeduptoCamp4. OnSeptember23communicationwaslostwiththisteam,

indeedtheyhadnotreportedinsince7:00a.m. thatmorning・Moreoverno

reporthadyet come infromasecondteamledby lshikawawhohadbeen

climbinguptoCamp4inordertorelieveAkuzawa'steam・ Thoughwehoped

thataradiofailureaccountedforthelackofcommunicationwecouldnothelp

worrylng・

Thefollowingmorningourworst fearswereconfirmed. Ablackspeckwas

seenmovingdownfromCamp4towardsBaseCampandsoonlshikawa'svoice
l

cameovertheradio. ApparentlyAkuzawa's teamhadnotreturnedtoCamp4

theeveningbeforeandinsearchingthatmorninglshikawahadcomeacrossa

cut rope thathadfallenintothevalleyandwaspartiallyobscuredbydeep

snow. Evenattheendoftheropenosignofthethreemissingmemberscould

beseenanditwas laterassumedthatanavalanchehadswept themfromthe
C

rnount部h-

InspiteofthistragicdevelopmentwethoughtthatfurthereHorts tofindthe

bodieswouldbefutileanddeterminedthat theattackonthesummit shouldbe

continued.

Later, theexpeditionleaderTanaka,whohadreturnedfromKathmanduby

helicopter,madeanaerialsearchofthesouthfacebutcouldfindnotraceofhis

mlssmgcompanlons・

Climbingwas continuedanddespiteanxiousmomentswhentheyclimbed

throughtheareawheretheaccidenthadoccurredatemporaryCamp5wasset

upat6,950metersonOctober7・ Camp5wassituated, foronce, inawide

openspacefromwheretheSouthEastRidgerose inalongthinlinetothe

summit. 1tsapproachfromCamp4was,however,particularlydifficultandneces-

sitatedaclimboverawickedknife-edgedridge.

OnOctoberl4Camp6wassetupat7,450metersandYagihara,Yamada
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andSuzukiarrivedtoformanewadvanceparty・ Fromthatdayonmembersof

theadVanceteambegantouseoxygenwhilstsleepingbutfortunatelythesection

oftheroutebetweenCamp6and7provedtobetheeasiestontheentireclimb

andonlythealtituderemainedasaproblem.

Onthel7thaSitewaschosenforCamp7andthe followingdaythecamp

wasestablishedat7,800meters・ Thiswastobethelastcampbeforethesum-

mit fmrlafter theadvance teamofMiVazaki,UbeandTanihadarrivedaTMI

fixedafurtherfewropeseverythingwasreadyforthefinalattack.

TheAttackontheSummitandaccident

Havingenduredmanyhardshipsandsadexperiencesthedayfinallycameto

attackthesummit. Miyazaki,UbeandTanigotupearly, around3a.m．, and

begantopreparebreakfast. Theytriedtoget thegascookergoingbutwere

unabletodoso. Itseemedthatthegascylinderwas fartoocold. Infactthe

temperaturewas-30･C. Theneedtowarmupthecylindermadebreakfasta

timeconsumingbusinessanditwasonlyat7:00a．m. thatourmealwas6hiRhed

andwewereabletoleavecamp.

TheropeupfromCamp7, thatwe'dset thepreviousday,wasburiedfar

underthesnowwhichlayknee-deepandevenwaist-deep inplaces・Weplou｡

ghedonandeventuallyreachedtheNorthEastRidgewhichledupwardstothe

summit,aroutepreviouslyunclimbed.

Ubewroteinhisdiary :

"Windybut fineweather・ Neededtoploughthroughthesnowonlynow

fmdthen・ Ourpacequickened. Finishedthefirstcylinderofoxygenandfelt

lighterbyasmuchastheweightofthecylinder・ Avoidedthesteepsouthface

of theridgeand traverseditsnorthside.Every timeapeakappearedwe

thought itwasthesummit・ Howmanypeakshadwepassedlwonder？ Sud‐

denlywecouldseenothingbeforeus・ Itwasthesummit. Wewerethere, on

thesummit".

Thesummithadbeenreachedatl2:35p．m. onOctoberl9.

Weperformedashortceremonyandthencamedowncarryingsomestones

inourrucksacksthatwehadpickedfromamongstthemanybarerocks that lit-

teredthemountaintop.

Nextday,onthe20th,Yagihara,YamadaandSuzukiwhowereinthese-

condgroupandtwoSherpas,NawanYondenarrivedatCamp7andprepared

themselvesforthenextascent. Meanwhile,newsarrivedthatKogure,whohad

leftCamp4earlythatmorningcarryingprovisions,hadnotyetarrivedatCamp
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5anditwasalreadyafternoon.

At2:30p.m． Ishikawa inCamp5sentdownAbeandKanekotocampto

searchforKogure.

BackatCamp7,withthetimeat4p.m.Yagiharacametotheconclusion

thatKoguremusthavehadaseriousaccidentasnoreportsofhisarrivalatei-

therCamp4orCamp5hadyetbeenreceived.Thedecisionwas takentostop

thesecondattackonthesummitplannedforthenextdayandYagiharamade

hiswaydowntoCamp6alone, leavinghiscompanionsatCamp7.

InCamp6hefoundthetwotentsabandoned, the twoSherpaswhowere

supposedtobestationedtherehavingalreadyleft.

At4:30p．m.AbeandKanekofOundKogurenearCamp4.Hewashang-

ingfromaropefixedtothesouthfaceoftheridge. Theycalledtohimbutno

answercame.Hewasdead.TheycontinueddowntoCamp4andreportedthe

newstotheothercamps.

Apparently,with9expeditionmembersand4Sherpas incampsaboveCamp

5,KogurehadbeenleftaloneatCamp4withtwootherSherpasandhadde-

cidedtocarryupprovisions toCamp5byhimselfasbothSherpasfeltunwell.

HehadsetoHalone,hadpresumablefallanddied.

OnOctober21withthesadnessofKogure'sdeathweighingheavilyupon

them,Yamada,SuzukiandNawanYondencontinuedintheir turn,ploughing

upwardSthroughthesnow.

At thetoptheyburiedthepicturesofAkuzawa,FukasawaandKobayashi

whoonlyamonthbeforehadbeensweptawayfromthesouthfaceoftheridge

downintothevalleyfarbelow. Soonafterwardswithmixedfeelingsofhappi-

ness,sadnessandemptinesstheyleft thesummitandbegantodescend.

WhileYamadaandSuzukiwereattackingthesummittheother7expedition

memberswereretrievingKogure'sbodyandhadbrought it torestat Camp4.

Thenextday,the22nd,KogurewasburiedclosetotheCamp.

Asaresultofthissecondfatalaccident, thethirdattackonthesummitwas

abandonedandthewithdrawal fromtheuppercampswasbegun.

Conclusion

Itwasregrettablethat4peoplelost their livesduringthisexpedition・ We

wereconfidentof thethoroughnesswithwhichwehadplannedandprepared

particularlyasdeepconsiderationwastakenof themistakesmadeontheprevi-

ousexpedition,andmostmembersofourpartyhadpreviousHimalayanexperi-

enCe．
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Lookingbackwearepleasedtoacknowledgethatoursuccessowedmuchto

thebraveeffortsof thosewhodiedandit istotheirmemorythatwewilldevote

ourselvesinfuture.

WewouldliketoextendourthankstotheNagaiMountaineeringAssociation

andtheirleaderMr，KensakuTakedawhowereattemptingaclimbonTukuche

Peakatthetime・ TheygaveusasmanyaslOOsnowbarswhichprovedinval-

uableparticularlyasmanyofourownwerelost inthefallwhichkilledthree

ofourmembers.Without theirhelpwewouldhaveencounteredmanymore

problemsandwewouldliketoexpressourappreciationoftheirkindnessand
a

generos1ty.

SUmmaryandOUtline

nameoftheteam:GunmaHimalayaExpeditionTeam

sponsor:GunmaMountaineeringFederation

periodoftheexpedition:FromAugust toNovember,1978

objective:TheascentofDhaulagiri l (8,167m) fromtheSouthEastRidge

expeditionmembers:

GeneralDireCtor;KazuoHamana (75, didnotactuallyjointheexpedition

teaminNepal),Leader:SeikoTanaka(43),Deputyleader:Katsuyoshi

Kogure (35),Groupleaders :HiroshiAkuzawa (35), Shinobulshikawa

(32),KuniakiYagihara(31),TsutomuMiyazaki (30),YujiroFukasawa

(28),Members:TomioMashimo (30),AkiraUbe(30),KiyoshiKobaya-

shi (28),NoboruYamada(28),IchiroChigira(27),HiroyukiTani(26),

HajimeAbe (25),KazumiKaneko (25),ShigeruSuzuki (23),Junichi

Fukuda (22),Doctor:ShojiSeki (43), LiasonOfIicer:ShreeBahadur

Thapa (35,Assistant lnspector),SirdarLakpaTenjing (39),Pasang

(39), 16SherpasforbothlowlandsandHeights

Outlineofactivities:

July29 TheExpeditionTeamleftJapan.

August8 ArrivedatPokhara.

Augustll LeftPolぐhHTa.

August22 AllthemembersarrivedatBaseCampat4,200m.

August26 CamplwassetupontheEastDhaulagiriglacier(4,850m).

August30 Camp2wassetupat5,400m.

September9 Camp3wassetupontheSouthEastRidgeat5,850m.

September21 Camp4wassetupat6,450m,wherethedi伍cult snowridge

Rtarted.
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Akuzawa,FukasawaandKobayashiweresweptawaydownthe

SouthFacebvanavalanche.

Resumednormalactivities.

ExpeditionleaderTanakareturnedfromKathmandubyhelicop-

tor. Anaerialsearchforthethreemissingmemberswasmade

byhelicoptorbutnotracewasfound.

TemporaryCamp5wassetupat6,850m.

Camp5wassetupat6,950m.

Camp6wassetupat7,450m.

Camp7wassetupat7,800m.

Miyazaki,UbeandTanireachedthesummit.

Kogurefell todeathwhenhewascarryingupprovisionsfrom

Camp4to5.

Yamada,SuzukiandNawanYondenreachedthesummit.

EvacuationofBaseCamp.

ArrivedatKathmandu.

September23

September26
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FirstAsCentofLangtangLirung,1978

AkiraBan

Ithasbeenourmountainsincel961.Our firstattempt tothemountainwas

undertookinthatyear,andtheiirstsceneclosedwithatragicendofthedeath

of 3members-KaichiMorimoto, the expedition leader, KenjiOhshima, and

GyaltsenNorbu, thesirdarwiththemostdistinguisheddeedtoJapaneseexpedi-

tionstotheHimalayas,whohimselfthefirstsummitterofManaslu.

Inpre-monsoon seasOnl961,OsakaCityUniversityMountaineeringClub

aimedatLangtangLirungviaLirungglacierandestablishedC3 (5,600m) on

theplateauattheupperpartoftheglacier. Thetragedyhappenedwhenabig

avalanchesweptawayourcamponMayllmidnight.

Inthepre-monsoonl964,again,wesentthesecondexpeditiontothemoun-

tain・ TheconditionofLirungglacierthatyearwas Imexpectedlybad, and it

wasoutofproblemtotakethewaythroughtheglacier. Thepartythenselected

theSouthEastridgeastheclimbingrouteandreached"TriangleRock" (5,750
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m), at themiddleoftheridge. But theyhadtogiveuptoclimbupfurther

duetolongknife-edgedridgestretchedupward.

Froml965tol977Nepalesegovernmentprohibitedto enter intoNepalese

Himalayas. Althougho伍cial expeditionswerenotacceptedatall theseyears,

ourclubsentreconnoiteringpartythreetimes toiindpossibleroute inLirung

glacierandtotheSouthEastridge, in1967, 1968,and1974.

Januaryl978,NepalesegovernmentpermittedustoclimbLangtangLirung

undertheconditionthattheexpeditionshouldbeorganizedjointlywithNepalese

climbers， Alreadyinl970,ourclubmadeajointexpeditiontoKanjiroba'smain

peaktogetherwithTribuvanUniversity, sothistimeitwaseasyforusorgan-

izingajointpartywithTribuvanUniversity・ Thepartywascomposedof9Jap-

aneseand4Nepalesemembers.

OnSept.3,1978,withl29portersand3.7tonluggage,ourcaravanstarted

fromKathmanduand trippedaroundTrisuli,Betorawati,Ramche,Dhunche,

SyapruBensi,SyarupugaonandLangtang.

qlSept. 9, B､C・ (4,200m)was built onLirungglacier・We carefully

checkeddangerofavalancheinLirungglacier.

FromSept・ 15to20,wemadeexcursiontoGanjalachuli,(5,500m) foraccli-

ma澗死円.tion.

,OnSept、22,westartedtoclimbLangtangLirunginthefollowingway3

Sept、29 builtC1 (4,800m)

0ct.5 withirewfromClbecauseofavalanche

Oct.9 re-builtC1(4,820m)

0ct.12 Atlnzelridge,amemberbrokehisarmbyanice-blockfall.

0ct、 15 builtC2(5,710m)

0ct、 19 builtC3(6,280m)

0ct.23 builtC4(6,650m) justundertheEastridge.

0ct、 24 WadaandPembaTseringsucceededthefirstascentat9825.

SouthFaceofBainthaBrakk,1978

Kimioltokawa

Itwas4yearsagothatwemadeour firstattemptontheSouthFaceof

r Q ，
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BainthaBrakk. Atthattimewehadtogiveupclimbingbecauseofanaccident

thatourcampwassweptawaybyavalanche. Sincethen,BainthaBrakkwas

attackedbyseveralpartiesandthenfirstclimbedbytheBritishpartyinl977

throughthewestridge・ Althoughthepeakwasonceascendadwewished to

accomplishourclimbthroughtheSouthFace.

Ourteamwasmadeby7membersofShizuokaClimbingClub,andheaded

byYukioKatsumi (38)．WebuiltBaseCampontheUzunBrakkGlacieron

Junell,andsetC1(4,850m)ontheglacierHowingdownfromthesouth-east

ridgeonJune24.

ItwashardtoliftloadstoC2(5,650m)onthecolbetweensouthfaceand

6,960mPeak・ Theroutewasdevelopedonthelowerrocksfrom29thandwe

gained300mbyJune30. Thenwehadtostopouractivitiesuntilllth,because

ofaspell ofbadweatherandall descended toCl till July4.Weagain

startedandafterfoursittingbivouacsonthesteeprock,wereachedC3 (6,150

m) abovethelowerrocksonl7th・ Fromtherewetooktherouteonthebig

snow-banduptoleftwardandallthesevenmemberstogethergotupto7,000m

onJuly20. Again,however, thebadweatherforcedustodescendtoBCfrom

theheightof7,000m.

TwomemberssuHeredfromfrostbiteandremainedatBC. The remaining

5memberscamebacktoC3on29th,butnextday,twomoremembersbecame

unabletocontinuetoclimbmore,becauseofdeterioratedconditions・ T.Kita-

mura,Y・KatsuumiandlremainedatC3tocontinueclimbing・ AboveC3,we

foundthesteepcentralrockatSouthFaceoutofproblemandchangedtheroute

tofollowsnowarete・ WeexpectedtoreachthesummitfromC3within2more

daysandstartedtothesummitrocksonAugustl.Weweredisturbedbybad

weatherandcontinuedclimbinginveryslowpace. Shortageoffoodandrepeat-

edforcedbivouacsgraduallytookawayourenergy. OnAugust 3we found

gearsoftheBritishpartyatthefootofthesummitrock・ Fromtherewealmost

followedtheBritishparty'sroute,thentriedtoclimbovertheoverhangat7,270

m, juStbelowthesummit.

OnAugust5atll:00a．m.Kitamurabrokethroughtheoverhangandthree

ofusreachedjustlOmunderthesummit. However,wethoughtanotherbivouac

inevitableifwewouldtrytoclimbupthelOmsteepwall, anditwoulddrain

ofourenergy・ Anyway,wealreadycompletedtheclimbofuntroddenSouth

Face， Inordertosecuresafereturn,wemadeourselvessatisfiedwithourresult

ofthese5dayJattackanddecidedtoreturnimmediately.
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Nun,EaStRidge, 1978

MeijiGakUinUniversityMoUntaineeringClub

Oureight-manpartyledbyKatsumasaKoborimadethe firstascentofEast

RidgeofMt.NunonOctober25, 1978． Theareaaro''n(1 themouniainwasal-

readyexploredearlyinthiscenturyandthemountainclimbedinl953byWest

RidgebytheFrenchparty.

TwodecadesbanafteritasaresultoftheborderproblembetweenPakistan

andlndiacompletelyexcludedforeignersfromapproachingthemountain・ Since

theopeninginl974, severalpartiessucceededtoclimb itbyWestandNorth

Ridge. However, theroutebyEastRidgewas leftunclimbedsinceafailure in

l946･

OnSeptember20wemadeBCat theendofShafutGlacier (3,919m).

ThenABC(4,525m) on26thontheglacier,C1 (4,975m) on29thandC2

(5,670m)onOctober3.

Theroutewasdevelopedonthesnowslopewhichrunsbelowabranch

ridgeofWhiteNeedle (6,600m).WepitchedC3(6,235m)at thebaseof the

snowslopeon8th, thenweall returnedoncetoABCtorest・ Onllthwe

crossedoverWhiteNeedleandextendedtheroutetothecolunderthegendarme,

DifficultBit・ But thisgendarmeguardedbythesteepridgemadeourfurther

progressslow.WemovedC3upto6,505mandmadeattemptstoDi缶cultBit

2timesbut failed. Then,wechangedourroutetothewaytotraversethepeak

toShafutGlacierside.

OnOctober22wesent3pairsofteamstothesummitfromC3. Theyin-

tendedtomakesummit attackpreparingforbivouacs.But afterabivouacat

6,705m,onepairabandonedtheiraim.Afteranotherbivouacat6,805m,Kobo-

ri'spartymadeaslipandhadtogiveup.Thethirdpair,KenjiTakahashiand

ShigeyaSaitomadethirdbivouacat7,080monthesummitridgeandstoodon

thesummitat8:42onOctober25・Theycouldenjoyfull360degrees'panorama

at the7,135mpeak.
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20daysonMt・Nun,WestRidge,1978

MasatoOki

WesucceededinmakingtheshortperiodmountaineeringofMt・Nuninthe

IndianKashmirHimalayas inAugust l978. Theexpeditionwasorganizedby

theHimalayanAssociationofJapan (HAJ). Manymembersof theHAJwho

hadnotenoughvacationbut impassioneddesire toclimbtheHimalayas,were

interestedinattemptingtheHimalayanexpeditioninashort time・ Considering

theproblemofporterage, thedi缶cultyof theapproachand. theclimbingroute,

etc.,Mt.Nunwasfinallyselectedasasuitablemountainforthispurpose.

Theexpeditionteamwascomposedof9Japanesemen;MasatoOki (43,

Leader),TsutomuOgawa (33,Climbingleader),MasakiSusuki (47),Tadao

Ando (34),Tomohikolimura (33),TaichiroTakahashi (30),HidekiAzuma

(28),HiroshiYashima(27),MasayukiTeramoto(27).

Aftermonthsofintensivepreparation, themainpartyleftOsakaandarrived

inNewDelhionAugust4,1978． EnrouteforSrinagar,themainpartywasjoined

bytheliaisonofficer,Mr・FaridHussainKashmir (30)whowasanassistantdi-

rectorofJammu&KashmirTourismDepartmentofGovt.ofIndia,and2Sherpas

fromDarjeeling,NimaNorbu (27, InstructorofHMIDarjeeling) andNawang

Thundup(26).

OnAugust8, themainpartyarrivedatTangolviaKargil,whichisthelast

villagetoMt，NunandissituatedontherightbankofSururiver.

OntheplainofleftbankofSentikriver,BaseCampwasestablishedatan

altitudeof4,100m. FromthereweclimbedupalongSentikriverandSentik

glacierabout fOurhoursandat therightbankofSentikglacier,Camplwas

establishedatanaltitudeof4,900m.

Allmountaineeringequipmentsandfoodsetc・werebroughtupfromTangol

toC1byfiftyportersofTangolvillageintwodays.Arrangementsofvehicle

andaccommodationfromSrinagartoTangolweredonebyour travelagent in

Srinagarandourexcellent liaisono伍ceratthereasonablerate.

OnAugustll,theroutewasopenedthroughabout400metersicefallto

thesnowplateau・ Fromtherewehadtopassoverabout6kmlongsnowfield

andCamp2wasestablishedatanaltitudeof5,340mviatentativeCamp (5,300

m) atthesouthedgeofthesnowplateau.
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Onthesnowplateau, eveninthedaytime, itwasveryhardworktopass it
duetothemelteddeepsnow,atthesametime,itwasquitedi伍Cult tonndthe

routeinthesnowfallingweather.

Ontherockridge,Camp3 (5,800m)wasestabliShedonAugustl6. The

ropewiththelengthofl,000meterswas fixedontheridge. 1twasavery

steepanddangerousslope・ OnAugust21,afterfourhoursclimbingfromC3,

H.Azuma,T.Takahashi,NimaNorbureachedat analtitudeof6,200mand

Camp4wasestablishedthere. Itwasonanarrowplacewithsnow, onthe

westridge.

OnAugust22, the firstattemptpartyreachedthe topofMt・Nunat just

noon, afteraboutsixhoursclimbingfromC4． Onthesameday, thesecond

attemptparty,whichwasledbyT.IimuraandisconsistedofM.Teramotoand

NawangThundup,startedC3andreachedthetopatl3:30.Theyfoundlndian

nationalHagonthetop.Weatherwas finebut thesummitwassurroundedbv
〃

fog. TheycouldseeonlyMt・Kun, thenextpeak・ ThetopofMt.Nunwas

quitenarrowsnowfieldof2squaremetersonly.

TwosummitpartiesclimbeddowntoC2onthatdaV. The lastmember

reachedC2about20:00inthenight. Theywerewarmlyreceivedbyclimbing

leader,T.Ogawaandoneof themember,H. Yashima. The leader,M・Oki

andtheothermembers,M.SusukiandT.AndowaitedthematCl,catching
alreadythisgoodnewsbywalkietalkie.

OnthewaybacktoC2,onAugust23,Mt．D41 (BarmalPeak, 5,813me-

ters)wasascendedbyT.Ogawa,M・Susuki,H.YashimaandT・Tal<31-,ashi.

Onthenextday,allmembersclimbeddowntoC1. OnAugust25,wereached

Tangol and immediatelytransfered toKargil andon thenext dayreached

Srinagarbyvehicle.

TheWaytotheRimORange,1978

NobUhikoOsawa

TheRimorangeisoneofthefewareasstill leftunclimbedandunexplored

uptonow.TheKakujoAlpineClubsent anexpeditionpartytoexplorethis

areaandalsotoclimbavirginpeakwiththeheightof6,476mintheRimo
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range・ Afterwaitingso longforHightwearrivedatSkarduonJulyl2. The

routewhichwechosetoapproachRimowastheshortestwaybut theonenever

beentracedbefore,i.e.,Goma-GayongGlacier (=GyonGlacier)-MirzaKafar

Glacier-GayongLa (=GyonLa)-UnnamedGlacier-SiachenGlacier-Terong

Glacier-Peak6,476m.

OnJuly23weestablishedBaseCampatGayongGlacierandon28thCamp

1 (5,100m)atMirzaKafarGlacier・ Ourmost importanttaskthentoattainwas

toiindthewaytocrossGayongLawhichwastriedbyLongstaHandYoungbut

unsuccessful. Evenafterlongreconnaissance,thepassconsideredasGayongLa

wasstillremainedmistytous・ However,onAugust6wefoundthewaydownto

theunnamedglacierHowingdowntoSiachen. Ahangingglacierdownfroma

tinycolwastheonlypossibleroute. Camp2wasestablishedonthecol (5,500

m)whichwenamedHopeCol・ It isthesouthernmostofthreecolssituatedat

theheadofMirzaKafarGlacier.Weset300mfixedropetoclimbdownthe

hangingglacier. Downtheunnamedglacier (wenamed itHasrhatGlacier)

whichisatributaryofSiachenGlacier,weat lastreachedthemainstreamof

Siachen・Westoodat themouthofTerongvalleywhere the threeglaciers,

NorthandSouthTerongGlaciersandShelkarChortenGlacier, jointogether・ It

wasfive-daysmarchfromHopeCol・Weatherturnedbadbutwehadstill long

waytogoalongtherivertothesnoutofTerongGlacier・ Finally, rapid, cold

andwidestreamfromglacierpreventedusfromgoingfurther. Althoughunable

toreachat theRimorangewecouldenter intoTerongvalley. Thewaywe

tookisashort-cuttoSiachenGlacierbut it isnotsucharoutethat transportby

portersispossible.Wecouldnot findthepassconsideredasGayongLa. Ifa

passablepassexistinginthisareashouldbecalledGayongLa, itshouldbethe

colwhichwecrossed-theHopeCol.

MembersoftheKACExpedition:

N.Osawa(Leader),M.Yamamura,S.Matsuno (MedicalDoctor),T・ Na-

kajima,H.Nagata,A・Uehara,Cap．M.Ajmal (LiaisonoHicer).
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AnnapurnaSouth,SouthwestRidge, 1978

TerUkiKoUno

Climbof theSouthwest ridgewasonce triedbya Japaneseparty from

Gamagohribut theygaveupat 6,000metershigh. Itwasguardedbysteep
ridgesofrock.

OnSeptember7ourcaravanwas startedhiringlllporters.During the

march-in, itrainedalmosteveryday.

OnSeptemberl4,wemadeBaseCampat4,050metershightemporarilyand

madeanexcursionfor fivedays tosurroundingareaforacclimatizationandfor

findingagoodplaceforBaseCamp・ OnSeptember20,webuiltuptheBase

Campon4,800metershighat theedgeoftheSouthwestridge.We tookthe

routeat first toarockpeakof theright sideof theridgeandarrivedat the

snowfield.Weset theropeladderonthewaytotherockpeak.This snow

fieldwasonlyplaceforustorelax.

OnSeptember27,wesetupClat5,700metershighHatteningthesharp

ridge. Annapurnashowedaformidableviewfromtheplace.

OnOctober3,webuiltC2atacolof5,770metershigh. Fromthecol,the

knife-edgedridge extended to farout. Wehada tough time thereunder

strongwind.

OnOctoberl3,wemadethe finalattackcampat the footoftheicewall,

about6,400metershighinthestrongwind.Agroupofcranewasseenflying

tothesouthbeyondAnnapurnaSouthpeak. Themonsoonseasonseemedtoend

at last.

OnOctoberl4andl5,wemadetherouteonthesouthwall fromwhere

iinalsummitattackshouldbemade.

OnOctoberl6,wehadwindless iineweather. Mitani andNalrRnishi left

theattackcampat4:00a．m．andtheyreachedthesummitat9:15a.m.scaling

thelaSt800mwall・ Itwasafter27davssincewebuiltBC.

Onnextday,KounoandMiyakawasucceededthesecondascent.

MembersoftheExpedition:

TeruyukiKouno (27,Leader),YoshioMiyagawa(28),ToichiroMitani (22),

NorioNakanishi (20),MasayukiTsunakawa (20),YoshioKato (27,Medcal

Doctor).
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TilitsoHimal, 1979

YoshimiYakushi

ThebanonanyclimbbyNepaleseAuthoritiescompelledusthreemembersto

exploreanunnamedpeakintheAnnapurnaHimal,inautumnl965,whichwas

tobechristenedTilitsoHimal (7,134m=23,405ft.newlysurveyed;Tili :remote,

andtso:lakeinThakali language), aftertheTilitsoLakeat thenorthernfoot,

withagreementoftheThakalis livingnearby.(1)

Onthereleaseofthebaninl969,weimmediatelyappliedthepermissionto

themountain,onlytoberefusedunderwhattheycalleddomesticaHairs・ Then,

thatyearwewereobligedtotryouriirstascenttoGurjaHimal intheDhaulagiri

range,withsuccess.(2)

Thepriority,however,havingbeentaken,arepeatedapplicationwasmade

totheAuthoritieSeveryyear, andwhenTilitsoHimalwasreleased inl978,

anotherapplicationwassubmitted. But, forsomereasonunreasonable toour

Party, theFrenchexpeditiongotthefirstattempttoit inautumnl978,withours

inthefollowingspring. Itwas fifteenyears forussincetheplanhadbeen

madeinl964.Andbesides,ourproposedapproachroutebywayof theKali

Gandakiwas changedto theoneof theMarsyandi river, for thereasonthat

Jomosom-Thini-MesokantuPassareaisprohibited,whereKesangCampofNep-

aleseArmyisstationedinreplacementofTibetanKhambaCamp.

Our Japan-ToyamaHimalayaExpeditionl979 consistedof the following

members・ ItwasledbvtheleaderasfarasKathmandu,withthefartherclimb

bytheclimbing.leader.

Leader;YoshimiYakushi (age43)

Climbing-leader: IkuoSaeki (44)

Members:AkiraOhta (42),HitoshiTsuji(38),TakashiAraki (31),Haruo

Yamamoto (27),YutakaOe (21),andFumitakaKoyama(35) asdoctor.

Sherpas :LhakpaTenzing(40)asSirdar,NawangYonde (28) andMingma

Tenzing(21)asHigh-altitudeSherpas,andDawa(24)asCook.

Iin,isonO缶cer:AtalLama(30),policeman.

OnMarch22theexpeditionstartedfromPokharawith65porters,andar-

rivedatKhangsaronAprill,viatheMarSyandiriver,whereweswitchedthe

porters・ BaseCampwasestablishedonApril3,at theheightof4,200m,which

（16）



was lowerthanexpectedforthesnowwas toodeepfor theporters togoup

higher・ At iirstBaseCampwasexpectedtopitchat4,900mhighonthewest-

ernshoreofTilitsoLake.

OnApril7theAdvanceBaseCampwasputat5,050montheridge,south

sideoftheEastTilitsoPass,andTemporaryCampl(4,900m)wassetonthe

westernshoreoftheLakeonAprilll.ThetransportbetweenABCandTLCl

wasbeingdonebysledgesassembledbyskiesoverthefrozenlake・ OnApril

14Camplwasestablishedat5,150mat theendof thenorthrockyridgeof

TilitsoHimal・ Onthe followingmorningthegreat avalanche fell downfrom

theGrandeBarri&reat4:45a．m.ontotheLake,andtheiceofthesurfacewas

brokentopieces.Consequentlyitcausedatidalwaveonthewestshore,sothat

themembersretiredforawhiletoasafeplace fromT－Cl・ The icewasof

twostratainsertedlOcmofwater: theupperwaslOcmthick, andthelower80

cm. ThisavalanchecrushedtheroutebetweenABCandT-ClontheLakeand

forcedustotakealongwayaroundthenorthernshore・ Ourtransport,however,

almost iinished, therewas litteeffect ithadonus. Thisdayweallwithdrew

T-ClandmovedtoCampl.

OnApril l6weset toworkmakingtherouteonthenorthridgeofrock

easilybroken,fixingropesofsomel,800mbetweenClandC2. Passingover

therockyridge,Camp2wassettledat6,000monApril24.

OnApril25itwasfineweather. Thefirstattackingteam(Araki,Yamamo-

to, andMingmaTenzing) leftC2at5:30a．m. Theyclimbedtheiceslopeof

lOOmstraightup, tracedonthesnowridgeof300m,andcameuponthecomice,

fromwheretheytraversedtotheleftfacingtheTilitsoLake. Furtheron,they

weregoinguponthe leftsideofthe icedslope,whenjustbelowthesummit

Yamamoto's conditions turnedouttobeworse.Then,theywereforcedtobi-

vouaCinasnow-holetheymadeat5:00p.m.

At6:00a.m. onApril26、outofthesnow-holethethreestartedandstood

onthesummitat7:45undertheclearsky・ Afteranhour'sstay, theydescended

toClat6:30p．m． Onthesamedaythesecondteam(OeandNawangYonde)

startedfromC2at4:00a．m.,reachedthetopatl:57p.m. andcamebackto

C2againat6:00p.m.

OnApril28all thernemberswentdowntoBC, andreturnedatKhangsar

onApril29. ThepartyleftKhangsaronMayl,with25porters・ Crossingthe

ThorungPass,downtoMuktinathandwalkingalongtheKaliGandakiriver,

thepartyfinishedtheexpeditionatPokharaonMay9.

（17）



Notes:1)1) Sangaku, JournalofJAC,Vol、 62, 1967,p、 83～100&Engl. p.

8～10. LaMontagneetAlpinisme, 1968-October,p、 335～336.

2) @<GurjaHimal" (Ed.byY.Yakushi,Toyama,Japan,1970)San-

gaku, .Vol. 65, 1970,p.57～67&Engl.p. 1～6. AlpineJournal,

Vol. 75, 1970, p. 17～24. HimalayanJoumal,Vol. 30, 1970, p&

95～100.
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DOFWORLDTOPB
世界のトッブブランドをご愛用ください

Z
スカルパ登山靴／イタリア
スカルバ登山靴はイタリアの名門、世界の
最高水準をゆく高級登山靴です。遠征隊用
から一般用まで揃っています。

【 ＝ ］

montebelIuna

t ノルト軽登山靴／イタリア
ノルト軽登山靴はイタリアの軽登山靴製造
で最も技術が高いノバスポーツで生産され
ています。

アルバータ羽毛製品／中国
アルバータ羽毛製品を中国と取組んで6年、
すでにヨーロッパと同品質のレベルにまで
達しています。遠征隊用から一般用まで数
多くの品種を扱っています。4LBE町艮

スワンドライ・ウールジャケット／ニュージーランド

羊毛の国、ニュージーランドのバージンウ
ール100％のアウトドアスポーツ用の保温
力抜群のジャケットです。

ﾉ､ンガロテックス毛織手袋／′､ンガリー
ノ、ンガリー原産毛を脱脂しないで編みあげ

た伝統ある毛織手袋は世界の登山家に愛用
ざれています~

ヤーヌス靴下／ノルウェー
80年余の伝統から生まれたヤーヌスの毛織
製品は北欧独特のジャガード柄。高品質を
誇る名品です。

AMmmmm1函。 マウンテンノ､ウスFD食品／米国
米国のアポロ計画で開発された超軽量、 ′、
イカロリー、保存期間80年の夢の食品です。

総輸入元、発売元

㈱キャラバン
東京都豊島区巣鴨1－25－7

大阪府吹田市豊津町54－4
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信頼されて50年
山とスキー用品専門店

惨囹 かば乙た山友社
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八重洲口店
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キスリング

クレッターザック
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学研の山岳地図集成シリーズ
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永
房
標
的
与
一
系
・
カ
ョ
ル
ム
連
峰
を
世
界
で
段
て
集
大
成

監
修
Ⅱ
吉
沢
一
郎

世
界
の
登
山
家
里
参
Ｌ
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
．

カ
ラ
コ
ル
ム
連
峰
が
全
地
域
大
縮
尺

で
集
大
成
さ
れ
た
の
は
世
界
で
も
初

め
て
で
あ
る
。
美
し
い
レ
リ
ー
フ
４

色
地
図
と
カ
ラ
ー
写
真
、
ル
ー
ト
解

説
な
ど
最
新
の
情
報
が
山
岳
愛
好
家

だ
け
で
な
く
広
く
興
味
を
そ
そ
る
。

世
界
山
岳
地
図

岳

〈
縮
尺
Ⅱ
約
濤
］
ｇ
量
ご
》

編
．
著
Ⅱ
高
木
泰
夫
／
宮
森
常
雄

カ
ラ
コ
ル
ム
／
カ
シ
ミ
ー
ル
・
ヒ

マ
ラ
ヤ
／
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
／
パ

ミ
ー
ル
天
山
の
主
要
山
岳
を
二
四

図
収
録

●
Ｂ
４
判
（
３
６
４
×
２
５
７
ミ
リ
）
／
上
製
本
／

箱
入
り
●
総
頁
３
５
０
頁
／
見
開
き
地
図
２
４

点
／
カ
ラ
ー
３
２
頁
／
折
込
６
頁

定
価
Ⅱ
２
１
，
０
０
０
円

｜

ヒ

マ

ラ

ヤ

編

一

《
縮
尺
Ⅱ
約
再
些
ご
ゞ
ｇ
畢

編
・
著
Ⅱ
諏
訪
多
栄
蔵
・
薬
師
義
美
ほ
か

ブ
ー
タ
ン
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
／
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
／
マ
ナ
ス
ル
・
ヒ
マ
ー
ル

な
ど
二
五
図
収
録

●
Ｂ
４
判
（
３
６
４
×
２
５
７
ミ
リ
）
／
上
製
本
／

箱
入
り
●
総
頁
３
２
８
頁
／
見
開
き
地
図
２
５

点
／
カ
ラ
ー
３
２
頁
／
解
説
１
９
６
頁

定
価
Ⅱ
１
９
，
０
０
０
円

集
成
全2集

編
・
著
Ⅱ
吉
沢
一
郎
ほ
か

主
要
山
岳
を
中
心
に
図
取
り
し
た
、

い
ま
ま
で
に
な
い
本
格
山
岳
地
図
集
。

全
国
の
一
、
五
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の

山
岳
を
網
羅
し
、
山
名
、
沢
名
、
ル

ー
ト
名
を
は
じ
め
、
山
小
屋
や
キ
ャ

ン
プ
地
、
水
場
な
ど
の
登
山
情
報
を

豐
富
に
収
録
し
た
。

全
国
の
主
要
山
岳
を
網
羅
。
山
岳
関
係
者
の
基
本
図
書

H

《
縮
尺
Ⅱ
罵
邑
・
ｇ
ｓ

第
１
集

北
海
道
↓
中
部
山
岳
（
北
部
）
編

羅
臼
岳
／
八
甲
田
山
／
槍
・
穂

高
岳
ほ
か
五
四
図
収
録

第
２
集

中
部
山
岳
（
南
部
）
北
九
州
編

富
士
山
／
木
曾
駒
ヶ
岳
／
阿
蘇

ば
か
四
○
図
収
録

●
Ｂ
４
判
（
３
６
４
×
２
５
７
ミ
リ
）
／
上
製
本
／

箱
入
り

●
第
－
集
Ⅱ
総
頁
２
０
２
頁
／
収
録
地
図
５
４
図

／
解
説
９
９
頁

●
第
２
集
Ⅱ
総
頁
１
９
０
頁
／
収
録
地
図
４
０
図

／
解
説
７
８
頁

全
２
集
セ
ッ
ト
現
金
価
格
Ⅱ

２
４
，
０
０
０
円

全
２
集
セ
ッ
ト
分
割
払
価
格
Ⅱ

２
５
，
２
０
０
円

（
支
払
回
数
６
回
・
支
払
期
間
６
か
月
）

図
集
成
2集全

●内容見本を用意しております＄ご希望の方は下記にお申し込みください｡

㈱学研美術販売
⑳l46東京都大田区仲池上' - 17- 15盆東京(03)754-5523.5524発行＝…学習研究社’

カ
ー
ｚ
元
ム
・
ヒ
ユ
ス
ー
ク
シ
ユ
編



日本全国で
一年じゅﾗ咲いている花

惨
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窯
一

少

ササユリ
本州中部以西の山地／6～7月

』

ヒメ

紀伊半島以北の太平洋岸／7月上～下旬 本州･四国･九州／6－7月

で一
～

′

蕊 グ

＝

鐡鍵顎
日本全土の山地／6月中旬～8月下旬

←

クノ…リ
北海進･本州･四国の山地／6～7月

オニュリ

日本全土／7月中･下旬

協和の支店は全国α20余カ店。

それぞれの地域で､みなさまのくらし、

みなさまの事業の

よきアシスタントとして、

いっしょうけんめい努力しています。

廟繍誰雨
シンボルはユリの花。

協和は､清潔で明るい銀行を

めざしていますb力

四国･九州の海岸･山地／7～8月



待望の銘品ｶざ今、
二村からあなたの手に。
グランドジョラスの8日間､長谷川恒男氏も使用。

識

認fや灘§

きびしい響きの中に打TちおろLた調こ残る
銘器の感触。

ダブルアックス用

★二村スペシャルハンマー

（受注生産）

￥45，000

氷壁を突き刺吹 ，
男の魂。

ダブルアックス用
★二村スペシャルピッケル

本物を見た。
ダブルアックス用

★二村スペシャルパイル

（受注生産）

￥50，000

（受注生産）

￥50，000

●営業時間
平 日=AM10:30～PM8:00

日曜･祭日=AM11 :00～PM6:00

■地方の方は通信販売をしております。

八重洲ロ店／東京都中央区八重洲2－1－11

TEL(281) 8456 ． (274)5800

お茶の水店／東京都千代田区神田駿河台2－10
TEL (291) 7 4 0 6 - 7

五反田店／東京都品川区西五反田7－22－17

卸売センター1階（ミツコスポーツプラザ）

TEL (494) 2670 ･ 3247

名古屋店／名古屋市千種区内山町3－85
（今池共同ビル内）

TEL O52 (741) 2 0 1 0

スペシャルタイプは全て、オー

ダーできます。但し、製作上困難

な部分を除きます。

写真のスペシャルタイプは、長谷

川恒男氏がグランドジョラス（ウ

ォーカー稜）冬期単独登華の時に

使われたものです。



きたぐにの動物たち 本多勝一
A5変型判/1200円

磯
新版山を考える新版山を考える 本多勝一四六判/980円本多勝一四六判/980円

冒険と日本人〈改訂新版＞蕊隙耐

山のバンセ串田孫一ハ5変型判川5‘0円山のバンセ串田孫一ハ5変型判川5‘0円

若き日の山 串田孫一A5変型判/1500円

心の歌う山串田孫一ﾊ5変型判/'8側円

山菜記《正･縦>片岡博鮒剛",円

旅の山菜片岡博 ハ5変型判ﾉ''0‘円

谷川岳ピケの大将高波吾策獺
剣岳の大将文蔵佐伯文蔵B6鋤鯛0円

上高地の大将木村殖 。e判/,"円

はるかな尾瀬襲鋤辮享局編

炉辺山話岡茂雄”六判/1鋤’円
ｼﾙｸﾛｰドの十字路で謝縮子

私たちのｼﾙｸﾛｰド測希瀞

K2登頂幸運と友情の山脇扁舶

文学山歩'"秋谷豊”六判/'"0円

北ｱﾙﾌﾟｽ捌繍集団ｶﾗｰ写真集
東京付近の山《改訂新版》髄説牌
窓就ﾋﾏﾗﾔ･ﾄﾚｯｷﾝグ弥聯

心の歌う山 串田孫一A5変型判/1800円

山菜 記〈正･続>片岡博酬円/"･620円

旅の山菜 片岡博 A5変型判/1500円

谷川岳ピケの大将高波吾策獺
剣岳の大将文蔵 佐伯文蔵B6判/980円

上高地の大将木村殖 B6判/980円

はるかな尾瀬襲醐關瀞局編

炉辺山話 岡茂雄四六判/'300円

ｼﾙｸﾛｰドの十字路で ﾓﾀﾒヂｨ遥子
B6判/860円

私たちのｼﾙｸﾛｰﾄﾞ 平山美知子
四六判/1400円

K2登頂幸運と友情の山 広島三朗
A5変型剰/1300円

文学山歩'” 秋谷豊四六判/1200円

北ｱﾙﾌﾟｽ
日本山岳写真集団/カラー写真集
A4判/8000円

東京付近の山《改訂新版》髄説牌
認就ﾋﾏﾗﾔ･ﾄﾚｯｷﾝｸﾞ

ブルーガイド
海外版/1380円

；

ヨーロッパ･ｱルプス ブルーガイド屈外版
680円

~鎌;鴬;…

職霧；
部二
に

1 F:

〒104束京都中央区銀!"1-3-9実業之日本社芯澗03-562-4311/振番東京1-326
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○
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豊かな

生活環境を築きあげる………

I
（電機）

●電気洗濯機

●冷凍ショーケース

●冷蔵ショーケース

●オーブンショーケース

●ウォータークーラ

（機器）
●NKフィルター

●各種争水･廃水処理装置

●熱交換器装置

●熱交換器用フィンチユー
ブアライトロン

●ウエルフィン

（建材）
●カーテンウォール

●アルミ自然発色NKカラー

●サッシドア

●用途別サッシドァ

●各種間仕切

夕日愈建鐵獅式
取締役相談役早川種三

合
宜 社

東京都千代田区大手町2－6－2 〒100

TEL東京(03) 270-6511(大代表）

飼料･肥料配合ブﾗﾝﾄのｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

飼料・肥料製造用諸機械及び部

品の販売・関連機器の斡旋取扱

株式会社橘エンジニアリング
名古屋市中区橘一丁目27番8号
〒460冠名古屋052(321)1501(代）



●初心者への山案内

|常設登山百又 炎室’室相
ニニ

ロ

<山幸登山学校＞

年間を通じての登山教室を開講いたします。

新緑の頃の親子参加のキャンプ。教室、清

流の沢登り、植物観察山行、アルプスの

夏山教室、岩登り、新雪の雪山教室等を

企画しています。叉、ガイド付きのコース

案内もいたしますのでご相談下さい。

認
轟

；
雨宮節登山とスキーの店

代
々

木
〒151東京都渋谷区代々木1-21-9

sO3(370)1100
●年中無休AMII:00～PM9:00(日･祭日PM8 00） （下車徒歩3分､駐車場もあります｡）

|ニッチの 定評ある著者陣容／

全56巻

’
琴

山･ハイキングシリーフ守

※登山･ﾊｲｷﾝグシリーズにはこれだけの仲間が揃っています。

①奥武蔵武甲･璽取 、蔵王連峰 ⑨金剛山葛城.岩湧山
②奥多摩大菩薩 ⑳八幡平岩手山･駒ケ岳 ②六甲.摩耶
③奥秩父 ⑮露ヶ峰白樺湖･蓼科山 ⑭比良連山
④陣馬･高尾秋jll溪谷⑳雲ﾉ平 ⑮大峰.吉野
⑤丹沢山塊 、妙高･戸隠野尻湖･黒姫 ⑰大台ケ原大杉谷
⑥富士･五湖三ｼ峠 ⑳南アルプス北部 ⑳赤目･青山室生寺
⑦箱根熱海･湯河原 ⑳中央ｱルプス O鈴鹿連峰御在所.伊吹
③奥日光奥鬼怒 ⑳南ｱﾙプｽ南部 、大山.蒜山
⑨尾瀬銀山湖 ⑪北ｱルプス 、三瓶山帝釈峡
⑯軽井沢妙菱山 ⑫加賀白山白ﾉ| |郷 、秋吉台三段峡
O伊豆半島大島 ⑬飯豊･朝日 ⑮九重山久住高原
⑫三浦半島鎌倉 ⑭大雪山層雲峡‘然別湖 ⑳英彦山耶馬渓
⑬美ヶ原露ケ峰 ⑮槍･穂高ｱﾙプｽ銀座 ⑰阿蘇山

⑭谷川岳 ⑮立山･剣黒部渓谷 ：…･……………･…･･･ ･･ ‘
⑮八ヶ岳夢科山 ⑰東海自然歩道I § ※保存用には
⑯那須･塩原鬼怒川 ⑬東海自然歩道Ⅱ

⑰磐梯･吾妻安達太良⑲東海自然歩道Ⅲ ；日本登山地図集
⑬志賀高原草津白根 ⑳入笠山守屋山･高遠 ; I中部山岳．信州篇
⑲上高地乗鞍岳 O苗珊･鳥甲溝津峡 ． ．

⑳黒部.白馬鹿島槍 ⑫越後三山奥只見.巻機山; II関東・上越篇
：

⑳房総半島 ⑬御岳木曽路 ：をどうぞ－定価各4,800円
、浅間･菅平 ：…………………….…．

山 イ ングシリーズ

雷鳥マークのカラー表紙

に衣替えして新発売〃

;地図の日地出版
;本社東京都千代田区西神田2-2- '5

東京03 (261)5126
;支店大阪市南区安堂寺橋通り3-60

大阪06 (252)7421



’ ’
白水社の山 図書岳
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原
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名
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わ
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三
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成
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一
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シ
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世
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中
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友
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白水社 |01束京都千代田区神田小川町3－2ル/振替東京9-33228／電291－78 1 1

｢世界名山登頂シリーズ」

キリマンジャロ チンボラソ モンブラン

マウントクック ウイルヘルム マッターホーン

キナバル 玉 山 メ ン ヒ

ーネパールヒマラヤトレッキング、

ハードトレッキング一

エベレスト、アンナプルナとダウラギリ、

ランタン、ゴーキヨコース等。

－遠征隊向、格安航空券一

ネパール、インド、パキスタン、ニュージーランドetc

お問い合せは

震瞳ダンス

敏忠 十L

! '“ ~司営三田線
白 水遮櫨駅

山通

…

｜ 外堀認I）

総警謹あ遊施縁
運輸大庫雪録旅行業代窪店業1976号

〒112東京都文京区後楽1－1－17

TELO3★815★5391～3

後楽園 F秀冤

●国電水“東口(お茶の水寄I〕)下車徒歩1分

●“戸嗣鐘睡1分

垂一

土
台
商
底



幾多伝え聞くアルピニストの栄光と苦悩の記録｜
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ガ
ー
北
壁
初
登
鑿

■
ト
ニ
ー
・
ヒ
ー
ベ
ラ
ー
著
■
横
川
文
雄
訳
■
１
２
０
０
円

バ
ミ
ー
ル
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
東
西
ト
ル
ヶ
裏
タ
ン
を
結
ぶ
ン
ル

田
村
俊
介
編
著
■
２
５
０
０
円
一
夛
峯
へ
の
日
本
隊
遠
征
の
記
録

Ａ
・
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
著
■
田
村
俊
介
訳
■
２
５
０
０
円

■
田
村
俊
介
編
■
２
５
０
０
円

小
型
飛
行
機
に
よ
る
雪
上
着

陸
の
記
録
と
し
て
も
名
高
い

ス
イ
ス
隊
に
よ
る
ダ
ウ
ラ
ギ

リ
初
登
頂
成
功
の
記
録
。

プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン

期
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
未

踏
峰
ヌ
プ
ッ
ェ
北
西

峰
ヘ
ア
タ
ッ
ク
ノ
。

〃
白
き
神
々
の
座
″

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に

２
度
登
頂
し
た
ア

メ
リ
カ
隊
の
記
録

壮
大
な
中

央
ア
ジ
ア

の
探
険
と

ロ
マ
ン

幾
多
の
生

命
を
奪
っ

た
ア
イ
ガ

ー
北
壁
ノ
．

登山ハンド･ブック･シリーズ
蝋登山教本懲山の心

山岳研究会編磯登山技術磯山の自然科学
鰯世界の山岳懲山の資料

●A5判
●各巻･定価980円

……L･マガジン冠〒101東京都千代田区神田錦町3－3壷03(291)7901





山崎安治 三田幸ナ

史山わ誉 力
の発掘高千

三田幸夫

高行上巻
日本の登山史と著者のつき合いは深くて

長い。その探索行の中で著者は、全く埋

もれてしまっていて表面に出てこない記

録を数多〈発掘している。登山の歴史の

空白地帯や未知の分野を、新しい事実を

読みなら辿るのは興趣深い。

A5判300頁上製箱入 2500円

『わが登高行』上下2巻は、僕の山にお

ける足跡を集成したもので、いわば山の

自伝と云えるかもしれない。上巻にはイ

ンド時代にいたるまでのいくつかの山旅

の記録やそれにまつわる回想をおさめた

(序にかえてより)。

A5判500頁上製箱入 3800円

日本山岳会編 川崎精雄望月達夫山田哲郎
中西章横山厚夫共著

山日記か静な
昭和55年版 定価950円

る山山の好きな人に大変便利な手帳です。親

しい方へのプレゼント用に最適。 12月1

日発売予定。
あまり知られていない山々九七座の四季

折々の紀行。沢歩き、薮こぎあり、積雪
山の本売場ご案内

の上に道をさがす、あるいは見なれぬ角
お茶の水店の3階は『山の本』の

売場です。 ご来店下さいませ。 度から山を眺めるなど、図上で未知の山

に思いを馳せるときの楽しさや、 日頃は
営業時間 東京神田駿河台2－1

:":M騨撫茗溪堂忘れがちな山登りの圃自さが雌わたる。B変形200頁 1700円



山岳写真の原点がこの2冊
写真集にある。の

カラー全盛の現在、 「山岳写真とは何か｣の原点に
立ち戻り、それへのひとつの手がかりとして、あ
えて山岳写真界の両雄といわれる白籏史朗・山本
和雄氏の白黒写真集を発刊するものであります。

白籏史朗作品集 山本和雄作品集

幸瀕の山の山

●南ア､尾瀬､富士山等の国内の山々

をはじめ、 ヨーロッパアルプス、 ヒマ

ラヤに幾多の精力的な撮影行を重ね

ている白籏史朗氏の白黒作品は、ま

さに重厚の一語につきる感がある。

●かつて処女作品集『穂高』を出して

その真価を世に問うた山本和雄氏の、
豪壮なうちにもたくまい杼情を秘め

た繊細な画面構成は、このモノクロ

ーム写真集によって極点に達した。

データ･解説ほか＞＊体裁＝厚表紙、シル＊判型=A3変型＊総頁=130頁く作品60点､データ･解説ほか>*体裁＝厚表紙、シル

バークロス装、金属ボルト綴、ケースつき、豪華上製本く作品は大判シートに1点づつ
印刷され、好みの作品を取り出して額に入れれば、すばらしいインテリアとなります＞

好評発売中／定価各8500円

港区熟識|山と溪谷社|灘鮮柵



‘‘よ↓）良きテントの最高峰を

めざす吉田のテント”
'952 日本山岳会 マナスル踏査隊

1957 文 部 省 南極観測隊

'956 日本山岳会 マナスル登山隊

'970 日本山岳会 エベレスト登山隊

'970 日本山岳会東海 マカルー登山隊

'976 植村直己 グリンランド横断

1978 日本大学 北極点遠征隊

1978 植村直己 北極点単独旅行

'978 植村直己 グリンランド縦断旅行

（敬称略）

吉田テント蟇蹴磯騨職弱施息

山岳書・動植物書
古本の買入と販売

関係書の御相談もどうぞ－地方出張も致します

I脇I薙鴬瓢 IL中央線

／〆

国鉄
水通橋駅

１
１

国
鉄

お
茶
の
水
駅
西
口

駿
河
台
下

㈲悠久堂書店
〒101束京都千代田区神田神保町1－3

"03 (291) 0773･0920



好遍歴ばく鬼
賭

；

謹猫鐙篭戯

理理

鱗

ひと口、含んだだけで、揺ぎのない味に

触れることができる。豊潤にして毅然たる

味。リザーブを飲んだ方は。大人の洗練、

都会のエレガンスを感じとることだろう。

当一閏、閏

悪

ザシトIメーワザ堂ブ3000円
価格は標準的な小売価格/製造･販売サントIノー株式会社

::嘘蕊…

全

ー、

蕊
ﾓﾆ5戦

〒102東京都千代田区3番町24TEL262.0525



本
陛
掲
載
の
配
事
、
写
真
お
よ
び
地
図
の
無
断
転
戦

を
禁
じ
ま
す
。

発
行
所
懲
日
本
山
岳
会

山
岳
第
七
十
四
年
（
通
巻
一
三
二
号
）

一
九
七
九
年
十
二
月
一
日
発
行

発
行
人
西
堀
栄
三
郎

〈
編
集
委
員
〉

山
崎
安
治
・
金
坂
一
郎

近
藤
信
行
・
節
田
重
節

池
田
智
津
子
・
竹
中
昇

倉
知
敬
・
藤
本
敏
行

印
刷
所
株
式
会
社
技
報
堂

発
売
所
株
式
会
社
茗
渓
堂

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
Ｉ
一

電
話
東
京
二
九
一
局
九
四
四
二
番

振
替
口
座
東
京
八
’
二
四
七
二
三
番

東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
五
’
四

サ
ン
ピ
ュ
ウ
ハ
イ
ッ
四
番
町

（
〒
一
○
二
）

電
話
東
京
二
六
一
局
四
四
三
三
番

振
替
口
座
東
京
三
’
四
八
二
九
番

価
三
○
○
○
円
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TIneHimalayanJournal
(RecordsoftheHimalayanClub)
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EditedbyK.Mason,C･W6F･Noyce&H､W・Tobin.
Vols.1-15(1929-1949)

OxfbrdattheClarendonPress./Reprintedition． （発売元：丸善）
Paperbound.Set¥85,000

●300部限定版

●体裁:原本と同じです。

●分売はいたしません。

●本覆刻版をお買い上げくださったお客

様には，国立国会図書館所蔵のr深

田久彌旧蔵書目録」（九山山房蔵書）

を無料進呈いたします。

●ヒマラヤン・クラブ会員は10%引き

にてご購入できます。

と口

…
5A砂

〈･ヒマラヤン・ジャーナル＞は， 1929年の4月にヒマラヤン・クラブの機関誌として創刊され

以来50年にわたりヒマラヤ研究の基本的文献として高い評価を得てきています。そのなかでも，
初期に出されたくヒマラヤン・ジャーナル＞は， ヒマラヤ登山をつくりあげた過去の業績を集大
成し， ヒマラヤ高峰登頂の名誉を担うべき先駆者たちの偉業をしるすものとして，永く古典とし
ての地位を保っています。ヒマラヤの綿密な探査研究・登準技術をはじめ， ヒマラヤ登山の先達
となる貴重な研究・記録が殆んど本誌に圧縮され，結果として1950-60年に築かれたヒマラヤ高
峰登頂の黄金時代の足懸をつくったことは衆知の事実です。

探検家で地理学者として知られるケース・メイスンによって編集された本機関誌には， クラブ
の趣意に沿って， シュヨーク氷河に関する地理学的研究？地質学に関する論文をはじめ， カシミ
ールの鳥類の観察記事，アッサムのミシュミ山地における動P植物に関する論文． ヒマラヤの名
の語源に関する記述などアカデミックなものから， ヒマラヤでの狩猟・登山・山旅の楽しさなど
についても触れられ， 「ジオフィジカル・ジャーナル」や「アルパイン・ジャーナル」とも性質
を異にした新しいタイプの機関誌となっています。本誌があつかっている地域は，西はヒンドゥ
クシュからパミール，カラコルム，パンジャブ，ネパール，シッキム，ブータン，アッサムとい
う東西にのびるヒマラヤ山脈ばかりではなく，嶌喬，天山， タリム盆地，チベット， ビルマ北部，
雲南など戦後になって開国され，また入国の不可能になった内陸アジア地域をも含み，現在では
貴重な情報を伝える数少ない資料のひとつになっています。このほか，本誌にはスタインによる
パミールの古道に関する論文など古い時代に行なわれた探検および本文に掲載できなかった中央
アジア・チベットなど未踏の地域の探検に関する「遠征ノート」のほか，充実した適確な書評が
掲載され，多くのページをさいています。このたび弊社が刊行致し,ました復刻版は，世界の秘境
といわれ，数々の未知の分野を残すヒマラヤ・内陸アジアに関する重要な内容を含み． また入手

のむづかしくなっている第1－15巻を， ヒマラヤン・クラブのご許可を得て刊行致したものです。
期界の皆様のご研究の資料のひとつとして，是非御購入くださいますようおすすめ致します。

,F:j

⑭丸善駕蝋篭壼麓鷲:'競馬_,"懇誉…＝
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